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このド キュ メ ン ト について

この ド キ ュ メ ン ト では、 上級ユーザーのための操作の説明と技術情報を提供し ます。

こ こに提示される内容には、 お使いのプラ ッ ト フ ォームや製品には適用されないものも含まれています。 た と え

ば、 ゲー ト ウ ェ イ設定に関する ト ピ ッ クは Zen サーバー エンジンには適用されません。 このよ う な相違点は区別

でき る よ う 明記し ています。



xiv

このド キュ メ ン ト の読者

この ド キ ュ メ ン ト は上級ユーザー向けに提供されています。上級ユーザーは Zen ベース  アプ リ ケーシ ョ ンの基盤

にあ るオペレーテ ィ ング システムについて深 く 理解し ている こ と が前提と されます。 上級ユーザーは、 オペレー

テ ィ ング システムの構成を ス ムーズに行 う こ と ができ、多 く の場合データベース  エンジンを構成する管理者権限

を持っている必要があ り ます。 上級ユーザーと は、 以下のよ う な方が該当し ます。

 1 つ以上の Zen ベース  アプ リ ケーシ ョ ンがイ ン ス ト ールされているネ ッ ト ワーク の管理者

 Zen ベース  アプ リ ケーシ ョ ンの付加価値再販業者

 Zen ベース  アプ リ ケーシ ョ ンの開発者



xv

表記上の規則

特段の記述がない限 り 、 コマン ド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の表記が使用されます。

大文字 と 小文字

の区別

通常、 コマン ド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限 り 、 これらの項目は大文字、 小文字、 あ る

いはその両方を使っ て入力で き ます。 た と えば、 MYPROG、

myprog、 または Myprog は同等です。

太字 太字で表示さ れる単語には次の よ う な も のがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス名、 コマン ド、 オプシ ョ ン、

ボタ ン、 ステー ト メ ン ト など。

固定幅フ ォ ン ト 固定幅フ ォ ン ト は、 コマン ド構文など、 ユーザーが入力する

テキス ト に使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ のよ う に、 角かっ こ が使

用されます。角かっ こ で囲まれていない情報は必ず指定する

必要があ り ます。

| 縦棒は、 ［file name ｜ @file name］ のよ う に、 入力する情報

の選択肢を表し ます。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ う に、 必須項目に対する選択肢

を表し ます。

変数 file name のよ う に斜体で表されている語は、適切な値に置き

換え る必要のあ る変数です。

. . . ［parameter...］ のよ う に、 情報の後に省略記号が続 く 場合は、

その情報を繰 り 返し使用でき ます。

::= 記号 ::= は、 あ る項目が別の項目用語で定義されている こ と

を意味し ます。 た と えば、 a::=b は、 項目 a が b で定義され

ている こ と を意味し ます。
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1Zen データベース 

オブジェ ク ト 名、 名前付きデータベースおよび DSN の詳細

このセ ク シ ョ ンは、 以下の ト ピ ッ ク に分かれています。

 「名前付きデータベース」

 「 メ タデータ」

 「識別子と オブジェ ク ト 名」

 「デフ ォル ト のデータベース と現在のデータベース」

 「フ ァ イル構造」

 「ア ク セス方法」

 「ク ラ イ アン ト / サーバー通信」

 「データベース  コード  ページ」

 「ODBC DSN 作成オプシ ョ ン」

 「idshosts フ ァ イルの使用」



2

名前付きデータベース

名前付きデータベース （DBname と も呼ばれます） は論理名付きのデータベースです。 ユーザーはデータベース

が存在する場所を知ら な く て も、 この名前でそのデータベース を識別する こ と ができ ます。 Zen では、 すべての

データベースが名前付きデータベースであ る必要があ り ます。 データベースに名前を付ける際は、 その名前を特

定の辞書デ ィ レ ク ト リ のパスおよび 1 つまたは複数のデータ  フ ァ イルのパスに関連付ける よ う にし ます。 

名前付きデータベースへは、 さ まざまなア ク セス方法で接続されます。 た と えば、 ODBC ア ク セスの場合は名前

付きデータベース を指すデータ  ソース名 （DSN） を設定する必要があ り ます。 複数の DSN が同じ名前付きデー

タベース を指すこ と ができ ます。 『ODBC Guide』 の 「ODBC データベース  ア ク セス」 を参照し て く ださい。 その

他のア ク セス方法の場合、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者が、 それぞれのア ク セス方法の API を使用し て名前付きデー

タベースに接続する こ と ができ ます。 Zen ド キ ュ メ ン ト の開発者向けガイ ド を参照し て く ださい。

メ モ  名前付きデータベース を使用する場合、 データベース  エンジンが存在する コ ンピ ューターにロ グ イ ン

する際は、 管理者レベルまたは Zen_Admin セキ ュ リ テ ィ  グループの メ ンバーであ るオペレーテ ィ ング シス

テム ユーザー名を使用する必要があ り ます。 

名前付きデータベース を作成する最も簡単な方法は、 Zen Control Center を使用する こ と です。 『Zen User's Guide』
の 「新規データベース を作成するには」 を参照し て く ださい。アプ リ ケーシ ョ ン開発者は別のア ク セス方法の API
を用いて名前付きデータベース を作成する こ と もでき ます。 た と えば、 SQL の場合は 「CREATE DATABASE」 、

DTI の場合は 「PvCreateDatabase()」、 ADO.NET の場合は 「Data Access Application Block」 を参照し て く ださい。

メ タデータ

リ レーシ ョ ナル エンジンでは、 メ タデータでバージ ョ ン 1 （V1） と バージ ョ ン 2 （V2） と い う  2 つのバージ ョ ン

をサポー ト し ます。 メ タデータ  バージ ョ ン 2 では、 多 く の識別子に最大 128 バイ ト の名前を付ける こ と ができ、

ビ ューおよびス ト ア ド  プロ シージ ャ を許可し、 メ タデータ  バージ ョ ン 2 固有の DDF （データ辞書フ ァ イル） を

持つこ と ができ ます。 

『ODBC Guide』 の 「SQL 文法のサポー ト 」 を参照し て く ださい。

識別子とオブジ ェ ク ト 名

識別子は、データベースの名前、 またはデータベース内の列、テーブル、プロ シージ ャやその他名前付きオブジェ

ク ト の名前です。 識別子は、 通常の識別子またはデ リ ミ ター （区切 り 記号） 付きの識別子と し て指定されます。

通常の識別子

通常の識別子と は、 二重引用符で囲まれていない識別子のこ と です。 通常の識別子は大文字または小文字の文字

で始ま る必要があ り ます。 識別子の残 り の部分は大文字または小文字の文字、 数字、 および有効な文字の任意の

組み合わせで構成されます。

通常の識別子に予約語を使用する こ と はでき ません。

通常の識別子は大文字小文字を区別し ません。

デリ ミ ター付き識別子

デリ ミ ター付き識別子と は、 二重引用符で囲まれた識別子のこ と です。 デ リ ミ ター付き識別子は、 有効な文字か

ら成る任意の文字列と、 それを囲む二重引用符で構成されます。

推奨でき る使用法ではあ り ませんが、 デ リ ミ ター付き識別子には予約語も使用でき ます。 た と えば、 INSERT は
通常の識別子 と し ての使用は許可されませんが、 "INSERT" はデ リ ミ ター付き識別子 と し ては許可されます。 識

別子がキー ワ ー ド で も あ る 場合は二重引用符で囲む必要が あ り ま す。 た と えば、 SELECT "password" FROM
my_pword_tbl と な り ます。 "password" は SET PASSWORD ステー ト メ ン ト のキーワード なので二重引用符で囲み

ます。
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識別子の制限

上に挙げた全般的な制限以外に、 各種の識別子に特有の制限を次の表に一覧表示し ます。 

表 1 識別子の種類別の制限 

識別子 長さ制限 （バイ ト 単

位）

無効な文字 1 注記

V12 V23

列 20 128  \ / : * ? " < > | 先頭は文字でなければな り ません

ヌルにする こ と はでき ません

データベース 20 20 ` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) _ - + = } ] { [ |
\ : ; " < , ' > .? /

先頭は文字でなければな り ません

関数 （ユーザー

定義）

30 128 通常の識別子の場合 ：
` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = } ] { [ | \
: ; " < , ' > .? / 

文字、 数字、 お よ びア ン ダース コ ア （"_"）
が有効です

先頭は文字でなければな り ません

デ リ ミ ター付き識別子の場合 ：

な し

名前を二重引用符で囲む必要があ り ます

グループ 30 128 \ / : * ? " < > | （および空白文字） MASTER にする こ と はでき ません 

イ ンデッ ク ス 20 128 \ / : * ? " < > | （および空白文字） Zen Control Center （ZenCC） でイ ンデッ ク ス

を作成する場合、 先頭に UK_ を付けてはい

けません

ZenCC 外で UK_ で始ま る イ ンデ ッ ク ス を

作成し た場合、 そのイ ンデッ ク スは ZenCC
で編集でき ません

キー （外部また

は主）

20 128 \ / : * ? " < > | （および空白文字） 先頭は文字でなければな り ません

同一テーブル内で、 外部キー と イ ンデ ッ ク

スに同じ名前を付ける こ と はでき ません

パス ワード 8 128 ; ? " ' 先頭を空白 （空白と し て使用される文字） に

する こ と はでき ません

ヌルにする こ と はでき ません

［無効な文字］ 列に挙げられている文字以外

の、 あ ら ゆ る表示可能な文字が指定で き ま

す

プ ロ シ ー ジ ャ

（ス ト ア ド）

30 128 通常の識別子の場合 ：
` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = } ] { [ | \
: ; " < , ' > .? / 

文字、 数字、 お よ びア ン ダース コ ア （"_"）
が有効です

先頭は文字でなければな り ません

デ リ ミ ター付き識別子の場合 ：

な し

名前を二重引用符で囲む必要があ り ます

テーブル 20 128 \ / : * ? " < > | （および空白文字）

# ##4
無効な文字は、 通常 と デ リ ミ ター付きの両

方の識別子に適用されます

ト リ ガー 30 128 通常の識別子の場合 ：
` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = } ] { [ | \
: ; " < , ' > .? / 

文字、 数字、 お よ びア ン ダース コ ア （"_"）
が有効です

先頭は文字でなければな り ません

デ リ ミ ター付き識別子の場合 ：

な し

名前を二重引用符で囲む必要があ り ます
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ユニークなスコープ

通常、 識別子は一定のスコープ内でユニーク であ る必要があ り ます。 つま り 、 同じ名前を使用する同一タ イプの

オブジェ ク ト のイ ン ス タ ン スは同一領域内では使用でき ません。 表 2 は、 オブジェ ク ト 名がどのよ う な領域また

はスコープ内でユニーク であ る必要があ るかを表し ます。 

ユーザー 30 128  \ / : * ? " < > | （および空白文字） MASTER または PUBLIC にする こ と はでき

ません

ビ ュー 20 128 通常の識別子の場合 ：
` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = } ] { [ | \
: ; " < , ' > .? / 

文字、 数字、 お よ びア ン ダース コ ア （"_"）
が有効です

先頭は文字でなければな り ません

デ リ ミ ター付き識別子の場合 ：

な し

名前を二重引用符で囲む必要があ り ます

1 特に示されていない限 り 、 無効な文字は通常の識別子とデ リ ミ ター付き識別子の両方に適用されます。

2 バージ ョ ン 1 （V1） メ タデータに適用。 『ODBC Guide』 の 「SQL 文法のサポー ト 」 を参照し て く ださい。

3 バージ ョ ン 2 （V2） メ タデータに適用。 『ODBC Guide』 の 「SQL 文法のサポー ト 」 を参照し て く ださい。

4 テンポ ラ リ  テーブルの名前の先頭は # または ## で始ま り ます。 このため、 # と  ## は永続テーブルの名前の先頭文字と し

ては無効です。 『SQL Engine Reference』 の 「CREATE （テンポ ラ リ ） TABLE」 を参照し て く ださい。

表 2 共通識別子のユニーク性の適用範囲

このタ イプのオブジ ェ ク ト

の名前

この範囲内でユニーク

データ

ベース

テーブル ス ト ア ド  プ
ロシージャ

その他

データベース 一定のデータベース  エン ジ ンに よ っ てホ ス

ト されるすべてのデータベース

テーブル ○

ト リ ガー、 ス ト ア ド  プ ロ

シージ ャ、 ユーザー定義関

数

○

ユーザーまたはグループ ○

ビ ュー ○

制約 ○

列 ○

イ ンデッ ク ス ○ 外部キーと同じ名前を持つこ と はでき ません

キー （外部） ○ イ ンデッ ク ス と 同じ名前を持つこ と はでき ま

せん

カーソル ○

表 1 識別子の種類別の制限 

識別子 長さ制限 （バイ ト 単

位）

無効な文字 1 注記

V12 V23
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デフ ォル ト のデータベース と現在のデータベース

既存のアプ リ ケーシ ョ ンで、 Btrieve フ ァ イルを作成し た り 開いた り する際にデータベース名を指定し ていないア

プ リ ケーシ ョ ンをサポー ト するために、 Zen では、 ト ラ ンザク シ ョ ナル データベース  エンジンご と のデフ ォル ト

データベース と い う 概念が維持されています。 デフ ォル ト  データベースは、 "DefaultDB" と い う 名前であ らかじ

め定義されているデータベースです。アプ リ ケーシ ョ ン コード を変更し ないで新しいセキ ュ リ テ ィ  モデルを使 う

よ う にするには、 Btrieve データ  デ ィ レ ク ト リ をデフ ォル ト  データベース と関連付けてから、 それらのデ ィ レ ク

ト リ にあ るデータ  フ ァ イルへのア ク セス を制御する よ う 、デフ ォル ト  データベースでユーザーおよび権限を設定

し ます。

ま た、 データベース  エンジンは、 ク ラ イ アン ト 接続ご と の現在のデー タ ベース と い う 概念も理解し ています。

Btrieve の Login （78） 、 Create （14） 、 または Open （0） オペレーシ ョ ンでデータベース名が指定されていない場

合、 ト ラ ンザク シ ョ ナル エンジンは、 そのオペレーシ ョ ンは現在のデータベースに関連する ものであ る と見な し

ます。 現在のデータベース と は、 各ク ラ イ アン ト で、 一番最近 Login （78） オペレーシ ョ ン （明示的ロ グ イ ン） が

発生し たデータベース を指し ます。 ク ラ イ アン ト  コ ンピ ューターが明示的な ロ グ イ ン操作を要求し ていない場合

は、 一番最近 Create （14） または Open （0） オペレーシ ョ ン （暗黙ロ グ イ ン） が発生し たデータベースが現在の

データベース と な り ます。 明示的にも暗黙的にも ロ グ イ ンが発生し ていない場合は、 前の段落で説明し たデフ ォ

ル ト  データベースが現在のデータベース と な り ます。 ク ラ イ アン ト が明示または暗黙のロ グ イ ン を実行し た場

合、 あ るいは最後のフ ァ イル ハン ド ルを閉じ る こ と によ って DefaultDB が現在のデータベース と なった場合には

常に、 現在のデータベースが変わる可能性があ る こ と に注意し て く ださい。 各ク ラ イ アン ト の現在のデータベー

スは、 ほかのク ラ イ アン ト の動作とは関係あ り ません。

既存のアプ リ ケーシ ョ ンに新し いセキ ュ リ テ ィ  モデルを構成する最も簡単な方法は、 すべての Btrieve データ

デ ィ レ ク ト リ をデフ ォル ト  データベース と関連付け、 このデータベース内で PUBLIC グループの権限を設定する

こ と です。 PUBLIC グループは、 データベースのセキ ュ リ テ ィ を有効にし た と き、 Master ユーザーと共に自動的

に作成されます。 「MicroKernel エンジン セキ ュ リ テ ィ のク イ ッ ク  ス ター ト 」 を参照し て く ださい。

フ ァ イル構造

すべての Zen データベースは共通のデータ形式を使用し ます。 このフ ァ イル形式の共有によ り 、 同一データのア

ク セスに ト ラ ンザク シ ョ ナル、 リ レーシ ョ ナルなどの異なる ア ク セス方法を使用する こ と ができ ます。 すべての

ア ク セス方法が機能するために使用する システムは MicroKernel エンジン と呼ばれます。

各 Zen データベース  テーブルは個別のフ ァ イルで、 デフ ォル ト では .mkd と い う 拡張子が付き ます。 ただし、 開

発者は独自のフ ァ イル名拡張子を指定する こ と ができ ます。MicroKernel フ ァ イルはデータ と イ ンデッ ク スの両方

を持ち、 さ まざまな タ イプのページで構成されます。MicroKernel フ ァ イルは共通のデータ形式でデータ を格納し

ます。

各 Zen データベースには、拡張子 .ddf のデータ辞書フ ァ イル一式も含まれます。 DDF フ ァ イルにはデータベース

スキーマが含まれます。 メ タデータ  バージ ョ ン 1 と メ タデータ  バージ ョ ン 2 の DDF は異なる フ ァ イル名を使用

し ます。 『SQL Engine Reference』 の 「システム テーブル」 を参照し て く ださい。

MicroKernel エンジンは、 キー フ ィ ール ド は別 と し て、 データのス キーマには関わ り ません。 ただし、 参照整合

性の規定または SQL 経由のア ク セスではスキーマの知識が必要です。

Zen データベースの名前と ロ ケーシ ョ ンは dbnames.cfg と い う 名前のバイナ リ  フ ァ イルに格納されます。Zen フ ァ

イルのデフ ォル ト の保存場所については、 『Getting Started with Zen』 の 「フ ァ イルはど こにイ ン ス ト ールされます

か？」 を参照し て く ださい。
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Zen データベースに関連するすべてのフ ァ イルはオペレーテ ィ ング システムから表示させる こ と ができ ます。 表

3 は関連する フ ァ イルを要約し た ものです。 

フ ァ イル サイズ

サイ ズの制限はフ ァ イル バージ ョ ンやページ サイ ズ、 および 1 ページあた り のレ コード数によ って異なるため、

次の表にま と めま し た。

フ ァ イル バージ ョ ン 13.0

データ  フ ァ イルの最大サイ ズは 64 TB です。 単一フ ァ イルのサイ ズが 256 GB を超え る場合は、 13.0 以上のフ ァ

イル形式を使用する必要があ り ます。

次の表は、 フ ァ イルのレ コード に圧縮が設定されていないこ と を前提にし ています。 レ コード圧縮を使用する場

合は、 1 ページあた り に格納される レ コード がさ らに増え る こ と を考慮し て く ださい。 『Zen Programmer's Guide』
の 「ページ サイ ズの選択」 および 「フ ァ イル サイ ズの予測」 を参照し て く ださい。  

フ ァ イル バージ ョ ン 9.5

データ  フ ァ イルの最大サイ ズは 256 GB です。 単一フ ァ イルのサイ ズが 128 GB を超え る場合は、 9.5 以上のフ ァ

イル形式を使用する必要があ り ます。

次の表は、 フ ァ イルのレ コード に圧縮が設定されていないこ と を前提にし ています。 レ コード圧縮を使用する場

合は、 1 ページあた り に格納される レ コード がさ らに増え る こ と を考慮し て く ださい。 『Zen Programmer's Guide』
の 「ページ サイ ズの選択」 および 「フ ァ イル サイ ズの予測」 を参照し て く ださい。  

表 3 Zen データベースに関連する フ ァ イル

種類 説明

データベース名の構成 dbnames.cfg フ ァ イル。Zen データベースの名前と ロ ケーシ ョ ンを含むバイナ リ  フ ァ イル

です。

データ （共通データ形式） フ ァ イル名は、 リ レーシ ョ ナル データベースの場合デフ ォル ト で、 テーブル名 .mkd で
す。 データベース  テーブルご と に対応する  MicroKernel フ ァ イルがあ り ます。 ト ラ ンザ

ク シ ョ ナル データ  フ ァ イルでは、 各フ ァ イル名はアプ リ ケーシ ョ ンが指定し ます。

データ辞書 拡張子が DDF のフ ァ イル。 『SQL Engine Reference』 の 「システム テーブル」 を参照し

て く ださい。

表 4 フ ァ イル バージ ョ ン 13.0 のフ ァ イル サイズおよびページ サイズの比較

最大ページ数 （100 
万単位）

各ページ サイズ （バイ ト ） に対する フ ァ イル サイズ （TB）

4096 8192 16384

4096 16 TB 32 TB 64 TB

表 5 フ ァ イル バージ ョ ン 9.5 のフ ァ イル サイズおよびページ サイズの比較

1 ページあた りのレ

コー ド数

最大ページ数 （100 
万単位）

各ページ サイズ （バイ ト ） に対する フ ァ イル サイズ

（GB）

1024 2048 4096 8192 16384

1 - 15 256 256 GB 256 GB 256 GB 256 GB 256 GB

16 - 31 128 128 GB 256 GB 256 GB 256 GB 256 GB

32 - 63 64 64 GB 128 GB 256 GB 256 GB 256 GB
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フ ァ イル バージ ョ ン 9.0 以下

データ  フ ァ イルの最大サイ ズは 128 GB です。 単一フ ァ イルのサイ ズが 64 GB を超え る場合は、 9.0 以上のフ ァ

イル形式を使用する必要があ り ます。 

次の表は、 フ ァ イルのレ コード に圧縮が設定されていないこ と を前提にし ています。 レ コード圧縮を使用する場

合は、 1 ページあた り に格納される レ コード がさ らに増え る こ と を考慮し て く ださい。 『Zen Programmer's Guide』
の 「ページ サイ ズの選択」 および 「フ ァ イル サイ ズの予測」 を参照し て く ださい。 

フ ァ イルのセグ メ ン ト 化

デフ ォル ト では、データ  フ ァ イルは、 オペレーテ ィ ング システムのフ ァ イル セグ メ ン ト であ る  2 GB の限界を超

え る ご と に自動的に分割されます。 ［セグ メ ン ト  サイ ズを 2 GB に制限］ 設定プロパテ ィ を使用する と、 フ ァ イル

を 2 GB のセグ メ ン ト に分割するか、セグ メ ン ト 化し ない 1 つのフ ァ イル とするかを指定する こ と ができ ます。よ

64 - 127 32 32 GB 64 GB 128 GB 256 GB 256 GB

128 - 255 16 16 GB 32 GB 64 GB 128 GB 256 GB

256 - 511 8 N/A1 16 GB 32 GB 64 GB 128 GB

512 - 1023 4 N/A1 N/A1 16 GB 32 GB 64 GB

1024 - 2047 2 N/A1 N/A1 N/A1 16 GB 32 GB

2048 - 4095 1 N/A1 N/A1 N/A1 N/A1 16 GB

1 N/A は 「適用外」 を意味し ます。

表 6 フ ァ イル バージ ョ ン 9.0 以下のフ ァ イル サイズおよびページ サイズの比較

フ ァ イル 
バージ ョ ン

1 ページあた り

のレ コー ド数

最大ページ数

（100 万単位）

各ページ サイズ （バイ ト ） に対する フ ァ イル サイズ （GB）

512 1024 1536 2048 2560 3072 3584 4096 8192

9.0 1 - 15 256 128 128 128 128 128 128 128 128 128

9.0 16 - 31 128 64 128 128 128 128 128 128 128 128

9.0 32 - 63 64 32 64 96 128 128 128 128 128 128

9.0 64 - 127 32 16 32 48 64 80 96 112 128 128

9.0 128 - 255 16 N/A1 16 24 32 40 48 56 64 128

8 任意 16 8 16 24 32 40 48 56 64 N/A1

7 任意 16 8 16 24 32 40 48 56 64 N/A1

6 任意 16 4 4 4 4 4 4 4 4 N/A1

5 任意 16 4 4 4 4 4 4 4 4 N/A1

1 N/A は 「適用外」 を意味し ます。

表 5 フ ァ イル バージ ョ ン 9.5 のフ ァ イル サイズおよびページ サイズの比較

1 ページあた りのレ

コー ド数

最大ページ数 （100 
万単位）

各ページ サイズ （バイ ト ） に対する フ ァ イル サイズ

（GB）

1024 2048 4096 8192 16384
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り 大きいサイ ズの非セグ メ ン ト 化フ ァ イルを使用する利点は、 よ り 効率的なデ ィ ス ク  I/O です。つま り 、パフ ォー

マン スの向上が期待でき ます。 13.0 形式のフ ァ イルはセグ メ ン ト 化をサポー ト し ないので注意し て く ださい。

この設定オプシ ョ ンはデータベース  エンジンのパフ ォーマン ス  チューニング用プロパテ ィ の 1 つです。 「ZenCC
でエンジンのプロパテ ィ を設定するには」、 および 「セグ メ ン ト  サイ ズを 2 GB に制限」 を参照し て く ださい。

こ のプロパテ ィ はデフ ォル ト でオンに設定されてお り 、 以前の リ リ ース と 同様 2 GB の限界でフ ァ イルはセグ メ

ン ト 化されます。 こ のプロパテ ィ をオフに設定する と、 フ ァ イルは 2 GB の限界を超えて増大し ます。 設定プロ

パテ ィ の追加情報については、 「フ ァ イル バージ ョ ンの自動ア ッ プグレード」 も参照し て く ださい。

セグ メ ン ト されていないフ ァ イルは、お使いのオペレーテ ィ ング システムによ って指定されている フ ァ イル サイ

ズの制限を受けます。 た と えば、 FAT32 フ ァ イル システムで ［「セグ メ ン ト  サイ ズを 2 GB に制限」］ の設定をオ

フにし てサイ ズの大き なフ ァ イルを作成する と、 倍の 4 GB フ ァ イルに拡張されます。 以前作成し たフ ァ イルが

既にセグ メ ン ト 化されている場合、 そのセグ メ ン ト はフ ァ イル上でそのま ま残 り ます。

フ ァ イル バージ ョ ンの自動ア ッ プグレー ド

設定プロパテ ィ の ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ に 9.0 以上が設定されている場合、 バージ ョ ン 8.x フ ァ イルはそ

のフ ァ イル サイ ズの限界 （64 GB） に達する と自動的にバージ ョ ン 9.0 フ ァ イルに変換されます。 次の表に、 こ

の動作を ま と めて示し ます。

た と えば、バージ ョ ン 8.x フ ァ イルでサイ ズが 5 GB の場合は、既に 2 GB 単位のセグ メ ン ト 化が行われています。

このフ ァ イルは既にセグ メ ン ト 化されているので、そのセグ メ ン ト はフ ァ イルに存在し続けます。このよ う なフ ァ

イルはその後も セグ メ ン ト 化が続行され、 自動ア ッ プグレード が起こ るサイ ズ 64 GB までそのサイ ズを増大させ

る こ と ができ ます。 この動作は、 フ ァ イルが既にセグ メ ン ト 化されているため、 設定プロパテ ィ がオン またはオ

フのどち らであって も同じです。 フ ァ イルのサイ ズが 64 GB を超え る と、 バージ ョ ン 9.0 フ ァ イルの最大許容サ

イ ズ 128 GB に達する までセグ メ ン ト 化が続け られます。

バージ ョ ン 8.x フ ァ イルでサイ ズが 1.5 GB の場合は、 そのサイ ズを 2 GB まで増大させる こ と ができ ます。 設定

プロパテ ィ がオフの場合、 このフ ァ イル サイ ズが 2 GB になった時点で自動ア ッ プグレード が起こ り ます。 この

フ ァ イルは非セグ メ ン ト 化フ ァ イル と し て、そのサイ ズをバージ ョ ン 9.0 フ ァ イルの最大許容サイ ズ 128 GB まで

増大させる こ と ができ ます。設定プロパテ ィ をオンに設定する と、 2 GB 単位のフ ァ イルのセグ メ ン ト 化が続行さ

れ、 そのサイ ズを 64 GB のサイ ズまで増大させる こ と ができ ます。 バージ ョ ン 8.x フ ァ イル用の最大許容サイ ズ

64 GB になった時点で、 バージ ョ ン 9.0 への自動ア ッ プグレード が起こ り ます。 フ ァ イルのサイ ズが 64 GB を超

え る と、 バージ ョ ン 9.0 フ ァ イルの最大許容サイ ズ 128 GB に達する までセグ メ ン ト 化が続け られます。

［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ オプシ ョ ンは、 データベース  エンジンのフ ァ イル互換性用プロパテ ィ の 1 つです。

「ZenCC でエンジンのプロパテ ィ を設定するには」 を参照し て く ださい。

メ モ  フ ァ イル バージ ョ ンの自動ア ッ プグレード が動作するのは、 8.x フ ァ イル形式から  9.0 フ ァ イル形式と

い う パターンのみです。 これ以外のフ ァ イル バージ ョ ンの組み合わせの場合、 この自動ア ッ プグレード は動

作し ません。 た と えば、 8.x フ ァ イル形式から  9.5 フ ァ イル形式、 あ るいは 7.x フ ァ イル形式から  9.0 フ ァ イ

ル形式と い う 組み合わせではア ッ プグレード は起こ り ません。 

［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ 設定

プロパテ ィ の設定 
［セグ メ ン ト  サイズを 2 GB に制

限］ 設定プロパテ ィ の設定 
フ ァ イル バージ ョ ンの自動ア ッ プグレー ドが

起こ る フ ァ イル サイズ

9 （デフ ォル ト ） オン （デフ ォル ト 、 オプシ ョ ンが

チェ ッ ク されている）

64 GB（バージ ョ ン 8.x フ ァ イルの最大サイ ズ）

9 （デフ ォル ト ） オフ （オプシ ョ ンがチェ ッ ク され

ていない）

2 GB （バージ ョ ン 8.x フ ァ イルのセグ メ ン ト

のサイ ズ）
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アクセス方法

Zen データベースのデータにア ク セスする  2 つの主な方法は、 ト ラ ンザク シ ョ ナルおよび リ レーシ ョ ナル ア ク セ

スです。

ト ラ ンザク シ ョ ナルでは、アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムはデータ  レ コード内を物理的と論理的のどち らの順序に

従ってでも自由に移動する こ と ができ ます。 ト ラ ンザク シ ョ ナル API を使用する こ と で、 アプ リ ケーシ ョ ン プロ

グ ラ ムは直接制御を備え、開発者はデータの基本構造の知識に基づいてデータ  ア ク セス を最適化する こ と ができ

ます。 Btrieve は、 ト ラ ンザク シ ョ ナル データベース  エンジンの 1 つです。

リ レーシ ョ ナル と は、 データがテーブル、 行、 列の集ま り と し て表される ア ク セス方法です。 リ レーシ ョ ナル モ
デルは、 開発者を基と なるデータ構造から切 り 離し、 データ を単純な表形式で表し ます。 ODBC は リ レーシ ョ ナ

ル ア ク セス方法の 1 例です。

単一のアプ リ ケーシ ョ ンが両方のタ イプのア ク セス を含むこ と も あ り ます。 た と えば、 データの追加と変更には

ト ラ ンザク シ ョ ナル ア ク セス を使用し、データの照会およびレポー ト 作成には リ レーシ ョ ナル ア ク セス を使用す

る こ と ができ ます。

アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムが使用する ア ク セス方法を知ってお く 必要があ り ます。 これはイ ン ス ト ールされる

Zen によ って異な り ます。 ア ク セス方法によ って設定が異な り ます。 特定のア ク セス方法を最適化する ために設

定をカス タマイ ズする必要があ り ます。 

利用する アプ リ ケーシ ョ ンが使用する ア ク セス方法を知っていれば、ト ラブルシューテ ィ ング も容易にな り ます。

た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムが ODBC 経由で リ レーシ ョ ナル ア ク セス を使用し ている場合、 データ

ベース管理システムではな く  ODBC レベルの問題を解決する必要があ る可能性があ り ます。

設定のカス タマイ ズに関する作業と リ フ ァ レ ン スについては、 「設定 リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。

ク ラ イアン ト / サーバー通信

MicroKernel エンジンは、 ローカルおよびク ラ イ アン ト / サーバーの 2 種類の処理モード をサポー ト し ます。 ロー

カル モー ド でデータベースにア ク セスする アプ リ ケーシ ョ ンは、 ローカルにあ る エンジンにア ク セス し ます。

ローカルのエンジンは、 ローカルまたはネ ッ ト ワーク のハード  デ ィ ス ク の I/O を実行する ワーク ステーシ ョ ンの

オペレーテ ィ ング システムに要求を出し ます。

ク ラ イ アン ト / サーバー モード では、 共有フ ァ イル サーバー上で実行されるサーバー MicroKernel エンジンを使

用し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムがク ラ イ アン ト / サーバー モード でデータベース  エンジンにア ク セス

し ている と きは、 リ ク エス ターが リ モー ト  エンジンに接続し ます。 この リ ク エス ターは、 オペレーテ ィ ング シス

テムがサポー ト するネ ッ ト ワーク  プロ ト コルを使用し て、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン レベルの リ ク エス ト およびデータ

レ コード を、 アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ム と サーバー エンジン間で受け渡し し ます。 フ ァ イル I/O 機能は、 ク ラ

イ アン ト / サーバー モード のサーバー エンジンによ って完全に処理され、 ワーク ステーシ ョ ンには共有データ

フ ァ イルのためのオペレーテ ィ ング システムのハン ド ルは割 り 当て られません。 データベース操作は、 各ワーク

ステーシ ョ ンに代わってサーバー ベースのエンジンによ って実行されます。

処理モード は、 アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムそのものではな く 、 ワーク ステーシ ョ ンの設定によ って決定される

こ と に注意し て く ださい。つま り 、アプ リ ケーシ ョ ンはローカル と ク ラ イ アン ト / サーバー、 どち らのデータベー

ス  エンジンにも ア ク セスでき ます。 アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムは、 ローカル モード から ク ラ イ アン ト / サー

バー モード に切 り 替え る際に再コ ンパイルする必要はあ り ません。

ワーク グループ エンジンおよびサーバー エンジンはどち らのモード でも動作し ます。 データベース  エンジン と

同一マシン上のアプ リ ケーシ ョ ンがエンジンにア ク セスする場合、 ローカル モード で動作し ます。 データベース

エンジン と異なるマシン上のアプ リ ケーシ ョ ンがエンジンにア ク セスする場合、 ク ラ イ アン ト / サーバー モード

で動作し ます。

ク ラ イ アン ト / サーバーの設定は、Zen のワーク グループおよびサーバー バージ ョ ン用にカス タマイ ズでき ます。

ス タ ン ド ア ロ ンで も ク ラ イ アン ト / サーバーで も、 その設定を容易にする ための構成の設定プ ロパテ ィ が Zen
Control Center （ZenCC） に含まれています。

ク ラ イ アン ト / サーバー通信およびデータベース  エンジンの設定に関する作業と リ フ ァ レ ン スについては、 「設

定 リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。
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データベース コー ド  ページ

エン コード は文字セ ッ ト を表す標準規格です。 文字データは、 コ ンピ ューターがデジ タル処理でき る標準形式に

変換する、 つま り エン コードする必要があ り ます。 エン コード は、 Zen データベース  サーバーと  Zen ク ラ イ アン

ト  アプ リ ケーシ ョ ン と の間で規定する必要があ り ます。 互換性のあ るエン コード を使用すれば、 サーバーと ク ラ

イ アン ト でデータが正し く 変換されます。 

エン コード のサポー ト は、 データベース  コード  ページ と ク ラ イ アン ト  エン コード に分割されています。 こ の 2
種類のエン コード は、 別個のものですが相互に関係し ています。 説明を簡単にするために、 データベース  コード

ページ と ク ラ イ アン ト  エン コード を一緒に説明し ます。 『Getting Started with Zen』 の 「ク ラ イ アン ト 用のネ ッ ト

ワーク通信の設定」 を参照し て く ださい。

ODBC DSN 作成オプシ ョ ン

『ODBC Guide』 の 「DSN のセ ッ ト ア ッ プおよび接続文字列」 を参照し て く ださい。 この ト ピ ッ ク では ODBC 接
続文字列について も説明し ています。

idshosts フ ァ イルの使用

一般的には、 アプ リ ケーシ ョ ンは独自のフ ァ イルの場所情報を指定し ます。 別の方法と し て、 テキス ト  フ ァ イル

idshosts の情報に基づいてフ ァ イル場所のマ ッ ピングを指定する こ と ができ ます。 

idshosts フ ァ イルは Zen （IDS） の一部でし た。 IDS はコ ア製品から取 り 除かれま し たが、 idshosts フ ァ イルの設定

は依然と し て可能です。 

作成し たアプ リ ケーシ ョ ンでは idshosts によ るマ ッ ピング機能を使用し ない と い う 場合は、 ［IDS の使用］ 設定を

オフにし ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが既に idshosts を使用し ている場合、 あ るいはこの代替方法を使用し てフ ァ イ

ルの場所をマ ッ プし たい と考えている場合は、［IDS の使用］ をオンにし ます。「IDS の使用」 を参照し て く ださい。

idshosts フ ァ イルを使用する場合は、 フ ァ イルにア ク セス し て内容を読み取る時間が必要と なるため、パフ ォーマ

ン スが低下する こ と に注意し て く ださい。

idshosts フ ァ イルは、 Windows、 Linux、 または macOS ク ラ イ アン ト  リ ク エス ターでのみ使用でき ます。 ク ラ イ ア

ン ト は Windows、 Linux、 または macOS 上の Zen サーバーと通信でき ます。

メ モ  ［IDS の使用］ をオンに設定するには、 Zen 8.5 以降が必要です。 リ ク エス ターはデータベース  URI を
使用し て IDS 情報を表し ます。 データベース  URI は PSQL 8.5 で追加されま し た。 『Zen Programmer's Guide』
の 「データベース  URI」 を参照し て く ださい。 

［IDS の使用］ をオンに設定し た場合、 ［リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用］ もオンに設定する必要があ

り ます。 ［リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用］ はデフ ォル ト でオンです。

「IDS の使用」 および 「 リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用」 を参照し て く ださい。

idshosts エン ト リの形式

idshosts フ ァ イル内のエン ト リ の形式については、 フ ァ イル自体のコ メ ン ト を参照し て く だ さ い。 コ メ ン ト には

マ ッ ピ ングの例も提供されています。 デフ ォル ト で、 Windows プ ラ ッ ト フ ォームの場合には、 idshosts フ ァ イル

はデータベース  ク ラ イ ア ン ト の イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ 下の \bin デ ィ レ ク ト リ に イ ン ス ト ール さ れます。

Linux、 macOS、 および Raspbian の場合には、 idshosts フ ァ イルはデータベース  ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール デ ィ

レ ク ト リ 下の /etc デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされます （例 ： /user/local/actianzen/etc）。
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2データベース管理の概念

データベース管理について

Zen は、 MicroKernel Database エンジン （MKDE） を中心に構成された総合的なデータベース管理システムです。

Zen によ り 、 イ ン ス ト ールおよび管理が容易にな り 、 高度な信頼性 と パフ ォーマン スが実現し ます。 Zen は事実

上 メ ンテナン スな しで何か月も何年も実行でき ますが、 そのユニーク な機能を理解し、 役に立つタ ス ク の実行方

法を学ぶこ と によ り 、 そのすべてを自分のものにする こ と ができ ます。 このマニュ アルでは、 Zen エンジン と関

連するデータベースのチューニング、 構成および管理の方法を説明し ます。 

 「設定」

 「データベース  セキ ュ リ テ ィ 」

 「データの保存と復元」

 「 ト ラブルシューテ ィ ング」

 「有用なユーテ ィ リ テ ィ 」
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設定

データベース  エンジンのサーバーと ク ラ イ アン ト それぞれについて別個に構成する こ と ができ ます。 この設定に

よ り 、 ビジネスの要件に基づいて、 エンジンのパフ ォーマン ス を最適化する こ と ができ ます。

下図は、 オペレーテ ィ ング システムでのアプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムからデータベース  フ ァ イルへのフ ローを

示し ています。 データベース  エンジンはアプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ム とデータ  フ ァ イルの間に存在し ます。 

図 1  データベース エンジン設定の概念図

サーバーに設定可能な項目は以下の とお り です。

 ア ク セス

 通信プロ ト コル

 以前のバージ ョ ンの MicroKernel データベース  エンジン （MKDE） と の互換性

 データの整合性

 デバッ グ

 デ ィ レ ク ト リ

 メ モ リ の使用

 パフ ォーマン ス
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ク ラ イ アン ト に設定可能な項目は以下の とお り です。

 ア ク セス

 通信プロ ト コル

 パフ ォーマン ス

 セキ ュ リ テ ィ

 アプ リ ケーシ ョ ンの特性

これらの構成は ZenCC を使用し て行います。設定に関する作業と リ フ ァ レ ン スについては、「設定 リ フ ァ レ ン ス」

を参照し て く ださい。
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データベース セキュ リ テ ィ

Zen データベースへのア ク セスはい く つかの方法で保護さ れています。 管理レベルのセキ ュ リ テ ィ はオペレー

テ ィ ング システムを介し て設定されます。 オペレーテ ィ ング システムのネイ テ ィ ブなセキ ュ リ テ ィ  メ カニズム

を使用し て、 Zen データベース を誰が管理でき るかを制御する こ と ができ ます。

Zen はユーザーおよびグループ レベルの関連するセキ ュ リ テ ィ も提供し ます。 誰がどのよ う な資格でデータにア

ク セスでき るかを制御する こ と ができ ます。 た と えば、 Zen データベース内の各テーブルで、 ユーザーまたはグ

ループがテーブルに対し、 SELECT、 UPDATE、 INSERT、 DELETE、 ALTER TABLE を実行でき るかど う かを指

定する こ と ができ ます。

データベース全体に対しパス ワード を設定し てセキ ュ リ テ ィ を確立する こ と ができ ます。この時点で、データベー

スにア ク セスする権限を与え られたユーザーのみが Master と い う 名前のデフ ォル ト  ユーザー と な り ます。 その

後、 ユーザーやグループを追加する こ と ができ ます。

セキ ュ リ テ ィ は ZenCC 内で設定する こ と ができ ます。 また、 GRANT および REVOKE の 2 つの SQL ステー ト メ

ン ト もサポー ト されています。 これら  2 つの SQL ステー ト メ ン ト を使用すれば、 テーブル レベル と列レベルの

両方でセキ ュ リ テ ィ を設定する こ と もでき ます。

GRANT 構文は ト ラ ンザ ク シ ョ ナル オーナー ネーム と 統合され、 リ レーシ ョ ナル ア ク セスの場合に も オーナー

ネームを使用する こ と ができ ます。

セキ ュ リ テ ィ 、 オーナー ネーム、 ユーザーおよびグループに関する詳細は、 「Zen セキ ュ リ テ ィ 」 を参照し て く

ださい。
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データの保存と復元

データ のバ ッ ク ア ッ プはデータベースの保護 と ト ラ ブル復旧を確実にする ための重要な手順です。 Zen データ

ベース をバッ ク ア ッ プおよび復元するにはい く つかの方法があ り ます。

Zen データベースにア ク セスする アプ リ ケーシ ョ ンを停止する こ と ができ る仕事の場合、 オペレーテ ィ ング シス

テムやサー ド パーテ ィ 製ソ フ ト ウ ェ アを使ってデータベース  フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プおよび復元する こ と がで

き ます。 

アーカ イ ブ ログはオペレーテ ィ ン グ シ ス テムのユーテ ィ リ テ ィ を補完する のに使用で き る も う  1 つのバ ッ ク

ア ッ プ方法です。 アーカ イブ ロ グを使用する と、 最後のバッ ク ア ッ プ以降のすべてのデータベース操作のロ グを

保存する こ と ができ ます。 システム障害が発生し た場合、 バッ ク ア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元し、 ロ グ フ ァ

イルから変更を ロールフ ォ ワード し て、 データベース をシステム障害発生前の状態に戻すこ と ができ ます。

Continuous オペレーシ ョ ンを使用する と、データベース  エンジンが実行中でユーザーが接続中でも、データベー

ス  フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを行 う こ と ができ ます。 Continuous オペレーシ ョ ンの開始後、 データベース  エンジン

はア ク テ ィ ブなデータ  フ ァ イルを閉じ、 すべての変更をテンポ ラ リ  データ  フ ァ イル （デルタ  フ ァ イル と呼びま

す） に格納し ます。 バッ ク ア ッ プが完了し た ら、 Continuous オペレーシ ョ ンを解除し ます。 データベース  エンジ

ンはデルタ  フ ァ イルを読み取 り 、 元のデータ  フ ァ イルにすべての変更を適用し ます。 

データベースのバッ ク ア ッ プおよび復元に関する追加情報については、 「ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよび復元」 を参照

し て く ださい。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

『Zen User's Guide』 および 『Getting Started with Zen』 には、 ト ラブルシューテ ィ ングに関する情報が含まれていま

す。 『Getting Started with Zen』 には、 Zen 製品のイ ン ス ト ールに関する ト ラブルシューテ ィ ングの情報が記載され

ています。 『User’s Guide』 には一般的な ト ラブルシ ューテ ィ ングの情報に加えて、 よ く 寄せられる質問の リ ス ト

が記載されています。
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有用なユーテ ィ リ テ ィ

Zen には、 データベースの制御および管理に役立つよ う デザイ ン された さ まざまなユーテ ィ リ テ ィ が付属し てい

ます。 主なユーテ ィ リ テ ィ の一覧については、 『Zen User's Guide』 を参照し て く だ さ い。 一部のユーテ ィ リ テ ィ

は、 カス タ ム イ ン ス ト ールではイ ン ス ト ールされないこ と に注意し て く ださい。
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3Zen コ ンポーネン ト のアーキテ ク
チャ

アーキテ クチャ機能の説明

以下の ト ピ ッ ク では、 イ ン ス ト ールや重要なアプ リ ケーシ ョ ンの実行で問題が起こ ら ない環境を提供するために

設計された機能について説明し ます。

 「Zen データベース管理システム」

 「 リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャの概要」

 「エラー コード」

 「Auto Reconnect」
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Zen データベース管理システム

Zen データベース管理システムは、 以下の 2 つの方法でデータ処理アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ています。 

 MicroKernel エンジン。 Btrieve API を介し て、 データベース  ト ラ ンザク シ ョ ンへのア ク セス を提供し ます。 

 リ レーシ ョ ナル エンジン。 ODBC を介し て、 SQL リ レーシ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ ス を提供し ます。

リ レーシ ョ ナル エンジンの SQL イ ン ターフ ェ イ スは、Btrieve API を使用し てデータ  フ ァ イルにア ク セス し ます。 

この ト ピ ッ ク では、 これら  2 つのエンジンの共有機能に加え、 通常の運用環境に基づいて、 これらの設定および

動作における相違点について説明し ます。

共通ア ド レス空間

Zen は最適化された メ モ リ  アーキテ クチャ を使用し、 ト ラ ンザク シ ョ ナル ア ク セス と リ レーシ ョ ナル ア ク セス

の両方に高いパフ ォーマン ス を提供し ます。 MicroKernel エンジンおよび リ レーシ ョ ナル エンジンは、 共に同一

プロセス  ア ド レ ス空間でロード かつ動作し、 それらの間の通信にかかる  CPU 時間を最小限にし ます。

行レベルのロ ッ ク

同時に多数の更新や書き込みが行われた り 、 長時間にわたって ト ラ ンザク シ ョ ンが開かれたま まになった り する

複数ユーザー環境では、 行レベルのロ ッ ク （Btrieve v6 データ  フ ァ イル形式で導入） によ ってデータベース  エン

ジンのパフ ォーマン スが向上し ます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ンはページ全体ではな く 直接影響する行のみを ロ ッ ク し ます。 ク ラ イ アン ト はあ るページのレ

コー ド の変更を、 他の ク ラ イ アン ト が同一ページの別のレ コー ド を変更するの と 同時に行 う こ と ができ ます。 2
番目のアプ リ ケーシ ョ ンは、 最初のアプ リ ケーシ ョ ンが現在ロ ッ ク し ているの と ま った く 同じ レ コード を変更し

よ う と し た と きにのみ、 待つこ と が必要にな り ます。 行レベルのロ ッ クは複数ユーザー環境で総体的な待ち時間

を減少させ、 パフ ォーマン ス を向上させます。

行レベルのロ ッ クはデータ  ページに実装され、部分的にはキー ページにも実装されます。可変ページには適用さ

れません。 キー ページの一部分の変更によ って、 キー エン ト リ が別のページに移動する こ と があ り ます。 これは

た と えば、 キー ページが分割または結合される と きに起こ り ます。 これらの変更では、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了

する まで完全なページ ロ ッ ク が継続し ます。

MicroKernel エンジン

すべてのイ ン ス ト ールにおいて、 MicroKernel エンジンはエンジン と 同じ システム上で実行される ローカル アプ

リ ケーシ ョ ンおよびデータ  フ ァ イルに対し、 Btrieve API サポー ト を提供し ます。 Zen ク ラ イ アン ト / サーバー環

境では、 MicroKernel エンジンはローカル アプ リ ケーシ ョ ン と リ モー ト  アプ リ ケーシ ョ ンの両方をサポー ト し ま

す。 ワーク グループ環境では、 MicroKernel エンジンはゲー ト ウ ェ イ構成を使用し て リ モー ト  アプ リ ケーシ ョ ン

に接続し、 リ モー ト  ワーク グループ エンジンから送信された要求を処理でき ます。

Windows のク ラ イ アン ト / サーバー環境では、 MicroKernel エンジンはデフ ォル ト で、 Windows サービ ス と し て実

行する よ う にイ ン ス ト ールされます。 ワーク グループ環境では、 エンジンをアプ リ ケーシ ョ ン またはサービ スの

どち らで実行する よ う にイ ン ス ト ールするかを設定でき ます。 アプ リ ケーシ ョ ン と し て イ ン ス ト ールされた場合

は、 エンジンが実行されている こ と を表す ト レ イ  ア イ コ ンが表示されます。 サーバー エンジンの場合、 または

ワーク グループ エンジンがサービ ス と し て イ ン ス ト ールされた場合には、 ト レ イ  ア イ コ ンは表示されません。

「サーバーと ワーク グループの技術的な相違」 も参照し て く ださい。

 Zen の Btrieve API および ODBC API は、 分散データベース  アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト する と同時に、 それら

のアプ リ ケーシ ョ ンから ローカルまたは リ モー ト  データベース  エンジンへの接続の詳細を隠し ます。このアーキ

テ クチャ を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 そのローカルにあ るデータにア ク セスでき る と同時に、 リ モー ト

コ ンピ ューターのデータにも ア ク セスでき ます。 さ らに、 SQL データベースは、 ローカルの MicroKernel エンジ

ンによ って処理されるデータ辞書フ ァ イル （DDF）、 および リ モー ト の MicroKernel エンジンによ って処理される

データ  フ ァ イル （テーブル） を作成する こ と によ り 、 分散化が可能です。 ローカルの MicroKernel エンジン以外

のエンジンにも処理される このよ う な SQL データベースは、 「混合アクセス データベース」 と呼ばれます。
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混合ア ク セス  データベースには、 以下の制約があ り ます。

 参照整合性 （RI）、 バウ ン ド  データベース、 ト リ ガ、 分散された ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ （2 段階の

コ ミ ッ ト が必要） の機能は使用でき ません。

 DDF へのア ク セスには、 リ レーシ ョ ナル エンジンおよび MicroKernel エンジンが、 同一コ ンピ ュータ上で動

作し ている必要があ り ます。

 参照整合性の関係にかかわる テーブル、 定義されている ト リ ガーがあ る テーブル、 またはバイ ン ド された名

前付きデータベースにあ る テーブルのデータ  フ ァ イルは、 リ モー ト の MicroKernel エンジンで開 く こ と がで

き ません。

 フ ァ イルを開 く 際、 リ レーシ ョ ナル エンジンは、 リ ク エス ト を処理する  MicroKernel エンジンのバージ ョ ン

を確認し ません。 バージ ョ ン 6.30 以降の MicroKernel エンジンの API サポー ト （た と えば、 共有ロ ッ ク など）

を必要とするオペレーシ ョ ンが、バージ ョ ン 6.30 よ り 前のエンジンに対し て発行された場合は、エラー コー

ド が返されます。 DDF を開 く 際、 または DDF フ ァ イルやデータ  フ ァ イルをバイ ン ド し よ う とする際に、 リ

レーシ ョ ナル エンジンでは、 ローカルの MicroKernel エンジンが リ ク エス ト を処理し ている こ と を確認し ま

す。

非同期 I/O
Windows サーバーでは、 MicroKernel エンジンはパフ ォーマン ス を向上させるために、 非同期 I/O を使用し てペー

ジをデ ィ ス ク に書き込んでいます。 エンジンは、 Windows システム キ ャ ッ シュ または独自のキ ャ ッ シュにページ

を書き込みます。 次に、 Windows はページがデ ィ ス ク上にあ る こ と を通知し、 MicroKernel が効率的に書き込み操

作を実行でき る よ う にし ます。 

MicroKernel エンジンでた く さ んの並行オペレーシ ョ ンが同時に行われる場合、 特にデータ  セ ッ ト がス ト ラ イプ

デ ィ ス ク  ド ラ イバーのセ ッ ト 上にあ る場合には、読み取 り パフ ォーマン ス も向上し ています。各読み取 り は、ペー

ジが利用可能になる までワーカ ス レ ッ ド を待機させます。 非同期 I/O では、 オペレーテ ィ ング システムは複数の

読み取 り 要求の作業をプールし て、 読み取 り 操作を よ り 効率的に行います。

リ レーシ ョ ナル エンジン

Zen の リ レーシ ョ ナル エンジンは、 Zen アプ リ ケーシ ョ ンに対し  ODBC サポー ト を提供し ます。 ODBC ク ラ イ ア

ン ト のプ ラ ッ ト フ ォームには、 Windows プ ラ ッ ト フ ォームがあ り ます。 リ レーシ ョ ナル エンジンへの リ モー ト

ODBC アプ リ ケーシ ョ ン ア ク セスには、 Zen の ODBC ク ラ イ アン ト がイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

これは、 ネ ッ ト ワーク上で ク ラ イ アン ト 側の ODBC 呼び出し を ODBC 通信サーバーに転送する専用 ODBC ド ラ

イバーです。 

リ レーシ ョ ナル エンジンには以下のよ う な機能が含まれています。

 ア ト ミ ッ ク  ステー ト メ ン ト

 双方向カーソル （ODBC カーソル ラ イブラ リ を使用）

 外部結合への対応

 更新可能なビ ュー

 ODBC のデータ型への対応

 テーブル内の複数の可変長列

ODBC 通信サーバーは、 以下の機能を実行し ます。 

 ODBC ク ラ イ アン ト 用ネ ッ ト ワーク通信のサポー ト

 サーバー側 ODBC ド ラ イバー マネージ ャーへの ODBC 呼び出しの転送 （呼び出し をエンジンに転送）

SQL および ODBC の詳細については、 『SQL Engine Reference』 の 「SQL の概要」 および 『ODBC Guide』 の 「DSN
のセ ッ ト ア ッ プおよび接続文字列」 を参照し て く ださい。
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リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャの概要

下図は、 サーバー版 Zen の リ レーシ ョ ナル エンジンのアーキテ クチャ  コ ンポーネン ト を示し た も のです。 SQL
接続マネージ ャーは、 MicroKernel エンジンおよび リ レーシ ョ ナル エンジン と同じプロセス  ア ド レ ス空間で起動

し実行し ます。

サーバーおよびワークグループの Zen リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャ

SQL 接続マネージ ャーは、 最大 2000 までの同時接続をサポー ト し てお り 、 ODBC ド ラ イバー マネージ ャーを使

用し て リ レーシ ョ ナル エンジン （SRDE：SQL Relational Database Engine） を呼び出し ます。エンジンは MicroKernel
の上に置かれます。

図 2 は、 Zen のク ラ イ アン ト / サーバー リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャ を示し ます。 ク ラ イ アン ト は、 TCP/IP を
介し てサーバーの SQL 接続マネージ ャーに接続し ます。 こ のアーキテ クチャは、 サーバー エンジンおよびワー

ク  グループ エンジン （ローカル ワーク グループ エンジンから リ モー ト  ワーク  グループ エンジンへの接続にク

ラ イ アン ト  DSN を使用する場合） に適用されます。

図 2  ク ラ イアン ト / サーバー リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャ

図 3 は、 ローカル ワーク グループ エンジンから リ モー ト  データベースへの接続に DSN を使用する場合のワーク

グループ リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャ を示し ます。 リ モー ト  ワーク グループ エンジンは リ モー ト  データへの

ゲー ト ウ ェ イ と なっている こ と を想定し ています。
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図 3  ワークグループ リ レーシ ョ ナル アーキテ クチャ
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エラー コー ド

Zen の多 く の最上位コ ンポーネン ト は、 その下の階層のコ ンポーネン ト からのエラー コード がそのま ま渡される

ため、呼び出し元アプ リ ケーシ ョ ン またはロ グ フ ァ イルでエラーの実際の原因を明確に特定でき る よ う にな り ま

し た。 エラー コード がさ まざまな状況に該当する可能性があ る場合は、 Zen イベン ト  ロ グ内の具体的な情報によ

り 、 そのエラーの根本的な原因が特定されます。 「 メ ッ セージ ロ グの見直し」 を参照し て く ださい。
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Auto Reconnect
Zen 自動再接続 （Auto Reconnect） 機能を使用する と、 ク ラ イ アン ト / サーバーまたはワーク グループ アプ リ ケー

シ ョ ンは、 一時的なネ ッ ト ワーク の中断時にも現在のデータベース  オペレーシ ョ ンを中止し ません。 Zen がネ ッ

ト ワーク の中断を検出する と、 設定可能な指定時間ご と に自動的に再接続を試行し ます。 この機能はク ラ イ アン

ト のコ ンテキス ト も維持するので、 通信が再確立された と き、 ネ ッ ト ワーク の中断が起こ った と き と ま った く 同

じ よ う にデータベース  ア ク セスが継続されます。

この機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンテキス ト を維持し、 ネ ッ ト ワーク通信が中断された と きにク ラ イ アン ト ま

たはサーバーがその時点でデータ を送信し よ う と し ていたかど う かにかかわらず、 再接続を試行し ます。

ネ ッ ト ワーク が中断し た と き、 一定の待ち時間の経過ご と に再接続が試行されます。 すべての接続で、 0.5、 1、 2、

4、 8 秒ご と に継続的に再接続が試行され、 その後、 自動再接続タ イ ムア ウ ト の値に達する まで 8 秒ご と に試行さ

れます。 最大待ち時間に達し て も接続に成功し ない場合、 現在のオペレーシ ョ ンは失敗し、 ク ラ イ アン ト の接続

は リ セ ッ ト されます。 最大の待ち時間は 45 秒から  65,635 秒の間に設定でき ます。 

この機能はデフ ォル ト で使用不可になっています。 この機能を動作させるには、 ク ラ イ アン ト と サーバーの両方

の設定で、 「自動再接続の有効化 （Windows のみ）」 を選択する必要があ り ます。 待ち時間の値は、 サーバー設定

の 「自動再接続タ イ ムア ウ ト 」 を使って行 う こ と ができ ます。

備考

この機能は、 Btrieve、 ODBC、 および DTI 接続でサポー ト されています。 

Btrieve 通信サーバーは、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ デ ィ レ ク ト リ に .par または .sar フ ァ イルを書き込むこ と があ り

ます。 これらは、 サーバーがク ラ イ アン ト に送信し よ う と し た最新のア イ テムのコ ンテキス ト を含むテンポ ラ リ

フ ァ イルです。再接続が行われる と、ク ラ イ アン ト はデータの再送信を再度要求し ます。サーバーはこれらのフ ァ

イルを読んで適切なデータ を取得し ます。 これらのフ ァ イルは、 データが読み取られたあ と、 接続が最終的に終

了する と きにサーバーが削除し ます。 
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4設定リ フ ァ レンス

Zen での設定方法およびプロパテ ィ 設定

以下の ト ピ ッ ク では、データベース  サーバー エンジンやク ラ イ アン ト を設定する さ まざまな方法について説明し

ます。

 「設定の概要」

 「ZenCC での設定」

 「bcfg を使用し た設定」

 「サービ ス設定プロパテ ィ 」

 「全プラ ッ ト フ ォームにおけるサーバー設定プロパテ ィ 」

 「Windows ク ラ イ アン ト 設定プロパテ ィ 」

 「Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イ アン ト 設定プロパテ ィ 」

 「Reporting Engine 設定プロパテ ィ 」
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設定の概要

Zen はそのデータベース  エンジン と ク ラ イ アン ト の設定プロパテ ィ を使用し て構成されます。 設定プロパテ ィ は

Zen Control Center （ZenCC） またはコマン ド  プロ ンプ ト で設定でき ます。 

ZenCC では、 設定はエンジン またはク ラ イ アン ト のプロパテ ィ です。 「ZenCC でエンジンのプロパテ ィ を設定す

るには」 および 「ZenCC でローカル ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ を設定するには」 を参照し て く ださい。

コ ンポーネン ト の設定は任意です。 設定を行わない場合は、 各コ ンポーネン ト にはデフ ォル ト の構成が読み込ま

れます。 よい結果を得る ためには、 ク ラ イ アン ト と エンジン コ ンポーネン ト で同じバージ ョ ンの ZenCC を使用

し て く ださい。 

設定を使用でき るのは、 以下の理由からです。

 システム または Zen アプ リ ケーシ ョ ンが、 設定の変更を必要とするため。 お使いのアプ リ ケーシ ョ ンのマ

ニュ アルで、 推奨される値を確認し て く ださい。 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを同時に起動する場合は、 それぞ

れに推奨されている値の合計を使用し ます。 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを順次起動する場合は、 推奨されてい

る最も高い値を使用し ます。

 設定を最適化し て Zen が必要以上に メ モ リ を使用せずにサービ ス を提供でき る よ う にするため

設定自体の説明は、 「設定 リ フ ァ レ ン ス」 にあ り ます。

設定の変更が有効になっている こ と を確認する

エンジンの設定によ っては、 設定内容の変更後にデータベース  エンジンの再起動が必要にな り ます。 エンジンを

再起動する こ と によ り 、 設定が有効にな り ます。 この章の各設定の説明では、 データベース  エンジンの再起動が

必要かど う かを明示し ています。 また、 設定の変更によ り エンジンの再起動が必要な場合は、 ZenCC によ り メ ッ

セージが表示されます。 

CLI ツールも、 入力フ ァ イルを使用し ないでコマン ド  ラ イ ンから設定を変更し た こ と を知らせます。 入力フ ァ イ

ルを使用し た場合は、 常にエンジンの再起動が要求されます。 「bcfg を使用し た設定」 を参照し て く ださい。

コマン ド  ラ イ ンからサーバー データベース  エンジンの停止および起動を行 う 場合は、 『Zen User's Guide』 の以下

の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 「Windows サーバー上での Enterprise Server エンジンの起動と停止」 

 「Linux、 macOS および Raspbian 上でのデータベース  エンジンの起動と停止」 

ワーク グループ エンジンの停止および起動を行 う 場合は、 『Zen User's Guide』 の 「Windows 上での Workgroup エ
ンジンの起動と停止」 を参照し て く ださい。

さ らに、 ク ラ イ アン ト  プロパテ ィ を変更する と、 ク ラ イ アン ト を再起動する必要があ る場合があ り ます。 ク ラ イ

アン ト の再ロード は、 Zen に依存するすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを終了し て再起動するだけです。

別のマシンに接続する

ローカル ク ラ イ アン ト のコ ンポーネン ト だけでな く 、 ローカル エンジンおよび リ モー ト  エンジンの構成も行え

ます。 ただし、 エンジンはそれぞれ個別に構成する必要があ り ます。 「ZenCC での設定」 および 「bcfg を使用し

た設定」 を参照し て く ださい。

ZenCC を使って リ モー ト  マシンに接続し ている と きは、 エンジン コ ンポーネン ト のみを表示および変更でき ま

す。 ク ラ イ アン ト のコ ンポーネン ト （ワーク グループ エンジン、 ワーク ステーシ ョ ン エンジン、 ク ラ イ アン ト

マシンなど） は、 マシンご と のローカルでしか設定でき ません。
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ZenCC での設定

ZenCC で、 設定と はエンジン またはク ラ イ アン ト のプロパテ ィ です。 登録済みのすべてのエンジンが Zen エ ク ス

プローラーに ノ ー ド と し て表示され、 それら の ノ ー ド を選択する こ と でエンジンのプロパテ ィ を設定でき ます。

ただし、 ク ラ イ アン ト はローカル ク ラ イ アン ト しか表示されません。 リ モー ト  ク ラ イ アン ト を設定するには、 ク

ラ イ アン ト  マシン上の Zen エ ク スプローラーでそのク イ アン ト を見つけます。 

リ モー ト  サーバーを構成するには、 サーバーにア ク セス可能な ク ラ イ アン ト 上、 またはネ ッ ト ワーク にア ク セス

可能なサーバー上で ZenCC を開き、エンジン ノード の下でその リ モー ト  サーバーを探すか登録し て、プロパテ ィ

を設定し ます。 この方法は、 ZenCC がサポー ト されていない Windows Nano Server や Windows IoT Core、 および

Raspbian などのオペレーテ ィ ング システムで役立ちます。

以下の手順では、 エンジン と ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ にア ク セスする方法を示し ます。

 ZenCC でエンジンのプロパテ ィ を設定するには

1 Zen エ ク スプローラーでエンジン ノード を展開し ます。

2 設定を指定するデータベース  エンジンを右ク リ ッ ク し ます。

3 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

4 プロパテ ィ のカテゴ リ を ク リ ッ ク し て設定のグループを表示し ます。

選択し た設定に関するヘルプ ト ピ ッ ク を開 く には、 F1 キーを押し ます。 設定の全般的な説明は、 「全プ ラ ッ ト

フ ォームにおけるサーバー設定プロパテ ィ 」 にあ り ます。 

 ZenCC でローカル ク ラ イアン ト のプロパテ ィ を設定するには

1 Zen エ ク スプローラーで、 ［ローカル ク ラ イアン ト ］ ノード を展開し ます。

2 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク し ます。

3 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

4 ツ リ ー内で目的のオプシ ョ ン カテゴ リ を ク リ ッ ク し、そのカテゴ リ に含まれるオプシ ョ ンの設定内容を表示

し ます。

選択し た設定に関するヘルプ ト ピ ッ ク を開 く には、 F1 キーを押し ます。 プロパテ ィ 設定の全般的な説明につい

ては、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 「Windows ク ラ イ アン ト 設定プロパテ ィ 」 

 「Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イ アン ト 設定プロパテ ィ 」

 「Reporting Engine 設定プロパテ ィ 」

Windows シ ス テ ムではプ ロ パテ ィ を コ マン ド  ラ イ ンか ら 設定する こ と も で き ます。 通常、 こ の方法は Linux、

macOS、 および Raspbian システムでも使用されます。 「bcfg を使用し た設定」 を参照し て く ださい。
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bcfg を使用し た設定

bcfg コマン ド  ラ イ ン ツールは、ZenCC のプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ と同様の設定機能を提供し ます。 このツールは、

Zen でサポー ト される  Windows、 Linux、 macOS、 および Raspbian プラ ッ ト フ ォームで実行し ます。 この実行可能

プロ グ ラ ムは、 bcfg.exe （Windows の場合） および bcfg （Unix ベースのシステムの場合） です。 Windows システ

ムの場合、 bcfg は Zen イ ン ス ト ールの bin デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされます。 Unix システムの場合は、 /usr/
local/actianzen/bin にあ り ます。 

以下の ト ピ ッ ク では、 bcfg の使用方法について説明し ます。

 「コマン ド構文」

 「シナ リ オの例 ： コマン ド  プロ ンプ ト から単一の設定を構成する」

 「入力フ ァ イルの編集」

 「新しい設定を適用し た後のエンジンの再起動」

 「 ト ラブルシューテ ィ ング」

コマン ド構文

bcfg は、 構成の設定を以下のよ う に管理するためのコマン ド を提供し ます。

 単一の設定の値を読み込む

bcfg ID [-S server] [-U username] [-P password] [-JSON]

 単一の設定の値を変更する

bcfg ID value [-S server] [-U username] [-P password] [-JSON]

 現在のすべての設定の出力フ ァ イル （編集し て入力用に使用でき る） を書き込む

bcfg -O outputfile [-S server] [-U username] [-P password] [-E] [-F] [-JSON]

 新しい設定の入力フ ァ イルを読み込み、 それら を適用する （テキス ト 入力のみ）

bcfg -I inputfile [-S server] [-U username] [-P password] [-E] [-F]

 キーワード で設定を検索する

bcfg -H <keyword | "keywords with spaces"> [-S server] [-U username] [-P 
password] [-JSON]

オプシ ョ ン 

-E inputfile の読み取 り 時、 あ るいは outputfile への書き込み時のエラーを無視し ます。

-F 確認を求めずに outputfile を上書き し ます。 このフ ラ グを使用し ない場合、 既存の outputfile と  stdin の欠

如 （ リ モー ト の PowerShell セ ッ シ ョ ンでの検出など） の組み合わせが原因で、 bcfg は失敗し、 " 対話型

入力でエラーが検出されま し た。 " と い う メ ッ セージが表示されます。

-H keyword 用のヘルプ検索オプシ ョ ン。 Keyword を含む設定を検索する ためのツールで、 ID および設定名

を返すか、 あ るいは " 該当する ものが見つか り ません " を返し ます。 このオプシ ョ ン一覧の次の項目も

参照し て く ださい。

-I ツールの入力を フ ァ イルから読み込むのに使用し ます。 フ ァ イルの名前は inputfile パラ メ ーターで付け

られます。

ID 設定を示す、 2 桁または 3 桁の整数。 設定のい く つかは、 その設定を有効にするためにデータベース  エ
ンジンの再起動を必要と し ます。 再起動が必要な場合は、 bcfg が再起動を促し ます。 「新しい設定を適用

し た後のエンジンの再起動」 を参照し て く ださい。
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シナ リ オの例 ： コマン ド  プロンプ ト から単一の設定を構成する

ネ ッ ト ワーク が停止し た場合に、 ク ラ イ アン ト がサーバーに再接続するかど う かに関係する設定をオンにし たい

と し ます。 しかし、 その設定の完全な名前がわか り ません。 以下の手順の例では、 コマン ド  プロ ンプ ト で設定を

見つける方法と、 その値の設定方法を示し ます。

1 コマン ド  プロ ンプ ト で 「bcfg -H 再接続」 と入力し、 Enter キーを押し ます。 Linux 版の場合は " 再接続 "
の部分を "reconnect" に置き換えて く ださい。

ツールによ って、文字列 " 再接続 " を含んでいるすべての設定がレポー ト されます。Linux の場合は英語でレ

ポー ト されます。

inputfile 指定し たサーバーに関する  1 つまたは複数の設定のレ コード と、 各設定に割 り 当てる値を含んでいる テ

キ ス ト  フ ァ イル。 -I オプシ ョ ンで使用さ れます。 入力フ ァ イルを作成する便利な方法は、 最初に出力

フ ァ イルを作成する こ と です。 その後、 設定値を必要に応じ て編集し、 その編集し た ものを入力フ ァ イ

ル と し て使用でき ます。 編集が可能な設定の種類については、 「入力フ ァ イルの編集」 を参照し て く ださ

い。

-JSON 出力 （エラー メ ッ セージなど） にテキス ト ではな く  JSON 形式を使用するための任意のパラ メ ーター。 

keyword " ク ラ イ アン ト 保持の資格情報の容認 " または " サポー ト  プロ ト コル " など、 設定の名前。

Keyword では、 大文字と小文字は区別されません。 スペース を含む複数のキーワード を使用する場合は、

その文字列を二重引用符で囲みます。

部分的なキーワード を基にヘルプを表示でき ます。 た と えば、「-H ク ラ イ アン ト 」 と指定し た場合は、

設定名の一部に " ク ラ イアン ト " と い う 語を含んでいるすべての設定が返されます。Linux 版の場合は設

定名が英語なので " ク ラ イ アン ト " の部分を "client" に置き換えて く ださい。 「-H a」 と指定し た場合

は、 設定名に "a" を含んでいるすべての設定が返されます。

-O ツールの出力をフ ァ イルへ書き込むために使用し ます。 フ ァ イルの名前は outputfile パラ メ ーターで付け

られます。

outputfile 指定されたサーバーの 1 つまたは複数の設定が書き込まれる テキ ス ト または JSON フ ァ イル。 -O オプ

シ ョ ンで使用されます。

-P server へのア ク セスにパス ワード が必要な場合に必須。 password パラ メ ーターで提供されます。

password server へ接続する  username と一緒に使用するパス ワード。 -P オプシ ョ ンで使用されます。 「username」 を
参照し て く ださい。 「Zen セキ ュ リ テ ィ 」 も参照し て く ださい。

-S 設定が リ モー ト  サーバー （ローカル サーバー以外のサーバー） に適用される場合に必須。 server パラ

メ ーターで提供されます。

server データベース  エンジンを含んでいる リ モー ト  サーバーの名前、 または IP ア ド レ ス。 -S オプシ ョ ンで使

用されます。

-U server へのア ク セスにユーザー名が必要な場合に必須。 username パラ メ ーターで提供されます。

username server に接続するユーザー名。「Zen セキ ュ リ テ ィ 」 も参照し て く ださい。-U オプシ ョ ンで使用されます。

server がローカル マシンの場合、 以下の条件を満た し ていれば username と  password は必要あ り ません。

• 管理者と し て、 あ るいは Zen_Admin グループの メ ンバーと し て ローカル マシンにロ グ イ ン し ている。

• ローカル マシンがター ミ ナル サービ ス を実行し ていない。

value 設定に割 り 当てる値。 有効な値は、 設定の 「オプシ ョ ン」 または 「範囲」 に示されています。

value を省略し た場合、 ツールは現在の設定を返し ます。 

value を記述し た場合、 ツールはその値に対する設定を変更し ます。

「シナ リ オの例 ： コマン ド  プロ ンプ ト から単一の設定を構成する」 を参照し て く ださい。
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ID 設定名

-----------------------------

29 自動再接続の有効化

148 自動再接続の有効化

149 自動再接続タ イ ムア ウ ト  

29 と  148 の 2 つが目的の設定であ る よ う ですが、 必要な設定は一体どち ら なのでし ょ う か？

2 「bcfg 29」 と入力し て、 Enter キーを押し ます。

ツールは、 設定 ID 29 について次のよ う にレポー ト し ます。

=====================

自動再接続の有効化

=====================

ID: 29

値 : Off

オプシ ョ ン : On Off

デフ ォル ト 値 : Off

説明 ：< ク ラ イ アン ト 設定 > ネ ッ ト ワーク停止の場合に、 ク ラ イ アン ト がサーバーへの再接続を試みるかど

う かを指定し ます。 再接続された ク ラ イ アン ト は、 エラーに遭遇し なかったかのよ う に処理を続行し ます。 

説明によ る と、 この設定はク ラ イ アン ト に適用される ものであ り 、 現在 Off に設定されている と い う こ と で

す。

3 「bcfg 29 on」 と入力し て、 Enter キーを押し ます。

ツールは、 システム設定 29 が更新された こ と を知らせます。

4 設定が On になっている こ と を確認し たい場合は、 「bcfg 29」 と入力し て Enter キーを押し ます。

ツールは、 設定 ID 29 について、 値が On に設定されている こ と を レポー ト し ます。

=====================

自動再接続の有効化

=====================

ID: 29

値 : On

オプシ ョ ン : On Off

デフ ォル ト 値 : Off

説明 ：< ク ラ イ アン ト 設定 > ネ ッ ト ワーク停止の場合に、 ク ラ イ アン ト がサーバーへの再接続を試みるかど

う かを指定し ます。 再接続された ク ラ イ アン ト は、 エラーに遭遇し なかったかのよ う に処理を続行し ます。

入力フ ァ イルの編集

設定は、 コマン ド  ラ イ ンから一度に 1 つずつ設定するのではな く 、 入力フ ァ イルに 1 つ以上を指定し て設定する

こ と ができ ます。 現在の リ リ ースで、 この目的に対応するのはテキス ト のみです。 

入力フ ァ イルを作成する便利な方法は、 出力フ ァ イルを編集し、 それを入力フ ァ イル と し て使用する こ と です。

入力フ ァ イルには、 すべての設定を含める、 または変更が必要な設定のみを含める こ と ができ ます。 入力フ ァ イ

ルには、 少な く と も  1 つの設定に対する完全なレ コード が 1 つは含まれていなければな り ません。 出力フ ァ イル

を基に入力フ ァ イルを作成し、 設定を削除する際には、 残す設定は完全なレ コード の状態であ る よ う にし て く だ

さい。 

ID、 値、 オプシ ョ ン、 または範囲については、 その対応する行で設定値を変更でき ます。 上記以外の行へ変更を

加え よ う とする と、 エラーになる、 設定の変更に失敗する、 またはその他予期し ない動作が発生する可能性があ

り ます。 
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完全なレ コード には、 ID と値のペアが少な く と も  1 つ含まれます。 見出しから説明までのすべての行を含める こ

と をお勧めし ます。 た と えば、 この ト ピ ッ ク でのシナ リ オ例の最後のステ ッ プでは 「自動再接続の有効化」 の設

定が完了し たので、 それを入力フ ァ イルで使用でき ます。

新しい設定を適用し た後のエンジンの再起動

入力フ ァ イルを使用し た場合、 そのフ ァ イルの設定内容にかかわ らず、 bcfg は設定を有効にする ためにデータ

ベース  エンジンを再起動する よ う 促し ます。

コマン ド  ラ イ ンから構成を行った場合は、 bcfg はその設定が再起動を要求する場合にのみ、 データベース  エン

ジンの再起動を促し ます。

エンジンを再起動する手順については、 「設定の変更が有効になっている こ と を確認する」 を参照し て く ださい。

ト ラ ブルシューテ ィ ング

このツールの実行に問題があ る場合は、 次の表に示す ト ラブルシューテ ィ ングのご提案を参考にし て く ださい。 

ト ラ ブルシューテ ィ ングする状態 説明

次のエラーが返された。 

データベース  エンジンに接続でき ま

せん。 ターゲ ッ ト  マシンがア ク セス

可能で、かつエンジンが実行されてい

る こ と を確認し て く ださい。

このエラーは、 ローカル サーバーを設定し よ う と し た場合に発生し ます。 

ローカル サーバーを設定するには、zen-data グループの メ ンバーであ るか root ユー

ザーであ る必要があ り ます。

『Getting Started with Zen』 の 「Linux、 macOS、 Raspbian での Zen のアカ ウ ン ト

管理」 も参照し て く ださい。

次のエラーが返された。

対話型入力でエ ラーが検出 さ れま し

た。フ ァ イルを上書きせずに終了し ま

す。

コマン ド を実行する と きに -F オプシ ョ ンを追加し て、プロ ンプ ト を出力させない、

stdin か ら読み取 り を行わない、 および常にフ ァ イルを上書きする よ う にし て く だ

さい。
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サービス設定プロパテ ィ

Windows サーバー環境では、 Zen サーバーはサービ ス と し て起動し ます。 サービ スはイ ン ス ト ール処理の一部と

し て読み込まれ、 完全イ ン ス ト ールであれば常に使用可能な状態に設定されます。

ZenCC 内でサービ スの起動ポ リ シーを構成する こ と ができ ます。

 ZenCC でサービスの起動ポリ シーを設定するには

1 ZenCC で、 サービス ノード を展開し ます。

2 Actian Zen Server Engine を右ク リ ッ ク し ます。

3 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ス ター ト ア ッ プの種類と し て、 起動ポ リ シーを選択し ます。 

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ポリ シー 説明

手動 サービ スは、 オペレーテ ィ ング システムの起動時に自動的に開始されません。 オペレーテ ィ

ング システムの起動後または再起動後に、 サービ ス を手動で開始する必要があ り ます。

自動 サービ スは、 オペレーテ ィ ング システムの起動時または再起動時に自動的に開始されます。 

無効 サービ スは、起動ポ リ シーが ［手動］ または ［自動］ に再設定される まで機能し な く な り ます。
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全プ ラ ッ ト フ ォームにおけるサーバー設定プロパテ ィ

各 Zen データベース  エンジンには、 独自のサーバー設定があ り ます。 この ト ピ ッ ク では、 各エンジンのオプシ ョ

ンについて説明し ます。 オプシ ョ ンはエンジンご と に独立し てお り 、 ほかのエンジン と依存関係はあ り ません。

Zen サーバーは、 Windows、 Linux、 macOS、 および Raspbian プラ ッ ト フ ォームで、 ZenCC またはコマン ド  ラ イ

ン ツールの bcfg を使用し て構成する こ と ができ ます。 ZenCC では、 データベース  エンジン ノード を右ク リ ッ ク

し てプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を開き ます。コマン ド  ラ イ ンについては、「bcfg を使用し た設定」を参照し て く ださい。

次の表は、 サーバー設定プロパテ ィ と その設定項目の一覧をアルフ ァベッ ト 順で示し ます。 各設定の詳しい説明

が リ ン ク先のセ ク シ ョ ンにあ り ます。 

表 7 サーバー設定プロパテ ィ

設定オプシ ョ ン 設定項目名

「ア ク セス」 「 リ モー ト  リ ク エス ト の受付」

「キ ャ ッ シュ  エンジン接続の許可」

「ク ラ イ アン ト 保持の資格情報の容認」

「Authentication （Linux ベースのエンジンのみ）」

「Configuration File（Linux、macOS、および Raspbian エンジンのみ）」

「ク ラ イ アン ト 資格情報の入力要求」

「記憶域サーバー」

「ワ イヤ暗号化」

「ワ イヤ暗号化レベル」

「通信プロ ト コル」 「自動再接続タ イ ムア ウ ト 」

「自動再接続の有効化 （Windows のみ）」

「 リ ッ ス ン IP ア ド レ ス」

「サポー ト  プロ ト コル」

「TCP/IP マルチホーム」

「TCP/IP ポー ト 」

「フ ァ イル互換性」 「フ ァ イル サイ ズの制限」

「作成フ ァ イルのバージ ョ ン」

「システム データ」
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「データ整合性」 「選択フ ァ イルのアーカ イブ ロ ギング」

「起動時間制限」

「オペレーシ ョ ン バン ド ル制限」

「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」

「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」

「ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト 」

「デバッ グ」 「データ  バッ フ ァーのバイ ト 数」

「キー バッ フ ァーのバイ ト 数」

「 ト レースするオペレーシ ョ ンの選択」

「 ト レース  フ ァ イルのロ ケーシ ョ ン」

「 ト レース  オペレーシ ョ ンの実行」

「デ ィ レ ク ト リ 」 「一時フ ァ イルの場所」

「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グのデ ィ レ ク ト リ 」

「作業デ ィ レ ク ト リ 」

「DBNames 設定フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ 」

「TEMPDB デ ィ レ ク ト リ （Client Reporting Engine のみ）」

「情報」 サーバー名 （表示のみ）

エンジンのバージ ョ ン （表示のみ）

エンジンのタ イプ （表示のみ）

「 メ モ リ の使用」 「起動時の リ ソース割当」

「非ア ク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す」

「最小の状態に戻す待ち時間」

「ソー ト  バッ フ ァー サイ ズ」

「システム キ ャ ッ シュ」

表 7 サーバー設定プロパテ ィ

設定オプシ ョ ン 設定項目名
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アクセス

サーバーを右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ > ［ア ク セス］ を選択する と、 次の設定が表示されます。

 「 リ モー ト  リ ク エス ト の受付」

 「キ ャ ッ シュ  エンジン接続の許可」

 「ク ラ イ アン ト 保持の資格情報の容認」

 「Authentication （Linux ベースのエンジンのみ）」

 「Configuration File （Linux、 macOS、 および Raspbian エンジンのみ）」

 「ク ラ イ アン ト 資格情報の入力要求」

 「ワ イヤ暗号化」

 「ワ イヤ暗号化レベル」

リ モー ト  リ クエス ト の受付

この設定は、通信マネージ ャーが、 リ モー ト  サーバーやク ラ イ アン ト  ワーク ステーシ ョ ンからの リ ク エス ト を受

け付けるかど う かを指定し ます。 このオプシ ョ ンをオンにする と、 通信マネージ ャーは、 ネ ッ ト ワーク での存在

を通知し ます。 

「パフ ォーマン ス  チューニング」 「自動最適化」

「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

「通信ス レ ッ ド数」

「フ ァ イルを閉じ る までの待ち時間」

「フ ァ イルの拡張係数」

「イ ンデッ ク ス  バラ ン スの実行」

「セグ メ ン ト  サイ ズを 2 GB に制限」

「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ バッ フ ァー サイ ズ」

「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」

「I/O ス レ ッ ド数」

「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ サイ ズ」

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し Yes

表 7 サーバー設定プロパテ ィ

設定オプシ ョ ン 設定項目名
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キャ ッ シュ  エンジン接続の許可 

ク ラ イ アン ト がキ ャ ッ シ ュ  エンジン を使用し てサーバーに接続する こ と をサーバーがサポー ト するかど う かを

指定し ます。 オフに設定し て も ク ラ イ アン ト はサーバーに接続はでき ますが、 キ ャ ッ シュ  エンジンを使用する こ

と はでき ません。

ク ラ イアン ト 保持の資格情報の容認 

この設定をオンにし た場合、データベース  エンジンはク ラ イ アン ト に保管されているユーザー資格情報を受け付

けます。 保管方法および場所は、 ク ラ イ アン ト のオペレーテ ィ ング システムによ って異な り ます。 

 Windows ク ラ イ アン ト ： 資格情報は Windows レジス ト リ に格納されています。 ［ク ラ イアン ト 資格情報の入

力要求］ がオンに設定 さ れてい る場合は、 ポ ッ プア ッ プ ダ イ ア ロ グで ［ユーザー名とパスワー ド を保存］

チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする こ と によ って、資格情報を保存でき る よ う にな り ます。代わ り の方法と し て、

pvnetpass コマン ド  ラ イ ン ツールを使用する と、 保管されている資格情報を管理する こ と ができ ます。

 Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イ アン ト ： 資格情報は、 pvnetpass によ って Zen レジス ト リ に格納され

ます。

この設定をオフにし た場合、 データベース  エンジンはク ラ イ アン ト に対し、 資格情報が必要なデータベース操作

の対象から保管されている資格情報は強制的に除外し ます。 このよ う な資格情報は、 アプ リ ケーシ ョ ンから、 ま

たはロ グ イ ン ダ イ ア ロ グで提供する必要があ り ます。 この設定がオフであって も、 ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グを使用し

て指定されれば、 ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グはク ラ イ アン ト 保持の資格情報を書き込も う と し ます。 ただし、 これは受

け入れられません。

ク ラ イ アン ト 保持の資格情報が認められている場合は、 資格情報を知ら な く て も、 誰でも その特定ク ラ イ アン ト

のコ ンピ ューターに向かい、 保管されている資格情報を使ってデータベースにロ グ イ ンする こ と ができ ます。 こ

の動作は、 個々のユーザーの厳密な認証は重要でない環境、 た と えば、 すべてのユーザーが同レベルのア ク セス

権限を持っている、 物理的にセキ ュ リ テ ィ 保護されている よ う な環境では便利です。 一方、 権限のない人が存在

し た り 、 権限のあ るユーザーがア ク セス権限のレベルを変更し ている よ う な環境では、 この設定はオフにし てお

く 必要があ り ます。

「ク ラ イ アン ト 資格情報の入力要求」 も参照し て く ださい。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル

ト

単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し No
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ログイ ン動作のま とめ

Authentication （Linux ベースのエンジンのみ）

以下のオプシ ョ ンは、 サーバー エンジンへのア ク セスに使用する認証のタ イプを設定し ます。

 Emulate Workgroup Engine （ワーク グループ エンジンのエ ミ ュ レー ト ）。 Samba を使用し てシステムのユー

ザー ア ク セス を認証する場合は、 この値を使用し ます。オペレーテ ィ ング システムによ るセキ ュ リ テ ィ を回

避し、レジス ト リ に RTSS パス ワード を保存し た く ない場合は、［Emulate Workgroup Engine］を使用し ます。 

 Proprietary Authentication （using btpasswd） （専用認証 （btpasswd の使用））。 Linux では Samba、 macOS で
は SMB を認証に使用せず、 ユーザーがサーバーにアカ ウ ン ト を持っていない場合は、 この値を使用し ます。

このオプシ ョ ンを使用する と、 Linux、 macOS、 または Raspbian システムへの接続用パス ワード  フ ァ イルを

別々に保持でき ます。 

サーバーで BTPASSWD の認証を使用する場合、 ク ラ イ アン ト から このサーバーに接続するユーザー名 と パ

ス ワ ー ド を設定す る 必要が あ り ま す。 Zen Control Center を使用す る か、 ま たは コ マ ン ド  プ ロ ン プ ト で

pvnetpass を使用し ます。『Zen User's Guide』の「グループ、ユーザー、およびセキ ュ リ テ ィ 」および 「pvnetpass」
の両 ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

Proprietary Authentication は、サーバーによ り 高いセキ ュ リ テ ィ 強度が必要で、サーバーで使用されるユーザー

認証方式と異なるユーザー名と パス ワード が必要な場合に使用し ます。 

表 8 ログイ ン設定動作のま とめ

ク ラ イアン

ト 資格情報

の入力要求

ク ラ イアン ト

保持の資格情

報の容認

動作

オフ オフ Zen ク ラ イ アン ト は、 ユーザーに入力を求める こ と も保管されている資格情

報を使用する こ と も し ないため、 ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンが Btrieve
オペレーシ ョ ンで資格情報を提供する必要があ り ます。 

オフ オン 資格情報が ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの Btrieve オペレーシ ョ ンで提供

されない場合、ク ラ イ アン ト は、ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グまたは pvnetpass によ っ

て保管されている資格情報を利用でき る場合は、 それを使用し ます。 どち ら

の方法でも資格情報が提供されない場合は、 接続に失敗し ます。 ロ グ イ ン ダ
イ ア ロ グは表示されません。

オン オフ 資格情報が ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの Btrieve オペレーシ ョ ンで提供

さ れない場合、 ク ラ イ ア ン ト はユーザーに ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グ を表示 し、

Linux、macOS、 または Raspbian ク ラ イ アン ト はア ク セス許可エラーを示すス

テータ ス  コード を返し ます。 ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グまたは pvnetpass によ って

保管された資格情報は使用し ません。

オン オン 資格情報が ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの Btrieve オペレーシ ョ ンで提供

されない場合は、 保管されている資格情報を使用し ます。 利用でき る資格情

報が保管されていない場合、 ク ラ イ アン ト はユーザーにロ グ イ ン ダ イ ア ロ グ

を表示し、 Linux、 macOS、 ま たは Raspbian ク ラ イ アン ト はア ク セス許可エ

ラーを示すステータ ス  コード を返し ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動

の必要性

単一選択 3 つのオプシ ョ ンがあ り ま

す。 次の解説を参照。

Emulate Workgroup Engine
（ワーク グループ エンジン

のエ ミ ュ レー ト ）

な し Yes
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 Standard Linux Authentication （標準 Linux 認証）。 認証に Samba を使用せず、 ユーザーが Linux、 macOS、 ま

たは Raspbian システムにアカ ウ ン ト を持っている場合、 この値を使用し ます。

Linux の標準認証は PAM と共に使用されます。 PAM は、 Linux、 macOS、 または Raspbian サーバーで既存の

ユーザー名 と パス ワード を使用し たい場合に使用し ます。 pvnetpass を使用し て ク ラ イ アン ト からユーザー

名と パス ワード を指定する こ と ができ ます。 PAM は非常に柔軟で、 Linux、 macOS、 および Raspbian 用のカ

ス タ ム モジュールを多数提供し ています。詳細については、PAM に関する  Web サイ ト を確認し て く ださい。 

Zen のイ ン ス ト ールで PAM が検出された場合、 PAM を使用でき る よ う イ ン ス ト ールの設定を整えます。 Zen
のイ ン ス ト ール後に PAM を イ ン ス ト ールし、 PAM によ る標準認証を使用する場合は、 Zen を再イ ン ス ト ー

ルする必要があ り ます。 これは、 PAM のイ ン ス ト ールでフ ァ イルのコ ピー、 各種設定フ ァ イルの作成、 権限

の設定、 および リ ン ク の作成を行っているためです。 Zen を再イ ン ス ト ールし て PAM を検出し、 その PAM
設定を正し く 完了させる必要があ り ます。 

Zen をアン イ ン ス ト ールし、 再度イ ン ス ト ールし直し ます。 これを行 う 手順については、 『Getting Started with
Zen』 の 「Zen （Linux ベースのシステム用） のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

PVPIPE$ を使用し た Samba と認証 （Linux のみ）

上記の 3 種類の認証方法に加え、使用可能な場合は、Samba を使用する こ と もでき ます。「Configuration File（Linux、

macOS、 および Raspbian エンジンのみ）」 で説明されている よ う に PVPIPE$ が共有されている場合、 Zen エンジ

ンは FIFO を $ACTIANZEN_ROOT/etc/pipe/mkde.pip に作成し ます。 PVPIPE$ は Linux でのみサポー ト され

ます。 

メ モ  末尾の ド ル記号 （$） は、 この共有が非表示になる こ と を意味し ます。 Zen ク ラ イ アン ト  コ ンポーネン

ト が、 \\< サーバー >\PVPIPE$\mkde.pip （大文字小文字区別な し） と し て自動的にこのパイプへのア ク セス

を処理し ます。 明示的な処理を実行し た り 、 このパイプにア ク セスする よ う にアプ リ ケーシ ョ ンを変更し た

り する必要はあ り ません。 唯一の例外は、 Samba または Zen の設定の ト ラブルシューテ ィ ングを行 う 場合で

す。

ク ラ イ アン ト が リ モー ト  エンジンに接続し、 エンジンがバージ ョ ン ブロ ッ ク で "Unix" と返し た場合は、 まずレ

ジス ト リ （RTSS 設定） で認証情報を確認し ます。 ユーザー名と パス ワー ド がレジス ト リ 内で見つから なかった

場合、 ク ラ イ アン ト は上記のパイプに接続し、 サーバーから ク ラ イ アン ト 認証情報を受け取 り 、 検証し ます。

認証されるためには、 共有に接続し、 パイプを読み取る こ と ができ る必要があ り ます。 これは、 エンジンを使用

でき るユーザーと使用でき ないユーザーを指定する  1 つの方法です。 これを行 う 最も簡単な方法は、 smb.conf 設
定フ ァ イル内の 「valid users」 値を設定する こ と です。 ク ラ イ アン ト が認証されなかった場合、 ステータ ス  3119
が返されます。

注意   PVPIPE$ へのク ラ イ アン ト の読み取 り ア ク セス を許可する と、 そのク ラ イ アン ト は リ モー ト でエンジ

ンへのア ク セスが許可されます。 

ク ラ イ アン ト が認証される こ と を確認するには、 コマン ド  プロ ンプ ト で 「\\< サーバー>\pvpipe$\mkde.pip」

と入力し ます。 多数の疑問符 （印刷不可能なシンボル） と い く つかの印刷可能な文字が表示され、 警告音が鳴 り

ます。 表示されなかった場合は、 Samba の設定フ ァ イルを調べて、 このパイプを読み取る権限があ るかど う かを

確認し ます。 権限があ るのにエラー 94 または 3119 が発生する場合は、 Zen Control Center でエンジンの設定プロ

パテ ィ を使用し て、 または pvnetpass を使用し て、 RTSS 設定を確認し ます。 

Samba を介し て共有される フ ァ イルへのア ク セスの詳細については、 Samba のマニュ アルを参照し て く ださい。
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Configuration File （Linux、 macOS、 および Raspbian エンジンのみ） 

この設定は、ローカル フ ァ イル システムを Windows ク ラ イ アン ト へエ ク スポー ト する場合に使用される  smb.conf
フ ァ イルの場所を示し ます。 エンジンは、 リ モー ト  シ ス テムの UNC パス を正しいデータベース  フ ァ イルへの

ローカル呼び出しに変換する と きに、 このフ ァ イルを必要と し ます。サード  パーテ ィ 製の Samba パッ ケージでは

な く ネイ テ ィ ブの SMB フ ァ イル共有が使用されている  macOS システムや Raspbian システムでは、 この設定は適

用されないこ と に留意し て く ださい。 

デフ ォル ト 値は /etc/smb.conf です。Samba の設定フ ァ イルを別の場所にイ ン ス ト ールし た場合は、正しいパス名

を入力し ます。

Zen は smb.conf 設定フ ァ イルの有無について、 次に示す場所を この順序で調べます。

 /etc/samba/smb.conf

 /etc/smb.conf

 /usr/local/samba/lib/smb.conf

 /usr/local/lib/smb.conf

 /lib/smb.conf

 /etc/samba.d/smb.conf

 /opt/samba/lib/smb.conf

 /usr/share/samba/smb.conf

 /usr/local/share/samba/smb.conf

 /home/samba/lib/smb.conf

 /opt/local/etc/samba3/smb.conf

最初に見つかった smb.conf が使用されます。 smb.conf が見つから ない場合は、Zen はシステム ロ グ フ ァ イルにエ

ン ト リ を記録し、 どの Samba 共有も有効にな り ません。 

Linux の場合、 PVPIPE$ の FIFO 共有を使用し たいが、 smb.conf フ ァ イルにまだ共有が存在し ない場合には、 次の

よ う にフ ァ イルに設定する必要があ り ます。zen-svc ユーザーと  zen-data グループは Zen サーバーのイ ン ス ト ール

によ り 作成されます。

[PVPIPE\$]

comment = Zen pipes

path = /usr/local/actianzen/etc/pipe

# only members of group zen-data will have access

valid users = @zen-data

# Absolutely necessary - prevents caching

oplocks = no

level2 oplocks = no

read only = yes

browseable = no 

zen-svc と い う ユーザー名のユーザーがこの共有にア ク セスでき る よ う にするには、smbpasswd コマン ド を特定

のパラ メ ーターと一緒に使用する必要があ り ます。 -n オプシ ョ ンに関する情報は、 Samba の ド キ ュ メ ン ト をお読

み く ださい。 ア ク セス を有効にする準備が整った ら、 Zen Enterprise Server または Cloud Server がイ ン ス ト ールさ

れている システムで以下のこ と を行います。

1 root と し て ロ グ イ ン し ます。

2 次のコマン ド を実行し て、 ユーザー zen-svc を ローカルの smbpasswd フ ァ イルへ追加し ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 /etc/smb.conf な し Yes

https://www.samba.org/samba/docs/current/man-html/smbpasswd.8.html
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smbpasswd -a -n zen-svc 

3 smbd を再起動し て この変更を有効にし ます。

ク ラ イアン ト 資格情報の入力要求

この設定は、 ユーザー認証を必要とするデータベース操作中に利用でき る資格情報がない場合、 Windows Zen ク
ラ イ アン ト がユーザーにロ グ イ ン資格情報の入力を求めるかど う かを決定し ます。

この設定をオンにし た場合、 ほかの認証資格情報がない と きには、 ユーザーにロ グ イ ン ダ イ ア ロ グを表示する よ

う 、 エンジンが Windows ク ラ イ アン ト に要求し ます。 こ の設定は、 混合またはデータベース  セキ ュ リ テ ィ が有

効になっている場合にのみ適用されます。 ただし、 いかな る状況下でも  Linux、 macOS、 または Raspbian ク ラ イ

アン ト には適用されません。 有効な資格情報が別の手段、 た と えば、 明示的な Btrieve Login （78） オペレーシ ョ

ンやク ラ イ アン ト に保管されている資格情報によ って提供される場合は、 ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グは表示されませ

ん。

ユーザー資格情報を必要とする操作で、 エンジンにデータベース  コ ンテキス ト が指定されていない場合、 エンジ

ンは、 ユーザーは現在のデータベースヘのロ グ イ ンを試みている と見な し ます。 

この設定をオフにし て、 新しいセキ ュ リ テ ィ  モデルのいずれかを使用し ている場合は、 ユーザー資格情報をプロ

グ ラ ムから提供する （ク ラ イ アン ト に保管されている資格情報を提供するか、 Btrieve の Login （78）、 Open （0）、

または Create （14） オペレーシ ョ ンによ って提供する） 必要があ り ます。 そ う し ない と、 ロ グ イ ンの試行は認証

エラーで失敗し ます。

関連項目 

「ク ラ イ アン ト 保持の資格情報の容認」

記憶域サーバー 

このプロパテ ィ は、 Client Reporting Engine がサポー ト し ている  Zen サバーの名前を表すものです。 これは Client
Reporting Engine がイ ン ス ト ールされている システムで設定されます。Windows では、文字列の大文字小文字は区

別されません。 この設定は、 Zen で Client Reporting Engine にのみ提供されます。

ワイヤ暗号化

このプロパテ ィ は、 指定された ク ラ イ アン ト またはサーバーがネ ッ ト ワーク通信で暗号化を使用するかど う かを

指定し ます。 デフ ォル ト 値は " 必要な場合 " です。 これは、 ク ラ イ アン ト またはサーバーは、 通信ス ト リ ームの

相手側が暗号化を要求し ている場合にのみ暗号化を使用する と い う 意味です。 た と えば、 サーバー A は ［ワイヤ

暗号化］ 値を " 常時 " に設定し てお り 、 サーバー B は " し ない " に設定し ている と し ます。 ク ラ イ アン ト はこの

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 空白 な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

単一選択 し ない

必要な場合

常時

必要な場合 な し Yes
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値を " 必要な場合 " に設定し ています。 この場合、 ク ラ イ アン ト はサーバー A と通信する場合には暗号化を使用

し ますが、 サーバー B と通信する場合には暗号化を使用し ません。

次の表は、 ク ラ イ アン ト 値と サーバー値の各組み合わせを基に動作を ま と めています。 

ワイヤ暗号化レベル 

この設定では、 暗号化された通信で使用する暗号化キーの長さ を指定し ます。 次の表は、 使用でき る レベルを示

し ています。 

128 ビ ッ ト 長のキーを使用する暗号化は、 一般に 「高度」 暗号化 と 認められています。 ほかの設定は、 そのレベ

ルに応じ て保護力は低下し ますが、 パフ ォーマン スは向上し ます。 あ る程度のレベルの暗号化は必要であ るが、

よ り 良いパフ ォーマン ス を得るために、 抑止レベルが低下する こ と を受け入れるつも り であ る場合に適し ていま

す。

ク ラ イ アン ト と サーバーの両方が暗号化を要求し、一方が他方よ り も強度の高い暗号化レベルを指定し た場合、2
つのエンテ ィ テ ィ は強度の高いレベルを使って通信し ます。 

通信プロ ト コル

［通信プロ ト コル］ には次の設定が含まれています。

 「自動再接続タ イ ムア ウ ト 」

 「自動再接続の有効化 （Windows のみ）」

 「 リ ッ ス ン IP ア ド レ ス」

 「サポー ト  プロ ト コル」

表 9 ク ラ イアン ト / サーバーのワイヤ暗号化設定の組み合わせの結果

ク ラ イアン ト

設定

サーバー設定 ： " し ない " サーバー設定 ： " 常時 " サーバー設定 ： " 必要な場合 "

し ない 暗号化を使用し ません。 ステータ ス  コード  5001 暗号化を使用し ません。

常時 ステータ ス  コード  5000 暗号化を使用し ます。 レベルは、 ク ラ イ

アン ト と サーバー間で最も高い［ワイヤ

暗号化レベル］設定によ って決定されま

す。

暗号化を使用し ます。 レベルは、

ク ラ イ アン ト の ［ワイヤ暗号化

レベル］ 設定に よ って決定さ れ

ます。

必要な場合 暗号化を使用し ません。 暗号化を使用 し ます。 レベルは、 サー

バーの ［ワ イヤ暗号化レベル］ 設定に

よ って決定されます。

暗号化を使用し ません。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

単一選択 低

中

高

中 な し Yes

表 10 暗号化レベル値の意味

値 説明

低 40 ビ ッ ト 暗号化キーを使用し ます

中 56 ビ ッ ト 暗号化キーを使用し ます

高 128 ビ ッ ト 暗号化キーを使用し ます
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 「TCP/IP マルチホーム」

 「TCP/IP ポー ト 」

自動再接続タ イムアウ ト

この設定は、 接続不能と なる前にク ラ イ アン ト がサーバーにどれだけの時間接続を試行するかを指定し ます。 自

動再接続が有効になっている ク ラ イ アン ト が、 最初に自動再接続が有効なサーバーに接続し た と き、 サーバーは

この値を ク ラ イ アン ト に通知し、 両方のコ ンポーネン ト がネ ッ ト ワーク中断イベン ト でどれだけの時間再接続を

試行するかがわかる よ う にし ます。

自動再接続の有効化 （Windows のみ） 

この設定は、 ネ ッ ト ワーク の停止時にク ラ イ アン ト が自動的に再接続を試行する こ と をサーバーにサポー ト させ

るかど う かを指定し ます。 オンに設定する と、 自動再接続が有効にな り ます。

自動再接続は、 この設定を ク ラ イ アン ト 側の設定でも有効にし ておかない限 り 、 そのク ラ イ アン ト 接続では有効

にな り ません。

接続不能と なる前にク ラ イ アン ト がサーバーにどれだけの時間再接続を試行するかを指定し ます。 前述の自動再

接続タ イムアウ ト を参照し て く ださい。

リ ッ スン IP ア ド レス

このオプシ ョ ンは、 ［TCP/IP マルチホーム］ がオフの場合に MicroKernel が受信待ちする  IP ア ド レ ス （1 つまた

は複数） を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 ［TCP/IP マルチホーム］ がオンの場合は無視されます。

複数の IP ア ド レ ス を指定でき ますが、 その場合は各ア ド レ ス間をカンマで区切る必要があ り ます。 このア ド レ ス

文字列は IPv4 ア ド レ ス と  IPv6 ア ド レ スの組み合わせも可能です。 Zen でサポー ト される  IPv6 ア ド レ ス形式が使

用でき ます。 『Getting Started with Zen』 の 「ド ラ イブ ベースの形式」 を参照し て く ださい。

サポー ト  プロ ト コル

この設定では、 データベース  エンジンがク ラ イ アン ト 接続の受信待ちをするプロ ト コルを指定し ます。 2 つ以上

のプロ ト コルを選択し た場合、 エンジンはそれらすべてで受信待ち し ながらセ ッ シ ョ ンを開始し ます。 最初に接

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 45 - 65535 180 秒 Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 有効な IP ア ド レ ス （単独または複数）。 複数の

ア ド レ スの場合は各ア ド レ ス間をカンマで区切

り ます。

0.0.0.0 な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

複数選択 1 つ以上 TCP/IP な し Yes
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続し たプロ ト コルが、 そのセ ッ シ ョ ンの間使用されます。 サーバーと ク ラ イ アン ト の両方で有効なプロ ト コルが

最低 1 つない と、 通信を行 う こ と ができ ません。 

メ モ  デフ ォル ト は TCP/IP です。 現在、 このオプシ ョ ンのみがサポー ト されています。

Linux、 macOS、 および Raspbian

Linux、 macOS、 および Raspbian 上の Zen でサポー ト されるプロ ト コルは TCP/IP のみです。 し たがって、 サポー

ト  プロ ト コルの設定は、 これらの環境では使用でき ません。

TCP/IP マルチホーム 

このオプシ ョ ンは、データベース  エンジンがすべてのネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ スで ク ラ イ アン ト 接続の受信

待ちをするかど う かを指定し ます。 オンに設定し た場合、 データベース  エンジンはすべてのネ ッ ト ワーク  イ ン

ターフ ェ イ スで受信待ちを し、 ［リ ッ スン IP ア ド レス］ オプシ ョ ンの IP ア ド レ スは無視されます。 この設定をオ

フにする場合は、 ク ラ イ アン ト 通信に使用するデータベース  エンジンへのア ド レ ス を ［リ ッ スン IP ア ド レス］ に

指定する必要があ り ます。

TCP/IP ポー ト  

これは、 リ レーシ ョ ナル エンジンで使用されるポー ト 番号を設定し ます。 

このポー ト 番号は、このサーバーを指定する ク ラ イ アン ト  DSN に定義された もの と同じ番号であ る必要があ り ま

す。 ク ラ イ アン ト  DSN でポー ト 番号を変更する方法については、 『ODBC Guide』 の 「詳細な接続属性」 を参照し

て く ださい。 

ポー ト に関する詳細については、 『Getting Started with Zen』 の 「デフ ォル ト の通信ポー ト の変更」 を参照し て く だ

さい。 

フ ァ イル互換性

［フ ァ イル互換性］ には次の設定が含まれています。

 「フ ァ イル サイ ズの制限」

 「作成フ ァ イルのバージ ョ ン」

 「システム データ」

フ ァ イル サイズの制限

このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、バージ ョ ン 13.0 以降のフ ァ イルがバージ ョ ン 9.5 のフ ァ イルの最大サイ

ズ 256 GB を超えないよ う にする こ と ができ ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 256 ～ 65535 1583 な し Yes
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作成フ ァ イルのバージ ョ ン

この設定はフ ァ イルを新規作成する と きに使用する形式を指定し ます。 ただし、 既に作成済みのフ ァ イルには影

響し ません。 フ ァ イルのバージ ョ ンが 6.x 以降であれば、 フ ァ イル形式を変更する こ と な く 読み込みと 書き込み

ができ ます。 このため、 8.x フ ァ イルは 8.x フ ァ イル形式のま まで、 7.x フ ァ イルは 7.x 形式のま まで、 そし て 6.x
フ ァ イルは 6.x 形式ま まで状態が保持されます。 5.x フ ァ イル以前は例外です。 これらのフ ァ イルは読み込むこ と

はでき ますが、 最初に リ ビル ド し て新しいバージ ョ ンの形式に変換し ない限 り 書き込みはでき ません。

6.x、 7.x、 または 8.x は、 旧バージ ョ ンの MicroKernel と互換性を保つ必要があ る場合にのみ選択し ます。

メ モ  辞書フ ァ イル （DDF） は 6.x またはそれ以降のフ ァ イル形式で作成する必要があ り ます。 データベース

の新規作成ウ ィ ザード は ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ 設定を使用し ます。 データ  フ ァ イルは、 サポー ト さ

れている以前のフ ァ イル形式のいずれでもかまいません。 DDF だけは 6.x またはそれ以降のフ ァ イル形式を

使用する必要があ り ます。

システム データ  

システム データは各レ コード内の隠されている重複のないキーを参照し ます。 MicroKernel は ト ラ ンザク シ ョ ン

一貫性保持を確実にするのに行を一意に識別でき る こ と が必要なため、 フ ァ イルは重複のないキーを定義するか

またはシステム データ を含める必要があ り ます。 デフ ォル ト 値は ［必要な場合］ です。 使用可能な値は、 次の と

お り です。

 ［な し］。 デフ ォル ト では、 システム データはフ ァ イル作成時に追加されません。 Create オペレーシ ョ ンを使

用する アプ リ ケーシ ョ ン開発者はこの設定を無効にし て変更する こ と ができ ます。

 ［必要な場合］ 。 フ ァ イルが、 重複のないキーを持たない場合、 フ ァ イル作成時にそのフ ァ イルにシステム

データが追加されます。

 ［常時］。 フ ァ イルが、 重複のないキーを持つかど う かに関係な く 、 システム データが、 フ ァ イル作成時に常

に追加されます。

メ モ  システム データ設定の変更は既存のフ ァ イルには影響し ません。 この設定は新規フ ァ イルがどのよ う

に作成されるかにのみ影響し ます。 

［システム データの作成］ を有効にし ないで作成され、重複のないキーを持たないフ ァ イルに ト ラ ンザク シ ョ

ン一貫性保持を適用し たい場合は、 ［システム データの作成］ を ［常時］ または ［必要な場合］ に設定し た

後、 フ ァ イルを再作成する必要があ り ます。

リ レーシ ョ ナル エンジンは常に、 システム データ を含むフ ァ イルを作成し ます。 この情報は、 SQL、 JDBC、

また Btrieve API 以外のあ らゆる方法で作成されたフ ァ イルに当てはま り ます。

この設定は、 ロ グ用に Zen 標準システム データ を導入し ます。 現在、 システム データ  v2 は作成し ません。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

単一選択 6.x - 8.x、 9.0、 9.5、 13.0 9.5 な し No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

単一選択 次 の 解 説

を参照。

必要な場合 な し No
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イ ンデッ ク スはユーザーによ って削除される こ と があ るため、フ ァ イルが重複のないキーを持っている場合でも、

システム データ を追加し たい場合があ り ます。 

データ整合性

［データ整合性］ には次の設定が含まれています。

 「選択フ ァ イルのアーカ イブ ロ ギング」

 「起動時間制限」

 「オペレーシ ョ ン バン ド ル制限」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」

 「ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト 」

選択フ ァ イルのアーカ イブ ロギング 

この設定は、 フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを容易にする アーカ イブ ロ グを MicroKernel に実行させるかど う かを指定

し ます。 システム障害が発生し た場合、 アーカ イブ ロ グ フ ァ イルおよび butil -rollfwd コマン ド を使用し て、 最後

にバ ッ ク ア ッ プを取った と きか ら シ ス テム障害が発生する までの間にフ ァ イルに加え られた変更を修復で き ま

す。

MicroKernel にアーカ イブ ロ グを実行させるには、 アーカ イブ ロ グを実行する フ ァ イルのあ るボ リ ュームにアー

カ イブ ロ グ設定フ ァ イルを作成し、 エン ト リ を追加する こ と によ り フ ァ イルを指定する必要があ り ます。 アーカ

イブ ロ グの詳細については、「アーカ イブ ロ グおよび Continuous オペレーシ ョ ンについて」 を参照し て く ださい。

起動時間制限 

この設定は、 システム ト ラ ンザク シ ョ ンを起動させる タ イ ム リ ミ ッ ト を指定し ます。 MicroKernel は、 ［オペレー

シ ョ ン バン ドル制限］ か ［起動時間制限］ のいずれかで設定された値に達し た場合、 またはキ ャ ッ シュの再利用

が必要な場合に、 システム ト ラ ンザク シ ョ ンを起動し ます。

オペレーシ ョ ン バン ドル制限 

このオプシ ョ ンは、 システム ト ラ ンザク シ ョ ンを起動するのに必要なオペレーシ ョ ン （1 つの任意のフ ァ イルで

実行） の最大数を指定し ます。 MicroKernel は、 ［オペレーシ ョ ン バン ド ル制限］ か ［起動時間制限］ のいずれか

で設定された値に達し た場合、 またはキ ャ ッ シュの再利用が必要な場合に、 システム ト ラ ンザク シ ョ ンを起動し

ます。

MicroKernel Database エンジンでは、 各ユーザー ト ラ ンザク シ ョ ン （Begin Transaction から  End Transaction または

Abort Transaction まで） が 1 つのオペレーシ ョ ン と し て扱われます。 た と えば、 Begin Transaction オペレーシ ョ ン

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 1 - 1800000 10000 ミ リ 秒 No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 1 ～ 65535 65535 な し No
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と  End Transaction オペレーシ ョ ンの間に 100 の Btrieve オペレーシ ョ ンがあ る場合、 Begin Transaction オペレー

シ ョ ン と  End Transaction オペレーシ ョ ンを含む 102 の Btrieve オペレーシ ョ ンが、1 つのオペレーシ ョ ン と し て扱

われます。

ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持  

ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持は、 シ ス テム障害時に正常終了し ていた ト ラ ンザ ク シ ョ ンがデータ  フ ァ イルにコ

ミ ッ ト される こ と を保証する点以外は ト ラ ンザクシ ョ ン ログ と同じです。

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ と ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持の詳細については、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよび ト ラ ン

ザク シ ョ ン一貫性保持」 を参照し て く ださい。

メ モ  ［ ト ラ ンザ ク シ ョ ン一貫性保持］ をオンにし ている場合、 一部のフ ァ イルで、 ト ラ ンザ ク シ ョ ンの一

貫性が保持されないこ と があ り ます。 フ ァ イルは、 少な く と も  1 つの重複のないキーを含んでいるか、 フ ァ

イル作成時に ［システム データ］ 設定が " 常時 " または " 必要な場合 " になっている必要があ り ます。 そ う

し ない と、 フ ァ イルに対する変更は ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グに書き込まれません。 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保

持およびシステム データの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 を参照し て く ださい。

システム データ設定の変更は既存のフ ァ イルには影響し ないため、重複のないキーを持たず、［システム デー

タの作成］ を有効にし ないで作成し たフ ァ イルは再作成する必要があ り ます。 これらのフ ァ イルを再作成す

る前に ［システム データの作成］ を必ず有効にし て く ださい。

注意   ゲー ト ウ ェ イ  ロ ケーター フ ァ イルによ り 、 同一フ ァ イル サーバー上の異な るデ ィ レ ク ト リ にあ る複

数のフ ァ イルを異なるエンジンが管理する こ と ができ ます。 データベースが異なるデ ィ レ ク ト リ にあ る複数

のフ ァ イルを含んでいる場合は、データベース内のすべてのデータ  フ ァ イルを同一データベース  エンジンで

管理する必要があ り ます。同一データベース内のフ ァ イルを複数のデータベースで管理する場合、データベー

スの整合性および ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ は保証されません。起こ り 得る問題を回避する方法につい

ては、 「 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルの作成」 を参照し て く ださい。

関連する設定

詳細については、 「 ト ラ ンザクシ ョ ン ログ」 にあ る同様の 「関連する設定」 を参照し て く ださい。 

ト ラ ンザクシ ョ ン ログ  

こ の設定は、 データ  フ ァ イルに影響するすべてのオペレーシ ョ ンを ロ グに記録する こ と によ り 、 MicroKernel が
ト ラ ンザク シ ョ ンのア ト ミ シテ ィ を確実にするかど う かを制御し ます。 

関連する ［ ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持］ の設定がオンになっている場合、 ロ ギングは自動的に行われ、 ［ ト ラ ン

ザクシ ョ ン ログ］ 設定は無視されます。 

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し Yes
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ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ と ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持の詳細については、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよび ト ラ ン

ザク シ ョ ン一貫性保持」 を参照し て く ださい。

メ モ   ［ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ］ をオンにし ている場合、 一部のフ ァ イルで、 ト ラ ンザク シ ョ ンの一貫性が

保持されないこ と があ り ます。 フ ァ イルは、 少な く と も  1 つの重複のないキーを含んでいるか、 フ ァ イル作

成時に ［システム データ］ 設定が " 常時 " または " 必要な場合 " になっている必要があ り ます。 そ う し ない

と、 フ ァ イルに対する変更は ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グに書き込まれません。 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持お

よびシステム データの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 を参照し て く ださい。

システム データ設定の変更は既存のフ ァ イルには影響し ないため、 重複のないキーを持たず、 ［システム 
データの作成］ を有効にし ないで作成し たフ ァ イルは再作成する必要があ り ます。 これらのフ ァ イルを再作

成する前に ［システム データの作成］ を必ず有効にし て く ださい。

注意   使用するデータベースがデータ  フ ァ イル間の ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ を必要と し ない場合を除

いては、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グの設定をオフにし ないで く ださい。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グがオフに設定され

ている場合、 複数フ ァ イルのデータベースのデータの整合性は保証されません。

［ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ］ の設定をオフにする こ と を、 使用する アプ リ ケーシ ョ ンのベンダーがサポー ト し

ていない場合は、 オフにし ないで く ださい。

関連する設定

サーバー設定の ［ ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持］ は ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グに似ていますが、 よ り 高レベルのデー

タ安全性を提供し、 パフ ォーマン スは低レベル と な り ます。 サーバーの設定にあ る ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ バッ

フ ァー サイズ］ および ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ サイズ］ は ト ラ ンザクシ ョ ン ログ と関連し ています。 ［ ト ラ ンザ

クシ ョ ン ログ バッ フ ァー サイズ］ を使用する と、 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持と パフ ォーマン ス と のバラ ン ス

を構成する こ と ができ ます。 ロ グ バッ フ ァーが大きいほどデ ィ ス ク に書き込まれる回数が少ないため、 パフ ォー

マン スが向上し ます。 ただし、 ロ グ バッ フ ァー内のデータベースの変更はシステム障害が起こ った場合保守され

ません。 

［ ト ラ ンザク シ ョ ン ログ サイズ］ は、 新しいセグ メ ン ト を開始する前に各ロ グ フ ァ イル セグ メ ン ト がどれだけ

のサイ ズになる こ と ができ るかを制御し ます。 

Btrieve または SQL ト ラ ンザク シ ョ ンが使用されない場合は、 これらすべての設定は無視される こ と に注意し て

く ださい。 

ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イムアウ ト  

レ コード  ロ ッ ク の競合が発生し た場合、データベース  エンジン と そのク ラ イ アン ト は同等の再試行 メ カニズムを

使用し ます。エンジンは、 ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト 時間内に要求されたレ コード のロ ッ ク を取得でき なかっ

た場合には、 該当する ステータ ス  コード と共に制御をアプ リ ケーシ ョ ンに返し ます。

ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イムアウ ト の利点

ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト 設定は、 ロ ッ ク の競合が発生し た場合に次のよ う な利点を も た ら し ます。 

 データベース  エンジンは、 ロ ッ ク の解除を待つ間にも リ ク エス ト の処理を続行でき る

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0 - 2147483647 30000 ミ リ 秒 Yes
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 複数のス レ ッ ド がロ ッ ク された リ ソース を待っている場合、 ス レ ッ ド  キ ューの能力が向上する

 ネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ ク が軽減する こ と によ って、 ネ ッ ト ワーク のパフ ォーマン スが向上する

ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イムアウ ト を適用する状況

ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト が適用されるのは、 次の 2 種類のアプ リ ケーシ ョ ンのみです。

 リ レーシ ョ ナル エンジンを使用する アプ リ ケーシ ョ ン。

 再試行する必要がない 1 つの変更操作を実行する  Btrieve アプ リ ケーシ ョ ン。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ン

は、1 秒またはウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト 値の う ち、いずれか短い方の時間内にロ ッ ク  エラーを受け取 り

ます。

通常、 ウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト は、 Windows、 Linux、 macOS、 または Raspbian 上の Zen ク ラ イ アン ト を介

し て MicroKernel エンジンを使用する  Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンには適用されません。 その代 り に、 このよ う なア

プ リ ケーシ ョ ンは次のいずれかの操作を行います。 

 " ノーウ ェ イ ト " ロ ッ ク  バイ アス（200, 400）付きの読み取 り 操作、または " 書き込みノー ウ ェ イ ト " ロ ッ ク  バ
イ アス （500） が適用されている書き込み操作の場合、 ページまたはロ ッ ク の競合エラーを直ちに受け取 り ま

す。

 " 書き込みノー ウ ェ イ ト " ロ ッ ク  バイ アス （500） が適用されていない非 ト ラ ンザク シ ョ ナル書き込み操作の

場合、 1 秒またはウ ェ イ ト  ロ ッ ク  タ イ ムア ウ ト 値の う ち、 いずれか短い方の時間内にページまたはロ ッ ク の

競合エラーを直ちに受け取 り ます。

 関連する操作が、 " ウ ェ イ ト " ロ ッ ク  バイ アス （100, 300） 付きの読み取 り 操作の場合は、無限に待機し ます。

 関連する操作が、 ト ラ ンザク シ ョ ン内の書き込み操作であ り 、 かつ、 " 書き込みノー ウ ェ イ ト " ロ ッ ク  バイ

アス （500） がその操作または ト ラ ンザク シ ョ ンに適用されていない場合は、 無限に待機し ます。 

ページまたはロ ッ ク の競合エラーを受け取った際、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 再試行、 待機、 または他のオプシ ョ ン

のどの方法でその競合を処理するか判断する こ と ができ ます。

ページ ロ ッ クへの対処

MicroKernel エンジン API は、 レ コード  ロ ッ ク状況を処理するための制御を提供し ます。 こ こ では、 制御の メ カ

ニズムを簡単に説明し ます。

 明示的レ コード  ロ ッ ク  - 読み取 り 操作にロ ッ ク  バイ アス （100、 200、 300 または 400） を加え る と、 レ コー

ド の読み取 り 時に ウ ェ イ ト する かど う かを指定で き ます。 こ れ ら のバイ ア スは Begin Transaction オペレー

シ ョ ンに適用する こ と もでき ます。

 ト ラ ンザク シ ョ ン中の暗黙ページ ロ ッ ク  - ほ と んどのページ ロ ッ ク の競合は行レベルのロ ッ ク であ るため

に回避されますが、 ロ ッ ク  バイ アス  500 を加算すれば、 ト ラ ンザ ク シ ョ ンがページ ロ ッ ク の発生によ って

ウ ェ イ ト 状態になる こ と を避け られます。 

 排他フ ァ イル ロ ッ ク  - 明示的フ ァ イル ロ ッ ク を避けるために並行 ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し ます。フ ァ イル

を排他的に開けなかった場合、 リ ク エス ト は常に直ちに返されます。

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ッ ク の詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 のほかに、 『Btrieve API Guide』 に記載さ

れている さ まざまなオペレーシ ョ ンのロ ッ ク  バイ アス手順を参照し て く ださい。

デバッ グ

［デバッ グ］ には次の設定が含まれています。

 「データ  バッ フ ァーのバイ ト 数」

 「キー バッ フ ァーのバイ ト 数」

 「 ト レースするオペレーシ ョ ンの選択」

 「 ト レース  フ ァ イルのロ ケーシ ョ ン」

 「 ト レース  オペレーシ ョ ンの実行」
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データ  バッ フ ァーのバイ ト 数 

この設定は、 MicroKernel が ト レース  フ ァ イルに書き込むデータ  バッ フ ァーのサイ ズを指定し ます。 この設定を

使用するには、 ［ ト レース オペレーシ ョ ンの実行］ 設定をオンに し てお く 必要があ り ます。 指定するサイ ズは、

必要とする ト レースのレベル （データ全体のバッ フ ァーの内容を確認する必要があ るのか、 またはあ る レ コード

を特定でき るだけのバッ フ ァー内容があれば十分なのかなど） に左右されます。 

キー バッ フ ァーのバイ ト 数 

この設定は、 MicroKernel が ト レース  フ ァ イルに書き込むキー バッ フ ァーのサイ ズを指定し ます。 この設定を使

用するには、 ［ ト レース オペレーシ ョ ンの実行］ 設定をオンにし てお く 必要があ り ます。 指定するサイ ズは、 必

要とする ト レースのレベル （キー全体のバッ フ ァー内容を確認する必要があ るのか、 またはあ る キーを特定でき

るだけのバッ フ ァー内容があれば十分なのかなど） に左右されます。 

ト レースするオペレーシ ョ ンの選択 

ト レース される  Btrieve API オペレーシ ョ ン コード にはチェ ッ ク マーク が付け られています（選択されています）。

リ ス ト から ト レースするオペレーシ ョ ンを選択し ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0 - 65535 128 バイ ト No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0 - 255 128 バイ ト No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

複数選択 次 の 解 説

を参照。

すべて な し No

• Abort Transaction （21） • Get Position (22)

• Begin Transaction (19) • Get Previous (7)

• Clear Owner (30) • Get Previous Extended (37)

• Close (1) • Insert (2)

• Create （14） • Insert Extended (40)

• Create Index (31) • Open (0)

• Delete (4) • Reset (28)

• Drop Index (32) • Set Directory (17)

• End Transaction (20) • Set Owner (29)

• Extend(16) • Stat (15)

• Find Percent (45) • Step First (33)

• Get By Percent (44) • Step Last (34)
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ト レース フ ァ イルのロケーシ ョ ン 

こ の設定は、 MicroKernel が ト レース情報を書き込む ト レース  フ ァ イルを指定し ます。 フ ァ イル名には、 ド ラ イ

ブまたはボ リ ュームの指定およびパスが含まれている こ と、 も し く は UNC パス を使用し ている こ と が必要です。

ト レース  フ ァ イルをデフ ォル ト のロ ケーシ ョ ンに配置し ない場合は、 別のパスやフ ァ イル名を入力し ます。

Zen フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、 『Getting Started with Zen』 の 「フ ァ イルはど こにイ ン ス ト ール

されますか？」 を参照し て く ださい。

メ モ  ODBC ト レース と  MicroKernel ト レースに同じ ト レース  フ ァ イル名を使用し ないで く ださい。

ト レース オペレーシ ョ ンの実行 

この設定は、 各 Btrieve API 呼び出し を ト レース し、 その結果をフ ァ イルに保存する こ と を可能にする ト レース機

能を有効にするかど う かを指定し ます。 開発者は ト レース機能を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのデバッ グを行え

ます。 MicroKernel は、 強制書き込みモード を使用し て ト レース  フ ァ イルに書き込みを行 う ため、 MicroKernel が
正常にアン ロー ド されなかった場合で も、 データはフ ァ イルに書き込まれます。 MicroKernel のパフ ォーマン ス

は、 リ ク エス ト を受け取る頻度によ って大幅に影響を受ける こ と があ り ます。 このオプシ ョ ンを有効にする場合

は、 ［ ト レース  フ ァ イルのロ ケーシ ョ ン］ を指定し て く ださい。

• Get Direct/Chunk (23) • Step Next (24)

• Get Directory (18) • Step Next Extended (38)

• Get Equal （5） • Step Previous

• Get First （12） • Stop (25)

• Get Greater (8) • Step Previous Extended (39)

• Get Greater or Equal (9) • Unlock (27)

• Get Last （13） • Update (3)

• Get Less or Equal (11) • Update Chunk (53)

• Get Less Than (10) • Version (26)

• Get Next (6)

• Get Next Extended (36)

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 file_path\Zen\bin\mkde.tra な し No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し No

• Abort Transaction （21） • Get Position (22)
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メ モ  ト レース を開始または終了するためにエンジンを再起動する必要はあ り ません。 ト レースのオン / オフ

は実行中に行ってエンジンに直接変更を適用する こ と ができ ます。 PCC から、 変更を有効にするためにエン

ジンを再起動する よ う に メ ッ セージが表示されて も、 この設定については無視し てかまいません。

デ ィ レ ク ト リ

［デ ィ レ ク ト リ ］ には次の設定が含まれています。

 「一時フ ァ イルの場所」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グのデ ィ レ ク ト リ 」

 「作業デ ィ レ ク ト リ 」

 「DBNames 設定フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ 」

 「TEMPDB デ ィ レ ク ト リ （Client Reporting Engine のみ）」

一時フ ァ イルの場所 

こ のプロパテ ィ は、 Zen が ク エ リ の処理中に一時フ ァ イルを書き込むこ と ができ るデ ィ レ ク ト リ を設定し ます。

詳細については、 『SQL Engine Reference』 の 「テンポ ラ リ  フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

ト ラ ンザクシ ョ ン ログのデ ィ レ ク ト リ  

こ の設定は、 MicroKernel が ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グを保存する ために使用する ロ ケーシ ョ ンを指定し ます。 これ

は有効なパスであ り 、 ド ラ イブまたはボ リ ュームの指定か UNC パスが含まれている必要があ り ます。 デフ ォル

ト はオペレーテ ィ ング システムによ って異な り ます。 

エンジンは、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 または 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 の設定がオンでない場合、 こ の

設定を無視し ます。

注意   複数のデータベース  エンジンで同一のデ ィ レ ク ト リ を使用し ないで く ださい。 た と えば、 2 つ以上の

エンジンの ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ デ ィ レ ク ト リ と し て リ モー ト  サーバーのデ ィ レ ク ト リ を設定する と便利

だ と思われるかも しれません。 しかし、エンジンは、 ロ グのロール フ ォ ワード を実行する必要が生じ た場合、

どの ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ セグ メ ン ト がどのエンジンに属し ているかを判断でき ません。

データベース  エンジンを頻繁に使用する と見込まれる場合は、データ  フ ァ イルが存在するの と は物理的に別のボ

リ ュームに ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グが保持される よ う にシステムを構成する必要があ り ます。 高負荷の下では、 単

一ド ラ イブで I/O 帯域幅を競 う 代わ り に、 ロ グの書き込みとデータ  フ ァ イルの書き込みを別の ド ラ イブに分ける

方が一般的にパフ ォーマン スがよ く な り ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グの詳細については、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ
グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 を参照し て く ださい。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 環境によ る な し No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 環境によ る な し Yes
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作業デ ィ レ ク ト リ  

この設定は、 多数のイ ンデッ ク ス を作成する よ う なオペレーシ ョ ンで、 テンポ ラ リ  フ ァ イルを保存するために使

用される  MicroKernel 作業デ ィ レ ク ト リ のロ ケーシ ョ ンを指定し ます。 デ ィ ス ク容量に制限があ る場合は、 こ の

オプシ ョ ンを使用し て十分な空き容量があ るボ リ ュームに作業デ ィ レ ク ト リ を指定でき ます。 

デフ ォル ト 値はあ り ませんが、 作業デ ィ レ ク ト リ を指定し ない場合、 データ  フ ァ イルのロ ケーシ ョ ンがデフ ォル

ト にな り ます。 作業デ ィ レ ク ト リ を指定するには、 ［作業デ ィ レ ク ト リ］ フ ィ ール ド にパス を入力し ます。 パスに

は、 ド ラ イブまたはボ リ ュームの指定か UNC パスが含まれている必要があ り ます。

DBNames 設定フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ  

この値は、 データベース名設定フ ァ イルの別のロ ケーシ ョ ンへのパス を設定し ます。 

Zen サーバー エンジンの場合、 デ ィ レ ク ト リ  パスではな く ローカル フ ァ イルのパスです。 ワーク グループ エン

ジンの場合、 ワーク グループ MicroKernel にア ク セス可能な リ モー ト  パス を指定でき ます。 デフ ォル ト 値はオペ

レーテ ィ ング システムによ って異な り ます。 

 Windows プラ ッ ト フ ォーム ： application_data_directory\ 

 Linux、 macOS、 または Raspbian サーバー ： /usr/local/actianzen/etc

設定フ ァ イルをデフ ォル ト のロ ケーシ ョ ンに配置し ない場合は、 有効なパス を入力し ます。

TEMPDB デ ィ レ ク ト リ （Client Reporting Engine のみ）  

こ のプ ロパテ ィ では、 Client Reporting Engine が、 記憶域サーバーか らデータ をキ ャ ッ シ ュする ための一時的な

データベース を作成する場所を設定し ます。 これは有効なパスであ り 、 ド ラ イブまたはボ リ ュームの指定か UNC
パスが含まれている必要があ り ます。デフ ォル ト はオペレーテ ィ ング システムによ って異な り ます。この設定は、

Client Reporting Engine でのみ提供されます。

情報

情報には、 次のよ う な表示のみの項目が示されます。 

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 デー タ  フ ァ イ ル と

同一デ ィ レ ク ト リ

な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 環境によ る な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String 適用外 環境によ る な し Yes

表示のみの項目 説明

サーバー名 データベース  エンジンが実行されているマシンの名前。

エ ン ジ ン の バ ー

ジ ョ ン

データベース  エンジンの リ リ ース  バージ ョ ン。

エンジンの種類 データベース  エンジンの製品カテゴ リ 。
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メ モ リの使用

［ メ モ リ の使用］ には次の設定が含まれています。

 「起動時の リ ソース割当」

 「非ア ク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す」

 「最小の状態に戻す待ち時間」

 「ソー ト  バッ フ ァー サイ ズ」

 「システム キ ャ ッ シュ」

起動時のリ ソース割当

こ の設定は、 MicroKernel の起動時に、 ス レ ッ ド や メ モ リ  バ ッ フ ァ ー を 含む リ ソ ー ス を 割 り 当て る よ う に

MicroKernel に指示し ます。起動時の リ ソース割 り 当てには L1 キ ャ ッ シュに加えてバッ ク グ ラ ン ド  ス レ ッ ド も含

まれます。 必要に応じ て、 Zen コ ンポーネン ト によ り 、 自動的に リ ソースが割 り 当て られます。 このため、 ほ と

んどの場合、 この設定はオフ （デフ ォル ト ） にする こ と ができ ます。

この設定がオフの場合、 最初のオペレーシ ョ ンが要求される まで リ ソースは割 り 当て られません。 お使いのシス

テムが多数のユーザーをサポー ト する場合は、 この設定をオンにする方が適切です。 

この設定を初めてオンにし た と きに、 Windows の動作方法のため、 メ モ リ の割 り 当てに顕著な違いが見られない

かも しれません。 MicroKernel がその L1 キ ャ ッ シュ を割 り 当てる場合、 Windows オペレーテ ィ ング システムは メ

モ リ のページを確保し ますが、 それら を MicroKernel にコ ミ ッ ト し ません。 その後、 MicroKernel が実際にキ ャ ッ

シュ  メ モ リ にア ク セスする と、 Windows は物理ページを コ ミ ッ ト するので、 Zen コ ンポーネン ト の メ モ リ 使用量

が増加し ます。

Windows タ ス ク  マネージ ャーで仮想 メ モ リ  サイ ズを見る と、 L1 キ ャ ッ シュがア ク セス された と きに メ モ リ の値

が変化する こ と がわか り ます。バッ ク グ ラ ン ド  ス レ ッ ド がア ク セス された と きにス レ ッ ド数が変わる こ と もわか

り ます。

非アク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す 

この設定によ り 、 ア ク テ ィ ブな ク ラ イ アン ト が存在し ない状態で一定の時間が過ぎ る と、 MicroKernel は、 大部分

の メ モ リ 容量およびス レ ッ ド  リ ソース をシステムに解放し、 最小の状態に戻 り ます。 その時間は、 ［最小の状態

に戻す待ち時間］ の値で設定し ます。 ほかのク ラ イ アン ト がア ク テ ィ ブになった場合は、 MicroKernel によ り 、 リ

ソースが再度割 り 当て られます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ  な し Yes
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最小の状態に戻す待ち時間 

この値は、 MicroKernel が最小の状態 （MicroKernel 起動時の初期状態） に戻る前に非ア ク テ ィ ブ状態でどれだけ

待機するかを設定し ます。 この状態に戻る と、MicroKernel は メ モ リ と ス レ ッ ド の リ ソース をシステムに解放し ま

す。 MicroKernel を最小の状態に戻し た く ない場合も あ り ます。 た と えば、 繰 り 返し  MicroKernel を使用するバッ

チ フ ァ イルを使用中の場合などです。ほかのク ラ イ アン ト がア ク テ ィ ブになった場合は、MicroKernel によ り 、 リ

ソースが再度割 り 当て られます。

この設定は、［非アク テ ィ ブ時、最小の状態に戻す］ にオフ （デフ ォル ト ） が設定されている場合は無視されます。 

ソー ト  バッ フ ァー サイズ 

こ の設定は、 ラ ン タ イ ムでイ ンデッ ク ス を作成中に MicroKernel が ソー ト のために動的に割 り 当て る、 または解

放する メ モ リ の最大容量 （キ ロバイ ト 単位） を指定し ます。

ソー ト 用に指定されたサイ ズ以上の メ モ リ が必要な場合、 または利用可能な処理 メ モ リ の 60 % 以上を占める場

合は、 MicroKernel によ り 、 テンポ ラ リ  フ ァ イルが作成されます。 処理に必要な利用可能 メ モ リ の量は、 動的な

値で、 システムの設定や負荷によ って変化し ます。 0 キ ロバイ ト を指定する と、 MicroKernel は利用可能な メ モ リ

の う ち最大 60 % まで、 必要なだけの メ モ リ を割 り 当てます。

システム キャ ッ シュ  

このオプシ ョ ンは、 MicroKernel が、 MicroKernel 自体のキャ ッ シュ割当サイズに加え、 設定プロパテ ィ で指定し

たシステム キ ャ ッ シュ を使用するかど う かを指定し ます。 

L2 キ ャ ッ シ ュ を使用し ている場合は、 ［システム キャ ッ シュ］ をオフに設定する必要があ り ます。 「MicroKernel
の最大 メ モ リ 使用量」 の設定を確認し て く ださい。 ［MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量］ にゼロ よ り 大きい値が設

定されている場合は、 L2 キ ャ ッ シュ を使用し ています。 

L2 キ ャ ッ シュ を使用し ていない場合は ［システム キャ ッ シュ］ をオンにする と、 パフ ォーマン スが向上し ます。

MicroKernel は書き出すページを構成し た り グループ化する のにシ ス テム キ ャ ッ シ ュ を使用し ます。 シ ス テム

キ ャ ッ シュがよ り 効果的にページをデ ィ ス ク に書き出せる よ う にフ ラ ッ シュ を十分に遅らせます。 ただし、 サー

バーにキ ャ ッ シュ付きのデ ィ ス ク  アレ イがあ る場合は ［システム キャ ッ シュ］ の設定をオフにする こ と によ り 、

よ り 良いパフ ォーマン ス を得られる こ と があ り ます。 

Windows サーバーの場合のみ、 Windows パフ ォーマン ス  モニター ツールのページング フ ァ イルおよびプロセス

オブジ ェ ク ト を使用 し て Windows のシ ス テ ム キ ャ ッ シ ュ が効率的に使用 さ れてい る かをチ ェ ッ ク で き ます。

zenengnsvc.exe イ ン ス タ ン スの場合は、 ページ フ ァ イル オブジェ ク ト の ［% 使用］ および ［% 最大使用］ をモニ

ターし、 プロセス  オブジェ ク ト の ［Page Fault/sec］ および ［Page File Bytes］ をモニターし ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0 - 2147483647 300000 ミ リ 秒 Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0 - メ モ リ に よ っ て

制限される

0 バイ ト Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ （Server）
オン （Workgroup）

な し Yes
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パフ ォーマンス チューニング

［パフ ォーマン ス  チューニング］ には次の設定が含まれています。

 「自動最適化」

 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

 「通信ス レ ッ ド数」

 「フ ァ イルを閉じ る までの待ち時間」

 「フ ァ イルの拡張係数」

 「イ ンデッ ク ス  バラ ン スの実行」

 「セグ メ ン ト  サイ ズを 2 GB に制限」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ バッ フ ァー サイ ズ」

 「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」

 「I/O ス レ ッ ド数」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ サイ ズ」

自動最適化 

この設定は、 自動最適化をオン またはオフにし ます。 オンの場合には、 この機能は次のよ う に動作し ます。

 設定がオンになった 1 時間後から、 エンジンは最適化対象のフ ァ イルの検出を開始し ます。

 エンジンはまず、 前回エンジンが再起動し た以降にア ク テ ィ ブになったフ ァ イルを識別し ます。

 エンジンは次に、 残 り のフ ァ イルについて、 以下の条件のいずれかを満た し ているか調べます。 

これらの条件は、 「ウ ォ ッチ リ ス ト 」 ト ピ ッ ク で定義された もの と同じです。 自動最適化の利点と し て、 フ ァ

イルの選択や ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ への追加を手動で行 う 必要がな く 、 また、 その後フ ァ イルの確認や最適化

も手動で行 う 必要があ り ません。

 これらの条件のいずれかを満たす最初のフ ァ イルから、 最適化が直ちに開始されます。 

 エンジンは 1 度に 1 つのフ ァ イルを最適化し ます。 1 つのフ ァ イルの処理が終わる と、 次のフ ァ イルの最適

化を始める までに 1 分間待機し ます。

 効率化のため、 次の条件を満たすフ ァ イルは対象から外れます。 

 24 時間以内に最適化されている

 サイ ズが 10 MB 未満

こ のよ う なフ ァ イルを最適化する場合には、 ［ウ ォ ッ チ リ ス ト ］ にフ ァ イルを追加し て手動で監視する よ う

にするか、 または dbdefrag コマン ド  ラ イ ン ツールを使用し ます。

 自動最適化の条件を満たすすべてのフ ァ イルの最適化が終了する と、 エンジンは次の回のフ ァ イル検出を始

める までに 60 分間待機し ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し No

分析 以上

断片化 15%

未使用 15%

順序不同 5%
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 zen.log の メ ッ セージには、 フ ァ イルが自動で最適化されたか手動で最適化されたかが記されます。

メ モ  ア ク テ ィ ブなフ ァ イルが閉じ られ、キ ャ ッ シュから そのページが削除された場合、エンジンはそのフ ァ

イルを自動最適化の候補と見な さ な く な り ます。 次にフ ァ イルが開かれた と き、 エンジンは再度それを検出

し ます。

データの最適化の詳細については、 「データ  フ ァ イルの断片化の監視」 を参照し て く ださい。 

キャ ッ シュ割当サイズ 

こ の プ ロ パ テ ィ では、 MicroKernel に よ っ て割 り 当て ら れ る レ ベル 1 キ ャ ッ シ ュ のサ イ ズ を 指定 し ま す。

MicroKernel では、 データ  フ ァ イルへのア ク セスにこのキ ャ ッ シュが使用されます。 

一般的に言 う と、 キ ャ ッ シ ュ割当サイ ズの値がシステム上の物理 メ モ リ の 40 % よ り 小さ く 、 設定プロパテ ィ の

［MicroKernel の最大メ モ リ使用量］ が 40% よ り 大きい値に設定されている場合に、全体のパフ ォーマン スは最高

にな り ます。 最適な設定は、 データ  フ ァ イルのサイ ズ、 システム上で実行されるほかのアプ リ ケーシ ョ ンの数、

および物理 メ モ リ の量によ って変わ り ます。

サーバー エンジン用の設定

この初期設定には物理 メ モ リ の 20% です。 データベース  エンジンは、 初めて起動された と きにこの値を計算し、

レジス ト リ に書き込みます。 その後は、 エンジンが起動するたびにレジス ト リ から値を読み取 り ます。 エンジン

がこの値を再計算する こ と はあ り ません。 値を手動で変更する と レジス ト リ が更新されます。 

ワークグループ、 ク ラ イアン ト  キャ ッ シュ、 およびク ラ イアン ト  レポー ト  エンジン用の設定

サーバー版以外の Zen のエデ ィ シ ョ ンの場合、 キ ャ ッ シ ュの割当サイ ズのデフ ォル ト 値は 64 MB に設定されま

す。 サーバーの場合と同様、 値を手動で変更する と レジス ト リ が更新されます。 

メ モ  PSQL v10 よ り 前の Zen ク ラ イ アン ト を使用する場合、 キ ャ ッ シュ割当サイ ズの値はバイ ト 単位で指定

する必要があ り ます。 最小の 64 KB （65,536 バイ ト ） が指定されます。

キャ ッ シュ割当サイズを使用し たパフ ォーマンスの最適化

パフ ォーマン ス を最適化するには、 キ ャ ッ シュ割当サイ ズによ り 大き な値を設定し ます。 この値は、 エンジンが

使用し ている フ ァ イルの合計サイ ズ以下にし て く ださい。それよ り 大きい値を設定し て も メ リ ッ ト はあ り ません。

また、 ほかのタ ス ク のためにシステムが必要とする メ モ リ を無駄に使用する こ と にな り ます。 利用可能な メ モ リ

すべて取って し ま う と、 特にシステムがほかのアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ている場合は、 望ま し く ない動作を引

き起こす可能性があ り ます。 

システムへ メ モ リ を追加し た り 、 システムから メ モ リ を取 り 除いた り する場合は、 新たな メ モ リ 容量を考慮し て

このプロパテ ィ を設定し直す必要があ り ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 1 MB か ら メ モ リ に

よ って制限される量

最初の起動時に計算 さ れ る

サーバー値。 ほかのエデ ィ

シ ョ ンの場合は 64 MB。

MB Yes
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通信スレ ッ ド数 

この設定は、 リ モー ト  ク ラ イ アン ト からの リ ク エス ト を処理するために MicroKernel が最初に作成する ス レ ッ ド

の数を指定し ます。 通信ス レ ッ ド は、 リ ク エス ト を行 う ク ラ イ アン ト  プロセスに代わって、 実際に Btrieve オペ

レーシ ョ ンを実行する要素です。 このよ う に、 通信ス レ ッ ド はワーカ ス レ ッ ド によ く 似ています。 通信ス レ ッ ド

は許容される最大範囲まで、 必要に応じ て動的に増加し ます。 最大値は、 256 です。

通信ス レ ッ ド の設定は、 あ る特定の状況下における改善に役立ちます。 た と えば、 1 つのフ ァ イルに対し て多 く

のク ラ イ アン ト が操作 （主に書き込み） を行 う よ う な場合、 よ り 低い値を設定すればスケーラ ビ リ テ ィ が向上す

るはずです。 ス レ ッ ド数の値を よ り 低 く する と、システム リ ソースでコ ンテキス ト  ス イ ッチを行わないよ う にし

ます。 こ のほか、 大量のワーカー ス レ ッ ド 間でス ラ ッ シングによ って速度低下が発生する状況も、 こ の通信ス

レ ッ ド の設定によ って改善する可能性があ り ます。 ワーカー ス レ ッ ド は、 既存の全ス レ ッ ド がレ コー ド または

フ ァ イルのロ ッ ク で待機し ている場合にのみ動的に作成されます。

フ ァ イルを閉じ るまでの待ち時間

この設定では、 フ ァ イルのク ラ イ アン ト 接続を閉じ た後に、 エンジンがそのフ ァ イルを開いたま まにし てお く 時

間を制御でき ます。 フ ァ イルを繰 り 返し開いている と エンジンのパフ ォーマン スが低下するので、 フ ァ イルを開

いたま まにし てお く 時間を増やすこ と でパフ ォーマン ス を向上させます。 この遅延は 5 秒まで指定でき ます。 値

が 0 の場合、 この設定はオフにな り 、 最後のユーザーが Btrieve Close オペレーシ ョ ンを実行し た直後にフ ァ イル

が閉じ ます。

butil -close を使用する と、 エンジンは指定された （開いている） フ ァ イルを確認し、 遅延時間がまだ残っていて

も直ちにフ ァ イルを閉じ ます。 詳細については、 「Close」 を参照し て く ださい。

フ ァ イルの拡張係数 

この値は、バージ ョ ン 8.x 以降の形式のデータ  フ ァ イル内に保持する空きページの概算パーセン ト を指定し ます。

この設定は、 旧バージ ョ ンの形式のフ ァ イルには適用されません。 MicroKernel では、 この値を使用し て、 フ ァ イ

ルを拡張するか空きページを最初に使用するかを決定し ます。データベース  エンジンは複数の連続し たフ ァ イル

ページをデ ィ ス ク上に書き込むこ と ができ ます。 フ ァ イル内の空きページ数が増加するにつれて、 デ ィ ス ク書き

込みのパフ ォーマン ス を向上させる こ と が狙いです。 ただし、 デ ィ ス ク書き込みのパフ ォーマン スはフ ァ イルの

サイ ズ と の引き換え （ ト レード オフ） と なるので、フ ァ イル内の空きページ数を多 く し過ぎ る と全体的なパフ ォー

マン スは低下する恐れがあ り ます。 

データ  フ ァ イル内に一定の連続し た空きページを保持するためには、データベース  エンジンが定期的にそのデー

タ  フ ァ イルを拡張する必要があ り ます。 こ の設定がフ ァ イルのサイ ズに影響があ る こ と を覚えておいて く だ さ

い。 た と えば、 空きページのないフ ァ イルで作業する と きに、 ［フ ァ イルの拡張係数］ の値に 50% を設定し た場

合、 そのフ ァ イルのサイ ズは最終的に 2 倍にな り ます。 ［フ ァ イルの拡張係数］ の値に 75% を設定し た場合、 そ

のフ ァ イルのサイ ズは 4 倍にな り ます。 90% を指定し た場合、 そのサイ ズは 10 倍近 く にな り ます。 

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric プ ロ セ ッ サ

の コ ア数 ～
256

プロセ ッサのコ ア数。 こ のプロセ ッサのコ ア

数は、 データベース  エンジンが起動し ている

マシンのプロセ ッ サ数です。

な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric  0-5000 50 ミ リ 秒 No

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0-100 15 パーセン ト Yes
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完全に使用し ないページのみが空きページ とみな される こ と に注意し て く ださい。 ほ と んど使用し ないページで

も空きページ と し てはみな されないので、15% の空きページ と いった場合、 フ ァ イルの 15% が使用されない と い

う 意味ではあ り ません。

フ ァ イルが更新される度合いによ って、 空きページの実際のパーセンテージはいつでも、 はるかに小さ く なる可

能性があ り ます。

この設定は、 バージ ョ ン 8.x よ り 前の形式のフ ァ イルには適用でき ません。 旧バージ ョ ンの形式のフ ァ イルにも

空きページがあ り ますが、 そのフ ァ イルの動作状況によ って空きページのパーセンテージは異な り ます。

イ ンデッ クス バラ ンスの実行 

この設定は、 MicroKernel が、 イ ンデッ ク ス  バラ ン ス を実行するかど う かを制御し ます。 イ ンデッ ク ス  バラ ン ス

によ り 、 読み取 り オペレーシ ョ ンのパフ ォーマン スは向上し ます。 しかし、 このオプシ ョ ンを有効にする と、 時

間がさ らにかか り 、 挿入、 更新、 削除オペレーシ ョ ン時にさ らにデ ィ ス ク の I/O が必要な場合があ り ます。 イ ン

デッ ク ス  バラ ン スの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 を参照し て く ださい。

セグ メ ン ト  サイズを 2 GB に制限

この設定は、 データ  フ ァ イルのサイ ズがオペレーテ ィ ング システムのフ ァ イル セグ メ ン ト の上限であ る  2GB を
超え る ご と に、 フ ァ イルを自動的に分割するかど う かを指定し ます。 オンに設定し た場合、 データ  フ ァ イルは

2GB のセグ メ ン ト に分割されます。 オフに設定し た場合、データ  フ ァ イルはセグ メ ン ト 化されず単一のフ ァ イル

のま まです。 よ り 大きいサイ ズの非セグ メ ン ト 化フ ァ イルを使用する利点は、 よ り 効率的なデ ィ ス ク  I/O です。

つま り 、 パフ ォーマン スの向上が期待でき ます。 

セグ メ ン ト 化されていないフ ァ イルは、お使いのオペレーテ ィ ング システムによ って指定されている フ ァ イル サ
イ ズの制限を受けます。 以前作成し たフ ァ イルが既にセグ メ ン ト 化されている場合、 そのセグ メ ン ト はフ ァ イル

上でそのま ま残 り ます。

「フ ァ イル バージ ョ ンの自動ア ッ プグレード」 の関連情報も参照し て く ださい。

メ モ  この設定は、 13.0 形式のフ ァ イルには影響し ません。 この形式のフ ァ イルはセグ メ ン ト 化されません。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し Yes
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ト ラ ンザクシ ョ ン ログ バッ フ ァー サイズ 

こ の設定は、 MicroKernel に よ っ て使用 さ れる ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グ バ ッ フ ァ ーおよびアーカ イ ブ ロ グ バ ッ

フ ァーのサイ ズを指定し ます。 ロ グ バッ フ ァー サイ ズを増やすと、 MicroKernel がロ グ情報をデ ィ ス ク に書き込

む頻度が低下するため、 パフ ォーマン スが向上し ます。 

メ モ  ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ バッ フ ァー サイズ］ に ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ サイズ］ よ り 大きい値を設

定する と、 MicroKernel は ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ サイズ］ の値を ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ バッ フ ァー サ
イズ］ に指定し た値に自動的に変更し ます。

MicroKernel の最大メ モ リ使用量 

こ のプ ロパテ ィ は、 第 2 （L2） キ ャ ッ シ ュのサ イ ズを動的に制御する こ と に よ り 、 すべてのデータ  キ ャ ッ シ ュ

（L1 + L2） と  MicroKernel エンジンが必要とする内部 メ モ リ 使用量が、総物理 メ モ リ の指定された割合を超えない

よ う にし ます。 エンジンは、 指定し た割合が必要でないか使用でき ない場合は、 これよ り 少ない メ モ リ を使用し

ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンで大量のデータの挿入、 更新、 および削除操作を行 う よ う な、 特定のシナ リ オを処理す

る必要があ る場合には、この設定で指定された制限を超えて内部処理用の追加 メ モ リ を使用する こ と ができ ます。

このデ ィ スカ ッ シ ョ ンに リ レーシ ョ ナル エンジン用の メ モ リ は含まれないこ と に留意し て く ださい。

値にゼ ロ を入力する と、 動的キ ャ ッ シ ュ はオ フにな り ます。 こ の場合、 使用で き る キ ャ ッ シ ュ は L1 のみで、

［キャ ッ シュ割当サイズ］ で指定し たサイ ズにな り ます。 また、 この場合、 使用される メ モ リ の最大量は制限され

ず、 必要に応じ て、 MicroKernel 用の追加 メ モ リ の割 り 当て と解放が行われる よ う にな り ます。

データベース  サーバー専用のマシンを使用し ている場合、 ［MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量］ を最大値に設定す

るか、オペレーテ ィ ング システムが占有し ない メ モ リ の割合を指定し ます。データベース  サーバーでほかのアプ

リ ケーシ ョ ンを実行し、 これらすべてのパフ ォーマン スのバラ ン ス を と る必要があ る場合は、低い値を設定し て、

データベース  キ ャ ッ シュが利用可能な メ モ リ を使用する と きに、ほかのアプ リ ケーシ ョ ン と競合し ないよ う にす

る必要があ り ます。 

メ モ  ［キャ ッ シュ割当サイズ］ に ［MicroKernel の最大メ モ リ使用量］ の値よ り も大き な物理 メ モ リ 量を設

定し た場合は、 ［キ ャ ッ シ ュ割当サイ ズ］ の値が優先されます。 た と えば、 物理 メ モ リ が 1 GB のマシンで、

［キ ャ ッ シ ュ割当サイ ズ］ に 600 MB、 ［MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量］ に 40% を設定し た と し ます。 L1
キ ャ ッ シュには 600 MB の メ モ リ が割 り 当て られます。 ［キ ャ ッ シュ割当サイ ズ］ の値の方が大きいので、 そ

の値が優先され、 L1 キ ャ ッ シ ュに割 り 当て られる メ モ リ 量は ［MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量］ に指定さ

れた値よ り も大き く な り ます。 

次の方程式を使用し て MicroKernel 最大メ モ リ使用量の近似値を割 り 出し ます。

（L1 キャ ッ シュサイズ + 内部割り当て + L2 キャ ッ シュ  サイズ / 物理メ モ リのサイズ ) * 100

各項目の説明は次の とお り です。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 262144（0.25 MB）－

メ モ リ に よ っ て制

限されるサイ ズ

次の値の う ち、 小さい方の値 ： 

• MB 単位の物理 メ モ リ  / 256

• 33549312 （32 MB）

バイ ト Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0-100 60 パーセン ト No
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L1 キャ ッ シュ  サイズ ： 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

内部割り当て ： L1 キ ャ ッ シュの約 25% のサイ ズ

L2 キャ ッ シュ  サイズ ： システムの メ モ リ  ロード に基づいて拡大および縮小する メ モ リ 容量

物理メ モ リサイズ ： マシンにイ ン ス ト ールされている メ モ リ 容量

パフ ォーマン ス  チューニングの詳細については、 「パフ ォーマン ス  チューニング」 を参照し て く ださい。

I/O スレ ッ ド数 

この設定は、 MicroKernel が起動するバッ ク グ ラ ウ ン ド の I/O ス レ ッ ド の数を指定し ます。 これらのス レ ッ ド は、

MicroKernel のキ ャ ッ シ ュか らデ ィ ス ク上のフ ァ イルへすべてのページをア ト ミ ッ ク かつ調和の と れた方法で書

き出す責任を果た し ます。 また、 最初にフ ァ イルを開いてフ ァ イル コ ン ト ロール レ コー ド の読み取 り も行いま

す。 その他のほ と んどの読み取 り はローカル ワーカ ス レ ッ ド および通信ス レ ッ ド が行います。 MicroKernel が、

データ  フ ァ イルを更新、 またはデータ  フ ァ イルに書き込みを行 う と、 各フ ァ イルは、 指定された I/O ス レ ッ ド に

シーケンシ ャルに割 り 当て られます。 最後のス レ ッ ド に達する と、 すべてのデータ  フ ァ イルがバッ ク グ ラ ウ ン ド

ス レ ッ ド に割 り 当て られる まで、 MicroKernel は処理をや り 直し ます。 MicroKernel では、 必要に応じ て追加の I/
O ス レ ッ ド を作成し ないため、 必要と思われる  I/O ス レ ッ ド の数を予想し て最大数を指定し ます。

最適なパフ ォーマン ス を実現するには、 ［最大オープン フ ァ イル数］ に基づいた値を指定し ます。 Monitor ユー

テ ィ リ テ ィ は開いている フ ァ イル数の現在値と ピーク値を表示し ます。 データベースに平均 256 個のフ ァ イルが

あ る場合、 デフ ォル ト の 32 I/O ス レ ッ ド では各ス レ ッ ド が 8 フ ァ イルを受け持つこ と にな り ます。 実際に即し た

方法と し て、 I/O ス レ ッ ド ご と に、 およそ 8 フ ァ イルを持つよ う にし ます。 た と えば、 オープン フ ァ イル数の平

均が 400 の場合、 およそ 50 個の I/O ス レ ッ ド を使用し ます。 64 よ り 大きい値を指定する と パフ ォーマン スが損

なわれる こ と があ り ますが、 これはシステムの能力によ り ます。 

メ モ  この設定は、 マシンの特性、 OS の設定およびデータベース  エンジンの作業負荷に影響されるため、 適

切な I/O ス レ ッ ド数を正確に計算する こ と はでき ません。

ト ラ ンザクシ ョ ン ログ サイズ 

この設定は、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ セグ メ ン ト の最大サイ ズを指定し ます。 ロ グ フ ァ イルが制限されたサイ ズ

に達する と、 MicroKernel は古いロ グ セグ メ ン ト  フ ァ イルを閉じ、 新しいフ ァ イルの使用を開始し ます。 ト ラ ン

ザク シ ョ ン ロ グ セグ メ ン ト のサイ ズを制限する こ と によ り 、 MicroKernel が一時的に使用するデ ィ ス ク容量を少

な く でき るため、 これを行いたい と思われるでし ょ う 。 しかし、 サイ ズを制限する と、 ロ グ セグ メ ン ト を頻繁に

閉じ て作成する こ と が必要になるため、MicroKernel の処理量が増え、パフ ォーマン スが低下する可能性があ り ま

す。

メ モ  このオプシ ョ ンに ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ バッ フ ァー サイズ］ で指定し た値よ り も小さい値を設定す

る と、 データベース  エンジンは ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ サイズ］ の設定を自動的に ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ロ
グ バッ フ ァー サイズ］ の値に合わせます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 1 ～ 1024 32 な し Yes

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 65536 - デ ィ ス ク 容量に

よ って制限される

「 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ロ グ

バッ フ ァー サイ ズ」 の 2 倍
バイ ト Yes
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Windows ク ラ イアン ト 設定プロパテ ィ

Zen のすべてのエデ ィ シ ョ ンを ク ラ イ アン ト と し て構成でき ます。 ク ラ イ アン ト  プロパテ ィ は （ク ラ イ アン ト し

て動作するサーバーも含め） ク ラ イ アン ト ご と に個別に設定する必要があ り ます。Windows プラ ッ ト フ ォームで、

Zen Control Center ま たはコ マン ド  ラ イ ン ツールの bcfg を使用し て ク ラ イ ア ン ト を構成する こ と がで き ます。

ZenCC では、 Zen エ ク スプローラーでデータベース  エンジン ノード を右ク リ ッ ク し てプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を

開き ます。 bcfg については、 「bcfg を使用し た設定」 を参照し て く ださい。

次の表は、 サーバー設定プロパテ ィ と その設定項目の一覧をアルフ ァベッ ト 順で示し ます。 各設定の詳しい説明

が リ ン ク先のセ ク シ ョ ンにあ り ます。 

表 11 ク ラ イアン ト 設定プロパテ ィ

設定オプシ ョ ン プロパテ ィ 名

「ア ク セス」 「ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持」

「ロード再試行回数」

「IDS の使用」

「ローカル MicroKernel エンジンの使用」

「 リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用」

「ワ イヤ暗号化」

「ワ イヤ暗号化レベル」

「アプ リ ケーシ ョ ンの特性」 「スペース を含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ 」

「キー長の検証」

「スプラ ッ シュ  ス ク リ ーン」

「キ ャ ッ シュ  エンジン」 「起動時の リ ソース割当」

「非ア ク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す」

「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」

「最小の状態に戻す待ち時間」

「キ ャ ッ シ ュ  エ ン ジ ン のデ

バッ グ」

［キ ャ ッ シュ  エンジンのデバッ グ］ で使用でき る設定は、 サーバー構成にあ

る類似し た設定 と 同様の機能を ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シ ュに対し て実行し ま

す。 「デバッ グ」 の関連するサーバー設定を参照し て く ださい。

「通信プロ ト コル」 「自動再接続の有効化」

「サポー ト  プロ ト コル」

「接続タ イ ムア ウ ト 」

「パフ ォーマン ス  チューニン

グ」

「キ ャ ッ シュ  エンジンの使用」

「セキ ュ リ テ ィ 」 「ラ ン タ イ ム サーバー サポー ト 」
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アクセス

［ア ク セス］ には次の設定が含まれています。

 「ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持」

 「ロード再試行回数」

 「IDS の使用」

 「ローカル MicroKernel エンジンの使用」

 「 リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用」

ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持 

このオプシ ョ ンは、 MicroKernel ルーターが、 Zen が動作し ていないコ ンピ ューターの リ ス ト を レジス ト リ に保存

する必要があ るかど う かを指定し ます。 レジス ト リ に保存する と、 ゲー ト ウ ェ イ  エンジンの検索に必要な時間を

短縮でき ます。 ワーク グループに新しいエンジンを追加する と きは、 このオプシ ョ ンをオフに設定する必要があ

り ます。

ロー ド再試行回数  

この設定は、 MicroKernel ルーターが、 ターゲ ッ ト  エンジンに対し て接続を再試行する回数を指定し ます。 

IDS の使用 

この設定は主に、 Zen （IDS） を使用する レガシー アプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。 IDS 機能はコ ア製品に統合

されたため、 IDS を単独のイ ン ス ト ール済みコ ンポーネン ト と し て使用する こ と はでき な く な り ま し た。 IDS の
統合は、 ク ラ イ アン ト / サーバー環境の再構成が必要と な り ます。

一般的には、 アプ リ ケーシ ョ ンは独自のフ ァ イルの場所情報を指定し ます。 別の方法と し て、 IDS は、 テキス ト

フ ァ イル idshosts の情報に基づいてフ ァ イル場所のマ ッ ピングを指定し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが idshosts に よ る マ ッ ピ ン グ機能を使用し ない場合は、 パフ ォーマン ス を向上させる ために

［IDS の使用］ をオフにし ます。 

アプ リ ケーシ ョ ンが既に idshosts を使用し ている場合、 あ るいはこの代替方法を使用し てフ ァ イルの場所をマ ッ

プし たい と考えている場合は、 ［IDS の使用］ をオンにし ます。 「idshosts フ ァ イルの使用」 を参照し て く ださい。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 0 ～ 65536 5 な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外
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メ モ  ［IDS の使用］ をオンに設定し た場合や、 レガシー アプ リ ケーシ ョ ンがフ ァ イルの場所情報を PIDS
URL の形式で渡す場合には、 PSQL 8.5 以降が必要です。 リ ク エス ターはデータベース  URI を使用し て IDS
情報を表し ます。 データベース  URI は PSQL 8.5 で追加されま し た。 『Zen Programmer's Guide』 の 「データ

ベース  URI」 を参照し て く ださい。

ローカル MicroKernel エンジンの使用  

この設定は、 ローカル アプ リ ケーシ ョ ンがローカル エンジンに接続を試みるかど う かを指定し ます。オフに設定

する と、 ローカル エンジンへの接続は試行されません。

リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用 

こ の設定は、 MicroKernel ルーターが、 リ モー ト  サーバーで動作し ているエンジンへのア ク セス を許可するかど

う かを指定し ます。 この設定をオンにし、 ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ の設定をオンにし た場合、 ま

ず リ モー ト  サーバーへの接続が試行されます。

ワイヤ暗号化

「ワ イヤ暗号化」 を参照し て く ださい。

メ モ  ク ラ イ アン ト 側のワ イヤ暗号化設定は Zen JDBC および ADO.NET ア ク セス方法では使用されません。

ク ラ イ アン ト 側のワ イ ヤ暗号化設定の場合、 暗号化は接続文字列を使用し て指定で き ます。 『JDBC Driver
Guide』 の 「接続文字列の概要」、 および 『Data Providers for ADO.NET Guide』 の 「基本的な接続文字列の定

義」 を参照し て く ださい。

ワイヤ暗号化レベル

「ワ イヤ暗号化レベル」 を参照し て く ださい。

メ モ  ク ラ イ アン ト 側のワ イヤ暗号化設定は Zen JDBC および ADO.NET ア ク セス方法では使用されません。

ク ラ イ アン ト 側のワ イ ヤ暗号化設定の場合、 暗号化は接続文字列を使用し て指定で き ます。 『JDBC Driver
Guide』 の 「接続文字列の概要」、 および 『Data Providers for ADO.NET Guide』 の 「基本的な接続文字列の定

義」 を参照し て く ださい。

アプ リ ケーシ ョ ンの特性

［アプ リ ケーシ ョ ンの特性］ には次の設定が含まれています。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し 適用外
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 「スペース を含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ 」

 「スプラ ッ シュ  ス ク リ ーン」

 「キー長の検証」

スペースを含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ  

こ の オ プ シ ョ ン は、 MicroKernel エ ン ジ ン オペ レ ーシ ョ ン の フ ァ イ ル名で ス ペー ス を 使用で き る よ う に

MicroKernel エンジンに指示し ます。 

スプ ラ ッ シュ  スク リーン 

この設定は、MicroKernel エンジンのスプラ ッ シュ  ス ク リ ーンを表示させるかど う かを制御し ます。スプラ ッ シュ

ス ク リ ーンは、 最初にク ラ イ アン ト  リ ク エス ターがロード される と きに表示されます。

キー長の検証

こ のオプシ ョ ン を従来の Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンで使用する と、 ク ラ イ アン ト  リ ク エス ターに渡さ れた イ ン

デッ ク スのキー長がキーに対し て十分なサイ ズであ るかど う かが、 リ ク エス ターで検証されな く な り ます。 この

オプシ ョ ンをオフに設定する こ と で、アプ リ ケーシ ョ ンはステータ ス  21 のエラーを回避でき る よ う にな り ます。 

注意   ただし、 オフに設定し た場合、 このオプシ ョ ンは メ モ リ の上書き を防ぐための Zen リ ク エス ターによ

るチェ ッ ク を無効にし ます。 メ モ リ の上書きによ り 生じ る状況で、望ま し く ない状況はい く つかあ り ますが、

中でも一般保護エラー （GPF） が発生する可能性があ り ます。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オン な し 適用外
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キャ ッ シュ  エンジン

これらの設定は、 キ ャ ッ シ ュ  エンジンが実行されている場合にのみ適用されます。 ワーク グループ エンジンは

キ ャ ッ シュ  エンジンを兼ねています。ただし、データベース  サーバー エンジンが実行されている場合にはキ ャ ッ

シュ  エンジンは使用されないこ と に注意し て く ださい。 

［キ ャ ッ シュ  エンジン］ には次の設定が含まれています。

 「起動時の リ ソース割当」

 「非ア ク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す」

 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

 「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」

 「最小の状態に戻す待ち時間」

起動時のリ ソース割当 

この設定は、キ ャ ッ シュ  エンジンの起動時に、 ス レ ッ ドや メ モ リ  バッ フ ァーを含む リ ソース を割 り 当てる よ う に

キ ャ ッ シュ  エンジンに指示し ます。 

このオプシ ョ ンをオフにする と、 最初のオペレーシ ョ ンが要求される まで リ ソースが割 り 当て られません。 必要

に応じ て、 Zen コ ンポーネン ト によ り 、 自動的に リ ソースが割 り 当て られます。 し たがって、 多 く の場合、 この

リ ソース割 り 当てを自分で行 う 必要はあ り ません。

非アク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す

この設定は、 ワーク グループ エンジンが実行されている場合にのみ表示されます。

この設定によ り 、 ア ク テ ィ ブな ク ラ イ アン ト が存在し ない状態で一定の時間が過ぎ る と、 キ ャ ッ シュ  エンジンは

大部分の メ モ リ 容量およびス レ ッ ド  リ ソース をシステムに解放し、 最小の状態に戻 り ます。 その時間は、 ［最小

の状態に戻す待ち時間］ の値で設定し ます。 ほかのク ラ イ アン ト がア ク テ ィ ブになった場合は、 キ ャ ッ シュ  エン

ジンによ り 、 リ ソースが再度割 り 当て られます。

キャ ッ シュ割当サイズ 

この設定は、 MicroKernel によ って割 り 当て られる レベル 1 キ ャ ッ シュのサイ ズを指定し ます。 MicroKernel では、

すべてのデータ  フ ァ イルへのア ク セスにこのキ ャ ッ シュが使用されます。 

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 データベース エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォ

ル ト

単位 データベース エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ  な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 データベース エン

ジン再起動の必要性

Numeric 1 MB か ら メ モ リ に よ っ て

制限される量

最 初 の 起 動 時

に 動 的 に 初 期

化される

MB 適用外
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一般的に言 う と、 ［キ ャ ッ シ ュ割当サイ ズ］ の値がシステム上の物理 メ モ リ の 40% よ り 小さ く 、 設定プロパテ ィ

の ［MicroKernel の最大メ モ リ使用量］ が 40% よ り 大きい値に設定されている場合に、 全体のパフ ォーマン スは

最高にな り ます。 最適な設定は、 データ  フ ァ イルのサイ ズ、 システム上で実行されるほかのアプ リ ケーシ ョ ンの

数、 および物理 メ モ リ の量によ って変わ り ます。

データベース  エンジンは、 初めて起動された と きにこの値を設定し、 レジス ト リ に書き込みます。 この初期値は

物理 メ モ リ の 20% です。 その後は、 エンジンが起動する たびにレジ ス ト リ か ら値を読み取 り ます。 こ のプロパ

テ ィ の値を変更する と、 レジス ト リ の値も更新されます。 システムへ メ モ リ を追加し た り 、 システムから メ モ リ

を取 り 除いた り する場合は、 新たな メ モ リ 容量を最大限活用する よ う にこのプロパテ ィ を設定し直す必要があ り

ます。

メ モ  PSQL v10 よ り 前の Zen ク ラ イ アン ト を使用する場合、 キ ャ ッ シュ割当サイ ズの値はバイ ト 単位で指定

する必要があ り ます。 最小の 64 KB （65,536 バイ ト ） が指定されます。

MicroKernel の最大メ モ リ使用量 

この設定は、 総物理 メ モ リ に対し てキ ャ ッ シ ュ  エンジンが消費でき る メ モ リ の割合を指定し ます。 L1、 L2 およ

びその他すべての メ モ リ に適用される割合がキ ャ ッ シュ  エンジンによ って使用されます。データベース  エンジン

は、 メ モ リ が必要でないか使用でき ない場合は、 これよ り 少ない メ モ リ を使用し ます。 

値にゼロ （0） を入力する と、 動的キ ャ ッ シュはオフにな り ます。 この場合、 使用でき る キ ャ ッ シュは L1 のみで、

［キャ ッ シュ割当サイズ］ で設定された メ モ リ 量が利用可能です。

パフ ォーマン ス  チューニングの詳細については、 「パフ ォーマン ス  チューニング」 を参照し て く ださい。

最小の状態に戻す待ち時間 
この設定は、 ワーク グループ エンジンが実行されている場合にのみ表示されます。

こ の設定は、 キ ャ ッ シ ュ  エンジンが最小の状態に戻る前に非ア ク テ ィ ブ状態でどれだけ待機するかを指定し ま

す。 （最小の状態と は、 キ ャ ッ シュ  エンジン起動時の初期状態です。 ） キ ャ ッ シュ  エンジンを最小の状態に戻す

と、大部分の容量の メ モ リ と ス レ ッ ド  リ ソースがシステムに解放されます。キ ャ ッ シュ  エンジンを最小の状態に

戻し た く ない場合も あ り ます。た と えば、繰 り 返し キ ャ ッ シュ  エンジンを使用するバッチ フ ァ イルを使用中の場

合などです。 ほかのク ラ イ アン ト がア ク テ ィ ブになった場合は、 キ ャ ッ シュ  エンジンによ り 、 リ ソースが再度割

り 当て られます。

この設定は、［非アク テ ィ ブ時、最小の状態に戻す］ にオフ （デフ ォル ト ） が設定されている場合は無視されます。 

キャ ッ シュ  エンジンのデバッ グ

これらの設定は、 キ ャ ッ シ ュ  エンジンが実行されている場合にのみ適用されます。 ワーク グループ エンジンは

キ ャ ッ シ ュ  エンジンを兼ねています。 ただし、 データベース  エンジンが実行されている場合にはキ ャ ッ シ ュ  エ
ンジンは使用されないこ と に注意し て く ださい。

［キャ ッ シュ  エンジンのデバッ グ］ で使用でき る設定は、 ［サーバー｜デバッ グ］ にあ る類似し た設定が メ イ ンの

データベース  エンジンに対し て実行するの と同様の機能を、 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュに対し て実行し ます。各設

定の詳細については、 関連するサーバー設定を参照し て く ださい。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 データベース エンジン再起動の必要性

Numeric 0-100 60 パーセン ト 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 データベース エンジン再起動の必要性

Numeric 0 - 2147483647 300000 ミ リ 秒 適用外
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 「データ  バッ フ ァーのバイ ト 数」

 「キー バッ フ ァーのバイ ト 数」

 「 ト レースするオペレーシ ョ ンの選択」

 「 ト レース  フ ァ イルのロ ケーシ ョ ン」

 「 ト レース  オペレーシ ョ ンの実行」

通信プロ ト コル

［通信プロ ト コル］ には次の設定が含まれています。

 「自動再接続の有効化」

 「サポー ト  プロ ト コル」

 「接続タ イ ムア ウ ト 」

自動再接続の有効化 

この設定は、 ネ ッ ト ワーク の停止時にク ラ イ アン ト が自動再接続を試行するかど う かを指定し ます。 オンに設定

する と、 自動再接続が有効にな り ます。 

自動再接続は、 この設定をサーバーの設定でも有効にし ておかない限 り 、 有効にな り ません。

サポー ト  プロ ト コル

この設定では、 データベース  エンジンがク ラ イ アン ト 接続の受信待ちをするプロ ト コルを指定し ます。 2 つ以上

のプロ ト コルを選択し た場合、 エンジンはそれらすべてで受信待ち し ながらセ ッ シ ョ ンを開始し ます。 最初に接

続し たプロ ト コルが、 そのセ ッ シ ョ ンの間使用されます。 サーバーと ク ラ イ アン ト の両方で有効なプロ ト コルが

最低 1 つない と、 通信を行 う こ と ができ ません。 

メ モ  デフ ォル ト は TCP/IP です。 現在、 このオプシ ョ ンのみがサポー ト されています。

Linux、 macOS、 および Raspbian

Linux、 macOS、 および Raspbian 上の Zen でサポー ト されるプロ ト コルは TCP/IP のみです。 し たがって、 サポー

ト  プロ ト コルの設定は、 これらの環境では使用でき ません。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

複数選択 1 つ以上 TCP/IP な し Yes
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接続タ イムアウ ト  

この設定の値は、ク ラ イ アン ト が リ モー ト  データベース  エンジンを検索または接続する まで待つ時間を指定し ま

す。 この値の設定が小さ過ぎ る と、 接続が完了する前にタ イ ムア ウ ト になるため、 サーバーが見つから ない と い

う 擬似エラーがク ラ イ アン ト に返されます。この値の設定が大き過ぎ る と、ク ラ イ アン ト が接続不可能なサーバー

へ接続し よ う と し た場合、 エラーが返される までに著し く 時間がかかる可能性があ り ます。 一般的に、 ほ と んど

のネ ッ ト ワーク では 15 秒から  30 秒の間の値が妥当です。「サーバーが見つか り ません」 と い う エラーが頻発する

場合は、 よ り 高い値を設定し て く ださい。 

この設定は、 以前は通信リ クエス ターの TCP/IP 接続タ イムアウ ト と呼ばれていま し た。

パフ ォーマンス チューニング

［パフ ォーマン ス  チューニング］ には次の設定プロパテ ィ が含まれています。

 「キ ャ ッ シュ  エンジンの使用」

キャ ッ シュ  エンジンの使用 

こ のプ ロ パテ ィ では ク ラ イ ア ン ト  キ ャ ッ シ ュ  エン ジ ン を使用する かど う かを設定 し ます。 こ のエン ジ ンは、

MicroKernel エンジンのサブセ ッ ト で、 読み取 り 専用にデータ をキ ャ ッ シュ し、 別プロセスで実行されます。 ク ラ

イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンは、 ク ラ イアン ト  キャ ッ シュやキャ ッ シュ  エンジン と も呼ばれます。

［キャ ッ シュ  エンジンの使用］ 設定がオフの場合、 ク ラ イ アン ト 側に何も キ ャ ッ シュ されません。アプ リ ケーシ ョ

ンからの読み取 り 要求によ って、 リ モー ト  データベース  エンジンからデータ を直接取得し ます。 

［キャ ッ シュ  エンジンの使用］ 設定がオンの場合、 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンが、 ク ラ イ アン ト と リ モー

ト  データベース  エンジン と の間で、データのキ ャ ッ シュ を仲介する役割を果たすこ と を意味し ます。アプ リ ケー

シ ョ ンが初めて読み取 り 要求を行った と きに、 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンはデータ をキ ャ ッ シュ し ます。

その後、 同じ レ コード に対し て さ らに読み取 り 要求を行 う 際は、 このキ ャ ッ シュ  データで対応し ます。 その読み

取 り のために、 リ モー ト  データベース  エンジンにア ク セスする必要はあ り ません。

ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュは、 ワーク グループ エンジンに似ています。 デフ ォル ト では、 アプ リ ケーシ ョ ンが最初

にデータベースにア ク セス し た と きにク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュは メ モ リ に自動的にロード され、そのアプ リ ケー

シ ョ ンを終了する と直ちにアン ロード されます。 

ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ を メ モ リ に保持し て、各使用セ ッ シ ョ ンがキ ャ ッ シュ を再配置するパフ ォーマン ス  コ ス

ト を回避し たい場合も あ るでし ょ う 。 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ を ロード し たま まにするには、 コマン ド  プロ ンプ

ト から次を実行し て く ださい。

install_path\Zen\bin\zenengnapp 

ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュが開始する と、 タ ス ク  バーの右端の通知領域にア イ コ ンが表示されます。 このア イ コ ン

で ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シ ュ  エンジンを制御でき ます。 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シ ュ を停止するには、 ア イ コ ンを右

ク リ ッ ク し、 ［エンジンを停止し て終了］ を選択し ます。 

ク ラ イ アン ト がサービ ス と し て イ ン ス ト ールされた場合、ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンはデフ ォル ト で自動

的に開始し ます。 ただし、 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  サービ スが実行中でも、 ［キャ ッ シュ  エンジンの使用］ がオ

ンになっていなければ、 アプ リ ケーシ ョ ンはク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ を実行し ません。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Numeric 1 ～ 2147483647 15 秒 適用外

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 データベース エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外
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メ モ  Zen は、 こ の ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シ ュ と、 データベース  エンジン キ ャ ッ シ ュやほかの ク ラ イ アン ト

キ ャ ッ シュ と の同期を と り ます。 この動作は完全に自動的かつ透過的に行われます。 ただし、 データベース

エンジン キ ャ ッ シュでデータベースの変更が発生し、その変更がすべてのク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュに反映さ

れる までの間には最大 5 秒の遅延が生じ ます。 お使いのシステムで、 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュにそのよ う な

古いページが最大 5 秒間存在する こ と が許容されない場合は、 ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ を使用し ないで く だ

さい。

以下の操作はク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュには格納されません。

 ト ラ ンザク シ ョ ン内にあ るすべての操作

 ロ ッ ク  バイ アスのかかった操作

 INSERT、 UPDATE、 DELETE などの書き込み操作

 Open および Close 操作

「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」 プロパテ ィ のク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュに関する説明も参照し て く ださい。

セキュ リ テ ィ

［セキ ュ リ テ ィ ］ には次の設定が含まれています。

 「ラ ン タ イ ム サーバー サポー ト 」

ラ ン タ イム サーバー サポー ト  

この設定は、 ラ ン タ イ ム サーバー サポー ト を制御し ます。 この設定が Yes （有効） の場合は、 現在実行し ている

ド ラ イブの現在のユーザー名 と パス ワー ド が使用されます。 別のユーザー名で RTSS を有効にするには、 「ユー

ザー名 , パスワー ド」 を入力し ます。 

SUPERVISOR および ADMIN は、 正しいパス ワード と一緒に入力し て も、 有効なユーザー名ではあ り ません。 リ

ク エス ターが、SUPERVISOR または ADMIN 以外のユーザー名を検出でき ない場合は、ロ グ イ ンを試行し ません。 

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

String Yes
No
ユーザー名 , パス ワード

Yes な し 適用外
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Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イアン ト 設定プロパテ ィ

Zen Control Center またはコマン ド  ラ イ ン ツールの bcfg を使用し て Zen ク ラ イ アン ト を構成する こ と ができ ます。

ZenCC では、Zen Control Center で MicroKernel ルーター ノード を右ク リ ッ ク し てプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を開き ま

す。 bcfg については、 「bcfg を使用し た設定」 を参照し て く ださい。 

メ モ  ZenCC の GUI がサポー ト されない Raspbian の場合は、 別の Zen イ ン ス ト レーシ ョ ンで ZenCC を開き、

リ モー ト で ク ラ イ アン ト を追加する こ と でその設定プ ロパテ ィ にア ク セスで き ます。 PowerShell な どの リ

モー ト  セ ッ シ ョ ンで bcfg を使用する こ と もでき ます。 

設定値での大文字小文字の区別

Linux、 macOS、 または Raspbian ク ラ イ アン ト は設定値の確認または変更を行 う 場合、 大文字小文字を区別し ま

せん。 た と えば、 設定値に Yes または yes を入力し た場合、 ク ラ イ アン ト はこれら を同一の値であ る と 解釈し

ます。 

ローカル設定 （［Local］） によ って影響を受ける ク ラ イアン ト のパフ ォーマンス

Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イ アン ト  イ ン ターフ ェ イ スが初めて呼び出された と きに、 そのデフ ォル ト

の設定値が Zen レジス ト リ に設定されます。 Zen ク ラ イ アン ト は、 自身のイ ン ス ト ールにサーバー エンジンが含

まれているかど う かを認識し ません。 そのため、 ローカル設定 （［Local］） を有効 （"Yes"） にし ます。 これは、 ク

ラ イ アン ト のパフ ォーマン スに影響を及ぼす可能性があ り ます。 

ク ラ イ アン ト を使用し ている コ ンピ ューターにサーバー エンジンがない場合は、 ローカル設定 （ ［Local］ ） を無

効（"No"）にし ます。「Use Local MicroKernel Engine ｜ローカル MicroKernel エンジンの使用」 を参照し て く ださい。

埋め込みスペースを含むフ ァ イル名

デフ ォル ト で、 Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イ アン ト  イ ン ターフ ェ イ スはスペース を含むフ ァ イル名を

サポー ト し ます。 

た と えば、 次のよ う な例です。

/mymount/usr/gary/file with spaces.mkd 

スペース を含まないフ ァ イル名を使用し たい場合は、 ［スペース を含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ ］ （ ［Embedded
Spaces］） 設定を変更する必要があ り ます。 「Embedded Spaces ｜スペース を含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ 」 を参照

し て く ださい。
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設定リ フ ァ レンス 
次の表は、 Linux、 macOS、 および Raspbian ク ラ イ アン ト の設定オプシ ョ ンの一覧をアルフ ァベッ ト 順で示し ま

す。 各設定の詳しい説明が リ ン ク先のセ ク シ ョ ンにあ り ます。 

Access ｜アクセス

［Access ｜ア ク セス］ には次の設定が含まれています。

 「Use Local MicroKernel Engine ｜ローカル MicroKernel エンジンの使用」

 「Use Remote MicroKernel Engine ｜ リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用」

 「Use IDS ｜ IDS の使用」

 「Wire Encryption ｜ワ イヤ暗号化」

 「Wire Encryption Level ｜ワ イヤ暗号化レベル」

Use Local MicroKernel Engine ｜ローカル MicroKernel エンジンの使用 
「ローカル MicroKernel エンジンの使用」 を参照し て く ださい。

Use Remote MicroKernel Engine ｜リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用

「 リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用」 を参照し て く ださい。

リ モー ト  エンジン と  UNC パス

UNC パスがク ラ イ アン ト から正し く 動作する よ う にするには、 以下のこ と を行 う 必要があ り ます。

 ア ク セス し よ う とする フ ァ イル と同じ コ ンピ ューターにあ るエンジンを実行し ている必要があ り ます。 

 ［リ モー ト  MicroKernel エンジンの使用］ をオンに設定し ておき ます。

メ モ  ローカルの Linux、 macOS、 または Raspbian システムを指す UNC パス を使って送信する こ と はでき ま

せん。 ただし、 次のよ う な UNC ス タ イルのパスは使用する こ と ができ ます。 
//localhost/usr/local/actianzen/data/samples/sample.btr 

表 12 ク ラ イアン ト の設定

設定オプシ ョ ン プロパテ ィ 名

「Access ｜ア ク セス」 「Use Local MicroKernel Engine ｜ ロ ー カ ル

MicroKernel エンジンの使用」

「Use Remote MicroKernel Engine ｜ リ モー ト

MicroKernel エンジンの使用」

「Use IDS ｜ IDS の使用」

「Wire Encryption ｜ワ イヤ暗号化」

「Wire Encryption Level ｜ワ イヤ暗号化レベル」

「Communication Protocols ｜

通信プロ ト コル」

「Enable AutoReconnect （自動再接続の有効化）」

「Application Characteristics ｜

アプ リ ケーシ ョ ンの特性」

「Embedded Spaces ｜スペース を含むフ ァ イル /
デ ィ レ ク ト リ 」

「Verify Key Length ｜キー長の検証」
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フ ァ イル サーバーにエンジンが不要の場合 （つま り 、 ク ラ イ アン ト のローカル エンジンが欲しい場合）、 ク ラ イ

アン ト の リ モー ト  フ ァ イル システムをマウ ン ト し、 UNC 形式ではな く  " ネイ テ ィ ブ形式 " のパスになる よ う パ

ス を変更する こ と ができ ます。 た と えば、 次のよ う なパスが Linux、 macOS、 および Raspbian でネイ テ ィ ブな形

式です。

/mnt/myremotedata/sample.btr 

Use IDS ｜ IDS の使用

「IDS の使用」 を参照し て く ださい。

Wire Encryption ｜ワイヤ暗号化

「ワ イヤ暗号化」 を参照し て く ださい。

メ モ  ク ラ イ アン ト 側のワ イヤ暗号化設定は Zen JDBC および ADO.NET ア ク セス方法では使用されません。

ク ラ イ アン ト 側のワ イ ヤ暗号化設定の場合、 暗号化は接続文字列を使用し て指定で き ます。 『JDBC Driver
Guide』 の 「接続文字列の概要」、 および 『Data Provider for .NET Guide』 の 「基本的な接続文字列の定義」 を

参照し て く ださい。

Wire Encryption Level ｜ワイヤ暗号化レベル

「ワ イヤ暗号化レベル」 を参照し て く ださい。

メ モ  ク ラ イ アン ト 側のワ イヤ暗号化設定は Zen JDBC および ADO.NET ア ク セス方法では使用されません。

ク ラ イ アン ト 側のワ イ ヤ暗号化設定の場合、 暗号化は接続文字列を使用し て指定で き ます。 『JDBC Driver
Guide』 の 「接続文字列の概要」、 および 『Data Provider for .NET Guide』 の 「基本的な接続文字列の定義」 を

参照し て く ださい。

Communication Protocols ｜通信プロ ト コル

［Communication protocols ｜通信プロ ト コル］ には次の設定が含まれています。

 「Enable AutoReconnect （自動再接続の有効化）」

Enable AutoReconnect （自動再接続の有効化） 

この設定は、 ネ ッ ト ワーク の停止時にク ラ イ アン ト が自動再接続を試行するかど う かを指定し ます。 オンに設定

する と、 自動再接続が有効にな り ます。 

自動再接続は、 この設定をサーバーの設定でも有効にし ておかない限 り 、 有効にな り ません。

メ モ  Zen Linux、 macOS、 および Raspbian のク ラ イ アン ト はこの機能をサポー ト し ますが、 現在、 それらの

オペレーテ ィ ング システム上のサーバーではサポー ト し ません。 AutoReconnect （自動再接続） を使用でき る

のは、 それらのク ラ イ アン ト から  Windows サーバーに接続する場合のみです。

データ型 範囲 デフ ォル ト 単位 エンジン再起動の必要性

Boolean オン

オフ

オフ な し 適用外
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Application Characteristics ｜アプ リ ケーシ ョ ンの特性

［Application Characteristics ｜アプ リ ケーシ ョ ンの特性］ には次の設定が含まれています。

 「Embedded Spaces ｜スペース を含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ 」

 「Verify Key Length ｜キー長の検証」

Embedded Spaces ｜スペースを含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ

「スペース を含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ 」 を参照し て く ださい。

Verify Key Length ｜キー長の検証

「キー長の検証」 を参照し て く ださい。
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Reporting Engine 設定プロパテ ィ

Zen Control Center またはコマン ド  ラ イ ン ツールの bcfg を使用し て Client Reporting Engine を構成する こ と ができ

ます。 

 ZenCC では、 Zen エ ク スプローラーで Reporting Engine ノード を右ク リ ッ ク し てプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を開

き ます。 

 bcfg については、 「bcfg を使用し た設定」 を参照し て く ださい。
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5パフ ォーマンス

データベース  パフ ォーマン スの分析およびチューニング

以下のセ ク シ ョ ンでは、 データベースのパフ ォーマン スについて説明し ます。

 「パフ ォーマン スの分析」

 「パフ ォーマン ス  チューニング」

 「ハイパーバイザー製品でのパフ ォーマン ス」
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パフ ォーマンスの分析

Zen サーバーの Windows 版では、 Windows パフ ォーマン ス  モニターで使用するパフ ォーマン ス  カ ウ ン ターを提

供し ます。 パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターはデータベース  エンジンの状態や動作を測定し ます。 これによ り アプ リ

ケーシ ョ ンのパフ ォーマン ス を分析する こ と ができ ます。 

「パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターの監視」 を参照し て く ださい。
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パフ ォーマンス チューニング

このセ ク シ ョ ンでは、 データベース初期接続および実行時オペレーシ ョ ンでパフ ォーマン ス を最大にするための

一般的な ヒ ン ト をい く つか提供し ます。 一般的なガイ ド ラ イ ンをい く つか示し ますが、 特定のアプ リ ケーシ ョ ン

のパフ ォーマン スは、 以下に挙げる要因だけに限らず、 非常に多 く の要因によ って変わ り ます。

 ネ ッ ト ワーク の帯域幅および使用率

 アプ リ ケーシ ョ ンでのコーデ ィ ング技法

 使用可能な物理記憶域

 使用可能な メ モ リ

 プロセ ッ サの速度

 アプ リ ケーシ ョ ンでの使用パターン （大量の書き込み、 大量の読み取 り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンの使用 / 不使用、

レ コード  サイ ズの大小、 複雑または単純な ク エ リ 、 ODBC、 Btrieve のみ、 など）

 CPU サイ クルで競合する無関係なアプ リ ケーシ ョ ン

 データベース  エンジン設定

ご覧のよ う に、 エンジンの設定は一定のアプ リ ケーシ ョ ンの全体のパフ ォーマン スの中では比較的限定的な役割

を果た し ます。 さ らに、 データベース  エンジンは使用パターンに基づいて さ まざまな リ ソース を動的に管理し ま

す。 データベース  エンジン自体が、 必要に応じ環境に合わせてチューニング し ます。 以下のセ ク シ ョ ンで提供す

るのは、 有用なガイ ド ラ イ ンにすぎず、 特定のレベルのパフ ォーマン ス を保証する ものではあ り ません。

パフ ォーマンスのボ ト ルネ ッ ク を見極める

Monitor ツールを使用する と、 特定のデータベース  エンジンの設定オプシ ョ ンに関連するパフ ォーマン スのボ ト

ルネ ッ ク を見つける こ と ができ ます。オペレーテ ィ ング システムの ［ス ター ト ］ メ ニューまたはアプ リ画面から、

あ るいは Zen Control Center の ［ツール］ メ ニューから  Monitor を起動し ます。

Monitor の表示と設定オプシ ョ ン

Monitor にあ る  2 つのタブには、 設定オプシ ョ ンに関連するパフ ォーマン スの値が表示されます。 

 リ ソース使用状況 

 MicroKernel 通信統計情報

次の表に示すよ う に、 データベース  エンジンは複数のサーバー設定オプシ ョ ンを動的に管理し ます。 

表示および動作の解釈

Monitor に表示される情報を活用する こ と ができ ます。 Monitor は リ ソースのタ イプご と に 3 つの情報を表示し ま

す。 た と えば、 リ モー ト  セ ッ シ ョ ン総数には次のよ う に表示されます。

表 13 Monitor で表示される、 動的に管理されている設定

動的に管理される設定 リ ソース使用状況タ ブに表

示される値

通信統計情報タ ブに表示さ

れる値

フ ァ イル数 ○

ハン ド ル数 ○

ク ラ イ アン ト 数 ○

ワーカ ス レ ッ ド数 ○

リ モー ト  セ ッ シ ョ ン総数 ○
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 現在値。 実際に動作し ている リ モー ト  セ ッ シ ョ ンの現在の数。

 ピーク値。 エンジンが開始されてから実際に使用された リ モー ト  セ ッ シ ョ ンの最大数。

 最大値。 リ モー ト  セ ッ シ ョ ンの使用可能な最大数。

リ ソースのピーク値と最大値が同じ場合には、 その リ ソースの最大値を増やすよ う に設定プロパテ ィ を設定すれ

ば、データベース  エンジンは、必要な場合に特定の リ ソースの追加のイ ン ス タ ン ス を割 り 当てる こ と ができ ます。

設定プロパテ ィ を変更する前に

以下のセ ク シ ョ ンでは、 次のこ と を前提と し ます。

1 Zen Control Center （ZenCC） が既に開いている こ と。 

このタ ス ク についての説明が必要な場合は、 『Zen User's Guide』 の 「Windows での ZenCC の起動」 を参照し

て く ださい。

2 構成し よ う とするエンジンが既に登録済みであ る こ と （可能な場合）。 

このタ ス ク についての説明が必要な場合は、 『Zen User's Guide』 の 「 リ モー ト  サーバー エンジンを登録する

には」 を参照し て く ださい。

3 所定のエンジンを構成するには、 オペレーテ ィ ング システムの適切な権限が必要です。 

このタ ス ク についての説明が必要な場合は、 『Zen User's Guide』 の 「データベース  エンジンの管理者権限の

許可」 を参照し て く ださい。

4 一部のエンジン設定については、 設定を変更し た後にデータベース  エンジンの再起動が必要にな り ます。

初期接続時間を最小限にする

最短接続時間の基礎を成す理論は、 3 つの必要条件を中心に展開し ます。 これらの必要条件についての要約は次

のよ う にな り 、 詳細についてはその後で説明し ます。

 既知の通信プロ ト コル。 ク ラ イ アン ト またはサーバーが、 その環境でサポー ト されていないプロ ト コルを介

し て接続を試行するために余計な時間を費やすこ と は望ま し く あ り ません。 ク ラ イ アン ト / サーバーが使用

でき ないプロ ト コルを削除する こ と によ り 、ネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト がそれらの使用を試行する こ と を

防げます。

 既知のデータベース エンジンのロケーシ ョ ン。 ク ラ イ アン ト が存在し ないエンジンへの接続を試行し ない場

合も あ り ます。 ワーク グループのみのサポー ト 、 またはサーバーのみのサポー ト を適切に指定する こ と によ

り 、ク ラ イ アン ト が存在し ない接続でタ イ ムア ウ ト になる こ と を防ぐ こ と ができ ます。非共有および共有デー

タベースの両方があ る環境では、 ゲー ト ウ ェ イ の一貫性保持を使用し て、 データベース  エンジンがデータ

ベース  エンジンの実行されていないマシンを常に知る こ と ができ、 これによ り 、 これらのマシン上のエンジ

ンへの接続を試行せず、 別の方法でデータにア ク セス し ます。

 実行準備の整ったデータベース エンジン。 休止し ているエンジンが新しい接続 リ ク エス ト を受け取る と、 リ

ソースの再割 り 当ておよび実行時の状態に戻るのに時間がかか り ます。 接続ス ピード がサーバー上の リ ソー

ス使用量よ り 重要な場合は、サーバー エンジンが使用されていない と きにも休止し ないよ う にする こ と がで

き ます。 

ク ラ イアン ト のプロパテ ィ

ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ の変更は、 そのク ラ イ アン ト  マシンで行 う 必要があ り ます。 個々のク ラ イ アン ト でプ

ロパテ ィ を変更する必要があ り ます。

 ク ラ イアン ト 側の接続待ち時間を最小限にするには

1 Zen エ ク スプローラーで、 ツ リ ーのローカル ク ラ イアン ト  ノード を展開し ます （ノード の左の展開ア イ コ ン

を ク リ ッ ク し ます）。

2 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク し ます。
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3 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プロパテ ィ  ツ リ ーで ［通信プロ ト コル］ を ク リ ッ ク し ます。 

5 ［サポー ト  プロ ト コル］ で、 必要なプロ ト コルにはチェ ッ ク  マーク が入って選択されてお り 、 使用されない

プロ ト コルのチェ ッ ク  マークは外されている よ う にし ます。 

6 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。 

これで、 ク ラ イ アン ト が、 使用されていないプロ ト コル と通信し よ う とするのを妨ぐ こ と ができ る よ う にな

り ま し た。

7 プロパテ ィ  ツ リ ーで ［アクセス］ を ク リ ッ ク し ます。

8 リ モー ト  サーバーまたは リ モー ト  ワーク グループ エンジンのみを使用し ている場合は、 ［ローカル

MicroKernel エンジンの使用］ チェ ッ ク  ボ ッ ク スの選択を解除し、 オフに設定される よ う にし ます。

ローカル ワー ク グループ エン ジ ンのみを使用 し てい る場合は、 ［リ モー ト  MicroKernel エ ン ジ ンの使用］

チェ ッ ク  ボ ッ ク スの選択を解除し、 オフに設定される よ う にし ます。 

ワーク グループ エンジンを使用する こ と も あ り 、 サーバー エンジン または リ モー ト  ワーク グループ エンジ

ンを使用する こ と も あ る場合には、 両方の設定を選択し、 オンにし てお く 必要があ り ます。

このよ う な共有と非共有データの混合環境では、 各ク ラ イ アン ト で ［ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持］ をオンに設

定し てお く こ と ができ ます。 この設定によ って、 データベース  エンジンに接続する こ と ができ ないすべての

マシンの名前の リ ス ト を強制的に ク ラ イ アン ト  ソ フ ト ウ ェ アに保持させます。 ク ラ イ アン ト  ソ フ ト ウ ェ ア

が、 指定されたコ ンピ ューターにはエンジンが存在し ないこ と を判定するには、 すべてのネ ッ ト ワーク  プロ

ト コルの リ ク エス ト がタ イ ムア ウ ト になる まで待ちます。 

Zen データベース  エンジンを持たないサーバーにデータが格納されていて、［リ モー ト  MicroKernel エンジン

の使用］ の設定がオンの場合、 ク ラ イ アン ト はそのマシンにエンジンがないこ と を知る ために少な く と も  1
度はタ イ ムア ウ ト を待たなければな り ません。 ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンが

そのデータに最初にア ク セス し た と きのみにこのタ イ ムア ウ ト が起き る よ う にでき ます。

メ モ  ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持を使用する と、 ネ ッ ト ワーク  ト ポ ロ ジを固定し ます。 後に、 リ モー ト  コ ン

ピ ューターに Zen サーバーま たはワー ク グループ エン ジ ン を イ ン ス ト ールする場合、 各 ク ラ イ ア ン ト で

［ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持］ をオフにし て、 データベース  エンジンを持たないコ ンピ ューターの リ ス ト が削

除される よ う にする必要があ り ます （これによ り 新しいデータベース  エンジンに接続でき る よ う にな り ま

す）。 ［ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持］ に戻る と、 リ ス ト は空になっています。

9 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

これで、 ク ラ イ アン ト が、 使用されていないデータベース  エンジンに接続し よ う とするのを防ぐ こ と ができ

ます。

サーバーのプロパテ ィ

サーバー側の接続待ち時間を最小限にするには

1 エ ク スプローラーで、 ツ リ ーのエンジン ノード を展開し ます （ノード の左の展開ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ま

す）。

2 設定を指定するデータベース  エンジンを右ク リ ッ ク し ます。

3 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［サポー ト  プロ ト コル］ で、 必要なプロ ト コルにはチェ ッ ク  マーク が入って選択されてお り 、 使用されない

プロ ト コルのチェ ッ ク  マークは外されている よ う にし ます。 

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。 
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これで、 サーバーが、 使用されていないプロ ト コル と通信し よ う とするのを防ぐ こ と ができ ます。

メ モ  サーバーの設定で選択し たプロ ト コルの少な く と も  1 つが、 ク ラ イ アン ト の設定で選択された もの と

同一であ る こ と を確認し て く ださい。 サーバーと ク ラ イ アン ト は同じプロ ト コルを使用し なければ通信でき

ません。

6 プロパテ ィ  ツ リ ーで ［メ モ リの使用］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［起動時のリ ソース割当］ を ク リ ッ ク し て、 値をオン （チ ェ ッ ク  ボ ッ クスを選択） に設定し ます。

このオプシ ョ ンは、 データベース  エンジンが必要なすべての メ モ リ を割 り 当てる タ イ ミ ングを、 最初の接続

要求が入って き た と きではな く 、 起動時 と し ます。 こ の値を選択する と、 よ り 多 く の メ モ リ が必要ですが、

ク ラ イ アン ト から見る と、 エンジンの処理速度が速 く な り ます。

8 ［非アク テ ィ ブ時、 最小の状態に戻す］ をオフに設定し ます （チェ ッ ク  ボ ッ ク ス を ク リ ア）。

このオプシ ョ ンは、 データベース  エンジンが非ア ク テ ィ ブな と きにも、 リ ソース を解放し てオペレーテ ィ ン

グ システムに戻さ ないこ と を指定し ます。 すべての リ ソースは割 り 当て られたま まで、 次のク ラ イ アン ト 接

続に備え られます。

9 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

10 これらの変更を有効にするために、 ［はい］ を ク リ ッ ク し てエンジンを再起動し ます。

ラ ン タ イムのスループ ッ ト を最大にする

最大スループ ッ ト を得るための原理は、 こ こに挙げる非常に多 く の要因に依存し ます。 最も重要な要因のい く つ

かを挙げます。

 十分な物理メ モ リ。 ホス ト  システムの RAM が少なすぎ る場合、 異なるユーザーおよびプロセスが限られた

リ ソース を競い合 う と、システムはその時間と  CPU サイ クルのほ と んどを メ モ リ とデ ィ ス ク のス ワ ッ プに費

やすこ と にな り ます。

 十分な CPU 能力。 CPU が、 データ処理 リ ク エス ト の流入量について行けな く なる と、 アプ リ ケーシ ョ ンの

パフ ォーマン スが悪影響を受けます。

 十分なネ ッ ト ワーク帯域幅。 ネ ッ ト ワーク が遅かった り 、 高いコ リ ジ ョ ン率によ って悪影響を受けている場

合、データベース  エンジンはデータ  ア ク セスの リ ク エス ト 間で休止状態にな り 、各ク ラ イ アン ト では低いパ

フ ォーマン ス を示し ます。

 最小限のデ ィ スク  I/O。 デ ィ ス ク  I/O は、 メ モ リ  I/O よ り 著し く 速度低下を招き ます。 十分なキ ャ ッ シュ を確

保し て、 でき る限 り デ ィ ス ク にア ク セスする こ と を避けます。

 十分な リ ソース割り当て。 大き な物理 メ モ リ が使用可能であって も、 データベース  エンジンの設定プロパ

テ ィ が人為的に低 く 設定されている場合には、 データベースのパフ ォーマン スは悪 く な り ます。

結局、 最適化されたパフ ォーマン スは、 ネ ッ ト ワーク のボ ト ルネ ッ ク、 デ ィ ス ク  I/O のボ ト ルネ ッ ク、 メ モ リ の

ボ ト ルネ ッ ク、 および CPU のボ ト ルネ ッ ク の間を綱渡 り する こ と で実現し ています。 このセ ク シ ョ ンでは、 メ モ

リ およびデ ィ ス ク  I/O のボ ト ルネ ッ ク を減少させる方法のガイ ド ラ イ ンをい く つか示し ます。

速いデ ィ スク と速い CPU
ハード ウ ェアへの投入費用に対しパフ ォーマン ス向上の効果を最大にし たければ、 既存のパフ ォーマン スの制約

を理解する必要があ り ます。 データベースが非常に大き く て、 データベースの主要な部分をキ ャ ッ シュに入れる

ための十分な メ モ リ を購入し て イ ン ス ト ールするのが妥当でない場合、 パフ ォーマン スはデ ィ ス ク  I/O によ って

制約を受けがちです。 これらの状況では、 速い RAID デ ィ ス ク配列に費用をかけてデ ィ ス ク  I/O のパフ ォーマン

ス を最大にし ます。

さ らに、 アプ リ ケーシ ョ ンが リ レーシ ョ ナル エンジンを使用し ていて一時フ ァ イルを頻繁に作成する場合、 これ

らのフ ァ イルが作成されるデ ィ レ ク ト リ が速いデ ィ ス ク  ド ラ イブであ る こ と を望むでし ょ う 。 このデ ィ レ ク ト リ
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の場所および一時フ ァ イルを作成する ク エ リ のタ イプの詳細については、 『SQL Engine Reference』 の 「テンポ ラ

リ  フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

データベースが小さ く て メ モ リ に全部またはほ と んどがキ ャ ッ シュでき る場合、 速いデ ィ ス ク配列の追加では著

しいパフ ォーマン ス向上を得る可能性はあ り ません。 このよ う な状況下では、 CPU をア ッ プグレードするか CPU
を追加する こ と によ り 最高のパフ ォーマン ス改善値が得られます。

十分な物理メ モ リ とデータベース キャ ッ シュ を確保する

Pervasive.SQL バージ ョ ン 8 以降を使用する場合、 データベース  エンジンは設定プロパテ ィ で設定し た ［キャ ッ

シュ割当サイズ］ のレベル 1 キ ャ ッ シュに加え、 レベル 2 動的キ ャ ッ シュ を提供し ます。 ［MicroKernel の最大メ

モ リ使用量］ にゼロ を設定し てレベル 2 動的キ ャ ッ シュ を無効にし ない とすれば、 レベル 1 キ ャ ッ シュ  サイ ズを

手動で調整するのは、以前の リ リ ース よ り ずっ と楽です。 これを念頭において、 このセ ク シ ョ ンでは、データベー

ス  エンジンの最適なパフ ォーマン スのための十分な メ モ リ を確実に利用でき る よ う にする方法を説明し ます。

理想的には、 データベース  エンジンが十分な メ モ リ を割 り 当てる こ と ができ、 管理する各データベースの完全な

コ ピーをキ ャ ッ シ ュできれば、 デ ィ ス ク  I/O を最大限避ける こ と ができ ます。 1 つまたは複数のデータベース全

体をキ ャ ッ シュするのは状況によ って、 特にデータベースサイ ズが非常に大きい場合には、 明らかに実用的では

あ り ません。 さ らに、 既存のシステム リ ソースが通常の使用でも大き な負荷がかかっている場合、 パフ ォーマン

ス を向上させる対策はマシンに RAM を追加する こ と だけです。 

データベース  エンジンは最初に起動された と きに動的にレベル 1 キ ャ ッ シュ値を選択し ます。 ただし、 この値は

使用可能な メ モ リ に基づいていて、 その環境で理想的なキ ャ ッ シュ量になる と は限 り ません。

データベースのメ モ リ  キャ ッ シュの理想的なサイズを計算するには

1 まず、 データベース  エンジンがサービ スするすべてのデータベース  フ ァ イルのサイ ズを合計し ます。 

メ モ  エンジンがサービ スするデータベースが 2 つ以上あって も、 同時に使用されない場合は、 大きい方の

サイ ズだけを加算し ます。

た と えば、サーバーに 2 つのデータベースがあ り 、それぞれに含まれる フ ァ イル サイ ズは次の とお り で、ユー

ザーが同時に両方のデータベースにア ク セスする と し ます。 

これらすべてのフ ァ イルの合計は 1430 MB です。

今得た値は、データベース  エンジンがホス ト するすべてのデータ をキ ャ ッ シュ し た場合に使用する メ モ リ の

最大量です。 この数値を MaxCache と呼びます。 

キャ ッ シュ割当サイズに、 これよ り 大きい値を指定し よ う と は考えないでし ょ う 。 そ う する こ と は、 データ

ベース  エンジンにま った く 使用し ない と思われる メ モ リ を割 り 当てる こ と になるからです。実際の運用に妥

当なのは、キャ ッ シュ割当サイズに MaxCache の 20% から  70% を設定する こ と です。 この範囲中で低い値は

読み取 り 処理の多いアプ リ ケーシ ョ ンに最適で、高い値は書き込み処理の多いアプ リ ケーシ ョ ンに最適です。

それは、 すべての書き込み / 更新操作はレベル 1 キ ャ ッ シュで行われるからです。

データベース A データベース B

file1.mkd 223 MB Afile.mkd 675 MB

file2.mkd 54 MB Bfile.mkd 54 MB

file3.mkd 92 MB Cfile.mkd 318 MB

file4.mkd 14 MB
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メ モ  フ ァ イル ページは、 ア ク セス された と きにのみデータベース  キ ャ ッ シュに書き込まれます。 し たがっ

て、 データベース  エンジンはデータベースのすべてのページがア ク セス されるたびに MaxCache を必要と し

ます。 この評価方式によ り 、 長期間安定し た状態でデータベース処理を行 う こ と ができ ます。 データベース

エンジンを毎晩または毎週停止する場合、 一定の稼働時間内にデータベース  エンジンが、 データベースのす

べてのページにア ク セスする こ と はあま り あ り ません。 

このよ う な状況の場合、 一定の稼動期間にアプ リ ケーシ ョ ンが別個のページに平均何回ア ク セスするかを見

積も り 、 ページ サイ ズを掛けて、 特定の稼動期間のよ り 現実的な MaxCache の値を求めたいでし ょ う 。

「MicroKernel キ ャ ッ シュ用のカ ウ ン ター」 も参照し て く ださい。

Windows 32 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムでは、すべてのユーザー プロセスの メ モ リ は 2GB に制限されてい

ます。MaxCache の計算値が 2 GB よ り 大き く 、データベース  エンジンが 32 ビ ッ ト  Windows オペレーテ ィ ング シ
ステム上で実行される場合、選択する  MaxCache 値によ ってエンジンが絶対に 2 GB の限界を超えないよ う にし て

い く ださい。そ う し ない と、エンジンが メ モ リ を割 り 当る こ と ができず、その後、エラーになる可能性があ り ます。

必要な物理メ モ リ総量を決定するには

次の方程式を使用し て、 データベース  エンジンで必要と される総物理 メ モ リ 量の近似値を割 り 出し ます。

データベースの最大 メ モ リ 使用量 = L1 キャ ッ シュサイズ + 内部割り当て + L2 キャ ッ シュサイズ

各項目の説明は次の とお り です。

L1 キャ ッ シュ  サイズ ： 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

内部割り当て ： L1 キ ャ ッ シュの約 25% のサイ ズ

L2 キャ ッ シュ  サイズ ： システムの メ モ リ  ロード に基づいて拡大および縮小する メ モ リ 容量

以下の点に注意し て く ださい。

 L1 キ ャ ッ シュは 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」 に基づ く 固定サイ ズです。 このサイ ズはデータベース操作に

よ って拡大し た り 縮小し た り する こ と はあ り ません。 アプ リ ケーシ ョ ンで多数の書き込み操作を行 う 場

合は、 この L1 キ ャ ッ シュ をでき るだけ増やし て く ださい。

 すべてのデータ を L1 キ ャ ッ シュに収容する こ と ができれば、 最高のパフ ォーマン スが得られます。 す

べてのデータが L1 キ ャ ッ シ ュに収容されない場合は、 「キ ャ ッ シ ュ割当サイ ズ」 および 「MicroKernel
の最大 メ モ リ 使用量」 を調整し て妥当なシステム メ モ リ 量を使用し ます。

 L2 キ ャ ッ シュは、 システムの メ モ リ  ロード に基づいて拡大および縮小し ます。 た と えば、 ほかのアプ

リ ケーシ ョ ンでよ り 多 く の メ モ リ が必要と なった場合、 L2 キ ャ ッ シュは縮小し ます。 十分な メ モ リ が使

用可能であれば、 L2 キ ャ ッ シ ュは上記の方程式に基づいて最大量に達し ます。 L2 キ ャ ッ シ ュの拡大や

縮小はパフ ォーマン スに影響し ます。 縮小し た場合は、 データ  ページが L2 キ ャ ッ シュから除去される

などの事象が起こ り ます。デ ィ ス ク  ス ト レージからのデータ  ページの読み取 り は、キ ャ ッ シュに保持さ

れたデータ  ページの読み取 り と比べ、 よ り 時間がかか り ます。

 L2 キ ャ ッ シュには圧縮データ  ページが含まれます（少ないスペースによ り 多 く のページが収ま り ます）。

L2 キ ャ ッ シュからのページ ア ク セスは、L1 キ ャ ッ シュからのページ ア ク セス よ り も時間がかか り ます

が、デ ィ ス ク  ス ト レージからのページ ア ク セスに比べれば処理が速 く な り ます。多数の読み取 り 操作を

実行する アプ リ ケーシ ョ ンで L2 キ ャ ッ シ ュ は役立ち ますが、 すべての読み取 り データ  ページ を L1
キ ャ ッ シュに収容する こ と はでき ません。

デ ィ スク  I/O を最小限にする

デ ィ ス ク からの読み取 り およびデ ィ ス クへの書き込みは、 メ モ リ に対するそれよ り ずっ と時間がかか り ます。 し

たがって、 パフ ォーマン ス を最適化する  1 つの方法はデ ィ ス ク の動作を最小限にする こ と です。

デ ィ ス ク  I/O を最小化する上での重要な考慮点はデータの回復の可能性です。 デ ィ ス ク  I/O は、 ト ラ ンザク シ ョ

ン一貫性および回復可能性に対する直接的な交換条件です。 変更のロ グをデ ィ ス ク に書き込むための停止な しで
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データ を メ モ リ に保持するほど、 データベースのパフ ォーマン スは速 く な り ます。 一方、 変更のロ グをデ ィ ス ク

に書き込むための停止を行わずにデータ を メ モ リ に保持するほど、 システムに異常を きた し た場合に失 う データ

が増えます。

デ ィ スク  I/O を減少させるには

1 前のサブセ ク シ ョ ン、 「十分な物理 メ モ リ とデータベース  キ ャ ッ シュ を確保する」 で説明し た よ う に、 最も

重要な考慮点の 1 つは、デ ィ ス クおよびキ ャ ッ シュ間のデータ  ページの頻繁なス ワ ッ プを避けるために十分

なデータベース  メ モ リ  キ ャ ッ シュ を確保する こ と です。詳細については、そのセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ

い。

デ ィ ス ク  I/O を減らす最良の方法の 1 つは、 動的なレベル 2 キ ャ ッ シュ を必ずオンにする こ と です。 レベル

2 キ ャ ッ シ ュはキ ャ ッ シ ュ要求がレベル 1 固定キ ャ ッ シ ュの容量を超えた と き、 アプ リ ケーシ ョ ンの使用量

の変化によ ってサイ ズを動的に調整し て可能な限 り 多 く のデータ を メ モ リ に格納し、 それによ り デ ィ ス ク  I/
O を減ら し ます。 デフ ォル ト で、 レベル 2 キ ャ ッ シュはオンになっています。 データベース  エンジンがレベ

ル 2 キ ャ ッ シュ を使用し ている こ と を確認するには、 設定プロパテ ィ の ［MicroKernel の最大メ モ リ使用量］

を調べます

2 次に、 システム異常の場合に、 どれだけのロ ギングが必要で、 どれだけのデータベース  オペレーシ ョ ンを

失って もかまわないかを考慮し ます。 失って もかまわない変更が多いほど、 パフ ォーマン スの向上を追求す

る こ と ができ ます。

「アーカ イブ ロ グの使用」、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」、 および 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 はすべて ロ グ

フ ァ イルを必要と し ます。 デフ ォル ト で、 アーカ イブ ロ ギングはオフになっています。 定期的なバッ ク ア ッ

プを実行し、 システム異常の時点のデータに回復する能力を必要とする場合にのみこれをオンにし ます。 ロ

グの対象とする フ ァ イルを指定する と きには、 完全にロ グを必要とする フ ァ イルのみを指定する よ う にし て

く ださい。 詳細については、 第 9 章の 「ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよび復元」 を参照し て く ださい。

デフ ォル ト で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グはオンになっています。 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グをオフにする と、 パ

フ ォーマン スは若干向上し ますが、複数フ ァ イルの一貫性と ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ は保証されませ

ん。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グをオフにする前に、 アプ リ ケーシ ョ ンがこの機能を使用し ないで実行でき るかど

う かをベンダーに確認し て く ださい。 

注意   ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グが無効な場合、 複数フ ァ イルのデータベースの整合性は保証されません。

デフ ォル ト で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン一貫性保持はオフになっています。 アプ リ ケーシ ョ ンでシ ス テム ク ラ ッ

シュが起き て も ト ラ ンザク シ ョ ン処理が完了する こ と を必要とする場合は、 この機能を有効にし ます。 ト ラ

ンザク シ ョ ン一貫性保持を使用する と、 パフ ォーマン スに最も高いペナルテ ィ が課されますが、 引き換えに

完了し た ト ラ ンザク シ ョ ンの最高の安全性を引き出し ます。

3 いずれかのロ ギング機能をオンにし ている場合、 エンジンがデ ィ ス ク に書き込む前にどれだけのデータ を保

存するかを指定する こ と ができ ます。 変更データは繰 り 返し作成されるので、 この機能は重要です。 メ モ リ

に構築する ロ グ データの許容量が多いほど、 デ ィ ス ク書き込みの頻度は減 り ます。 

［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ バッ フ ァー サイズ］ 設定は、 エンジンがデータベース操作を ロ グ フ ァ イルに書き

出す前に、 メ モ リ に格納し てお く バイ ト 数を指定し ます （サーバーのプロパテ ィ  ツ リ ーで ［パフ ォーマンス

チューニング］ を ク リ ッ ク し ます）。

システム異常の場合、 ロ グ バッ フ ァー内のデータは失われます。

4 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持をオンにし ている場合、 デ ィ ス ク上のロ グセグ メ ン ト の最大サイ ズを指定する

こ と ができ ます。 小さいロ グ セグ メ ン ト は作成と閉じ る こ と を繰 り 返すので、 大き な ロ グ セグ メ ン ト  サイ

ズを指定する と、 若干パフ ォーマン ス を向上させる こ と ができ ます。
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［ ト ラ ンザク シ ョ ン ログ サイズ］ 設定は、 ロ グ セグ メ ン ト を閉じ て新しいロ グ セグ メ ン ト を開 く までにロ

グ セグ メ ン ト に格納でき る最大バイ ト 数を指定し ます （サーバーのプロパテ ィ  ツ リ ーで ［パフ ォーマンス

チューニング］ を ク リ ッ ク し ます）。

5 データベースの使用率が高い場合には、データ  フ ァ イルが存在するの と は物理的に異なるボ リ ュームにロ グ

が保持される よ う システムを構成する必要があ り ます。 一般的に高負荷の下では、 単一ド ラ イブで I/O 帯域

幅を競 う 代わ り に、ロ グ フ ァ イルへの書き込みとデータ  フ ァ イルへの書き込みを別々の ド ラ イブに分ける方

がパフ ォーマン スがよ く な り ます。 全体的なデ ィ ス ク  I/O は減少し ませんが、 ロード はデ ィ ス ク  コ ン ト ロー

ラー間で効率よ く 分散されます。

6 アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法がデータベース読み取 り 処理に重点を置いている場合、 ［イ ンデッ クス バラ ン

スの実行］ を調整する こ と によ り 、 パフ ォーマン ス を向上させる こ と ができ ます （サーバーのプロパテ ィ  ツ
リ ーで ［パフ ォーマンス チューニング］ を ク リ ッ ク し ます）。 イ ンデッ ク ス  バラ ン スは通常のイ ンデッ ク ス

ページの ノ ー ド 数を増やし、 読み取 り 操作を速 く し ます。 ただ し、 Insert、 Update、 および Delete オペレー

シ ョ ンでは、 エンジンは隣接ページにまたがって イ ンデッ ク ス  ノード のバラ ン ス を と るため、 デ ィ ス ク  I/O
時間が余計に必要になる こ と があ り ます。

7 MicroKernel および ODBC レベルの両方で ト レース を必ずオフにし て く ださい。 ト レースは、 多 く のデ ィ ス

ク  I/O を引き起こすため、 パフ ォーマン ス を著し く 低下させます。

ODBC の ト レースがオフであ る こ と を確認するには、Zen Control Center から  ODBC ア ド ミ ニス ト レーターを

起動し ます。 ODBC ア ド ミ ニス ト レーターで ［ ト レース］ タブを ク リ ッ ク し ます。 ト レースがオフの場合、

［ ト レースの開始］ と表示されたボタ ンがあ るので、 ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し ます。 ト レースがオンの場

合は、 ［ ト レースの停止］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

MicroKernel の ト レースがオフであ る こ と を確認するには、 設定プロパテ ィ の ［ ト レース オペレーシ ョ ンの

実行］ がオフに設定されている （チェ ッ ク されていない） かを調べます （サーバーのプ ロパテ ィ  ツ リ ーで

［デバッ グ］ を ク リ ッ ク し ます）。

十分な リ ソース割り当てを確保する

データベース  サーバー プラ ッ ト フ ォームに十分な メ モ リ および CPU パワーがあ る場合は、データベース  エンジ

ンが複数ク ラ イ アン ト および複数データ  フ ァ イルを最も効果的にサービ スでき る よ う 、ハード ウ ェア リ ソース を

最大限利用でき る よ う にし て く ださい。

複数ク ラ イアン ト および複数フ ァ イルを扱えるよ う に設定するには

1 ［I/O スレ ッ ド数］設定によ り 、フ ァ イル操作の処理に利用でき る ス レ ッ ド数を指定する こ と ができ ます（サー

バーのプロパテ ィ  ツ リ ーで ［パフ ォーマンス チューニング］ を ク リ ッ ク し ます）。

ガイ ド ラ イ ン と し て、 この設定の値は、 アプ リ ケーシ ョ ンが平均的に開 く フ ァ イル数のおよそ 1/8 にし ます。

た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンがたいてい 40 フ ァ イルを開 く 場合、 I/O ス レ ッ ド を 5 に設定し ます。

Monitor を使用し て、 メ ニ ューか ら ［MicroKernel］ ［リ ソースの使用状況］ を選択し ます。 ウ ィ ン ド ウが開

き、 ［フ ァ イル数］ 欄に、 開いている フ ァ イル数の現在値と ピーク値が表示されています。 何度か現在値を記

録し て平均表示度数を出すこ と ができ ます。 その平均値に基づいて、 I/O ス レ ッ ド 数に適切な設定を し て く

ださい。

大きいシステム キャ ッ シュ

Windows オペレーテ ィ ング システムによ っては " 大きいシステム キ ャ ッ シュ " 設定を提供し ています。 これを使

用すれば、 システムが空き メ モ リ を利用し て最近ア ク セス し たデータ をキ ャ ッ シュする こ と ができ ます。 一部の

Windows サーバーではデフ ォル ト でこの設定がオンになっています。 これは、 単純なフ ァ イル共有には都合がよ

く 、 積極的にシステム キ ャ ッ シュ を増加させます。 

フ ァ イル キ ャ ッ シュ用の メ モ リ を積極的に使用する と、 Zen を ス ワ ッ プ ア ウ ト する こ と があ り ます。 これによ っ

てデータベースに伴 う 多 く のパフ ォーマン ス問題が発生する可能性があ り ます。 " 大き なシステム キ ャ ッ シ ュ "
をオンにし、 Zen の設定であ る ［システム キャ ッ シュ］ の設定も オン （明示的、 または ［MicroKernel の最大メ
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モ リ使用量］ をゼロに設定） にする と、 パフ ォーマン スが低下する可能性があ り ます。 データベースのパフ ォー

マン ス を向上させるために考え られる解決策は、 この " 大き なシステム キ ャ ッ シュ " をオフにする こ と です。

この設定をオフにするには、 コ ン ト ロール パネルまたはマイ  コ ンピ ューターのプロパテ ィ から システム プロパ

テ ィ にア ク セス し ます。 ［詳細設定］ タブを ク リ ッ ク し、 ［パフ ォーマン ス］ セ ク シ ョ ンの ［設定］ ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。 ［パフ ォーマン ス  オプシ ョ ン］ ダ イ ア ロ グで ［詳細設定］ タブを ク リ ッ ク し ます。 

［ メ モ リ の使用量］ セ ク シ ョ ンで、 ［システム キャ ッ シュ］ オプシ ョ ンが選択されている場合は、 大き なシステム

キ ャ ッ シュがオンになっています。 これをオフにするには、 ［ メ モ リ の使用量］ のも う  1 つのオプシ ョ ンであ る  "
プロ グ ラ ム " を選択し ます。 要求に応じ て ［OK］ を ク リ ッ ク し て開いているダ イ ア ロ グを閉じ、 設定を反映させ

るためにオペレーテ ィ ング システムを再起動し ます。
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ハイパーバイザー製品でのパフ ォーマンス

Zen で最高のパフ ォーマン ス を実現するには、 以下の事項を順守し て く ださい。

 ハイパーバイザー ベンダーからのパフ ォーマン ス最良実施例に従 う こ と。

 Zen をホス ト する仮想マシンに十分な メ モ リ （RAM） が確保されている こ と。

 ハイパーバイザー ホス ト には十分な数の仮想 CPU があ り 、 同じマシン上の全仮想マシンの中で仮想 CPU の
競合を最小化し ます。 こ れに よ り 、 Zen を実行する仮想マシン と の競合が避け ら れます。 共通 （ア フ ィ ニ

テ ィ ） 規則を使用する場合は、 必ずすべてのコ アを同じ ソ ケ ッ ト で実行する よ う にし て く ださい。 

 Zen データ  フ ァ イルは高速な物理ス ト レージに存在し、物理ス ト レージ デバイ スに対する ス ピン ド ルの競合

およびコ ン ト ローラーの競合を最小化し ます。
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6データベースのグローバル化

Zen のグ ローバル化機能

この章では、 以下の項目について説明し ます。

 「概要」

 「概念と定義」

 「文字セ ッ ト と エン コード の選択」

 「Unicode UTF-8 によ る多言語データベースのサポー ト 」

 「Unicode UCS-2 によ る多言語データベースのサポー ト 」

 「従来のエン コードおよび OEM エン コード によ る多言語データベースのサポー ト 」

 「データベース  コード  ページ と ク ラ イ アン ト  エン コード」

 「Zen ユーテ ィ リ テ ィ における  Unicode のサポー ト 」

 「照合順序と並べ替えのサポー ト 」

 「ロ ケールのサポー ト 」
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概要

こ こ でい う 「グ ローバル化」 と は、 コ ンピ ューター ソ フ ト ウ ェアを さ まざまな言語に適応させる と い う 意味です。

今や、 データが世界中のユーザーによ ってア ク セス され、 アプ リ ケーシ ョ ンがそのデータ をユーザー自身の使用

言語で表すこ と が当た り 前と なっています。 Zen のグ ローバル化対応によ って、 アプ リ ケーシ ョ ンでは同一デー

タベース内に複数の言語でテキス ト を保存する こ と ができ る よ う にな り ま し た。これは、どの言語でも アプ リ ケー

シ ョ ンでデータ を保存、 処理および検索する こ と ができ る と い う こ と です。 

この章では、 作成し たアプ リ ケーシ ョ ンのグ ローバル化をサポー ト でき る よ う にする  Zen 機能について説明し ま

す。 グ ローバル化への一般的なアプローチ、 およびグ ローバル化されたアプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト する特定の

Zen 機能について説明し ます。 デフ ォル ト で、 Zen は従来のテキス ト  エン コード を使用する下位バージ ョ ン と の

互換性を維持し ます。 この章では従来のエン コード を使用し たアプ リ ケーシ ョ ンのグ ローバル化を容易にする設

定について説明し ます。
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概念と定義

このセ ク シ ョ ンでは、 重要な概念の説明と、 本章で使用される用語の定義を示し ます。 

文字セ ッ ト

文字セ ッ ト と は、指定のハード ウ ェアやソ フ ト ウ ェア システムで認識される テキス ト およびその他の記号の文字

集合 （ リ ス ト ） です。 英語で使用される文字のみを認識すればよいシステムであれば、 文字セ ッ ト は A ～ Z と  a
～ z の文字、 0 ～ 9 の数字、 および数個の句読記号と い う 小さいサイ ズで済みます。 ほかの言語もサポー ト する

場合は、 文字セ ッ ト のサイ ズ も大き く な り ます。 た と えば、 ヨーロ ッパ言語ではア ク セン ト や発音区別符号を持

つ文字が追加されます。 その他の言語には完全に異なる文字が存在し ます。

従来の文字セ ッ ト

文字は、 コ ンピ ューター システム内では数値 と し て表されます （文字を数字に置き換え る こ と を 「エン コード」

と いいます。 これについては後で説明があ り ます）。 大き な文字セ ッ ト のすべての文字を表すには、 大きい範囲の

数値が必要です。 かつては限定的で高価だったス ト レージ リ ソース を効率よ く 使用するために、 コ ンピ ューター

システムは一般的に 1 バイ ト （8 ビ ッ ト ） を使用し て文字表現を格納し ていま し た。 これによ り 、 文字セ ッ ト の

サイ ズは 256 文字に制限されま し た。 その結果、 日本語などの特定の言語、 あ るいは西ヨーロ ッパなどの限定的

な言語を表すために特化し た従来の文字セ ッ ト を持つよ う にな り ま し た。 Zen では従来の文字セ ッ ト を数多 く サ

ポー ト し ます。

Unicode 文字セ ッ ト

Unicode 標準は、 世界中の言語で使用 さ れ て い る すべて の文字に対応 し た文字セ ッ ト を 定義 し て い ま す

（www.unicode.org を参照）。 また、 Unicode は文字幅、 文字表記の方向、 語および改行などを指定するための追加

情報を定義する こ と で文字セ ッ ト の概念を拡大させています。 これによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンでは Unicode のテ

キス ト を適切に表示および操作する こ と ができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ンおよびデータベースでも、 大文字小文字

の変換や並べ替えなどの作業にこの追加情報が必要です。

Zen は Unicode 文字セ ッ ト を認識し、 アプ リ ケーシ ョ ンでどのよ う な言語が要求されて も、 その文字データ を保

管および検索でき る よ う にし ます。

エン コー ド

エン コード と は、 文字セ ッ ト の各文字と数値を関連付ける こ と です。 当初、 コ ンピ ューター システムやシステム

のプロ グ ラ ミ ング言語は、 文字と バイ ト を区別し ませんでし た。 また、 エン コード は単に特定の文字に相当する

バイ ト 値でし た。 1 バイ ト でエン コード が可能な文字数よ り も多 く の文字を表示する ニーズに応え る ために、 別

のエン コード が定義されま し た。 大きい文字セ ッ ト のエン コード では 1 文字に対し て複数バイ ト を使用する可能

性があ り ます。 

従来のエン コー ド

従来の文字セ ッ ト の場合、 エン コー ド はコー ド  ページで定義されます。 コー ド  ページは、 文字か ら値へ （また

は値から文字へ） 変換するためのルッ ク ア ッ プ テーブルのよ う に考え る こ と ができ ます。 テキス ト を使用する ア

プ リ ケーシ ョ ンでは必ず同じ コード  ページを使用する こ と が重要です。あ る コード  ページを使用し たデータベー

スに格納されている文字が別のエン コード で読み取られる と、 別の文字と し て表示される こ と があ り ます。 

従来のコード  ページはすべて、 バイナ リ 単位が 8 ビ ッ ト  バイ ト です。 現在使用されているほ と んどの （従来の）

コー ド  ページは ASCII （American Standard Code for Information Interchange） のスーパーセ ッ ト で、 128 個の制御

コード と印刷可能文字で構成される文字セ ッ ト を定義する  7 ビ ッ ト  コード です。 8 番目のビ ッ ト を使用する こ と

で、 追加の 128 個のコード が、 1 バイ ト 値で合計 256 文字のエン コード に対応でき ます。

Microsoft Windows には ANSI および OEM と い う  2 つのコード  ページ グループがあ り ます。これら両グループの

コード  ページは拡張 ASCII コード  ページですが、 どち らのグループも文字と バイ ト を区別し ません。

http://www.unicode.org
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ANSI コード  ページでは、 非 ASCII 値 （127 よ り も大きい値） が国際的な文字を表し ます。 この文字は通常、 1 言
語または言語グループ用にカス タマイ ズ されます。 一般的に、 ANSI コード  ページは Windows システム上のグ ラ

フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ ス を使用するバイ ト 文字列アプ リ ケーシ ョ ン向けに使用されます。 ANSI コー

ド  ページはア ク テ ィ ブ コード  ページ （ACP、 Zen ではク ラ イ アン ト  コード  ページ と いいます） と呼ばれる こ と

も あ り ます。 Windows アプ リ ケーシ ョ ンは常に現在ア ク テ ィ ブな コ ー ド  ページ を 1 つ持ち ます。 た と えば、

Windows で英語のア ク テ ィ ブ コード  ページのデフ ォル ト は 1252 です。

OEM （Original Equipment Manufacturer） コード  ページは、 その名称が示すよ う に、 特定のシステム向けに特定の

メ ーカーが開発し たコード  ページです。 も と も と、 これらのコード  ページは MS-DOS 向けに使用されていた も

のですが、 今でも コ ン ソール アプ リ ケーシ ョ ン用に使用されています。 英語によ く 使用される  OEM コード  ペー

ジは、 コード  ページ 437 です。 代表的な OEM コード  ページには ANSI コード  ページに似た文字セ ッ ト があ り ま

すが、 127 よ り 大きい値用には別の文字順序を使用し ます。

Unicode エン コー ド

文字エン コード  システムでは、 1 つ 1 つの文字がコード  ポイ ン ト と呼ばれる一意の値に割 り 当て られてお り 、 そ

れをエン コード  データに使用する こ と ができ ます。 コード  ポイ ン ト は面単位で構成されます。 各面には、 65,536
（216） 字分のコード  ポイ ン ト を収録する こ と ができ ます。 Unicode では最大 17 面が使用でき る よ う に設定されて

います。 1 番目の面であ る  0 面は BMP （Basic Multilingual Plane ： 基本多言語面） と定義されてお り 、 現在定義さ

れている コード  ポ イ ン ト の大部分が こ こに含まれています。 こ の ド キ ュ メ ン ト の作成時点で、 0、 1、 2、 15、 お

よび 16 面のみにコード  ポイ ン ト が含まれています。 Unicode 標準ではコード  ポイ ン ト のエン コード方式にい く

つかの方法があ り ます。 一般的に使用される  2 つの方式は UTF-8 と  UCS-2 です。 UTF-8 は文字のコード  ポイ ン

ト 値をバイ ト 文字列にエン コード し ます。 この場合、 1 文字につき  1 バイ ト から  4 バイ ト 使用し ます。 UCS-2 は
16 ビ ッ ト 値（「ワ イ ド文字」と呼ばれる こ と が多いです）を使用し て文字のコード  ポイ ン ト 値をエン コード し ます。 

Zen は BMP のコード  ポイ ン ト を認識し ます。 また、 Unicode エン コード （バイ ト 文字列には UTF-8、 ワ イ ド文字

の文字列には UCS-2） を使用する アプ リ ケーシ ョ ンに対応し ています。 UTF-8 のバイナ リ 単位は 8 ビ ッ ト です。

UCS-2 のバイナ リ 単位は 16 ビ ッ ト （ワ イ ド文字） です。 

エン コー ドの宣言

［データベース  コード  ページ］ は Zen のデータベース用プロパテ ィ であ り 、 データベースに保存する文字データ

のエン コード を宣言し ます。 このプロパテ ィ の目的は、 文字データ を正し く 解釈でき る よ う にする こ と です。 た

だし、 この ［データベース  コード  ページ］ プロパテ ィ は宣言に過ぎません。 Zen は、 アプ リ ケーシ ョ ンがデータ

ベースに追加するデータおよび メ タデータのエン コード を検証し ません。 特定のエン コード で文字データが保存

および検索される こ と を保証するのはアプ リ ケーシ ョ ン側で行って く ださい。データベース  コード  ページが適用

されるのは、 従来のコー ド  ページまたは UTF-8 でエン コー ド されたテキ ス ト のみであ る こ と に留意し て く だ さ

い。 ワ イ ド 文字のテキ ス ト は UCS-2 を使用し てエン コー ド されます。 データベース  エンジンがワ イ ド 文字のテ

キ ス ト と バイ ト 文字列テキ ス ト 間で変換を行 う には、 適切な設定が必要です。 データベース  コー ド  ページのデ

フ ォル ト 値は、 データベース  エンジンが実行されているオペレーテ ィ ング システムのシステム コード  ページで

す。

Zen の SQL ア ク セス方法では、 アプ リ ケーシ ョ ン と ア ク セス方法と の間でや り 取 り されるバイ ト 文字列用のク ラ

イアン ト  コー ド  ページを推測し ます。 Windows の場合、 こ のア ク セス方法はアプ リ ケーシ ョ ンがバイ ト 文字列

にア ク テ ィ ブ コード  ページ （ACP） を使用し ている こ と を前提 と し ています。 Linux、 macOS、 および Raspbian
の場合、このア ク セス方法はアプ リ ケーシ ョ ンがロ ケールのエン コード を使用し ている こ と を前提と し ています。

通常、 これは LANG 環境変数で設定されます。

Zen では、データベース  エンジン と ク ラ イ アン ト 間でエン コード を確実に適合させる方法があ り ます。た と えば、

アプ リ ケーシ ョ ンは、 Zen SQL ク ラ イ アン ト がデータベース  コード  ページ と ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ン間

でデータ を自動的に変換する よ う に指定する こ と ができ ます。 これは、 自動変換と呼びます。 ただし、 この自動

変換によ って文字を変換するのは、 それらの文字がサーバー マシン上のコード  ページ と ク ラ イ アン ト  マシン上

のコード  ページの両コード  ページの文字セ ッ ト に存在する場合のみであ る こ と に注意し て く ださい。

以前のバージ ョ ン と の互換性を保つために、ア ク セス方法における自動変換はデフ ォル ト で無効になっています。

アプ リ ケーシ ョ ンでのア ク セス方法の設定で自動変更を有効にする必要があ り ます。 可能であれば、 データベー

ス  コード  ページを設定し、 その値を読み取って使用するためのア ク セス方法を設定する方法をお勧めし ます。
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照合順序と並べ替え

照合順序 （コ レーシ ョ ン） は、 文字列のソー ト 順を決定する処理および機能と し て用いられる一般的な用語です。

照合順序は言語によ って異なるので、 単純なバイナ リ 文字列比較で各言語の必要な照合順序を示すよ う に、 多言

語のコード  ページにエン コード を配置する こ と はでき ません。 複数レベルの並べ替えが必要な場合、 個々のデー

タ  テーブルを正しいソー ト 順で定義する必要があ り ます。
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文字セ ッ ト と エン コー ドの選択

一般的に、 グ ローバル化戦略を実行するには、 言語またはニーズを満たすその他のテキス ト や文字に基づいて要

求される文字セ ッ ト を特定する こ と から始めます。 次に、 その文字セ ッ ト をサポー ト するエン コード を選択し ま

す。 使用されるエン コード はデータベース と ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンでさ え異なるかも しれません。 い く

つかの例を見てみま し ょ う 。

最も グ ローバルな文字セ ッ ト は Unicode 文字セ ッ ト です。 従来の文字セ ッ ト がク ラ イ アン ト で使用されていた と

し て も、 Zen で保存する際にそれら をすべて Unicode へ変換する こ と ができ ます。 新規アプ リ ケーシ ョ ン または

新規モジュールの場合は、 テキス ト を UCS-2 または UTF-8 で格納するのが簡単な方法です。 しかし、 すべてのア

プ リ ケーシ ョ ンが新規と い う わけではあ り ません。 

アプ リ ケーシ ョ ンに対し て も う  1 つ考慮し なければな ら ない こ と は、 ク ラ イ アン ト  プロ グ ラ ムのテ ク ノ ロ ジで

す。 アプ リ ケーシ ョ ンが C/C++ で .NET Framework、 Java VM、 または UNICODE オプシ ョ ン使用する場合、 その

アプ リ ケーシ ョ ンは既にワ イ ド文字の文字列を使用し たテキス ト を処理し ています。 このよ う な状況で、 主に考

慮する点は、 Zen の設定でそのテキス ト を保存する よ う にする こ と と、 その保存方法の選択です。 

アプ リ ケーシ ョ ンが C/C++ でバイ ト 文字列を使用し ている、 また、 従来の Zen ODBC ド ラ イバーを使用し ている

場合、 グ ローバル化には 2 つの経路が考え られます。 1 つはアプ リ ケーシ ョ ンを移植し てワ イ ド文字の文字列を

使用でき る よ う にする こ と。 も う  1 つはイ ン ス ト ールされた ク ラ イ アン ト の従来のコード  ページを引き続き アプ

リ ケーシ ョ ンがサポー ト する よ う にし、 Unicode 保存用に変換でき る よ う にする こ と です。

既存のアプ リ ケーシ ョ ンへの対応と し て非常に保守的な方法は、 現在のコード  ページを引き続き使用し、 サポー

ト する他の言語を利用する こ と です。 た と えば、 ANSI コード  ページ 1252 または OEM コード  ページ 850 を使用

する  Windows の英語圏市場向けに開発されたアプ リ ケーシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン ス ト レージを変更し な く

て も西ヨーロ ッパ言語サポー ト し ます。 主な変更はプロ グ ラ ムのテキス ト を ローカ ラ イ ズする こ と です。

メ モ   ユーザー データ と メ タデータ

Zen には扱わなければな ら ない 2 種類のテキス ト があ り ます。 1 つはユーザー データです。 このデータ を扱

う のは主にアプ リ ケーシ ョ ンですが、 イ ンデッ ク ス順序付けや SQL 文字列関数でも使用し ます。 も う  1 つ
は メ タデータです。 このデータはテーブル、 列およびイ ンデッ ク ス と いった SQL オブジェ ク ト の名前です。

メ タデータは UCS-2 エン コード を処理し ないので、 データベース  コード  ページの宣言によ る従来のコード  
ページに従います。 SQL ク エ リ には、 文字列 リ テ ラルのユーザー データ と オブジェ ク ト 名の メ タデータの

両方が含まれる こ と があ り ます。 し たがって、 SQL ク エ リ を検討する場合、 全体と し ては SQL テキス ト 用

に Unicode エン コード の 1 つを使用し ている場合であって も、 ユーザー データ と メ タデータの文字セ ッ ト を

区別する必要があ り ます

Zen は、 テキス ト  ス ト レージにおけるエン コード の混在に対処でき ません。 アプ リ ケーシ ョ ンではそのよ う なテ

キ ス ト をバイナ リ  ス ト レージ と 見な し、 すべてのエン コー ド 変換をアプ リ ケーシ ョ ンで処理する必要があ り ま

す。 Zen では、 すべての CHAR 型データ と  SQL メ タデータがデータベース  コード  ページを使用する こ と、 また、

すべての NCHAR 型データが UCS-2 であ る こ と を前提と し ています。

以下の ト ピ ッ ク では、 特定のス ト レージ状況について説明し ています。

 「Unicode UTF-8 によ る多言語データベースのサポー ト 」

 「Unicode UCS-2 によ る多言語データベースのサポー ト 」

また以下の ト ピ ッ ク では、 従来の OEM コード  ページの取 り 扱いについて説明し ています。

 「従来のエン コードおよび OEM エン コード によ る多言語データベースのサポー ト 」
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Unicode UTF-8 による多言語データベースのサポー ト

テ キ ス ト を UTF-8 と し て格納す る よ う に し た場合は、 リ レ ーシ ョ ナル型の CHAR、 VARCHAR、 お よ び

LONGVARCHAR を使用し続ける こ と になるでし ょ う 。 また、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するオペレーテ ィ ング シ
ステム、アプ リ ケーシ ョ ンで利用可能な文字列操作ラ イブラ リ 、アプ リ ケーシ ョ ンで利用する  Zen ア ク セス方法、

異なるデータ型を必要とする可能性があ る列などの面でも  Unicode サポー ト を考慮する必要があ り ます。

Unicode UTF-8 を使用する場合

Unicode UTF-8 エン コード は以下のよ う な状況に適し ています。

 既存のアプ リ ケーシ ョ ンでサポー ト する言語を新たに追加し たいが、 アプ リ ケーシ ョ ンへの変更は最小限に

留めたい場合。 た と えば、 ANSI 文字のみ （英語など） を用いた Zen データベースがあ り 、 アプ リ ケーシ ョ

ンを拡張し て、 英語、 ド イ ツ語、 ポーラ ン ド語、 およびチェ コ語でデータ を含める こ と ができ る よ う にし た

い と し ます。 UTF-8 は、 ヨ ーロ ッ パのス ク リ プ ト の場合には、 1 文字に対し て必要なバイ ト 数が多 く て も  2
バイ ト であ るため、 コ ンパク ト な記憶域を提供し ます。

 Web アプ リ ケーシ ョ ン。 これは多 く の Web プラ ッ ト フ ォームで UTF-8 が使用されているからです。 Unicode
UTF-8 は ASCII と 互換性があ り 、 ラ テン語由来の言語の文字セ ッ ト には コ ンパ ク ト なので、 多 く の場合、

Unicode テキス ト の交換用の標準エン コード と し て使用されます。

 Linux または macOS アプ リ ケーシ ョ ン。 これは UTF-8 文字列処理をサポー ト し ます。

 macOS 上の Zen サーバー。

Zen における Unicode UTF-8 サポー ト

Zen でサポー ト される コード  ページの 1 つは UTF-8 です。 UTF-8 のテキス ト  ス ト レージのために、 お客様の Zen
データベース用のデータベース  コード  ページには UTF-8 を設定し ます。

UTF-8 の場合、 文字列ス ト レージはバイ ト 文字列であ る こ と に留意し て く ださい。 バイ ト 文字列の場合、 Zen は
リ レーシ ョ ナル データ型の CHAR、VARCHAR、LONGVARCHAR、そし て Btrieve データ型の STRING と  ZSTRING
を提供し ます。 『SQL Engine Reference』 の 「データ型」 も参照し て く ださい。 ヨーロ ッパ言語は 1 文字に対し て、

従来のコード  ページの単一バイ ト ではな く  2 バイ ト を必要とする こ と が多いので、UTF-8 を保存する と きは列が

拡大される こ と も あ り ます。

既存の CHAR、VARCHAR および LONGVARCHAR データ型用のアプ リ ケーシ ョ ンで挿入された文字列データは

すべて UTF-8 文字列と し て解釈されます。 Zen SQL ア ク セス方法を設定し て、自動的に UTF-8 へ変換させる こ と

ができ ます （「Unicode UTF-8 対応のア ク セス方法」 を参照）。 

データベース  コード  ページが UTF-8 で、 ク ラ イ アン ト 環境が Unicode （ワ イ ド文字または UTF-8） をサポー ト す

る場合、 SQL テキス ト は CHAR リ テ ラルの Unicode 文字をサポー ト し ます。 その他のコード  ページでは、 一般

的な Unicode 文字は NCHAR リ テ ラルに含まれる必要があ り ます。

照合順序と並べ替え

Zen ではデフ ォル ト で、 UTF-8 ス ト レージでの照合順序と並べ替えに対し、 コード  ポイ ン ト 順のみをサポー ト し

ます。 

Unicode UTF-8 対応のアクセス方法

Zen のア ク セス方法であ る  ODBC、JDBC および ADO.NET では UTF-8 ス ト レージへの変換をサポー ト し ます。 こ

れらのア ク セス方法では、 UCS-2 ワ イ ド文字列と し て、 または ANSI ODBC ド ラ イバー向けには従来のバイ ト 文

字列と し て、 アプ リ ケーシ ョ ン と テキス ト 値をや り 取 り し ます。 適切に設定されれば、 これらのア ク セス方法は

アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト 値を、 ス ト レージ エンジンへの転送のために UTF-8 へ変換し ます。
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 アプ リ ケーシ ョ ンが Windows で ANSI ODBC ド ラ イバーを使用する場合は、Windows 版の ド ラ イバー マネー

ジ ャーによ って、 すべてのデータがバイ ト 文字列向けのク ラ イ アン ト  コード  ページ （従来のコード  ページ）

へ変換されます。 これによ り 、 従来の文字セ ッ ト には存在し ない文字があ る場合、 その文字は失われます。

また、 Unicode ODBC ド ラ イバーを使用するために、 アプ リ ケーシ ョ ンを変換する必要があ り ます。

 アプ リ ケーシ ョ ンが Linux または macOS で ANSI ODBC ド ラ イバーを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンの

ロ ケ ールの設定で文字列エ ン コ ー ド と し て UTF-8 を 指定 し ま す。 完全 を 期すた め、 接続文字列で

pvtranslate=auto を宣言し、 また、 データベース  コード  ページが UTF-8 と なる こ と を宣言し ます。

 JDBC の場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが JDBC ド ラ イバーへの接続文字列で pvtranslate=auto を指定する必要があ

り ます。 『JDBC Driver Guide』 の 「接続文字列の概要」 を参照し て く ださい。

 ADO.NET の場合、 アプ リ ケーシ ョ ンがデータベース  エンジンへの接続文字列で pvtranslate=auto を指定する

必要があ り ます。 『Data Provider for .NET Guide』 の 「接続の追加」 を参照し て く ださい。

既存のデータベースを Unicode UTF-8 へ移行する

すべてのテキス ト  データ を従来のコード  ページから  UTF-8 へ変換する必要があ り ます。 よ り 長い UTF-8 バイ ト

文字列を収容するために、 列は拡張する必要があ るでし ょ う 。  テーブル名などの非 ASCII メ タデータは、 従来の

コード  ページから  UTF-8 へ変換する必要があ り ます。 このよ う な複合的な変更から、 従来のコード  ページを使

用する古いスキーマから、 データベース  コード  ページ と し て UTF-8 を使用する新しいスキーマへコ ピーする こ

と によ って、 データベース を移行するのが妥当です。

メ モ   既存データおよび メ タデータがすべて純粋な ASCII と い う 特殊なケースでは、 データベース  コード  
ページを UTF-8 へ変更するだけで済みます。

既存の （7 ビ ッ ト ） ASCII バイ ト 文字列はすべて UTF-8 バイ ト 文字列でも あ り ます。



97

Unicode UCS-2 による多言語データベースのサポー ト

テ キ ス ト を UCS-2 と し て保存す る よ う に し た場合は、 リ レ ーシ ョ ナル型の NCHAR、 NVARCHAR、 お よ び

NLONGVARCHAR を使用する こ と になるでし ょ う 。これには、ほかのテキス ト を リ レーシ ョ ナル型の CHAR フ ァ

ミ リ でも格納する能力に影響はあ り ません。 また、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するオペレーテ ィ ング システム、 ア

プ リ ケーシ ョ ンで利用可能な文字列操作ラ イ ブ ラ リ 、 アプ リ ケーシ ョ ンで利用する  Zen ア ク セス方法、 異な る

データ型を必要とする可能性があ る列などの面でも  Unicode サポー ト を考慮する必要があ り ます。

Unicode UCS-2 を使用する場合

Unicode UCS-2 は以下のよ う な状況に適し ています。

 アプ リ ケーシ ョ ンでアジアの文字データ をサポー ト する場合。 UCS-2 では、 すべての文字が 2 バイ ト と し て

格納され、 アジアの文字データ用の UTF-8 よ り も コ ンパク ト なス ト レージを提供し ます。

 アプ リ ケーシ ョ ンですべてのス ト レージをグ ローバル化し ないので、 アプ リ ケーシ ョ ンに従来のバイ ト 文字

の列と ワ イ ド文字の列が一緒に含まれる場合。

 アプ リ ケーシ ョ ンで、 ワ イ ド文字データ と、 Java、 ADO.NET、 またはワ イ ド文字ク ラ イ アン ト と の互換性を

向上させる必要があ る場合。 そのよ う なアプ リ ケーシ ョ ンでは、 アプ リ ケーシ ョ ン文字列に UCS-2 を使用し

ます。

Zen における Unicode UCS-2 サポー ト

ワ イ ド文字列ス ト レージは、 バイ ト 文字列ス ト レージ と は別の種類で、 バイ ト 文字列ス ト レージ と一緒に使用さ

れる可能性があ り ます。

ワ イ ド 文字の文字列の場合、 Zen では リ レ ーシ ョ ナル デー タ 型の NCHAR、 NVARCHAR、 お よ び

NLONGVARCHAR、 そし て Btrieve データ型の WSTRING と  WZSTRING を提供し ます。 NCHAR、 NVARCHAR、

NLONGVARCHAR、 WSTRING および WZSTRING データ型対応のアプ リ ケーシ ョ ンによ って挿入されたデータ

はすべてワ イ ド文字の文字列と し て解釈されます。

Zen は SQL ク エ リ  テキス ト の NCHAR リ テ ラルで Unicode 文字をサポー ト し ます。 CHAR リ テ ラルのテキス ト

データはデータベース  コード  ページへ変換されます。 UTF-8 以外のデータベース  コード  ページは、 ほ と んどの

Unicode 文字を処理でき ないこ と を覚えておいて く ださい。

Unicode UCS-2 での照合順序と並べ替え 
Zen ではデフ ォル ト で、 UCS-2 ス ト レージでの照合順序と並べ替えに対し、 コード  ポイ ン ト 順のみをサポー ト し

ます。 

Unicode UCS-2 対応のアクセス方法 
SQL ア ク セス方法で NCHAR ス ト レージを使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンでそのア ク セス方法に対する適切な

NCHAR SQL 型を指定する こ と が必要です。 CHAR 型の使用で、 データベース  コード  ページが UTF-8 でない場

合は、 NCHAR から  CHAR への変換が起こ り 、 データが失われる可能性も あ り ます。

 ODBC アプ リ ケーシ ョ ンでは、 パラ メ ーターに SQL_WCHAR、 SQL_WVARCHAR および

SQL_WLONGVARCHAR SQL 型を使用する必要があ り ます。

 Windows ODBC アプ リ ケーシ ョ ンでは、 ODBC に SQL_C_WCHAR と し て特定される ワ イ ド文字列を使

用する必要があ り ます。 また、 Windows ODBC アプ リ ケーシ ョ ンは Zen の Unicode ODBC ド ラ イバーを

使用する必要があ り ます。 従来の ANSI ODBC ド ラ イバーを使用する と、 Windows の ド ラ イバー マネー

ジ ャーがすべてのワ イ ド文字列をバイ ト 文字列に変換するので、 データが失われます。

 Linux、 macOS、 および Raspbian の ODBC アプ リ ケーシ ョ ンでは、 UTF-8 エン コード設定のロ ケールを

使用 し、 ア プ リ ケ ーシ ョ ン のバ イ ト 文字列 （SQL_C_CHAR） で UTF-8 を 使用 し て、 NCHAR 値

（SQL_WCHAR） 用のデータ を提供する必要があ り ます。
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 JDBC アプ リ ケーシ ョ ンでは、 文字列パラ メ ーターに NVARCHAR 型を設定するか、 setNString() などの "N"
メ ソ ッ ド を使用 し て文字列デー タ を NCHAR SQL 型 と し て送 る 必要が あ り ま す。 ま た、 接続文字列で

pvtranslate=auto を設定し、 デーベース  コード  ページ も設定し ます。 そのよ う に設定し ない場合は、 JDBC は
下位バージ ョ ン と の互換性を保ち、文字列データには宣言された、またはデフ ォル ト のバイ ト 文字列エン コー

ド を使用し ます。 『JDBC Driver Guide』 の 「接続文字列の概要」 を参照し て く ださい。

 ADO.NET アプ リ ケーシ ョ ンでは、 データベース  エンジンへの接続文字列で pvtranslate=auto を指定する必要

があ り ます。 『Data Provider for .NET Guide』 の 「接続の追加」 を参照し て く ださい。

すべての場合において、 SQL テキス ト では NCHAR リ テ ラルを使用し ます。

既存のデータベースを Unicode UCS-2 へ移行する

既存のデータベース を UCS-2 アプ リ ケーシ ョ ン対応に移行するための作業には、バイ ト 文字列から ワ イ ド文字列

への変換が伴います。 変換の程度は、 対象のアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て異な り ます。 データベース  コード  ページ

が既存の CHAR 列のエン コード と一致する よ う に設定されていれば、ALTER TABLE を使用し て列を変換する こ

と ができ ます。 グ ローバル化されるデータ を格納する列のみを変換する必要があ り ます。 データベース  コー ド

ページの文字セ ッ ト 外の文字を格納し ない列は CHAR 型のま までかまいません。

アプ リ ケーシ ョ ンが Windows で ANSI ODBC ド ラ イバーを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンを ワ イ ド文字デー

タへ変換し、 Zen Unicode ODBC ド ラ イバーを使用する必要があ り ます。
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従来のエン コー ド および OEM エン コー ド による多言語データベースの
サポー ト

テキス ト を従来のコード  ページまたは OEM コード  ページを使用し て格納する よ う にし た場合は、 リ レーシ ョ ナ

ル型の CHAR、 VARCHAR、 および LONGVARCHAR を使用する こ と になるでし ょ う 。 従来のコード  ページへの

変換を行 う ためにア ク セス方法を設定する場合は、 ワ イ ド文字アプ リ ケーシ ョ ンを使用する こ と ができ ます。

従来のコー ド  ページを使用する状況

従来のコード  ページで、 自分のアプ リ ケーシ ョ ンのニーズを満たす文字セ ッ ト を定義するのであれば、 この従来

のコード  ページを使用する こ と は、 テキス ト  データの格納にはコ ンパク ト で効率的な方法です。

Zen における従来のコー ド  ページのサポー ト

Zen データベース  エンジンは、 CHAR データがデータベース  コード  ページでエン コード されている と見な し て

います。 ア ク セス方法には、 そ う なっている こ と を保証するための設定オプシ ョ ンがあ り ます。

ス ト レージに OEM コード  ページを使用する古いアプ リ ケーシ ョ ンは、データベース  コード  ページを宣言し ませ

んでし た。 アプ リ ケーシ ョ ンが適切な リ レーシ ョ ナル文字列関数を慎重に使用し ている限 り は、 この状況で作業

し続ける こ と ができ ます。

従来のコー ド  ページでの照合順序と並べ替え

Zen でのデフ ォル ト の照合順序は、 エン コー ド されたバイ ト のバイナ リ 順です。 こ のデフ ォル ト の照合順序は、

宣言されたデータベース  コード  ページによ る影響を受けません。

Zen は、 照合順序の制御にオルタ ネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス （ACS） と イ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則

（ISR） メ カニズムの双方を提供し ます。 これらは、 Btrieve イ ンデッ ク スおよび リ レーシ ョ ナル列で宣言する こ と

ができ ます。 リ レーシ ョ ナル列で CASE 宣言を使用する、 または Btrieve イ ンデッ ク スで case-insensitive ビ ッ ト を

使用する場合、 Zen では常に ASCII 文字セ ッ ト 用に特定の ACS を使用し ます。

従来のコー ド  ページ向けのアクセス方法

Zen のすべてのア ク セス方法で、 バイ ト 文字列テキス ト をサポー ト し ます。 ア ク セス方法の中には、 データベー

ス  コード  ページがアプ リ ケーシ ョ ンのコード  ページ と同じであ る こ と を前提と し ている ものも あれば、 コード

ページを設定でき る ものも あ り ます。

 ANSI ODBC ド ラ イバーでは DSN 設定の 1 つに OEM/ANSI 変換を提供し ます。 これによ り 、 アプ リ ケーシ ョ

ンの OEM コード  ページ （ANSI コード  ページではな く ） がデータベース  コード  ページであ る こ と を宣言し

ます。 ANSI ODBC ド ラ イバーは、 接続文字列の encoding プロパテ ィ と  pvtranslate=auto オプシ ョ ン もサポー

ト し ます。

 Unicode ODBC ド ラ イバーは常に pvtranslate_true プロパテ ィ が設定されているかのよ う に動作し、アプ リ ケー

シ ョ ンの CHAR データ を必要に応じ てデータベース  コード  ページに変換し ます。

 JDBC ド ラ イバーには接続文字列に明示的な encoding プロパテ ィ があ り ます。 pvtranslage=auto プロパテ ィ が

指定された場合、 この ド ラ イバーはエン コード をデータベースのコード  ページに設定し ます。

 ADO.NET プロバイ ダーには明示的な encoding 接続プロパテ ィ があ り ます。 pvtranslage=auto 接続プロパテ ィ

が指定された場合、 この ド ラ イバーはエン コード をデータベースのコード  ページに設定し ます。

 Delphi 向けの PDAC ア ク セス方法には、 OEM コード  ページまたは ANSI （ACP） コード  ページを使用し て、

エンジンへ CHAR データ を送るかど う かを制御する  OEMConversion プロパテ ィ があ り ます。
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既存のデータベースを別のコー ド  ページへ移行する

データベースのコード  ページを変更する と、そのデータ を、変更後の新しいコード  ページを使用する新規データ

ベースへコ ピーする必要があ り ます。 このコ ピーはアプ リ ケーシ ョ ンで行 う 必要があ り ます。 Zen は ト ラ ンザク

シ ョ ン内でコード  ページを変換し ません。

データベースの メ タデータで、 変換を必要とする文字を使用し ている場合、 その変更は新しいデータベースのス

キーマの作成時に行 う 必要があ り ます。 この種類の メ タデータの一般的な例と し て、 テーブル名があ り ます。
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データベース コー ド  ページ と ク ラ イアン ト  エン コー ド

先の 「概念と定義」 で説明し た よ う に、 エン コード は Zen データベース  エンジン と  Zen ク ラ イ アン ト  アプ リ ケー

シ ョ ン間で文字データ を どのよ う に変換するかを指定し ます。 Zen では、 ク ラ イ アン ト と サーバー間のエン コー

ド の複雑性、 およびオペレーテ ィ ング システム、 言語、 ア ク セス方法のさ まざまな組み合わせに対処し ます。 エ

ン コード の機能拡張は、 データベース  コード  ページ と ク ラ イ アン ト  エン コード に分割されています。 この 2 種
類のエン コード は、 別個のものですが相互に関係し ています。

データベース  コード  ページおよびク ラ イ アン ト  エン コード は、 リ レーシ ョ ナル エンジンのみに適用されます。

MicroKernel エンジンには影響があ り ません。

データベース コー ド  ページ

［データベース  コード  ページ］ はデータベース用プロパテ ィ であ り 、 データベースに保存する文字データのエン

コード を指定し ます。デフ ォル ト のデータベース  コード  ページは " サーバーのデフ ォル ト " で、データベース  エ
ンジン実行中のサーバーのオペレーテ ィ ング システム コード  ページを意味し ます。（オペレーテ ィ ング システム

のコード  ページは一般的に 「OS エン コード」 と呼ばれます。 この章のこれ以降の説明ではこの表現を使用し ま

す）。

データベース  コード  ページは、 特に、 異なる  OS エン コード を使用し て Zen DDF を手動で別のプラ ッ ト フ ォー

ムへコ ピーし ながら、 データベース  エンジンに メ タデータ を正し く 変換させたい場合に役立ちます。 

Zen でデータベース を作成する場合、 デフ ォル ト では、 データベース  エンジン を実行し ている マシン用のア ク

テ ィ ブ コード  ページを使用する よ う になっています。 た と えば、 Windows の英語版を実行し ているマシンの場

合、 コード  ページには 1252 が割 り 当て られます。 Zen のエン コード変換は "None" （な し） に設定されます。 作

成し たアプ リ ケーシ ョ ンでは Zen データベース と同じ コード  ページを使用するか、エン コード変換を "Automatic"
（自動） に設定し てお く 必要があ り ます。

サポー ト される コー ド  ページ

Zen では以下のコード  ページをサポー ト し ます。 こ こ で挙げるページはすべてバイ ト 文字列ス ト レージを使用し

ます。

 ASCII

 EUCJP

 ISO8859_1

 UTF-8

 Windows のコード  ページ

 CP437, CP737, CP775, CP850, CP852, CP855, CP857, CP858, CP862, CP866, CP932
 CP1250, CP1251, CP1252, CP1253, CP1254, CP1255, CP1256, CP1257, CP1258

ク ラ イアン ト のエン コー ド

ク ラ イ アン ト のエン コード は、 Zen ク ラ イ アン ト 上のアプ リ ケーシ ョ ンが使用するデータ  エン コード です。 アプ

リ ケーシ ョ ンは、 任意に選択し たエン コード でテキス ト を管理する こ と ができ ます。 データベース  エンジン と ク

ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ン間で互換性のあ るエン コード を確立する必要があ り ます。 

データベース  エンジン と ク ラ イ アン ト で異な るエン コー ド を使用し ている場合で も、 文字がサーバー マシンの

コード  ページ と ク ラ イ アン ト  マシンのコード  ページの両方に存在し ていれば、 Zen がその異な るエン コード間

で自動変換する こ と ができ ます。

データの変換は、 要求に応じ て ク ラ イ アン ト で行われます。 変換はいつも必要なわけではあ り ません。 た と えば、

ク ラ イ アン ト と サーバーの OS エン コード が一致し ている場合は不要です。
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ZenCC におけるエン コー ドのサポー ト

データベースの作成時にデーターベースのコード  ページを設定する、 または既存のデータベースのコード  
ページ設定を編集するために、 ZenCC を使用する こ と ができ ます。

メ モ  データベース  コード  ページのプロパテ ィ を変更し て も、 データベースのデータが変更される こ と はあ

り ません。 ただし、 既存のデータベースのデータベース  コード  ページを変更する と、 既存のデータ項目の解

釈方法に影響があ り ます。

Zen Control Center （ZenCC） はそれ自体、 データベース  エンジンのク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンです。 ク ラ イ

アン ト と し て、 ZenCC では、 各データベース  セ ッ シ ョ ンで ZenCC が メ タデータおよびデータ を読み取 り または

追加する際に使用するエン コード を指定する こ と ができ ます。 既存データベースのデフ ォル ト では、 ZenCC が実

行されている マシンのエン コー ド を使用し ます。 これは、 ZenCC の旧来の動作です。 新し いデータベースのデ

フ ォル ト では、 自動変換を使用し ます。 『Zen User's Guide』 の 「ZenCC 接続エン コード」 を参照し て く ださい。

次の表では、 ZenCC 接続エン コード とデータベース  コード  ページの設定の相互の影響を説明し ます。 ZenCC 接
続エン コード は ZenCC にのみ適用されます。 ほかのク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンには影響し ません。

Btrieve API におけるエン コー ドのサポー ト

Btrieve API を使用する場合は、アプ リ ケーシ ョ ンで使用される ローカル エン コード でフ ァ イル名と パス を提供す

る必要があ り ます。 Btrieve API は、 サーバーおよびク ラ イ アン ト 上の OS エン コード間の相違に対処し ます。

DTI におけるエン コー ドのサポー ト

DTI （Distributed Tuning Interface） を使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンで使用される ローカル エン コード でフ ァ

イル名と パス を提供する必要があ り ます。 DTI は、 サーバーおよびク ラ イ アン ト 上の OS エン コード間の相違に

対処し ます。

DTI API を使用し てデータベース を作成する場合、作成時にデータベース  コード  ページのプロパテ ィ を指定でき

ます。 このプロパテ ィ は、 文字データの自動変換を設定するために SQL ア ク セス方法で使用でき ます。

ADO.NET におけるエン コー ドのサポー ト

.NET Framework および .NET アプ リ ケーシ ョ ンでは UTF-16 文字列を使用し ます。 これらは、 CHAR 列にテキス

ト を格納する場合、 コード  ページに変換される必要があ り ます。

接続プロパテ ィ  PVTranslate=Auto は、接続エン コード をデータベース  コード  ページに設定し ます。encoding プロ

パテ ィ を直接設定する こ と もでき ます。

詳細については、 『Data Provider for .NET Guide』 の 「接続の追加」、 「PsqlConnectionStringBuilder オブジェ ク ト 」 お

よび 「文字セ ッ ト の変換」 を参照し て く ださい。

JDBC におけるエン コー ドのサポー ト

Java 仮想マシンや Java アプ リ ケーシ ョ ンでは UTF-16 文字列を使用し ます。 これらは、 CHAR 列にテキス ト を格

納する場合、 コード  ページに変換される必要があ り ます。

ZenCC 接続エン コー ドが特定のエン コー ド に設定されてい

る

ZenCC 接続エン コー ドが自動変換に設定されている

ZenCC はデータベース  コード  ページを無視し、 指定された

エン コー ド を使用し て CHAR 型のデータ、 文字列、 リ テ ラ

ル、 および メ タデータ を読み書き し ます。 NCHAR 型のデー

タ の場合は、 こ の設定に よ る 影響はあ り ません。 こ れは、

ZenCC の旧来の動作です。

ZenCC およびデータベースは、 CHAR データ と メ タデータ

のエン コード を自動的に確立し ます。ク エ リ 内の文字列 リ テ

ラルは Unicode と し てエンジンに送られます。 NCHAR 型の

データの場合は、 この設定によ る影響はあ り ません。
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接続プロパテ ィ  PVTranslate=Auto は、接続エン コード をデータベース  コード  ページに設定し ます。encoding プロ

パテ ィ を直接設定する こ と もでき ます。

PvTranslate=Auto プロパテ ィ が指定される と、 JDBC ド ラ イバーは文字列 リ テ ラルを Unicode と し てエンジンに送

り ます。 この設定がなければ、 従来の動作と し て文字列 リ テ ラルがデータベース  コード  ページに変換されます。

アプ リ ケーシ ョ ン で NCHAR 文字列 リ テ ラ ル （例 ： "N'ABC'"） を使用す る 場合は、 接続プ ロ パテ ィ の設定を

PvTranslate=Auto にし て く ださい。

『JDBC Driver Guide』 の 「接続文字列の要素」 を参照し て く ださい。

ODBC におけるエン コー ドのサポー ト

Zen ODBC ド ラ イバーは、 多 く の メ カニズムをサポー ト し て ク ラ イ アン ト  エン コード を制御し ます。 

DSN を設定する場合、 エン コード  オプシ ョ ン と し て " 自動 "、 "OEM/ANSI"、 および " な し " から選択する こ と

ができ ます。 " 自動 " を設定する と、 ド ラ イバーはク ラ イ アン ト  エン コード からデータベース  コード  ページへ変

換する よ う にな り ます。"OEM/ANSI" を設定する と、ド ラ イバーはク ラ イ アン ト  エン コード を対応する  OEM コー

ド  ページへ変換する よ う にな り ます。 " な し " に設定する と、 ド ラ イバーがテキス ト を変換でき ないよ う にし ま

す。 詳細については、 『ODBC Guide』 の 「エン コード変換」 を参照し て く ださい。

OEM から  ANSI へのデータ変換に使用する従来の変換方法

データベース内に OEM 文字データがあ る場合、 従来の解決法はア ク セス方法で OEM/ANSI 変換を指定する こ と

でし た。 こ こ では、 OEM 文字データ を使用する  Linux ク ラ イ アン ト 向けに従来の方法について説明し ます。 

メ モ  従来の方法は引き続きサポー ト されますが、 前に説明し た よ う にデータベースに OEM コード  ページ

を指定し、 ア ク セス方法で自動変換を使用する こ と をお勧めし ます。

『ODBC Guide』 の 「OEM/ANSI 変換」 も参照し て く ださい。

ODBC を使用する場合、 エン コード は、 Win32 の OS では SHIFT-JIS を使用し て く ださい。 

日本語版の Linux は一般的にデフ ォル ト でそのエン コード を EUC-JP または UTF-8 に設定し ます。 

日本語版の Linux を使用し ている場合、 ク ラ イ アン ト は別の Linux サーバー （た と えばローカルに） 、 あ るいは

Win32 の SHIFT-JIS サーバーに接続でき ます。Linux サーバーに置かれている  SHIFT-JIS にエン コード されたデー

タベースに接続する こ と も可能です。

以下に示す手順を使用し て必要な設定を行って く ださい。 これらのケースは、 アプ リ ケーシ ョ ン自体は何も変換

を行わず、 そのマシンのネイ テ ィ ブのエン コード を使用する こ と を前提と し ています。

 「Linux EUC-JP ク ラ イ アン ト を Win32 SHIFT-JIS サーバーへ接続させる」

 「Linux UTF-8 ク ラ イ アン ト を Win32 SHIFT-JIS サーバーへ接続させる」

 「Linux EUC-JP ク ラ イ アン ト を Linux EUC-JP サーバーへ接続させる」

 「Linux UTF-8 ク ラ イ アン ト を Linux UTF-8 サーバーへ接続させる」

 「Linux UTF-8 ク ラ イ アン ト を Linux EUC-JP サーバーへ接続させる」

 「Linux EUC-JP ク ラ イ アン ト を Linux EUC-JP サーバーへ接続させる、 サーバーにデータ を保存する場合は

SHIFT-JIS エン コード を使用する」

Linux EUC-JP ク ラ イアン ト を Win32 SHIFT-JIS サーバーへ接続させる

このサーバーで受け取る ものはすべて SHIFT-JIS でなければいけません。 サーバーから ク ラ イ アン ト に送られる

ものはすべて EUC-JP でなければいけません。 

こ れ を 達成す る には、 指定のデー タ ベー ス への接続に使用す る  ODBC.INI （デ フ ォ ル ト で /usr/local/
actianzen/etc にあ り ます） 内のク ラ イ アン ト  DSN 設定が次のよ う になっている必要があ り ます。

[dbclient]
Driver=/usr/local/actianzen/lib/libodbcci.so
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Description=Zen ODBC Client Interface: JPN-2000SERVER:1583/dbclient
ServerDSN=DEMODATA
ServerName=JPN-2000SERVER:1583
TranslationDLL=/usr/local/actianzen/lib/libxlate.so.10
TranslationOption=90000932

TranslationDLL の行では、 ODBC ク ラ イ アン ト  イ ン ターフ ェ イ スが使用する変換ラ イブラ リ を設定し ます。 

TranslationOption の行は、 9000 （EUC-JP） から  0932 （SHIFT-JIS） への変換が必要であ る こ と を指定し ています。 

この例を使用する と、ク ラ イ アン ト からのすべてのデータはサーバーに送られる前に SHIFT-JIS に変換され、サー

バーがク ラ イ アン ト にデータ を送る前には EUC-JP に変換されます。

Linux UTF-8 ク ラ イアン ト を Win32 SHIFT-JIS サーバーへ接続させる

このサーバーで受け取る ものはすべて SHIFT-JIS でなければいけません。 サーバーから ク ラ イ アン ト に送られる

ものはすべて UTF-8 でなければいけません。 

これを達成するには、 指定のデータベースへの接続に使用する  ODBC.INI （デフ ォル ト で /usr/local/actianzen/etc に
あ り ます） 内のク ラ イ アン ト  DSN 設定が次のよ う になっている必要があ り ます。

[dbclient] 
Driver=/usr/local/actianzen/lib/libodbcci.so 
Description=Zen ODBC Client Interface: JPN-2000SERVER:1583/dbclient 
ServerDSN=DEMODATA 
ServerName=JPN-2000SERVER:1583 
TranslationDLL=/usr/local/actianzen/lib/libxlate.so.10 
TranslationOption=90010932 

TranslationDLL の行では、 ODBC ク ラ イ アン ト  イ ン ターフ ェ イ スが使用する変換ラ イブラ リ を設定し ます。 

TranslationOption の行は、 9001 （UTF-8） から  0932 （SHIFT-JIS） への変換が必要であ る こ と を指定し ています。 

この例を使用する と、ク ラ イ アン ト からのすべてのデータはサーバーに送られる前に SHIFT-JIS に変換され、サー

バーがク ラ イ アン ト にデータ を送る前には UTF-8 に変換されます。

Linux EUC-JP ク ラ イアン ト を Linux EUC-JP サーバーへ接続させる

この設定を使用する場合は、 DSN の定義を変更する必要はあ り ません。 dsnadd ツールで作成されたま まの DSN
を使用し ます。

Linux UTF-8 ク ラ イアン ト を Linux UTF-8 サーバーへ接続させる

この設定を使用する場合は、 DSN の定義を変更する必要はあ り ません。 dsnadd ツールで作成されたま まの DSN
を使用し ます。 『Zen User's Guide』 の 「dsnadd」 を参照し て く ださい。

Linux UTF-8 ク ラ イアン ト を Linux EUC-JP サーバーへ接続させる

このサーバーで受け取る ものはすべて EUC-JP でなければいけません。 サーバーから ク ラ イ アン ト に送られる も

のはすべて UTF-8 でなければいけません。 

これを達成するには、 指定のデータベースへの接続に使用する  ODBC.INI （デフ ォル ト で /usr/local/actianzen/etc に
あ り ます） 内のク ラ イ アン ト  DSN 設定が次のよ う になっている必要があ り ます。 
[dbclient] 
Driver=/usr/local/actianzen/lib/libodbcci.so 
Description=Zen ODBC Client Interface: JPN-2000SERVER:1583/dbclient 
ServerDSN=DEMODATA 
ServerName=JPN-2000SERVER:1583 
TranslationDLL=/usr/local/actianzen/lib/libxlate.so.10 
TranslationOption=90019000 

TranslationDLL の行では、 ODBC ク ラ イ アン ト  イ ン ターフ ェ イ スが使用する変換ラ イブラ リ を設定し ます。 

TranslationOption の行は、 9001 （EUC-JP） から  9000 （UTF-8） への変換が必要であ る こ と を指定し ています。 
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この例を使用する と、 ク ラ イ アン ト からのすべてのデータはサーバーに送られる前に EUC-JP に変換され、 サー

バーがク ラ イ アン ト にデータ を送る前には UTF-8 に変換されます。

Linux EUC-JP ク ラ イアン ト を Linux EUC-JP サーバーへ接続させる、 サーバーにデータ を保存する
場合は SHIFT-JIS エン コー ド を使用する

この状況は Win32 エンジンに SHIFT-JIS データベースがあ る場合に可能ですが、すべてのフ ァ イルを Linux EUC-
JP サーバーに移動する こ と ができ ます。 この場合、 そのデータベースは EUC-JP Linux マシンにあ り ますが、DDF
フ ァ イル内のすべてのデータおよびデータ  フ ァ イルは SHIFT-JIS です。 

この場合、 DSN は以下のよ う にな り ます。

[dbclient]
Driver=/usr/local/actianzen/lib/libodbcci.so
Description=Zen ODBC Client Interface: JPN-2000SERVER:1583/dbclient
ServerDSN=DEMODATA
ServerName=JPN-2000SERVER:1583
TranslationDLL=/usr/local/actianzen/lib/libxlate.so.10
TranslationOption=90000932
CodePageConvert=932

最後の行は、 サーバーでは EUC-JP エン コード を使用するが、 このサーバー上のデータは SHIFT-JIS と し て処理

する こ と を指定し ています。

ワイ ド文字対応 ODBC ド ラ イバー用のエン コー ドのサポー ト

Zen ではワ イ ド文字データ用の ド ラ イバーを使用する  ODBC で UCS-2 をサポー ト し、 また DSN エン コード変換

用のデフ ォル ト をサポー ト し ます。 『ODBC Guide』 の 「エン コード変換」 および 「ODBC 接続文字列」 を参照し

て く ださい。

ワイ ド文字データ を扱う アプ リ ケーシ ョ ン用の ODBC ド ラ イバー

Zen は、ワ イ ド文字データ を使用する  32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン向けの ODBC ド ラ イバーを提

供し ます。 この ド ラ イバーは Windows オペレーテ ィ ング システムのみが対象で、以前から あ る ド ラ イバーのセ ッ

ト に追加されます。 

Linux では通常、 システム エン コード は UTF-8 です。 このエン コード を使用する と  SQL テキス ト に Unicode 文字

のコード  ポイ ン ト を含める こ と ができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 UTF-8 対応の Zen ODBC Client Interface ド
ラ イバーを使用でき るので、Zen ODBC Unicode Interface ド ラ イバーは Linux で使用でき ません。Linux アプ リ ケー

シ ョ ンは、 ワ イ ド文字データ を UTF-16 文字列 （SQL_C_WCHAR） と し て、 または SQL_C_CHAR と し てシステ

ム エン コード （通常は UTF-8） へ変換を要求する こ と で処理でき ます。 UTF-8 を使用する  SQL テキス ト は既存

の Pervasive ODBC Client Interface ド ラ イバーと互換性があ るので、 Linux で ODBC ド ラ イバーを追加する必要は

あ り ません。

表 14 ワイ ド文字データ用の Zen ODBC ド ラ イバー

ド ラ イバー名 説明

Zen ODBC Unicode Interface • ローカルまたは リ モー ト の名前付きデータベースへ接続し ます。

• 32 ビ ッ ト  ODBC ア ド ミ ニス ト レーターでは、 ワ イ ド文字データ を扱 う  32 ビ ッ ト  ア
プ リ ケーシ ョ ン向けの 32 ビ ッ ト  DSN を作成し ます。32 ビ ッ ト  ド ラ イバーは Zen の
全エデ ィ シ ョ ンでイ ン ス ト ールされます。

• 64 ビ ッ ト  ODBC ア ド ミ ニス ト レーターでは、 ワ イ ド文字データ を扱 う  64 ビ ッ ト  ア
プ リ ケーシ ョ ン向けの 64 ビ ッ ト  DSN を作成し ます。 64 ビ ッ ト  ド ラ イバーは、 64
ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームへ Zen を イ ン ス ト ールする場合、 全エデ ィ シ ョ ンでイ ン ス

ト ールされます。
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DSN エン コー ド変換のデフ ォル ト

DSN 用のエン コード変換オプシ ョ ンは、 Zen データベース  エンジン と  ODBC を使用する  Zen ク ラ イ アン ト  アプ

リ ケーシ ョ ン間で文字データ をどのよ う に変換するかを指定し ます。 エン コード変換のデフ ォル ト は、 使用する

Zen ODBC ド ラ イバーによ って異な り ます。 

ODBC ド ラ イバーは、 ド ラ イバーや DSN エン コード変換の設定に応じ て、 SQL テキス ト を処理し ます。

表 15 DSN エン コー ド変換のデフ ォル ト

ド ラ イバー名 エン コー ド変換のデ

フ ォル ト

備考

Zen ODBC Unicode Interface 自動 接続文字列パラ メ ーター Pvtranslate もデフ ォル ト で "auto" に
し ます。

Zen ODBC Interface な し 前バージ ョ ンの Zen でのデフ ォル ト と同じ。

Zen ODBC Client Interface な し 前バージ ョ ンの Zen でのデフ ォル ト と同じ。

Zen ODBC Engine Interface な し 前バージ ョ ンの Zen でのデフ ォル ト と同じ。

表 16 SQL テキス ト に影響を与える Zen ODBC ド ラ イバーと  DSN エン コー ド変換設定

設定 SQL テキス ト の処理 Zen ド ラ イバー

ODBC Unicode 
Interface

ODBC Interface および 
ODBC Client Interface

ODBC Engine 
Interface

自動 SQL テキス ト は UTF-8 に変換され、 データ

ベース  エンジンへ送られます。 ク ラ イ アン

ト 、 サーバー、およびデータベースのコード

ページは無視されます。

Yes1 No No

SQL テキス ト はデータベース  コード  ページ

に変換され、 データベース  エンジンへ送ら

れます。

No Yes Yes

な し SQL テキ ス ト は ク ラ イ アン ト と データベー

ス  エンジン間で変換されません。 2
Yes Yes Yes

OEM/ANSI ク ラ イ ア ン ト  コー ド  ページの SQL テキ ス

ト は OEM/ANSI エ ン コ ー ド に変換 さ れ、

データベース  エンジンへ送られます。

Yes3 Yes3 Yes3

1 エン コード変換の設定を " 自動 " にする と、 ワ イ ド文字データ を持つ NCHAR 列および NCHAR リ テ ラルを使用する こ と

ができ ます。

2 これはク ラ イ アン ト とデータベース  エンジンが同じオペレーテ ィ ング システムのエン コード を使用し ている こ と が前提

です。

3 SQL テキス ト がワ イ ド文字の場合、 最初にそれが ク ラ イ アン ト  エン コードへ変換されます。 SQL テキス ト がワ イ ド文字

でない場合、 既にそれはク ラ イ アン ト  エン コード になっています。 その後、 SQL テキス ト は OEM エン コード に変換され、

データベース  エンジンへ送られます。
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Zen ユーテ ィ リ テ ィ における Unicode のサポー ト

Zen Control Center における Unicode サポー ト

「ZenCC におけるエン コード のサポー ト 」 も参照し て く ださい。 

フ ァ イルを開 く / フ ァ イルを保存用のダイアログ

ZenCC で使用する、 SQL ド キ ュ メ ン ト を開 く / 保存用、 エ ク スポー ト される ス キーマの保存、 およびテーブル

データのイ ンポー ト / エ ク スポー ト 用のダ イ ア ロ グでは機能が改善され、 さ まざまなフ ァ イル エン コード に対応

でき る よ う にな り ま し た。以前のバージ ョ ンでは、 これらのフ ァ イルにはデフ ォル ト のシステム コード  ページが

用いられる とみな されていま し た。フ ァ イルの保存時に複数の Unicode エン コード を選択する こ と はでき ません。

本バージ ョ ンの新しいダ イ ア ロ グでは、 フ ァ イルを開 く と きに、 そのフ ァ イルが Unicode エン コード を識別する

バイ ト  オーダー マーク （BOM） を使用するかど う かを検出し ます。 また、 フ ァ イルを開 く ダ イ ア ロ グでは、 フ ァ

イルに対し て必要なエン コード を設定する こ と もでき ます。新しい ZenCC 設定では、 これらのダ イ ア ロ グで使用

されるデフ ォル ト のエン コード を管理でき る よ う になっています。 

これらの新機能の詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「 ［フ ァ イルを開 く ］ ダ イ ア ロ グ と ［フ ァ イルを保存］

ダ イ ア ロ グ」、 「データのイ ンポー ト / エ ク スポー ト 、 スキーマのエ ク スポー ト でサポー ト される ワ イ ド文字デー

タ」 および 「フ ァ イル エン コード の初期設定」 セ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

バルク  データ  ユーテ ィ リ テ ィ （BDU）

バルク  データ  ユーテ ィ リ テ ィ （BDU） はコマン ド  ラ イ ン ツールで、 区切 り 文字付き テキス ト  フ ァ イルのデータ

を Zen テーブルに読み込むこ と ができ ます。 データ  フ ァ イルの読み込み時に使用するデータ  エン コード を指定

する ために、 「-c エン コー ド」 と い う コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーターが提供されます。 エン コー ド  オプシ ョ ンは

UTF-8、 UTF-16LE、 および UTF-16BE です。 データ  フ ァ イルに BOM （バイ ト  オーダー マーク） が含まれている

場合、 BDU はその BOM で指定されたエン コード を用います。 つま り 、 コマン ド  ラ イ ンで encoding パラ メ ーター

の値を指定し た と し て も、 データ  フ ァ イルで BOM を使用し て UTF-8、 UTF-16LE、 または UTF-16BE のエン コー

ド を示し ていた場合は、BDU はそのエン コード を優先し て使用し ます。BOM または -c パラ メ ーターがない場合、

BDU はデフ ォル ト でシステム コード  ページを使用し ます。

『Zen User's Guide』 の 「bdu」 を参照し て く ださい。
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照合順序と並べ替えのサポー ト

照合順序と並べ替え とは

照合順序 （コ レーシ ョ ン） と は、 コード  ページ内の文字に対応する、 一連のバイナ リ 値の並び順を定めた もので

す。 照合順序は、 重要な違いがあ る こ と があ り ます。 た と えば、 コード  ページによ っては、 数字、 文字の順に配

置される こ と も あれば、 文字、 数字の順で配置される ものも あ り ます。 並べ替えは、 テキス ト が照合順になる よ

う に、 データ を再配置する こ と です。

Zen はバイ ト 文字列のテキス ト  セグ メ ン ト に対する名前付き照合順序の仕様をサポー ト し ます。イ ンデッ ク スは、

指定された照合順序に従ってレ コード  キーを並べ替えます。

照合順序を指定し ない場合のソー ト 順序 
照合順序が指定されていない場合、 Zen はデフ ォル ト で、 コード  ポイ ン ト 順に文字を並べ替えます。 デフ ォル ト

は昇順、 つま り 、 最小値か ら最大値の順です。 こ れを降順に変更する こ と がで き ます。 詳細については、 『Zen
Programmer's Guide』 の 「ソー ト 順序」 を参照し て く ださい。

ワイ ド文字を含む列における照合順序のサポー ト

Zen では、 コード  ポイ ン ト 順に従って Unicode データのデフ ォル ト の照合順序をサポー ト し ます。UTF-16 に加え

て、 マルチバイ ト の UTF-8 テキス ト を コード  ポイ ン ト 順にソー ト する こ と ができ ます。

オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケンス （ACS） を使用し た照合順序のサポー ト

コード  ページのデフ ォル ト の照合順序と は別の照合順序を指定する こ と ができ ます。 このユーザー定義のオルタ

ネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス （ACS） は、 コード  ページの照合順序と指定の照合順序間のマ ッ ピングです。

STRING、 LSTRING および ZSTRING 型の文字列キーの照合順序を決定するために 1 つまたは複数の代替シーケ

ン ス を定義でき ます。 た と えば、 ユーザー定義の ACS を使用し て、 数字、 文字の順で配置する、 または大文字と

小文字の順序付けを変更する照合順序を指定する こ と ができ ます。 Zen には、 小文字を大文字にマ ッ プし て、 同

等にソー ト される よ う にするための upper.alt と い う  ACS が付属し ています。同じ結果は、大文字と小文字を区別

し ない と設定する こ と によ って も得られますが、 この例は ACS で何ができ るかを示し ています。

基本的に、 ユーザー定義の ACS は、 文字のコード  ページの順序位置と、 代替の順序位置を関連付ける テーブル

です。 ACS の作成については、 『Zen Programmer's Guide』 の 「オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス」 で説明

し てお り 、 例も提供し ています。 データ  フ ァ イルのレ イ ア ウ ト の定義で、 キー値フ ィ ール ド の ACS を指定し ま

す。 本ガイ ド の 「キーのオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン スの指定」、 および 『Zen Programmer's Guide』 の

「データ  レ イ ア ウ ト 」 を参照し て く ださい。 

ACS の設定についての詳細は、 『Btrieve API Guide』 の 「Create （14） 」 、 「Create Index （31） 」 および 「Get Next
Extended （36）」、 『DDF Builder User's Guide』 の 「オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス （ACS） フ ァ イル」 お

よび 『SQL Engine Reference』 の 「SET DEFAULTCOLLATE」 を参照し て く ださい。

イ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則 （ISR） を使用し た照合順序のサポー ト

ACS のも う  1 つのタ イプはイ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則 （ISR） です。 ISR は、 言語固有のソー ト 順用にあ ら

か じ め定義されたオルタ ネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン スです。 ISR を使用すれば、 ド イ ツ語などの ä、 ö、 ü
（ae、 oe、 ue と し て ソー ト ） および ß （ss と し て ソー ト ） の文字を持つ言語を正し く ソー ト でき ます。 Zen は、 イ

ン ス ト ールに含まれる  collate.cfg フ ァ イルで多 く の ISR テーブルを提供し ています。 これらの使用例については、

『Zen Programmer's Guide』 の 「イ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則を使用し た照合順序のサンプル」 に記載されてい

ます。 詳細については、 前述のオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン スの参照情報をご覧 く ださい。

ICU Unicode 照合順序を使用し た照合順序のサポー ト

Zen は、UTF-8 または UTF-16 のデータ をデフ ォル ト のバイナ リ 照合順序以外で並べ替え る必要があ る場合に使用

するための、2 つの Unicode 照合順序をサポー ト し ています。これら代替の Unicode 照合順序は、ICU （International
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Components for Unicode） ラ イブラ リ の リ リ ース  バージ ョ ン 54 に基づいています。 次の表は、 照合順序を ま と め

た ものです。 

ICU 照合順序は ISR テーブル名と同じ よ う に使用されますが、 PVSW_ や MSFT_ で始ま る名前を持たない点が異

な り ます。 名前は、 プレ フ ィ ッ ク ス  u54- を付けた名前にするか、 または単に root とする必要があ り ます。 ま

た、 これらの照合順序は次の Unicode データ型にのみ適用する こ と ができ ます。

 STRING （UTF-8 と見なす）

 ZSTRING （UTF-8 と見なす）

 WSTRING 

 WZSTRING

デフ ォル ト の Zen イ ン ス ト ールでは、 collate.cfg フ ァ イル と同じ場所に 2 つの ICU 照合順序が提供されます。 一

般的な ソー ト の場合、 デフ ォル ト の ICU 照合順序は root と い う 名前で参照され、 その構成データは icudt54l.dat
フ ァ イルに存在し ます。 ロ ケール固有のソー ト の場合、 補足データは、 フ ァ イル名が u54 で始ま り  .txt 拡張子で

終わる フ ァ イルに存在し ます。 Zen で現在サポー ト される補足 ICU 照合順序は 1 つのみです。

ICU 照合順序の詳細については、 ICU プロ ジェ ク ト の Web サイ ト を参照し て く ださい。

ICU 照合順序名 イ ンス ト ールされたフ ァ イル 説明

u54-msft_enus_0 u54-msft_enus_0.txt ISR 照合順序の MSFT_ENUS01252_0 をエ ミ ュ レー ト し ます。

エ ミ ュ レーシ ョ ンは、 Unicode の 1252 サブセ ッ ト にのみ適用

されます。 こ の範囲外の文字は、 ICU root 照合順序に従って

並べ替え られます。

root icudt54l.dat デフ ォル ト の ICU 照合順序と、 その他の構成データ を定義し

ます。

http://site.icu-project.org
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ロケールのサポー ト

グ ローバル化の重要な側面の 1 つはロ ケールです。 これはネイ テ ィ ブ言語環境のモデル と定義です。 ロ ケールは、

国によ って決ま る形式、 またはその他の規格が存在する多 く のカテゴ リ で構成されています。 た と えば、 ロ ケー

ルは日付と時刻の表示形式の規則、 通貨規則、 数値の書式規則、 および照合順序を定義し ます。 オペレーテ ィ ン

グ システムによ って、 ロ ケールは リ ージ ョ ン （地域） と呼ばれる こ と も あ り ます。

複数のロ ケールを、 特定の言語と関連付ける こ と ができ ます。 これによ り 、 地域的な差異にも対応でき ます。 た

と えば、 英語ではア メ リ カ英語のロ ケール と イ ギ リ ス英語のロ ケールを持つこ と ができ ます。

文字列関数を実行する場合、Zen ではデータベース  エンジンを実行し ているオペレーテ ィ ング システムのロ ケー

ルを使用し ます。 Zen では、 Zen ア ク セス方法の 1 つを用いたアプ リ ケーシ ョ ンからの要求でデータ型を変換す

る際は、 ク ラ イ アン ト のロ ケールを使用し ます。 

詳細については、 『SQL Engine Reference』 の 「SET DECIMALSEPARATORCOMMA」 、 「小数点の記号のカンマ」

および 「SET TIME ZONE」 を参照し て く ださい。
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7参照整合性の設定

参照整合性の構造について

参照整合性 （RI） は、 データベースに作成する こ と のでき る抑制と均衡のシステムであ り 、 これによ って、 関連

付け られたデータがあ る テーブル同士を確実に同期させます。 

 「参照整合性 （RI） の概念」

 「主キーの設定」

 「外部キーの設定」

 「Btrieve および リ レーシ ョ ナル制約間の相互作用」
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参照整合性 （RI） の概念

参照整合性 （RI） を使用する と、 同一のフ ィ ール ド値がそのテーブルまたはほかのテーブルに存在するかど う か

に基づき、 データの変更または、 変更や追加や削除の禁止を行 う こ と ができ ます。 

定義

参照整合性についての理解は、 規則の概念、 主キー、 外部キー、 カスケード規則、 および制限規則を理解する こ

と にかかっています。 この ト ピ ッ ク ではこれらの定義を説明し ます。

規則

規則は、原因と その効果の単純なステー ト メ ン ト で、データベースに定義された RI システムによ って実行されま

す。 

例 A

た と えば、 削除規則によ って、 主キーを持つレ コード が削除された と きに、 外部キーを持つレ コード に何が起き

るかが次のよ う に定義されている と し ます。 「'Bhargava Building' を含むレ コード が削除された と き、 そのレ コー

ド を参照する テーブル A のすべての行は削除される。」 

削除規則は、 主キー値を参照する外部キーがあ る場合、 その主キー値を含む行が削除されるのを禁止する こ と も

でき ます。

例 B

更新規則は、 ユーザーがレ コード を更新またはレ コード を追加し よ う と し た と きに、 外部キーを含むレ コード に

何が起こ るかを定義し た もので、 次のよ う な ものです。 「ユーザーがテーブル B に新しいレ コード を追加し よ う

と し た と き、 ビル名がテーブル C に存在し なければ、 追加する こ と を拒否する。」 

主キー

主キーは規則が従属する  1 つまたは複数の列です。 どのテーブルでも主キーは 1 つだけ許可されてお り 、 重複値

は許可されていません。 更新規則では、 主キーと い う のは、 レ コード の更新または追加が許可されるかど う かを

判断するために、 更新または追加し た列と比較される列のこ と です。

「例 A」 では、 "Bhargava Building" を含む列が主キーです。

「例 B」 では、 テーブル C のビル名を含む列が主キーです。

外部キー

外部キーは、 処理方法を決定するために主キーと比較される  1 つまたは複数の列です。 

前述の 「例 A」 では、 テーブル A の "Bhargava Building" を含む列が外部キーです。

前述の 「例 B」 では、 テーブル B のビル名を含む列が外部キーです。

カスケー ド規則

カスケー ド規則は、 データベースがあ る操作が起こ る こ と を許可し、 ほかのテーブルまたは行を最初の操作と同

期を と る よ う に変更する こ と によ って RI を確実にする規則です。た と えば、 カスケー ド削除規則が定義されてい

る と、 主キー テーブルでのレ コード の削除によ り 、 データベースは削除された行の主キーと同じ値の外部キーを

持つデータベース中のすべての行を検索し て削除し ます。



113

制限規則

制限規則は、 データベースに既に存在する値に基づ く 操作を許可するかど う かをデータベースが決定するのに使

用する規則です。 た と えば、 更新制限規則が定義されている場合、 外部キーを含む行をテーブルに追加し よ う と

する と、データベース  エンジンは外部キー フ ィ ール ド の値を主キーの値と比較し ます。同じ値の主キーを持つ行

が存在し ない場合、 その行を外部キー テーブルに追加する こ と は許可されません。

キーおよび規則について

この ト ピ ッ ク では、 主キーおよび外部キーの概念について よ り 詳細に説明し ます。 

上記の例では、 テーブル A の student_ID （A.student_ID） は IDENTITY データ型で、 2 つの行が同じ値を持つこ と

を許可し ていません。学生はそれぞれユニーク な ID 番号を持ちます。student_ID をテーブル A の主キーと し て定

義し ます。 

それから、 テーブル B の stud_ID （B.stud_ID） を A.student_ID を参照する外部キーと し て定義し ます。 stud_ID の
データ型は、IDENTITY と比較でき る  INTEGER などのデータ型であ る必要があ り ます。主キーと外部キーのデー

タ型には互換性が必要です。 参照整合性を確実にするために、 必要なだけの外部キーをい く つでも設定する こ と

ができ ます。 複数の外部キーは同一の主キーを参照する こ と ができ ます。

主キーを持つテーブルは親テーブル と呼ばれ、外部キーを持つテーブルは子テーブル と呼ばれます。いったんキー

が定義される と、表 18 に示すよ う に選択でき る動作の範囲が限られます。必要なだけ規則を定義する こ と ができ

ますが、 タ イプご と には 1 つしか定義でき ません。た と えば、削除制限規則を定義し た場合、同じ キーにカスケー

ド削除規則を定義する こ と はでき ません。 これは、 2 つの動作が相互に排他的であ るためです。  

更新制限

前述の例で説明する と、 更新制限規則を設定する こ と によ り 、 新規または更新された行の B.stud_ID の値は必ず

A.student_ID に も存在し ている こ と が保証されます。 テーブル B に行を追加でき る よ う にするには、 その前に、

テーブル A に行があ る こ と が必要です。 言い方を変え る と、 子行を作成する前に少な く と も  1 つの親行を作成す

る必要があ り ます。

表 17 主キーおよび外部キー

テーブル A テーブル B

student_ID Name stud_ID Class

20543 John 20543 ENG -101

20577 Mary 20543 AST-202

表 18 RI 規則の選択

行いたい動作 定義する規則

B.stud_ID の値が A.student_ID のいずれかの値に一致し なければ、テーブル B に行が追

加された り 更新された り する こ と を許可し ない。

更新制限

B.stud_ID の値がその行 と 一致し なければ、 テーブル A の行を削除する こ と を許可し

ない。

削除制限

テーブル A か ら行が削除さ れた場合、 その削除さ れた A.student_ID の値に一致する

B.stud_ID のすべての行をテーブル B から削除する。

削除カスケード
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削除制限

例では、 削除制限規則を設定する こ と によ り 、 テーブル A の行は、 テーブル B のいずれかの行がその行を参照し

ている場合は削除でき ないこ と が保証されます。 Name の値が "John" であ る行は、 John の student_ID がテーブル

B で参照されているため、 削除でき ません。

John の student_ID を参照する テーブル B の行がすべて削除された ら、 テーブル A から  John の行を削除する こ と

ができ ます。

削除カスケー ド

例では、 削除カスケード規則を設定する こ と によ り 、 Name 値が "John" の行が削除された場合、 テーブル B の両

方の行が削除される こ と を保証し ます。

Zen では、 自己参照する テーブルに対し、 循環する カ スケード削除を使用でき ます。 このため、 削除カ スケード

は慎重に使用し て く ださい。 親テーブル、 子テーブル、 または両テーブルのすべてのレ コード を不用意に削除し

ないよ う にし て く ださい。 

こ のよ う なカ ス ケード削除がどのよ う にし て発生するかをわか り やす く する ために例を示し ます。 2 つの列を持

つテーブル d3 を作成する と し ます。

CREATE TABLE d3 (c1 INT PRIMARY KEY, c2 INT)
INSERT INTO d3 VALUES (2,2)
INSERT INTO d3 VALUES (3,2)
INSERT INTO d3 VALUES (1,3)
INSERT INTO d3 VALUES (4,1)

次に、 外部キーを追加し、 カスケード削除規則を設定する よ う にテーブルを変更し ます。

ALTER TABLE d3 ADD FOREIGN KEY (c2) REFERENCES d3 ON DELETE CASCASE

次のステー ト メ ン ト によ り 、 テーブル内のすべての行が削除されます。

DELETE FROM d3 WHERE c1 = 2

c1 = 2 の行だけでな く 、 すべての行が削除されるのはなぜでし ょ う ? 

削除カ ス ケード は、 削除された主キーと 同じ値の外部キーを持つすべての行を削除し ます。 2 番目の行は最初の

行と外部キー関係があ り ます。 同様に、 3 番目の行は 2 番目の行と、 4 番目の行は 3 番目の行と外部キー関係があ

り ます。 外部キー関係があ る こ と で、 すべての行に渡ってカ ス ケード削除規則が適用される ため、 1 行目によ り

2 行目が、 2 行目によ り  3 行目が、 そし て 3 行目によ り  4 行目が削除される こ と にな り ます。

Zen は、 相互に参照する テーブルでの循環削除カスケード を許可し ていません。 た と えば、 テーブル d1 と  d2 が
あ る と し て、 次のよ う なシナ リ オを考えます。

CREATE TABLE d1 (c1 INT PRIMARY KEY, c2 INT)
CREATE TABLE d2 (e1 INT PRIMARY KEY, e2 INT)

次の変更ステー ト メ ン ト は許可されます。

ALTER TABLE d1 ADD FOREIGN KEY (c2) REFERENCES d2 ON DELETE CASCADE

次の変更ステー ト メ ン ト は許可されません。 テーブル d1 と  d2 には既に削除カスケード の関係があ るからです。

ALTER TABLE d2 ADD FOREIGN KEY (e2) REFERENCES d1 ON DELETE CASCADE
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主キーの設定

主キーは、 SQL ステー ト メ ン ト または ZenControl Center を使用し て作成する こ と ができ ます。 『Zen User's Guide』
の 「列のタ ス ク」 を参照し て く ださい。

テーブル作成中に主キーを作成する

CREATE TABLE ステー ト メ ン ト で PRIMARY KEY キーワード を使用し て、 テーブル作成時に主キーを作成する

こ と ができ ます。 主キーは 1 つまたは複数の列で構成されます。 次の例では id が作成され、 主キーに指定される

こ と を示し ています。

CREATE TABLE mytable (id INTEGER, 
myname CHAR(20), 
PRIMARY KEY(id))

次の例は複数の列を使ってユニーク な値を持つ主キーを作成する方法を示し ています。

CREATE TABLE mytable (id INTEGER, 
myname CHAR(20), 
PRIMARY KEY(id, myname))

主キーに指定し た単一または複数の列に UNIQUE 属性を指定し たかど う かに関わらず、 データベース  エンジン

はその列に重複値と ヌル値を許可し ないイ ンデッ ク ス を自動的に作成し ます。 どのよ う な場合も キー列にヌル値

は許可されません。 すべての主キー値はユニーク です。

ほかの例については、 『SQL Engine Reference』 で CREATE TABLE を参照し て く ださい。

既存のテーブルに主キーを追加する

ZenCC を使用し て、 または ADD PRIMARY KEY を使った ALTER TABLE ステー ト メ ン ト によ って、 既存のテー

ブルに主キーを追加する こ と ができ ます。 『Zen User's Guide』 の 「列に主キーを設定または削除するには」 および

「SQL Editor」 を参照し て く ださい。

主キーは重複およびヌル値を許可し ない列にしか作成する こ と ができ ません。 

必要な場合には、 列属性を変更し、 その列を主キーに設定する こ と を同時に行 う こ と ができ ます。 SQL を使った

例を示し ます。

ALTER TABLE mytable MODIFY id INTEGER UNIQUE NOT NULL PRIMARY KEY

複数の列から成る主キーを追加し たい場合は、 キーを分けて追加する必要があ り ます。

ALTER TABLE mytable ADD PRIMARY KEY(id, myname)

ほかの例については、 『SQL Engine Reference』 の 「ALTER TABLE」 を参照し て く ださい。
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外部キーの設定

外部キーは、SQL ステー ト メ ン ト または Zen Control Center を使用し て作成する こ と ができ ます。外部キーを作成

する と きに、 同時に関連する規則も定義でき ます。 同一のキーに複数の規則を定義する こ と ができ ます。 関連す

る規則を指定し ないで外部キーを作成し た場合、 更新と削除はどち ら もデフ ォル ト の参照整合性によ って制限さ

れます。

テーブル作成中に外部キーを作成する

列の定義で REFERENCES キーワード を使用し て、 テーブル作成時に外部キーを作成する こ と ができ ます。 外部

キーは 1 つまたは複数の列で構成されます。 列のデータ型は、 この外部キーが参照する主キーと同じでなければ

な り ません。 次の例では your_id が作成され、 mytable.id を参照する外部キーに指定される こ と を示し ています。

CREATE TABLE yourtable (your_id INTEGER REFERENCES mytable(id) ON DELETE CASCADE, 
yourname CHAR(20))

ステー ト メ ン ト の最後に外部キーの指定を追加する こ と もでき ます。 キーに複数列を使用する場合、 この技法を

使 う 必要があ り ます。

CREATE TABLE yourtable (your_id INTEGER, 
yourname CHAR(20), 
FOREIGN KEY(your_id, yourname) REFERENCES 
mytable(id, myname) ON DELETE CASCADE)

外部キーを作成する と、 データベース  エンジンは指定された列にイ ンデッ ク ス を追加し ます。

ほかの例については、 『SQL Engine Reference』 の 「CREATE TABLE」 を参照し て く ださい。

既存のテーブルに外部キーを追加する

ZenCC を使用し て、 または ADD FOREIGN KEY を使った ALTER TABLE ステー ト メ ン ト によ って、 既存のテー

ブルに外部キーを追加する こ と ができ ます。 『Zen User's Guide』 の 「外部キーのタ ス ク」 および 「SQL Editor」 を
参照し て く ださい。

次の例ではこの外部キーに削除規則と更新規則の 2 つの規則が定義されています。

ALTER TABLE yourtable ADD FOREIGN KEY (your_id,yourname) REFERENCES 
mytable(id,myname) ON DELETE CASCADE ON UPDATE RESTRICT

DELETE CASCADE は慎重に使用し て く ださい。 「削除カスケード」 に記載されている例を参照し て く ださい。

ほかの例については、 『SQL Engine Reference』 の 「ALTER TABLE」 を参照し て く ださい。
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Btrieve およびリ レーシ ョ ナル制約間の相互作用

Zen は、 リ レーシ ョ ナル エンジン と  MicroKernel エンジンの両方を介し て同一データへの同時ア ク セス をサポー

ト する よ う に設計されていますが、 リ レーシ ョ ナル （SQL） データベース  アーキテ クチャの機能によ っては、 そ

のデータへの Btrieve ア ク セス を妨げる も のがあ り ます。 た と えば、 参照整合性 （RI） のよ う な リ レーシ ョ ナル

ア ク セス を制限する よ う に設計された機能は、 データ整合性と い う 点では Btrieve ア ク セス も制限し ます。

整合性の設定、 バウ ン ド  データベース、 ODBC/SQL セキ ュ リ テ ィ 、 ト リ ガー、 参照整合性、 およびオーナー ネー

ムなどの機能を ト ラ ンザク シ ョ ナル （Btrieve） アプ リ ケーシ ョ ンが使用するデータベースに実装するには、 あ ら

かじめこれらの機能について完全に理解し ている必要があ り ます。 ほ と んどの場合、 両者の長所を生かすデータ

ベース  ア ク セス を得られますが、 セキ ュ リ テ ィ 、 参照整合性、 および ト リ ガーはア ク セスやオペレーシ ョ ンに制

約を設けるため、一部の Btrieve オペレーシ ョ ンは、 それらの実装によ って制限された り 妨害された り する場合が

あ り ます。

整合性の設定、 バウ ン ド  データベース、 セキ ュ リ テ ィ 、 ト リ ガー、 または参照整合性を使用し ている場合には、

データ またはフ ァ イルへの Btrieve ア ク セス時、 そのデータに設定されている制約に違反する と、 Btrieve ア ク セ

スが制限された り 完全にア ク セスでき な く なった り する こ と があ り ます。 ト リ ガー と  RI は主 と し て Btrieve API
を介し たデータの操作能力を制限し ます。 

セキ ュ リ テ ィ と オーナー ネームは、 適切なアカ ウ ン ト 、 ア ク セス権、 およびパス ワード を持たないデータへのア

ク セス または操作能力を制限する場合があ り ます。 これらの機能について考え られる さ まざまな組み合わせはた

く さんあ るので、 最も一般的な組み合わせのみを以下に一覧表示し ます。

（1） データベースにバウ ン ド  データベースが設定されているかど う かに関係な く 、 データベース  エンジンは、

データ  フ ァ イルに ト リ ガーあ る場合、 外部キーがあ る場合、 あ るいは外部キーで参照される主キーがあ る場合に

は、自動的にデータ  フ ァ イルをバウ ン ド と し てス タ ンプし ます。バウ ン ド  データベースやフ ァ イルの詳細につい

ては、 「バウ ン ド  データベース」 を参照し て く ださい。

表 19 リ レーシ ョ ナル制約と  Btrieve アクセス間の相互作用

条件 結果

DDF の
有無

整合性の

設定

バウン ド  デー

タベース

リ レーシ ョ ナル 
セキュ リ テ ィ の

使用

ト リ ガー

の使用

RI の使用 Btrieve ア
クセス可能

SQL/ODBC 
アクセス可能

No - - - - - Yes No

Yes No No No No - Yes Yes

Yes No No (1) No Yes (2) - Yes (2) Yes

Yes Yes No No No No Yes Yes

Yes Yes No Yes No No Yes (3) Yes (3)

Yes Yes No (1) Yes No Yes Yes (4) Yes (3) (4)

Yes Yes No (1) Yes Yes (2) No Yes (1) Yes (3)

Yes Yes Yes No No No Yes Yes

Yes Yes Yes Yes No No Yes (3) Yes (3)

Yes Yes Yes (1) Yes No Yes Yes (2) (4) Yes (3) (4)

Yes Yes Yes (1) Yes Yes (2) No Yes (2) (3) Yes (3)
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（2） テーブルに ト リ ガーを追加する と、 Btrieve API は ト リ ガーの実行を引き起こすあ らゆるオペレーシ ョ ンにつ

いて、 そのフ ァ イルへのア ク セスが妨げられます。 ト リ ガーは Btrieve イ ン ターフ ェ イ ス を介し たデータベース操

作には作用し ないため、 このロ ッ ク ア ウ ト 動作によ ってデータの一貫性が保持されます。 詳細については、 「バウ

ン ド  データベース と整合性の設定」 を参照し て く ださい。 

（3） データベース またはフ ァ イルがセキ ュ リ テ ィ で保護されている場合、 ユーザーがそのフ ァ イルに対する権限

（ リ レーシ ョ ナル ユーザー名と パス ワード、 または有効な Btrieve オーナー ネーム） を持っているのであれば、 ア

ク セスは許可されます。セキ ュ リ テ ィ で保護されたデータベース内にあ るがオーナー ネームが設定されていない

フ ァ イルには、 Btrieve ユーザーはア ク セスでき ません。 Btrieve オーナー ネームが既に設定されている フ ァ イル

に リ レーシ ョ ナル セキ ュ リ テ ィ を最初に設定する と き、 Master ユーザーが Btrieve フ ァ イルのオーナー ネームを

使ってユーザーに リ レーシ ョ ナル権限を付与する必要があ り ます。 詳細については、 「Zen セキ ュ リ テ ィ 」 を参照

し て く ださい。

（4） テーブルに参照整合性制約が含まれてお り 、 そのデータベースで整合性の設定が有効になっている場合、 制

約に違反する  Btrieve および SQL 操作は共に行えません。 この メ カニズムによ り 、 ア ク セス方法に関係な く デー

タの整合性が保たれます。

バウン ド  データベース と整合性の設定

名前付きデータベースに ［整合性の設定］ 属性を指定し ない場合、 データベース  エンジンは参照整合性、 ト リ

ガー、 セキ ュ リ テ ィ 規則のいずれも強制し ません。 名前付きデータベースに ［整合性の設定］ 属性を指定する と、

データのア ク セスに使用する方法と は無関係に、 MicroKernel は定義済みセキ ュ リ テ ィ 、 参照整合性 （RI） および

ト リ ガーを設定でき ます。 MicroKernel は以下のよ う にこれらの規則を設定し ます。

 Btrieve ユーザーは リ レーシ ョ ナル セキ ュ リ テ ィ の制約を受けません。 フ ァ イルにオーナー ネームが設定さ

れている場合、 それは有効なま まです。 フ ァ イルにオーナー ネームがない場合、 Btrieve ユーザーは リ レー

シ ョ ナル セキ ュ リ テ ィ 制約に関係な く データにア ク セスでき ます。 Btrieve オペレーシ ョ ンは RI やそれ以外

のデータベースに定義されているすべての制約に加え、 以下に示す ト リ ガー制限の影響を受けます。

 フ ァ イルに制約が存在する場合、 Btrieve ア ク セスは以下のよ う に許可されます。

バウ ン ド  フ ァ イルに複数の制約が存在する場合、ア ク セス  レベルは最大限の制約または制約の組み合わせに従い

ます。 た と えば、 フ ァ イルに INSERT ト リ ガーと  UPDATE ト リ ガーが定義されている場合、 Btrieve ユーザーは

読み取 り 専用および削除ア ク セスのみが行えます。

「整合性の設定」 が直接 「バウ ン ド  データベース」 に関連付け られていません。 データベースは整合性の設定な

しでバイ ン ド されるか、 データベースはバイ ン ド されずに整合性の設定を設定されます。 

バウン ド  データベース

名前付きデータベースに 「バイ ン ド」 属性を指定し た場合、 そのデータベースの DDF およびデータ  フ ァ イルは

ほかのデータベース と は関連付ける こ と ができ ません。 また、 バウ ン ド  データ  フ ァ イルを、 データベース内の複

数のテーブル定義と関連付ける こ と もでき ません。 新しいテーブルまたは DDF をバウ ン ド  データベースに追加

する と、 データベース  エンジンが自動的に新しいオブジェ ク ト のバイ ン ド を行います。 この動作によ り 、 予測で

き ない動作やデータ整合性を壊すこ と になる矛盾を防ぎます。た と えば、同じデータベース内の 2 つの異なる テー

ブル定義に同じデータ  フ ァ イルを使用し た場合、 一方のテーブルに RI 規則を定義し、 も う 一方には定義し ない

表 20 Btrieve アクセスの制限－整合性の設定

フ ァ イルの制約 Btrieve を使ったアクセスで許可されるレベル

RI 制約の定義あ り ユーザーはデータのア ク セス、および RI 制約の範囲内でのオペレーシ ョ

ンの実行が可能です。

INSERT ト リ ガーの定義あ り 読み取 り 専用、 更新、 および削除オペレーシ ョ ンが許可されます。

UPDATE ト リ ガーの定義あ り 読み取 り 専用、 挿入、 および削除オペレーシ ョ ンが許可されます。

DELETE ト リ ガーの定義あ り 読み取 り 専用、 更新、 および挿入オペレーシ ョ ンが許可されます。
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でお く こ と ができ ます。 この場合、 RI 規則を持たないテーブルに行を挿入する こ と は、 も う 一方のテーブルの RI
規則に違反する こ と にな り ます。データ  フ ァ イル と  DDF をバイ ン ドする こ と によ り このよ う な矛盾を防ぎます。

DDF および データ  フ ァ イルは、 個々にバイ ン ド でき ます。 データ  フ ァ イルに ト リ ガーがあ る場合、 外部キーが

あ る場合、 または外部キーで参照される主キーがあ る場合、データベース  エンジンは自動的にそのデータ  フ ァ イ

ルをバイ ン ド  データ  フ ァ イル と し て特徴付けます。 これらのフ ァ イルは別のデータベース と共有できず、複数の

テーブル定義に関連付け られる こ と もでき ません。

データ  フ ァ イルがバイ ン ド されている こ と は、そのデータ  フ ァ イルへの Btrieve ア ク セスには直接影響し ません。

ただし、 バイ ン ド されたフ ァ イルには Btrieve ア ク セス を制限するほかの制約があ る こ と があ り ます。

関連項目

データベースへの 「整合性の設定」 および 「バウ ン ド  データベース」 設定の使用法については、 「［データベース

の新規作成］ GUI の リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。
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8Zen セキュ リ テ ィ

データベース  エンジンのためのセキ ュ リ テ ィ に関する概念と作業

Zen は、 MicroKernel エンジンを呼び出す SQL ベース  アプ リ ケーシ ョ ンおよび Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンに対し、

それぞれ リ レーシ ョ ナル データベース  レベルおよびフ ァ イル レベルのセキ ュ リ テ ィ を提供し ます。 データ  ア ク

セスは、 オペレーテ ィ ング システムや Active Directory アカ ウ ン ト を介し たユーザー認証によ って、 も し く は Zen
データベース  ユーザーと し て保護する こ と ができ ます。 ユーザー ID が確認される と、 そのユーザー権限は、 オ

ペレーテ ィ ング システム または Active Directory の権限グループによ って、 も し く はユーザー / グループ レベル

で定義された Zen データベース権によ って承認されます。

以下のセ ク シ ョ ンでは、 これらのセキ ュ リ テ ィ  モデル と それらモデルの使用方法、 および Zen のデータ  フ ァ イ

ルの暗号化機能について説明し ます。

 「 リ レーシ ョ ナル エンジンのセキ ュ リ テ ィ  モデル」

 「MicroKernel エンジンのセキ ュ リ テ ィ  モデル」

 「MicroKernel エンジンのセキ ュ リ テ ィ 計画」

 「MicroKernel エンジン セキ ュ リ テ ィ のク イ ッ ク  ス ター ト 」

 「ネ ッ ト ワーク上のデータの暗号化」
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リ レーシ ョ ナル エンジンのセキュ リ テ ィ  モデル

Zen では、 SQL アプ リ ケーシ ョ ンは、 次の表に示す認証設定および許可設定を使用でき ます。 

新しいデータベース を作成し た と き、 デフ ォル ト では、 データベース  セキ ュ リ テ ィ は無効になっています。 これ

を有効にするには、 セキ ュ リ テ ィ を有効にし た と きに作成された Master ユーザーのパス ワード を入力し ます。 使

用可能なパス ワード の詳細については、 「識別子の種類別の制限」 を参照し て く ださい。 

データベースのセキ ュ リ テ ィ を有効にし た後で、 さ まざまなデータベース活動のために権限を設定するのに必要

と な る ユーザーやグループを作成する必要があ り ます。 ローカル データベース  セキ ュ リ テ ィ を設定するには、

ユーザーに直接権限を割 り 当てる方法と、グループ レベルで権限を割 り 当ててから そのグループにユーザーを割

り 当てる方法の 2 つがあ り ます。Windows ド メ イ ンのセキ ュ リ テ ィ を設定するには、グループのみを作成し ます。

こ のグループの名前には、 ネ ッ ト ワーク  ユーザーが メ ンバーになっている権限グループ と 同じ名前を使用し ま

す。 各データベースのユーザーやグループを管理するには、 ZenCC または SQL ス ク リ プ ト を使用し ます。

また、 データベースに接続し ているすべてのユーザーに適用されるデフ ォル ト の PUBLIC グループの権限を設定

する こ と もでき ます。 各ユーザーの権限は、 ユーザー権限またはグループ権限と  PUBLIC グループの権限の組み

合わせと な り ます。 新しいデータベースの PUBLIC グループには、 権限が設定されておらず、 すべての権限がグ

ループ レベルまたは個々のユーザーのレベルで管理されている場合には設定は必要あ り ません。

これらの概念について、 以降のセ ク シ ョ ンでさ らに詳し く 説明し ます。

 「Master ユーザー」

 「特殊なグループであ る  PUBLIC」

 「ユーザーと グループ」

 「SQL および Zen のセキ ュ リ テ ィ 」

Master ユーザー

Zen データベースのセキ ュ リ テ ィ を有効にする と、そのデータベースヘのフル ア ク セス権を持つ Master と い う 名

前のユーザーが作成されます。 Master ユーザーにはパス ワード が必要です。 このパス ワード は、 セキ ュ リ テ ィ を

有効にする と きに設定し ます。 各データベースに設定する  Master パス ワード は互いに無関係のため、 異なる値を

データベース セキュ

リ テ ィ

認証 許可  セキュ リ テ ィ のレベル

無効 • オペレーテ ィ ング システム

• サーバー接続用のユーザー名 と

パス ワード

• 制限な し

• オーナー ネーム （省略可能）

な し。 SQL 接続でア ク セス

可能なすべてのテーブル。

ロ ー カ ル デー タ

ベース

• Zen ユーザー

• オペレーテ ィ ング システムやド

メ イ ン と は無関係のユーザー名

およびパス ワード

• Zen ユーザー権限 （グループがない場

合）

• Zen グループ権限 （ユーザー権限がな

い場合）

• PUBLIC の権限

• オーナー ネーム （省略可能）

• データベース

• テーブル

• テーブル列

• ス ト ア ド  プ ロ シージ ャ

（V2 形式の場合）

• ビ ュー （V2 形式の場合）

Windows ド メ イ ン • Active Directory ユーザー

• ユーザー名と パス ワード

• Zen データベース  グループ名を

使って付け られた名前を持つ ド

メ イ ン グループに割 り 当て られ

たユーザー

• Zen グループ権限 （必須）

• PUBLIC の権限

• オーナー ネーム （省略可能）

• 個々のユーザー権限 / 権利な し

ロ ーカル デー タ ベー ス の

場合と同じ
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設定でき ます。 データベースのセキ ュ リ テ ィ 設定を変更するには Master パス ワード を入力する必要があ る ため、

Master パス ワード を忘れないよ う にし て く ださい。 

データベースの Master ユーザーと し て認証された後で、ZenCC を使用する こ と で、 そのデータベースのユーザー

の作成、ユーザーの割 り 当て先と なる グループの作成、グループ レベル と ユーザー レベルでのデータへのア ク セ

ス権限の管理を行 う こ と ができ ます。 また、 グループの作成 と そのグループへのユーザーの作成を行 う  SQL ス
テー ト メ ン ト を実行する こ と もでき ます。 ユーザーは、 作成し た 1 つのグループだけの メ ンバーになる こ と がで

き ます。 すべてのユーザーは各データベースの特殊なグループであ る  PUBLIC の メ ンバーに自動的にな り ます。

特殊なグループである PUBLIC
すべてのユーザーに同様のア ク セス権を付与し たい場合は、 それらのア ク セス権を PUBLIC と い う 名前の特殊な

グループに付与する こ と ができ ます。 セキ ュ リ テ ィ を有効にする と、 データベース  エンジンは自動的に PUBLIC
と い う 特殊なグループを作成し ます。最初、PUBLIC には何のア ク セス権も割 り 当て られていません。PUBLIC 権
限を割 り 当て るか、 独自の権限を持つユーザーやグループを作成する までは、 Zen データへのア ク セスはブロ ッ

ク されます。 

PUBLIC はすべてのユーザーにデフ ォル ト の権限を与え る特殊なグループです。 別の Zen グループにユーザーを

割 り 当てた場合でも、 そのユーザーは PUBLIC の メ ンバーであ り 続けます。 PUBLIC のア ク セス権の適用方法を

わか り やす く するために 2 つの例を示し ます。 ZenCC で、 PUBLIC に CREATE TABLE 権限を割 り 当てる と し ま

す。 次に、 ZenCC で myuser と い う 名前のユーザーを作成し ますが、 ユーザーのア ク セス権にテーブルを作成す

るための個別の権限は含めないもの と し ます。データベース  エンジンは最初に PUBLIC のア ク セス権を調べるた

め、 この場合、 テーブル作成の権限は PUBLIC から付与される こ と にな り 、 myuser はテーブルを作成でき ます。

逆に言えば、 PUBLIC にア ク セス権が付与されていない場合は、 個々のユーザーまたはグループに付与されてい

る ア ク セス権が適用されます。 た と えば、 ZenCC で、 PUBLIC に CREATE TABLE 権限を割 り 当てない と し ます。

ユーザーま たはユーザーが属する グループのア ク セス権がテーブルの作成を許可し ない限 り 、 どのユーザーも

テーブルを作成でき ません。

ユーザーとグループ

ローカル データベース認証を有効にし た後で、 そのデータベースのユーザーと グループの権限を管理でき ます。

Windows ド メ イ ン認証の場合には、 ユーザー メ ンバーシ ッ プは Active Directory で割 り 当て られる ため、 グルー

プ権限のみを管理する こ と ができ ます。 どち らの認証の場合でも、 ZenCC の Zen エ ク スプローラーには管理でき

るユーザーと グループが表示されます。 次の表は、 ユーザーと グループに適用される一般的な規則を示し ます。 

詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「ユーザーと グループの作業」 を参照し て く ださい。

ユーザーとグループに関する規則 ローカル 
データベース

Windows 
ド メ イ ン

ユーザーは、 グループの メ ンバーになる必要はな く 、個人と し ての権限設定を持つこ と ができ る ○ 適用外

グループ内のすべてのユーザーは、 そのグループに定義された権限を持つ ○ ○

ユーザーは、 グループの メ ンバーになる場合には、 個人と し ての権限を持たない ○ ○

ユーザーの権限は PUBLIC グループの権限と結合される ○ 適用外

グループの権限は PUBLIC グループの権限と結合される ○ ○

ユーザーは、 一度に 1 つのグループ （PUBLIC グループはカ ウ ン ト し ない） だけの メ ンバーにな

る こ と ができ る

○ ○

グループは別のグループの メ ンバーになる こ と ができ ない ○ ○
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SQL および Zen のセキュ リ テ ィ

SQL ス ク リ プ ト を使って リ レーシ ョ ナル エンジンのセキ ュ リ テ ィ を管理する場合は、 『SQL Engine Reference』 の

以下のセ ク シ ョ ンに役立つ情報が記載されているのでご覧 く ださい。

 「ビ ューおよびス ト ア ド  プロ シージ ャに対する権限」

 「ALTER GROUP」

 「ALTER USER」

 「CREATE GROUP」

 「CREATE USER」

 「DROP GROUP」

 「DROP USER」

 「GRANT」

 「REVOKE」

 「SET PASSWORD」

 「SET SECURITY」

 「psp_groups」 

 「psp_procedure_rights」 

 「psp_table_rights」 

 「psp_view_rights」 

 「psp_users」 

複数のデータベースのデータにアクセスする

1 つの接続内の複数のデータベースが同じマシン上に存在する場合には、 SQL アプ リ ケーシ ョ ンはそれらのデー

タベース内のデータにア ク セスでき ます。 ただし、 一度にロ グ イ ンでき るデータベースは 1 つのため、 ロ グ イ ン

し ていない別のデータベースにア ク セスでき るかど う かは両方のデータベースのセキ ュ リ テ ィ 設定によ り ます。 

表 21 セキュ リ テ ィ 設定に基づ く データベースのアクセス権

ログイ ン し ているデータベースの

セキュ リ テ ィ

も う  1 つのデータベースのセキュ リ テ ィ も う  1 つのデータベースへのアクセス

有効 な し すべての権限 / 権利を使用し たア ク セス

が可能です。

有効 有効

データベースは、 ロ グ イ ン し ているデー

タベース と同じユーザー名と パス ワード

を使用し ます。

も う  1 つのデータベースに設定されてい

る権限 / 権利を使用し たア ク セスが可能

です。

有効 有効

データベースは、 ロ グ イ ン し ているデー

タベース と異なるユーザー名と パス ワー

ド を使用し ます。

ア ク セスは拒否されます。

な し 有効 ア ク セスは拒否されます。
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MicroKernel エンジンのセキュ リ テ ィ  モデル

Zen では、 Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンは、 次の表に示す認証設定および許可設定を使用でき ます。 

これらの設定について、 以降のセ ク シ ョ ンでさ らに詳し く 説明し ます。

 「Btrieve のク ラ シ ッ ク  セキ ュ リ テ ィ 」

 「Btrieve の混合セキ ュ リ テ ィ 」

 「Btrieve フ ァ イルのデータベース  セキ ュ リ テ ィ 」

 「Btrieve のク ラ シ ッ ク  セキ ュ リ テ ィ および混合セキ ュ リ テ ィ に関する注意事項」

 「Btrieve の混合セキ ュ リ テ ィ およびデータベース  セキ ュ リ テ ィ に関する注意事項」

 「Btrieve の混合セキ ュ リ テ ィ やデータベース  セキ ュ リ テ ィ の設定」

 「オーナー ネーム」

これらのセ ク シ ョ ンは、MicroKernel エンジンを呼び出すアプ リ ケーシ ョ ンにのみ適用されます。「資格情報」、「ロ

グイ ン資格情報」、 または 「ユーザー資格情報」 と は、 有効なユーザー名と パス ワード のこ と です。

MicroKernel エンジンに対する  Zen データベースの認証および許可は、 オペレーテ ィ ング システムに対し て依存

させるか、 または独立させるかを設定でき ます。 Btrieve ユーザーにデータ  フ ァ イルへのオペレーテ ィ ング シス

テム ア ク セスが許可されていな く て も、 そのユーザーにデータベースヘのア ク セス を許可でき ます。

Btrieve のク ラシ ッ ク  セキュ リ テ ィ

ク ラ シ ッ ク  セキ ュ リ テ ィ は、 本データベースのすべての リ リ ースで提供されている  Btrieve セキ ュ リ テ ィ  モデル

です。 Btrieve ユーザーの場合、 認証はオペレーテ ィ ング システムによ って実行され、 データ  ア ク セス権限は当

該ユーザーのフ ァ イル システム権限によ って決定されます。 ユーザーには Btrieve 経由でフ ァ イルにア ク セスす

るための同様の権限があ り ます。オペレーテ ィ ング システムによ って制御される別の種類のフ ァ イルに対し て も

その権限があ り ます。

Btrieve セキュ リ テ ィ 認証 許可

ク ラ シ ッ ク • オペレーテ ィ ング システム

• ユーザー名と パス ワード

• フ ァ イル システムに対する権限

• オーナー ネーム （省略可能）

ローカル データベース認

証に よ っ てセ キ ュ リ テ ィ

保護されたデータベース

• Zen ユーザー

• オペレーテ ィ ング システムやド メ イ ン と は無関

係のユーザー名およびパス ワード

• Zen ユーザー権限 / 権利

• Zen グループ権限 （省略可能）

• PUBLIC 権限 （省略可能）

• オーナー ネーム （省略可能）

Windows ド メ イ ン認証に

よ っ てセ キ ュ リ テ ィ 保護

されたデータベース

• Active Directory ユーザー

• ユーザー名と パス ワード

• Zen データベース  グループ と同じ名前を持つド

メ イ ン権限グループに割 り 当て られたユーザー

• Zen グループ権限 （必須）

• PUBLIC 権限 （省略可能）

• オーナー ネーム （省略可能）

• 個々のユーザー権限 / 権利な し

混合 • オペレーテ ィ ング システム または ド メ イ ン

• ユーザー名と パス ワード

• 個々のユーザー権限 / 権利（ローカル データ

ベース  セキ ュ リ テ ィ を使用する場合）

• グループ権限 （Windows ド メ イ ン セキ ュ リ

テ ィ を使用する場合）

• PUBLIC 権限 （省略可能）

• オーナー ネーム （省略可能）
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Btrieve オーナー ネームは、 個々のフ ァ イルに対する ア ク セス を制限する こ と によ って、 別のセキ ュ リ テ ィ  レ イ

ヤーを追加でき ます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。

Btrieve のク ラシ ッ ク  セキュ リ テ ィ の設定

ク ラ シ ッ ク  セキ ュ リ テ ィ では、アプ リ ケーシ ョ ンのユーザーおよびア ク セス権限の設定は、オペレーテ ィ ング シ
ステムのユーザーを作成し、 フ ァ イルおよびフ ォルダーへの権限を割 り 当てるだけで行 う こ と ができ ます。 これ

ら以外の操作を行 う 必要はあ り ません。

Btrieve の混合セキュ リ テ ィ

Btrieve の混合セキ ュ リ テ ィ は、 ユーザーにオペレーテ ィ ング システム フ ァ イルへの権限を付与せずに、 Btrieve
データ  フ ァ イルへのア ク セス権を提供し ます。 このオプシ ョ ンを使用でき る環境は、 フ ァ イルを指定する  URI や
API ロ グ イ ン を使用する よ う に Btrieve アプ リ ケーシ ョ ン を変更でき ないよ う にセキ ュ リ テ ィ を強化し ている環

境です。 

混合セキ ュ リ テ ィ  モデルでは、 Btrieve の Open 要求が発生する と、 データベース  エンジンは DefaultDB と い う 名

前の特別なデータベースに登録されているユーザーの リ ス ト に照ら し て、オペレーテ ィ ング システム ユーザーを

認証し ます。オペレーテ ィ ング システムがユーザーを認識する と、データベース  エンジンはデータベースの権限

テーブルを使って、開こ う と し ている フ ァ イルへの当該ユーザーのア ク セス権を決定し ます。このため、ユーザー

の権限が、そのユーザーが使用し よ う と し ているデータベース内に定義されている必要があ り ます。オペレーテ ィ

ング システムの権限に関係な く 、 データベース  エンジンはその権限を適用し ます。

Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンのデータベース許可は、 リ レーシ ョ ナル エンジン セキ ュ リ テ ィ  モデルを拡張する こ と

によ って提供されているため、 Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンでも使用でき ます。 ユーザーと グループを作成、 定義し

て権限を設定する機能は、 ZenCC によ って、 また、 GRANT、 REVOKE、 ALTER GROUP、 CREATE USER、 ALTER
USER、 DROP USER などの SQL ステー ト メ ン ト によ って も提供されます。

混合セキ ュ リ テ ィ  モデルにおいて、 ローカル データベース認証と  Windows ド メ イ ン認証は多少異な り ます。 混

合セキ ュ リ テ ィ  モデルでは、 DefaultDB データベースに定義されているユーザー名はすべて、 オペレーテ ィ ング

システムに定義されているユーザー名と一致し ていなければな り ません。データベース  エンジンは、Btrieve フ ァ

イルの作成中やオープン操作中は、入力されたユーザー名と パス ワード を認証用にオペレーテ ィ ング システムに

渡すだけです。 オペレーテ ィ ング システムが資格情報を認証し た ら、 データベースはユーザー個人の権限または

そのユーザーが割 り 当て られている グループの権限を使用し ます。 個々のユーザーまたはグループの権限を定義

する代わ り に、 PUBLIC グループを使えば、 それらの権限を一度に定義する こ と ができ ます。 

Windows ド メ イ ン認証と の混合セキ ュ リ テ ィ では、 Active Directory 内のグループ名はデータベースに定義されて

いる グループ と 同じであ る必要があ り ますが、 ユーザー メ ンバーシ ッ プは Active Directory 内でのみ処理されま

す。 データベース  エンジンは、 Btrieve フ ァ イルの作成中やオープン操作中は、、 ユーザーが入力し たユーザー名

と パス ワード を認証用にネ ッ ト ワーク に渡し ます。 ネ ッ ト ワーク が資格情報を認証し た ら、 データベースはユー

ザーに割 り 当て られている グループを使って権限を決定し ます。 データベースにユーザーを追加する必要はあ り

ません。 事実、 ZenCC には ［ユーザー］ ノード が表示されな く なっています。 様々なグループの権限を定義する

代わ り に、 PUBLIC グループを使えば、 それらの権限を一度に定義する こ と ができ ます。

混合セキ ュ リ テ ィ の設定手順については、 「Btrieve の混合セキ ュ リ テ ィ やデータベース  セキ ュ リ テ ィ の設定」 を

参照し て く ださい。

Btrieve のク ラシ ッ ク  セキュ リ テ ィ および混合セキュ リ テ ィ に関する注意事項

ワーク グループ エンジンはオペレーテ ィ ング システム認証を実行し ないため、 ワーク グループ エンジンを使用

し ている場合の、 ク ラ シ ッ クおよび混合セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーの動作は同じです。 ワーク グループ エンジンを

使って Btrieve データベース をセキ ュ リ テ ィ で保護し たい場合は、データベース  セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーを選択し、

必要なユーザーやグループをすべて設定する必要があ り ます。

Btrieve フ ァ イルのデータベース セキュ リ テ ィ

Btrieve フ ァ イルのデータベース  セキ ュ リ テ ィ では、 アプ リ ケーシ ョ ンが Btrieve ロ グ イ ン オペレーシ ョ ンを実行

するか、Btrieve URI を使って Open オペレーシ ョ ンのフ ァ イルを指定する必要があ り ます。どち らの場合も、デー
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タベースはロ グ イ ン または URI の中から参照されます。 このデータベースは、 指定されたユーザーに権限を付与

し ます。 Btrieve データベース  セキ ュ リ テ ィ では、 Zen データベースは、 ローカルの Zen データベースに定義され

たユーザーの リ ス ト と照合するか、 あ るいはユーザーが Zen データベース内のグループ と同じ名前を持つ権限グ

ループの メ ンバーになっている  Windows Active Directory に定義された、 ネ ッ ト ワーク  ロ グ イ ンの リ ス ト と照合

する こ と で、 ユーザーを認証し、 それらのユーザーに対し て Btrieve データ  フ ァ イルへのア ク セス を許可し ます。

後記する  1 つの例外を除いて、ユーザーがデータに接続し ア ク セスする権限は、そのユーザーが必要なアプ リ ケー

シ ョ ン を実行する シ ス テムに正常にロ グ イ ンでき る限 り 、 フ ァ イル シ ス テム権限 と は関係あ り ません。 データ

ベースのユーザーと グループを定義し て権限を設定する機能は、 ZenCC によ って、 また GRANT や REVOKE な
どの SQL ステー ト メ ン ト によ って提供されます。

メ モ  新しいデータベース を作成する場合は、 ユーザーはオペレーテ ィ ング システムで管理者権限を持って

いる必要があ り ます。

Btrieve の混合セキュ リ テ ィ およびデータベース セキュ リ テ ィ に関する注意事項

混合またはデータベース  セキ ュ リ テ ィ  モデルは、当該データベースに属する もの と し て定義されているデ ィ レ ク

ト リ に存在する  Btrieve データ  フ ァ イルでのみ使用でき ます。 このデータベースには、 「デフ ォル ト のデータベー

ス と現在のデータベース」 に記載されているデフ ォル ト  データベース  DefaultDB も含まれます。 データベース と

関連付け られていないデ ィ レ ク ト リ にあ るデータ  フ ァ イルにはア ク セスでき ません。

これらのセキ ュ リ テ ィ  モデルの主な利点の 1 つは、ユーザーのデータ  フ ァ イルへの直接ア ク セス を制限する一方

で、データベース  エンジンを介し たデータ  ア ク セスにはフル ア ク セス を許可でき る こ と です。対照的にク ラ シ ッ

ク  モデルでは、 データ  フ ァ イルへのレ コード の追加が許可されているユーザーは、 必ずオペレーテ ィ ング シス

テムから もデータ  フ ァ イルのコ ピー、 削除ができ なければな り ません。

Btrieve の混合セキュ リ テ ィ やデータベース セキュ リ テ ィ の設定

混合セキ ュ リ テ ィ またはデータベース  セキ ュ リ テ ィ に移行するには、 多数の選択を行った上、 慎重に計画を立て

る必要があ り ます。 既に確立し ている環境では、 お使いの製品環境が混乱し ないよ う に、 Btrieve フ ァ イルをデー

タベースにま と める方法を考え、 移行の予定を立てる必要があ るかも しれません。 

デフ ォル ト の ク ラ シ ッ ク  セキ ュ リ テ ィ か ら混合ま たはデータベース  セキ ュ リ テ ィ に移行する手順については、

『Zen User's Guide』 の 「セキ ュ リ テ ィ の作業」 を参照し て く ださい。

オーナー ネーム

オーナー ネームは、Btrieve データ  フ ァ イルへのア ク セス を制限するために使用するバイ ト 文字列です。オーナー

ネームは、個々のフ ァ イルにア ク セスでき る よ う にするパス ワード と考え る こ と ができ ます。 さ らに、Zen がフ ァ

イルを暗号化する と、 オーナ ネームはプ ラ イベー ト 暗号化キー と し て機能し ます。 オーナー ネームはフ ァ イル

ヘッ ダーに存在し ます。 このオーナー ネームは、 フ ァ イルが暗号化されているかど う かにかかわらず、 常に暗号

化されます。 一般のパス ワード と同様に、 オーナー ネームでは大文字と小文字が区別されます。

サポー ト されているすべての Zen データベース  エンジンの リ リ ースでは、 フ ァ イルに対し て 1 ～ 8 文字の ASCII
文字の 「短い」 オーナー ネームを設定する機能が提供されます。 ア ク セス制限に加え、 短いオーナー ネームは、

Function Executor の ［暗号化フ ァ イル］ 設定や Maintenance ツールの ［フ ァ イルのデータ を暗号化する］ 設定を選

択し た場合に、 独自の暗号化を適用するために使用されます。 

Zen 10.10 から、 1 ～ 24 文字の ASCII 文字の 「長い」 オーナー ネームが導入されま し た。 これによ り 、 フ ァ イル

セキ ュ リ テ ィ が強化され、 よ り 強力な 128 ビ ッ ト 暗号化を使用でき る よ う にな り ま し た。

Zen 13.30 では、 AES-192 暗号化が追加され、 16 進数文字列の長いオーナー ネームがサポー ト されま し た。

Zen 14.00 では、 長いオーナー ネームの最大 ASCII 文字数が 32 に延ばされ、 それに応じ て 16 進数の制限も拡張

され、 AES-256 暗号化が追加されま し た。
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長いオーナー ネーム と フ ァ イル暗号化の可能性を次の表に要約し ます。

16 進数の長いオーナー ネームは以下の要件を満たす必要があ り ます。 

 オーナー ネーム文字列は、 先頭に文字 0x または 0X が付いている。

 オーナー ネーム文字列は、16 進数の文字 0123456789abcdefABCDEF のみを使用し、スペースが入っていない。

 ヌル文字 （00 と し てエン コード される） を使用し ていない。

 13.0 形式フ ァ イルの場合の桁数は、 32 ～ 64 文字と プレ フ ィ ッ ク ス  0x または 0X を合わせて偶数であ る必要

があ る。9.5 形式フ ァ イルの場合の桁数は、32 ～ 48 文字と プレ フ ィ ッ ク ス  0x または 0X を合わせて偶数であ

る必要があ る。 こ こ で留意する点は、 プレ フ ィ ッ ク スは 16 進値を示すためだけに使用され、 暗号化アルゴ リ

ズムでは使用されない と い う こ と です。

長いオーナー ネームを持つフ ァ イルには、 以下の制限が適用されます。

 Zen v14 以降におけるオーナー ネーム文字列の暗号化はよ り 強力になっているため、Zen v14 で長いオーナー

ネームを割 り 当て られた 13.0 形式のフ ァ イルは、 Zen v14 以降でのみ読み取 り 可能にな り ます。 これは、 そ

のフ ァ イル自体が暗号化されているかど う かにかかわらず適用されます。9.5 形式のフ ァ イルは強力な暗号化

を持たないため、 影響を受けません。

 10.10 バージ ョ ン よ り 前の Zen は長いオーナー ネームをサポー ト し ていないため、 長いオーナー ネームを持

つフ ァ イルを読み取る こ と ができ ません。 

 フ ァ イルを 9.5 よ り 前のフ ァ イル形式に リ ビル ドするには、 まず、 そのオーナー ネームを削除し てお く 必要

があ り ます。 

メ モ  オーナー ネームは、 ネ ッ ト ワーク、 システム、 またはデータベース  レベルで認証されるユーザー名と

は関係あ り ません。 た と えば、 フ ァ イル オーナー ネームの Master はデフ ォル ト  Master ユーザーと は異な り

ます。 

以下の ト ピ ッ ク ではよ り 詳しい説明を提供し ます。

 「オーナー ネームを選択および設定する」

 「オーナー ネームおよび SQL ア ク セス」

 「オーナー ネーム と暗号化」

Zen バージ ョ ン 長いオーナー ネーム フ ァ イルの暗号化

14.00 13.0 形式 
1 ～ 32 文字の ASCII 文字

32 ～ 64 文字の 16 進数＋ 0x
または 0X のプレ フ ィ ッ ク ス  

9.5 形式 
1 ～ 24 文字の ASCII 文字

32 ～ 48 文字の 16 進数＋ 0x
または 0X のプレ フ ィ ッ ク ス

13.0 形式で、 長いオーナー ネームが 25 ～ 32 文字の ASCII 文字であ

るか、 50 ～ 64 文字の 16 進数であ る フ ァ イルは、 AES-256 暗号化を

使用し ます。

13.0 形式で、長いオーナー ネームが 1 ～ 24 文字の ASCII 文字であ る

か、 32 ～ 48 文字の 16 進数であ る フ ァ イルは、 AES-192 暗号化を使

用し ます。

9.5 形式で長いオーナー ネームを持つフ ァ イルは、 128 ビ ッ ト 暗号化

を使用し ます。

13.30 13.0 形式 
1 ～ 24 文字の ASCII 文字

32 ～ 48 文字の 16 進数＋ 0x
または 0X のプレ フ ィ ッ ク ス

9.5 形式 
1 ～ 24 文字の ASCII 文字

32 ～ 48 文字の 16 進数＋ 0x
または 0X のプレ フ ィ ッ ク ス

13.0 形式で長いオーナー ネームを持つフ ァ イルは、 AES-192 暗号化

を使用し ます。

9.5 形式で長いオーナー ネームを持つフ ァ イルは、 128 ビ ッ ト 暗号化

を使用し ます。

10.10 ～ 13.20 9.5 形式 
1 ～ 24 文字の ASCII 文字

9.5 形式で長いオーナー ネームを持つフ ァ イルは、 128 ビ ッ ト 暗号化

を使用し ます。
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 「オーナー ネームの例」

オーナー ネームを選択および設定する

Maintenance および Function Executor ツールで、 フ ァ イルのオーナー ネームを設定またはク リ アする こ と ができ

ます。 SQL ス ク リ プ ト を使用し て、 テーブルのオーナー ネームを設定または管理する こ と はでき ませんが、 SET
OWNER および GRANT ステー ト メ ン ト を使用すれば必要に応じ てオーナーネームを提供でき ます。

ユーザーは、 オーナー ネームが割 り 当て られた と きに選択し たオプシ ョ ン （次の表を参照） に応じ てフ ァ イルに

ア ク セスする こ と ができ ます。 

オーナー ネームおよび SQL アクセス

SQL データベースでテーブル と し て機能する フ ァ イルに Btrieve オーナー ネームが設定されている場合に、 その

テーブルにア ク セスするには、 そのデータベースでセキ ュ リ テ ィ が有効になっているかど う かによ って、 2 つあ

る方法の う ち、 いずれかを使用し ます。 セキ ュ リ テ ィ が無効な場合は、 SET OWNER ステー ト メ ン ト をその他の

テーブル ア ク セス試行よ り 前に実行する こ と によ り 、オーナー ネームを取得でき ます。セキ ュ リ テ ィ が有効な場

合は、 データベースの Master ユーザーは、 そのテーブルに対する ア ク セス許可を任意のユーザー （Master ユー

ザー自身を含む） に発行する場合、 GRANT ステー ト メ ン ト でオーナー ネームを提供する必要があ り ます。 

オペレーテ ィ ング システムでオーナー ネームが含まれる フ ァ イルが読み取 り 専用の場合、Master ユーザーはオー

ナー ネームを使って自分自身に SELECT 権を特に付与し な く て も、 自動的に SELECT 権限を持ちます。 この場

合、 他のユーザーには、 この自動的に付与される ア ク セス権はあ り ませんが、 Master ユーザーはオーナー ネーム

を提供し な く て も  SELECT 権限を付与する こ と はでき ます。

オーナー ネームと暗号化

フ ァ イルに暗号化を指定し たオーナー ネームを最初に設定し た と きに、データベース  エンジンはフ ァ イル全体を

直ちに暗号化し ます。 フ ァ イルのサイ ズが大き く なるほど、 暗号化には時間がかか り ます。

暗号化されたフ ァ イルに対するデータ  ア ク セス操作は、 暗号化されていないフ ァ イルに比べて時間がかか り ま

す。 データベース  エンジンは、 デ ィ ス ク からページを読み取る際にそのページを復号し、 それをデ ィ ス ク に書き

戻す前に再度暗号化する必要があ り ます。

注意   フ ァ イルのオーナー ネームを忘れた り な く し た り し ないよ う にし て く ださい。 フ ァ イル自体が暗号化

されていなければ、 Btrieve API を使ってそのフ ァ イルを読み取る こ と はでき ますが、 オーナー ネームを指定

せずに、 フ ァ イルに書き込むこ と はでき ません。 フ ァ イルのオーナー ネームは、 フ ァ イルの内容を調べて も

オプシ ョ ン 説明

読み取 り 専用 オーナー ネーム を指定し な く て も、 ユーザーはデータ  フ ァ イルの変更を行わないデータ

ア ク セス操作を行 う こ と ができ ます。

読 み 取 り 専 用、

暗号化

オーナー ネーム を指定し な く て も、 ユーザーはデータ  フ ァ イルの変更を行わないデータ

ア ク セス操作を行 う こ と ができ ます。 このオプシ ョ ンを設定する と、 データベース  エンジ

ンはオーナー ネームをキーに使用し てフ ァ イルの全レ コード を暗号化し ます。 後から追加

される レ コード も暗号化されます。

ノーマル オーナー ネームを指定し ない と、ユーザーはフ ァ イル ア ク セス操作を一切行 う こ と ができ

ません。

暗号化のみ オーナー ネームを指定し ない と、ユーザーはフ ァ イル ア ク セス操作を一切行 う こ と ができ

ません。 このオプシ ョ ンを設定する と、データベース  エンジンはオーナー ネームをキーに

使用し てフ ァ イルの全レ コード を暗号化し ます。 後から追加される レ コード も暗号化され

ます。
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見つか り ません。 これは、 フ ァ イル データが暗号化されるかど う かにかかわらず、 オーナー ネーム文字列

が、 その割 り 当て対象のフ ァ イルのヘッ ダーで常に暗号化されるからです。

オーナー ネームの例

Btrieve オーナー ネーム を使用し てフ ァ イルへのア ク セス を許可する例については、 『SQL Engine Reference』 の

「GRANT」 を参照し て く ださい。
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MicroKernel エンジンのセキュ リ テ ィ 計画

新しいデータベースではすべて、 ［Btrieve セキ ュ リ テ ィ ］ 設定はデフ ォル ト で " ク ラ シ ッ ク " にな り ます。 つま

り 、 データベース  エンジンはオペレーテ ィ ング システムを使って認証を行い、 フ ォルダー と フ ァ イルの権限を

使ってア ク セスの許可を行います。オペレーテ ィ ング システム認証でデータ  フ ァ イルへのア ク セスが許可されて

いるユーザーは、Btrieve オーナー ネームを使ってア ク セスが制限されていない限 り 、 フ ァ イルに対する権限と同

レベルの権限をフ ァ イルに含まれているデータ  レ コード に対し て も持ちます。

以下のセ ク シ ョ ンでは、 デフ ォル ト  データベースやア ク セス を許可されたユーザーなど、 Btrieve セキ ュ リ テ ィ

ポ リ シーの要素を設定する手順について説明し ます。

 「使用可能なオプシ ョ ン」

 「ポ リ シーの選択」

 「セキ ュ リ テ ィ を設定するための準備」

 「処理の概要」

使用可能なオプシ ョ ン

使用でき るセキ ュ リ テ ィ  オプシ ョ ンは 3 つあ り ます。 これらのオプシ ョ ンの う ち最適なオプシ ョ ンを選択でき る

よ う に、 各オプシ ョ ンの機能を次の表に示し ます。 暗号化はどの設定でも任意です。 

Btrieve データベース セキ ュ リ テ ィ および リ レーシ ョ ナルのローカル データベース  セキ ュ リ テ ィ の下では、 デー

タベースのユーザー アカ ウ ン ト はオペレーテ ィ ング システムのユーザー アカ ウ ン ト と はま った く 無関係です。 

表 22 セキュ リ テ ィ 設定の機能比較

機能 ク ラシ ッ ク 混合 データ

ベース

ローカル データベース  セキ ュ リ テ ィ を使用する場合は、管理者がユーザー

ご と にオペレーテ ィ ング システム （OS） とデータベースのユーザー アカ

ウ ン ト を別々に設定する必要があ る。

○ ○

データベースのユーザー アカ ウ ン ト は OS のユーザー アカ ウ ン ト か ら直

接派生する。 これは、 Windows ド メ イ ン認証によ るデータベース  セキ ュ リ

テ ィ が使用される場合には常に該当する。

○ ○

データ  ア ク セス権はフ ァ イル システム権には関連付け られていない。 管

理者は、 データベースのデータ  ア ク セス権限を個々のユーザーま たはグ

ループに割 り 当てる必要があ る。

○ ○

ユーザーのデータ  ア ク セス権は、 OS ユーザーのフ ァ イル システム権から

直接派生する。

○

Zen をベース とする  Windows アプ リ ケーシ ョ ンから、 データベースのユー

ザー名と パス ワード を入力する自動ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グを表示でき る。
○ 1 ○ 1 ○

データベースは OS にロ グ イ ンできたユーザーを有効なデータベース  ユー

ザーと し て受け入れる。

○ ○ ○ 2

ユーザーは、 コ ンピ ューターにロ グ イ ンするの と は別にデータベースにロ

グ イ ンする必要があ る。
○ 3

1 ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グは、 リ ク エス ターがオペレーテ ィ ング システムを介し て ID を決定でき ない場合に現れま

す。

2 Windows ド メ イ ン認証を使ってセキ ュ リ テ ィ 保護されたデータベースの場合。

3 ローカル データベース認証を使ってセキ ュ リ テ ィ 保護されたデータベースの場合。
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これ と は対照的に、 ク ラシ ッ ク  セキ ュ リ テ ィ では、 コ ンピ ューターへのロ グ イ ンに成功し たユーザーは、 データ

を含んでいる フ ァ イルに対し てユーザーに割 り 当て られている フ ァ イル シ ス テム権限のレベルに従った、 その

データベース  コ ンテンツへのア ク セス権を持ちます。 

最後に、 Btrieve 混合セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーは、 ほかの 2 つのポ リ シーの要素を持っています。 こ の方式では、

ユーザーはオペレーテ ィ ング シ ス テムのユーザー名 と パス ワー ド を使って ロ グ イ ン し ますが、 データに対する

ユーザーのア ク セス権はセキ ュ リ テ ィ 保護されたデータベースに設定されているユーザーまたはグループの権限

によ って決定されます。

ポリ シーの選択

以下のセ ク シ ョ ンでは、複数のセキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーの中から  1 つを選び出す上での主な判断材料のい く つかを

述べます。

ク ラシ ッ ク を選択する理由

 ユーザーがデータ  フ ァ イルへのフ ァ イル システム ア ク セス権を持っている こ と を安心し て受け入れられ

る。 た と えば、 データ  フ ァ イルから レ コード を削除する権限を持っているユーザーは、 オペレーテ ィ ング シ
ステムから そのフ ァ イル自体を削除する こ と もでき ます。 

 管理上の面倒な作業は最小限にし たい。 各ユーザーの OS ユーザー アカ ウ ン ト と、 少な く と も  1 つのデータ

ベース  アカ ウ ン ト の両方を設定する こ と はし た く ない。

 各ユーザーのフ ァ イル システム権限によ って異なる、 さ まざまなデータ  ア ク セス権を持つ必要がない。

 ユーザーにデータベースのロ グ イ ンを個別に行わせた く ない。

混合を選択する理由

 Btrieve ロ グ イ ンや、 フ ァ イルを開 く ための Btrieve URI パス を使用する よ う に変更でき ない既存の Btrieve ア
プ リ ケーシ ョ ンがあ る。

 ユーザーにデータベースのロ グ イ ンを個別に行わせた く ない。

 有効なデータベース  ユーザーには、 オペレーテ ィ ング システムにおけるデータ  フ ァ イルへのいかなる権限

も持たせないよ う にし たい。 た と えば、 データベースに対する あ らゆる権限を持っているユーザーに、 オペ

レーテ ィ ング システムからデータ  フ ァ イルを削除する権限を持たせないよ う にする こ と ができ ます。

 ローカル データベース  セキ ュ リ テ ィ を使用し てお り 、OS のユーザー アカ ウ ン ト と同じユーザー名のデータ

ベース  ユーザー アカ ウ ン ト を作成するつも り であ る。また、データベース  ユーザーまたはデータベース  ユー

ザーが所属する各グループに権限を割 り 当てるつも り であ る。 選択すれば、 特殊グループの PUBLIC から権

限を継承する こ と によ って、 すべてのユーザーが同レベルの権限を持つこ と ができ ます。

 Windows ド メ イ ン セキ ュ リ テ ィ を使用し てお り 、データベースに定義されている  Zen グループ と同じ名前の

権限グループを Active Directory 内に作成するつも り であ る。 また、 各 Zen グループに権限を割 り 当てるつも

り であ る。 Active Directory では、 権限は割 り 当て られず、 ユーザーのグループ メ ンバーシ ッ プだけが割 り 当

て られます。 

データベースを選択する理由

 Btrieve ロ グ イ ン オペレーシ ョ ンや Btrieve URI パス形式を使用する  Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンがあ る。

 ユーザーにデータベースのロ グ イ ンを個別に行わせたい。 これは、 オペレーテ ィ ング システムへのロ グ イ ン

後、 ユーザーはも う 一度データベースにロ グ イ ンする必要があ る と い う こ と です。 この動作は、 権限を与え

られたコ ンピ ューター ユーザーの一部にはデータベースヘのア ク セスが許可されているが、一部には許可さ

れていない場合に有用です。

 有効なデータベース  ユーザーであって も、 オペレーテ ィ ング システムにおけるデータ  フ ァ イルへの権限を

持たせないよ う にし たい。た と えば、データベースに対する あ らゆる権限を持っているユーザーに、オペレー

テ ィ ング システムからデータ  フ ァ イルを削除する権限を持たせないよ う にする こ と ができ ます。 これは、混

合セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーを使って も実現でき ます。
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 データベースのユーザー アカ ウ ン ト には、オペレーテ ィ ング システムのアカ ウ ン ト と は異なる名前を使いた

い。 た と えば、 オペレーテ ィ ング システムのユーザー jsmith が john と し てデータベースにロ グ イ ンする こ

と を要求されるかも しれません。

 ユーザーと その権限は、サーバーやマシンでな く データベースの下にあ る。これによ り 、データベースのユー

ザーやユーザーの権限を再作成し な く て も、 データベース をあ るマシンから別のマシンへ移動する こ と がで

き ます。

セキュ リ テ ィ を設定するための準備

MicroKernel エンジンのセキ ュ リ テ ィ 設定は 1 つの簡単な処理です。 しかし、 この処理には十分な柔軟性があ るた

め、 い く つかの準備を必要と し ます。 このセ ク シ ョ ンでは、 Btrieve セキ ュ リ テ ィ の設定を開始する前に知ってお

く べき情報について説明し ます。

Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンでデータにアクセスする方法

アプ リ ケーシ ョ ンが Btrieve ロ グ イ ン オペレーシ ョ ンを使用し た り  URI でフ ァ イルを開いた り する よ う に変更さ

れているか、 変更可能な場合は、 データベース  セキ ュ リ テ ィ または Btrieve の混合セキ ュ リ テ ィ を選択でき ます。

どち ら を選択し た場合でも、 セキ ュ リ テ ィ で保護するデータベースは ZenCC に登録されます。 アプ リ ケーシ ョ ン

で Btrieve ロ グ イ ンや URI を使用 し ない場合にア ク セ ス 権を管理す る には、 混合セ キ ュ リ テ ィ を選択 し て、

DefaultDB データベース を設定し ます。 

データベースの数

混合またはデータベース  セキ ュ リ テ ィ の場合は、 すべてのユーザーに同レベルの権限を割 り 当てるか、 も し く は

データベース ご と に定義済みユーザーのセ ッ ト を作成する必要があ り ます。 

ま った く 関連のないデータの本体を含んでいる  Btrieve データ  フ ァ イルが 2 つ以上あ る場合は、別個のデータベー

ス を 2 つ以上設定し、 それぞれに固有の許可されたユーザーのセ ッ ト を持ちたい と思われるかも しれません。 し

かし、 一般的に言えば、 定義済みユーザーのセ ッ ト を複数作成し て管理する必要がないよ う 、 別々にするデータ

ベースの数は最小限にし たいでし ょ う 。 ほ と んどの場合は、 1 つのデータベースで十分です。 データベースにお

けるユーザー権限では、 各ユーザーのデータベースへのア ク セス を規制でき るため、 あ る特定のユーザーのア ク

セス を制限するためだけに別のデータベース を作成する必要はあ り ません。

1 つのデータベースのみが必要であ る と判断し た場合は、既存のデータベース  DefaultDB を Btrieve フ ァ イル と関

連付け られているデータベース と し て使用する こ と ができ ます。 そ う ではな く 、 独自の名前を付けたデータベー

ス を設定する こ と もでき ます。

データ  フ ァ イルの場所

名前付きデータベースのデータ  デ ィ レ ク ト リ に、 データ  フ ァ イルが格納されているデ ィ レ ク ト リ を指定する こ

と によ って、 Btrieve データ  フ ァ イルをデータベース と関連付けます。 そのため、 データベース と関連付けるすべ

てのデータ  フ ァ イルが格納されているデ ィ レ ク ト リ を知ってお く 必要があ り ます。データ  フ ァ イルがすべて特定

のデ ィ レ ク ト リ のサブデ ィ レ ク ト リ  ツ リ ーに存在する場合は、 ト ッ プレベルのデ ィ レ ク ト リ のパス名さ えわかっ

ていれば十分です。 ハード  デ ィ ス ク  ド ラ イブ上のすべてのデータ  フ ァ イルを含めたい場合は、 "C:\" を使用する

こ と もでき ます。

ユーザー名の使用方法

ローカル データベース認証と の混合セキ ュ リ テ ィ を使用する予定な らば、すべてのユーザーに同一の権限を割 り

当て るか、 も し く は異な る権限を持つユーザーのユーザー アカ ウ ン ト を設定する必要があ り ます。 個々のユー

ザーを設定するつも り な らば、 データベース  ユーザー名にし たいオペレーテ ィ ング システム ユーザー名の一覧

が必要です。 データベース  ユーザー名は、 オペレーテ ィ ング システム ユーザー名と完全に一致し ている必要が

あ り ます。

Windows ド メ イ ン認証と の混合セキ ュ リ テ ィ を使用する予定な らば、 すべてのユーザーに PUBLIC グループの同

一権限を割 り 当てるか、 も し く は異なる権限を持つ複数の Zen ユーザー グループを作成する必要があ り ます。 ど
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ち らの場合も、ネ ッ ト ワーク  グループ名の一覧が必要です。このネ ッ ト ワーク  グループ名をデータベース  グルー

プ名と し てコ ピーし ます。データベース  グループ名はネ ッ ト ワーク  グループ名と一致し ている必要があ るためで

す。

セキュ リ テ ィ  ポリ シーとは ?
セキ ュ リ テ ィ を設定する前に、 使用する予定のポ リ シーがど う い う も のであ るかを知ってお く 必要があ り ます。

セ ッ ト ア ッ プ処理はポ リ シーによ って若干異な り ます。 ポ リ シーを選択する上での考慮点は、 「ポ リ シーの選択」

に記載されています。

処理の概要

データベースのセキ ュ リ テ ィ を設定する手順の概要を以下に示し ます。 手順の詳細については、 「MicroKernel エ
ンジン セキ ュ リ テ ィ のク イ ッ ク  ス ター ト 」 で説明し ています。

1 準備を し ます。 「セキ ュ リ テ ィ を設定するための準備」 の説明に従って、 必要な情報を収集し、 開始するため

に必要な決定を行います。 データベースの数はい く つにし ますか？ Btrieve フ ァ イルが保存されている場所

は？ユーザー名は何ですか？どのセキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーを使用し ますか？

2 Btrieve フ ァ イル と と もに使用するデータベース を選択し、そのデータベースにデータ  フ ァ イルの場所を示す

データ  デ ィ レ ク ト リ を設定し ます。 この手順は、混合またはデータベース  セキ ュ リ テ ィ でのみ必要と な り ま

す。 

こ の手順の詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「定義済みの DefaultDB も含め、 既存のデータベース を

Zen フ ァ イル と使用するには」 を参照し て く ださい。 

3 セキ ュ リ テ ィ を有効 （オン） にし ます。 

こ の手順の詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「Zen エ ク スプローラーを使用し てセキ ュ リ テ ィ を有効

にするには」 を参照し て く ださい。

4 ユーザー （および必要に応じ てグループ） を作成し、 SQL ステー ト メ ン ト または ZenCC を使ってユーザー

（およびグループ） に対し て権限を設定し ます。 こ の手順は、 混合セキ ュ リ テ ィ またはデータベース  セキ ュ

リ テ ィ でのみ必要と な り ます。

ユーザーのア ク セス権を付与する最も簡単な方法については、 『Zen User's Guide』 の 「Zen エ ク スプローラー

を使用し てすべてのユーザーに権限を割 り 当てるには」 を参照し て く ださい。

5 データベースの Btrieve セキ ュ リ テ ィ に ［混合］ または ［データベース］ を設定し ます。

この手順の詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「データベースのセキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーを設定または変

更するには」 を参照し て く ださい。

6 オペレーテ ィ ング システムでデータ  フ ァ イルをセキ ュ リ テ ィ 保護し ます。 混合またはデータベース  セキ ュ

リ テ ィ の場合、 これでユーザーは、オペレーテ ィ ング システムにおけるデータ  フ ァ イルへのア ク セス権を何

も持っていな く て も、 データにア ク セスでき る よ う にな り ます。 フ ァ イルへのセキ ュ リ テ ィ 保護されたア ク

セスに関する情報は、 オペレーテ ィ ング システムの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。
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MicroKernel エンジン セキュ リ テ ィ の作業の概要 
次の表は、 異なるセキ ュ リ テ ィ  モデルを使用するために必要と なる作業の基本レベルを示し ています。 セキ ュ リ

テ ィ  モデルを実装する ために必要な作業については、 『Zen User's Guide』 の 「セキ ュ リ テ ィ の作業」 を参照し て

く ださい。 

セキュ リ テ ィ  
モデル

認証 / 許可 動作および高レベル セ ッ ト ア ッ プ作業の概要

ク ラ シ ッ ク オペレーテ ィ ン グ

システム /オペレー

テ ィ ング システム

• ユーザーにすべてのデータベース  フ ァ イルへのフ ァ イル ア ク セス権限を付

与し ます。

• よ り ア ク セス を制限するために、 Btrieve フ ァ イルにオーナー ネームを追加

し ます （任意）。

混合 オペレーテ ィ ン グ

シ ス テム / データ

ベース

• オペレーテ ィ ング システムでユーザーを作成し ます。 このユーザー名と パ

ス ワード と対照する こ と で、 ユーザーが認証されます。

• ZenCC を使って、 データベース内の複数の ド メ イ ンに同じ名前のユーザー

を作成し ます。 認証は OS によ って行われますが、 権限はデータベースに

格納される ため、 OS のユーザーや ド メ イ ン グループはデータベース内の

ユーザーやグループ と一致する必要があ り ます。

• ZenCC または SQL ステー ト メ ン ト を使って、 ユーザーやグループの権限を

定義し ます。 も う  1 つの方法 と し て、 PUBLIC グループに権限のセ ッ ト を

定義し ます。 認証されたすべてのユーザーは、 PUBLIC と 同様の権限を持

ちます。 どのユーザーも、 PUBLIC に与え られた権限よ り 低い権限を持つ

こ と はあ り ません。

• ワーク グループ エンジンでは、 こ のセキ ュ リ テ ィ  モデルは ク ラ シ ッ ク  セ
キ ュ リ テ ィ  モデル と同様に動作し ます。

データベース データベース /デー

タベース

• オペレーテ ィ ング システムのユーザー名 と パス ワード は、 Zen データベー

ス  セキ ュ リ テ ィ と は関係あ り ません。

• ZenCC または SQL ステー ト メ ン ト を使って、 ユーザーやグループを定義し

ます。

• ZenCC または SQL ステー ト メ ン ト を使って、データベース権限を定義し ま

す。
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MicroKernel エンジン セキュ リ テ ィ のク イ ッ ク  ス ター ト

このセ ク シ ョ ンでは、 オペレーテ ィ ング システムで Btrieve データ  フ ァ イルをセキ ュ リ テ ィ 保護する一方、 デー

タベース  ユーザーには引き続きデータへのア ク セス を許可するための、最も簡単な方法についての手順を説明し

ます。

この手続きが完了し た ら、アプ リ ケーシ ョ ンを介し てデータにア ク セスするためのデータベース  ユーザー権利に

影響を与え る こ と な く 、 データ  フ ァ イルに対するオペレーテ ィ ング システム ユーザー権利を取 り 消すこ と がで

き ます。

メ モ  データベース  エンジンがイ ン ス ト ールされている コ ンピ ューターに、 管理者権限を持つオペレーテ ィ

ング システム ユーザーと し て、 または Zen_Admin セキ ュ リ テ ィ  グループの メ ンバーであ るユーザーと し て

ロ グ イ ンする必要があ り ます。

1 Zen Control Center （ZenCC） を起動し ます。 ZenCC の起動方法については、 『Zen User's Guide』 の 「Windows
での ZenCC の起動」 を参照し て く ださい。

2 混合セキ ュ リ テ ィ を使用する場合、以下の手順で使用するデータベースは DefaultDB にな り ます。データベー

ス  セキ ュ リ テ ィ を使用する場合は、 お使いのデータベースが ZenCC に登録されている こ と を確認し て く だ

さい。 データベース  エンジンの登録方法については、 『Zen User's Guide』 の 「 リ モー ト  サーバー エンジンを

登録するには」 を参照し て く ださい。

3 使用するデータベースが DefaultDB と アプ リ ケーシ ョ ンのデータベースのどち らであ る場合も、 データベー

スの ノード の左にあ る展開ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

4 ZenCC で、 データベース  DefaultDB を右ク リ ッ ク し てから ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 デ ィ レ ク ト リ  ノード を選択し、 ［新規］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

6 Btrieve フ ァ イルのパス を入力し た ら ［OK］ を ク リ ッ ク し、 その後 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。 

フ ァ イルが複数のデ ィ レ ク ト リ に散在し ている場合は、 フ ァ イルすべてに共通の上位デ ィ レ ク ト リ を指定し

ます。 必要であればルー ト  レベルを指定する こ と もでき ますが、 そ う する と、 ルー ト  レベル と その下位デ ィ

レ ク ト リ にあ るすべての Btrieve フ ァ イルが DefaultDB に含まれて し まいます。 た と えば、 Windows の場合の

ルー ト  レベルは C:\ と な り ます。 『Zen User's Guide』 の 「定義済みの DefaultDB も含め、 既存のデータベー

ス を Zen フ ァ イル と使用するには」 を参照し て く ださい。

すべてのデ ィ レ ク ト リ を入力する必要はあ り ません。データベースに含めたい Btrieve フ ァ イルすべてに共通

する最下位のデ ィ レ ク ト リ のみ入力し ます。

7 こ のデータベースのセキ ュ リ テ ィ を有効に し ます。 それには、 ［プ ロパテ ィ ］ のツ リ ーで ［セキ ュ リ テ ィ ］

ノード を ク リ ッ ク し ます。

8 ［Btrieve セキ ュ リ テ ィ ］ タブを ク リ ッ ク し、 " 混合セキ ュ リ テ ィ " または " データベース  セキ ュ リ テ ィ " を選

択し ます。

9 ［データベース  セキ ュ リ テ ィ ］ タブを ク リ ッ ク し、 " ローカル データベース認証 " または "Windows ド メ イ ン

認証 " オプシ ョ ンを選択し ます。 

10 Master ユーザーに使用するパス ワード を入力し ます。 指示に従って、 2 回入力し ます。

これでセキ ュ リ テ ィ は有効にな り ま し た。 しかし、 ユーザーは現在の と こ ろ以前と同様のア ク セス権を持っ

ている ため、 デフ ォル ト では OS のユーザー権利に基づいてア ク セスが行われます。 次の段階では、 この状

況に対処し ます。

パス ワード は最大 8 バイ ト に制限されているので注意し て く ださい。 パス ワード には、 セ ミ コ ロ ン （;） と疑

問符 （?） 以外のあ らゆる表示可能な文字を使用でき ます。

11 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ ］ ダ イ ア ロ グを閉じ ます。
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12 お使いのデータベースの下の ［グループ］ を展開 （ノード の左にあ る展開ア イ コ ンを ク リ ッ ク） し、 グルー

プ PUBLIC を右ク リ ッ ク し ます。

13 ［プロパテ ィ ー］ を ク リ ッ ク し た後、 ツ リ ーで ［権限］ を ク リ ッ ク し ます。

14 ［データベース］ タブを ク リ ッ ク し ます。

15 必要な権限を ク リ ッ ク し ます。

た と えば、 すべての認証ユーザーに読み取 り 専用の権限を付与し たい場合は、 ［選択］ をオンにし ます。 この

オプシ ョ ンによ り 、 データの読み取 り 専用の権限がすべてのユーザーに与え られます。 すべてのユーザーに

更新権限を付与する場合は ［更新］ をオンにし、 その他同様に行います。

ユーザーによ って異なる権限を付与する場合は、 グループ アカ ウ ン ト （ド メ イ ン認証を使用する場合） また

は個々のユーザー アカ ウ ン ト （ローカル データベース認証を使用する場合） を作成する必要があ り ます。 こ

れは、 SQL で GRANT ステー ト メ ン ト を使用するか、 または ZenCC を使用し て行います。 詳細については、

『Zen User's Guide』 の 「セキ ュ リ テ ィ の作業」 を参照し て く ださい。

16 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

17 お使いのオペレーテ ィ ング システムの手順に従って、 オペレーテ ィ ング システムでデータ  フ ァ イルをセ

キ ュ リ テ ィ 保護し ます。 これで、 データベース  エンジンを介し てデータにア ク セスする能力に影響を与え る

こ と な く 、 オペレーテ ィ ング システム ユーザーがデータ  フ ァ イルに対する あ らゆる権限も持つこ と を拒否

でき る よ う にな り ま し た。

注意   必ずオペレーテ ィ ング システムでデータ  フ ァ イルをセキ ュ リ テ ィ 保護し て く ださい。この手順を実行

し ない と、 ユーザーは依然と し て この処理よ り 前の段階と同じ レベルの権限によ って、 オペレーテ ィ ング シ
ステムから フ ァ イルにア ク セスでき て し まいます。 ユーザーが直接フ ァ イルを変更、 削除でき ないよ う にす

るには、 ユーザーのデータ  フ ァ イルに対するオペレーテ ィ ング システム権限を取 り 消す必要があ り ます。
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ネ ッ ト ワーク上のデータの暗号化

Zen では、 Zen と それを呼び出すアプ リ ケーシ ョ ンの間のネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ ク を暗号化する こ と ができ ま

す。 こ の種の暗号化は、 多 く の場合 「ワイヤ暗号化」 と 呼ばれます。 これは、 データがネ ッ ト ワーク  ワ イ ヤ上、

あ るいはワ イ ヤレ ス も含め、 あ ら ゆるネ ッ ト ワーク  イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ上を通る と きに保護されるからです。

ワ イヤ暗号化の使用が要求されていない と きは、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って送信されるデータへの不正ア ク セス

に対する追加の抑止力を提供し ます。

Zen のワ イヤ暗号化は、 特定のセキ ュ リ テ ィ  モデル と は関係あ り ません。 どの Zen セキ ュ リ テ ィ 設定も、 ワ イヤ

暗号化をオンにし て、 またはオンにし ないで使用でき ます。 この ト ピ ッ ク の残 り 部分では、 以下の項目について

説明し ます。

 「ワ イヤ暗号化の設定プロパテ ィ 」

 「ワ イヤ暗号化に関する注記」

 「暗号化を設定する」

 「暗号化の影響」

 「デ ィ ス ク上のフ ァ イルの暗号化」

ワイヤ暗号化の設定プロパテ ィ

ワ イヤ暗号化に関連する設定は 2 つあ り ます。 これらの設定は、 サーバーはも ちろん、 各ク ラ イ アン ト  マシンで

設定する必要があ り ます。 これらの設定の詳細については、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 「ワ イヤ暗号化」

 「ワ イヤ暗号化レベル」

 ワイヤ暗号化の設定にアクセスするには

1 ZenCC で、 次のいずれかを実行し ます。

 サーバーの場合は、 ［エンジン］ ノード の下にあ るサーバー名を右ク リ ッ ク し ます。 プラ ス （+） 記号を

ク リ ッ クする と、 ノード を展開させる こ と ができ ます。

 ク ラ イ アン ト の場合は、 ［ローカル ク ラ イアン ト ］ ノード の下にあ る ［MicroKernel ルーター］ を右ク

リ ッ ク し ます。

2 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ツ リ ーで ［アクセス］ を ク リ ッ ク し ます。

ワイヤ暗号化に関する注記

Zen では、 ネ ッ ト ワーク経由でデータ を渡す前にデータの暗号化を行 う ために、 Blowfish と い う 有名かつ実績の

あ るパブ リ ッ ク  ド メ イ ン アルゴ リ ズムを使用し ます。 この手法では 40 ビ ッ ト 、 56 ビ ッ ト 、 および 128 ビ ッ ト の

キーを実装し ます。40 ビ ッ ト  キーを使用する暗号化では、最少量の保護がデータに提供されます。56 ビ ッ ト  キー

または 128 ビ ッ ト  キーを使用する暗号化では、 解析が次第に困難にな り ます。

暗号化と複合化の実行にはあ る程度のプロセ ッ サ時間が必要なので、 暗号化を使用するすべてのセキ ュ リ テ ィ と

同様に、 抑止力が向上すればパフ ォーマン スは低下し ます。

以前のバージ ョ ン との互換性

ワ イヤ暗号化をサポー ト し ていない旧バージ ョ ンの Zen は、 暗号化を提供する新しい リ リ ースのク ラ イ アン ト ま

たはサーバーと通信する こ と ができ ません。 暗号化をサポー ト し ていないク ラ イ アン ト またはサーバーは、 暗号

化を使用する ク ラ イ アン ト またはサーバーに接続し よ う とする と、 エラーを返し ます。
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暗号化を設定する

お使いの環境で暗号化の設定をオンにする前に、 まず暗号化の必要性についてお考え く だ さ い。 状況に応じ て、

暗号化環境を次の 4 つの方式から選択でき ます。 

 暗号化な し

 すべての通信を暗号化

 特定のク ラ イ アン ト と の通信を暗号化

 特定のサーバーと の通信を暗号化

暗号化な し

まず最初に、そのデータに暗号化が必要であ る と考え られる特性があ るかど う かを検討し ます。データは機密か？

権限のないユーザーの管理下にあって利用価値のあ るデータか？組織に危害を加え るために利用する こ と ができ

るか？これらの質問やその他類似する質問の答えが 「いいえ」 であ る場合は、 データ を暗号化する必要はま った

く な さ そ う です。 このよ う な状況では、 暗号化を必要とする代わ り にパフ ォーマン スが低下する こ と を受け入れ

る メ リ ッ ト があ り ません。 確信が持てない場合は、 データ  セキ ュ リ テ ィ のエキスパー ト にご相談 く ださい。 

データ を保護する必要があ る と し て も、 まだ暗号化する必要はない可能性があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンを LAN
上で単独に実行し てお り 、 ネ ッ ト ワーク の既存のセキ ュ リ テ ィ に満足し ているのであれば、 暗号化を実行し て も

利点がない可能性があ り ます。

特定のク ラ イアン ト との通信を暗号化

次に、あなたのデータベースに接続する大口の取引先が リ モー ト  サイ ト にあ る と し ます。 リ モー ト  ク ラ イ アン ト

と の通信でのみ暗号化を使用し たい と思われるかも しれません。 これは、 リ モー ト  ク ラ イ アン ト の ［ワイヤ暗号

化］ を ［常時］ に設定し、 その リ モー ト  ク ラ イ アン ト がア ク セスするサーバー値を ［必要な場合］ に設定する こ

と によ って実現でき ます。 内部ク ラ イ アン ト はすべて ［し ない］ に設定し ます。 こ のよ う にし て、 サーバーは、

暗号化を要求する リ モー ト  ク ラ イ アン ト と通信する場合にのみ暗号化を使用する よ う にな り ます。

特定のサーバーとの通信を暗号化

立場が逆転し て、お使いの環境に 1 つ以上の リ モー ト  サーバーが入ってお り 、それらのサーバーはあなたが 100%
信頼し ていないネ ッ ト ワーク  イ ンフ ラ ス ト ラ クチャによ ってア ク セス されている もの と し ます。 この場合は、 そ

れらのサーバー値を ［常時］ に設定し、 ローカル ク ラ イ アン ト 値を ［必要な場合］ に設定する こ と ができ ます。

そ う する と、 暗号化を要求する リ モー ト  サーバーと の通信のみが暗号化されます。

すべての通信を暗号化

最後に、 Zen アプ リ ケーシ ョ ンを頻繁に WAN や VPN、 またはその他の完全に信頼し ていない外部ネ ッ ト ワーク

上で実行し ている場合は、 データベース通信を 100% 暗号化し たい と 思われるか も しれません。 こ の状況では、

すべてのク ラ イ アン ト と サーバーで、 ［ワイヤ暗号化］ を ［常時］ に設定し ます。

暗号化レベルの選択

ク ラ イ アン ト およびサーバーは暗号化された通信を必要とする と い う 結論に達し た ら、 どの抑止レベルが要望に

沿 う かを決定する必要があ り ます。 

Actian Corporation は、お客様の特定の要望に沿った暗号化レベルについてア ド バイ スする こ と はでき ませんので、

お客様が適切なデータ  セキ ュ リ テ ィ 専門家を交えて検討される際に情報提供でき る よ う 、い く つかのガイ ド ラ イ

ンを用意し ています。 これらのガイ ド ラ イ ンは、 暗号化されたデータ を第三者から読み取られた り デコード され

た り し ないこ と を Actian Corporation が保証する ものではあ り ません。 あ らゆる暗号化方式と同様に、 「解読でき

ない」 コード の類はあ り ません。 暗号化の種類によ って解析する難易度が変化するだけです。 Zen で使用する  128
ビ ッ ト 暗号化は、 極めて専門的な個人ハッ カーが持てる技術と設備を も って し て も、 デコード （復号） する こ と

が非常に困難であ る と認められています。
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低度 （40 ビ ッ ト ） 暗号化

データが渡ってはいけない人の手に渡って し ま った と し て も、 そのデータによ って組織や顧客が被る被害レベル

がそれほど深刻でない場合には、 こ の暗号化レベルの使用を検討し て く だ さい。 低度の暗号化を検討する も う  1
つの判断材料は、 単純に、 データがワ イヤを通っている最中に不用意なネ ッ ト ワーク監視者にデータ を読み取ら

れた く ないかど う か と い う こ と です。 

中度 （56 ビ ッ ト ） 暗号化

セキ ュ リ テ ィ に無頓着な監視者に備えて も っ と強力な保護が何か必要であ る と確信し ているが、 最強レベルのセ

キ ュ リ テ ィ が必要だ と は思わないよ う な状況では、 この暗号化レベルの使用を検討し て く ださい。 

高度 （128 ビ ッ ト ） 暗号化

データにク レジ ッ ト  カード番号、社会保障番号、金融口座番号、 または法律で保護されているその他の情報など、

非常に秘匿性の高い情報が含まれている よ う な状況では、 こ の暗号化レベルの使用を検討し て く だ さ い。 特に、

お使いのデータベースが、 イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ッ ピング Web サイ ト やオン ラ イ ン証券会社 Web サイ ト など、 慎

重を期するデータ を含んでいる こ と で知られるネ ッ ト ワーク のエンテ ィ テ ィ と関連付け られている場合には、 こ

の暗号化レベルを考慮し て く ださい。 また、 所属する組織が以前にデータ  セキ ュ リ テ ィ を解析されそ う になった

こ と があ る場合には、 この暗号化レベルを検討し て く ださい。

暗号化の影響

暗号化を使用する と、 ク ラ イ アン ト / サーバーのパフ ォーマン スは低下し ます。 暗号化をオンにし た場合は、 送

信側でデータの各断片を暗号化し、 受信側でそれをデコードする必要があ り ます。 暗号化な しで同様の操作を実

行し た場合と比べ、 この処理には余分な CPU サイ クルが必要と な り ます。暗号化のレベルはパフ ォーマン スに影

響し ません。 暗号化の使用によ るパフ ォーマン スの低下は、 3 つの暗号化レベルの う ちどれを選択し て も、 おお

よそ同じです。

デ ィ スク上のフ ァ イルの暗号化

Zen を使用する と、 データ  フ ァ イルをデ ィ ス ク に書き込む際に暗号化する こ と ができ ます。 この機能を使用する

には、 各フ ァ イルにオーナー ネームを設定し、 暗号化オプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。 詳細については、

「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。
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9ログ、 バッ クア ッ プおよび復元

ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよびデータの復元について

Zen には、 データ整合性を確実にし、 オン ラ イ ン バッ ク ア ッ プおよびデータ被害の復旧をサポー ト するい く つか

の強力な機能があ り ます。 

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」

 「アーカ イブ ロ グおよび Continuous オペレーシ ョ ンについて」

 「アーカ イブ ロ グの使用」

 「Continuous オペレーシ ョ ンの使用」

 「Backup Agent および VSS Writer によ るデータ  バッ ク ア ッ プ」
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ト ラ ンザクシ ョ ン ログおよび ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持

Zen は ト ラ ンザク シ ョ ンに関わるデータベース  オペレーシ ョ ンのデータ整合性を 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 およ

び 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 の 2 つのレベルで保証し ます。 

こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

 「これらの機能の使用法」

 「機能の比較」

 「どち らの機能を使用するか」

 「ロ グの機能」

 「関連項目」

これらの機能の使用法

これらの機能はいずれも、 Zen Control Center 内の設定を使用し て、 または Distributed Tuning Interface を使用し て

プロ グ ラ ムから、 データベース  エンジン内で有効または無効にする こ と ができ ます。 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性

保持」 および 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 を参照し て く ださい。

「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 のデフ ォル ト 値はオフで、「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 のデフ ォル ト 値はオンです。

機能の比較

これらの機能は共に複数フ ァ イルの ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ を提供し、確実にデータ  フ ァ イルの一貫性を

保ち、 未完了の ト ラ ンザク シ ョ ンはどのデータ  フ ァ イルにも絶対に書き込まれないよ う にし ます。 

ア ト ミ シテ ィ と は、 ト ラ ンザク シ ョ ン内のあ るデータ  オペレーシ ョ ンが完了し なかった場合には ト ラ ンザク シ ョ

ン内のどのオペレーシ ョ ン も完了させないこ と を意味し ます。 ア ト ミ ッ ク な変更はデータベースに部分的または

あいまいな変更を残し ません。 個々のフ ァ イルに対する変更は、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン

一貫性保持がオンでもオフでも、 常にア ト ミ ッ ク です。 ただし、 ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 複数フ ァ イルへの変更

をグループ化し て 1 つのア ト ミ ッ ク  グループにする こ と ができ ます。 これら複数フ ァ イルの ト ラ ンザク シ ョ ンの

ア ト ミ シテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ン内で ト ラ ンザ ク シ ョ ン を使用し、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グ または ト ラ ンザ ク

シ ョ ン一貫性保持がオンに設定されている場合にのみ、 MicroKernel が保証し ます。

これらの利点に加え、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 はシステム障害時に、 障害前にアプ リ ケーシ ョ ンに正常終

了のステータ ス  コー ド を返し た ト ラ ンザ ク シ ョ ンの結果がすべてデータ  フ ァ イルに含まれている こ と を保証し

ます。 

高パフ ォーマン スが求められる場合には、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 はこの保証を提供でき ません。 「 ト ラ ンザク

シ ョ ン一貫性保持」 は、 エンジンが正常終了のステータ ス  コード を返す前に完了し た ト ラ ンザク シ ョ ンを完全に

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グに書き出すこ と を確実にするため、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グはロガー ス レ ッ ド がロ グ バッ

フ ァーをデ ィ ス ク にフ ラ ッ シュする よ う に指示される とすぐに正常終了のステータ ス  コード を返し ます。

［ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ］ は ［ ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持］ のサブセ ッ ト です。 つま り 、 ［ ト ラ ンザク シ ョ ン一

貫性保持］ の設定をオンにする と、 ロ ギングが行われ、 ［ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ］ の設定はデータベース  エンジ

ンによ って無視されます。

［ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ］ と ［ ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持］ の主な違いを次の表で示し ます。  

表 23 ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ］ と ［ ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持］ ： 利点

機能 複数フ ァ イル間でのデータの整合性と

ト ラ ンザクシ ョ ン ア ト ミ シテ ィ の保証

正常終了のステータ ス コー ド を返し たすべての完了

済み ト ラ ンザクシ ョ ンに対する コ ミ ッ ト の保証

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ 可 不可

ト ラ ンザ ク シ ョ ン一貫

性保持

可 可
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どち らの機能を使用するか

最高のパフ ォーマン ス を得るためには、 ト ラ ンザク シ ョ ンの安全性のニーズに合った最低レベルのロ ギングを使

用する こ と ができ ます。適切な ロ ギング レベルを決定するには、アプ リ ケーシ ョ ン ベンダーに確認する こ と が最

良の方法です。 同じ コ ン ピ ューター上の Zen を使用する複数のアプ リ ケーシ ョ ンがあ る場合は、 それら アプ リ

ケーシ ョ ンのなかで要求される最高レベルのロ ギングを使用する必要があ り ます。 

データ  フ ァ イルが 1 つのみであ るか、複数データ  フ ァ イルによ る ト ラ ンザク シ ョ ンを行 う アプ リ ケーシ ョ ンがな

い場合は、 一般的に 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 または 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 を使用する必要はあ り ま

せん。 このよ う な状況下では、 Zen はロ グの有無に関わらず、 各データ  フ ァ イルの内部的な整合性を保証し ます。

ト ラ ンザクシ ョ ン ログ 
Zen アプ リ ケーシ ョ ンの う ち 1 つでも複数データ  フ ァ イル間で ト ラ ンザク シ ョ ンを行 う アプ リ ケーシ ョ ンがあ る

場合は、 ［ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ］ をオンにし ます。 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」 を使用し ない と、 Zen では ト ラ ン

ザク シ ョ ンの複数フ ァ イルのア ト ミ シテ ィ または複数フ ァ イルのデータ整合性を保証する こ と はでき ません。

システム障害が発生し た場合、 このレベルのロ ギングでは、 完了し た各 ト ラ ンザク シ ョ ンがデータ  フ ァ イルに書

き込まれる こ と が保証されません。

ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持 
Zen アプ リ ケーシ ョ ンの う ち 1 つでも、複数データ  フ ァ イル間の完了し た ト ラ ンザク シ ョ ンが確実にデータ  フ ァ

イルに書き込まれる よ う 保証する こ と が必要な場合は、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 をオンに設定し ます。 

システム障害が発生し た場合、 このレベルのロ ギングは正常終了し た各 ト ラ ンザク シ ョ ンがデータ  フ ァ イルに書

き込まれる こ と を保証し ます。

ログの機能

これらの機能は、 オペレーシ ョ ンではな く ト ラ ンザク シ ョ ンのア ト ミ シテ ィ を確実にする ものであ る こ と に注意

し て く ださい。 SQL を使用する場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンは BEGIN ステー ト メ ン ト または START TRANSACTION
ス テー ト メ ン ト と  END ま たは COMMIT ス テー ト メ ン ト の間にあ る 一連のオペレーシ ョ ン と 定義 さ れます。

Btrieve を使用する場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンは Start Transaction オペレーシ ョ ン と  End Transaction オペレーシ ョ ン

の間にあ る一連のオペレーシ ョ ン と定義されます。

すべてのデータ  フ ァ イルの追加および更新はロ グ バッ フ ァーに格納されます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ンが完了するか

（ ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持）、 バッ フ ァーがいっぱいになるか、 「起動時間制限」 に達する （ ト ラ ンザク シ ョ ン

一貫性保持または ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ） と、 バッ フ ァーは ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イルに書き込まれ （フ

ラ ッ シュ され） ます。 

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グの場合、エンジンが ト ラ ンザク シ ョ ン終了のオペレーシ ョ ンを受け取 り 、 ロガー ス レ ッ ド

にロ グ バッ フ ァーをデ ィ ス ク にフ ラ ッ シュする指示を出すこ と に成功し た場合、エンジンはアプ リ ケーシ ョ ンに

正常終了のステータ ス  コード を返し ト ラ ンザク シ ョ ンが開始し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持の場合、 エン

表 24 ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログ］ と ［ ト ラ ンザクシ ョ ン一貫性保持］ ： 機能

機能 ログ バッ フ ァーをデ ィ スクに書き込むタ イ ミ ング

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ ロ グ バッ フ ァーがいっぱいになった と き、 または ［起動時間制限］ の設定値に達し た と きに、 ロ

グ バッ フ ァーはロ グ フ ァ イルに書き込まれます。 各 End Transaction オペレーシ ョ ンの正常終了

を示すステータ ス  コード は、 ロガ－ ス レ ッ ド がバッ フ ァーをデ ィ ス ク にフ ラ ッ シュする よ う に

指示される とすぐにアプ リ ケーシ ョ ンに返されます。 

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 一貫

性保持

End Transaction オペレーシ ョ ンご と に、 ロ グ バッ フ ァーは ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イルに書

き込まれます。 各 End Transaction オペレーシ ョ ンの正常終了を示すステータ ス  コード は、 ロ グ

のデ ィ ス ク書き込みが正常終了する までアプ リ ケーシ ョ ンに返されません。ト ラ ンザク シ ョ ンに

は含まれない Insert または Update オペレーシ ョ ンの場合は、 ロ グ バッ フ ァーがいっぱいになっ

た と き、 または ［起動時間制限］ の設定値に達し た と きにロ グ バッ フ ァーがロ グ フ ァ イルに書

き込まれます。 
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ジンはロ ガー ス レ ッ ド がバ ッ フ ァーをデ ィ ス ク に書き込むこ と に成功し た こ と を示すまで正常終了のス テータ

ス を返し ません。 

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イル セグ メ ン ト は ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログのデ ィ レ ク ト リ］ に設定し た ロ ケーシ ョ

ンに保存されます。 ロ グ セグ メ ン ト は *.LOG と い う 名前で、 00000001 から  FFFFFFFF までのプレ フ ィ ッ ク スが

付き ます。

メ モ  ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グまたは ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持が有効な場合、すべてのオペレーシ ョ ンは、

ト ラ ンザク シ ョ ン内で行われたかど う かに関わらず、 ロ グ フ ァ イルに書き込まれます。 ただし、 ト ラ ンザク

シ ョ ン内で実行されたオペレーシ ョ ンのみがア ト ミ ッ ク であ る こ と が保証されます。システム障害が発生し、

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グがロール フ ォ ワード される場合、 完了し た ト ラ ンザク シ ョ ンのみがデータ  フ ァ イル

にコ ミ ッ ト されます。 対応する  End Transaction オペレーシ ョ ンを持たないオペレーシ ョ ンは拒否され、 デー

タ  フ ァ イルにコ ミ ッ ト されません。

ヒ ン ト   データベースの使用率が高い場合には、 データ  フ ァ イルが存在するの と は物理的に異なるボ リ ュー

ムに ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グが保持される よ う にシステムを構成する必要があ り ます。一般的に高負荷の下で

は、 単一ド ラ イブで I/O 帯域幅を競 う 代わ り に、 ロ グ フ ァ イルへの書き込みとデータ  フ ァ イルへの書き込み

を別々の ド ラ イブに分け る方がパフ ォーマン スがよ く な り ます。 全体的なデ ィ ス ク  I/O は減少し ませんが、

ロード はデ ィ ス ク  コ ン ト ローラー間で効率よ く 分散されます。

設定プロパテ ィ の ［ ト ラ ンザク シ ョ ン ログのデ ィ レ ク ト リ］ 設定を使用し て、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グのロ

ケーシ ョ ンを指定する こ と ができ ます。

システム障害の発生時期が、 ロ グ フ ァ イルが書き込まれた後で、 コ ミ ッ ト されたオペレーシ ョ ンがシステム ト ラ

ンザク シ ョ ン内でデータ  フ ァ イルにフ ラ ッ シュ される前であれば、 コ ミ ッ ト されたオペレーシ ョ ンが失われる こ

と はあ り ません。 コ ミ ッ ト されたオペレーシ ョ ンをフ ラ ッ シュするには、 影響を受ける フ ァ イルをシステム障害

後に開き、 オペレーシ ョ ンを実行する必要があ り ます。 フ ァ イルを開いてオペレーシ ョ ンの実行を試みる と、 シ

ステム障害の発生時点で影響を受けていたフ ァ イルにデータがロール フ ォ ワード されます。単にデータベース  エ
ンジンを再起動する と、 ロール フ ォ ワード は呼び出されず、 データの一貫性が保たれません。 

メ モ  ロール フ ォ ワード されたフ ァ イルに関連付け られている ロ グ フ ァ イルは自動的に削除されません。 こ

れは、 ロ グ フ ァ イルが 2 つ以上のデータ  フ ァ イルに関連付け られている可能性があ るからです。

この機能によ り 、個々のク ラ イ アン ト  ト ラ ンザク シ ョ ンは、成功を示すステータ ス  コード をすばや く 受け取る こ

と が可能になる と同時に、複数のク ラ イ アン ト  ト ラ ンザク シ ョ ンをグループにま と めてデータ  フ ァ イルに順次書

き出すこ と でパフ ォーマン スが向上する と い う 利点が得られます。

データベース  サーバーのデータ  フ ァ イルが格納されているボ リ ュームのデ ィ ス ク に障害が発生し、 アーカ イブ

ロ グからデータ を復元する必要があ る場合、 エンジンは ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イルを ロール フ ォ ワード し

ません。アーカ イブ ロ グには ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グのすべてのオペレーシ ョ ンが含まれているため、 ト ラ ンザク

シ ョ ン ロ グを ロール フ ォ ワードする必要があ り ません。

ヒ ン ト   システム障害後、 すべてのデータ  フ ァ イルを開き、 それらのフ ァ イルに対し て Stat オペレーシ ョ ン

または読み取 り オペレーシ ョ ンを実行し て く ださい。すべてのデータが復元されている こ と を確認できた ら、

古いロ グ フ ァ イルは安全な場所に保管し て もかまいません。
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関連項目

詳細については、 以下を参照し て く ださい。

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グのデ ィ レ ク ト リ 」
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アーカ イブ ログおよび Continuous オペレーシ ョ ンについて

この製品は、オン ラ イ ン バッ ク ア ッ プおよびデータ被害復旧をサポー ト するための相互に排他的な 2 つの機能を

提供し ます。

アーカ イ ブ ログを使用する と、 最後のバッ ク ア ッ プ以降のデータベース  オペレーシ ョ ンのロ グを保存する こ と

ができ ます。 システム障害が発生し た場合、 バッ ク ア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元し、 ロ グ フ ァ イルから変更

を ロールフ ォ ワード し て、 システムをシステム障害発生前の状態に戻すこ と ができ ます。

注意   アーカ イブ ロ ギングは、 アーカ イブ ロ グからの復元後、 すべてのデータ  フ ァ イルが一貫性のあ る状

態になる こ と を保証し ません。 速度向上のために、 データベース  エンジンはロ グ関数から成功を示すステー

タ ス  コード が返されるのを待たずに、 ロ グ バッ フ ァーを空にし ます。 そのため、 デ ィ ス ク  フルやオペレー

テ ィ ング システムの書き込みエラーなどのめったに起こ ら ない状況において、データ  フ ァ イルで正常に行わ

れた更新がアーカ イブ ロ グに記録されないこ と があ り ます。 また、アーカ イブ ロ グではすべてのフ ァ イルの

ロ グを と る必要がないため、複数のフ ァ イルの更新を行 う ト ラ ンザク シ ョ ンがあ る と き、その う ち一部のフ ァ

イルのロ グ しかアーカ イブし ていない場合は、 ト ラ ンザク シ ョ ンがアーカ イブ ロ グに完全に記録されないこ

と があ り ます。 結果と し て、 あ る フ ァ イルがほかのフ ァ イル と矛盾する可能性があ り ます。 ト ラ ンザク シ ョ

ンを使用し てお り 、 複数フ ァ イルの ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ が必要な場合は、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ
グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 を参照し て く ださい。

Continuous オペレーシ ョ ンを使用する と、 データベース  エンジンが実行中でユーザーが接続中で もデータベー

ス  フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを行 う こ と ができ ます。 Continuous オペレーシ ョ ンの開始後、 データベース  エンジン

はア ク テ ィ ブなデータ  フ ァ イルを閉じ、 すべての変更をテンポ ラ リ  データ  フ ァ イル （デルタ  フ ァ イル と呼びま

す） に格納し ます。 Continuous オペレーシ ョ ンが機能し ている間に、 データ  フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを実行し ま

す。 バッ ク ア ッ プ中にデータ  フ ァ イルに対し て行われた変更はすべてデルタ  フ ァ イルに記録されます。 

バッ ク ア ッ プが完了し た ら、 Continuous オペレーシ ョ ンを解除し ます。 データベース  エンジンはデルタ  フ ァ イル

を読み取 り 、 元のデータ  フ ァ イルにすべての変更を適用し ます。 こ の一時デルタ  フ ァ イルは、 Continuous オペ

レーシ ョ ン中に多 く の変更が行われた場合、 元のデータ  フ ァ イルのサイ ズを超え る こ と があ り ます。

Continuous オペレーシ ョ ンが設定されている フ ァ イルは、 リ レーシ ョ ナル エンジンおよび MicroKernel エンジン

から そのデータ  フ ァ イルが削除されないよ う ロ ッ ク し ます。 さ らに、 このフ ァ イルはキーの変更など フ ァ イル構

造の変更も受け付けません。 

メ モ  アーカ イブ ロ グおよび Continuous オペレーシ ョ ンは相互に排他的な機能で、 同時に使用する こ と はで

き ません。 

アーカ イブ ログと ト ラ ンザクシ ョ ン ログの違い

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グは、 システム障害時のデータの完全性を守る ためにデザイ ン された も う  1 つの機能です

が、 アーカ イブ ロ グ と は直接関連を持ちません。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グは、 アーカ イブ ロ グまたは Continuous
オペレーシ ョ ンのいずれか と同時に機能させる こ と ができ ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グは、短期間のロ グ フ ァ イ

ルを使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンが確実にデ ィ ス ク に書き込まれる よ う にし ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グは、 シ

状況 使用する機能

バッ ク ア ッ プ実行中もデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンを実行し続ける必要が

あ る。

Continuous オペレーシ ョ ン

バッ ク ア ッ プを実行するのにエンジンをシ ャ ッ ト  ダウ ンする こ と ができ る。 アーカ イブ ロ グ
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ステム ト ラ ンザク シ ョ ンのために、 完了し た ク ラ イ アン ト  ト ラ ンザク シ ョ ンが物理データ  フ ァ イルへ移行する

と きに、 頻繁に リ セ ッ ト されます。 システム障害が発生する と、 データベース  エンジンが再起動された と きに ト

ラ ンザク シ ョ ン ロ グを読み取 り 、システム障害よ り 前に完了し ていた ト ラ ンザク シ ョ ンをデータ  フ ァ イルにいっ

きに移し ます。

アーカ イブ ロ グは、 各システム ト ラ ンザク シ ョ ンの完了時に書き込まれるので、 システム ト ラ ンザク シ ョ ン中

にシステム障害が起こ ら ない限 り 、 アーカ イブ ロ グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グは適切に同期し ています。

ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グの詳細については、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 を参照

し て く ださい。

フ ァ イルの復元が必要になったら

バッ ク ア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元する必要のあ る システム障害が発生し た場合、アーカ イブ ロ グを使って

バッ ク ア ッ プから復元し てデータベースの動作状態をシステム障害の時点に回復する こ と ができ ます。 

アーカ イブ ロ グを使用せずに同様の障害が起き た場合 （た と えば、 バ ッ ク ア ッ プの実行に Continuous オペレー

シ ョ ンを使用し ていた場合）、最後のバッ ク ア ッ プから システム障害の間のデータベースの動作を回復する こ と は

でき ません。

この章では、 これ以降、 アーカ イブ ロ グおよび Continuous オペレーシ ョ ンに関連するオプシ ョ ン と手順について

説明し ます。

表 25 システム障害後のデータ回復の限界

アーカ イブ ログ 障害後に回復できないデータ

オン 障害時に未完了の ト ラ ンザク シ ョ ン

オフ データ  フ ァ イルの最後のバッ ク ア ッ プ以降に起きたすべてのデータベース  オ
ペレーシ ョ ン
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アーカ イブ ログの使用

このセ ク シ ョ ンでは、アーカ イブ ロ グの設定、データ  フ ァ イルのバッ ク ア ッ プおよび復元を行 う 方法について説

明し ます。 以下の ト ピ ッ ク に分かれています。

 「全般的な手順」

 「アーカ イブ ロ グの設定」

 「ロール フ ォ ワード  コマン ド」

全般的な手順

アーカ イブ ロ グが適切に動作するためには、 明確に定義された手順に従って設定する必要があ り 、 バッ ク ア ッ プ

からの復元が必要になった場合には別の手順が必要です。 

注意   この手順のいずれかの段階が省かれた り 、 十分でない場合、 バッ ク ア ッ プからデータ を復元する こ と

ができ ません。

 アーカ イブ ログを適切に使用するには

1 まだ動作し ていない場合は、 アーカ イブ ロ グをオンにし ます。 設定の詳細については 「アーカ イブ ロ グの設

定」 を参照し て く ださい。

2 データベース  エンジンをシ ャ ッ ト  ダウ ン し ます。

3 データ  フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし ます。

4 バッ ク ア ッ プに成功し た ら、 既存のアーカ イブ ロ グをすべて削除し ます。

注意   データ  フ ァ イルでの作業再開前にそれぞれのロ グ フ ァ イルを削除し ます。 バッ ク ア ッ プ データ  フ ァ

イル と そのロ グ フ ァ イルが同期し ている こ と は、 回復作業を成功させるための重要事項です。

5 データベース  エンジンを再起動し ます。

バッ クア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元し、 アーカ イブ ログの変更を適用するには

メ モ  ハー ド  デ ィ ス ク が ク ラ ッ シ ュ し、 アーカ イブ ロ グおよびデータ  フ ァ イルの両方がそのデ ィ ス ク上に

あった場合は、 この手順でアーカ イブ ロ グを ロール フ ォ ワードする こ と はでき ません。

1 システム障害後コ ンピ ューターを再起動し た ら、 データベース  エンジンが実行中でないこ と を確認し、 復元

し よ う と し ているデータ  フ ァ イルにほかのデータベース  エンジンがア ク セス し ていない こ と を確認し て く

ださい。

2 バッ ク ア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元し ます。

3 データベース  エンジンを起動し、 どのよ う なアプ リ ケーシ ョ ン もエンジンに接続し ていないこ と を確認し ま

す。 

注意   アーカ イブ ロ グがデータ  フ ァ イルに適用される前にデータベース  ア ク セスが行われないよ う にする

こ と は重要です。 ほかのデータベース  エンジンがフ ァ イルにア ク セス し ていないこ と を確認し て く だ さい。
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システム障害にあったの と 同じエンジンを使用し てアーカ イブ ロ グを ロール フ ォ ワー ド する必要があ り ま

す。

4 「ロール フ ォ ワード  コマン ド」 に説明されている ロール フ ォ ワード  コマン ド を発行し ます。

5 ロール フ ォ ワード が正常に完了し た ら、 データベース  エンジンを停止し、 データ  フ ァ イルの新しいバッ ク

ア ッ プを作成し ます。

6 データ  フ ァ イルが正常にバッ ク ア ッ プできた ら、 アーカ イブ ロ グ フ ァ イルを削除し ます。 これで、 データ

ベース  エンジンを再起動し、 アプ リ ケーシ ョ ンがデータ  フ ァ イルにア ク セスでき ます。

アーカ イブ ログの設定

アーカ イブ ロ グの設定には 2 つの段階があ り ます。

 アーカ イブ ロ グ機能を有効にする

 アーカ イブする フ ァ イル と それぞれのロ グ フ ァ イルを指定する

メ モ  これらの処理を行 う には、 データベース  エンジンが起動し ている コ ンピ ューターに対し管理者権限を

持っているか、 データベース  エンジンが起動し ている コ ン ピ ューター上の Zen_Admin グループの メ ンバー

であ る必要があ り ます。

 アーカ イブ ログを有効にするには

1 オペレーテ ィ ング システムの ［ス ター ト ］ メ ニューまたはアプ リ画面から  Control Center にア ク セス し ます。

2 Zen エ ク スプローラーで、 ツ リ ーのエンジン ノード を展開し ます （ノード の左の展開ア イ コ ンを ク リ ッ ク し

ます）。

3 アーカ イブ ロ グを指定するデータベース  エンジンを右ク リ ッ ク し ます。

4 ［プロパテ ィ ー］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ツ リ ー内で ［データ整合性］ を ク リ ッ ク し、 そのカテゴ リ に含まれるオプシ ョ ンの設定内容を表示し ます。

6 ［選択フ ァ イルのアーカ イブ ロギング］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

設定を有効にするにはエンジンの再起動が必要であ る こ と を知らせる メ ッ セージが表示されます。

8 ［はい］ を ク リ ッ ク し て、 エンジンを再起動し ます。

 アーカ イブする フ ァ イルを指定するには

アーカ イブ ロ グを実行する フ ァ イルは、そのフ ァ イルを含むボ リ ュームに作成し たアーカ イブ ロ グ設定フ ァ イル

に、 エン ト リ を追加する こ と によ って指定し ます。 設定フ ァ イルは、 以下の方法で設定し ます。

1 ロ グを行 う 対象のデータ  フ ァ イルが存在する物理ド ラ イブのルー ト  デ ィ レ ク ト リ に、 \blog デ ィ レ ク ト リ を

作成し ます （マ ッ プされたルー ト  デ ィ レ ク ト リ は使用し ないで く ださい） 。 フ ァ イルが複数のボ リ ュームに

分かれている場合は、 その各ボ リ ュームに \blog デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

た と えば、 C:\ および D:\ にデータ  フ ァ イルが存在し、 どち らの ド ラ イブもデータベース と同じ コ ンピ ュー

ター上に存在する物理ド ラ イブであ る場合、 次のよ う に 2 つの blog デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

C:\blog\
D:\blog\
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メ モ  Linux、 macOS、 および Raspbian では、 ロ グ デ ィ レ ク ト リ は blog と い う 名前で、 ACTIANZEN_ROOT
環境変数で指定し たデ ィ レ ク ト リ （デフ ォル ト では /usr/local/actianzen） に作成する必要があ り ます。

2 各 \blog デ ィ レ ク ト リ に、 空の blog.cfg フ ァ イルを作成し ます。 blog.cfg の作成には、 メ モ帳のよ う な任意の

テキス ト  エデ ィ ターを使用し て く ださい。 Linux、 macOS、 および Raspbian では、 フ ァ イルの名前は blog.cfg
（小文字） であ る必要があ り ます。

3 各 blog.cfg フ ァ イルに、その ド ラ イブ上にあ る アーカ イブ ロ グを実行するデータ  フ ァ イルのエン ト リ を入力

し ます。 エン ト リ の入力には、 以下の形式を使用し ます。

\ パス 1\ データ  フ ァ イル 1[=\ パス 2\ ログ フ ァ イル 1]

エン ト リ にはスペース を使用せず、 1 行以内に収める必要があ り ます。 （各行最大で半角 256 文字） 余裕があ

れば同一行に複数のエン ト リ を置 く こ と ができ ます。 エン ト リ はスペースで区切 り ます。 

注意   ロ グを と るデータ  フ ァ イルすべてに異なる ロ グ フ ァ イルを使用する必要があ り ます。 2 つ以上のデー

タ  フ ァ イルに同一のロ グ フ ァ イルを使用する と、 MicroKernel はロールフ ォ ワード が必要になった と きにそ

のロ グ フ ァ イルを使用でき ません。

ロ グ フ ァ イルの名前を入力し ない場合は、 ロ グ フ ァ イルを最初に開いた際に、 元のフ ァ イル名に拡張子 .log
を付けたフ ァ イル名が割 り 当て られます。 た と えば、 フ ァ イル b.btr では、 ロ グ フ ァ イルに b.log が割 り 当て

られます。

注意   データベースのすべてのフ ァ イルのロ グを と る必要はあ り ません。 ただし、 データベースに参照整合

性 （RI） 規則が指定されている場合は、 各 RI の関係に含まれるすべてのフ ァ イルのロ グを指定するかまたは

1 つも指定し ないで く ださい。 RI の関係に含まれる フ ァ イルのサブセ ッ ト のみのロ グを指定する と、 システ

ム障害後にアーカ イブ ロ グを ロール フ ォ ワードする と き、 RI 規則違反と な り ます。

例

以下は、 ド ラ イブ C 上にあ る  blog.cfg のエン ト リ の例です。 すべてのエン ト リ は、 同じ結果にな り ます。 C:\data\

b.bti の処理は、 C:\data\b.log に記録されます。 
\data\b.bti
\data\b.bti=\data\b.log
\data\b.bti=c:\data\b.log

パス 1 ロ グを行 う 対象のデータ  フ ァ イルのパス。 パスには、 ド ラ イブ名は含めません。

デ ー タ

フ ァ イル 1
ロ グを行 う 対象のデータ  フ ァ イルの名前。

パス 2 ロ グ フ ァ イルのパス。 ロ グ フ ァ イル とデータ  フ ァ イルは、異なる ド ラ イブ上に存在する場合があ るため、必

要に応じ てパスに ド ラ イブ名を追加し ます。

ロ グ フ ァ

イル 1
ロ グ フ ァ イルの名前。 名前を指定し ない場合、 データ  フ ァ イル と 同じデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イル名プレ

フ ィ ッ ク スがデフ ォル ト 値と な り ますが、 フ ァ イル名サポー ト フ ィ ッ ク スは ".log" に置き換え られます。 異

な る物理 ド ラ イ ブを指定し て、 ロ グ と データ  フ ァ イルを同じ ド ラ イ ブに置かないよ う にする こ と ができ ま

す。 ロ グを と るデータ  フ ァ イルご と に別々のロ グ フ ァ イルが必要です。
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次の例では、 C:\data\b.bti の処理が、 ロ グ フ ァ イル D:\data\b.lgf に記録されます。 これは、 アーカ イブ ロ グ フ ァ

イルが、 データ  フ ァ イル と同じ ド ラ イブ上に存在する必要がな く 、 拡張子が 「.log 」 であ る必要も ないこ と を表

し ます。 ただし、 .log 以外の拡張子が使用されない場合は、 デフ ォル ト で .log 拡張子が提供されます。

\data\b.bti=d:\data\b.lgf

ヒ ン ト   同じ コ ンピ ューターの異なる物理ド ラ イブにロ グを書き込むこ と をお勧めし ます。 ロ グ フ ァ イルを

異な る物理ド ラ イブに置けば、 ハー ド  デ ィ ス ク が ク ラ ッ シ ュ し た場合にデータ  フ ァ イル と いっ し ょ にロ グ

フ ァ イルも失 う こ と を防げます。

次に、 MicroKernel が複数のフ ァ イルのロ グを異なる ド ラ イブ （ド ラ イブ D） に作成する よ う にする  blog.cfg の例

を示し ます。 blog.cfg フ ァ イルは ド ラ イブ C にあ る もの と し ます。

\data\file1.mkd=d:\backup\
\data\file2.mkd=d:\backup\file2.log
\data\file3.mkd=d:\backup\file3.log

ロール フ ォワー ド  コマン ド

Btrieve Maintenance ツールー （GUI またはコマン ド  ラ イ ンの butil） は、 アーカ イブ ロ グ フ ァ イルをデータ  フ ァ

イルにロール フ ォ ワードする コマン ド を提供し ます。 「アーカ イブ ロ ギングの実行」 を参照し て く ださい。
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Continuous オペレーシ ョ ンの使用

Continuous オペレーシ ョ ンは、 データベース  アプ リ ケーシ ョ ンが実行中でユーザーが接続されている間にデータ

フ ァ イルのバ ッ ク ア ッ プを行 う 機能を提供し ます。 ただ し、 ハー ド  ド ラ イ ブ障害の場合、 Continuous オペレー

シ ョ ンを使用し てバッ ク ア ッ プを作成し ていた場合には、 最後のバッ ク ア ッ プ以降のデータの変更はすべて失わ

れます。アーカ イブ ロ グおよび Maintenance ツールのロール フ ォ ワード  コマン ド を使用し て最終バッ ク ア ッ プ後

に起こ ったデータ  フ ァ イルへの変更を復元する こ と はでき ません。

Zen ではバッ ク ア ッ プ機能と し て Continuous オペレーシ ョ ンを butil コマン ド内で提供し ます。

メ モ  Continuous オペレーシ ョ ンが設定されている フ ァ イルは、 リ レーシ ョ ナル エンジンおよび ト ラ ンザク

シ ョ ナル エンジンから そのデータが削除されないよ う ロ ッ ク し ます。 さ らに、 このフ ァ イルはキーの変更な

ど フ ァ イル構造の変更も受け付けません。また、Actian Corporation は関連製品と し て Backup Agent を提供し、

Continuous オペレーシ ョ ンを設定および管理し ます。

このセ ク シ ョ ンは、 以下の ト ピ ッ ク に分かれています。

 「Continuous オペレーシ ョ ンの開始と停止」

 「Butil を使用し てデータベースのバッ ク ア ッ プを行 う 」

 「Continuous オペレーシ ョ ン使用時のデータ  フ ァ イルの復元」

Continuous オペレーシ ョ ンの開始と停止

この ト ピ ッ ク では、 「STARTBU」 および 「Endbu」 コマン ド について説明し ます。 

注意   Continuous オペレーシ ョ ン モード によ って作成されたテンポ ラ リ  デルタ  フ ァ イルは対応するデータ

フ ァ イル と同じ名前ですが、 拡張子 “.^^^” を使用し ます。 同じデ ィ レ ク ト リ に、 フ ァ イル名が同一で拡張子

のみが異な る よ う な フ ァ イ ル を置かないで く だ さ い。 た と えば、 デー タ  フ ァ イ ルに invoice.hdr お よ び

invoice.det と い う よ う な名前の付け方を し ないで く ださい。 も しそ う し た場合、 MicroKernel はステータ ス を

返し、 フ ァ イルは Continuous オペレーシ ョ ンに入れられません。

Continuous オペレーシ ョ ン モード は、MicroKernel のパフ ォーマン スに大き な影響を及ぼすこ と はあ り ません。 し

かし、 フ ァ イルのバッ ク ア ッ プにサーバーを使用し た場合は、 影響が出る こ と があ り ます。

 Continuous オペレーシ ョ ンを使用し てデータの消失を防止するには

1 STARTBU コマン ド を使用し、 フ ァ イルに Continuous オペレーシ ョ ンを適用し ます。 butil のコマン ド構文の

説明については、 「STARTBU」 を参照し て く ださい。

2 データ  フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし ます。

3 endbu コマン ド を使用し、 フ ァ イルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンを解除し ます。 butil のコマン ド構文

の説明については、 「Endbu」 を参照し て く ださい。

表 26 Continuous オペレーシ ョ ンの開始と停止を行う コマン ド

コマン ド 説明

「STARTBU」 バ ッ ク ア ッ プを対象 と し て定義されたフ ァ イルの Continuous オペレーシ ョ ンを

開始し ます。 （BUTIL）

「Endbu」 バ ッ ク ア ッ プを対象 と し て定義されたフ ァ イルの Continuous オペレーシ ョ ンを

停止し ます。 （BUTIL）
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Butil を使用し てデータベースのバッ クア ッ プを行う

こ の ト ピ ッ ク では、 butil コマン ド の 「STARTBU」 および 「Endbu」 を使用し たデータベースのバッ ク ア ッ プに

関する詳細について説明し ます。

STARTBU

startbu コマン ド は、 バッ ク ア ッ プの目的でフ ァ イル （複数可） の Continuous オペレーシ ョ ンを開始し ます。 

形式

butil -startbu <sourceFile | @listFile> [/UID<name> </PWD<word>> [/DB<name>]]

メ モ  こ の startbu コ マン ド は、 指定し た フ ァ イ ルのみに対し て Continuous オペレーシ ョ ン を開始し ます。

startbu コマン ド では、 ワ イル ド カード は使用でき ません。

Linux、 macOS、 および Raspbian の場合、 すべてのス ラ ッ シ ュ （/） パラ メ ーターはス ラ ッ シ ュの代わ り にハ

イ フン （"-"） を使用し ます。 た と えば、 /DB パラ メ ーターは -DB です。

フ ァ イルに関する考慮点

バッ ク ア ッ プ対象のフ ァ イルを選択する場合、 Continuous オペレーシ ョ ン モード によ って作成される テンポ ラ リ

デルタ  フ ァ イルは除外する こ と をお勧めし ます。 これらのフ ァ イルは、 バッ ク ア ッ プ時に開かれ使用中だからで

す。 デルタ  フ ァ イルがバッ ク ア ッ プに含まれる場合、 データの復元後、 これらのフ ァ イルはデータベース  エンジ

ンが起動する前に削除し てお く 必要があ り ます。

Windows サーバーの例

例 A ： 最初の例は、 course.mkd の Continuous オペレーシ ョ ンを開始し ます。

Windows サーバー の場合

butil -startbu file_path\Zen\Demodata\course.mkd

Zen フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、 『Getting Started with Zen』 の 「フ ァ イルはど こにイ ン ス ト ール

されますか？」 を参照し て く ださい。

sourceFile Windows プラ ッ ト フ ォームの ド ラ イブ指定など、 バッ ク ア ッ プのために Continuous オペレーシ ョ ンを

開始するデータ  フ ァ イルのフル パス名。

この完全に修飾された名前は、butil を実行し ているの と同じマシン上に存在し ている必要があ り ます。

startbu では、 割 り 当て られた ド ラ イブは使用でき ません。

listFile Continuous オペレーシ ョ ンを開始する フ ァ イルの、 フル パス名を含むテキス ト  フ ァ イルの名前。 これ

らのフ ァ イル名は、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ ン フ ィ ード で区切 り ます。 フ ァ イル名にはスペース文

字が含まれる可能性があ り ます。

指定し たすべてのフ ァ イルを対象に Continuous オペレーシ ョ ンを行えない場合、Maintenance ツールに

よ る フ ァ イルへの Continuous オペレーシ ョ ンは一切行われません。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名。 

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード。 uname が使用された場合、 pword は必ず指定する必要があ

り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名。 省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と 解釈されま

す。
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例 B ： 以下の例は、 startlst.fil に リ ス ト されているすべてのフ ァ イルに対し て Continuous オペレーシ ョ ンを開始し

ます。

butil -startbu @startlst.fil

startlst.fil は、 以下のよ う なエン ト リ で構成されます。

file_path\Zen\Demodata\course.mkd
file_path\Zen\Demodata\tuition.mkd
file_path\Zen\Demodata\dept.mkd

Endbu

endbu コマン ド は、 バッ ク ア ッ プに定義されているデータ  フ ァ イル （複数可） の Continuous オペレーシ ョ ンを終

了し ます。 このコマン ド は、 startbu  コマン ド を使用し て Continuous オペレーシ ョ ンを開始し、 バッ ク ア ッ プを

実行し た後に使用し ます。

形式

butil -endbu </A | sourceFile | @listFile> [/UID<name> </PWD<word>> [/DB<name>]]

メ モ  Linux、 macOS、 および Raspbian の場合、 すべてのス ラ ッ シュ （/） パラ メ ーターはス ラ ッ シュの代わ り

にハイ フン （"-"） を使用し ます。た と えば、/A パラ メ ーターは -A で、butil -endbu -A のよ う にな り ます。

Windows サーバーの例

以下の例では、 course.mkd の Continuous オペレーシ ョ ンを終了し ます。

butil -endbu file_path\Zen\Demodata\course.mkd

こ こ では、 現在のデ ィ レ ク ト リ が F:\demodata の場合、 フル パス を省略し て単に butil -endbu course.mkd
とする こ と もでき ます。

/A /A を指定し た場合は、 startbu で初期化され、 現在 Continuous オペレーシ ョ ン モード にあ るすべてのデー

タ  フ ァ イルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンが停止し ます。

sourceFile Continuous オペレーシ ョ ンを終了するデータ  フ ァ イルのフル パス名 （Windows プラ ッ ト フ ォームの ド ラ イ

ブ指定を含む）。

こ の完全に修飾 さ れた名前は、 butil を実行し てい る の と 同じ マシ ン上に存在し てい る必要があ り ます。

endbu コマン ド ではマ ッ プ ド ラ イブは使用でき ません。

@listFile Continuous オペレーシ ョ ンを終了するデータ  フ ァ イル名の リ ス ト を含むテキス ト  フ ァ イルの名前。テーキ

ス ト  フ ァ イルには、 各データ  フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名が含まれている必要があ り ます。 これら の

フ ァ イル名は、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ ン フ ィ ード で区切 り ます。 フ ァ イル名にはスペース文字が含ま

れる可能性があ り ます。

通常、 このデータ  フ ァ イルの リ ス ト は、 「STARTBU」 コマン ド で使用する リ ス ト と同じ ものにな り ます。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ます。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワー ド を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定す

る必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。 省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と解

釈されます。
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Continuous オペレーシ ョ ン使用時のデータ  フ ァ イルの復元

バッ ク ア ッ プの方法と し て Continuous オペレーシ ョ ンを使用し ている場合、 最後のバッ ク ア ッ プ以降の変更を回

復する ための リ カバ リ  ロ グはあ り ません。 最後のバ ッ ク ア ッ プ以後のデータベースの変更はすべて失われます

が、 残っている可能性があ るのは、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グに残された ト ラ ンザク シ ョ ンだけです。 このよ う な ト

ラ ンザク シ ョ ンは、 データベース  エンジンの再起動時に自動的にロール フ ォ ワード されます。

データ とデータベース オペレーシ ョ ンを復元するには

1 エラーを解決し ます。

障害が起きたコ ンピ ューターを再起動するのに必要な保守を行います。

2 バッ ク ア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元するか、 バッ ク ア ッ プからハード  ド ラ イブ イ メ ージを復元するか

適切な方法を と り ます。

3 デ ィ ス ク  イ メ ージの一部と し て Zen が復元されなかった場合は、 再イ ン ス ト ールし ます。

注意   デルタ  フ ァ イルがバッ ク ア ッ プ フ ァ イルに含まれる場合、 これらのフ ァ イルは、 次の手順でデータ

ベース  エンジンが起動する前に削除し てお く 必要があ り ます。

4 データベース  エンジンを再起動し ます。

最後のバッ ク ア ッ プ以後に実行されたデータベース  オペレーシ ョ ンを再度実行する必要があ り ます。
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Backup Agent および VSS Writer によるデータ  バッ クア ッ プ

今まで説明されてきた ト ピ ッ ク に加え、 Zen Enterprise Server および Cloud Server ではデータのバッ ク ア ッ プに対

し て以下のソ リ ューシ ョ ン も適用し ます。

 「Backup Agent」

 「Zen VSS Writer」

ご自分のバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェアが Microsoft のボ リ ューム シ ャ ド ウ  コ ピー サービ ス （VSS） を認識し ない場

合は、Backup Agent をご自分のバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェア と連携し て使用する こ と ができ ます。バッ ク ア ッ プ ソ
フ ト ウ ェアが VSS を認識する場合は、VSS によ るバッ ク ア ッ プ時に Zen VSS Writer が自動的に起動し ます。バッ

ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェアが既に VSS を認識し ている場合は、 Backup Agent を使用する必要はあ り ません。 

Backup Agent および Zen VSS Writer は併用でき ますが、 それに伴 う 利点は特にあ り ません。 どち らか一方の方法

を選択すれば、 バッ ク ア ッ プ処理はよ り 簡潔にな り ます。

Backup Agent
Backup Agent はオプシ ョ ン製品です。 この製品はデフ ォル ト ではイ ン ス ト ールされません。 Zen Enterprise Server
または Cloud Server のイ ン ス ト ール後に、 イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 

Backup Agent を使用すれば、 Zen データベース  フ ァ イルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンの設定と管理を簡単

かつ迅速に行 う こ と ができ ます。 Continuous オペレーシ ョ ンの設定と 管理は、 Zen データベースのバッ ク ア ッ プ

を行 う 際の重要な部分です。 これには Microsoft のボ リ ューム シ ャ ド ウ  コ ピー サービ ス （VSS） を使用し ません。

Backup Agent は開いている フ ァ イルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンの設定と管理を処理し、 バッ ク ア ッ プ中

でも アプ リ ケーシ ョ ンからデータ を利用でき る よ う にし ます。 バッ ク ア ッ プ作業が完了する と、 Backup Agent は
自動的に Continuous オペレーシ ョ ンから フ ァ イルを取 り 出し、 バッ ク ア ッ プ中にキ ャプチャ されたすべての変更

を ロール イ ン し ます。

Backup Agent は、 市販されている多 く のバッ ク ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と互換性があ り ます。 そのバッ ク ア ッ プ

アプ リ ケーシ ョ ンでは、 ほかのアプ リ ケーシ ョ ンを開始および停止でき る コマン ド を発行でき る必要があ り ます

（そのコマン ド で Backup Agent を開始および停止でき ます）。

Zen VSS Writer
Microsoft のボ リ ューム シ ャ ド ウ  コ ピー サービ ス （VSS） は、 ラ イ ター、 プロバイ ダーおよび リ ク エス ター コ ン

ポーネン ト で構成されています。Zen はラ イ ター コ ンポーネン ト であ る  Zen VSS Writer のみで VSS をサポー ト し

ます。 

Zen VSS Writer はデータベース  エンジンの機能であ り 、Zen Enterprise Server および Cloud Server で使用可能です。

Zen VSS Writer は、 こ の製品の イ ン ス ト ール後に使用で き る よ う にな り ます。 Zen VSS Writer は現時点で Zen
Workgroup では使用でき ません。

Zen VSS Writer は Windows オペレーテ ィ ング システムでのみ使用可能です。 ボ リ ューム シ ャ ド ウ  コ ピー サービ

スの詳細については、Microsoft Web サイ ト のテ ク ニカル ド キ ュ メ ン ト 「SQL Server バッ ク ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ

ン ベンダ向けガイ ド」 を参照し て く ださい。

概要

VSS によ る スナッ プシ ョ ッ ト 時、Zen VSS Writer は Zen データおよび ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イルすべてに対

し、それらが存在するボ リ ュームに関係な く 、すべてのデ ィ ス ク  I/O 書き込み動作を阻止し ます。スナッ プシ ョ ッ

ト の作成後、 Zen VSS Writer はスナッ プシ ョ ッ ト 中に遅延された書き込みなど、 すべてのデ ィ ス ク  I/O を再開さ

せます。 

Zen VSS Writer はデ ィ ス ク  I/O 読み取り動作を阻止する こ と はあ り ません。 書き込みが不要であ る限 り 、 通常の

データベース処理を継続させる こ と ができ ます。 Zen VSS Writer は、 VSS サービ スおよび VSS リ ク エス ターの

バッ ク ア ッ プ動作によ り パフ ォーマン スが低下するかも しれませんが、バッ ク ア ッ プ フ ェーズ時は正常に動作し

ます。

https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc966520.aspx
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Microsoft ボ リ ューム シ ャ ド ウ  コ ピー機能を使用すれば、 バッ ク ア ッ プおよび復元製品はバッ ク ア ッ プ用にシ ャ

ド ウ  コ ピーを作成する こ と ができ ます。 それに含まれる フ ァ イルは次のいずれかの状態にな り ます。

1 定義済みで、 かつ整合状態にあ る

2 "crash-consistent state" （ク リ ーン リ ス ト アに適さ ない可能性があ り ます）

以下の条件をすべて満たせば、 VSS スナッ プシ ョ ッ ト のフ ァ イルは定義済み、 かつ整合性の と れた状態にな り ま

す。

1 フ ァ イルのラ イ ターが VSS 対応であ る

2 バッ ク ア ッ プおよび復元製品が VSS 対応ラ イ ターを認識し、そのラ イ ターにスナッ プシ ョ ッ ト の準備を通知

する

3 VSS 対応ラ イ ターはスナッ プシ ョ ッ ト の準備に成功する

条件を満た さ ない場合、 ラ イ ターのフ ァ イルは "crash-consistent state" でバッ ク ア ッ プされます。

VSS Writer の詳細

こ こ では、 Zen VSS Writer の仕様について説明し ます。

 サポー ト されるオペレーテ ィ ング システム

Zen Server 製品がサポー ト される  Windows オペレーテ ィ ング システムは Zen VSS Writer もサポー ト し ます。

Zen VSS Writer は、 マシンのオペレーテ ィ ング システムおよびイ ン ス ト ールされている  Zen Server 製品と同

じ ビ ッ ト 数に対応し て機能し ます。 Zen VSS Writer の 32 ビ ッ ト 版は 32 ビ ッ ト  マシンのみでサポー ト され、

64 ビ ッ ト 版は 64 ビ ッ ト  マシンのみでサポー ト されます。 ビ ッ ト 数が一致し ない場合、 Zen は正し く 機能し

ますが VSS Writer は利用でき ません。

 サポー ト されるバッ ク ア ッ プの種類

Zen VSS Writer はデータ  ボ リ ュームの手動バッ ク ア ッ プまたは自動バッ ク ア ッ プをサポー ト し ます。Zen VSS
Writer は完全ボ リ ューム バッ ク ア ッ プおよびコ ピー ボ リ ューム バッ ク ア ッ プに対応し、 増分、 差分および

ロ グ バッ ク ア ッ プはサポー ト されません。 VSS は Zen VSS Writer を コ ンポーネン ト と し て認識し ます。 ただ

し、 Zen VSS Writer はコ ンポーネン ト のバッ ク ア ッ プをサポー ト し ません。 VSS リ ク エス ターがコ ンポーネ

ン ト のバ ッ ク ア ッ プで Zen VSS Writer を呼び出す と、 VSS Writer は完全ボ リ ューム バ ッ ク ア ッ プまたはコ

ピー ボ リ ューム バッ ク ア ッ プでの同じ ア ク シ ョ ンを実行し ます。

 仮想化環境のサポー ト

Zen VSS Writer は仮想化環境で VSS バッ ク ア ッ プを ト リ ガーする  VSS リ ク エス ターをサポー ト し ます。仮想

マシンのスナッ プシ ョ ッ ト を実行し て も  VSS バッ ク ア ッ プは起動し ません。

 マルチ ボ リ ューム Zen データ  フ ァ イル

Zen フ ァ イルおよび ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グが複数のボ リ ューム上に存在する こ と も あ り ます。 Zen フ ァ イル

をバッ ク ア ッ プする場合、ほかのボ リ ューム上にあ る ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ と関連フ ァ イルは同時にバッ ク

ア ッ プする こ と を覚えておいて く ださい。 互いに独立し ている フ ァ イルは、 関連する  Zen フ ァ イル と同時に

バッ ク ア ッ プする必要はあ り ません。

 バッ ク ア ッ プ ソ リ ューシ ョ ンの互換性

特定のバッ ク ア ッ プ製品が Zen VSS Writer を認識するかど う か、 スナッ プシ ョ ッ ト の準備を ラ イ ターに通知

するかど う かを判断する ためには、 その製品でバ ッ ク ア ッ プを開始し ます。 バ ッ ク ア ッ プ処理の進行中に、

zen.log フ ァ イルで Zen VSS Writer が Frozen または Thawed 状態を記録するかど う かを調べます。 バッ ク ア ッ

プおよび復元製品が、 バッ ク ア ッ プの準備を Zen VSS Writer へ通知し なかった場合は別のソ リ ューシ ョ ンを

使用する必要があ り ます。 た と えば、 Backup Agent を使用すれば Zen データ  フ ァ イルを定義済み、 かつ整合

性の と れた状態でバッ ク ア ッ プでき ます。

 Zen VSS Writer と復元操作
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バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アで復元操作を実行する前に Zen エンジン サービ ス を停止し て く だ さい。 これを

行わない と、 VSS Writer が VSS リ ク エス ターに対し、 復元に参加でき ないこ と を通知し ます。 データの整合

性を保証するためには、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グがデータ  フ ァ イル と共に復元される必要があ り ます。 Zen が
実行し ている間に Zen データ と ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イルが復元された場合、 その復元結果は予測不

能でデータの破損を招 く 恐れがあ り ます。

 Zen VSS Writer および Zen Continuous オペレーシ ョ ン

も う 既に Zen Continuous オペレーシ ョ ン または Backup Agent を使用する既存のバッ ク ア ッ プ処理を利用され

ている場合も あ るでし ょ う 。 そのバッ ク ア ッ プ処理を Zen および Zen VSS Writer でも引き続き使用する こ と

ができ ます。Zen VSS Writer は Continuous オペレーシ ョ ンや Backup Agent の機能を妨げる こ と はあ り ません。

ただし、 Zen VSS Writer と  Continuous オペレーシ ョ ン （または Backup Agent） を併用し て も利点はあ り ませ

ん。 どち らか一方の方法を選択すれば、 バッ ク ア ッ プ処理はよ り 簡潔にな り ます。 

Zen VSS Writer が呼び出 さ れた と き にフ ァ イ ルが Continuous オペレーシ ョ ン モー ド に置かれてい る場合、

VSS Writer はすべての Continuous オペレーシ ョ ンか ら独立し て動作し ます。 VSS バ ッ ク ア ッ プが進行中に

フ ァ イルが Continuous オペレーシ ョ ン モード に置かれた場合は、 バッ ク ア ッ プが完了し た後に zen.log を見

て く ださい。 Frozen および Thawed 状態が問題な く 完了し ている こ と、 またデータが定義済みかつ整合状態

にあ る こ と を確認し て く ださい。

Zen VSS Writer は Microsoft VSS フ レーム ワーク も必要と し ます。 Backup Agent では Microsoft VSS フ レーム

ワーク を使用し ません。 し たがって、 Microsoft VSS フ レーム ワーク が Zen VSS Writer を呼び出し、 I/O 操作

が停止された場合でも、 Backup Agent はバッ ク ア ッ プに参加し ません。 Backup Agent はバッ ク ア ッ プ処理に

個別に追加する必要があ り ます。 そのバ ッ ク ア ッ プ処理は Backup Agent の開始 と 停止を行 う 必要も あ り ま

す。
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10高可用性のサポー ト

可用性の高い環境での Zen の使用

この章では、 以下の項目について説明し ます。

 「技術の概要」

 「フ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ング」

 「マイ グレーシ ョ ン」

 「フ ォール ト  ト レ ラ ン ス」

 「障害回復」
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技術の概要

Zen は、 物理環境および仮想環境において稼働時間を最大化する数々のソ リ ューシ ョ ン と互換性があ り ます。 そ

のよ う な ソ リ ューシ ョ ンは絶えず進化し続けていますが、 通常、 そのタ イプは高可用性、 フ ォール ト  ト レ ラ ン ス

および障害回復に分類されます。

高可用性

「高可用性」 の定義は、 高可用性ソ リ ューシ ョ ンを提供する ソ フ ト ウ ェ ア ベンダーによ って異な る可能性があ り

ます。 一般的には、 ハード ウ ェア障害やソ フ ト ウ ェア障害、 または必要な メ ンテナン スの発生にかかわらず、 稼

働し続ける時間の基準レベルに対する システム設計手法を指し ます。 

物理環境において高可用性を保証するための一般的な手法はフ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ングです。仮想マシン

環境において高可用性を保証するための一般的な手法はマイ グレーシ ョ ン （移行） です。

フ ェールオーバー ク ラス タ リ ング

Zen はフ ェールオーバー ク ラ ス ター環境の リ ソース と し て機能する よ う 設計されています。 この環境では一度に

1 つのサーバー ノード のみが共有記憶域サブシステムにア ク セス し ます。プラ イマ リ  ノード がエラーになった場

合は、 セカンダ リ  ノードへのフ ェールオーバー （切 り 替え） が発生し ます。 フ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ングを

使用する と、 ソ フ ト ウ ェアのア ッ プグレードやハード ウ ェアの メ ンテナン スの実行時にも システムを利用可能な

状態にし てお く こ と ができ ます。

Zen は Microsoft フ ェールオーバー ク ラ ス ター サービ スおよび Linux Heartbeat と互換性があ り ます。フ ェールオー

バー ク ラ ス タ リ ン グ の定義お よ び実装については、 各ベン ダーの ド キ ュ メ ン ト を参照 し て く だ さ い。 Zen
Enterprise Server と  Cloud Server はフ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ングに推奨されるエデ ィ シ ョ ンです。

「フ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ング」 を参照し て く ださい。

マイグレーシ ョ ン

一般論と し て、 マイ グレーシ ョ ン と は、 実行し ている仮想マシン またはアプ リ ケーシ ョ ンを、 ク ラ イ アン ト やア

プ リ ケーシ ョ ンを切断する こ と な く 異な る物理マシン間で移動させる こ と です。 通常は、 仮想マシンの メ モ リ 、

記憶域およびネ ッ ト ワーク接続が移行先に移行されます。 

Zen は Microsoft Hyper-V、VMware vSphere および Citrix XenServer で提供されるマイ グレーシ ョ ン機能と互換性が

あ り ます。 ホス ト 名が仮想マシンの移動後も同じ ま まであれば、 Zen は正常に動作し続けます。 マイ グレーシ ョ

ンの定義および実装については、 各ベンダーの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

「マイ グレーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

フ ォール ト  ト レ ラ ンス

高可用性が稼働時間の予測可能な基準レベルを目指すのに対し、 フ ォール ト  ト レ ラ ン スはコ ンポーネン ト に障害

が発生し て も システムを中断する こ と な く 稼働させる こ と を目的と し ています。 フ ォール ト  ト レ ラ ン スでは同期

された共有記憶域が必要です。 仮想化環境では、 障害が発生し た仮想マシン と、 置き換わる仮想マシンは異なる

物理ホス ト 上に存在し ている必要があ り ます。 

フ ォール ト  ト レ ラ ン スは物理マシンのみを使用し て実現し ます。 ただし、 仮想環境は、 互いに足並みを揃えた仮

想サーバーを保持する こ と が容易であ る ため、 物理環境のみと い う 状況は次第に少な く なっています。 Zen サー

バーは物理環境のみでのフ ォール ト  ト レ ラ ン ス機能と互換性があ り ます。

仮想環境の場合、 Zen は VMware vSphere や Citrix XenServer で提供される フ ォール ト  ト レ ラ ン ス機能と互換性が

あ り ます。フ ォール ト  ト レ ラ ン スの定義および実装については、各ベンダーの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

「フ ォール ト  ト レ ラ ン ス」 を参照し て く ださい。
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障害回復

障害回復では、 大き な障害の発生後にコ ンピ ューター操作の復元が必要と な り ます。 通常、 これには日常的なオ

フサイ ト のデータ  バッ ク ア ッ プや新しい場所で主要な情報システムをア ク テ ィ ブ化する手続きが含まれます。

Zen は、 バッ ク ア ッ プ物理マシン または仮想マシンを初期化する障害回復技術をサポー ト する主要なハイパーバ

イザーと互換性があ り ます。 すべてのホス ト 名が仮想マシンの移動後も同じ ま まであれば、 Zen は正常に動作し

続けます。 これによ り 、 短時間でのサーバー置換および回復が可能です。 

障害回復の定義および実装については、 各ハイパーバイザー ベンダーの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

「障害回復」 を参照し て く ださい。

ハー ド ウ ェ ア要件

このセ ク シ ョ ンで述べているすべての技術を利用する場合、 ベンダーが提供するハード ウ ェア互換性 リ ス ト で挙

げられているサーバー、デ ィ ス ク  サブシステムおよびネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト を選択する こ と をお勧めし ま

す。 弊社でも、 ベンダーの製品と の互換性テス ト を行 う 際にはこの同じハード ウ ェア要件に従っています。
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フ ェールオーバー ク ラス タ リ ング

フ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ングでは、それぞれが独立し たサーバー ノード のグループを提供し ます。それらの

ノ ー ド はすべて共有データ  フ ァ イルまたはボ リ ュームの共有シ ス テムにア ク セスでき ます。 こ のフ ェールオー

バー サービ スでは、一度に 1 つのサーバーだけがデータ  フ ァ イルまたは記憶域ボ リ ュームを制御し ます。現在ア

ク テ ィ ブなサーバーで障害が発生し た場合は、 自動的にク ラ ス ター内の次の ノード に制御が渡され、 その ノード

のサーバーが制御を引き受けます。

Zen では、 1 つのデータベース  エンジンだけがデータにア ク セスでき ます。 ク ラ ス ター内では、 すべての ノード

に Zen エンジンがイ ン ス ト ールされるので、 それらのエンジンを、 そのま ま複数のエンジンではな く 、 1 つのエ

ンジン と し て見え る よ う 構成する必要があ り ます。

各 Zen エンジンは、 ク ラ ス ター ノード単位で個別にラ イセン ス されている必要があ り ます。 これはその ノード が

物理マシン または仮想マシンのどち らでも同じです。 ノード ご と に Enterprise Server - Active-Passive （ア ク テ ィ ブ

/ パッ シブ） ラ イセン スが必要です。 

こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

 「Windows Server 用 Microsoft フ ェールオーバー ク ラ ス ター」

 「Linux Heartbeat」

 「ク ラ ス ター環境における  Zen の管理」

Windows Server 用 Microsoft フ ェールオーバー ク ラス ター

こ こ では、 Microsoft フ ェールオーバー ク ラ ス ターへの Zen エンジン サービ スの追加について説明し ます。 これ

は次のこ と を前提と し ます。

 フ ェールオーバー ク ラ ス ターのイ ン ス ト ールおよび構成方法を知っている こ と。 また、 Zen エンジン サービ

ス を追加および管理するための情報が必要であ る こ と。

 Zen および Zen Control Center （ZenCC） などのユーテ ィ リ テ ィ の使用法を よ く 理解し ている こ と。

 Zen ODBC ア ド ミ ニス ト レーターを使用し て DSN を設定でき る こ と。

一般的な手順

Zen エンジンを含む Windows フ ェールオーバー ク ラ ス ターを作成する手順は次の とお り です。

1 Windows フ ェールオーバー ク ラ ス ターの ノード を設定し ます。

ク ラ ス ターに Windows サーバーをセ ッ ト ア ッ プし てから、 Zen エンジンを追加する前に、 フ ェールオーバー

が正常に動作する こ と を確認する必要があ り ます。 た と えば、 フ ェールオーバーが完了し、 すべての リ ソー

スが引き続き利用でき る こ と を確認し た ら、 次にフ ェールオーバーを元の ノードへ戻し て同様の確認を再度

行います。 サーバー マネージ ャー ダ ッ シュボードやフ ェールオーバー ク ラ ス ター マネージ ャーを使用し て

フ ェールオーバー ク ラ ス タ リ ングをセ ッ ト ア ッ プおよび検証する方法については、Microsoft の ド キ ュ メ ン ト

を参照し て く ださい。

2 独立し た専用システムに共有フ ァ イル サーバーをセ ッ ト ア ッ プし ます。

Zen エンジンを イ ン ス ト ールし た ら、 この共有データの場所を使用する ためにそれらのエンジンを設定し ま

す。

3 Zen エンジンを各ク ラ ス ター ノード にイ ン ス ト ールし ます。

下の表にあ る手順をご確認 く ださい。 次の手順に進む前に、 すべての Zen エンジンを イ ン ス ト ールし て く だ

さい。

4 エンジンを設定するために、 フ ェールオーバー ク ラ ス ター マネージ ャーに戻 り ます。 ク ラ ス ター内でイ ン ス

ト ールされている複数の Zen を、 単独のデータベース  サーバーと し て見え る よ う に設定し ます。

下の表の手順に進みます。
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Windows フ ェールオーバー ク ラス ターへ Zen を イ ンス ト ールし設定する

次の表では、 Windows Server のフ ェールオーバー ク ラ ス ターに Zen を追加する際の推奨手順を説明し ています。 

操作 注記

Zen を ク ラ ス タ ー ノ ー ド に イ

ン ス ト ールする

各ノード に Zen サーバーを イ ン ス ト ールし、 それらすべてに同一の設定を選択し ます。 

Zen データ  フ ァ イルが存在する専用の共有記憶域システムには Zen を イ ンス ト ールし な

いで く だ さい。

デフ ォル ト で、 Zen エンジン サービ スは Windows で自動的に開始し ます。 各ノード にイ

ン ス ト ール後、Actian Zen Enterprise Server サービ スのプロパテ ィ で、 ス ター ト ア ッ プの種

類を手動に変更し てサービ ス を停止し ます。 フ ェールオーバー ク ラ ス ター マネージ ャー

が必要に応じ て開始し ます。

役割を追加し、 Zen サービ ス を

汎用サービ ス と し て選択する。

アプ リ ケーシ ョ ン データ  フ ァ

イ ルに使用 さ れ る 記憶域を選

択する。

リ ソ ー ス を 追加 し、 Zen サー

バーを汎用サービ ス と し て選

択する。

フ ェールオーバー ク ラ ス ター マネージ ャーでこ ら らの手順を実行し ます。 

Zen エンジンがサービ ス と し て実行し ている場合、レジス ト リ  レプ リ ケーシ ョ ンはサポー

ト されないので、 そのオプシ ョ ンはス キ ッ プし ます。 こ の表の後述の操作で述べている

よ う に、 各ノード の Zen エンジンに対し てデータベース  プロパテ ィ を手動で設定する必

要があ り ます。

フ ァ イル共有を Zen エンジン サービ スの依存関係と し て設定し ます。［ネ ッ ト ワーク名を

コ ンピ ューター名と し て使う］ オプシ ョ ンを選択し ます。

必要な フ ァ イ ル と デ ィ レ ク ト

リ を共有記憶域に置 く 。

通常、 Zen エンジン サービ スは、 ローカル システム アカ ウ ン ト 下で実行されます。 ロー

カル システム アカ ウ ン ト に共有の場所への読み取 り / 書き込み権限があ る こ と を確認し

ます。

Zen を イ ン ス ト ール し た ア ク テ ィ ブ ノ ー ド で、 ProgramData デ ィ レ ク ト リ に あ る

dbnames.cfg を、 共有記憶域内の任意のデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

ア ク テ ィ ブ ノード で、 ProgramData デ ィ レ ク ト リ から以下のデ ィ レ ク ト リ を、共有記憶域

内の同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 任意で、 dbnames.cfg と同じデ ィ レ ク ト リ にこれ

ら を コ ピーでき ます。

• defaultdb

• Demodata

• tempdb

• Transaction Logs
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これで、 フ ェールオーバー ク ラ ス ターの設定が完了し ま し た。 フ ェールオーバーが発生し た と きには、 ク ラ イ ア

ン ト 接続も失敗し、 ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ン を再起動する必要があ るか も しれないので注意し て く だ さ

い。

メ モ  ク ラ ス ター環境の Zen サーバーにパッチを適用する必要があ る場合は、 弊社テ ク ニカル サポー ト まで

お問い合わせ く ださい。

Linux Heartbeat
Heartbeat プロ グ ラ ムは Linux-HA （High-Availability Linux Linux） プロ ジェ ク ト の中心的なコ ンポーネン ト の 1 つ
です。 Heartbeat はあ らゆる  Linux プラ ッ ト フ ォームで動作し、 1 つのプロセスで停止ノード の検出、 通信および

ク ラ ス ター管理を行います。

こ こ では、 Linux Heartbeat への Zen エンジン サービ スの追加について説明し ます。 これは次のこ と を前提と し ま

す。

 Heartbeat プロ グ ラ ムのイ ン ス ト ールおよび構成方法を知っている こ と。 また、Zen を ク ラ ス ター サービ ス  グ
ループに追加するための情報が必要であ る こ と。

 Zen および ZenCC などの主要ユーテ ィ リ テ ィ の使用法を よ く 理解し ている こ と。

事前要件

Zen を ク ラ ス ターに追加する前に、Linux Heartbeat が正常に機能し ている こ と が必須です。Heartbeat のイ ン ス ト ー

ル、 動作確認、 タ ス ク の実行方法については、 「The High Availability Linux プロ ジェ ク ト 」 （http://www.linux-ha.org/
ja/HomePage_ja） ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

ほかのアプ リ ケーシ ョ ンの場合と同様に、Zen を追加する前には必須のク ラ ス ター コ ンポーネン ト を設定し ます。 

ZenCC を使っ てデー タ ベース

エ ン ジ ン のプ ロ パテ ィ を設定

する。

ZenCC で、ク ラ ス ター内の現在のア ク テ ィ ブ ノード のエンジンを設定し た後、ほかの ノー

ド にも それぞれ同じ設定を行います。

デ ィ レ ク ト リ に関するエンジン プロパテ ィ を設定し ます。 エンジンを再起動する よ う 指

示された ら ［いいえ］ を ク リ ッ ク し ます。

• ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログのデ ィ レ ク ト リ］ には、Transaction Logs デ ィ レ ク ト リ を コ ピー

する共有デ ィ ス ク上の場所を入力し ます。

• ［DBNames 設定フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ］ には、 dbnames.cfg フ ァ イルを コ ピーする共

有デ ィ ス ク上の場所を入力し ます。

フ ェールオーバー ク ラ ス ター マネージ ャーで、 Zen リ ソース を一旦オフ ラ イ ンにし、 オ

ン ラ イ ンに戻し て設定を適用し ます。

ZenCC で、 お使いのサーバーのデータベース  ノード の下で、 以下のプロパテ ィ を設定し

ます。

• DEFAULTDB プロパテ ィ の ［デ ィ レ ク ト リ ］ では、 ［辞書のロケーシ ョ ン］ と ［データ

デ ィ レ ク ト リ］ に、Defaultdb デ ィ レ ク ト リ を コ ピーする共有デ ィ ス ク上の場所を設定し

ます。

• DEMODATA プロパテ ィ の ［デ ィ レ ク ト リ ］ では、 ［辞書のロケーシ ョ ン］ と ［データ

デ ィ レ ク ト リ］ に、 Demodata デ ィ レ ク ト リ を コ ピーする共有デ ィ ス ク上の場所を設定

し ます。

• TEMPDB プロパテ ィ の ［デ ィ レ ク ト リ ］ では、 ［辞書のロケーシ ョ ン］ と ［データ  デ ィ

レ ク ト リ］ に、 Tempdb デ ィ レ ク ト リ を コ ピーする共有デ ィ ス ク上の場所を設定し ます。

操作 注記
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Linux Heartbeat フ ェールオーバー ク ラス ターへ Zen を イ ンス ト ールし設定する

次の表では、 Linux Heartbeat に Zen を追加する際の推奨手順を説明し ています。 

操作 説明

Zen を ク ラ ス ター ノ ー ド

にイ ン ス ト ールする

各ク ラ ス ター ノード に Zen サーバーを イ ン ス ト ールし、 それらすべてに同一のオプシ ョ ンを選

択し ます。 Zen データ  フ ァ イルが存在する ク ラ ス ター共有記憶域には Zen を イ ンス ト ールし な

いで く だ さい。

イ ン ス ト ールが完了する と、オペレーテ ィ ング システムの起動時にデータベース  エンジンが自

動的に起動する よ う 設定されます。 ただし、 ク ラ ス タ リ ングでは、Linux Heartbeat がデータベー

ス  エンジンの起動と停止を制御し ます。 ク ラ ス ターの実稼動ノード がエンジンを起動し、 それ

以外の ノード はエンジンを起動し ません。 

Zen サーバーを イ ン ス ト ールし た ら、 zen-data および zen-adm 用のグループ ID と  zen-svc 用の

ユーザー ID がすべての ノ ード において一致し ている こ と を確認し て く ださい。 ID が一致し て

いなければ、 同一になる よ う 変更し ます。

共有記憶域を構成する 共有記憶域は、 Zen データ  フ ァ イルが存在する場所です。 Heartbeat の共有記憶域はさ まざまな

方法で実装でき ます。 このマニュ アルではその数多 く の実装方法のすべてを説明する こ と はで

き ません。 そのためこ こ では、 NFS マウ ン ト の使用を想定し ています。

共有記憶域上で、 データベース を配置する場所を作成し ます。 この場所は自由に選択でき ます。

ユーザー zen-svc がその場所に対し て読み取 り 、 書き込み、 および実行権限を持っている こ と

を確認し て く ださい。

共有記憶域に 2 つのグループ と  1 人のユーザーを作成し、 各ク ラ ス ター ノード がデータベース

フ ァ イルにア ク セスでき る よ う にし ます。 

• zen-data グループおよび zen-adm グループはそれぞれ、 ク ラ ス ター ノード上の zen-data グ
ループ ID および zen-adm グループ ID と一致し ている必要があ り ます。

• ユーザー zen-svc は、 ク ラ ス ター ノード上の zen-svc ユーザー ID と一致し ている必要があ り

ます。

共有記憶域マ ウ ン ト 用の

デ ィ レ ク ト リ を作成する

ク ラ ス ター ノード ご と に、 ユーザー zen-svc と し て ロ グ イ ン し、 共有記憶域へマウ ン ト される

デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 ユーザー zen-svc にはパス ワード があ り ません。 su コマン ド を使

用し た root アカ ウ ン ト によ る ア ク セスのみを行 う こ と ができ ます。 デ ィ レ ク ト リ 名は自由に選

択でき ます。

Heartbeat サーバーを構成

する

Zen データベース  エンジンを制御する ノード ご と に Heartbeat サーバーを構成し ます。次のよ う

な構成を行います。

• ノード。 ク ラ ス ターに参加させるすべての ノード を追加し ます。

• 認証。 ノード間のネ ッ ト ワーク通信に使用する認証のタ イプを指定し ます。 

• 媒体。 Heartbeat が ノード間の内部的な通信に使用する方法を指定し ます。

• ス ター ト ア ッ プ。 Heartbeat サーバーの起動のタ イ ミ ングについての設定を指定し ます。 これ

をオンに設定する と、 Heartbeat サーバーはブー ト 時に起動する よ う にな り ます。 

Heartbeat ユーザーのパス

ワード を割 り 当てる

Linux Heartbeat では Heartbeat Management Client へロ グ イ ンする際のデフ ォル ト のユーザー名と

し て hacluster を提供し ます。 Heartbeat Management Client を実行する ノ ー ド ご と に、 ユーザー

hacluster のパス ワード を割 り 当てます。

Zen の リ ソース  グループ

を追加する

root と し て ロ グ イ ン し、 ク ラ ス ター ノード の 1 つで Heartbeat Management Client を開始し ます。

ユーザー hacluster と し て ロ グ イ ン し、 新しいグループを追加し ます。 ［ID］ には、 Zen グループ

の名前を指定し ます。 ［Ordered］ と ［Collocated］ には true を設定し ます。
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リ ソ ース を グループに追

加する

次の 3 つの リ ソース を Zen グループに追加し ます。 

• IPaddr （IP ア ド レ ス）

• Filesystem （フ ァ イルシステム）

• Zen （OCF リ ソース  エージェ ン ト ）

IPaddr （IP ア ド レ ス）

Heartbeat Management Client で、 新しい native 項目を追加し ます。 ［Belong to group］ には、 Zen
用に追加し たグループを選択し ます。 ［Type］ には IPaddr を選択し ます。 

追加し た リ ソースで、 IP の値に対し て ク ラ ス ターの IP ア ド レ ス を指定し ます。 Linux Heartbeat
がイ ン ス ト ールされ構成された と きには、 （ノ ー ド ではな く ） ク ラ ス ターに割 り 当て られた IP
ア ド レ ス を使用し ます。 

Filesystem （フ ァ イルシステム）

新しい native 項目を も う  1 つ追加し ます。 ［Belong to group］ には、 Zen 用に追加し たグループ

を選択し ます。 

［Type］ には Filesystem を選択し、 fstype と い う パ ラ メ ーターを削除し ます。 新し いパ ラ メ ー

ターを追加し、 ［Name］ には "device" を選択し ます。 ［Value］ には、 共有記憶域のデバイ ス名、

コ ロ ン、 共有マウ ン ト の場所を指定し ます。 

新しいパラ メ ーターを も う  1 つ追加し、 ［Name］ には "directory" を選択し ます。 ［Value］ には、

NFS マウ ン ト で使用するデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 

Zen （OCF リ ソース  エージェ ン ト ）

新しい native 項目を も う  1 つ追加し ます。 ［Belong to group］ には、 Zen 用に追加し たグループ

を選択し ます。 ［Type］ では、 ［Description］ フ ィ ール ド に "Zen OCF Resource Agent" の記載が

あ る  zen-svc エン ト リ を ク リ ッ ク し ます。 この他に設定は必要あ り ません。

マ ウ ン ト さ れた共有記憶

域上にサブデ ィ レ ク ト リ

を作成する

Filesystem リ ソース を追加でき た場合は、 ク ラ ス ター サーバー と 共有記憶域間にマウ ン ト が存

在する よ う にな り ます。 ク ラ ス ター ノード の 1 つに、ユーザー zen-svc と し て ロ グ イ ン し ます。

共有記憶域マウ ン ト で、 "log" と  "etc" と い う 名前のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 

た と えば、 マウ ン ト  デ ィ レ ク ト リ が /usr/local/actianzen/shared の場合、 /usr/local/actianzen/shared/
log と  usr/local/actianzen/shared/etc と い う デ ィ レ ク ト リ を追加し ます。

ZenCC で ク ラ ス ター サー

バーを構成する

それぞれのク ラ ス ター ノード で、ZenCC を使った ク ラ ス ター サーバーを構成する必要があ り ま

す。 

ZenCC を実行する ノ ー ド 以外のすべての ク ラ ス ター ノ ー ド を代替モー ド に し ます。 zen-svc
ユーザーと し て、 1 つのア ク テ ィ ブ ノード で、 あ るいはア ク テ ィ ブ ノード にア ク セスでき る ク

ラ イ アン ト から  ZenCC を実行し ます。 

Zen エ ク スプローラーで、 新しいサーバーを追加し、 ク ラ ス ターの名前 （または IP ア ド レ ス）

を指定し ます。 

追加し たサーバーのプロパテ ィ にア ク セス し ます。 ロ グ イ ンを指示された場合は、 admin ユー

ザーと し て ロ グ イ ン し ます。 パス ワード は空のま まにし ます。 ［デ ィ レ ク ト リ］ プロパテ ィ にア

ク セス し ます。 ［ ト ラ ンザクシ ョ ン ログのデ ィ レ ク ト リ］ には、 "log" ロ ケーシ ョ ン用に作成し

たデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 ［DBNames 設定フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ］ には、 "etc" ロ ケー

シ ョ ン用に作成し たデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。「マウ ン ト された共有記憶域上にサブデ ィ レ ク

ト リ を作成する」 を参照し て く ださい。

ZenCC で新しいサーバーを追加し、そのプロパテ ィ をほかの各ク ラ ス ター ノード から設定し ま

す。 ZenCC を実行する ノード以外のすべての ノード を代替モード にし ます。 

操作 説明
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ク ラス ター環境における Zen の管理

フ ェールオーバー ク ラ ス ター環境に Zen を イ ン ス ト ールする と、 リ ソース と し て管理でき ます。 こ こ では、 一般

的な管理の内容について説明し ます。

 「Zen ラ イセン スおよびノード の メ ンテナン ス」

 「Zen 停止時の動作」

 「Actian Zen エンジン サービ スの停止と再起動」

 「Zen 設定の変更」

 「ソ フ ト ウ ェアのパッチ」

Zen ラ イセンスおよび ノ ー ドのメ ンテナンス 
通常の Zen ラ イセン スやマシンの メ ンテナン スに関する手順は、フ ェールオーバー ク ラ ス ター環境の ノード にも

同様に適用されます。データベース  エンジンがイ ン ス ト ールされた物理マシン または仮想マシンの構成を変更す

る前には Zen 製品キーを認証解除し て く ださい。 構成の変更が完了し た ら再度認証し て く ださい。

『Zen User's Guide』 の 「キーを認証解除するには」 および 「キーを認証するには」 を参照し て く ださい。 

Zen 停止時の動作

ク ラ ス ター ノード でエラーが発生し た場合、Zen ク ラ イ アン ト はス タ ンバイ  ノード上の Zen エンジンに自動的に

再接続し ません。 アプ リ ケーシ ョ ンで ク ラ イ アン ト を Zen データベースに再接続するか、 アプ リ ケーシ ョ ンを再

起動する必要があ り ます。 データベース  エンジンで ［自動再接続の有効化］ がオンに設定されていた と し て も同

様の対処が必要です。 

ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持がオフで、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了する前にエラーが発生し た場合には、 自動的に

ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する前の状態にロール バッ ク されます。つま り 、すぐ前の完了済みチェ ッ ク  ポイ ン ト へ

戻る と い う こ と です。 ロール バッ クは、 ア ク テ ィ ブ サーバーがデータ  フ ァ イルへのア ク セス を要求し た時点で

発生し ます。 

ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持を設定し ている場合、ク ラ ス ター ノード に障害が発生し た時点と最後のチェ ッ ク  ポ
イ ン ト の時点と の間に発生し た完了済みの変更は回復させる こ と ができ ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持はす

べての ノード で同じ よ う に構成される必要があ り ます。また、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グは共有記憶域に置かれます。

ただし、 ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持が有効だった場合でも、 ク ラ ス ターの障害が発生し た時点で完了し ていな

い ト ラ ンザク シ ョ ンは失われます。

共有記憶域上 に デー タ

ベース を作成する

ク ラ ス ター ノード の う ち 1 つの ノード のオペレーテ ィ ング システムから、ユーザー zen-svc と
し て ロ グオン し、 データベース を置 く フ ァ イル シ ス テム共有下にデ ィ レ ク ト リ を作成し ます

（ユーザー root と し てデ ィ レ ク ト リ を作成する場合、 ユーザー zen-svc はそのデ ィ レ ク ト リ に

対し て読み取 り 、 書き込み、 および実行権限を持っている こ と を確認し て く ださい）。

ZenCC を実行する ノード以外のすべてのク ラ ス ター ノード を代替モード にし ます。

zen-svc ユーザーと し て、 1 つのア ク テ ィ ブ ノード で、 あ るいはア ク テ ィ ブ ノード にア ク セス

でき る ク ラ イ アン ト から  ZenCC を実行し ます。 「ZenCC で ク ラ ス ター サーバーを構成する」 で

追加し たサーバーに新しいデータベース を作成し ます。 ［場所］ には、 データベース を置 く デ ィ

レ ク ト リ を指定し ます。 必要に応じ てその他のデータベース  オプシ ョ ンを指定し ます。

新しいデータベースの場合、 必要であればテーブルを作成し ます。 

各 ノ ー ド か ら の デー タ

ベースへのア ク セ ス を確

認する

各 ク ラ ス ター ノ ー ド は共有記憶域上の Zen データベースにア ク セ スで き る必要があ り ます。

データベース を作成し た ク ラ ス ター ノ ー ド を代替モー ド に し ます。 こ れは zen-svc リ ソ ース

（データベース  エンジン） を実行し ている ノード です。

ク ラ ス ターの次の ノードへフ ェール オーバーし ます。次の ノード が、 zen-svc リ ソースの実行の

制御を受け取る こ と を確認し て く だ さい。 ク ラ ス ター内の各 ノ ード に対し て、 上記の手順 （代

替、 フ ェールオーバー、 確認） を繰 り 返し、 開始し た ノード まで戻った ら終了し ます。

操作 説明



168

Actian Zen エンジン サービスの停止と再起動

オペレーテ ィ ング システムから  Zen データベース  エンジン サービ ス を手動で停止する と、 ア ク テ ィ ブ ノード か

ら ク ラ ス ターのフ ェールオーバーが発生し ます。 サービ ス  ノ ー ド の メ ンテナン ス を実行し てお り 、 そのよ う な

フ ェールオーバーを回避し たい場合は、 サービ ス を ク ラ ス ター ユーテ ィ リ テ ィ から停止し ます。 

Zen 設定の変更

変更する設定によ ってはデータベース  エンジンを再起動する必要があ り ます。 「設定 リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て

く ださい。

設定の変更を適用するために Zen データベース エンジン サービスを停止し、 再起動するには

Windows ク ラ ス ター ア ド ミ ニス ト レーターで、 次の手順を記載されている順序で実行し ます。

1 Actian Zen エンジン サービ ス を右ク リ ッ ク し て、 ［このリ ソースをオフ ラ イ ンにする］ を ク リ ッ ク し ます。

2 Actian Zen エンジン サービ ス を右ク リ ッ ク し て、 ［このリ ソースをオン ラ イ ンにする］ を ク リ ッ ク し ます。

ソ フ ト ウ ェ アのパッ チ

あ る時点で、Zen またはフ ェールオーバー ク ラ ス ター ソ フ ト ウ ェアにパッチを適用する必要があ るかも しれませ

ん。 この実行のサポー ト が必要な場合は、 弊社テ ク ニカル サポー ト までお問い合わせ く ださい。
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マイグレーシ ョ ン

マイ グレーシ ョ ンでは、 Zen を実行し ている仮想マシンを、 あ る物理ホス ト から別のホス ト へ移動し ます。 通常

は、 仮想マシンの メ モ リ 、 記憶域およびネ ッ ト ワーク接続が移行先に移行されます。 ハイパーバイザーによ って、

マイ グレーシ ョ ンは " ラ イブ " マイ グレーシ ョ ン または " ホ ッ ト " マイ グレーシ ョ ン と呼ばれます。

" ラ イブ " マイ グレーシ ョ ン または " ホ ッ ト " マイ グレーシ ョ ンでは、ク ラ イ アン ト から  Zen への接続がそのま ま

維持されます。 これによ り 、 ハード ウ ェア バラ ン ス または リ ソース  バラ ン スの変更が可能です。 " コール ド " マ
イ グレーシ ョ ンでは、 仮想マシンを一時停止する必要があ るため、 ネ ッ ト ワーク接続が中断されます。 ク ラ イ ア

ン ト から  Zen への接続を再確立する必要があ り ます。

マイ グレーシ ョ ン環境には、 実行中の Zen のイ ン ス タ ン スが 1 つだけあ り ます。 これによ り 、 ホス ト  マシンがク

ラ ッ シュ し た、またはホス ト  マシンを直ちにオフ ラ イ ンにする必要があ る場合、その環境はやや脆弱にな り ます。

また、 共有記憶域にエラーが生じ た場合、 データベース  エンジンは物理記憶域に対する読み込みまたは書き込み

を処理する こ と がで き ません。 ハ イ パーバ イ ザーに よ っ ては、 共有記憶域を使用し ないマ イ グ レーシ ョ ン ソ

リ ューシ ョ ンを提供し ています。

ホス ト 名が仮想マシンの移行後も同じ ま まであれば、Zen は正常に動作し続けます。製品キーの状態は " ア ク テ ィ

ブ " のま まです。 

マ イ グ レーシ ョ ン環境で Zen を イ ン ス ト ールま たは構成する際、 特別な手順は必要あ り ません。 ハイパーバイ

ザーの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。
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フ ォール ト  ト レ ラ ンス

フ ォール ト  ト レ ラ ン ト 環境はマイ グレーシ ョ ン環境と似ていますが、 さ らにコ ンポーネン ト がエラーになって も

動作が中断されないよ う する機能も備えています。 フ ォール ト  ト レ ラ ン ト 環境では、 ネ ッ ト ワーク接続、 継続的

なサービ スおよび同期された共有記憶域を介し たデータ  ア ク セスが確保されます。 コ ンポーネン ト の切 り 替えが

起こ って も、 ク ラ イ アン ト  マシンおよびアプ リ ケーシ ョ ンは正常に機能し続け、データベース  エンジンは中断さ

れません。

フ ォール ト  ト レ ラ ン ト 環境で Zen を イ ン ス ト ールまたは構成する際、 特別な手順は必要あ り ません。 ハイパーバ

イザーの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。
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障害回復

障害回復にはデータの回復やサイ ト の回復が含まれています。 データの回復はデータ を保護および復元する方法

です。 サイ ト の回復は、 データ を含むサイ ト 全体を保護および復元する方法です。 

データの回復は、ハイパーバイザーの共有記憶域および Zen の ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ と ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性

保持によ って容易に行 う こ と ができ ます。 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよび ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持」 を参照

し て く ださい。 Zen Enterprise Server および Cloud Server では ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ と ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保

持を使用でき ます。

サイ ト の回復は物理マシン と仮想マシンのどち らでも実行でき ます。 回復されたサイ ト でホス ト 名が同じ ま まで

あれば、 Zen は正常に動作し ます。 これは一般に仮想マシンの場合です。 物理マシンを回復する場合、 回復し た

サイ ト でホス ト 名が回復前と異なっている と、Zen の起動時に Zen 製品キーの状態が検証失敗に変わ り ます。Zen
は検証失敗の状態でも しばら く の間は正常に動作し続けます。 その間にキーを修復するか、 元のサイ ト へ戻すこ

と ができ ます。 

障害回復環境で Zen を イ ン ス ト ールま たは構成する際、 特別な手順は必要あ り ません。 ハイパーバイザーの ド

キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。
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11Zen とハイパーバイザー製品

さ まざまなハイパーバイザー製品と共に Zen を使用するための ヒ ン ト

以下の ト ピ ッ ク によ り 、 ハイパーバイザー製品を用いて Zen を最も効果的に使用する こ と ができ ます。

 「ハイパーバイザー製品のイ ン ス ト ール」

 「Zen の使用法の ヒ ン ト 」
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ハイパーバイザー製品のイ ンス ト ール

ほかの複雑な ソ フ ト ウ ェア と同様に、 ハイパーバイザー製品は非標準および特殊な設定を用いる など、 さ まざま

な方法でイ ン ス ト ールする こ と ができ ます。 Zen と の互換性のため、 製品ベンダーが推奨する最善手法を使用し

てハイパーバイザー製品を イ ン ス ト ールおよび設定し て く ださい。
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Zen の使用法のヒ ン ト

こ こ では、 Zen の使用に関する以下の項目について説明し ます。

 「物理マシンから仮想マシンへの移行」

 「設定」

 「仮想マシン リ ソース  プールおよびテンプレー ト 」

 「フ ェールオーバー ク ラ ス ター サポー ト 」

 「パフ ォーマン ス」

 「データのバッ ク ア ッ プ」

物理マシンから仮想マシンへの移行

最初は物理マシンンに Zen Enterprise Server、 Cloud Server、 または Workgroup を イ ン ス ト ールし ていた ものを、 後

にビジネスのニーズの変化に応じ て仮想マシンに移行する こ と ができ ます。 物理マシンから仮想マシンへ移行す

る場合は、 必ずホス ト 名を移行前と同じ名前にし て く ださい。 

Zen エンジンは IP ア ド レ スに依存し ませんが、 仮想マシン自体は依存する可能性があ り ます。 お使いの仮想マシ

ンが DNS （Domain Name System） ではな く 、 生の IP ア ド レ ス、 またはホス ト  フ ァ イルに依存する場合は、 必ず

IP ア ド レ スに関し て適切な対応を行って く ださい。 

設定

ラ イブ マイ グレーシ ョ ン、 フ ォール ト  ト レ ラ ン ス、 高可用性、 準仮想化、 リ ソースのスケジュー リ ングおよび障

害回復などのハイパーバイザー製品機能を使用する ために、 Zen を特別な手順で設定する必要はあ り ません。 ホ

ス ト 名に一貫性があれば、 Zen は認証され、 完全に機能し続けます。

障害回復など特定の状況ではネ ッ ト ワークやハード ウ ェアの変更が必要と なる こ と も あ り ます。 以下の項目を変

更し て も  Zen には悪影響を与えません。

 仮想マシンの IP ア ド レ ス または MAC ア ド レ ス

 仮想マシンのハード ウ ェア （CPU の種類、 CPU の速度、 メ モ リ の量および記憶域の種類やサイ ズなど）

データベース  エンジンが起動し ている場合、 Zen は メ モ リ の増加や物理ス ト レージなどハード ウ ェアの特定の変

更を認識し ないので注意し て く ださい。 このよ う な変更を認識させる場合は、 データベース  エンジンを停止し て

再起動する必要があ り ます。

仮想マシン リ ソース プールおよびテンプレー ト

Zen は仮想マシン リ ソース  プールおよびテンプレー ト で使用する こ と ができ ます。 両方を使用する場合は、 それ

ぞれの Zen で独自の製品キーが必要と な り ます。『Zen User's Guide』 の 「ラ イセン スの適用」 を参照し て く ださい。 

リ ソース プール

リ ソースプール内の、 データベース  エンジンを含む各仮想マシンで Zen が認証される必要があ り ます。

テンプレー ト

テンプレー ト から作成し た仮想マシンで Zen を認証するには、 構成ス ク リ プ ト を使用する こ と ができ ます。 この

ス ク リ プ ト は、 ゲス ト  オペレーテ ィ ング システムのカ ス タマイ ズ時に、 Zen キーを認証する ための CLI License
Administrator ツールを起動する こ と ができ ます。 『Zen User's Guide』 の 「License Administrator のコマン ド  ラ イ ン

イ ン ターフ ェ イ ス」 を参照し て く ださい。

ゲス ト  オペレーテ ィ ング システムのその他のプロパテ ィ （ホス ト 名など） をカス タマイ ズする こ と を忘れないで

く ださい。 それらのプロパテ ィ は Zen の実行には依存し ません。 
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フ ェールオーバー ク ラス ター サポー ト

一般的なガイ ド ラ イ ン と し て、 共通 （アフ ィ ニテ ィ ） 規則を使用する場合は、 必ずすべてのコ アを同じ ソ ケ ッ ト

で実行する よ う にし て く ださい。 Zen はマルチコ アをサポー ト する ため、 これがパフ ォーマン スの向上に役立ち

ます。 ご自身の構成に応じ て非共通規則を使用する こ と もでき ます。

MSCS 構成用のデータ  デバイ ス と し て RDM （Raw Device Mapping） を使用する場合は考慮すべき事項があ り ま

す。 RDM については、 ベンダーの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

DRS （Distributed Resource Scheduler） でフ ォール ト  ト レ ラ ン ス / 高い可用性を使用する場合、 ロード  バラ ン スは

フ ェールオーバー後にのみ行 う こ と ができ る こ と に留意し て く ださい。 DRS については、 ベンダーの ド キ ュ メ ン

ト を参照し て く ださい。

パフ ォーマンス

Zen で最高のパフ ォーマン ス を実現するには、 以下の事項を順守し て く ださい。

 ハイパーバイザー ベンダーからのパフ ォーマン ス最良実施例に従 う こ と。

 Zen をホス ト する仮想マシンに十分な メ モ リ （RAM） が確保されている こ と。

 ハイパーバイザー ホス ト には十分な数の仮想 CPU があ り 、 同じマシン上の全仮想マシンの中で仮想 CPU の
競合を最小化し ます。 こ れに よ り 、 Zen を実行する仮想マシン と の競合が避け ら れます。 共通 （ア フ ィ ニ

テ ィ ） 規則を使用する場合は、 必ずすべてのコ アを同じ ソ ケ ッ ト で実行する よ う にし て く ださい。 

 Zen データ  フ ァ イルは高速な物理ス ト レージに存在し、物理ス ト レージ デバイ スに対する ス ピン ド ルの競合

およびコ ン ト ローラーの競合を最小化し ます。

データのバッ クア ッ プ

「Backup Agent および VSS Writer によ るデータ  バッ ク ア ッ プ」 を参照し て く ださい。
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12ワークグループ エンジンの詳細

ワーク グループ エンジンの技術的な詳細および高度な処理

この ト ピ ッ ク では、 ワーク グループ エンジンを最大限に活用する方法について説明し ます。

 「ネ ッ ト ワーク」

 「サーバーと ワーク グループの技術的な相違」

 「ワーク グループの問題の ト ラブルシューテ ィ ング」

 「 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルの作成」
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ネ ッ ト ワーク

サーバーおよびワー ク グループ製品には同一のネ ッ ト ワー ク  コ ンポーネン ト が含まれています。 し たがって、

ワーク グループ エンジンを Zen サーバー エンジンにア ッ プグレードする こ と が可能です。 ク ラ イ アン ト 側の リ

ク エス ターはいずれのタ イプのエンジンにも接続する こ と ができ ます。

ク ラ イ ア ン ト 側の MicroKernel ルーターは、 完全に確立さ れたアルゴ リ ズムに従って フ ァ イルのゲー ト ウ ェ イ

オーナーシ ッ プを見つけます。 

ク ラ イ アン ト 側のルーターが最初に試みる こ と は、 データ と同じ コ ンピ ューター上のエンジンに接続する こ と で

す。 このため、 データが存在する場所でエンジンが実行されている こ と は常に非常に効果的です。 

Zen ネ ッ ト ワーク  サービ ス  レ イヤーは、 リ モー ト  データベース  エンジンを検索し接続するために多種多様な方

法を用いるため、データベース  エンジンが実行されていないフ ァ イル サーバー上のフ ァ イルを最初に開こ う とす

る と きに時間がかかる こ と があ り ます。 「ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持」 をオンにする と、 ルーターがエンジンの位置

を特定するのに失敗し た各マシンを記憶するので、 その後その接続は試行されません。

リ モー ト  フ ァ イル サーバー上のエンジンに接続で き なかった場合、 ルーターはローカル エンジンが リ モー ト

フ ァ イルを開 く こ と を許可し ます。ローカル エンジンはまず新しいロ ケーター フ ァ イルを作成し、 リ モー ト  デ ィ

レ ク ト リ のオーナーシ ッ プを と る こ と を試みます。 既にほかの MicroKernel がそのデ ィ レ ク ト リ を所有し ている

場合、 ローカル エンジンはルーターにステータ ス  コード  116 を返し ます。 

最後に、 ルーターはゲー ト ウ ェ イ  コ ンピ ューターを探そ う と し ます。 ロ ケーター フ ァ イルを開き、 ゲー ト ウ ェ イ

エンジンの名前を読み取 り ます。それからエンジンに リ ク エス ト を送 り ます。ルーターは MicroKernel から ステー

タ ス  コード  116 を受け取ら なければロ ケーター フ ァ イルを読み取ら ないこ と に注意し て く ださい。 し たがって、

ゲー ト ウ ェ イ機能を使用するためには、ローカル ワーク グループ エンジンがイ ン ス ト ールされている必要があ り

ます。 ローカル エンジンがないためにローカル エンジンを使用し て リ モー ト  フ ァ イルを開 く こ と に失敗し た場

合、 ルーターはロ ケーター フ ァ イルを読み取らず、 ゲー ト ウ ェ イ  エンジンを見つける こ と ができ ません。

表 27 ゲー ト ウ ェ イ検索の優先順位

優先順位 手順

1 データ  フ ァ イル と同一のコ ンピ ューター上でデータベース  エンジンに接続を

試みます。

2 ローカル エンジン （ク ラ イ アン ト  マシン上の） を使用し てデータ  フ ァ イルの

オープンを試みます。

3 フ ァ イルを所有するゲー ト ウ ェ イ  エンジンを見つけて接続を試みます。
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サーバーとワークグループの技術的な相違

Zen サーバー エンジン と ワーク グループ エンジンにはい く つかの重要な相違点があ り ます。

プ ラ ッ ト フ ォーム

Zen サーバー エンジンは、 さ まざまなプラ ッ ト フ ォーム用の 64 ビ ッ ト 版および 32 ビ ッ ト 版を提供し ます。 ワー

ク グループ エンジンの場合は 32 ビ ッ ト  Windows 版のみです。 ワーク グループ エンジンを 64 ビ ッ ト  Windows オ
ペレーテ ィ ング システムで実行する こ と はでき ますが、 ア ド レ ス領域が 4 GB に制限されているため、 一般的に

64 ビ ッ ト  システムでイ ン ス ト ールされる （2 GB を超え る） 大量の メ モ リ を活用する こ と はでき ません。 ワーク

グループ エンジンを 32 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムにイ ン ス ト ールする場合、ア ド レ ス領域の上限は 2 GB
です。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス

Windows の場合、 Zen サーバー エンジンは常に Windows のサービ ス と し て実行する よ う にイ ン ス ト ールされま

す。 ワーク グループ エンジンは、 アプ リ ケーシ ョ ン またはサービ スのどち ら と し て イ ン ス ト ールするかを設定で

き ます。 新規イ ン ス ト ールの場合、 デフ ォル ト では、 サービ ス と し て イ ン ス ト ールされますアプ リ ケーシ ョ ン と

し て実行する よ う にイ ン ス ト ールし た場合は、 タ ス クバーの通知領域にあ る ア イ コ ンを イ ン ターフ ェ イ ス と し て

使用し ます。 『Getting Started with Zen』 の 「Workgroup エンジンのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く ださい。 

認証と  Btrieve セキュ リ テ ィ  ポリ シー

Zen データベース  エンジンは、 オペレーテ ィ ング システムのユーザー認証に基づいて、 オペレーテ ィ ング シス

テムにおける フ ァ イルのア ク セス許可を適用し ます。 ワーク グループ エンジンは自身でユーザーの認証を行いま

せん。 ワーク グループ エンジンは、 ネ ッ ト ワーク上のシステムに接続する こ と ができれば、 そのデータにア ク セ

スでき ます。 緩和度の高いワーク グループ セキ ュ リ テ ィ は、 セキ ュ リ テ ィ よ り も使いやすさ を優先する小規模の

オフ ィ ス を対象と し ています。

ワーク グループ エンジン用のオペレーテ ィ ング システム認証がない と い う こ と は、 Btrieve の " 混合 " セキ ュ リ

テ ィ  ポ リ シーと  " ク ラ シ ッ ク " セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーが同じであ る こ と を意味し ます。 セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シー

の違いは、Zen サーバー エンジン と ワーク グループ エンジン間の動作の違いです。詳細については、「Zen セキ ュ

リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。 

ゲー ト ウ ェ イのサポー ト

ワーク グループ エンジンは、 ローカル、 リ モー ト 共にフ ァ イルを開いたすべての場所にロ ケーター フ ァ イルを作

成する こ と によ り 、 ワーク グループ エンジンがゲー ト ウ ェ イのオーナーシ ッ プを絶えず動的に適合でき る よ う に

し ます。デフ ォル ト で、 ワーク グループ エンジンはほかのコ ンピ ューターやネ ッ ト ワーク  デバイ スで認証される

ユーザー ID で も実行されます。 こ のため、 ワーク グループ エンジンはゲー ト ウ ェ イ環境での使用に最適です。

『Getting Started with Zen』 の 「ゲー ト ウ ェ イ構成のセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く ださい。

Zen サーバー エンジンは必ずし も ゲー ト ウ ェ イ  ロ ケーター フ ァ イルを作成する、 または引き受けるわけではあ

り ません。 こ のため、 サーバー エンジンをゲー ト ウ ェ イ環境で使用する よ う な設計やテス ト を行っていません。

そのため、ワーク グループ環境でワーク グループ エンジンに代わってサーバー エンジンをゲー ト ウ ェ イ とする こ

と はサポー ト し ていません。 

非同期 I/O
Windows 版の Zen サーバーは非同期 I/O を使用し ます。 また、 データベース  ページの書き込みの結合は Zen サー

バーでのみ行われます。 これらの機能によ って、 I/O の負荷が高い と きは、 ワーク グループ エンジンに比べサー

バー エンジンが大き なパフ ォーマン スの利点を得る こ と ができ ます。 
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デフ ォル ト の設定

い く つかのデータベース設定 （キ ャ ッ シュ  サイ ズやシステム キ ャ ッ シュ など） のデフ ォル ト 値は、 Zen サーバー

エンジン と ワーク グループ エンジンでそれぞれ異な り ます。 ワーク グループ エンジン設定用のデフ ォル ト 値は、

システム リ ソースの消費を よ り 抑え る よ う 設定されます。 「設定 リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。

ラ イセンス モデル

Zen Enterprise Server および Zen Workgroup ではユーザー カ ウ ン ト  ラ イ セン ス  モデルを使用し ます。 Zen Cloud
Server では容量ベース  ラ イセン ス  モデルを使用し ます。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセン ス  モデル」 を参照し て

く ださい。
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ワークグループの問題の ト ラ ブルシューテ ィ ング

このセ ク シ ョ ンでは、 ワーク グループ環境での問題の解決に役立つ ヒ ン ト を提供し ます。

最初の接続での待ち時間

最初のフ ァ イル オープン要求が発行される と きに何度も遅延が起き るのであれば、次の方法が役に立つかど う か

調べて く ださい。

可能であれば、 データが存在するシステムでエンジンが実行されるよ う にし て く だ さい。

フ ァ イル オープン要求をど こに送るかを決定する ク ラ イ アン ト に と って、データ と同じマシン上のエンジンに接

続する こ と が最優先事項です。 ワーク グループ エンジンがアプ リ ケーシ ョ ン と し て実行されるのを確実にするた

め、 次のコマン ド を使用し てエンジンのア イ コ ンを ス ター ト ア ッ プ フ ォルダーに入れます。

zenengnapp.exe 

も う  1 つの方法 と し ては、 ワーク グループ エンジン をサービ ス と し て イ ン ス ト ールし ます。 詳細については、

『Getting Started with Zen』 を参照し て く ださい。 また、 Zen フ ァ イルのデフ ォル ト の場所については、 「フ ァ イル

はど こにイ ン ス ト ールされますか？」 を参照し て く ださい。

ゲー ト ウ ェ イ  ト ポロジを実行し ている場合

データが存在する場所でエンジンを実行でき ない場合、 最初の接続の待ち時間はよ り 重要な問題にな り ます。 試

し てみる こ と がい く つかあ り ます。

1 ク ラ イ アン ト の設定で ［サポー ト  プロ ト コル］ を減ら し、 ネ ッ ト ワーク で使用されていないプロ ト コルの使

用が試みられないよ う にし ます。

2 ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持を使用し ます。 ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持はク ラ イ アン ト の設定で、 ゲー ト ウ ェ イ環

境で最初の接続を確立する と きの待ち時間をほ と んどな く すこ と ができ ます。［ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持］ が

オンに設定されている と、 ク ラ イ アン ト  ルーターがエンジンの実行されていないコ ンピ ューター名を レジス

ト リ に書き込むよ う にし ます。 接続に失敗する と、 ルーターはこのサーバー名を実行中のみ保存するのでは

な く 、 レジス ト リ に保存し ます。 次回アプ リ ケーシ ョ ンが起動し た と き、 データのあ る場所のエンジンへの

接続は試行されません。 直ちに現在のゲー ト ウ ェ イ を決定する次の段階に進みます。

この設定は ZenCC で切 り 替え る こ と ができ ます。 ZenCC の Zen エ ク スプローラーで ［ローカル ク ラ イ アン

ト ］ ノード を展開し、 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク し ます。 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し、 ［アクセ

ス］ を選択し ます。 ［ゲー ト ウ ェ イ一貫性保持］ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し てオンに設定し （チェ ッ ク  マーク

は、 その設定が 「オン」 であ る こ と を表し ます）、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ  こ の機能は ト ポ ロ ジを固定する ため、 デフ ォル ト ではオフになっています。 データが存在する場所に

サーバー エンジン またはワーク グループ エンジンを追加し た場合、この設定をオンにし た各ク ラ イ アン ト で

オフに戻す必要があ り ます。 この設定をオフに戻すと、 エンジンが実行されていないコ ンピ ューターのレジ

ス ト リ を消去するので、その後すぐにオンにする と新しい ト ポロ ジに基づいた新しい リ ス ト が生成されます。

ステータ ス コー ド  116 
ステータ ス  116 は MicroKernel のステータ ス  コード で、 ゲー ト ウ ェ イ と し て動作する別の MicroKernel エンジン

によ ってフ ァ イルが使用されている こ と を示し ます。アプ リ ケーシ ョ ンがステータ ス  コード  116 を受け取った場

合、 MicroKernel ルーターはロ ケーター フ ァ イルを読むこ と ができたけれど も ゲー ト ウ ェ イ  コ ンピ ューター上で

実行されているエンジン と交信でき なかった こ と を示し ます。 
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最初にし なければな ら ないこ と は、 ゲー ト ウ ェ イがどれかを見極める こ と です。 この作業は Gateway Locator ツー

ルを使用し て行 う こ と ができ ます。

次に Zen System Analyzer （ZenSA） ネ ッ ト ワーク  テス ト を使用し てそのコ ンピ ューターに接続し てみます。ZenSA
は問題を分離するための役に立つ情報を提供し ます。

これが起こ る  1 つの状況は、 2 つのコ ンピ ューターがルーターで分け られていて、 両方と も フ ァ イル サーバーを

見る こ と ができ るが、 互いを見る こ と ができ ない場合です。
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リ ダイ レ ク ト  ロケーター フ ァ イルの作成

ゲー ト ウ ェ イ  エンジン操作のこの機能は、複数デ ィ レ ク ト リ のデータベースの ト ラ ンザク シ ョ ン ア ト ミ シテ ィ を

保証し、 また複数のデータ  デ ィ レ ク ト リ にわたるゲー ト ウ ェ イ  エンジンの名前の変更を容易にし ます。

Zen ク ラ イ アン ト が リ モー ト  データ  フ ァ イルにア ク セスする際に次の方法を使用する こ と を思い出し て く だ さ

い。

1 データ  フ ァ イル と同一のコ ンピ ューター上でデータベース  エンジンに接続を試みます。

2 次に、 その リ モー ト  マシンでデータベース  エンジンが使用可能でない場合、 ローカル エンジンを使用し て

リ モー ト  デ ィ レ ク ト リ のオーナーシ ッ プを と り 、 ロ ケーター フ ァ イルを作成し ます。 ゲー ト ウ ェ イ  ロ ケー

ター フ ァ イルが既に存在する場合、 ローカル エンジンは使用されません。

3 3 番目に、 指定されたゲー ト ウ ェ イ  エンジンを使用する こ と を試みます。

ゲー ト ウ ェ イ設定は、データ  フ ァ イルが存在する コ ンピ ューター上に使用可能なデータベース  エンジンがない場

合にのみ有効になる こ と を覚えておいて く ださい。

この機能によ り 、 同一ボ リ ューム上の複数デ ィ レ ク ト リ のデータベースの ト ラ ンザク シ ョ ンの一貫性を保持し な

がら動的 （変動） ゲー ト ウ ェ イ  エンジンを使用する こ と ができ ます。 この利点は、 別のゲー ト ウ ェ イ  ロ ケーター

フ ァ イルを指示する新しいゲー ト ウ ェ イ  ロ ケーター フ ァ イルによ って も た ら されま し た。新しいタ イプはリ ダイ

レ ク ト  ロケーター フ ァ イルと呼びます。デ ィ レ ク ト リ  D のロ ケーター フ ァ イルを指示する リ ダ イ レ ク ト  ロ ケー

ター フ ァ イルをデ ィ レ ク ト リ  A、 B、 C に持つこ と によ り 、 デ ィ レ ク ト リ  D のロ ケーター フ ァ イルが指定する

ゲー ト ウ ェ イ  エンジンが、ほかのデ ィ レ ク ト リ にあ るデータ  フ ァ イルのサービ ス も確実に提供する こ と ができ る

よ う にな り ます。 

デ ィ レ ク ト リ  D のロ ケーター フ ァ イルが固定ゲー ト ウ ェ イ を指定し ているか、これらのフ ァ イルを最初に開いた

エンジンによ って動的に作成されるかにかかわらず、 このアーキテ クチャは指定されたすべてのデ ィ レ ク ト リ が

必ず同一のゲー ト ウ ェ イ  エンジンを使用し ます。 同様に、 い く つかのデ ィ レ ク ト リ の固定ゲー ト ウ ェ イ を変更し

よ う とする場合、 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルを使用する と、すべてのロ ケーター フ ァ イルではな く 、たっ

た 1 つのロ ケーター フ ァ イルを変更するだけで済みます。 し たがって、一定のハード  ド ラ イブ上のすべてのデー

タ  フ ァ イルが固定ゲー ト ウ ェ イ を指定し ている と いないにかかわらず、同一ゲー ト ウ ェ イ  エンジンを使用する よ

う に指定する こ と ができ ます。

リ ダイ レ ク ト  ロケーター フ ァ イルの要件

リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルの最初の行は "=>" で始め、 その後に必ず同一 ド ラ イ ブ上にあ る別のロ ケー

ター フ ァ イルのパス を指定する必要があ り ます。パス名にはス ラ ッ シュおよび円記号の任意の組み合わせを使用

する こ と ができ ます。ス ラ ッ シュはすべて ローカル オペレーテ ィ ング システムの使用する タ イプの区切 り 文字に

変換されます。

ス ラ ッ シュで終わるパス を指定し た場合、データベース  エンジンはパスの最後にデフ ォル ト のロ ケーター フ ァ イ

ル名 （~PVSW~.LOC） を追加し ます。 指定し たパスがス ラ ッ シュで終わっていない場合、 データベース  エンジン

はパスにフ ァ イル名が含まれている もの と見な し ます。 

次の表は、 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルのパスの指定方法の一覧です。 

表 28 リ ダイ レ ク ト  ロケーター フ ァ イル パスの記述方法

パス 意味

=>\path_name 現在のロ ケーター フ ァ イルが格納されているルー ト  ド ラ イブからパス を指定し ます。

=>.\path_name 現在のデ ィ レ ク ト リ からの相対パス を指定し ます。

=>..\path_name 現在のデ ィ レ ク ト リ の親デ ィ レ ク ト リ からの相対パス を指定し ます。
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これら のロ ケーター フ ァ イルに複数レベルの リ ダ イ レ ク ト を割 り 当て る こ と ができ ます。 た と えば、 最初のロ

ケーター フ ァ イルが 2 番目のロ ケーター フ ァ イルを指示し、2 番目のロ ケーター フ ァ イルが 3 番目のロ ケーター

フ ァ イルを指示する と い う 具合です。 各ワーク グループ エンジンはそれぞれのロ ケーター フ ァ イルを順に開き、

実際のゲー ト ウ ェ イ名を探し ます。"=>" で始ま ら ないロ ケーター フ ァ イルを見つける と検索は中止されます。エ

ンジンはこのロ ケーター フ ァ イルがゲー ト ウ ェ イ  エンジンを指定し ている もの と見な し ます。

リ ダイ レ ク ト  ロケーター フ ァ イルの作成

ほかのロ ケーター フ ァ イル と同様、 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルは普通のテキス ト  フ ァ イルです。 リ ダ イ

レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルは手作業で も プ ロ グ ラ ムか ら で も作成する こ と がで き ます。 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケー

ター フ ァ イルには読み取 り 専用フ ラ グを設定し ておかない と、そのデ ィ レ ク ト リ にあ るデータ  フ ァ イルに最初に

ア ク セス を試みたエンジンによ って上書き されて し まいます。 

 リ ダイ レ ク ト  ロケーター フ ァ イルを作成するには

1 テキス ト  エデ ィ ターを開き、 新規テキス ト  フ ァ イルを作成し ます。

2 完了時にフ ァ イルをど こに保存するかを決定し ます。別のロ ケーター フ ァ イルに リ ダ イ レ ク ト し よ う とする

データ  フ ァ イル と同じデ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルを保存し ます。

た と えば、 C:\data にあ るデータ  フ ァ イルが、 確実にほかのデータ  フ ァ イル と同じゲー ト ウ ェ イ  エンジンに

よ ってア ク セス される よ う にするには、 C:\data を忘れないよ う にし ておき ます。

3 => と次のロ ケーター フ ァ イルのパス名を入力し ます。 前の手順の例で続ける と、 C:\data にあ る現在のデー

タ  フ ァ イルが、 C:\moredata にあ る ロ ケーター フ ァ イルで指定されたゲー ト ウ ェ イ  エンジンに属する よ う に

し たい場合、 次のよ う に入力し ます。

=>..\moredata\ （推奨） または
=>\moredata\ （推奨し ません）

最初のケースでは現在のデ ィ レ ク ト リ からの相対パス を指定し ています。 2 番目のケースは現在の ド ラ イブ

からの絶対パス を指定し ています。 この例の場合では、 両方と も同じ目的のデ ィ レ ク ト リ を解決する こ と が

でき ます。

メ モ  リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルでは相対パス （ .\ または ..\ で始ま る） を使用する こ と、 また、 同

じデータにア ク セスするすべてのワーク ステーシ ョ ンで同じ共有名を使用する こ と を強 く お勧めし ます。 こ

の 2 つの忠告に従えば、割 り 当て られた ド ラ イブでのネ ッ ト ワーク  パス名の解決で起こ るエラーを防ぐ こ と

ができ ます。

4 ゲー ト ウ ェ イ  エンジンを構成し たいデータ  フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ に ~PVSW~.LOC と い う 名前でフ ァ イル

を保存し ます。 

5 テキス ト  エデ ィ ターを閉じ ます。

6 このテキス ト  フ ァ イルに読み取 り 専用フ ラ グを設定し ます。

Windows でフ ァ イルを読み取 り 専用にするには、Windows エ ク スプローラーでフ ァ イル ア イ コ ンを右ク リ ッ

ク し て ［プロパテ ィ ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用するか、 ［プロ グ ラ ム］ の DOS セ ッ シ ョ ンかプロ グ ラ ムで

ATTRIB コマン ド を使用し ます。

attrib +r ~pvsw~.loc 

固定ゲー ト ウ ェ イで多数のデータ  デ ィ レ ク ト リの同期を と るには

1 手作業または Gateway Locator プロ グ ラ ムを使用し て、 リ ダ イ レ ク ト し ない読み取 り 専用の （固定） ロ ケー

ター フ ァ イルを作成し ます。ゲー ト ウ ェ イ と し て使用する ワーク グループ エンジンを指定する必要があ り ま

す。



185

た と えば、 ロ ケーター フ ァ イルに workgroup1 と い う コ ンピ ューター名をゲー ト ウ ェ イ  エンジン と し て指定

し、 フ ァ イルが C:\data\db1 にあ る と し ます。

2 前の手順で指定し たゲー ト ウ ェ イ  エンジンを使用し よ う とする、その他のデータ  デ ィ レ ク ト リ ご と に、 リ ダ

イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルを作成する必要があ り ます。 各 リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルは前の手順

で作成し たフ ァ イルを示す必要があ り ます。

前の例でい う と、C:\data\db2 および C:\data\db3 にあ る リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルは次のテキス ト を

含みます。

=>..\db1\

これによ り 、 こ のフ ァ イルを読み取ったエンジンはすべて相対パスに従って、 指定された C:\data\db1 で別

のロ ケーター フ ァ イルを検索し ます。 この場合、 指定し たデ ィ レ ク ト リ には workgroup1 をゲー ト ウ ェ イ  コ
ンピ ューターと し て挙げている ロ ケーター フ ァ イルがあ り ます。

動的ゲー ト ウ ェ イで多数のデータ  デ ィ レ ク ト リの同期を と るには

1 上記の手順に従いますが、手順 1 でロ ケーター フ ァ イルが固定的に割 り 当て られないよ う に書き込み可能に

するだけです。

こ の場合、 リ ダ イ レ ク ト 階層内にあ るデータ  フ ァ イルにどのエンジン も ア ク セス し ていなければ、 目的の

デ ィ レ ク ト リ にはロ ケーター フ ァ イルがない と い う こ と を覚えておいて く ださい。 この状態は正常です。 動

的ロ ケーター フ ァ イルはエンジンの最初のデータ  ア ク セスによ って各セ ッ シ ョ ンに作成され、 最後のユー

ザー セ ッ シ ョ ンが終了し た と きに削除されます。 ロ ケーター フ ァ イルが存在し ないデータ  デ ィ レ ク ト リ を

示す リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルを持つこ と は問題あ り ません。 この場合、 データ  フ ァ イルを最初に

開いたエンジンがロ ケーター フ ァ イルを作成し ます。

例

図 4 に示し た ロ ケーター フ ァ イルの例を使用する と、 左側の リ ダ イ レ ク ト  ロ ケーター フ ァ イルはデータベース

エンジンに 1 つ上のデ ィ レ ク ト リ に行き、 そのサブデ ィ レ ク ト リ の newdir でデフ ォル ト 名 （~PVSW~.LOC） を持

つ別のロ ケーター フ ァ イルを探すよ う に指示し ています。 今度は、 このロ ケーター フ ァ イルが ntserver1 と い う

名前のコ ンピ ューター上にあ る ワーク グループ エンジンがゲー ト ウ ェ イ  エンジンであ る こ と を指定し ます。その

結果、 mydir デ ィ レ ク ト リ にあ るデータ  フ ァ イルにア ク セスするために、 ntserver1 にあ るデータベース  エンジン

が使用されます。

図 4  リ ダイ レ ク ト  ロケーター フ ァ イルの例

mydir/~pvsw~.loc

=>../newdir/ ntserver1

newdir/~pvsw~.loc
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13監視

Zen 環境を監視する

Zen は使いやす く 、 また最小限の管理で利用でき る よ う になっています。 しかし、 Zen 環境の さ ま ざ まな状況や

リ ソースについて監視する こ と もでき ます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンの一部を調整し た り 、 データベースに

関する さ まざまなパフ ォーマン ス面を監視し た り する必要があ るかも しれません。 あ るいは、 ビジネス  ニーズに

応じ て Zen の各種設定を調整し てお り 、 デフ ォル ト 設定からの変更を監視する こ と もでき ます。

以下の ト ピ ッ ク で監視について説明し ます。

 「データベースの状態の監視」

 「データ  フ ァ イルの断片化の監視」

 「パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターの監視」

 「ラ イセン スの使用状況の監視」

 「データベース  ア ク セスの監視」

 「 メ ッ セージ ロ グの見直し」

 「 メ ッ セージの電子 メ ール通知を受け取る」
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データベースの状態の監視

Monitor ツールではデータベースの状態を監視する こ と ができ ます。 次の項目について監視が可能です。

 ア ク テ ィ ブ フ ァ イル

 MicroKernel セ ッ シ ョ ン

 リ ソース使用状況

 MicroKernel 通信統計情報

 SQL ア ク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ン

Monitor を初めて使用する場合、 またはこ のツールの概要を知 り たい場合は、 「Monitor の概要」 を参照し て く だ

さい。

Monitor の概要

Monitor はデータベース  エンジンの特定の動作 と属性を体系的に監視する こ と ができ る ツールです。 このツール

では、 デー タ ベー ス 管理お よ びア プ リ ケーシ ョ ン のプ ロ グ ラ ム の診断に役立つ情報を提供 し ま す。 こ れは

MicroKernel エンジンおよび リ レーシ ョ ナル エンジンのどち らの状況も監視でき ます。 

Monitor には次の 2 つのイ ン ターフ ェ イ スがあ り 、 いずれも同じ機能を提供し ます。

 「Monitor のグ ラ フ ィ カル イ ン ターフ ェ イ ス」 は、 一連のタブ形式で情報を表し ます。 

 「Monitor のコマン ド  ラ イ ン イ ン ターフ ェ イ ス」 では、 選択し た場所に情報を表すよ う に指示する実行可能

プロ グ ラ ムを使用し ます。

Monitor のグラ フ ィ カル イ ン ターフ ェ イス

ZenCC には、 情報を一連のタブ形式で構成し て表す Monior ツールが含まれています。 タブの配置は必要に応じ

て変え る こ と ができ ます。 タブ内のデータ列も配置を変えた り 並べ替えた り する こ と ができ ます。 あ る特定の時

点のスナッ プシ ョ ッ ト を表示し、 その情報は手動または自動で リ フ レ ッ シュする こ と ができ ます。

GUI Monitor の使用

ZenCC 内で、 Zen エ ク スプローラーから  Minitor にア ク セスでき ます。

データベース エンジン用の Monitor にアクセスするには

Monitor ウ ィ ン ド ウ を開 く には、 以下のオプシ ョ ンの う ちの 1 つを使用し ます。 同時に複数のエンジンの監視を

行 う こ と もでき ます。 

 Zen エ ク スプローラーで ［エンジン］ ノード を展開し ます。 監視対象のデータベース  エンジンを右ク リ ッ ク

し、 コ ンテキス ト  メ ニューから ［Server Monitor］ を選択し ます。 

 ［ツール］ > ［Monitor］ を ク リ ッ ク し ます。 監視するサーバーを選択でき るダ イ ア ロ グが表示されます。

 Monitor を、 サード パーテ ィ  アプ リ ケーシ ョ ン向けなど、 ス タ ン ド ア ロ ン ウ ィ ン ド ウで起動するには、 プロ

ンプ ト で -monitor_any パラ メ ーターを使用でき ます。

zencc.exe -monitor_any 

監視するサーバーを選択でき るダ イ ア ロ グが表示されます。

GUI の機能

下の表は次の図のユーザー イ ン ターフ ェ イ ス  コ ンポーネン ト の説明です。画像上のそれぞれの領域を ク リ ッ クす

る と その詳細が表示されます。 
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図 5  Monitor のユーザー イ ン ターフ ェ イス

Monitor の初期設定

Monitor の初期設定は、 Monitor 自体または ZenCC のどち らからでも設定でき ます。 どち らの場合も、 ［ウ ィ ン ド

ウ］ > ［設定］ > ［Zen ］ > ［Server Monitor］ を選択し ます。

設定でき る初期設定には 2 つのタ イプがあ り ます。 1 つは、 Monitor ユーザー イ ン ターフ ェ イ スのレ イ ア ウ ト 設

定です。 Monitor を次回開 く と き、 今回のタブの配置を復元する よ う 設定でき ます。 これはア ク セスするサーバー

ご と に設定でき ます。 も う  1 つは、 特定のグ リ ッ ド に対する機能の設定です。 列幅、 ソー ト 順、 列の順序などの

機能について設定でき ます。 別のサーバーでその特定のグ リ ッ ド を開いた場合、 そのグ リ ッ ド にも同じ設定が適

用されます。 このため、 異なるサーバーで同じ グ リ ッ ド を簡単に比較する こ と ができ ます。

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報 

［フ ァ イル］ メ ニュー リ フ レ ッ シュ  レー ト を設定でき ます。 「 リ フ レ ッ シュ  オプシ ョ ンの設定」

［ウ ィ ン ド ウ］ メ

ニュー

ZenCC のデータベース  ウ ィ ン ド ウに戻る、 または Monitor の
個々のタブを表示し て初期設定を行 う こ と ができ ます。

「Monitor の初期設定」

［ヘルプ］ メ ニュー ド キ ュ メ ン ト やロ グにア ク セスする こ と ができ ます。 「Zen イベン ト  ロ グ （zen.log）」 

タブ設定領域 その時点でデータベースに発生し ている動作についての情報

を表示する、 グ リ ッ ド形式の 5 つのタブがあ り ます。 いずれ

かのタブを選択する と、 タブ ラベル行の右端には、 そのタブ

に適用される ア イ コ ンが表示されます。

「タブの機能」
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リ フ レ ッ シュ  オプシ ョ ンの設定

Monitor の情報は、 指定し た間隔または必要に応じ て随時 リ フ レ ッ シュする こ と ができ ます。 また、 リ フ レ ッ シュ

を行わないよ う にする こ と もでき ます。 短い間隔で多 く のウ ィ ン ド ウ を リ フ レ ッ シュする と、 パフ ォーマン スが

低下する可能性があ るので注意し て く ださい。

タ ブの機能

タブは、 必要に応じ て配置を変更し た り 、 分離させた り 、 また再び一体化し た り する こ と ができ ます。 タブを移

動させるには、そのタブ ラベル上にカーソルを置いてマウ スの左ボタ ンを押し たま ま、目的の位置へ移動し ます。 

タブによ ってデータの性質が異なるため、 実行でき る操作も タブご と に異な り ます。 これらの操作は、 タブ ラベ

ル行の右端に表示される ア イ コ ンによ って実行されます。 次の表ではこのア イ コ ンについて説明し ています。 

自動 リ フ レ ッ シュ 1. 自動リ フ レ ッ シュ設定 （［自動 リ フ レ ッ シュはオン / オフになっています］） ア イ コ ンを使用し

て自動 リ フ レ ッ シュ をオンにし ます。 

2. ［フ ァ イル］ > ［自動リ フ レ ッ シュの設定］ の順に選択、 または ［自動リ フ レ ッ シュ レー ト を設

定し ます］ ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て ［リ フ レ ッ シュ レー ト の設定］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き

ます。

3. ［リ フ レ ッ シュ  レー ト の設定］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 リ フ レ ッ シュ間隔を秒単位で入力し、

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

随時 リ フ レ ッ シュ ［フ ァ イル］ > ［自動リ フ レ ッ シュ］ の順に選択するか、 または ［データ を リ フ レ ッ シュ］ ア イ コ ン

を ク リ ッ ク し ます。

リ フ レ ッ シュ し ない 自動リ フ レ ッ シュ設定 （［自動 リ フ レ ッ シュはオン / オフになっています］） ア イ コ ンを使用し て自

動 リ フ レ ッ シュ をオフにし ます。

表 29 GUI アイ コ ン 

アイ コ ン 説明

自動 リ フ レ ッ シ ュ の設

定

自動 リ フ レ ッ シュのオン / オフを切 り 替えます。 「 リ フ レ ッ シュ  オプシ ョ ンの設定」 を参照し て

く ださい。

リ フ レ ッ シ ュ  レー ト の

設定

Monitor ユーザー イ ン ターフ ェ イ スの情報を更新する間隔 （秒数） を設定するダ イ ア ロ グ ボ ッ ク

スが表示されます。 「 リ フ レ ッ シュ  オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く ださい。

リ フ レ ッ シュ ユーザー イ ン ターフ ェ イ スに最新情報を表示し ます。

表示する列の選択 表示する列を選択でき るダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。含まれる列はタブご と に異なるの

で、 各ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スには異なる列名が含まれます。 すべてのダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに、 ［す

べて選択］ と ［すべて選択解除］ ボタ ンがあ り ます。

ハン ド ルを表示 /非表示 タブの下部にあ る ［ハン ドル情報］ グ リ ッ ド の表示 / 非表示を切 り 替えます。 ［ハン ドル情報］ グ

リ ッ ド に表示される情報は、 タブによ って異な り ます。 

［ハン ド ル情報］ グ リ ッ ド には ［表示する列の選択］ ア イ コ ン も あ り 、 必要に応じ て列を表示ま

たは非表示にする こ と ができ ます。

選択 し た セ ッ シ ョ ン の

削除

強調表示されたセ ッ シ ョ ンを タブから削除し ます。 このア イ コ ンは、 1 つのセ ッ シ ョ ンが選択さ

れた場合にのみ有効にな り ます。 

注意 ： この手順はセ ッ シ ョ ンを実質的に終了させるので、 進行中の作業を中断させる こ と にな り

ます。 そのため、 この操作を本当に行 う かど う かを確認する メ ッ セージが表示されます。 
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アク テ ィ ブ フ ァ イルの監視

［アク テ ィ ブ フ ァ イル］ では、 現在開いている  MicroKernel フ ァ イルについての情報を提供し ます。 監視する列を

選択する方法については、 「表示する列の選択」 を参照し て く ださい。

全セ ッ シ ョ ンの削除 すべてのセ ッ シ ョ ンを タブから削除し ます。

注意 ： この手順はすべてのセ ッ シ ョ ンを実質的に終了させるので、 進行中の作業を中断させる こ

と にな り ます。そのため、 この操作を本当に行 う かど う かを確認する メ ッ セージが表示されます。

増加値を リ セ ッ ト 統計情報を削除し、 カ ウ ン ト をゼロから再ス ター ト し ます。

表 30 MicroKernel アク テ ィ ブ フ ァ イルの監視対象と し て選択可能な列

パス フ ァ イルの場所のデ ィ レ ク ト リ とすべてのサブデ ィ レ ク ト リ を提供し ます。

フ ァ イル フ ァ イル名 （サフ ィ ッ ク ス を含む） を示し ます。

ページ サイズ フ ァ イルの各ページ サイ ズ （バイ ト 単位） を表し ます。

リー ド オン リー こ のフ ァ イルに、 オペレーテ ィ ング システムから リ ード オン リ ーのフ ラ グが付け られているかを

示し ます。

レ コー ド  ロ ッ ク 選択し たフ ァ イルのア ク テ ィ ブ ハン ド ルのいずれかが、 レ コード  ロ ッ ク を行っているかど う かを

示し ます。 どのアプ リ ケーシ ョ ン も ロ ッ ク されたレ コード を読み取る こ と が可能ですが、 レ コード

の変更や削除ができ るのは、 ロ ッ ク を行ったアプ リ ケーシ ョ ンのみです。 レ コード  ロ ッ クはフ ァ

イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンがレ コー ド を更新し ている期間中にのみかか り ます。 " はい " は
フ ァ イルに対し  1 つ以上のレ コード  ロ ッ ク が適用されている こ と を示し、" いいえ " はロ ッ ク され

たレ コード がないこ と を示し ています。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

ロ ッ ク

選択し たフ ァ イルのア ク テ ィ ブ ハン ド ルのいずれかが、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ッ ク を行っているか

ど う かを示し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ッ クはフ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンが ト ラ ンザク

シ ョ ンの作業を し ている期間中にのみかか り ます。

物理フ ァ イル サイズ フ ァ イルのサイ ズをキ ロバイ ト （KB） で示し ます。 この情報は特に、 容量ベースのラ イセン ス  モ
デルでフ ァ イルご と の使用データ量を再調査する場合に役立ちます。 『Zen User's Guide』 の 「容

量ベース  ラ イセン ス  モデル」 も参照し て く ださい。

Monitor では、 個々のフ ァ イルのサイ ズにはキ ロバイ ト （KB）、 また リ ソースの使用状況 （「 リ ソー

ス使用状況の監視」） には メ ガバイ ト （MB） の単位を使用し ます。 License Administrator ではサイ

ズの単位にギガバイ ト （GB） を使用し ています。 これは、 使用データがその単位でキーに関連付

け られているからです。 コ ンテキス ト ご と に適切な単位を必要と し ます。

大量レ コード の挿入直後にフ ァ イルを閉じ た場合、 Monitor ではそのフ ァ イルのサイ ズの変更が直

ちに反映されません。 た と えば、 そのフ ァ イルに関する ［物理フ ァ イル サイ ズ KB］ の統計情報

は、 次回そのフ ァ イルが読み取 り または書き込みのために開かれる まで更新されません。

表 29 GUI アイ コ ン 

アイ コ ン 説明
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ア ク テ ィ ブ フ ァ イルのハン ド ル情報を見る こ と ができ ます。 「ハン ド ルを表示 / 非表示」 を参照し て く ださい。 ア

ク テ ィ ブ フ ァ イルのハン ド ルには以下の情報が含まれます。

MicroKernel セ ッ シ ョ ンの監視

［MicroKernel セ ッ シ ョ ン］ タブでは、 MicroKernel エンジンに対する現在の接続情報を提供し ます。 監視する列

を選択する方法については、 「表示する列の選択」 を参照し て く ださい。

表 31 アク テ ィ ブ フ ァ イルのハン ドルに対し て選択可能な列

ク ラ イアン ト 名前 （通常はユーザーのロ グ イ ン ID）、 またはデータベース  サーバーのク ラ イ アン ト  リ ス ト への

イ ンデッ ク ス を示し ます。

接続番号 ク ラ イ アン ト のネ ッ ト ワーク接続番号を表示し ます。ク ラ イ アン ト がネ ッ ト ワーク接続を持たない

場合、 このフ ィ ール ド には NA （適用外） と表示されます。

タ スク番号 サーバーまたは Windows ク ラ イ アン ト で発生するプロセスのタ ス ク番号を表示し ます。

サイ ト ユーザー プロセス （ローカルまたは リ モー ト ） のロ ケーシ ョ ンを示し ます。

ネ ッ ト ワー ク  ア ド レ

ス

ネ ッ ト ワーク上の呼び出し元プロセスのロ ケーシ ョ ンを表示し ます。

呼び出し元プロセスが TCP/IP の場合、 IP ア ド レ スの先頭には、 T4 （IPv4 ア ド レ スの場合） 、 T6
（IPv6 ア ド レ スの場合） および T （ク ラ イ アン ト  マシンの完全修飾ド メ イ ン名の場合） が表示され

ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。
T4: 180.150.1.24
T6: 1234:5678:0000:0000:0000:0000:9abc:def0
T: <mymachine.mydomain.mycompany>.com

オープン モー ド アプ リ ケーシ ョ ンでフ ァ イルの特定のハン ド ルを開 く のに使用する方法を表示し ます。有効なオー

プン モード は以下の とお り です。

• ノーマル － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで ノーマル共有読み取 り / 書き込みア ク セスが可

能

• ア ク セラ レ イ テ ィ ド  － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで共有読み取 り / 書き込みア ク セスが

可能

• リ ード オン リ ー － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで読み取 り 専用モード でア ク セスでき る

が、 フ ァ イルの変更は不可

• エ ク ス ク ルーシブ － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで排他的なア ク セス  モー ド が使用可

能。 呼び出し元アプ リ ケーシ ョ ンが閉じ る まで、 ほかのアプ リ ケーシ ョ ンから フ ァ イルを開 く こ

と はでき ません。

Monitor では、 すべてのオープン モード について、 非 ト ラ ンザクシ ョ ン または共有ロ ッ クが適用可

能な場合は、 その状態も示し ます。

レ コー ド  ロ ッ ク  タ イ

プ

現在ハン ド ルで扱われている レ コード  ロ ッ ク の種類を表示し ます。 レ コード  ロ ッ ク には、［シング

ル］、 ［マルチ］、 ［な し］ の 3 種類があ り ます。

シングル レ コード  ロ ッ ク の場合、ユーザーは一度に 1 つのレ コード を ロ ッ クする こ と ができ ます。

マルチ レ コード  ロ ッ ク の場合、 ユーザーは一度に複数のレ コード を ロ ッ クする こ と ができ ます。

ウ ェ イ ト 状態 このハン ド ルで、なんらかのロ ッ ク によ ってユーザーが待機し ているかど う かを次のよ う に表示し

ます。 ［レ コード  ロ ッ ク  ウ ェ イ ト ］、 ［フ ァ イル ロ ッ ク  ウ ェ イ ト ］、 または ［な し］。

ト ラ ンザク シ ョ ン タ

イプ

現在ハン ド ルで扱われている ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ッ ク の状態を表示し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンに

は、 ［排他］、 ［並行］、 および ［な し］ の 3 種類があ り ます。
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MicroKernel セ ッ シ ョ ンのハン ド ル情報を見る こ と ができ ます。 「ハン ド ルを表示 / 非表示」 を参照し て く ださい。

MicroKernel セ ッ シ ョ ンのハン ド ルには以下の情報が含まれます。

表 32 MicroKernel セ ッ シ ョ ンの監視対象と し て選択可能な列

セ ッ シ ョ ン 接続を特定する一意な識別子を提供し ます。 「セ ッ シ ョ ン」 と は、 MicroKernel エンジンによ って使

用される ク ラ イ アン ト  ID、 または リ レーシ ョ ナル エンジンへの接続 と 定義し ています。 「ク ラ イ

アン ト  ID」 と は、 データベース  ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を一意に識別するために、 アプ リ

ケーシ ョ ン、 ク ラ イ アン ト  プラ ッ ト フ ォームおよびデータベース  エンジンによ って提供される要

素を組み合わせた 16 バイ ト の構造体と定義し ています。

セ ッ シ ョ ン情報は、 MicroKernel エンジン と リ レーシ ョ ナル エンジンを介し て確立されたセ ッ シ ョ

ンを示し ます。 リ レーシ ョ ナル エンジンのみで確立されたセ ッ シ ョ ンを表示させる場合は、 「SQL
ア ク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ンの監視」 を参照し て く ださい。

このタブでは、単独セ ッ シ ョ ンの削除、または全セ ッ シ ョ ンの一括削除が行えます。「選択し たセ ッ

シ ョ ンの削除」 および 「全セ ッ シ ョ ンの削除」 を参照し て く ださい。

接続番号 セ ッ シ ョ ンのネ ッ ト ワーク接続番号を表示し ます。 セ ッ シ ョ ンがネ ッ ト ワーク接続を持たない場

合、 このフ ィ ール ド には NA （適用外） と表示されます。

タ スク番号 サーバーで、 または Windows ク ラ イ アン ト から発生するプロセスのタ ス ク番号を表示し ます。 

サイ ト セ ッ シ ョ ン プロセス （ローカルまたは リ モー ト ） のロ ケーシ ョ ンを示し ます。

ネ ッ ト ワー ク  ア ド レ

ス

ネ ッ ト ワーク上の呼び出し元プロセスのロ ケーシ ョ ンを表示し ます。

呼び出し元プロセスが TCP/IP の場合、 IP ア ド レ スの先頭には、 T4 （IPv4 ア ド レ スの場合） 、 T6
（IPv6 ア ド レ スの場合） および T （ク ラ イ アン ト  マシンの完全修飾ド メ イ ン名の場合） が表示され

ます。 
た と えば、 次のよ う にな り ます。 
T4: 180.150.1.24
T6: 1234:5678:0000:0000:0000:0000:9abc:def0
T: <mymachine.mydomain.mycompany>.com

単独マシンの複数のク ラ イ アン ト を異なる  TCP/IP ア ド レ スで接続する場合、 各ア ド レ スはそのク

ラ イ アン ト に対し て有効です。 ただし、 データベース  エンジン内部的には、 ク ラ イ アン ト と 関連

付け られる ア ド レ スは、そのク ラ イ アン ト によ って使用される実際のア ド レ スではないかも しれま

せん。 これは、 データベース  エンジンが同じマシンからの複数の ク ラ イ アン ト を特定および管理

するからです。 その結果、 Monitor はエンジン情報を報告し ているので、 このツールでは実際のア

ド レ スではな く 、 関連付け られたア ド レ スが表示される可能性があ り ます。

使用中ロ ッ ク数 セ ッ シ ョ ンが現在使用中のロ ッ ク数。

ト ラ ンザク シ ョ ン タ

イプ

セ ッ シ ョ ンが現在扱っている ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ッ ク の種類。 ト ラ ンザク シ ョ ンには、 ［排他］ 、

［並行］、 および ［な し］ の 3 種類があ り ます。

読み込みレ コー ド数 セ ッ シ ョ ンがフ ァ イルを最初に開いてから現在までに読み取ったレ コード の数。

挿入レ コー ド数 セ ッ シ ョ ンが挿入し たレ コード の数。

削除レ コー ド数 セ ッ シ ョ ンが削除し たレ コード の数。

更新レ コー ド数 セ ッ シ ョ ンが更新し たレ コード の数。

デ ィ スク  アクセス数 セ ッ シ ョ ンがデ ィ ス ク  ア ク セス を要し た回数。 開いたばか り のフ ァ イルでは、 デ ィ ス ク  ア ク セス

についての情報は表示でき ません。

キ ャ ッ シ ュ  ア ク セス

数

この ク ラ イ アン ト が、 リ ク エス ト に応え るために L1 または L2 キ ャ ッ シ ュのデータ を検索し た回

数を示し ます。
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リ ソース使用状況の監視

［リ ソース使用状況］ タブでは、 エンジンが最後に起動し てから現在まで MicroKernel によ って使用されている リ

ソース を表示し ます。 監視する列を選択する方法については、 「表示する列の選択」 を参照し て く ださい。

データベース  エンジンは、 これら の リ ソースの う ちい く つかの最大値を動的に制御し ます。 ユーザー数、 セ ッ

シ ョ ン数および使用中データの最大値は製品ラ イセン スによ って決ま り ます。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセン ス

モデル」 を参照し て く ださい。

リ ソースが監視対象の Zen 製品の種類に適用されない場合、 その リ ソースの各統計情報には "n/a" （適用外） が表

示されます。 た と えば、 ユーザー数は Cloud Server には適用されません。 このため、 Cloud Server が監視される場

合は、 ［ユーザー数］ の ［現在値］、 ［ピーク値］ および ［最大値］ には "n/a" が表示されます。 同様に、 Zen サー

バーが監視される場合は、 ［セ ッ シ ョ ン数］ と ［使用中データ  MB］ の ［最大値］ には "n/a" が表示されます。 

Cloud Server の使用を検討されている場合、 ［使用中データ  MB］ の現在値やピーク値の予測が必要です。 そのた

め、 それらの統計情報はサーバーでも表示されますが、 実施はされません。 これらの統計情報については、 その

値に関わらず通知は送信されません。

表 33 MicroKernel セ ッ シ ョ ンのハン ドル情報に対し て選択可能な列 

パス フ ァ イルの場所のデ ィ レ ク ト リ とすべてのサブデ ィ レ ク ト リ を提供し ます。

フ ァ イル フ ァ イル名 （サフ ィ ッ ク ス を含む） を示し ます。

オープン モー ド アプ リ ケーシ ョ ンでフ ァ イルの特定のハン ド ルを開 く のに使用する方法を表示し ます。有効なオープ

ン モード は以下の とお り です。

ノーマル － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで ノーマル共有読み取 り / 書き込みア ク セスが可能

ア ク セラ レ イ テ ィ ド  － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで共有読み取 り / 書き込みア ク セスが可

能

リ ー ド オン リ ー － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで読み取 り 専用モー ド でア ク セスでき るが、

フ ァ イルの変更は不可

エ ク ス クルーシブ － フ ァ イルを開いたアプ リ ケーシ ョ ンで排他的なア ク セス  モード が使用可能。 呼

び出し元アプ リ ケーシ ョ ンが閉じ る まで、ほかのアプ リ ケーシ ョ ンから フ ァ イルを開 く こ と はでき ま

せん。

Monitor では、 すべてのオープン モード について、 非 ト ラ ンザクシ ョ ン または共有ロ ッ クが適用可能

な場合は、 その状態も示し ます。

レ コー ド  ロ ッ ク  タ

イプ

現在ハン ド ルで扱われている レ コー ド  ロ ッ ク の種類を表示し ます。 レ コー ド  ロ ッ ク には、 ［シング

ル］、 ［マルチ］、 ［な し］ の 3 種類があ り ます。

シングル レ コー ド  ロ ッ ク の場合、 ユーザーは一度に 1 つのレ コー ド を ロ ッ クする こ と ができ ます。

マルチ レ コード  ロ ッ ク の場合、 ユーザーは一度に複数のレ コード を ロ ッ クする こ と ができ ます。

ウ ェ イ ト 状態 このハン ド ルで、なんらかのロ ッ ク によ ってユーザーが待機し ているかど う かを次のよ う に表示し ま

す。 ［レ コード  ロ ッ ク  ウ ェ イ ト ］、 ［フ ァ イル ロ ッ ク  ウ ェ イ ト ］、 または ［な し］。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

タ イプ

現在ハン ド ルで扱われている ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ッ ク の状態を表示し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンには、

［排他］、 ［並行］、 および ［な し］ の 3 種類があ り ます。

エ ン ジ ン の稼働

時間

MicroKernel エンジンが起動されている時間が、 週、 日、 時、 分、 秒で示されます。

エンジン稼働時間は、 リ ソース使用状況の表示対象と し て選択でき る列ではあ り ません。 これはグ リ ッ

ド  タ イ ト ルの一部です。



195

次の表では、 使用状況の監視の対象と なる リ ソースの種類を示し ています。

表 34 MicroKernel リ ソース使用状況の監視対象と し て選択可能な列

リ ソース 監視する リ ソースのタ イプを示し ます。 「 リ ソース使用状況の監視の対象 と な る リ ソースの種類」 を参

照し て く ださい。

現在値 現在の使用状況を リ ソース別に示し ます。

ピーク値 MicroKernel が起動し てから現在までにその リ ソースが記録し た最高値を示し ます。 

最大値 各 リ ソースに対し て許容される最大値を示し ます。

表 35 リ ソース使用状況の監視の対象と なる リ ソースの種類

フ ァ イル数 MicroKernel によ って現在開かれている フ ァ イル数。 この リ ソースの最大値に制限はあ り ません。

ハン ドル数 ア ク テ ィ ブ ハン ド ルの数。 MicroKernel は、 ユーザーがフ ァ イルを開 く たびにハン ド ルを作成し ます。 1
つのセ ッ シ ョ ンが同じ フ ァ イルに対し てい く つかのハン ド ルを持つこ と ができ ます。 この リ ソースの最

大値に制限はあ り ません。

ク ラ イアン ト 数 MicroKernel にア ク セス中の ク ラ イ アン ト の数。 1 台のマシンで複数の ク ラ イ アン ト がデータベース  エ
ンジンに同時にア ク セスでき ます。データベース  エンジンはク ラ イ アン ト 一覧を動的に管理し ます。 こ

の リ ソースの最大値は無制限です （ク ラ イ アン ト 数はコ ンピ ューターの メ モ リ によ ってのみ制限されま

す）。

「ク ラ イ アン ト 」 と は、 ク ラ イ アン ト  ID （ ト ラ ンザク シ ョ ナル エンジン イ ン ターフ ェ イ ス） によ って、

ま たは リ レーシ ョ ナル エンジン イ ン ターフ ェ イ スへの接続に よ って確立さ れたセ ッ シ ョ ン をいいま

す。 データベース  エンジンは、 Zen シ ス テム フ ァ イル、 メ タデータ  フ ァ イル、 dbnames.cfg およびデ

フ ォル ト のシ ス テ ム データベースへのア ク セ ス な ど、 独自の内部処理用に さ ま ざ ま な ク ラ イ ア ン ト

セ ッ シ ョ ンを使用し ます。 ク ラ イ アン ト 数は、内部的な ク ラ イ アン ト  セ ッ シ ョ ン と非内部的な ク ラ イ ア

ン ト  セ ッ シ ョ ンの両方を示し ます （「MicroKernel セ ッ シ ョ ンの監視」 を参照）。 

ワーカ  ス レ ッ ド

数

MicroKernel の並行プロセスの数。 

ユーザー数 同時に接続し ているユーザー数。 この最大値は、 使用許諾契約書に従って許可される、 最大ユーザー数

です。 

セ ッ シ ョ ン数 データベース  エンジンによ って使用されているセ ッ シ ョ ン数。 「使用されているセ ッ シ ョ ン数」 は端的

に 「セ ッ シ ョ ン数」 と もいいます。 この最大値 （ 「セ ッ シ ョ ン数の制限値」 と もいいます） は、 使用許

諾契約書に従って許可される最大セ ッ シ ョ ン数を示し ます。 

セ ッ シ ョ ン数は、 MicroKernel エンジン ま たは リ レーシ ョ ナル エンジン を介し て確立さ れたすべての

セ ッ シ ョ ンを示し ます。

セ ッ シ ョ ン数に関する メ ッ セージは、 Zen のさ まざまな ロ グ リ ポジ ト リ に記録されます。 「 メ ッ セージ

ロ グの見直し」 を参照し て く ださい。 

データベース  エンジンは、 Zen システム フ ァ イル、 メ タデータ  フ ァ イル、 dbnames.cfg およびデフ ォル

ト のシステム データベースへのア ク セスなど、 独自の内部処理用に さ ま ざ まなセ ッ シ ョ ンを使用し ま

す。 これらの内部セ ッ シ ョ ンについてはセ ッ シ ョ ン数を消費し ません。 
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MicroKernel 通信統計情報の監視

［MicroKernel 通信統計情報］ タブでは、 MicroKernel エンジン と の通信に関する情報を表示し ます。 これは、 「通

信統計情報」 セ ク シ ョ ン と 「 リ ソース使用状況情報」 セ ク シ ョ ンに分かれています。通信統計情報は、データベー

ス  エンジンの起動時から現在までに処理された回数の合計が計算されています。 

監視する列を選択する方法については、 「表示する列の選択」 を参照し て く ださい。

通信統計情報

使 用 中 デ ー タ
MB

同時に開 く 全データ  フ ァ イルのサイ ズ （MB 単位）。 この最大値は、 使用許諾契約書に従って許可され

る、 同時に開 く 全データ  フ ァ イルの総量です。 この最大値は、 「使用データの制限値」 と もいいます。

使用データの値は、 データ  フ ァ イルが初めて開かれた と きに増加し ます。 データ  フ ァ イルが既に開か

れていれば、 それ以降に開 く 際には総量に加算されません。 使用データは、 開 く フ ァ イルのサイ ズが増

加し た場合にも増えます。既に開かれている フ ァ イルのサイ ズが大き く なって使用データの制限を超え

て も、 そのフ ァ イルに対する操作は引き続き許可されます。

使用データの値は、 データ  フ ァ イルを開いた最後のユーザーがそのデータ  フ ァ イルを閉じ た と き減少

し ます。 複数のユーザーが同じデータ  フ ァ イルにア ク セスでき るので、 そのデータ  フ ァ イルを開いた

すべてのユーザーがそのフ ァ イルを閉じ ない と使用データは減少し ません。

データに関する メ ッ セージは、 Zen のさ まざまな ロ グ リ ポジ ト リ に記録されます。 「 メ ッ セージ ロ グの

見直し」 を参照し て く ださい。 

データベース  エンジンは、 Zen システム フ ァ イル、 メ タデータ  フ ァ イル、 dbnames.cfg およびデフ ォル

ト のシステム データベースなど、独自の内部処理用にさ まざまなフ ァ イルを使用し ます。内部処理に使

用する フ ァ イルによ って使用データの値が増え る こ と はあ り ません。 

大量レ コード の挿入直後にフ ァ イルを閉じ た場合、 Monitor ではそのフ ァ イルのサイ ズの変更が直ちに

反映されません。 た と えば、 そのフ ァ イルに関する ［使用中データ  MB］ の統計情報は、 次回そのフ ァ

イルが読み取 り または書き込みのために開かれる まで更新されません。

ト ラ ン ザ ク シ ョ

ン数

ト ラ ンザク シ ョ ンの数。 この リ ソースの最大値に制限はあ り ません。

ロ ッ ク数 レ コード  ロ ッ ク の数。 この リ ソースの最大値に制限はあ り ません。

エ ン ジ ン の稼

働時間

MicroKernel エンジンが起動されている時間が、 週、 日、 時、 分、 秒で示されます。

エンジン稼働時間は、 MicroKernel 通信統計情報の表示対象と し て選択でき る列ではあ り ません。 これは

グ リ ッ ド  タ イ ト ルの一部です。

表 36 MicroKernel 通信統計情報の監視対象と し て選択可能な列

リ ソース 監視する リ ソースのタ イプを示し ます。「MicroKernel 通信統計情報の リ ソースの種類」 を参照し て く だ

さい。

合計値 データベース  エンジンの起動時から現在までに発生し た回数の合計を示し ます。 

増加値 ［MicroKernal 通信統計情報］ タブへ最後にア ク セス し てから現在までに発生し た回数を示し ます。増加

値のカ ウ ン ト を リ セ ッ ト し て再ス ター ト させるには、 ［増加値を リ セ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

表 35 リ ソース使用状況の監視の対象と なる リ ソースの種類
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リ ソース使用状況情報

リ ソース使用状況情報では、 リ ソース発生回数の現在値、 ピーク値、 および最大値を提供し ます。

SQL アク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ンの監視

［SQL アク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ン］ タブでは、 リ レーシ ョ ナル エンジンに対する現在の接続情報を提供し ます。 この

タブでは、 SQL セ ッ シ ョ ンの削除も行えます。 「選択し たセ ッ シ ョ ンの削除」 を参照し て く だ さ い。 監視する列

を選択する方法については、 「表示する列の選択」 を参照し て く ださい。 

表 37 MicroKernel 通信統計情報のリ ソースの種類

処理済リ クエス ト 総数 データベース  エンジンが処理し ている、 ワーク ステーシ ョ ンや リ モー ト 、 サーバーベー

ス  アプ リ ケーシ ョ ンからの リ ク エス ト の数。

TCP/IP 処理済リ クエス ト 数 データベース  エンジンが処理し ている ク ラ イ アン ト や リ モー ト 、 サーバーベース  アプ

リ ケーシ ョ ンからの TCP/IP リ ク エス ト の数。

接続タ イムアウ ト 数 Auto Reconnect がク ラ イ アン ト に再接続を試行する と きのタ イ ムア ウ ト の回数。「自動再

接続タ イ ムア ウ ト 」 も参照し て く ださい。

接続復元数 Auto Reconnect 機能が接続タ イ ムア ウ ト から回復に成功し た回数を示し ます。

表 38 MicroKernel 通信統計情報に関する リ ソース使用状況の監視対象と し て選択可能な列

リ ソース 監視する リ ソースのタ イプを示し ます。 「MicroKernel 通信統計情報に関する リ ソース使用状況の リ ソー

スの種類」 を参照し て く ださい。

現在値 現在の使用状況を リ ソース別に示し ます。

ピーク値 MicroKernel が起動し てから現在までにその リ ソースが記録し た最高値を示し ます。 

最大値 各 リ ソースに対し て許容される最大値を示し ます。

表 39 MicroKernel 通信統計情報に関する リ ソース使用状況のリ ソースの種類

通信スレ ッ ド数 MicroKernel で現在処理中の リ モー ト  リ ク エス ト の数。 こ こには、 ローカルの リ ク エス ト に

ついての情報は含まれません。 処理中の リ モー ト およびローカル ス レ ッ ド の合計について

は、 「 リ ソース使用状況の監視」 を参照し て く ださい。 

データベース  エンジンは必要に応じ て、 通信ス レ ッ ド数を許容される最大値まで動的に増

加させます。 Windows、 Linux、 および macOS では、 最大値は 1024 です。

通信ス レ ッ ド は Monitor の リ ク エス ト を処理する ために も使用されるので、 現在の通信ス

レ ッ ド数にはこの数も含まれています。 この状態は正常です。

リ モー ト  セ ッ シ ョ ン総数 データベース  エンジンに接続し た リ モー ト  ク ラ イ アン ト の数。 最大数は動的で、 ゼロが表

示されます。

TCP/IP リ モ ー ト  セ ッ シ ョ

ン数

TCP/IP プロ ト コルを介し てデータベース  エンジンに接続し た リ モー ト  ク ラ イ アン ト の数。 

表 40 SQL アク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ンの監視対象と し て選択可能な列

ユーザー名 ユーザーのロ グ イ ン名を提供し ます。

ク ラ イアン ト  ホス ト 名 選択されたユーザー名に対応する ク ラ イ アン ト  マシンの名前。 使用不可の場合、 ［不明］ に設定

されます。
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Monitor のコマン ド  ラ イ ン イ ン ターフ ェ イス

以下の ト ピ ッ ク では、 Monitor のコマン ド  ラ イ ン バージ ョ ン bmon について説明し ます。

 「bmon へのア ク セス」

 「設定フ ァ イルの設定」

 「bmon の出力」

bmon へのアクセス

bmon コ マン ド  ラ イ ン ツールは、 Zen でサポー ト さ れる  Windows、 Linux、 macOS、 および Raspbian プ ラ ッ ト

フ ォームで実行し ます。 この実行可能プロ グ ラ ムは、 bmon.exe （Windows の場合） および bmon （Unix ベースの

システムの場合） です。 Windows システムの場合、 このツールは Zen イ ン ス ト ール ロ ケーシ ョ ンの bin デ ィ レ ク

ト リ にあ り ます。 Unix システムの場合、 このツールは /usr/local/actianzen/bin にあ り ます。 

設定フ ァ イルの設定

bmon は構成フ ァ イルに基づいてサーバー設定を管理し ます。 Zen はデフ ォル ト の設定フ ァ イル monconfig.txt を
Zen のイ ン ス ト ール先の bin デ ィ レ ク ト リ に用意し ています。 フ ァ イル内の各設定の説明はコ メ ン ト に記載され

ています。 

bmon の出力

bmon からの出力を コ ン ソールおよびロ グ フ ァ イルのいずれか、または両方に リ ダ イ レ ク ト する こ と ができ ます。

設定フ ァ イルで出力先を指定する こ と ができ ます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 コ ン ソールやロ グ フ ァ イル

で特定の状態を調べてから適切な対応を と る こ と ができ ます。 Zen v15 では、 -runonce オプシ ョ ンで JSON 出力が

サポー ト される よ う にな り ま し た。

コマン ド構文

bmon -f [filepath]config_file [-runonce][-JSON]

ネ ッ ト ワーク  ア ド レス 選択されたユーザー名の ク ラ イ アン ト  マシンの IP ア ド レ ス。 使用不可の場合、 ［不明］ に設定

されます。

表示される値には、 "IP"、 "Shared Memory" および " 不明 " があ り ます。

ク ラ イ ア ン ト  ア プ リ

ケーシ ョ ン

接続し たアプ リ ケーシ ョ ン またはモジュール。 使用不可の場合、 ［不明］ に設定されます。

データ  ソース名 ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンによ って参照される、 DSN の名前。

接続状態 選択されたユーザーの接続状態。 接続状態のタ イプは次の とお り です。

• ［ア ク テ ィ ブ］ － セ ッ シ ョ ンには開いている フ ァ イルがあ り ます。 

• ［ア イ ド ル］ － セ ッ シ ョ ンには開いている フ ァ イルがあ り ません。

• ［無効］ － ア ク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ンは削除されていますが、SQL コード の処理が終了されていな

いこ と を示す一時的な状態。 適切な終了時点で、 そのセ ッ シ ョ ンは ［SQL ア ク テ ィ ブ セ ッ シ ョ

ン］ ダ イ ア ロ グに表示されな く な り ます。

• ［不明］ － 状態を入手でき ません。

アク テ ィ ブ / アイ ドル時

間

接続がア ク テ ィ ブまたはア イ ド ルになってからの時間 （ ミ リ 秒単位） を表示し ます。 

総接続時間 接続が確立されてからの時間 （秒単位） を表示し ます。

表 40 SQL アク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ンの監視対象と し て選択可能な列
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オプシ ョ ン

runonce パラ メ ーターを使用し ない bmon の実行

runonce パラ メ ーターは省略可能です。 省略し た場合、 bmon は設定フ ァ イルで指定された設定を使用し ます。 サ

ンプル フ ァ イルの monconfig.txt では、 リ フ レ ッ シ ュ  レー ト （refreshrate） の初期値は 5 秒に設定されています。

bmon の実行中、 いつでも手動で終了する こ と ができ ます。 終了には Q （または q） + Enter キーを使用し ます。 

リ フ レ ッ シ ュ  レー ト が 0 （ゼロ） の場合、 bmon はキーボー ド のキー応答があ る まで停止し ます。 設定フ ァ イル

の リ フ レ ッ シュ  レー ト 設定 （refreshrate） によ り 、 停止する時間を指定し ます。 

-f 設定フ ァ イルがツールに対し て入力を提供する こ と を指定するために必要なパラ メ ーターです。

filepath 設定フ ァ イルのパス。 省略する と、 bmon は設定フ ァ イルを ローカル デ ィ ス ク で検索し ます。

config_file 設定フ ァ イルの名前。 フ ァ イル名は、 自由に選択でき ます。 イ ン ス ト レーシ ョ ンには monconfig.txt
がデフ ォル ト  フ ァ イル と し て含まれています。 このフ ァ イルは Zen のイ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ

内の bin デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。フ ァ イル内のコ メ ン ト 行には全オプシ ョ ンについての説明が記

載されています。

-runonce bmon を 1 度実行し た ら終了させる ためのオプシ ョ ン パ ラ メ ーターです。 こ のパ ラ メ ーターは、

bmon がバッチ フ ァ イルから呼び出される場合に特に役立ちます。「runonce パラ メ ーターを使用し

ない bmon の実行」 も参照し て く ださい。

メ モ ： リ モー ト の PowerShell セ ッ シ ョ ンなど  stdin を使用し ないコマン ド  ラ イ ン環境では、 指定さ

れていな く て も  bmon はこのオプシ ョ ンを使用し ます。 bmon を複数回実行させるためには、 bmon
設定フ ァ イルで limitrefresh 設定を使用し ます。

-JSON JSON 形式で出力を生成する ためのオプシ ョ ン。 -runonce パラ メ ーターを指定し た場合のみ使用で

き ます。

リ フ レ ッ シュ  オプシ ョ ン 注記

refreshrate=5
（5 秒間停止後、 bmon を再実行）

refreshrate=0
（キーボード の有効なキー応答を受け取る まで停止）

この値にはゼロ または 5 以上の整数を指定し ます。

サンプル フ ァ イル monconfig.txt でのデフ ォル ト 値は 5 です。

limitrefresh=0
（手動で bmon を停止させるには、 Q または q + Enter キー

を使用 )
limitrefresh=n
（bmon を n 回実行し た後に終了）

最大値は 2147483647 です。

サンプル フ ァ イル monconfig.txt でのデフ ォル ト 値はゼロです。

ローカル実行を想定し た stdin のセ ッ シ ョ ンが、 リ モー ト 接続

であった こ と が原因で失われた場合、 bmon は " 対話型入力で

エ ラーが検出さ れま し た。 " と い う 警告を出し て終了し ます。

limitrefresh に 1 以上を設定する と、 この メ ッ セージは表示され

な く な り ます。
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データ  フ ァ イルの断片化の監視

データベースが頻繁に使用される状態が続 く と、 その間にレ コード の作成、 更新、 または削除が繰 り 返し行われ

るので、 データが断片化され、 フ ァ イルへのア ク セスや ト ラ ンザク シ ョ ンの応答に時間がかかる よ う になる こ と

があ り ます。 この場合の断片化 と はデータ  フ ァ イル内で起こ る ものであ り 、 ハード  デ ィ ス ク上のフ ァ イル シス

テムの断片化と は異な り ます。開発者またはデータベース管理者であれば、フ ァ イルの集中使用から判断し てフ ァ

イルがいつ断片化されやすいかはご存知でし ょ う が、 システムによ ってはその断片化のタ イ ミ ングを推測し てい

る （断定でき ない） かも しれません。

Defragmenter は、 データの断片化を検出し、 それを修正する こ と で こ の問題を解決する ツールです。 最適化は、

データ  フ ァ イル内でレ コード の再配置やイ ンデッ ク スの再構築を行った り 、 未使用領域を除去し た り し て、 再び

データへ効率よ く ア ク セスでき る よ う にし ます。 フ ァ イルの最適化によ ってそのフ ァ イルのデータが変更される

こ と はあ り ません。 また、 フ ァ イルの最適化中でも レ コード の作成、 読み取 り 、 更新または削除が可能です。 ほ

と んどの場合、 Defragmenter の機能を使用するためにダウ ン タ イ ムを設ける、 または業務を停止する必要はな く 、

データベース  エンジンの実行中にも この機能を使用する こ と ができ ます。 

Defragmenter は Zen Control Center から開 く こ と ができ る グ ラ フ ィ カル ツールの 1 つです。 このツールでは、 使用

中のデータ  フ ァ イル と、 その読み取 り / 書き込み回数が表示されるので、 頻繁に使用されるデータ  フ ァ イルをす

ばや く 見つける こ と ができ ます。 フ ァ イルまたはテーブルを ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブに追加するには、 その追加

対象を選択し て ド ラ ッ グ アン ド  ド ロ ッ プ、 ボタ ンを ク リ ッ ク、 または右ク リ ッ ク し てコマン ド を選択し ます。 別

の場所に Btrieve フ ァ イルがあ る場合は、 その場所を参照し、 監視対象と し て追加する こ と もでき ます。

Defragmenter は dbdefrag ツール と し て も実行し ます。

以下のセ ク シ ョ ンでは、 Defragmenter の使用方法について説明し ます。

 「最適化を行 う タ イ ミ ングの判断」

 「Defragmenter を使用でき ない状況」

 「Defragmenter へのア ク セス」

 「Defragmenter の GUI」

 「Defragmenter の初期設定」

 「自動 リ フ レ ッ シュ間隔の設定」

 「タブの配置」

 「Defragmenter のタ ス ク」

 「Defragmenter のコマン ド  ラ イ ン イ ン ターフ ェ イ ス」

Defragmenter を無人モード で使用する方法については、 「自動最適化」 を参照し て く ださい。

最適化を行う タ イ ミ ングの判断

Defragmenter は、 データ  フ ァ イルについて、 パフ ォーマン ス低下の原因を示す統計情報を分析するのに役立ちま

す。 フ ァ イルサイ ズ、 断片化率、 未使用率、 および順序不同率の統計値が大きい と、 データベースのパフ ォーマ

ン ス低下の原因になる こ と があ り ます。 フ ァ イルまたはテーブルを最適化すれば、 これら  4 つの数値をすべて下

げる こ と ができ ます。 詳し く は、 「ウ ォ ッチ リ ス ト 」 セ ク シ ョ ンで説明し ています。 一般に、 コ ンパク ト 化され、

イ ンデッ ク ス を作成し直し た新しいフ ァ イルは、 効率性、 容量およびパフ ォーマン スが復元し、 ト ラ ンザク シ ョ

ン も よ り 迅速に実行し ます。 

データベースはそれぞれ異なるので、 すべての人に該当する よ う な推奨事項はあ り ません。 最適化を行 う かど う

かは、 使用し ているデータベース と そのアプ リ ケーシ ョ ンに対する知識や経験値によ って異なってき ます。 ただ

し、 以下の一般的な事項は検討する価値があ り ます。

 読み取 り 専用データベースではパフ ォーマン スは一定ですが、読み取 り /書き込みが長期間にわた り 発生する

よ う なデータベースの場合は、監視対象のフ ァ イルの分析において統計情報の値が高 く な り ます。データベー

ス動作の変化 （ク エ リ やレポー ト の実行速度が遅 く なる など） は顕著に現れます。

 多 く の場合、 一括削除操作によ ってフ ァ イル内の未使用領域が非常に大き く な り ますが、 これはそのフ ァ イ

ルを最適化する こ と で補正でき ます。 
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 最適化の実施中でも読み取 り / 書き込みが中断する こ と はあ り ません。ただし、以下のよ う な理由から、最適

化を ト ラ フ ィ ッ ク が低い時間に実施する こ と も検討でき ます。

 最適化は リ ソース を使用し ますが、 通常、 その リ ソースは全面的にデータ  フ ァ イルに対する操作に使わ

れています。 このため、 ト ラ フ ィ ッ ク が高い期間にはエンジンへの必要以上の要求がパフ ォーマン スに

少なからず影響を与え る可能性があ り ます。 
 最適化では、 実行対象の各データ  フ ァ イルを短時間の間ロ ッ クする必要があ り ます。 ト ラ フ ィ ッ ク が低

い間は、 このロ ッ ク の影響がないかも しれませんが、 ト ラ フ ィ ッ ク が高い時間帯では、 ク ラ イ アン ト が

応答を少し待つこ と も あ り ます。

最適化を実施し て もパフ ォーマン スの改善が見られない場合は、 ほかの問題が原因であ る可能性があ り 、 別の診

断や解決策が必要です。 

Defragmenter を使用できない状況

場合によ っては、 Defragmenter を使用でき なかった り 、 優先順位の上位にラ ン ク付け されているデータベース活

動によ って操作をキ ャ ンセルされた り する こ と があ り ます。 

 ク ラ イ アン ト における フ ァ イルの最適化は現在サポー ト されていません。 このツールを実行でき る ローカル

サーバーでのみフ ァ イルを最適化でき ます。

 フ ァ イルを最適化するのに必要なデ ィ ス ク容量は、 分析結果に表示されます。 Defragmenter は、 フ ァ イルの

サイ ズ と同じだけの空きデ ィ ス ク容量を必要とするほかに、 最適化操作のために少量の空き容量を必要と し

ます。 書き込みが頻繁に行われる フ ァ イルについては、 さ らに多 く の空き容量が必要になる可能性があ り ま

す。 

 デ ィ ス ク の空き容量が少なすぎ る と、 エンジンは最適化を開始する試みを拒否し、 エラー コード  126 を
返し ます。 最適化を実行し ている最中にデ ィ ス ク  ボ リ ュームの空き容量が少な く なった場合には、 エン

ジンはそのボ リ ュームで実行し ている フ ァ イルの最適化をキ ャ ンセルし、 エ ラー コー ド  126 を返し ま

す。

 最適化を開始し た ものの、 実行し ているデ ィ ス ク  ボ リ ュームがいっぱいになった場合には、 エンジンは

そのボ リ ュームでの一連の最適化をキ ャ ンセルし、 エラー コード  18 を返し ます。

 ほかの ZenCC ツールを使用し て イ ンデッ ク スや メ タデータの変更を行います。 これは以下のよ う な場合で

す。

 イ ンデッ ク スの作成、 変更、 または削除

 列の作成、 変更または削除などのスキーマ編集

 データベース、 テーブル、 またはデータ  フ ァ イルの削除

 データベース、 テーブル、 またはフ ァ イル名の変更

 オーナー ネームの設定またはク リ ア

 バウ ン ド  データベースの作成、 変更、 または削除

 最適化を実行中のフ ァ イルに対し て、 Backup Agent 操作を実行する こ と はでき ません。 最適化を実行するに

は、 Backup Agent を先に終了し てお く 必要があ り ます。 

 最適化を実行中のフ ァ イルに対し て、データ  バッ ク ア ッ プを目的とする  Continuous オペレーシ ョ ンを実行す

る こ と はでき ません。 最適化は、 よ り 優先度の高い操作によ ってキ ャ ンセルされます。 最適化を実行するに

は、 それらの操作が終了するのを待つ必要があ り ます。 

 最適化は現在、VSS を使用し てバッ ク ア ッ プ操作を行っている環境にあ るサーバー エンジンではサポー ト さ

れません。

 データ  フ ァ イルのプロパテ ィ （ページ サイ ズ、 圧縮またはフ ァ イル バージ ョ ンなど） を変更する必要があ

る場合は、 Defragmenter ではな く  Rebuild （［ツール］ > ［Rebuild］） を使用し て く ださい。

 Defragmenter で破損レ コードや間違ったレ コード が見つかった場合、 Defragmenter は自動的に停止し終了し

ます。 こ のよ う な場合、 Rebuild を使用し てデータ を回復させて く だ さ い。 最近 リ ビル ド （再構築） された

フ ァ イルは最適化する必要はあ り ません。

 DataExchange ユーザー向け：DataExchange で使用する システム データやキーが最適化によ って変更される こ

と はあ り ません。 最適化後に、 テーブル同期やチェ ッ ク  ツール dxsynctables を実行する必要はあ り ません。
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Defragmenter へのアクセス

Defragmenter は次の 3 つの方法で実行し ます。

 Zen Control Center で ［ツール］ > ［Defragmenter］ を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「Defragmenter の

GUI」 を参照し て く ださい。

 コマン ド  プロ ンプ ト で、 dbdefrag を実行し ます。 これは Windows フ ァ イル システムの最適化に用いられる

Microsoft ツール defrag と は異なるので注意し て く ださい。 詳細については、 「Defragmenter のコマン ド  ラ イ

ン イ ン ターフ ェ イ ス」 を参照し て く ださい。

 サーバー エンジンの ［パフ ォーマン ス  チューニング］ 設定で、 ［自動最適化］ オプシ ョ ンをオンにする こ と

ができ ます。 詳細については、 「自動最適化」 を参照し て く ださい。

Defragmenter の GUI
次のス ク リ ーンシ ョ ッ ト は Defragmenter の GUI を示し ています。その下の表は Defragmenter GUI の各オブジェ ク

ト の説明です。 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。 

GUI のオブジ ェ ク ト 説明

［フ ァ イル］ メ ニュー ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブの リ フ レ ッ シュ  レー ト の設定、 Defragmenter の終了、 または ZenCC の終

了を実行でき ます。 

［ウ ィ ン ド ウ］ メ ニュー ZenCC ウ ィ ン ド ウに戻る、 または各種設定の初期値を設定でき ます。

［ヘルプ］ メ ニュー ド キ ュ メ ン ト やロ グへのア ク セス、 および Zen のバージ ョ ンの確認が行えます。
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Defragmenter のタ ブ表示

Defragmenter では、 データベース  テーブル、 フ ァ イル、 およびその他のオブジェ ク ト をそれぞれのタブに表示し

ます。

表 41 Defragmenter のアイ コ ン 

アイ コ ン 説明

すべての最適化を取 り 消す すべての実行中の分析や最適化を手動で停止する こ と ができ ます。取 り 消すと い う こ と は、

現在分析されている どのフ ァ イルも新しい統計情報を表示し ない と い う こ と です。 最適化

対象のフ ァ イルの う ち、 まだ完了し ていないフ ァ イルは変更されません。 分析待ちまたは

最適化待ちのフ ァ イルは実行されません。

すべてのア ク テ ィ ブな分析と最適化の操作を取 り 消すには、 ウ ィ ン ド ウの左上隅にあ る こ

のア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 このオプシ ョ ンを使用する場合には、 フ ァ イルを選択する

必要はあ り ません。

メ モ：すべての操作は、コマン ド  プロ ンプ ト で開始し た ものであって も、Defragmenter ウ ィ

ン ド ウから取 り 消すこ と ができ、 その逆も同様です。

自動 リ フ レ ッ シュ  レー ト を設

定し ます 
［ウ ォ ッ チ リ ス ト ］ タブを更新する間隔を設定する ダ イ ア ロ グを開き ます。 値の単位は秒

です。 デフ ォル ト 値は 5 です。 

リ フ レ ッ シュ  ［使用中のフ ァ イル］、 ［テーブル］、 または ［Btrieve フ ァ イル］ タブ内の項目一覧を手動で

更新する こ と ができ ます。自動 リ フ レ ッ シュ  レー ト の設定が作用するのは ［ウ ォ ッチ リ ス

ト ］ タブのみであ る こ と に注意し て く ださい。 

ウ ォ ッチ リ ス ト に追加  選択し た項目を ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブに入れます。 Ctrl キーを使用し て項目を個別にク

リ ッ クするか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キー

を使用し て全項目を選択する こ と もでき ます。

フ ァ イルの分析 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで選択し た項目について断片化の統計情報を収集し て表示し ます。

Ctrl キーを使用し て項目を個別にク リ ッ クするか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複

数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キーを使用し て全項目を選択する こ と も でき ます。 フ ァ

イルを分析する こ と によ って、 そのフ ァ イルの内容が変更される こ と はあ り ません。

フ ァ イルの最適化 ［ウ ォ ッ チ リ ス ト ］ タブで選択し た項目に対し最適化を開始し ます。 Ctrl キーを使用し て

項目を ク リ ッ クするか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl
+ A キーを使用し て全項目を選択する こ と もでき ます。

最適化を取 り 消す 実行中の分析や最適化を任意に選択し て停止する こ と ができ ます。取 り 消すと い う こ と は、

現在分析されている どのフ ァ イルも新しい統計情報を表示し ない と い う こ と です。 最適化

対象のフ ァ イルの う ち、 まだ完了し ていないフ ァ イルは変更されません。

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ の右上にあ る このア イ コ ンは、 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ 内のフ ァ イルを分析

または最適化し ている と きに有効にな り ます。 1 つ以上のフ ァ イルを選択し て こ のア イ コ

ンを ク リ ッ クする と、 選択し たフ ァ イルに対する操作が取 り 消されます。 Ctrl キーを使用

し て項目を個別にク リ ッ クするか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択

し ます。 Ctrl + A キーを使用し て全項目を選択する こ と もでき ます。

フ ァ イルの削除 ［ウ ォ ッ チ リ ス ト ］ タブから項目を削除し ます。 Ctrl キーを使用し て項目を個別に ク リ ッ

クするか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キーを

使用し て全項目を選択する こ と もでき ます。

表示する列の選択 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ に表示する列をカス タマイ ズ （チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオン / オフ） する

ためのダ イ ア ロ グを開き ます。 デフ ォル ト 設定では、 すべての列が表示される よ う になっ

ています。

詳細を表示する / 非表示にす

る  
［詳細］ パネルの表示を切 り 替えます。
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 「使用中のフ ァ イル」

 「テーブル」

 「Btrieve フ ァ イル」

 「ウ ォ ッチ リ ス ト 」

Defragmenter ウ ィ ン ド ウ内のタブの配置は変更する こ と ができ ます。 「タブの配置」 を参照し て く ださい。

使用中のフ ァ イル

［使用中のフ ァ イル］ タブでは、 Zen エンジンで現在開いている、 または最近開いたフ ァ イルを一覧表示し ます。

このタブに表示される フ ァ イルは ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブに追加し て、 監視、 分析、 および最適化を行 う こ と が

でき ます。パフ ォーマン スの低下の一因と なる可能性が高いので、データベース作業のルーチン実行に関わる フ ァ

イルのみを選択する こ と をお勧めし ます。

［使用中のフ ァ イル］ タブでは、 ［読み取 り / 書き込み］ 列の見出し を ク リ ッ クする こ と で、 リ ス ト を並べ替え る

こ と ができ ます。 リ ス ト を並べ替え る こ と で、 最も頻繁に使用されてお り 、 断片化されている可能性が高いフ ァ

イルを特定する こ と ができ ます。

テーブル

［テーブル］ タブは、 Zen エ ク スプローラーと似てお り 、 Defragmenter が実行し ているサーバーの ノード を表示し

ます。 このタブに表示される フ ァ イルは ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブに追加する こ と ができ ます。

Btrieve フ ァ イル

［Btrieve フ ァ イル］ タブは、 フ ァ イル システム上の ド ラ イブやデ ィ レ ク ト リ のフ ァ イル エ ク スプローラーです。

このタブでは、 データ  フ ァ イルに加えルーチン オペレーシ ョ ンに含まれない項目 （dbnames.cfg や .ddf フ ァ イル

など） も一覧に表示されます。 これらのフ ァ イルは ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブに追加し て分析や最適化を行 う こ と

ができ ますが、 データ  フ ァ イル と は異な り 、 それら のフ ァ イルを変更し よ う と し た と きにフ ァ イルが使用中で

あった場合はエラーが返 り ます。 これらの メ タデータ  オブジェ ク ト は断片化の リ ス ク が低いです。 これは一般に

実稼働環境では変更し ないからです。 まれなケース と し て これらの最適化が必要と なった場合は、 ダウ ン タ イ ム

の メ ンテナン ス中に行 う こ と ができ ます。
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ウォ ッ チ リ ス ト

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブ内の項目は、 分析または最適化が適用された後の統計情報を表し ています。 

詳細

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブの下にあ る ［詳細］ ペイ ンでは、 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブ内の列の統計情報を ま と めた も

のですが、 さ らに次の情報が追加されています。

統計情報 評価基準 解説

フ ァ イ ル サ イ ズ

（MB）

フ ァ イ ルのサ イ ズ （ メ ガバ イ ト 単

位）

フ ァ イルが使用されている時間が長 く なるほど、またフ ァ イルに

含まれる未使用領域が大き く な るほど、 フ ァ イル サイ ズは大き

く な り ます。

通常、 フ ァ イルのサイ ズが小さ いほど、 （そのフ ァ イルに多 く の

イ ンデッ ク スがあ る場合を除き）最適化にかかる時間も短 く な り

ます。

Cloud Server ユーザーの場合、 フ ァ イルが断片化される こ と でサ

イ ズが大き く なる こ と が懸念されます。 そのよ う な場合、 最適化

を行 う こ と でラ イセン ス制限内に収められる可能性があ り ます。

% 断片化 データ が未使用領域に よ っ て分離

されてブロ ッ ク化し ている割合

長期間にわた り ト ラ ンザク シ ョ ンを実行する と、データ を含まな

いページを作成する可能性があ り ます。このよ う なページがよ り

多 く 実際のデータ  ページ と 混在し ている と、 断片化の度合いが

大き く な り ます。

割合が低ければ断片化も少な く 、 よ り 大き なデータ  ブロ ッ ク が

互いに近い場所で格納されるため、読み取 り や書き込みの時間も

速 く な り ます。

メ モ ： この統計情報は Btrieve 6.x および 7.x フ ァ イルには対応し

ていません。 これら の古いフ ァ イル バージ ョ ン を分析し、 問題

な く 最適化する こ と はでき ますが、統計情報に測定値は表示され

ません。

% 未使用 未使用領域の割合 未使用領域は多 く の場合、 挿入操作、 更新操作、 削除操作によ っ

てフ ァ イルが変更された と きに生じ ます。

この割合が低ければ、 フ ァ イルはよ り コ ンパク ト にな り 、 読み取

り や書き込みの時間も速 く な り ます。

メ モ ： この統計情報は Btrieve 6.x および 7.x フ ァ イルには対応し

ていません。 これら の古いフ ァ イル バージ ョ ン を分析し、 問題

な く 最適化する こ と はでき ますが、統計情報に測定値は表示され

ません。

% 順序不同 レ コー ド が連続 し て格納 さ れてい

ない割合

長期間にわた り 挿入を行 う と、ページの論理的な順序と物理的な

位置の間の不整合が拡大し、データの場所を探すのに要する時間

が長 く な り ます。

一般に、 割合が低ければ大量フ ァ イルに対する テーブル ス キ ャ

ンなどの動作のパフ ォーマン スが向上し ます。

メ モ ： フ ァ イルによ っては、 順序不同の想定される最低の割合が

ゼロ よ り も高いこ と があ り ます。そのフ ァ イル内のレ コード は既

に可能な限 り 効率よ く 格納されているので、さ らに最適化を実施

し て も この統計値は低 く な り ません。 

最後の実行 最後に操作を実行し た日付と時刻 ア ク シ ョ ンは分析または最適化です。 

状態 最後に行った操作の報告 初めて項目を追加し た場合は空白になっています。 通常は、 完了

し た分析または最適化の報告です。

テーブル 論理的な場所 データベースおよびテーブル / フ ァ イル名

パス 物理的な場所 フ ァ イル システムのパス
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 最適化の実施に要し た時間

 最適化処理前後の、 フ ァ イル サイ ズの比較、 また断片化、 未使用、 順序不同の割合の比較

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで 1 つの項目を選択する と、 その項目の詳細が表示されます。 複数の項目を選択し た場

合は、 強調表示 （選択） されている項目の う ち一番上にあ る項目の詳細が表示されます。

Defragmenter の初期設定

最適化の初期設定は、 ツール内ま たは Zen Control Center のどち ら か ら で も設定でき ます。 どち ら の GUI で も、

［ウ ィ ン ド ウ］>［設定］>［Zen］>［Defragmenter］の順に選択すれば、［設定］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの［Defragmenter］
ページが開き ます。 

次の表では、 設定でき る初期設定と その内容について示し ています。 

自動リ フ レ ッ シュ間隔の設定

Defragmenter の情報は、 指定し た間隔で自動的に リ フ レ ッ シ ュする こ と ができ ます。 デフ ォル ト では 5 秒間隔で

リ フ レ ッ シュ されます。 頻繁に多 く のウ ィ ン ド ウ を リ フ レ ッ シュする と、 パフ ォーマン スが低下する可能性があ

るので注意し て く ださい。

タ ブの配置

Defragmenter のタブは、 必要に応じ て配置を変更し た り 、 分離させた り する こ と ができ ます。 タブを移動させる

には、 タブのラベル部分を希望の移動先まで ド ラ ッ グ アン ド  ド ロ ッ プし ます。Defragmenter の初期設定で、［ウ ィ

ン ド ウ  レ イ ア ウ ト を保存］ オプシ ョ ンを選択し た場合は、 変更し た タブの配置が維持されます。 

Defragmenter のタ スク

こ こ では、 Defragmenter GUI における ざまな タ ス ク向け機能を使用する手順を提供し ます。

自動リ フ レ ッ シュの間隔 （自動リ フ レ ッ シュ  レー ト ） を設定するには 

自動 リ フ レ ッ シュ  レー ト は ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブの統計情報に適用されます。 それ以外のタブ一覧を リ フ レ ッ

シュするには、 各タブで ［更新］ ア イ コ ンを ク リ ッ クするか右ク リ ッ ク で ［更新］ を選択し、 手動で行います。

初期設定 選択時の動作

ウ ィ ン ド ウ  レ イ ア ウ ト を保存 Defragmenter ツールを終了する と きに、 その時点のウ ィ ン ド ウ全体のサ

イ ズ、 高さおよび位置、 さ らにタブの配置も保存し ます。

複数選択の操作中に、 互換性のない操作の警告

を表示し ない

異なる タ イプの項目に対し て操作が不規則に適用される場合に、 警告ダ

イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されないよ う にし ます。

今後、 最適化の取 り 消しに対する警告を表示し

ない

分析や最適化の操作を取 り 消すと きに、警告を示すダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス

が表示されないよ う にし ます。 

取 り 消し を確認する ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スのチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンに

し た場合、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス もオンにな り ます。 確認のダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スが再び表示される よ う にするには、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオ

フにし ます。 

今後、 すべての最適化の取 り 消しに対する警告

を表示し ない

すべての分析や最適化の操作を取 り 消すと きに、 警告を示すダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スが表示されないよ う にし ます。

取 り 消し を確認する ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スのチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンに

し た場合、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス もオンにな り ます。 確認のダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スが再び表示される よ う にするには、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオ

フにし ます。 
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1 ［フ ァ イル］ > ［自動リ フ レ ッ シュ  レー ト の設定］ の順にク リ ッ クするか、 または ［自動リ フ レ ッ シュ  レー

ト を設定し ます］ ア イ コ ン  を ク リ ッ ク し て ［ リ フ レ ッ シュ  レー ト の設定］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き ま

す。

2 このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 リ フ レ ッ シュ間隔を秒単位で入力し ます。 この値には 1 以上の整数を指定する

必要があ り ます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

 ［ウォ ッ チ リ ス ト ］ タ ブへフ ァ イルまたはテーブルを追加するには

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブへのフ ァ イルやテーブルの追加は、 次のよ う にさ まざまな方法で行 う こ と ができ ます。

 ［使用中のフ ァ イル］ タブ、 ［テーブル］ タブ、 または ［Btrieve フ ァ イル］ タブ内で項目を 1 つ以上選択し、

タブの右上にあ る ［ウ ォ ッチ リ ス ト へ追加］ ア イ コ ン  を ク リ ッ ク し ます。 Ctrl キーを使用し て項目を個

別にク リ ッ クするか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キーを使用し

て全項目を選択する こ と もでき ます。

 ［使用中のフ ァ イル］ タブ、 ［テーブル］ タブ、 または ［Btrieve フ ァ イル］ タブ内で項目を右ク リ ッ ク し、

［ウ ォ ッチ リ ス ト へ追加］ を選択し ます。

 各タブ内で項目を選択し、 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブへド ラ ッ グ アン ド  ド ロ ッ プし ます。

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブへ追加される項目は、 既に追加されている項目の一覧の最後部に表示されます。 

 フ ァ イルまたはテーブルを分析するには

分析では統計情報を報告し ます。 これによ り 、 最適化する必要があ る項目を決定でき ます。

1 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 項目を ク リ ッ ク し て選択し ます。 Ctrl キーを使用し て項目を個別にク リ ッ クす

るか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キーを使用し て全項目を選択

する こ と もでき ます。

2 次のいずれかを実行し ます。

 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 右上にあ る   （分析） ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

 選択し た項目を右ク リ ッ ク し、 ［フ ァ イルの分析］ を ク リ ッ ク し ます。

［ウ ォ ッ チ リ ス ト ］ タブでは、 対象項目の各列を更新する こ と で分析結果を報告し ます。 最初に選択された項目

の場合、 ［詳細］ タブにはフ ァ イルを最適化するために必要な空きデ ィ ス ク容量など、 その項目の詳細な状態が表

示されます。

 フ ァ イルまたはテーブルを最適化するには

1 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 項目を ク リ ッ ク し て選択し ます。 Ctrl キーを使用し て項目を個別にク リ ッ クす

るか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キーを使用し て全項目を選択

する こ と もでき ます。

2 次のいずれかを実行し ます。

 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 右上にあ る   （最適化） ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

 選択し た項目を右ク リ ッ ク し、 ［フ ァ イルの最適化］ を ク リ ッ ク し ます。

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブでは、 対象項目の各列を更新する こ と で最適化の結果を報告し ます。 1 つの項目を選択し

ていた場合は、 下にあ る ［詳細］ タブにその項目の詳細な状態が表示されます。 複数の項目を選択し ていた場合

は、 最初に選択し た項目についての状態が表示されます。

分析や最適化を取り消すには

分析または最適化の実行中に、 ［ウ ォ ッ チ リ ス ト ］ 内のフ ァ イルを選択し、 右側にあ る ［最適化の取 り 消し］ ア

イ コ ン  を ク リ ッ ク し ます。 表示される確認のダ イ ア ロ グで、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。 Defragmenter は ［は

い］ がク リ ッ ク される まで操作を続けます。
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も う  1 つの方法と し て、 左側にあ る ［すべての最適化の取 り 消し］ ア イ コ ン  を ク リ ッ クする こ と もでき ます。

このア イ コ ンでは、すべての分析および最適化の活動を停止でき、右側のア イ コ ンでは、 ウ ォ ッチ リ ス ト にあ る、

分析または最適化が行われている個々のフ ァ イルについて活動を停止でき ます。

最適化の取 り 消し後、 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブ内の項目の う ち、 状態が " 分析 ： 完了 " または " 最適化 ： 完了 " で
新しい統計情報が表示される ものも あれば、 " 分析 ： キ ャ ンセル " または " 最適化 ： キ ャ ンセル " で空の統計情報

が表示される ものも あ るかも しれません。 最適化を取 り 消し た項目の場合、 ［詳細］ タブでは取 り 消される までの

所要時間が表示されます。

取 り 消しが成功し た と い う こ と は、 分析が停止し たか、 フ ァ イルまたはテーブルの断片化が変わっていないこ と

を意味し ます。

メ モ  すべての操作は、 コマン ド  プロ ンプ ト で開始し た ものであって も、 Defragmenter ウ ィ ン ド ウから取 り

消すこ と ができ、 その逆も同様です。 

 ［ウォ ッ チ リ ス ト ］ タ ブから フ ァ イルまたはテーブルを削除するには

1 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 項目を ク リ ッ ク し て選択し ます。 Ctrl キーを使用し て項目を個別にク リ ッ クす

るか、 Shift キーを使用し て範囲 （隣接する複数項目） を選択し ます。 Ctrl + A キーを使用し て全項目を選択

する こ と もでき ます。

2 次のいずれかを実行し ます。

 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 右上にあ る   （フ ァ イルの削除） ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

 選択し た項目を右ク リ ッ ク し、 ［フ ァ イルの削除］ ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

表示する列を選択するには

［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブの各列の表示 / 非表示を設定する こ と ができ ます。

1 ［ウ ォ ッチ リ ス ト ］ タブで、 右上にあ る   （表示する列の選択） ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト では、 すべての列が選択されています。 必要に応じ て選択を変更し ［OK］ を ク リ ッ クするか、 あ

るいは ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し ます。

分析または最適化の詳細を表示する、 または非表示にするには

［ク リ ッ ク し て詳細を非表示にする］ ア イ コ ン  を ク リ ッ クする と、 ［詳細］ タブの表示 / 非表示を切 り 替え る

こ と ができ ます。 

Defragmenter のコマン ド  ラ イ ン イ ン ターフ ェ イス

CLI ツールの dbdefrag では、 ウ ォ ッ チ リ ス ト がないこ と を除き、 GUI バージ ョ ン と同じ機能を提供し ます。 ど

ち らのイ ン ターフ ェ イ スからでも最適化の開始、 状況の確認、 または取 り 消しが可能です。 
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次の表では、 コマン ド  ラ イ ン オプシ ョ ンについて説明し ます。 

コマン ド 説明

dbdefrag フ ァ イル 1 つ以上のフ ァ イルの最適化を開始し ます。 ア ス タ リ ス ク （*） を ワ イル ド カー ド 文字 と し て

使用する こ と ができ ます。 処理されたレ コード と キーの数を表示し ます。 Ctrl + C キーで処理

を取 り 消すこ と ができ ます。 フ ァ イルは、パス名以外にも構文 brtv:// ユーザー @ ホス ト / デー

タベース名 ? パラ メ ーター を用いた URI と し て指定する こ と もでき ます。 これについては、

「データベース  URI」 で説明し ています。

dbdefrag -background フ ァ イ

ル

1 つ以上のフ ァ イルの最適化をバッ ク グ ラ ウ ン ド処理と し て開始し ます。 アス タ リ ス ク （*） を

ワ イル ド カード文字と し て使用する こ と ができ ます。

dbdefrag -cancel フ ァ イル 現在実行中の 1 つ以上のフ ァ イルの分析または最適化を取 り 消し ます。 アス タ リ ス ク （*） を

ワ イル ド カード文字と し て使用する こ と ができ ます。その最適化をバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行し

ている場合を除き、 別のプロ ンプ ト で実行する必要があ り ます。

dbdefrag -cancelall すべてのア ク テ ィ ブな分析または最適化操作を取 り 消し ます。その最適化をバッ ク グ ラ ウ ン ド

で実行し ている場合を除き、 別のプロ ンプ ト で実行する必要があ り ます。

メ モ ：すべての操作は、Defragmenter GUI ウ ィ ン ド ウで開始し た ものであって も、Defragmenter
のコマン ド  プロ ンプ ト から取 り 消すこ と ができ、 その逆も同様です。

dbdefrag -status フ ァ イル 1 つ以上のフ ァ イルの最適化の状態を表示し ます。 ア ス タ リ ス ク （*） を ワ イル ド カー ド 文字

と し て使用する こ と ができ ます。 

最後に完了し た最適化について、 以下の情報が表示されます。

• 状態 : 完了

• 開始 : yyyy-mm-dd hh:mm:ss

• 終了 : yyyy-mm-dd hh:mm:ss

• 所要時間 : nh:nnm:nns

現在実行し ている最適化については、 以下の情報が表示されます。

• 最適化の状態 : 進行中

• n/n 個のレ コード を処理し ま し た （n%）

• n/n 個のキーを処理し ま し た （n%） 

取 り 消された最適化については、 以下の情報が表示されます。

• 状態 : 最適化の取 り 消し

• 所要時間 : nh:nnm:nns

エンジンが再起動される まで、 フ ァ イルの状態は引き続き使用でき ます。 エンジン を再起動

後、 状態の情報は Zen イベン ト  ロ グ （zen.log） で確認でき ます。 

dbdefrag -analyze フ ァ イル 1 つ以上のフ ァ イルの断片化の統計情報を表示し ます。 ア ス タ リ ス ク （*） を ワ イル ド カー ド

文字と し て使用する こ と ができ ます。 以下の情報が返 り ます。

• % 断片化

• % 未使用

• % 順序不同

• フ ァ イル サイ ズ （MB）

• 最適化に必要な推定デ ィ ス ク領域 （MB）

フ ァ イルを分析する こ と によ って、 そのフ ァ イルの内容が変更される こ と はあ り ません。
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dbdefrag の使用

次の例では、 サイ ズが大きい .mkd フ ァ イルで dbdefrag を使用する場合の一連の手順を示し ます。

1 分析

C:\ProgramData\Actian\Zen\Examples>dbdefrag -analyze mybtrievefile.mkd 

 断片化 : 9%

 未使用 : 4%

 順序不同 : 100%

フ ァ イル サイ ズ : 713 MB 

2 最適化 

C:\ProgramData\Actian\Zen\Examples>dbdefrag mybtrievefile.mkd 

1125 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (0%)

87021 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (7%)

170910 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (14%)

255393 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (21%)

339805 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (28%)

404202 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (33%)

487928 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (40%)

572585 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (47%)

655802 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (54%)

716472 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (59%)

800406 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (66%)

883729 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (73%)

947475 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (79%)

1032061 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (86%)

1116015 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (93%)

1185831 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (99%)

1195242 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (100%)

1 / 2 個のキーを処理し ま し た (50%)

2 / 2 個のキーを処理し ま し た (100%)

最適化は完了し ま し た。

所要時間 : 0h:24m:57s 

3 別のプロンプ ト からの状態の確認、 またはバッ クグラウン ド で実行し た場合の状態の確認 

C:\ProgramData\Actian\Zen\Examples>dbdefrag -status mybtrievefile.mkd

最適化の状態 : 進行中

1053373 / 1195242 個のレ コード を処理し ま し た (88%)

0 / 2 個のキーを処理し ま し た (0%) 

dbdefrag -ignore フ ァ イル処理中のエラーを無視し ます。このオプシ ョ ンはどのコマン ド にも追加する こ と がで

き ます。 これは、 複数のフ ァ イルを分析または断片化する場合に役に立ちます。 -ignore オプ

シ ョ ンを使用し ない場合、 分析または最適化される フ ァ イルの う ちの 1 つがエラーを返すと、

エ ラーが記録され、 残 り のフ ァ イルの分析 と 最適化の操作が停止し ます。 -ignore オプシ ョ ン

を使用する と、 エラーがロ グに記録され、残 り のフ ァ イルについて引き続き分析および最適化

が行われます。

dbdefrag -help コマン ド  オプシ ョ ンの一覧を表示し ます。

コマン ド 説明
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4 最適化後の状態の確認

C:\ProgramData\Actian\Zen\Examples>dbdefrag -status mybtrievefile.mkd

 状態 : 完了

 開始 : 2014-08-08 11:08:28

 終了 : 2014-08-08 11:33:25

所要時間 : 0h:24m:57s 

5 分析の再実行 

C:\ProgramData\Actian\Zen\Examples>dbdefrag -analyze mybtrievefile.mkd 

 断片化 : 0%

 未使用 : 0%

 順序不同 : 27%

フ ァ イル サイ ズ : 682 MB 
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パフ ォーマンス カウン ターの監視

Zen サーバーの Windows 版では、 Windows パフ ォーマン ス  モニターで使用するパフ ォーマン ス  カ ウ ン ターを提

供し ます。 （Zen のパフ ォーマン ス  カ ウ ン ターがサポー ト されるのは、 Windows Vista 以降のオペレーテ ィ ング シ
ステムのみです。） パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターはデータベース  エンジンの状態や動作を測定し ます。 これによ り

アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマン ス を分析する こ と ができ ます。 Windows パフ ォーマン ス  モニターは、 指定の時

間間隔でパフ ォーマン ス  カ ウ ン ターの現在の値を要求し ます。

Zen は、 パフ ォーマン ス  モニターで表示するためだけにデータ を提供し てお り 、 カ ウ ン ターのプロパテ ィ は変更

でき ません。 パフ ォーマン ス  モニターは以下のア イ テムを制御し ます。

 データの表示形式。 折れ線グ ラ フ （デフ ォル ト ）、 ヒ ス ト グ ラ ムおよびテキス ト  レポー ト の 3 種類の形式で

表示されます。 

 表示フ ィ ールド。 ［最新］、 ［平均］、 ［最小］ および ［最大］ と い う ラベルが付け られています。 

 値の表示用のスケール。 Zen は各カ ウ ン ターに対し てデフ ォル ト のスケールを提供し ます。 パフ ォーマン ス

モニターを使用すれば、個々のカ ウ ン ターのスケールを変更する こ と ができ ます。「カ ウ ン ターのスケールを

変更するには」 を参照し て く ださい。

カ ウ ン ターの値は、 呼び出し元を問わず、 データベース  エンジンへのすべての呼び出し を反映し ます。 つま り 、

MicroKernel エンジン、 リ レーシ ョ ナル エンジン、 ネイ テ ィ ブな Btrieve アプ リ ケーシ ョ ン、 ユーテ ィ リ テ ィ など、

すべてがカ ウ ン ターの値の一因と な り ます。 カ ウ ン ターの値はすべてのフ ァ イルを対象に収集されます。 フ ァ イ

ルご と のカ ウ ン ターは現在サポー ト されていません。 

パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターの使用は、主にアプ リ ケーシ ョ ン開発者およびその他の技術ス タ ッ フ向けの高度な機

能です。 Windows パフ ォーマン ス  モニ ターおよび一般的なカ ウ ン ターの使用の詳細については、 Microsoft の関

連ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

イ ンス ト ール時の登録

デフ ォル ト で、 Zen のイ ン ス ト ールでは Zen パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターをパフ ォーマン ス  モニ ターに登録し ま

す。 このカ ウ ン ターはイ ン ス ト ール完了後に使用でき る よ う にな り ます。 

お客様のニーズへの対応のため、本章で説明されていない Zen コ レ ク ター セ ッ ト またはカ ウ ン ターを追加イ ン ス

ト ールする こ と になる可能性も あ り ます。 そのよ う な場合は、 Windows パフ ォーマン ス  モニターで提供される コ

レ ク ター セ ッ ト またはカ ウ ン ターの説明を参照し て く ださい。 「カ ウ ン ター セ ッ ト または個別のカ ウ ン ターをモ

ニターへ追加する」 を参照し て く ださい。

データ  コ レ ク ター セ ッ ト

データ  コ レ ク ター セ ッ ト は、複数のカ ウ ン ターを 1 つのコ ンポーネン ト にま と めています。 このコ ンポーネン ト

を使用し てパフ ォーマン ス を再確認し た り 記録し た り する こ と ができ ます。 Zen では以下のデータ  コ レ ク ター

セ ッ ト を提供し ます。

 「Zen MicroKernel Btrieve Operations」

 「Zen MicroKernel Cache」

 「Zen MicroKernel I/O」

 「Zen MicroKernel Locks and Waits」

 「Zen MicroKernel Transactions」

 「Zen ページ サーバーの活動状況」

Zen MicroKernel Btrieve Operations

これらのカ ウ ン ターは、Btrieve API に関する ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの動作の特徴を示すために役立ちま

す。 カ ウ ン ターは、 指定し た時点にデータベース  エンジンで処理されたオペレーシ ョ ンの種類を報告し ます。 

『Btrieve API Guide』 の 「Btrieve API オペレーシ ョ ン」 も参照し て く ださい。
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Zen MicroKernel Cache

データベース  エンジンは 2 つのレベルの メ モ リ  キ ャ ッ シュ  システムを使用し てデータ操作のパフ ォーマン ス を

向上させます。 2 つのキ ャ ッ シュは 「L1 （レベル 1） キ ャ ッ シュ」 と 「L2 （レベル 2） キ ャ ッ シュ」 と呼ばれます。 

ユーザーの要求に応じエンジンがデ ィ ス ク からページを読み取る頻度が高 く なるほど、 パフ ォーマン スは低下し

ます。 これらのカ ウ ン ターを使用する と、 データベース  エンジンによ るデ ィ ス ク読み取 り の回避状況を ま と めて

表示し、 キ ャ ッ シュ  サイ ズの設定に対し てなんらかの変更が必要かど う かを判断する こ と ができ ます。

すべてのデータが L1 キ ャ ッ シュに格納された場合は最高のパフ ォーマン スが得られます。 ただし、 データ  フ ァ

イルのサ イ ズによ っては、 L1 キ ャ ッ シ ュにすべてのデータ  ページを保持でき ない こ と も あ り ます。 こ のため、

データベース  エンジンは第 2 レベルのキ ャ ッ シュ （L2 キ ャ ッ シュ） も使用し ます。 L2 キ ャ ッ シュのページは圧

縮形式で格納されるため、 よ り 多 く のページを メ モ リ に入れる こ と ができ ます。 そのため、 L1 キ ャ ッ シュ よ り も

パフ ォーマン スは低下し ますが、 データベース  エン ジ ンがデ ィ ス ク か ら ページ を読み取る状況 と 比べればパ

フ ォーマン スは高 く な り ます。 

「データベースの メ モ リ  キ ャ ッ シュの理想的なサイ ズを計算するには」 も参照し て く ださい。

表 42 MicroKernel Btrieve オペレーシ ョ ン用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法

Btrieve Close Operations/sec Btrieve Close オペレーシ ョ ンの 1 秒あた り の数。 ク ラ イ ア ン ト  アプ リ ケーシ ョ ン

の動作を調査し ます。問題を解決

す る 最 初 の ス テ ッ プ と し て、

Btrieve オペレーシ ョ ンに関する

動作の分析に役立つ可能性があ

り ます。

Btrieve Get/Step Operations/sec Btrieve Get および Step オペレーシ ョ ンの 1 秒あた

り の数。

各種 Get および Step オペレーシ ョ ンについては、

『Btrieve API Guide』の 「Btrieve API オペレーシ ョ

ン」 を参照し て く ださい。

Btrieve Open Operations/sec Btrieve Open オペレーシ ョ ンの 1 秒あた り の数。

Btrieve Records Deleted/sec 1 秒あた り に削除された Btrieve レ コード数。

Btrieve Records Inserted/sec 1 秒あた り に挿入された Btrieve レ コード数。

Btrieve Records Updated/sec 1 秒あた り に更新された Btrieve レ コード数。

Change Operations/sec データ  フ ァ イルを変更する  Btrieve オペレーシ ョ

ンの 1 秒あた り の数。

Operations/sec 1 秒あた り のオペレーシ ョ ン数。

表 43 MicroKernel キャ ッ シュ用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法

Cache Hit Ratio L1 ま たは L2 キ ャ ッ シ ュ か ら

の、 最近のキ ャ ッ シ ュ  ア ク セ

スの ヒ ッ ト 率 （%）。

L1 Cache Discards/sec 新 し いページ用の領域を確保

する ために、 L1 キ ャ ッ シ ュか

ら  1 秒 あ た り に破棄 さ れ た

ページ数。 これは、 L1 キ ャ ッ

シ ュ がいっぱいにな っ た場合

にのみ発生し ます。 L1 キ ャ ッ

シュから  L2 キ ャ ッ シュへ移動

されたページは含まれません。
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Level 1 Cache Dirty 
Percentage

ダーテ ィ  ページを含む使用中

の L1 キ ャ ッ シュの割合 （%）。

頻繁にア ク セス されるページが継続的にキ ャ ッ シ ュの外へ出さ

れるかど う かを判断するのに役立ちます。そのよ う なページが継

続的にキ ャ ッ シ ュの外へ出される と パフ ォーマン スが低下する

可能性があ り ます。

デ ィ ス ク へ書き込まれていない変更を含むダーテ ィ  ページは、

L1 キ ャ ッ シ ュに存在し ているだけか も しれません。 大量に書き

込みが行われる状況下では、 L1 キ ャ ッ シュにダーテ ィ  ページが

含まれる可能性が高 く な り ます。これによ ってページが強制的に

L1 キ ャ ッ シ ュか ら出され、 L2 キ ャ ッ シ ュ を設定し ていれば L2
キ ャ ッ シ ュへ入れられます。 L2 キ ャ ッ シ ュ を設定し ていなけれ

ば L1 キ ャ ッ シュの外へ完全に出されて し まいます。 

データベース  エンジンは、 指定し た間隔で、 ま たは L1 キ ャ ッ

シ ュがほぼいっぱいになった と きにダーテ ィ  ページをデ ィ ス ク

へ書き込みます。ページが頻繁にデ ィ ス クへ書き込まれる と、パ

フ ォーマン スに悪影響を及ぼす可能性があ り ます。 

L1 キ ャ ッ シュのサイ ズを調整し てダーテ ィ  ページの割合が高 く

な ら ないよ う にすれば、パフ ォーマン ス を向上させる こ と ができ

ます。 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」 も参照し て く ださい。

Level 1 Cache Hits/sec 1 秒 あ た り の L1 キ ャ ッ シ ュ

ヒ ッ ト 数。

データベース  エンジンが、要求されたページを L1 キ ャ ッ シュで

見つける こ と ができたかど う かを判断するのに役立ちます。ヒ ッ

ト 率が高 く なる と、データベース  エンジンが L2 キ ャ ッ シュ また

は物理記憶域へア ク セスする こ と な く  L1 キ ャ ッ シュでページを

見つけている こ と を示し ます。

Level 1 Cache Hit Ratio 最近の L1 キ ャ ッ シ ュ  ア ク セ

スの ヒ ッ ト 率 （%）。

Level 1 Cache Misses/
sec

1 秒あた り の L1 キ ャ ッ シュ  ミ
ス数。

Level 1 Cache Usage 
Percent

現在使用中の L1 キ ャ ッ シュの

割合 （%）。

L1 キ ャ ッ シ ュのサイ ズをアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て調整する場

合に役立ちます。 た と えば、 サイ ズが小さ なデータ  フ ァ イルま

たは主に読み取 り 専用のデータ  フ ァ イルを使用する アプ リ ケー

シ ョ ンの場合、 デフ ォル ト で設定 さ れた L1 キ ャ ッ シ ュ はその

データ  フ ァ イルだけではいっぱいにな ら ないか も しれません。

L1 で メ モ リ が使用されな く て も、 オペレーテ ィ ング システム ま

たはその他のアプ リ ケーシ ョ ンがその未使用分の メ モ リ を使用

する こ と はでき ません。 

L1 キ ャ ッ シュ  サイ ズを適宜変更すれば、 メ モ リ をオペレーテ ィ

ング システムへ解放する こ と ができ ます。 逆に、 データベース

全体を メ モ リ に入れておきたい場合は、 L1 キ ャ ッ シュ  サイ ズの

設定が妥当かど う かを知る ために こ の値を監視する こ と がで き

ます。

Level 2 Cache Hits/sec 1 秒 あ た り の L2 キ ャ ッ シ ュ

ヒ ッ ト 数。

データベース  エンジンが、要求されたページを L2 キ ャ ッ シュで

見つける こ と ができたかど う かを判断するのに役立ちます。ヒ ッ

ト 率が高 く な る と、 データベース  エンジンが物理記憶域へア ク

セスする こ と な く  L2 キ ャ ッ シュでページを見つけている こ と を

示し ます。

Level 2 Cache Hit Ratio 最近の L2 キ ャ ッ シ ュ  ア ク セ

スの ヒ ッ ト 率 （%）。 

Level 2 Cache Misses/
sec

1 秒あた り の L2 キ ャ ッ シュ  ミ
ス数。

表 43 MicroKernel キャ ッ シュ用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法
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Zen MicroKernel I/O

このセ ッ ト のカ ウ ン ターは、 データベース  エンジンによ る、 物理記憶域へのデータの読み取 り および書き込み状

況を把握するのに役立ちます。カ ウ ン ターによ って報告されるページ と はデータ  フ ァ イル ページです。 これらの

カ ウ ン ターでは、アーカ イブ ロ グまたは ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ向けに使用される フ ァ イルのページ用のデータは

報告し ません。

『Zen Programmer's Guide』 の 「ページ」 も参照し て く ださい。

Zen MicroKernel Locks and Waits

ク ラ イ アン ト の要求は、 リ ソースが使用可能になるのを待つため遅延する こ と があ り ます。 これらのカ ウ ン ター

を使用すれば、 リ ソースが使用可能になる まで ク ラ イ アン ト 要求を待つ必要があ るデータベース  リ ソースのタ イ

プを特定する こ と ができ ます。 同様に、 これらのカ ウ ン ターでは複数のク ラ イ アン ト が リ ソースへア ク セス し た

と きのデータベース  エンジンの動作を観察する こ と ができ ます。 値が ク ラ イ アン ト 数に近いまたは等しい場合

は、 同じ リ ソースに対し て競合し ている可能性があ る こ と を示し ています。 これらの競合を低減するための是正

措置を行えば、 反応性を改善する こ と ができ ます。

「Waits on Page Buffers」 および 「Waits on Page Reads」 カ ウ ン ターはグ ローバル リ ソース を待機し ます。 その他の

カ ウ ン ターはすべて複数のク ラ イ アン ト に適用し ますが、 各ク ラ イ アン ト はそれぞれ異なる リ ソース を待機し て

いる場合があ り ます。

『Zen Programmer's Guide』 の 「データ整合性」 および 「複数のク ラ イ アン ト のサポー ト 」 を参照し て く ださい。

Level 2 Cache Raw Size L2 キ ャ ッ シ ュの現在のサイ ズ

（バイ ト ）。

任意指定の L2 キ ャ ッ シュ  サイ ズを決定するために役立ちます。 

L2 キ ャ ッ シュは 「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」 用に設定さ

れる要素の 1 つです。 その設定は、総物理 メ モ リ に対し てデータ

ベース  エンジンが消費でき る メ モ リ の割合を指定し ます。 これ

には、 データベース  エンジンによ る、 L1 キ ャ ッ シュ、 L2 キ ャ ッ

シュおよびその他すべての メ モ リ の使用量が含まれます。

「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」 の設定が 0 以外の場合、 L2
キ ャ ッ シ ュのサ イ ズはその設定に よ る メ モ リ 制限内に収ま り ま

す。 L2 キ ャ ッ シ ュはシステムの メ モ リ 消費を監視し、 必要に応

じ て自身のサイ ズを変更し ます。 L2 キ ャ ッ シ ュによ って使用さ

れる メ モ リ は、 オペレーテ ィ ング システムによ ってス ワ ッ プ ア
ウ ト される こ と も あ り ます。

Level 2 Cache Usage 現在使用中の L2 キ ャ ッ シュの

量 （バイ ト ）。

Level 2 Cache Size 
Relative to Memory

物理 メ モ リ に対する  L2 キ ャ ッ

シュ  サイ ズの割合 （%）。

システム メ モ リ に対する  L2 キ ャ ッ シュの使用割合を示し ます。

Level 2 Cache Usage 
Percent

現在使用中の L2 キ ャ ッ シュの

割合 （%）。

現時点における  L2 キ ャ ッ シュの使用割合を示し ます。

表 44 MicroKernel 入力 / 出力用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法

Pages Read/sec 1 秒あた り にデ ィ ス ク から読み取られたページ数。 データベース  エンジンに よ る、 物理記憶域

へのデータ の読み取 り および書き込み状況

を測定し ます。Pages Written/sec 1 秒あた り にデ ィ ス ク に書き込まれたページ数。

表 43 MicroKernel キャ ッ シュ用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法
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表 45 MicroKernel ロ ッ クおよび待機用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法

Client Record Locks ク ラ イ アン ト に よ って明示的に ロ ッ ク され

たレ コード数。

ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの作業負荷を調査

し ます。 

Waits on Active Reader
Lock

ア ク テ ィ ブな リ ーダー ロ ッ ク で待機中の ク

ラ イ アン ト 数。 複数の ク ラ イ アン ト が同時

にア ク テ ィ ブな リ ーダー ロ ッ ク を保持でき

ます。 ただし、 ア ク テ ィ ブな リ ーダー ロ ッ

ク と ア ク テ ィ ブな ラ イ ター ロ ッ クは排他的

に使用されます。 そのため、 1 つのク ラ イ ア

ン ト がア ク テ ィ ブな リ ーダー ロ ッ ク を保持

する と、 どの ク ラ イ アン ト も ア ク テ ィ ブな

ラ イ ター ロ ッ ク を取得する こ と はでき ませ

ん。1 つのク ラ イ アン ト がア ク テ ィ ブな ラ イ

ター ロ ッ ク を保持する と、 複数の ク ラ イ ア

ン ト がア ク テ ィ ブな リ ーダー ロ ッ ク を取得

する こ と はで き ません。 各フ ァ イルがそれ

自身の リ ーダー （およびラ イ ター） ロ ッ ク

を持っています。 

「Waits on Active Writer Lock」 カ ウ ン タ ー も

参照し て く ださい。 

Waits on Active Writer
Lock

ア ク テ ィ ブな ラ イ ター ロ ッ ク で待機中の ク

ラ イ アン ト 数。 一度に 1 つの ク ラ イ アン ト

だけがア ク テ ィ ブな ラ イ ター ロ ッ ク を保持

で き ま す。 各 フ ァ イ ルが それ自身の ラ イ

ター （および リ ーダー） ロ ッ ク を保持し ま

す。

「Waits on Active Reader Lock」 カ ウ ン ターも

参照し て く ださい。

Waits on File Locks 現在、 フ ァ イル ロ ッ ク で待機中の ク ラ イ ア

ン ト 数。
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Zen MicroKernel Transactions

これらのカ ウ ン ターは、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関する ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの動作を理解するために役立

ちます。 た と えば、 変更が多 く 処理に長時間かかる少数の ト ラ ンザク シ ョ ン と、 短時間で処理が完了する多 く の

ト ラ ンザク シ ョ ン と では動作が異な り ます。

『Btrieve API Guide』 の 「Begin Transaction （19 または 1019）」、 「End Transaction （20）」、 および 「Abort Transaction
（21）」、 また 『Zen Programmer's Guide』 の 「MicroKernel エンジンの基礎」 も参照し て く ださい。

Waits on Page Buffers ページ バッ フ ァーが利用可能にな るのを待

機中の ク ラ イ アン ト 数。 要求に応え る ため

に 利 用 で き る ペ ー ジ が な い 場 合 は、

MicroKernel がページを利用でき る よ う にな

る まで、 その要求はブロ ッ ク されます。

デー タ ベース  エン ジ ンが、 キ ャ ッ シ ュ のページ

バ ッ フ ァーを使用でき るかど う かを示し ます。 こ

の値を メ モ リ  キ ャ ッ シュ関連のカ ウ ン ターと一緒

に使用し て、 キ ャ ッ シ ュのサイ ズが作業負荷に対

し て適切かど う かを確認し ます。 キ ャ ッ シュ  サイ

ズを大き く する と 使用可能な総ページ数も増えま

す。 これによ り 、 ページ バッ フ ァーへの待機を減

らすこ と ができ ます。 

キ ャ ッ シ ュにページがない場合は、 以下の 3 つ状

況によ って この値が急増する可能性があ り ます。

• データ  フ ァ イルが最近開かれた

• データ  ページへ初めてア ク セスする、 またはそ

のデータ  ページへア ク セスする こ と がほ と んど

ない

• メ モ リ  キ ャ ッ シ ュが、 頻繁にア ク セスおよび変

更さ れるすべてのページを含め る こ と がで き な

いほど小さい可能性があ る

1 番目と  2 番目の項目によ って値が急増するのは、

フ ァ イルへのア ク セスが初めてであ る ため回避す

る こ と はで き ません。 3 番目の状況はキ ャ ッ シ ュ

サイ ズを大き く する こ と で回避でき ます。 キ ャ ッ

シ ュ がいっぱいでキ ャ ッ シ ュ  ミ ス数が多 く な る

と、 メ モ リ  キ ャ ッ シュが小さすぎて、 頻繁にア ク

セスおよび変更されるすべてのページを含める こ

と ができ ない可能性があ り ます。

「MicroKernel キ ャ ッ シ ュ用のカ ウ ン ター」 も参照

し て く ださい。

Waits on Page Locks 現在、 ページ ロ ッ ク で待機中の ク ラ イ アン

ト 数。

ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの作業負荷を調査

し ます。 

Waits on Page Reads デ ィ ス ク か ら のページの読み取 り を待機中

のク ラ イ アン ト 数。1 つのク ラ イ アン ト が既

にページ の読み取 り 処理 を 行 っ て い る 場

合、 ほかの ク ラ イ アン ト は処理中の読み取

り が完了する まで待機し なければな り ませ

ん。

同時に同じ フ ァ イルの同じページへの読み取 り を

試みる ク ラ イ アン ト 数を測定し ます。

Waits on Record Locks 現在、 レ コード  ロ ッ ク で待機中の ク ラ イ ア

ン ト 数。

ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの作業負荷を調査

し ます。 

表 45 MicroKernel ロ ッ クおよび待機用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法
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Zen ページ サーバーの活動状況

このセ ッ ト のカ ウ ン ターは、 ページ サーバーに関する統計情報を提供し ます。  

表 46 MicroKernel ト ラ ンザクシ ョ ン用のカウン ター

カウン ター 説明 典型的な使用法

System Transactions in
Progress

進行中のシ ス テ ム ト ラ

ンザク シ ョ ン数。システ

ム ト ラ ンザ ク シ ョ ンは

特 別 類 の ト ラ ン ザ ク

シ ョ ン で、 デー タ  フ ァ

イ ルの変更は準備 さ れ

た後、 フ ァ イルに保存さ

れます。

システム ト ラ ンザク シ ョ ンの発生頻度が高すぎ る または低すぎ るか

ど う かを判断するために役立ちます。

データベース  エンジンは、 シ ス テム ト ラ ンザ ク シ ョ ン中に変更を

データ  フ ァ イルへ書き込みます。 システム ト ラ ンザク シ ョ ンが発生

する頻度は、 「起動時間制限」 および 「オペレーシ ョ ン バン ド ル制

限」 と い う  2 つのサーバー データの整合性設定プロパテ ィ によ って

決め られます。 ま た、 L1 キ ャ ッ シ ュの空き領域が少ない場合には、

サーバーが自動的に頻度を調整し ます。

通常、 システム ト ラ ンザク シ ョ ンの実行頻度が高すぎた り 低すぎた

り する と パフ ォーマン スに悪影響を及ぼし ます。一般的には、 1 秒あ

た り のページ書き込み数が増加し、 レ コード を変更する  Btrieve オペ

レーシ ョ ン数は減少し、 またア ク テ ィ ブな ラ イ タ  ロ ッ ク を待機する

ク ラ イ アン ト 数は増加する可能性があ り ます。 これは特定の作業負

荷に対する理想的な間隔を測定する ための実験が必要 と な る こ と も

あ り ます。

Transaction Commits /sec 1 秒あた り に実行された

コ ミ ッ ト 数。

アプ リ ケーシ ョ ン ト ラ ンザ ク シ ョ ンの コ ミ ッ ト 数を測定 し ます。

『Btrieve API Guide』 の 「End Transaction （20）」 も参照し て く ださい。

表 47 ページ サーバーの活動状況のカウン ター

カウン ター 説明

Page Server Pass-Thru Operations/sec ページ サーバーがキ ャ ッ シ ュ  エンジンか ら受け取ったパス スルー操作の 1 秒
あた り の数。

Page Server Page Requests/sec ページ サーバーがキ ャ ッ シュ  エンジンから受け取った、 データ  フ ァ イル ペー

ジに対する要求の 1 秒あた り の数。

Page Server Invalid Page List Requests/sec キ ャ ッ シュ  エンジンから受け取った、無効ページ リ ス ト に対する要求の 1 秒あ

た り の数。

Page Server Invalid Page List Piggy-backs/
sec

ページ サーバーが他のキ ャ ッ シ ュ  エンジンの要求に対する応答でピギーバ ッ

ク し た無効ページ リ ス ト の 1 秒あた り の数。

Page Server Invalid Page List Length ページ サーバーの無効ページ リ ス ト の現在の長さ。

Page Server Invalid Page List Adds/sec ページ サーバーの無効ページ リ ス ト に追加された コ ミ ッ ト 済みページの 1 秒
あた り の数。 重複も カ ウ ン ト し ます。

Page Server Invalid Page List Removals/sec ページ サーバーの無効ページ リ ス ト か ら削除されたエン ト リ の 1 秒あた り の

数。

Page Server Level 1 Cache Hits/sec ページ サーバーによ る  L1 キ ャ ッ シュ  ヒ ッ ト の 1 秒あた り の数。

Page Server Level 1 Cache Misses/sec ページ サーバーによ る  L1 キ ャ ッ シュ  ミ スの 1 秒あた り の数。

Page Server Level 1 Cache Hit Ratio ページ サーバーによ る、 最近の L1 キ ャ ッ シュ  ア ク セスの ヒ ッ ト 率 （%）。

Page Server Level 2 Cache Hits/sec ページ サーバーによ る  L2 キ ャ ッ シュ  ヒ ッ ト の 1 秒あた り の数。

Page Server Level 2 Cache Misses/sec ページ サーバーによ る  L2 キ ャ ッ シュ  ミ スの 1 秒あた り の数。
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Zen キャ ッ シュ  エンジンの活動状況

このセ ッ ト のカ ウ ン ターは、 Zen キ ャ ッ シュ  エンジンに関する統計情報を提供し ます。  

Windows パフ ォーマンス モニ ターの使用

この ト ピ ッ ク では、 Windows パフ ォーマン ス  モニターの基本的な使用手順について説明し、 Zen パフ ォーマン ス

カ ウ ン タ ーを使用で き る よ う に し ます。 Windows パフ ォーマ ン ス  モニ タ ーの使用に関する 詳細については、

Microsoft の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

以下に示す手順は、 Zen のイ ン ス ト ールによ って Zen パフ ォーマン ス  カ ウ ン ターが Windows パフ ォーマン ス  モ
ニターに登録されている こ と を前提と し ています。 

Page Server Level 2 Cache Hit Ratio ページ サーバーによ る、 最近の L2 キ ャ ッ シュ  ア ク セスの ヒ ッ ト 率 （%）。

Page Server Cache Hit Ratio ページ サーバーによ る、L1 または L2 キ ャ ッ シュからの最近のキ ャ ッ シュ  ア ク

セスの ヒ ッ ト 率 （%）。

Page Server Level 1 Cache Usage Percent 現在使用中の L1 キ ャ ッ シュの う ち、 ページ サーバーが占める割合 （%）。

Page Server Level 2 Cache Usage Percent 現在使用中の L2 キ ャ ッ シュの う ち、 ページ サーバーが占める割合 （%）。

表 48 キャ ッ シュ  エンジンの活動状況用カウン ター

カウン ター 説明

Cache Engine Pass-Through Ops/sec キ ャ ッ シュ  エンジンから要求されたパス スルー操作の 1 秒あた り の数。

Cache Engine Local Ops/sec キ ャ ッ シュ  エンジンによ って実行された ローカル操作の 1 秒あた り の数。

Cache Engine Page Requests/sec キ ャ ッ シュ  エンジンから要求されたデータ  フ ァ イル ページの 1 秒あた り の数。

Cache Engine Page Invalidations/sec このキ ャ ッ シュ  エンジンによ って無効になったページの 1 秒あた り の数。

Cache Engine FCR Invalidations/sec このキ ャ ッ シュ  エンジンによ って無効になった FCR の 1 秒あた り の数。

Cache Engine Level 1 Cache Usage Percent 現在使用中の L1 キ ャ ッ シュの う ち、 キ ャ ッ シュ  エンジンが占め る割合 （%）。

Cache Engine Level 1 Cache Hits/sec キ ャ ッ シュ  エンジンによ る  L1 キ ャ ッ シュ  ヒ ッ ト の 1 秒あた り の数。

Cache Engine Level 1 Cache Misses/sec キ ャ ッ シュ  エンジンによ る  L1 キ ャ ッ シュ  ミ スの 1 秒あた り の数。

Cache Engine Level 1 Cache Hit Ratio キ ャ ッ シュ  エンジンによ る、 最近の L1 キ ャ ッ シュ  ア ク セスの ヒ ッ ト 率 （%）。

Cache Engine Level 2 Cache Usage Percent 現在使用中の L2 キ ャ ッ シュの う ち、 キ ャ ッ シュ  エンジンが占める割合 （%）。

Cache Engine Level 2 Cache Hits/sec キ ャ ッ シュ  エンジンによ る  L2 キ ャ ッ シュ  ヒ ッ ト の 1 秒あた り の数。

Cache Engine Level 2 Cache Misses/sec キ ャ ッ シュ  エンジンによ る  L2 キ ャ ッ シュ  ミ スの 1 秒あた り の数。

Cache Engine Level 2 Cache Hit Ratio キ ャ ッ シュ  エンジンによ る、 最近の L2 キ ャ ッ シュ  ア ク セスの ヒ ッ ト 率 （%）。

Cache Engine Cache Hit Ratio キ ャ ッ シュ  サーバーによ る、 L1 または L2 キ ャ ッ シュからの最近のキ ャ ッ シュ

ア ク セスの ヒ ッ ト 率 （%）。

表 47 ページ サーバーの活動状況のカウン ター

カウン ター 説明



220

 Zen データ  コ レ ク ター セ ッ ト を表示する

1 Windows パフ ォーマン ス  モニターを起動し ます。このツールの起動手順はオペレーテ ィ ング システムによ っ

て異な り ますが、 一般的には ［コ ン ト ロール パネル］ > ［管理ツール］ から起動する こ と ができ ます。 また、

［フ ァ イル名を指定し て実行］ ウ ィ ン ド ウ （［ス ター ト ］ > ［フ ァ イル名を指定し て実行］ を選択） で、「perfmon」

と入力し ［OK］ を ク リ ッ ク し て起動する こ と もでき ます。

2 左ペイ ンのツ リ ーから ［パフ ォーマン ス  モニター］ を ク リ ッ ク し、 右ペイ ン上部のツールバーにあ るプラ ス

記号 （＋） を ク リ ッ ク し ます。

3 ［使用可能なカ ウ ン ター］ セ ク シ ョ ンのカ ウ ン ター リ ス ト 内で、 Zen データ  コ レ ク ター セ ッ ト へス ク ロール

し ます。

 カウン ター セ ッ ト または個別のカウン ターをモニ ターへ追加する

1 次のいずれかを実行し ます。

 カ ウ ン ター セ ッ ト と し てま と めて追加するには、［使用可能なカ ウ ン ター］ リ ス ト から希望のカ ウ ン ター

セ ッ ト 項目を ク リ ッ ク し ます。
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 カ ウ ン ターを個別に追加するには、 そのカ ウ ン ターが属する カ ウ ン ター セ ッ ト を展開し （カ ウ ン ター

セ ッ ト の項目をダブルク リ ッ ク、 または右端の下矢印を ク リ ッ ク） 、 その中から対象のカ ウ ン ターを ク

リ ッ ク し ます。

カ ウ ン ターの説明を見るには、 ［説明を表示する］ オプシ ョ ンを選択し て く ださい。

2 ［追加］ を ク リ ッ ク し てから ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

 カウン ターのスケールを変更するには

1 メ イ ン ウ ィ ン ド ウの下部にあ る リ ス ト にカ ウ ン ターが追加された ら、 それを右ク リ ッ ク し て ［プロパテ ィ ］

を選択でき ます。

2 ［データ］ タブで、 ［スケール］ リ ス ト から値を選択し ます。
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同じ グ ラ フ上に 2 つ以上のカ ウ ン ターを表示する場合に、 それら カ ウ ン ターの出力数値の差が非常に大きい

場合は、 適切に表示される よ う スケールを調整する必要があ るかも しれません。 データがグ ラ フ化される前

に、 カ ウ ン ターの出力値にスケール値を掛けます。 た と えば、 1 番目のカ ウ ン ターの出力値が 53 と  99、 2 番
目のカ ウ ン ターの出力値が 578 と  784 であ る と し ます。1 番目のカ ウ ン ターのスケールに 10 を設定する こ と

で、 530 および 990 と出力される よ う にする こができ ます。 これによ り 、 両カ ウ ン ターのデータ を よ り 同等

（530、 990、 578 および 784） に見る こ と ができ ます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

［スケール］フ ィ ール ド の値は、元の値（この例では "1"）から新しい値（この例では "10"）に変更されています。

4 ［グ ラ フ］ タブで、［垂直スケール］ セ ク シ ョ ンの ［最大］ および ［最小］ フ ィ ール ド に必要な値を設定し ます。

グ ラ フ化される対象が非常に小さ い （または非常に大きい） 場合は垂直スケールを変更する こ と ができ るの

で、 グ ラ フが見やす く な り ます。 た と えば、 カ ウ ン ターの出力値が常に 20 未満の場合は、 垂直スケールの最

大を 20、 最小を 0 に変更する こ と ができ ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 
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ラ イセンスの使用状況の監視

Zen 製品では、 エデ ィ シ ョ ンに応じ て異なる ラ イセン ス  モデルを使用し ます。 Enterprise Server および Workgroup
は同時ユーザー カ ウ ン ト  ラ イセン スに基づいて ラ イセン ス されます。Cloud Server は容量ベース  ラ イセン スに基

づいて ラ イセン ス されます。 

ラ イセン スの使用状況に関する監視の大部分が、 ユーザー数、 セ ッ シ ョ ン数、 または使用中データ を対象と し ま

す。た と えば、これらの現在の値を調べる、現在の値を増やす、または必要な容量を さ らに調べる こ と ができ ます。

ラ イセン スの使用状況の監視に使用する  4 つの主要なユーテ ィ リ テ ィ は、 Monitor （ 「 リ ソース使用状況の監視」

を参照）、 「Capacity Usage ビ ューアー」、 「License Administrator」、 および 「Notification Viewer」 です。

Capacity Usage ビ ューアー

ZenCC では、 すべてのデー タ ベース  エン ジ ンの同時セ ッ シ ョ ン数 と デー タ 使用量を監視す る  Capacity Usage
ビ ューアーを提供し ます。 このビ ューアーは特に、 Zen Enterprise Server から  Zen Cloud Server への移行を検討す

る際に役立ちます。 なぜな ら、 これら  2 つのエデ ィ シ ョ ンにはラ イセン ス方法に違いがあ るからです。 

Capacity Usage ビ ューアーには 2 つのグ ラ フが含まれています。 1 つは同時セ ッ シ ョ ン数を表し、 も う  1 つはデー

タの使用量を表し ます。各グ ラ フには使用量のレベル バー と い う グ ラ フを横断する横線を表示させる こ と ができ

ます。 これは業務上の正常 と する使用量 と 異常と する使用量を判断するのに役立ちます。 Capacity Usage ビ ュー

アーは使用量のピーク に関する統計情報も表示し ます。

このグ ラ フは毎日記録される ピーク値を使用し ます。 エンジンが使用されない日については、 ゼロの値が使用さ

れます。 グ ラ フの生成には最低 2 日間のデータが必要です。 そのデータがなければ、 Capacity Usage ビ ューアー

はエラー メ ッ セージを表示し ます。

こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

 「Capacity Usage ビ ューアーにア ク セスするには」

 「Capacity Usage ビ ューアーの GUI」

 「拡大」

 Capacity Usage ビ ューアーにアクセスするには

ZenCC で、 検査対象のエンジンを右ク リ ッ ク し、 ［Capacity Usage ビ ューアー］ を選択し ます。

Capacity Usage ビ ューアーの GUI
次の図は Capacity Usage ビ ューアーを表し ています。 図の下の表は各機能の説明です。 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上の

それぞれの領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。

ユーザー カ ウ ン ト  ラ イ セン

ス

ユーザー カ ウ ン ト  ラ イセン ス  モデルは、多 く のユーザーまたはデバイ スが別々のデス ク

ト ッ プか ら頻繁にレ コー ド を追加、 更新および削除する よ う な従来型の ク ラ イ アン ト /
サーバー アプ リ ケーシ ョ ンに適し ています。 各製品キーにはそれぞれラ イ セン ス された

ユーザー数が定め られています。 ユーザー数に よ り 、 指定さ れた接続数が、 Zen データ

ベース  エンジンへ同時接続でき ます。 ユーザー数は、 ネ ッ ト ワーク  ア ド レ スでカ ウ ン ト

されます。

容量ベースのラ イセン ス 容量ベース  モデルは、 ユーザー数ではな く データベース  サーバー処理の作業量に重点を

置 く よ う にな り ま し た。 こ の ラ イ セン ス  モデルは容量に基づ く も ので、 サービ ス管理、

SaaS （サービ ス と し てのソ フ ト ウ ェア）、 またはその他の多重環境における ラ イセン ス執

行に対応し ています。 た と えば、 Cloud Server のイ ン ス タ ン ス ご と に、 使用セ ッ シ ョ ン数

および使用データの両方に対し て容量制限が設け られています。
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図 6  Capacity Usage ビ ューアーのユーザー イ ン ターフ ェ イス

GUI のオブジ ェ ク ト 説明

タ イ ト ル バー 選択し たエンジンを示し ます。

統計情報イ ンジケーター 有用な統計情報を表示し た り 、 グ ラ フに表示させる も のを選択し た り する こ と ができ ます。

「統計情報イ ンジケーター」 を参照し て く ださい。

期間指定 グ ラ フに表示するデータの対象と なる期間の開始日と終了日を表示し ます。

セ ッ シ ョ ン使用量のグ ラ フ 選択し た期間中に同時発生し たセ ッ シ ョ ン数をグ ラ フで表示し ます。

データ使用量のグ ラ フ 選択し た期間中に使用されたデータ量をグ ラ フで表示し ます。

使用量のレベル バー 使用量が、 選択し た レベルを超え る頻度を調べる こ と がで き ます。 レベル バーの表示オプ

シ ョ ンが選択される と、 各グ ラ フのデフ ォル ト  レベル （使用量のピーク の 90%） の位置にレ

ベル バーが表示されます。使用量のレベル バーの左側に表示される数値は、そのレベル（セ ッ

シ ョ ン数またはデータ量） を示し ます。 この使用量のレベル バーは必要に応じ て移動させる

こ と ができ ます。 レベル バーを移動させるには、 ス ピン ボ ッ ク ス を使用するか、 またはカー

ソルで ド ラ ッ グ し ます。 2 つの使用量レベル バーは互いに独立し ています。

拡大縮小手順 グ ラ フの拡大と縮小についての一般的な手順を説明し ます。 手順の詳細については、 「拡大」

を参照し て く ださい。

［エ ク スポー ト ］ ボタ ン 分析を さ ら に行 う ためにデータ を保存し てお く こ と が有用 と 思われた場合、 そのデータ を

.csv フ ァ イルへエ ク スポー ト で き ます。 ［エ ク スポー ト ］ ボ タ ン を ク リ ッ クする と ［フ ォル

ダーの参照］ ダ イ ア ロ グを開き ます。 こ こ でデータ を保存する場所を選択する こ と ができ ま

す。
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図 7  統計情報イ ンジケーター

GUI のオブジ ェ ク ト 説明

期間 グ ラ フに表示させるデータの対象期間を選択する こ と ができ ます。 ウ ィ ン ド ウ を開いた と き

にデフ ォル ト で表示される期間は、 前回そのウ ィ ン ド ウ を閉じ る前に選択されていた期間で

す。 選択でき る期間は次の とお り です。

• 全期間

• 先週

• 過去 30 日以内

• 過去 90 日以内

• 過去 180 日以内

グ ラ フ を拡大または縮小し て期間を選択する こ と も でき ます。 グ ラ フ を拡大または縮小し た

場合、 ［期間］ フ ィ ール ド には、 選択し た期間と し て " カス タム " が表示されます。

［ピー ク の統計］ グループ

ボ ッ ク ス

グ ラ フに表示する期間におけ る最大データ使用量 と 最大同時セ ッ シ ョ ン数の統計情報を表示

する フ ィ ール ド が含まれています。

セ ッ シ ョ ン数のピーク値 セ ッ シ ョ ン使用量グ ラ フに表示 さ れる期間中に発生し た最大同時セ ッ シ ョ ン数を表示し ま

す。

セ ッ シ ョ ン数のピーク日 発生し た同時セ ッ シ ョ ン数が最大と なった日を表示し ます。 最大同時セ ッ シ ョ ン数の発生が

複数日あった場合は、 最後に発生し た日を表示し ます。

使 用 デ ー タ の ピ ー ク 値
(GB)

データ使用量グ ラ フに表示される期間中、 一度に使用された最大データ量 （GB 単位） を表示

し ます。

使用データのピーク日 使用されたデータ量が最大 と なった日を表示し ます。 使用データ量が最大 と なった日が複数

日あった場合は、 最後に発生し た日を表示し ます。

使用量の レ ベル バーを表

示する

このチェ ッ ク ボ ッ ク スのオン / オフによ って、グ ラ フを横断する使用量レベルバーの表示 / 非

表示を切 り 替えます。 

［使用量の統計］ グループ

ボ ッ ク ス

使用量のレベル バーを上下に移動させるためのス ピン ボ ッ ク ス、および使用量のレベル バー

の移動によ り 得られる統計情報を表示する フ ィ ード が含まれています。
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拡大

［期間］ プルダウ ン メ ニ ューで提供されている期間の選択肢以外の期間について確認する必要があ る場合は、 グ

ラ フのセグ メ ン ト を選択し て拡大する こ と ができ ます。 2 つのグ ラ フの一方を拡大する と、 も う 一方のグ ラ フ も

同時に拡大されます。 2 つのグ ラ フは常に同じ期間が設定されます。

 グラ フ を拡大するには

1 表示対象期間の開始位置にカーソルを置き ます。

2 マウ スの左ボタ ンを押し たま ま、 表示させたい期間の終了位置までカーソルを ド ラ ッ グ し ます。 選択し た部

分を囲む四角形の黒い枠線がグ ラ フ内に表示されます。 カーソルを移動させる と、 それに応じ てその四角形

も拡張されます。

3 マウ ス  ボタ ンを離し ます。 選択し た期間を表示するためにグ ラ フが更新されます。 ［期間］ フ ィ ール ド の設

定表示は " カス タム " にな り ます。

4 さ らに拡大するには上記の手順を繰 り 返し ます。 

5 縮小するには、 カーソルをグ ラ フ内の任意の位置に置き、 マウ スの左ボタ ンを押し たま まカーソルを右から

左へド ラ ッ グ し ます。これでグ ラ フは元の期間（ウ ィ ン ド ウ を開いた と きに表示されていた期間）に戻 り ます。

License Administrator
License Administrator はラ イセン スのキーの管理に使用する ツールです。 これについては、 『Zen User's Guide』 の

「ラ イセン ス管理」 で詳し く 説明し ています。 次の表では、 このツールで実施でき る一般的な監視作業について簡

単に説明し、 関連情報の参照先と し て 『Zen User's Guide』 への リ ン ク も提供し ています。

セ ッ シ ョ ン数 セ ッ シ ョ ン使用量グ ラ フで、 使用量のレベル バーを置 く 位置に対応する値を設定し ます。

超過し た日数 同時セ ッ シ ョ ン数が、 使用量のレベル バーが設定されたレベルを超えた日数を表示し ます。

使用データ  (GB) データ使用量グ ラ フで、 使用量のレベル バーを置 く 位置に対応する値を設定し ます。

超過し た日数 使用データ量が、 使用量のレベル バーが設定されたレベルを超えた日数を表示し ます。

GUI のオブジ ェ ク ト 説明
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表 49 License Administrator における ラ イセンス使用状況の監視の概要

監視する項目 グラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ

イスの使用

コマン ド  ラ イ ン イ ン ターフ ェ イスの

使用

ラ イセン ス情報

（製品、 製品キー、 キーの状態、 ラ イセン ス

が適用されるプ ラ ッ ト フ ォーム、 ラ イ セン

ス  タ イプ、 ユーザー数、 セ ッ シ ョ ン数、 使

用データ、 ラ イ セン スの失効日、 ラ イ セン

ス を イ ン ス ト ールし たベンダー ソ フ ト ウ ェ

ア、 およびラ イ セン スが適用される アプ リ

ケーシ ョ ンなど、 認証されている キーに対

するすべてのラ イセン ス情報）

「キーの情報を表示するには」 「キーの情報を表示するには」 

ユーザー数

（製品キーによ って許可される、 Zen データ

ベース  エンジンへの同時接続数）

「合計ユーザー数を調べるには」

セ ッ シ ョ ン数の制限

（使用許諾契約書に従っ て許可 さ れ る最大

同時セ ッ シ ョ ン数）

「セ ッ シ ョ ン数の制限を調べるには」

使用データの制限

（使用許諾契書に従って許可される、同時に

開 く 全データ  フ ァ イルの総量）

「使用データの制限を調べるには」

キーの認証残 り 回数 「認証残 り 回数を表示するには」 「認証残 り 回数を表示するには」



228

データベース アクセスの監視

Actian Corporation では、 Audit for PSQL と い う 、 Zen に付属するデータベース  レベルでのア ク セス を監視するた

めの製品を提供し ています。 Audit for PSQL を使用する と、 次のよ う な監査目的のために、 データへの変更を監

視する こ と ができ ます。

 だれがレ コード にア ク セス し たか、 または変更を行ったか

 どのよ う なア ク セス または変更が発生し たか、 それはいつ、 ど こから行われたか

 どのよ う にし て変更が行われたか

Audit for PSQL は詳細な監査証跡を提供するほか、 ク エ リ および警告機能を提供し ます。 

製品の詳細については、 Audit for PSQL の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。



229

メ ッ セージ ログの見直し

Zen では メ ッ セージ用のさ まざまな ロ グ リ ポジ ト リ を提供し て、 ト ラブルシューテ ィ ングを支援し ます。 ロ グは

大き く 分けて 2 つのカテゴ リ に分類されます。 

 すべてのメ ッ セージ ： これらの メ ッ セージにはステータ ス、 エラー、 警告および情報 メ ッ セージが含まれま

す。 これらは、 ラ イセン ス管理コ ンポーネン ト を含め、 あ らゆる  Zen コ ンポーネン ト から発生し ます。

 ラ イセンス メ ッ セージ ： これらの メ ッ セージは、 ラ イセン スに関する問題を警告し、 その ト ラブルシュー

テ ィ ング情報を提供し ます。 これらはラ イセン ス管理コ ンポーネン ト から発生し ます。

次の表にロ グ リ ポジ ト リ の概要を示し ます。 

ラ イセンス メ ッ セージ

ロ グ リ ポジ ト リ のい く つかはラ イセン ス  メ ッ セージに重点を置いています。キーが無効と判断された場合、その

キーの状態は 「ア ク テ ィ ブ」 から 「検証失敗」 に変わ り ます。 この状態でも一定の期間内はデータベース  エンジ

ンが正常に機能するので、 検証失敗を修正するための時間は十分にあ り ます。

その修正猶予期間が終わる までにエラーが修正されない と、 キーの状態は再び無効にな り ます。 キーが無効にな

る と、 データベース  エンジンはデータ  フ ァ イルにア ク セスでき な く な り ます。 

検証失敗への対応を適時に行 う 必要があ るため、 キーの状態の変更はでき るだけ早 く 通知される よ う になってい

ます。 た と えば、 1 つの メ ッ セージがすべての メ ッ セージ リ ポジ ト リ に記録されます。 リ ポジ ト リ の中で最もわ

か り やすいのは Zen Notification Viewer です。 License Administrator でも キーの状態が表示されます。 このため、 い

つでも検証動作を実行し て状態を確認する こ と ができ ます。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセン ス管理」 を参照し て

く ださい。

表 50 Zen メ ッ セージ ログ リポジ ト リ

リポジ ト リ 記録元

「Notification Viewer」 ラ イセン ス管理コ ンポーネン ト

「オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ グ」 ラ イセン ス管理コ ンポーネン ト （Windows）

Zen イベン ト  ロ グ （Windows） にエラー メ ッ セージを書き込

む Zen コ ンポーネン ト

Zen の全コ ンポーネン ト （Linux、 macOS、 および Raspbian）

「Zen イベン ト  ロ グ （zen.log）」 Zen の全コ ンポーネン ト （Windows）



230

キーの状態の変更

次の表では、 キーの状態の変更に応じ て返される メ ッ セージのタ イプについて説明し ます。 

期限切れ状態 （一時キーの場合のみ適用） 、 または非ア ク テ ィ ブ状態 （前バージ ョ ンの Zen で登録されたま まの

キーに適用） と なっている キーに関する メ ッ セージは記録されないので注意し て く ださい。

ログ記録の頻度

次の表は、 ラ イセン ス  メ ッ セージが記録される頻度を特定の動作別に示し ています。

表 51 キーの状態の変更に応じ た メ ッ セージのタ イプ

メ ッ セージ

のタ イプ

キーの状態の変更 シナ リ オ

変更前 変更後

警告 ア ク テ ィ ブ 検証失敗 検証動作によ ってキーの検証失敗が検出されま し た。 た と えば、 マシン署

名を判別でき ないためキーと一致し な く なった、 または 1 つまたは複数の

ラ イセン ス  コ ンポーネン ト を ロード でき ないなどが原因です。 

こ の状態で も一定の期間内はデータベース  エンジンが正常に機能する の

で、 検証失敗を修正するための時間は十分にあ り ます。

警告 無効 検証失敗 キーが無効になった原因のい く つかは修正されていますが、 まだ解決する

必要があ る問題が少な く と も  1 つあ り ます。 

キーの状態は検証失敗に変わったため、 一定の期間内はデータベース  エン

ジンが正常に機能するので、 検証失敗の原因を修正する こ と ができ ます。

エラー 検証失敗 無効 検証失敗の原因を修正する ために提供された期間が過ぎま し た。 検証失敗

の原因と なる状態が期限内に修正されませんでし た。キーが無効になる と、

データベース  エンジンはデータ  フ ァ イルにア ク セスでき な く な り ます。 

情報 検証失敗 ア ク テ ィ ブ 検証失敗と なった原因が修正されています。キーは有効にな り 、データベー

ス  エンジンはすべて機能し ます。

情報 無効 ア ク テ ィ ブ キーが無効になった原因が修正されま し た。キーは有効にな り 、データベー

ス  エンジンはすべて機能し ます。

表 52 メ ッ セージのログ記録の頻度 （起因動作別）

起因動作 ログ記録の頻度 ログ リポジ ト リ 1

表 51 で示し たキーの変更状況 即時 • Notification Viewer

• オペレーテ ィ ング シ ス テムの イベ

ン ト  ロ グ

• Zen のイベン ト  ロ グ

キーが検証失敗状態のま ま 1 日 1 回通知 • Notification Viewer

• オペレーテ ィ ング シ ス テムの イベ

ン ト  ロ グ

• Zen のイベン ト  ロ グ

API 呼び出しによ ってプロ グ ラ ムから起動し た検証動作

『Zen User's Guide』 の 「認証残 り 回数 を 表示す る には」 、

『Distributed Tuning Interface Guide』の 「PvValidateLicenses()」、

および『Distributed Tuning Objects Guide』 の 「ValidateLicenses
メ ソ ッ ド」 を参照し て く ださい。

即時 • オペレーテ ィ ング シ ス テムの イベ

ン ト  ロ グ

• Zen のイベン ト  ロ グ



231

Notification Viewer
Notification Viewer は、 ラ イ セン ス  コ ンポーネン ト によ って記録される メ ッ セージを表示する ツールです。 こ の

ツールは、 注目すべき ラ イセン ス  メ ッ セージ （表 52 を参照） をわか り やす く 通知する こ と を目的と し ています。

Notification Viewer は、デフ ォル ト で Zen Enterprise Server および Cloud Server （Windows、Linux、macOS の 32 ビ ッ

ト および 64 ビ ッ ト 版） および Zen Workgroup （Windows 版） のイ ン ス ト ール時に一緒にイ ン ス ト ールされます。

また、Windows プラ ッ ト フ ォームではデフ ォル ト で、Windows を再起動する と  Notification Viewer も再起動し ます。 

Windows プラ ッ ト フ ォームの場合、 こ の実行可能フ ァ イルの名前は notifyviewer.exe です。 これはユーザーに対

し、 単独で実行す る イ ン ス タ ン ス を 提供 し ま す。 Notification Viewer が既に実行 さ れ て い る 状態で新た に

Notification Viewer を起動し よ う とする と、 実行済みの GUI が画面の最前面に表示されます。 

Linux、 macOS、 および Raspbian の場合、 こ のツールは notifyviewer と い う 名前のシェル ス ク リ プ ト です。 こ の

シェル ス ク リ プ ト は実行するたびに、 新たな Notification Viewer イ ン ス ト タ ン ス を起動し ます。 オペレーテ ィ ン

グ システムを再起動し た場合は、 Notification Viewer を手動で再起動する必要があ り ます。 再起動時、 こ のシ ェ

ル ス ク リ プ ト は自動的には実行されません。

コマン ド  ラ イ ン オプシ ョ ン

次のコマン ド  ラ イ ン オプシ ョ ンを使用する と、 このツールの実行方法を指定でき ます。 

Notification Viewer では、システム ト レ イ  ア イ コ ン と グ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ スの 2 つのイ ン ター

フ ェ イ ス を提供し ます。

システム ト レ イ  アイ コ ン イ ン ターフ ェ イス

Windows のデフ ォル ト では、 Notification Viewer は GUI を表示し ないで起動し、 システム ト レ イ  ア イ コ ンを表示

し ます。 Linux および macOS の場合、 Notification Viewer は GUI と し て起動し、 そのデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンが

システム ト レ イ をサポー ト し ている場合は、システム ト レ イ  ア イ コ ンを表示し ます。 ツールが実行される と、 ラ

イセン ス  メ ッ セージの監視を開始し ます。 

Notification Viewer が未読の メ ッ セージを検出する と、 ト レ イ  ア イ コ ンは未読 メ ッ セージを示す表示に変わ り ま

す。 「 ト レ イ  ア イ コ ン」 を参照し て く ださい。

Notification Viewer は 2 種類のツール ヒ ン ト も表示し ます。 ツール ヒ ン ト をマウ スでポイ ン ト する と、 重要な未読

メ ッ セージがあ る場合はその メ ッ セージ数、 未読 メ ッ セージの総数が表示されます。 メ ッ セージがすべて既読の

場合はツールの名前が表示されます。通知する必要があ る メ ッ セージを Notification Viewer が検出し た場合は、バ

ルーン形式のツール ヒ ン ト が表示されます。 Windows の場合、 このツール ヒ ン ト は直接閉じ るか、 キーボード ま

Zen ラ イ セン ス  サーバーか ら発生し た警告ま たはエ ラー メ ッ

セージ

即時 • オペレーテ ィ ング シ ス テムの イベ

ン ト  ロ グ

• Zen のイベン ト  ロ グ

1 メ ッ セージ ロ グは一方向の階層に従って記録されます。Notification Viewer へ記録される ラ イセン ス  メ ッ セージはオペレー

テ ィ ング システムのイベン ト  ロ グへ、 さ らに Zen イベン ト  ロ グへと記録されます。 オペレーテ ィ ング システムのイベン ト

ロ グに記録される ラ イセン ス  メ ッ セージは、 Zen イベン ト  ロ グにも記録されます。 

オプシ ョ ン 説明

（オプシ ョ ンな し） オプシ ョ ンを指定し ないでこのツールを実行する場合は、 GUI が表示され、 オペレーテ ィ ング シス

テムがシステム ト レ イ をサポー ト し ている場合は ト レ イ  ア イ コ ンが現れます。

-tray こ のオプシ ョ ンを指定し てツールを実行する と、 GUI が表示されず ト レ イ  ア イ コ ンを表示し ます。

オペレーテ ィ ング システムでシステム ト レ イがサポー ト されない場合は、 GUI が表示されます。

表 52 メ ッ セージのログ記録の頻度 （起因動作別）

起因動作 ログ記録の頻度 ログ リポジ ト リ 1
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たはマウ ス操作を行わない限 り 表示され続けます。 Linux および macOS の場合、 このツール ヒ ン ト 上を ク リ ッ ク

し て閉じ る必要があ り ます。 

ポ ッ プア ッ プ メ ニュー

ト レ イ  ア イ コ ンのポ ッ プア ッ プ メ ニ ューには、 ［Zen Notification Viewer を開 く ］ （GUI を開 く ） および ［終了］

（ツールを終了する） と い う  2 つの項目があ り ます。 この メ ニューは ト レ イ  ア イ コ ンを右ク リ ッ クする と表示さ

れます。

ト レ イ  アイ コ ン

次の表では ト レ イ  ア イ コ ンの意味を説明し ます。 

グラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イス

ト レ イ  ア イ コ ンをダブルク リ ッ クするか、 ト レ イ  ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て ［Zen Notification Viewer を開 く ］ を

ク リ ッ ク す る と、 Notification Viewer GUI を 開 く こ と が で き ま す。 Linux お よ び macOS のデ フ ォ ル ト では、

Notification Viewer は GUI と し て起動し、 システム ト レ イ  ア イ コ ンを表示し ます。 起動動作を変更する場合は、

notifyviewer シェル ス ク リ プ ト に -tray オプシ ョ ンを渡し ます。 Linux または macOS デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンがシ

ステム ト レ イ をサポー ト し ていない場合、 Notification Viewer は GUI を表示し、 システム ト レ イ  ア イ コ ンは表示

し ません。 その場合は、 シェル ス ク リ プ ト を実行し て Notification Viewer を起動し て く ださい。

この GUI が表示される と、 未読 メ ッ セージが直ちに GUI へ追加されます。 さ らに、 ト レ イ  ア イ コ ンにツール ヒ

ン ト が表示され、 ア イ コ ンは未読 メ ッ セージを示す表示に変わ り ます。

Zen は、 通知フ ァ イルにあ る記録の既読または未読状態をユーザーご と に監視し ます。 つま り 、 GUI を表示し て

いる各ユーザーからはすべての メ ッ セージが見えますが、 メ ッ セージの既読または未読状態はユーザーご と異な

る と い う こ と です。

オペレーテ ィ ング システムでシステム ト レ イがサポー ト されない場合は、 Notification Viewer に対し て Close コ
マン ド を実行する こ と でこのツールは終了し ます。 システム ト レ イがサポー ト される場合は、 画面を閉じ る こ と

で GUI が非表示にな り 、 ツールが実行中であ る こ と を示す ト レ イ  ア イ コ ンが表示されます。

ツールバーとパネル

図 8 で示すよ う に、 Notification Viewer GUI にはツールバーと  2 つの メ イ ン パネルがあ り ます。 

アイ コ ン 説明

Notification Viewer は実行中でラ イセン ス  メ ッ セージを監視し ています。 このア イ コ ンは、 すべて

の メ ッ セージが開封済み （既読） であ る正常な状態を示し ています。 

Notification Viewer には未読 メ ッ セージがあ り ます。 

このア イ コ ンは、 未読 メ ッ セージがすべて開封されない限 り 表示され続けます。 「左パネル」 を参

照し て く ださい。
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図 8  Notification Viewer の GUI

オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ログ

Zen は、 オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ グに以下のエン ト リ を書き込みます。

 Zen ラ イセン ス管理 メ ッ セージ

 Zen イベン ト  ロ グ （zen.log） に書き込まれる  Zen エラー メ ッ セージ

 （上記の メ ッ セージ も含む） Linux、 macOS、 および Raspbian 上の Zen コ ンポーネン ト の全 メ ッ セージ

詳細については、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 「Windows プラ ッ ト フ ォームのイベン ト  ロ グ」

 「Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのイベン ト  ロ グ」

Windows プ ラ ッ ト フ ォームのイベン ト  ログ

Windows オペレーテ ィ ング システムでは、 「アプ リ ケーシ ョ ン」、 「セキ ュ リ テ ィ 」、 または 「システム」 と し て分

類される イベン ト の記録方法を提供し ています。 Zen では、 一般的なエ ラー メ ッ セージ と 選択し た ラ イ セン ス

メ ッ セージが zen.log に書き込まれる と、 Windows のアプ リ ケーシ ョ ン イベン ト  ロ グにも これらの メ ッ セージを

記録し ます。

ラ イセン ス  メ ッ セージの場合、 「エラー」 または 「警告」 と し て分類される イベン ト が記録されます。 これには、

キーの状態の変更に起因する メ ッ セージのほか、警告、 エラー メ ッ セージが含まれます （表 52 を参照）。 さ らに、

表 51 で挙げている よ う な特定の情報 メ ッ セージ も記録されます。

GUI 要素 説明

ツールバー 2 つのオプシ ョ ンを提供し ます。 

• ［未読のみ表示］ （オン と オフで表示を切 り 替え る）

• ［すべて開封済みにする］

左パネル ス ク ロール可能な メ ッ セージの一覧が含まれます。メ ッ セージは一番上に最新の メ ッ セージが来る

よ う ソー ト され、 " 今日 "、 " 昨日から  1 週間前 "、 " それ以前 " の 3 つのグループに分けて配置さ

れます。 各グループ ノード は展開し た り 閉じ た り する こ と ができ ます。

各 メ ッ セージには、 情報のタ イプを表すイ メ ージ ア イ コ ン、 タ イ ト ル文字列、 日付および簡単な

説明が表示されます。 その メ ッ セージが未読の場合、 テキス ト はすべて太字で表記されます。

メ ッ セージを既読にするには、 その対象の メ ッ セージを ク リ ッ ク し て選択し ます。 

右パネル メ ッ セージの詳細を示し ます。 こ こ ではその メ ッ セージについて詳しい説明を記載し、場合によ っ

ては問題を解決する提案事項も提供されます。 
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イベン ト  ログの表示

Windows オペレーテ ィ ング システムでは、 イベン ト  ロ グを表示および操作する ための 「イベン ト  ビ ューアー」

と い う  GUI を提供し ています。 この GUI には、 Windows の PC 設定またはコ ン ト ロール パネルから、 あ るいは

コマン ド  イ ン ターフ ェ イ スで eventvwr.msc コマン ド を実行し てア ク セスする こ と ができ ます。 

Zen は 1 つのイベン ト に対し以下の内容を表示し ます。

 日付と時刻 - イベン ト の日付と時刻

 ソース  - Actian Zen

 タ ス ク  カテゴ リ  - Zen

 種類 / レベル - イベン ト のレベル ： 情報、 警告またはエラー

 イベン ト  ID - 1000

 ユーザー - N/A

 コ ンピ ューター - コ ンピ ューターの名前

さ らに、 ［キーワード］ 列に " ク ラ シ ッ ク "、 ［ロ グ］ 列に " アプ リ ケーシ ョ ン " を表示し ます。 イベン ト  ビ ュー

アーではさ らに列が表示でき る よ う になっていますが、 Zen はそれらに対するデータ を提供し ません。

Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのイベン ト  ログ

Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの場合は、 Zen の全コ ンポーネン ト が標準ロ グ システ

ムの syslog に メ ッ セージを書き込みます。 syslog はデフ ォル ト で、 Linux と  Raspbian では /var/log/messages に、

macOS では /var/log/system.log に書き込みます。SQL 接続マネージ ャーに限 り 、任意で メ ッ セージを event.log フ ァ

イルに記録する こ と もでき ます。 

event.log フ ァ イルと  bti.ini

bti.ini は、 Lnux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンで使用される  Zen 設定フ ァ イルです。 デフ ォ

ル ト では、 このフ ァ イルは /usr/local/actianzen/etc にあ り ます。

こ の フ ァ イ ル を 使用す る と、 SQL 接続マ ネージ ャ ー用の構成 を 行 う こ と が で き ま す （INI フ ァ イ ルの

［SQLManager］ セ ク シ ョ ン）。 設定の 1 つであ る  LogEvent は、 イベン ト  ロ グ フ ァ イル （event.log） に記録する イ

ベン ト  メ ッ セージのタ イプを決定し ます。 デフ ォル ト では、 event.log は /usr/local/actianzen/bin にあ り ます。 

bti.ini の SQLManager セクシ ョ ン用

の各種パラ メ ーター

説明

MgrPort SQL 接続マネージ ャーで使用 さ れ る ポー ト 番号を設定 し ます。 デフ ォル ト 値は

1583 です。

MgrUseTransport SQL 接続マネージ ャーで使用されるプロ ト コルの種類を設定し ます。 これは TCP
に設定する必要があ り ます

LogEvent=msg_type msg_type には以下の値のいずれかを指定し ます （デフ ォル ト は 1 です）。 この値は

イベン ト  ロ グ （event.log） に記録する メ ッ セージのタ イプを示し ます。

• 0 － 記録し ない

• 1 － エラーのみ

• 2 － エラーと警告

• 3 － エラー、 警告および情報 メ ッ セージ

• 4 － エラー、 警告、 情報 メ ッ セージおよび connect.log

InstallDirectory=/usr/local/actianzen 接続ロ グ /usr/local/actianzen/connect.log をア ク テ ィ ブ化し ます。
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Zen イベン ト  ログ （zen.log）

Windows プラ ッ ト フ ォームの場合、Zen の全コ ンポーネン ト が Zen のイベン ト  ロ グへステータ ス、エラー、警告、

および情報 メ ッ セージを書き込みます。 Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの場合、 Zen は
専用のイベン ト  ロ グを使用し ません。 その代 り 、 Zen の全コ ンポーネン ト が標準ロ グ システムの syslog に メ ッ

セージを書き込みます。 「Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのイベン ト  ロ グ」 を参照し て

く ださい。

Zen のイベン ト  ロ グには zen.log と い う 名前が付け られています。デフ ォル ト で、 このロ グは＜アプ リ ケーシ ョ ン

データ  デ ィ レ ク ト リ＞ \actianzen\logs デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 Windows プラ ッ ト フ ォームでは Zen の全コ ン

ポーネン ト がこのロ グ フ ァ イルに書き込みます。Zen データベース  エンジンを使用し た複数のアプ リ ケーシ ョ ン

が同じマシン上で動作し ている場合、 これらのアプ リ ケーシ ョ ンは zen.log を共有し ます。 

zen.log のフ ィ ールド

zen.log の内容は、 次の表 53 で説明されている形式のテキス ト  メ ッ セージで構成されます。

エン ト リ の後に、 標準の 16 進形式のバイナ リ  データが続 く こ と があ り ます。 バイナ リ  データの長さには、 制限

があ り ません。

zen.log のエン ト リ例

以下は、 zen.log に含まれるデータの種類の例です。 

表 53 zen.log のフ ィ ールド

フ ィ ールド 内容

Date yyyy/mm/dd/ 形式で表される自動日付ス タ ンプ。

Time hh:mm:ss 形式で表される自動時刻ス タ ンプ。 これらの表示形式は地域の設定に従います。

Component エラーを返すコ ンポーネン ト のフ ァ イル名 （拡張子な しのプレ フ ィ ッ ク スのみ）。

Process コ ンポーネン ト のイ ン ス タ ン ス  ID。 これは、 コ ンポーネン ト のプロセス  ID です。

Process Name コ ンポーネン ト のパスおよび名前 （最後の 15 文字に短縮）。

Computer Name プロセス をホス ト するマシンに割 り 当て られた名前 （最初の 15 文字に短縮）。

Type 1 文字 ： I は情報、 W は警告、 E はエラーです。

Message 呼び出し元のコ ンポーネン ト に関連する リ ソースから取得される文字列、または呼び出し元のコ ン

ポーネン ト から直接渡される テキス ト 文字列から成る メ ッ セージ テキス ト 。

メ ッ セージ テキス ト には数値が含まれる こ と も あ り ます。 この数値の形式は 10 進数または 16 進
数です。 16 進数と  10 進数を区別するため、 16 進数値の前には "0x" 文字が付け られます。 

メ ッ セージ テキ ス ト の中には、 OEM アプ リ ケーシ ョ ン固有の情報 （ベンダーの Web サイ ト への

リ ン クや ト ラブルシューテ ィ ング情報など） が含まれている場合も あ り ます。

Date Time Component Process Process Name

5/10/2019 09:53:06 LicenseMgr 9048 zenengnsvc.exe

Computer Name Type Category Message

USRegion2Svr W ラ イ セン スは検証に失敗し ま し た。 修復

期限は 14 日間です。
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メ ッ セージの電子メ ール通知を受け取る

Zen にはイベン ト  メ ッ セージの電子 メ ール通知が含まれていません。 そのよ う な機能を提供するベンダーの製品

が簡単に入手でき るからです。 この ト ピ ッ ク では、 それらの製品のい く つかを挙げる と と もに、 Zen ラ イセン ス

および製品キーに関する操作を監視するためのイベン ト  ロ グの使用について も説明し ます。

監視される イベン ト の電子メ ール通知を提供する製品

次の表は、オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ グに含まれる イベン ト の電子 メ ール通知を提供でき る製品の

一部を挙げています。 製品はアルフ ァベッ ト 順に並んでいます。 弊社では、 特定の製品について推奨する こ と は

し ません。 一覧に記載されている製品は、 ほかのベンダーから提供される ものであ るため、 製品と それに関する

解説がこ こ で述べた もの と異なる こ と があ り ます。

通常、 そのよ う な製品は、 エージェ ン ト を イ ン ス ト ールする、 WMI （Windows Management Instrumentation） のよ

う な リ モー ト  ア ク セス  メ カニズム、 あ るいはセキ ュ ア シェル （SSH） を有効にする必要があ り ます。 

ラ イセンスのイベン ト  メ ッ セージを監視する イベン ト  ログの内容

表 54 で挙げた製品はすべて、 オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ グの内容を識別する こ と ができ ます。 識

別方法は、 Windows プラ ッ ト フ ォーム と、 Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンで異な り ま

表 54 監視される イベン ト の電子メ ール通知を提供する製品

製品 コス ト プ ラ ッ ト

フ ォーム

説明

Hyperic

www.hyperic.com
Hyperic 社までお

問い合わせ く だ

さい。

Windows 監視されるマシン上にエージェ ン ト を イ ン ス ト ールし、 フ ァ

イ ア ウ ォールでそのエージェ ン ト 用にポー ト を開 く 必要があ

り ます。

Linux、macOS、

お よ び
Raspbian

監視されるマシン上で SSH を有効にし、 フ ァ イ ア ウ ォールで

その SSH 用にポー ト を開 く 必要があ り ます。

Nagios

www.nagios.org/
無料 Windows お よ

び Linux
監視されるマシン上にエージェ ン ト を イ ン ス ト ールし、 フ ァ

イ ア ウ ォールでそのエージェ ン ト 用にポー ト を開 く 必要があ

り ます。

Spiceworks

www.spiceworks.com
無料 Windows 監視される マシン上で リ モー ト  WMI を有効にし、 フ ァ イ ア

ウ ォールでその リ モー ト  WMI 用にポー ト を開 く 必要があ り

ます。

Linux 監視されるマシン上で SSH を有効にし、 フ ァ イ ア ウ ォールで

その SSH 用にポー ト を開 く 必要があ り ます。

System Center 
Configuration 
Manager （SCCM）

www.microsoft.com

Microsoft 社ま で

お問い合わせ く

ださい。

Windows 監査されるマシン上で、エージェ ン ト を イ ン ス ト ールするか、

または リ モー ト  WMI を有効にする必要があ り ます。 WMI が
有効にな る と、 フ ァ イ ア ウ ォールは自動的に調整さ れます。

エージ ェ ン ト を使用する場合は、 フ ァ イ ア ウ ォールでその

エージェ ン ト 用のポー ト も開 く 必要があ り ます。 こ の製品は

Windows オペレーテ ィ ング システムでのみ使用可能です。

ZenOSS

www.zenoss.com
ZenOSS 社 ま で

お問い合わせ く

ださい。

Windows 監視されるマシン上にエージェ ン ト を イ ン ス ト ールし、 フ ァ

イ ア ウ ォールでそのエージェ ン ト 用にポー ト を開 く 必要があ

り ます。

Linux、macOS、

お よ び
Raspbian

監視されるマシン上で SSH を有効にし、 フ ァ イ ア ウ ォールで

その SSH 用にポー ト を開 く 必要があ り ます。
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す。 こ こ では、 各製品の具体的な監視方法について説明し ません。 詳細については、 ベンダーの ド キ ュ メ ン ト を

参照し て く ださい。 

Windows プ ラ ッ ト フ ォーム

次に表では、 オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ グで、 Zen ラ イセン スのプロパテ ィ を示し ています。 監視

する製品の設定で、 それらのプロパテ ィ の値に基づいて電子 メ ール通知が送信される よ う にし ます。 

例 

Zen ラ イセン スに関する イベン ト  メ ッ セージの う ち、 警告またはエラーの メ ッ セージについて電子 メ ール通知を

受け取 り たい と し ます。 製品を次のよ う な条件で監視する よ う 設定し ます。 

 ソース  = "Actian Zen"

 タ ス ク  カテゴ リ  = "Product Keys"

 種類 = " 警告 " | 種類 = " エラー "

Linux、 macOS、 および Raspbian デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン

Linux、 macOS、 および Raspbian の syslog には、 Windows オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ グ と同じプロ

パテ ィ は含まれていません。 syslog 内のイベン ト と 文字列を特定する よ う 通知製品を設定する必要があ り ます。

イベン ト と文字列の比較に基づいて、 製品は電子 メ ール通知など、 希望の動作を開始する こ と ができ ます。 

Zen データベース  エンジンによ って syslog に書き込まれるすべての メ ッ セージ （ラ イセン ス関連かど う かに関わ

らずすべての メ ッ セージ） には mkded と い う 文字列が含まれています。 次の一覧には、 syslog で Zen ラ イセン ス

のみに該当する文字列をい く つか示し ています。 syslog を監視する方法の 1 つは、 mkded と以下の文字列の 1 つ
を含む内容に基づいて文字列比較を設定する こ と です。

 disabled 

 failed validation 

 for key 

 validation of key 

 capacity for session count 

 capacity for data in use 

 user count 

オペレーテ ィ ング システムのイベン ト  ロ
グのプロパテ ィ

監視する値

ソース Actian Zen

タ ス ク  カテゴ リ Product Keys

種類 警告、 エラー
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14Btrieve オペレーシ ョ ンのテス ト

Function Executor で Btrieve オペレーシ ョ ン実行する方法

以下の ト ピ ッ ク では Function Executor ツールの使用に関し て説明し ます。

 「Function Executor の概念」

 「Function Executor のグ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ ス」

 「Function Executor での作業」
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Function Executor の概念

こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

 「概要」

 「Function Executor ででき る こ と」

 「Function Executor の機能」

 「Function Executor の自動モード」

 「詳細情報を入手するには」

概要

Function Executor は Windows 上で動作し ます。 この対話型ツールを使用する と、 Btrieve オペレーシ ョ ンがどのよ

う に動作するかを確認する こ と ができ ます。 Btrieve オペレーシ ョ ンは、 MicroKernel エンジン オペレーシ ョ ン と

同じです。

また、 Btrieve オペレーシ ョ ンを一度に 1 つずつ実行でき るため、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者は Function Executor を
使って、 Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンのオペレーシ ョ ンをシ ミ ュ レー ト する こ と ができ ます。 このシ ミ ュ レーシ ョ ン

は、 アプ リ ケーシ ョ ンの残 り の部分のデータベース呼び出しから分離し ているので、 プロ グ ラ ムのテス ト および

デバッ グに役立ちます。

Function Executor は、 本来アプ リ ケーシ ョ ン開発者向けのツールです。 この章では、 Btrieve オペレーシ ョ ンの基

礎知識があ る こ と を前提に説明を進めます。 Btrieve オペレーシ ョ ンの詳細については、 開発者 リ フ ァ レ ン スの

『Btrieve API Guide』 を参照し て く ださい。

Function Executor でできる こ と

 Btrieve オペレーシ ョ ンを実行し ながら メ モ リ 構造の内容を監視する こ と ができ ます。

 一連の Btrieve オペレーシ ョ ンをキ ャプチャ し て履歴フ ァ イル と し て保存し、 後で再生する こ と ができ ます。

 Btrieve ク ラ イ アン ト 、 ローカル エンジンおよび リ モー ト  エンジンのバージ ョ ンを表示し ます。

 データ  フ ァ イルの Btrieve 特性を表示し、 これら をテンプレー ト （デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル） と し て保

存し た り 、これらの特性に基づいて新しいフ ァ イルを作成し た り する こ と ができ ます。詳細については、「フ ァ

イル統計情報」 を参照し て く ださい。

Function Executor の機能

Function Executor の機能は以下の とお り です。

 「エデ ィ ター ステータ ス  バー」

 「統計情報」

 「Get および GetExt」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ツールバー」

 「ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グ」

 「履歴ロ グ」

 「任意のデータ型での表示」
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エデ ィ ター ステータ ス バー

ステータ ス  バーには以下の要素があ り ます。

統計情報

［フ ァ イル統計情報］ ア イ コ ンを ク リ ッ クする と、現在開いている フ ァ イルについての統計情報を一覧表示し たダ

イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。 これらの統計情報をテキス ト  フ ァ イルに出力し た り 、 butil -create コ
マン ド で使用でき るデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルに保存する こ と ができ ます。 また、 同じ特性を持つ空のフ ァ イ

ルを新規作成する こ と もでき ます。

Get および GetExt
［Get］ メ ニューから、 テーブル内にあ る先頭レ コード、 次レ コード、 前レ コード、 末尾レ コード を取得する こ と

ができ ます。 ［GetExt］ メ ニューには、 ［Goto Percent （パーセンテージによるレ コー ドの取得）］、 ［Get Position
（物理位置の取得）］、 ［Find Percent （レ コー ド位置のパーセンテージを取得）］ の各コマン ド があ り ます。 

開いている フ ァ イルのウ ィ ン ド ウの下部にあ るエデ ィ ター ウ ィ ン ド ウの

ステータ ス  バーに最新 / 現在のステータ ス  コード が表示され、 最新のス

テータ スがゼロ以外の場合には赤色で表示されます。

ステータ ス  コード にマウ ス  カーソルを移動する と、 そのステータ スにつ

いての説明と、 原因と なったオペレーシ ョ ンが表示されます。 これらのス

テータ ス  コー ド のヘルプ全体を表示するには、 赤色で表示されている部

分を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「ステータ ス  コード のヘルプを見

るには」 を参照し て く ださい。

カーソルが Function Executor メ イ ン ウ ィ ン ド ウの入力領域にあ る と きに

は、ステータ ス  バーにはバッ フ ァー内でのオフセ ッ ト が表示されます。つ

ま り 、 現在の位置のバイ ト を 16 進数、 10 進数、 ASCII 値で表し た値が表

示されます。

キ ューに複数の項目があ る場合には、オペレーシ ョ ンがい く つ実行された

のかも ステータ ス  バーに表示されます。通常、 1 / 1 と表示されますが、複

数のオペレーシ ョ ン を実行し ている場合には実行さ れる オペレーシ ョ ン

の数が表示されます。

ト ラ ンザク シ ョ ンに入る と、 その状態も ステータ ス  バーに表示されます。
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［Get］ コマン ド と ［GetExt］ コマン ド は、 メ ニュー バーと ツールバーから使用でき ます。 ツールバーには、［Step］

（物理的） と ［Get］ （論理的） があ り 、 フ ァ イルの自然の順序で （物理的）、 または特定の順序で （論理的） 移動

でき ます。

［Goto Percent （パーセンテージによるレ コー ドの取得）］ では、 フ ァ イルの物理レ イ ア ウ ト 内での特定の地点に

移動するか、 あ るいはそのフ ァ イル内に定義されている キーを定めて、 任意のキー パス をたどってい く かど う か

の選択ができ ます。 ［ロ ッ ク］ グループ ボ ッ ク スのオプシ ョ ン ボタ ンを使用し て、 ロ ッ ク  バイ アス を設定する こ

と もでき ます。

［Find Percent （レ コー ド位置のパーセンテージを取得）］ は、 ［Goto Percent （パーセンテージによるレ コー ドの

取得）］ の逆です。 フ ァ イル内を論理的に移動し ているか、 物理的に移動し ているかによ って、 データ内での位置

を示し ます。

ト ラ ンザクシ ョ ン ツールバー

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ツールバーを使用す る と、 ト ラ ンザ ク シ ョ ンの開始、 終了、 中止を行 う こ と がで き ます。

Transaction API のすべてを このツールバーで設定する こ と ができ、 オペレーシ ョ ンはすぐに実行されます。 ト ラ

ンザ ク シ ョ ンのステータ スは、 その ク ラ イ アン ト  ID 用に開いているすべてのフ ァ イルに影響する ため、 メ イ ン

ウ ィ ン ド ウのステータ ス  バーにも表示されます。

ログイ ン ダイアログ

ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用する と、 GUI イ ン ターフ ェ イ ス を介し て Btrieve ロ グ イ ン操作を実行する こ

と ができ ます。 詳細については、 データベース  セキ ュ リ テ ィ と その設定に関する ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

履歴ログ

Function Executor ツールを使用し てオペレーシ ョ ンを実行する と、 これらは履歴ロ グに記録されます。 こ のロ グ

を使用し て、 ロ グに含まれるオペレーシ ョ ンを実行し た り 、 履歴をフ ァ イル と し て保存し後で再読み込みし て同

じ手順を行 う こ と ができ ます。
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履歴ロ グの詳細については以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 「履歴」

 「履歴の作業」

任意のデータ型での表示

フ ァ イルが開いている と き、 バッ フ ァー内の任意の場所を右ク リ ッ ク し、 ［表示形式］ を ク リ ッ ク し ます。 ダ イ ア

ロ グ ボ ッ ク スが表示され、 選択し たバッ フ ァー位置のバイ ト 数を任意のデータ型で表示でき ます。

表 55 に Function Executor で使用でき る コ ン ト ロールを示し ます。

表 55 Function Executor のコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明

履歴 コマン ド の繰 り 返しができ ます。

作成 新規フ ァ イルを作成でき ます。

フ ァ イル統計情報 BSTAT 関数の情報を示し ます。 この統計情報は印刷でき ます。

MDI Multiple Document Interface によ って、 複数のフ ァ イルを開 く こ と ができ ます。

リ セ ッ ト ク ラ イ アン ト  ID を リ セ ッ ト
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Function Executor の自動モー ド

開いている フ ァ イルご と に （ 「アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ」 を参照） Btrieve オペレーシ ョ ンを実行する際に

Function Executor を使用するかど う かを選択する こ と ができ ます。Function Executor を使用する方法と し ない方法

で設定を変更する必要はあ り ません。 自動モード と手動モード のどち ら を使用するかは、 どの GUI コ ン ト ロール

を使用するかによ って決ま り ます。

図 9  自動モー ド と手動モー ドのコ ン ト ロール

メ モ  メ ニュー （「アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ」 を参照） での選択も自動モード の一部と し て行われます。

自動モード領域のボタ ンを ク リ ッ クする と、 ツールは以下のよ う な支援を行います。

 データ  バッ フ ァーとデータ長は、 自動的にステータ ス  コード  22 を防ぐ よ う に設定されます。

 情報は操作に応じ て適切に要求されます。

詳細情報を入手するには

Function Executor はプロ グ ラ ム開発者に と って有益なツールですが、 Btrieve の実際的な基礎知識があ る こ と を前

提にし ています。 このツールのすべての機能を理解するには、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 『Zen Programmer's Guide』 の 「MicroKernel エンジンの基礎」

 『Btrieve API Guide』

 本ド キ ュ メ ン ト のセキ ュ リ テ ィ に関する さ まざまな ト ピ ッ ク

ス ト ッ プ Btrieve の停止

バージ ョ ン Btrieve バージ ョ ン情報

表 55 Function Executor のコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明
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Function Executor のグラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イス

この ト ピ ッ ク では、 Function Executor のグ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ ス （GUI） のオブジェ ク ト につい

て説明し ます。 

 「アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ」

 「 メ イ ン ウ ィ ン ド ウ」

 「ロ グ イ ンおよびロ グア ウ ト 」

 「［フ ァ イルのオープン］ ダ イ ア ロ グ」

 「Btrieve フ ァ イルの新規作成用ダ イ ア ロ グ」

 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ツールバー」

 「フ ァ イル統計情報」

 「履歴」
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 アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ

下の表は次の図のウ ィ ン ド ウ  コ ンポーネン ト の説明です。 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの領域を ク リ ッ クす

る と その詳細が表示されます。

 

表 56 Function Executor アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

［フ ァ イル］ メ ニュー 以下のコマン ドおよび Btrieve オペレーシ ョ ンが実行でき ます。

• Login および Logout

• Open および Close

• New

• Print Setup

• Set Owner Name および Clear Owner Name

• Continuous オペレーシ ョ ンの開始または終了

• Reset、 Stop および Exit

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」

「フ ァ イルを開 く 作業」

［Get］ メ ニュー 以下の Btrieve オペレーシ ョ ンが実行でき ます。

• Get First および Get Next

• Get Previous および Get Last 

• Get Greater Than および Get Greater or Equal

• Get Less および Get Less or Equal

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」

［GetExt］ メ ニュー 以下の Btrieve オペレーシ ョ ンが実行でき ます。

• Goto Percent

• Get Position

• Find Percent

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」

［Step］ メ ニュー 以下の Btrieve オペレーシ ョ ンが実行でき ます。

• Step First および Step Next

• Step Previous および Step Last

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」

［Update］ メ ニュー 以下の Btrieve オペレーシ ョ ンが実行でき ます。

• Insert、 Update および Delete

この メ ニューを使用し て ロ ッ ク を解除する こ と もでき ます。

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」
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［表示］ メ ニュー GUI 要素を表示する こ と ができ ます。

• ツール バー （ メ イ ンおよび ト ラ ンザク シ ョ ン）

• 履歴ウ ィ ン ド ウ

• フ ァ イル統計情報ウ ィ ン ド ウ

• Btrieve Version オペレーシ ョ ンを使用し たエンジンのバージ ョ ン

「履歴の作業」

［ツール］ メ ニュー 以下の Btrieve オペレーシ ョ ンが実行でき ます。

• Get Directory および Set Directory

［ウ ィ ン ド ウ］ メ

ニュー

ウ ィ ン ド ウ操作が実行でき ます。

• ［ウ ィ ン ド ウ を重ねて表示］ および ［ウ ィ ン ド ウ を並べて表示］

• 開いている ウ ィ ン ド ウの一覧から選択

［ヘルプ］ メ ニュー このツールのヘルプ リ ソース を一覧から選択する こ と ができ ます。 「ス テー タ ス  コー ド の

ヘルプを見るには」

［開 く ］ ボタ ン ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を表示し、 開 く  Btrieve フ ァ イルを選択し ます。 「フ ァ イルを開 く 作業」

［新規作成］ ボタ ン ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を表示し、 新規 Btrieve フ ァ イルを作成する こ と が

でき ます。

「Btrieve フ ァ イ ル を作

成する作業」

［ リ セ ッ ト ］ ボタ ン 現在のク ラ イ アン ト 接続を リ セ ッ ト し （Btrieve オペレーシ ョ ン 28）、 そ

のク ラ イ アン ト  ID で開いているすべてのフ ァ イルを閉じ ます。

［停止］ ボタ ン ト ラ ンザク シ ョ ン オペレーシ ョ ン （Btrieve オペレーシ ョ ン 25） を終了

させ、 開いているすべてのフ ァ イルを閉じ ます。

統計情報 現在開いている フ ァ イルの統計情報を一覧表示する ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク

ス を表示し ます。 これらの統計情報をテキス ト  フ ァ イルに出力し た り 、

BUTIL -CREATE で使用でき るデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルに保存する

こ と ができ ます。 

［バージ ョ ン］ ボタ ン 実行中の Zen のバージ ョ ン情報を （Btrieve オペレーシ ョ ン 26 を使用し

て） 表示し ます。 開かれている フ ァ イルがない場合には、 リ ク エス ター

DLL と ローカル MicroKernel エンジンについての情報が表示されます。

リ モー ト  サーバーでフ ァ イルを開いている場合、 サーバー と リ ク エス

ター DLL についての情報が表示されます。

ヘルプの表示 ゼロ以外のステータ ス  コード を受け取った と きにポ ッ プア ッ プ ダ イ ア

ロ グ ボ ッ ク ス を表示するかし ないかを切 り 替えます。

履歴の表示 履歴ウ ィ ン ド ウ を表示するかし ないかを切 り 替えます。 「履歴 ウ ィ ン ド ウ を 表

示するには」

「履歴」

「履歴ロ グ」

表 56 Function Executor アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報
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オペ レ ーシ ョ ン カ ウ

ン ト

現在のオペレーシ ョ ン数を示し ます。 

繰 り 返しの値に 2 以上を設定し た と きに使用されます。 

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の

状態

ト ラ ンザ ク シ ョ ンの現在の状態を示し ます。 以下のいずれかにな り ま

す。

• 空白 （ ト ラ ンザク シ ョ ンが 1 つも有効でない場合）

• 並行 （Concurrent）

• 排他 （Exclusive）

「オペ レ ーシ ョ ン 作業

の実行」

「 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

ツールバー」

表 56 Function Executor アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報
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メ イ ン ウ ィ ン ド ウ

すべての開いている フ ァ イルについて、 メ イ ン ウ ィ ン ド ウが表示されます。 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの

領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。

 

表 57 Function Executor メ イ ン ウ ィ ン ド ウ （オープン フ ァ イル用）

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

タ イ ト ル バー 開いているデータ  フ ァ イルの絶対パス を一覧表示し ます。 「Function Executor でデータ  フ ァ

イルを開 く には」

データ  バッ フ ァー データの値を指定し ます。 読み取 り や書き込みオペレーシ ョ

ンでは、 Data Buffer にレ コード が含まれています。 ほかのオ

ペレーシ ョ ンには、データベース  エンジンでオペレーシ ョ ン

の処理に必要なフ ァ イル スペッ ク、 フ ィ ルター条件、 その他

の情報が Data Buffer に含まれています。このコ ン ト ロールは

Data Buffer パラ メ ーターに対応する ものです。

キー バッ フ ァー Btrieve オペレーシ ョ ン を実行するデータ  フ ァ イルのパス を

指定し ます。

Step と  Get Step および Get オペレーシ ョ ンを切 り 替えます。

Get/Step First Get Next または Step Next オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get/Step Prev Get Previous または Step Previous オペレーシ ョ ンを実行し ま

す。

「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get/Step Next  Get Next または Step Next オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get/Step Last Get Last または Step Last オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get Equal Get Equal オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get Less Than Get Less Than オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get Greater Than Get Greater Than オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get Less Than or Equal Get Less Than または Get Equal Than オペレーシ ョ ンを実行し

ます。

「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Get Greater Than or Equal Get Greater Than または Get Equal Than オペレーシ ョ ンを実行

し ます。

「オペレーシ ョ ン作業の実行」
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Get/Find Percent Get Percent または Find Percent オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Insert Insert オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Update Update オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Delete Delete オペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

Cancel 最後に行った変更をキ ャ ンセルし ます。

Unlock すべてのロ ッ ク を解除し ます。

Set Bookmark ま た は
Goto Bookmark

前 も っ て定義し ておいたブ ッ ク マー ク に設定ま たは位置付

けます。

キー番号 ほ と んどの Get オペレーシ ョ ンで、 現在のオペレーシ ョ ンが

従 う こ と にな る キー番号ま たはイ ンデ ッ ク ス  パス を指定し

ます。 ほかのオペレーシ ョ ンには、 フ ァ イル オープン モー

ド、暗号化、論理デ ィ ス ク  ド ラ イブなどの情報を指定する も

の も あ り ます。 こ の コ ン ト ロ ールは Key Number パ ラ メ ー

ターに対応する ものです。

キー オン リ ー データではな く キーのみを取得する こ と を指定し ます。

繰 り 返し オペレーシ ョ ンを指定し た回数だけ繰 り 返し ます。

ロ ッ ク 現在のオペレーシ ョ ンで行いたいロ ッ ク動作を指定し ます。 

オペレーシ ョ ン コード 現在のオペレーシ ョ ン コード と そのバイ アス （あ る場合） を

示し ます。 デフ ォル ト 設定は、 0 です。 Btrieve オペレーシ ョ

ン コード に精通し ている場合は、目的のコード を入力する こ

と ができ ます。 慣れていなければ、 ［リ ス ト ］ ボ ッ ク ス を使

用し てオペレーシ ョ ン を指定し ます。 こ のコ ン ト ロールは、

オペレーシ ョ ン コー ド  パラ メ ーターに対応する ものです。

「オペレーシ ョ ン作業の実行」

［実行］ ボタ ン 現在指定されているオペレーシ ョ ンを実行し ます。 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

オペレーシ ョ ン リ ス ト Btrieve オペレーシ ョ ン と そのコード を リ ス ト し ます。デフ ォ

ル ト は Open （0） です。 実行するオペレーシ ョ ンの頭文字を

入力すれば、 リ ス ト 内ですぐに移動ができ ます。

「オペレーシ ョ ン作業の実行」

データ長 データ  バ ッ フ ァ ーの長さ （バイ ト 単位） を指定し ます。 デ

フ ォル ト 値は 1024 です。 データ  バッ フ ァーを必要とする各

オペレーシ ョ ンでは、 バ ッ フ ァ ー長を必ず指定し て く だ さ

い。多 く のオペレーシ ョ ンでは、データベース  エンジンによ

り  Data Length に値が返されます。 一般には、 オペレーシ ョ

ンの実行前に、 Data Length を必ず指定し て く ださい。 このコ

ン ト ロールは Data Buffer Length パラ メ ーターに対応する も

のです。

「オペレーシ ョ ン作業の実行」

ステータ ス  コード  イ ン

ジケーター

データベース  エンジンで返された数値のステータ ス  コー ド

と、Btrieve オペレーシ ョ ンの結果を示す短い メ ッ セージが表

示されます。 

これらのステータ ス  コードや メ ッ セージについての詳細は、

『Status Codes and Messages』 マニュ アルを参照し て く ださい。

「ス テータ ス  コー ド のヘルプを

見るには」

Continuous オペ レ ー

シ ョ ン イ ンジケーター

フ ァ イルが Continuous オペレーシ ョ ン モード（オペレーシ ョ

ン 42） にあ る場合、 フ ァ イル ウ ィ ン ド ウの最下行に以下を

表示し ます。

「Continuous オペ レ ーシ ョ ン の

使用」

表 57 Function Executor メ イ ン ウ ィ ン ド ウ （オープン フ ァ イル用）

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報
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ログイ ンおよびログアウ ト

ロ グ イ ン ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス と ロ グア ウ ト  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スでは、 データベース  エンジンに対する  Btrieve
のロ グ イ ンおよびロ グア ウ ト  オペレーシ ョ ンを実行する こ と ができ ます。画像の領域を ク リ ッ クする と その詳細

が表示されます。

図 10  ログイ ン ダイアログ

図 11  ログアウ ト  ダイアログ

 

表 58 Function Executor ログイ ンおよびログアウ ト  ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明

サーバー ロ グ イ ン ま たは ロ グ ア ウ ト し たいデー タベース が存在する サーバーを指定 し ます。 Linux および

macOS オペレーテ ィ ング システム上のデータベースにア ク セスするにはサーバー名が必要なので注

意し て く ださい。 『Zen Programmer's Guide』 の 「データベース  URI」 も参照し て く ださい。

データベース 認証を求めるサーバー上のデータベース を指定し ます。

ユーザー名 データベースに対し て認証を求めるユーザーの名前です。

パス ワード ユーザー名に対するパス ワード です。

ク ラ イ アン ト  ID こ のロ グ イ ン またはロ グア ウ ト を特定の ク ラ イ アン ト  ID にのみ適用する場合は、 ［使用］ を ク リ ッ

ク し て範囲を指定し ます。 それ以外の場合は、 そのま まにし ておき ます。

『Btrieve API Guide』 の 「ク ラ イ アン ト  ID」 を参照し て く ださい。

URI 文字列 情報をフ ォームに入力する と、 選択し た結果の URI がこの領域に表示されます。 



252

［フ ァ イルのオープン］ ダイアログ

このダ イ ア ロ グを使用する と、フ ァ イルを開 く こ と ができ ます。ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの領域を ク リ ッ

クする と その詳細が表示されます。

 

表 59 Function Executor フ ァ イルのオープン ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

フ ァ イル名 開 く フ ァ イルの場所と名前を設定し ます。 「フ ァ イルを開 く 作業」

オーナー ネーム Btrieve フ ァ イ ルのパス ワー ド と し て機能 し ます。 こ のパス ワー ド は

Btrieve フ ァ イルへのア ク セスに必要です。

短いオーナー ネームは半角 8 文字ま での範囲で指定で き ます。 長い

オーナー ネームの長さは、 フ ァ イル形式によ って異な り ます。 詳細に

ついては、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。

「フ ァ イルを開 く 作業」

モード フ ァ イルを開 く と きの状態を設定し ます。 こ の状態に基づき、 データ

ベース  エンジンは開 く フ ァ イルに適用する条件を識別し ます。 た と え

ば、 フ ァ イルの読み取 り は可能だが更新はでき ない （ リ ード オン リ ー）

と い う 条件が可能です。

「フ ァ イルを開 く 作業」

モー ド の説明については、

『Btrieve API Guide』 を参照

し て く ださい。

ク ラ イ アン ト  ID このロ グ イ ンを特定のク ラ イ アン ト  ID にのみ適用する場合は、 ［使用］

を ク リ ッ ク し て範囲を設定し ます。 それ以外の場合は、 そのま まにし

ておき ます。

「フ ァ イルを開 く 作業」

共有 データベース  エンジンは、 ［共有］ オプシ ョ ン を無視し ます。 ［共有］

オプシ ョ ンは、 このエンジンのレガシー バージ ョ ンであ る  Btrieve 6.15
のみに適用されます。

「フ ァ イルを開 く 作業」
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Btrieve フ ァ イルの作成

このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用する と、既に開いている フ ァ イルを基に、Btrieve フ ァ イルを作成する こ と ができ

ます。 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。

 

表 60 Function Executor フ ァ イルの作成ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

フ ァ イル名 作成する フ ァ イルの場所と名前を設定し ます。 「Btrieve フ ァ イルを作成する作業」

オーナー ネーム Btrieve フ ァ イルのパス ワー ド と し て機能し ます。 こ のパス

ワード は Btrieve フ ァ イルへのア ク セスに必要です。

短いオーナー ネームは半角 8 文字までの範囲で指定でき ま

す。 長いオーナー ネームの長さ は、 フ ァ イル形式によ って

異な り ます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し

て く ださい。

「Btrieve フ ァ イルを作成する作業」

モード フ ァ イルを開 く と き の状態を設定し ます。 こ の状態に基づ

き、 データベース  エンジンは開 く フ ァ イルに適用する条件

を識別し ます。 た と えば、 フ ァ イルの読み取 り は可能だが更

新はでき ない （ リ ード オン リ ー） と い う 条件が可能です。

「Btrieve フ ァ イルを作成する作業」

モー ド の説明については、 『Btrieve
API Guide』 の 「オープン モード」 を

参照し て く ださい。

ク ラ イ アン ト  ID このロ グ イ ンを特定のク ラ イ アン ト  ID にのみ適用する場合

は、 ［使用］ を ク リ ッ ク し て範囲を設定し ます。 それ以外の

場合は、 そのま まにし ておき ます。

「Btrieve フ ァ イルを作成する作業」

共有 データベース  エンジンは、［共有］ オプシ ョ ンを無視し ます。

［共有］ オプシ ョ ンは、 データベース  エン ジ ンのレ ガシー

バージ ョ ンであ る  Btrieve 6.15 のみに適用されます。
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Btrieve フ ァ イルの新規作成用ダイアログ

このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用する と、作成されている フ ァ イルに、さ らに別の属性を指定する こ と ができ ます。

ス ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。

表 61 Function Executor フ ァ イルの作成ダイアログ （高度）

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

［キー］および［セグ メ ン ト ］

コマン ド

キーの追加と削除や、 キー セグ メ ン ト の追加、 挿入、 削除が

行えます。

「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」

フ ァ イル仕様 フ ァ イルの仕様の表示、 およびその編集が行えます。 「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」

「レ コ ー ド お よ びページ圧

縮」 

統計情報 フ ァ イルに関する情報を提供し ます。 読み取 り 専用です。 「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」

キーと セグ メ ン ト の行列 フ ァ イルのキー と セグ メ ン ト の開始位置、 長さ、 属性および

データ型を表示し ます。 行を ク リ ッ クする と、 下方のキー と

セグ メ ン ト の各ブロ ッ ク で情報が表示されます。 必要であれ

ば、 この情報は変更する こ と もでき ます。

「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」

キー キーの仕様の表示、 およびその編集が行えます。 「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」

セグ メ ン ト セグ メ ン ト の仕様の表示、 およびその編集が行えます。 「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」

各種コマン ド  ボタ ン データ  フ ァ イルやデ ィ ス ク リ プシ ョ ンの作成、 あ るいはダ イ

ア ロ グ ボ ッ ク スで行った編集をキ ャ ンセルする こ と ができ ま

す。

「Btrieve フ ァ イ ルを作成す

る作業」
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ト ラ ンザクシ ョ ン ツールバー

フ ァ イルが開いている と き、 ［表示］ > ［ツールバー］ > ［ ト ラ ンザ ク シ ョ ン］ を選択する と、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン

ツールバーを表示でき ます。 こ のツールバーを使用し て、 ト ラ ンザ ク シ ョ ンを手動で制御する こ と ができ ます。

次の画像の領域を ク リ ッ クする と、 このツールバーで行え る こ と が表示されます。

表 62 Function Executor ト ラ ンザクシ ョ ン ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

メ イ ン アプ リ ケーシ ョ ン

ウ ィ ン ド ウ

プロ グ ラ ムの主な機能です。 「ア プ リ ケ ー シ ョ ン

ウ ィ ン ド ウ」

ト ラ ンザク シ ョ ンの種類 排他的 ト ラ ンザク シ ョ ン または並行 ト ラ ンザク シ ョ ンのどち ら を使

用するかを指定し ます。

ロ ッ ク情報 ト ラ ンザク シ ョ ンで使用する ロ ッ ク の種類を指定し ます。

［ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 開

始］ ボタ ン

ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。

［ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の コ

ミ ッ ト ］ ボタ ン

ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト し ます。

［ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 中

止］ ボタ ン

ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザ ク シ ョ ン を中止 し、 行われた変更を ロール

バッ ク し ます。

フ ァ イル領域 この領域には開いている フ ァ イルが 1 つ以上含まれます。 「 メ イ ン ウ ィ ン ド ウ」

ト ラ ンザ ク シ ョ ン イ ン ジ

ケーター

現在 ト ラ ンザク シ ョ ン内にあ るかど う かを示し ます。 こ こには " 並

行 " または " 排他 " と表示されます。
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フ ァ イル統計情報

フ ァ イルが開いている と き、 ［表示］ > ［フ ァ イル統計情報］ を選択する、 ツール バーの ［フ ァ イル統計情報］ ア

イ コ ンを ク リ ッ クする、 または Ctrl+S キーを押すと、 フ ァ イル統計情報ウ ィ ン ド ウ を表示でき ます。 このウ ィ ン

ド ウでは、 フ ァ イルの統計情報を見る こ と ができ ます。 次の画像の領域を ク リ ッ クする と、 このウ ィ ン ド ウで行

え る こ と が表示されます。

 

表 63 Function Executor フ ァ イル統計情報ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明

フ ァ イル情報 フ ァ イルの統計情報を表示し ます。 

フ ラ グ このフ ァ イルに設定されている フ ラ グを表示する こ と ができ ます。ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス内の一覧で、

設定されているすべてのフ ラ グの隣にはチェ ッ ク マーク が付き ます。

キー このフ ァ イルに定義されている キーを表示する こ と ができ ます。

キーの凡例 1 文字の値でこのフ ァ イルのキー属性を示し ます。

• D = DUP （重複可能）

• M = MOD （変更可能）

• R = REPEAT_DUPS_KEY （繰 り 返し重複キー）

• A= NUL （全セグ メ ン ト  ヌル キー）

• L = MANUAL_KEY （一部セグ メ ン ト  ヌル キー）

• < = DESC_KEY （キー値を表し ます）

• I = NOCASE_KEY （大文字小文字無視キー）

『Zen Programmer's Guide』 の 「キー属性」 も参照し て く ださい。

［印刷］ ボタ ン フ ァ イル統計情報を印刷する こ と ができ ます。 ［フ ァ イル］ メ ニューを使用し てプ リ ン ターを設定し

ます。

［保存］ ボタ ン 現在のフ ァ イル統計情報をデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルに保存する こ と ができ ます。 このデ ィ ス ク

リ プシ ョ ン フ ァ イルを使用し て、 後で同じ属性を持つフ ァ イルを新規作成する こ と ができ ます。

［フ ァ イ ルの新規作

成］ ボタ ン

これらのフ ァ イル統計情報に基づいて新規フ ァ イルを作成する こ と ができ ます。
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履歴

このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用する と、 これまでに実行し たすべてのオペレーシ ョ ンを見る こ と ができ ます。 ス

ク リ ーンシ ョ ッ ト 上のそれぞれの領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。

 

表 64 Function Executor 履歴ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

［フ ァ イル］ メ ニュー 以下の操作が実行でき ます。

• 履歴フ ァ イルのイ ンポー ト

• 履歴フ ァ イルのエ ク スポー ト

• 履歴ウ ィ ン ド ウ を閉じ る

［設定］ メ ニュー 履歴ウ ィ ン ド ウの表示属性を指定する こ と ができ ます。

• 終了時に保存 - 履歴ウ ィ ン ド ウで行ったカ ス タマイ ズをほか

のセ ッ シ ョ ンで も使用でき る よ う に保存するかど う かを指定

し ます。

• デフ ォル ト  - 履歴ウ ィ ン ド ウ をデフ ォル ト の設定に リ セ ッ ト

し ます。 指定し た設定はすべて取 り 除かれます。

• ド ッ キング - 履歴ウ ィ ン ド ウの状態で、 分離し たウ ィ ン ド ウ

または 「アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ」 と一体化し た状態と

を切 り 替えます。

• 手前に表示 - 履歴ウ ィ ン ド ウの状態を、 フ ォーカ ス を失わな

い状態と失 う 状態の間で切 り 替えます。

• 「履歴ウ ィ ン ド ウの ド ッ キング

状態を切 り 替え るには」

• 「履歴ウ ィ ン ド ウの常に前面に

表示状態を切 り 替え るには」

• 「履歴ウ ィ ン ド ウ をデフ ォル ト

の設定に リ セ ッ ト するには」

［実行］ コマン ド ［履歴の再生設定］ ウ ィ ン ド ウ を ロード し ます。

オペレーシ ョ ンの一

覧

最近実行し たオペレーシ ョ ン を一覧表示し ます。 各オペレー

シ ョ ン と共に以下の情報がロ グに記録されます。

• フ ァ イル ID

• ［オペ コード名］ チェ ッ ク  ボ ッ ク スの状態によ り 、 オペレー

シ ョ ン名またはオペレーシ ョ ン番号。

• そのオペレーシ ョ ンが実行された と きのステータ ス  コード。

• そのオペレーシ ョ ンが実行された回数。

• そのオペレーシ ョ ンで設定されたキー番号。

• キー バッ フ ァーの内容。

• データ  バッ フ ァーの内容。

• 「履歴の作業」

• 「履歴」
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ロ ギング 履歴一覧に将来のオペレーシ ョ ン を含め る か含めないかを切

り 替えます。 

オペ コード名 オペ レ ーシ ョ ン 列に表示す る オペ レ ーシ ョ ン コ ー ド 名

（B_OPEN など） と オペレーシ ョ ン コード番号 （B_OPEN に対

する  ０ ） を切 り 替えます。

表 64 Function Executor 履歴ダイアログ

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報
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Function Executor での作業

Function Executor での作業は以下のカテゴ リ にグループ化されています。

 「Function Executor での作業の開始」

 「オペレーシ ョ ン作業の実行」

 「フ ァ イルを開 く 作業」

 「Btrieve フ ァ イルを作成する作業」

 「履歴の作業」

Function Executor での作業の開始

 Function Executor を起動するには

1 オペレーテ ィ ング システムの ［ス ター ト ］ メ ニューまたはアプ リ画面から、 あ るいは Zen Control Center の
［ツール］ メ ニューから  Function Executor にア ク セス し ます。 

2 メ イ ン ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 12  Function Executor メ イ ン ウ ィ ン ド ウ

オペレーシ ョ ン作業の実行

Btrieve には数多 く のオペレーシ ョ ンがあ るため、 この章ですべてを説明する こ と はでき ません。 次のセ ク シ ョ ン

では、 一般的ない く つかのオペレーシ ョ ン と、 Function Executor を使ったそれらの新しい実行方法について も説

明し ます。

メ モ  どの メ ニ ューから で も オプシ ョ ンを選択すれば、 目的のオペレーシ ョ ンがすぐに実行されます。 以前

のバージ ョ ンの動作のよ う に、 グ リ ッ ド に自動入力し た り コマン ド の実行待ちになる こ と はあ り ません。 ま

た、 フ ォームを閉じ る と、 開いている フ ァ イルは閉じ られます。 Close オペレーシ ョ ンを手動で実行する必

要はあ り ません。
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全般的なオペレーシ ョ ン - 関連する作業

 「ステータ ス  コード のヘルプを見るには」

ほかの作業については、 以下のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

 「フ ァ イルを開 く 作業」

 「Btrieve フ ァ イルを作成する作業」

 「履歴の作業」

 ステータ ス コー ドのヘルプを見るには

1 Function Executor を使用し てステータ ス  コード を受け取った場合は、 開いている フ ァ イルのステータ ス  バー

に表示されます。 

マウ ス を動かし て赤色で表示されている ステータ ス  コード上に移動し ます。

図 13  ステータ ス コー ド を受け取る

2 ステータ ス  コード  イ ンジケーターを ク リ ッ クする と、 図 14 のよ う に、 そのステータ ス  コード の完全な説明

が表示されます。

図 14  ステータ ス コー ドの説明

フ ァ イルを開 く 作業

 Function Executor でデータ  フ ァ イルを開 く には

1 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［開 く ］ を選択し ます。 次のダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。
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図 15  ［Btrieve フ ァ イルのオープン］ ダイアログ ボ ッ クス

メ モ  ク ラ イ アン ト  ID ： ［使用］ を無効にし ている場合、 Function Executor では、 BTRV() 関数呼び出しが使

用されます。［使用］ を有効にし ている場合、そのフ ァ イルで実行される各オペレーシ ョ ンについて BTRVID()
関数呼び出しが使用されます。 ［自動］ を有効にし ている場合、 Function Executor では、 ク ラ イ アン ト  ID が
自動的に作成されます。 ［自動］ を無効にし ている場合には、 手動で値を入力でき ます。

2 ［参照］ を ク リ ッ ク し ます。

3 目的のフ ァ イル名をダブルク リ ッ ク し ます。

Function Executor でフ ァ イルを開 く その他の方法

 Windows エ ク スプローラーから ［Btrieve フ ァ イルのオープン］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス内にフ ァ イルを ド ラ ッ グ

する こ と ができ ます。 ド ラ ッ グ し たフ ァ イル名が ［フ ァ イル名］ ボ ッ ク スに入 り ます。

 メ イ ン ウ ィ ン ド ウには複数のフ ァ イルを ド ラ ッ グする こ と ができ ます。

 1 つのフ ァ イルを開いてエデ ィ ター ウ ィ ン ド ウ を表示し ておけば、 オペ コード （オペレーシ ョ ン コード） 0
を使用し て別のフ ァ イルを開 く こ と ができ ます。 そのフ ァ イルは新しいウ ィ ン ド ウに表示されます。

 コマン ド  プロ ンプ ト から  Function Executor を起動し、 フ ァ イル名の一覧を指定し て開 く こ と ができ ます。 た

と えば、 次のよ う に指定し ます。

WBExec32 person.mkd billing.mkd 

次のよ う に、 ワ イル ド カード を使用する こ と もでき ます。

WBExec32 *.mkd 

また、 .btr、 .dat、 .mkd やその他の拡張子を持つフ ァ イルを Function Executor に関連付け る こ と ができ ます。

その後、関連付け されたフ ァ イルを Windows エ ク スプローラー内でダブルク リ ッ クする と、Function Executor
でそのフ ァ イルが開き ます。

Btrieve フ ァ イルを作成する作業

Function Executor で Btrieve フ ァ イルを作成する方法には 2 つの方法があ り ます。 フ ァ イルが既に開いている場合

は、 それを複製する こ と ができ ます。 そ う でなければ、 1 から作成し ます。 

注意   Btrieve エンジンは、拡張子を無視し てフ ァ イル名を使用し ます。 このため、同じデ ィ レ ク ト リ に、 フ ァ

イル名が同一で拡張子のみが異なる よ う なフ ァ イルを置かないで く ださい。 た と えば、 データ  フ ァ イルの 1
つに invoice.btr、 も う  1 つに invoice.mkd と い う 名前を付けてはいけません。 
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方法 1 ： 現在のフ ァ イルをテンプレー ト と し て使用する

1 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［新規作成］ を選択し ます。 次のダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 16  ［フ ァ イル定義の修正］ ダイアログ ボ ッ クス

2 このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スでキーの操作もでき ます。 ［キー］ メ ニューから、 ［追加］、 ［削除］、 ［セグ メ ン ト ］

メ ニューから ［追加］、 ［挿入］、 ［削除］ のいずれかを ク リ ッ ク し ます。 新規フ ァ イルを BUTIL-create での使

用の目的でデ ィ ス ク リ プシ ョ ン と し て保存する こ と もでき ます。［デ ィ スク リ プシ ョ ン と し て保存］ を ク リ ッ

ク し、 フ ァ イルの保存先の名前と場所を示し ます。

3 フ ァ イルを作成するには、 ［作成］ を ク リ ッ ク し ます。 する と、 フ ァ イルが開き、 作成が完了し た こ と を示す

メ ッ セージが表示されます。

方法 2 ： 新しいフ ァ イルを始めから作成する

1 メ イ ン ツール バーの ［Btrieve フ ァ イルの作成］ ア イ コ ンを ク リ ッ クするか、 フ ァ イルがまだ開いていない

場合には、 前項と同様に ［フ ァ イル］ メ ニューの ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 画面上にフ ァ イルが既に開かれている場合には、 選択ボ ッ ク スが表示されます。 ［新規フ ァ イルの作成］ を選

択し ます。

3 前と同じ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが値が空白の状態で表示され、 これに新しい値を入力でき ます。

4 まず、 ［キー］ メ ニューを使用するか、 Ctrl キーと  A キーを同時に押し て新規キーを追加し ます。

5 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの下部にキーの属性を入力し ます。

6 必要に応じ てキーやセグ メ ン ト の追加や削除を続けます。 これには メ ニューを使用するか、 一覧表示された

キーを右ク リ ッ ク し ます。

7 こ こ で、 ［作成］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 B_Create （14） オペレーシ ョ ンが実行されます。 する と、 画面上

にそのフ ァ イルも自動的に開き ます。

履歴の作業

以下の作業は履歴の機能に関連し ています。

 「履歴ウ ィ ン ド ウ を表示するには」
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 「履歴ウ ィ ン ド ウの ド ッ キング状態を切 り 替え るには」

 「履歴ウ ィ ン ド ウの常に前面に表示状態を切 り 替え るには」

 「履歴ウ ィ ン ド ウ をデフ ォル ト の設定に リ セ ッ ト するには」

履歴ウ ィ ン ド ウを表示するには

1 ［表示］ > ［履歴］ を選択するか、 ［履歴］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

履歴ウ ィ ン ド ウのド ッ キング状態を切り替えるには

1 履歴ウ ィ ン ド ウが表示されていない場合は、 表示させます （「履歴ウ ィ ン ド ウ を表示するには」 を参照し て く

ださい）。

2 履歴項目ウ ィ ン ド ウ内で右ク リ ッ ク し、 次の図に示すよ う に ［ド ッ キング］ オプシ ョ ンのチェ ッ ク をオン ま

たはオフにし て ド ッ キング状態を切 り 替えます。

図 17  履歴ウ ィ ン ド ウのド ッ キングを解除するには

ド ッ キング された場合、 履歴ウ ィ ン ド ウはこ こ で示すよ う にアプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウに連結されます。

ド ッ キング されない場合、 履歴ウ ィ ン ド ウは別個のウ ィ ン ド ウにな り ます。

履歴ウ ィ ン ド ウの常に前面に表示状態を切り替えるには

1 履歴ウ ィ ン ド ウが表示されていない場合は、 表示させます （「履歴ウ ィ ン ド ウ を表示するには」 を参照し て く

ださい）。

2 この機能は、履歴ウ ィ ン ド ウが ド ッ キング されていない状態でのみ使用でき ます （「履歴ウ ィ ン ド ウの ド ッ キ

ング状態を切 り 替え るには」 を参照し て く ださい）。

3 履歴項目ウ ィ ン ド ウで表示を右ク リ ッ ク し、 ［手前に表示］ にチェ ッ ク を付けるかまたははずし ます。

履歴ウ ィ ン ド ウをデフ ォル ト の設定に リ セ ッ ト するには

1 履歴ウ ィ ン ド ウが表示されていない場合は、 表示させます （「履歴ウ ィ ン ド ウ を表示するには」 を参照し て く

ださい）。

2 履歴項目ウ ィ ン ド ウで表示を右ク リ ッ ク し、 ［設定］ > ［デフ ォル ト ］ を選択し ます。
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15Maintenance を使用し た Btrieve 
データ  フ ァ イルの操作

Maintenance ツールを使用し た Btrieve データ  フ ァ イルの操作

この章では、 以下の項目について説明し ます。

 「Maintenance ユーテ ィ リ テ ィ の概要」

 「対話型 Maintenance ツール」

 「フ ァ イル情報エデ ィ ター」

 「オーナー ネームの管理」

 「情報レポー ト 」

 「イ ンデッ ク ス」

 「データ」

 「Btrieve の Maintenance コマン ド  ラ イ ン ツール （butil）」

 「データのイ ンポー ト と エ ク スポー ト 」

 「データ  フ ァ イルの作成と変更」

 「フ ァ イルのページ キ ャ ッ シュの管理」

 「データ  フ ァ イル情報の表示」

 「MicroKernel エンジンのバージ ョ ンの表示」

 「MicroKernel エンジン と リ ク エス ターのアン ロード （DOS のみ）」

 「Continuous オペレーシ ョ ンの実行」

 「アーカ イブ ロ ギングの実行」
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Maintenance ユーテ ィ リ テ ィ の概要

Zen には、 対話型の Maintenance GUI おびコマン ド  ラ イ ンの Maintenance ツールが用意されています。 どち らの

バージ ョ ン も以下のフ ァ イル操作およびデータ操作を行います。

 定義し たフ ァ イルおよびキー仕様に基づいた新規データ  フ ァ イルの作成

 既存データ  フ ァ イルのフ ァ イルおよびキー仕様の設定

 データ  フ ァ イルのオーナー ネームの設定と ク リ ア

 データ  フ ァ イルのイ ンデッ ク スの作成と削除

 ASCII シーケンシ ャル データのイ ンポー ト と エ ク スポー ト

 Zen データ  フ ァ イル間のデータのコ ピー

 最後のバッ ク ア ッ プから システム エラーが発生する間に行ったフ ァ イルへの変更の回復

2 つのユーテ ィ リ テ ィ は基本的に同じですが、 機能が異なる部分が多少あ り ます。 た と えば、 対話型 Maintenance
ツールでは、定義し たフ ァ イルおよびキー仕様に基づいてデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成する こ と ができ ま

すが、 コマン ド  ラ イ ン Maintenance ツールでは、 サーバー上でフ ァ イルの Continuous オペレーシ ョ ンを直接開始

または停止する こ と ができ ます。

Maintenance ツールを使用する前に、 フ ァ イル、 レ コード、 キー、 セグ メ ン ト などの Btrieve の基本概念について

熟知し てお く 必要があ り ます。 これらの ト ピ ッ ク スの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 を参照し て く

ださい。

メ モ  Zen 製品では次の 2 種類の Maintenance ツールを提供し ます。 Btrieve および SQL の 2 つです。 SQL
Maintenance ツールは ODBC 経由での リ レーシ ョ ナル ア ク セスに使用するデータ  ソース名 （DSN） をサポー

ト し ます。 
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対話型 Maintenance ツール

対話型 Maintenance ツールは、 Windows 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームで実行される  Windows アプ

リ ケーシ ョ ンです。 このツールは、 グ ラ フ ィ カル イ ン ターフユーザェ イ ス を使用し た場合、 またはデ ィ ス ク リ プ

シ ョ ン フ ァ イルを作成し たい場合に使用し ます。 このセ ク シ ョ ンには次の主な ト ピ ッ ク があ り ます。

 「フ ァ イル情報エデ ィ ター」

 「オーナー ネームの管理」

 「情報レポー ト 」

 「イ ンデッ ク ス」

 「データ」

それぞれの主な ト ピ ッ ク にはその ト ピ ッ ク に固有のタ ス ク があ り ます。

拡張フ ァ イルのサポー ト

MicroKernel データ  フ ァ イルは、 オペレーテ ィ ング システムのフ ァ イル サイ ズ上限を超えた容量を持つこ と が可

能です。 データ を、 MicroKernel の拡張フ ァ イルから シーケンシ ャル フ ァ イルにエ ク スポー ト し た際、 実際の形

式の違いから、 そのシーケンシ ャル フ ァ イルの容量がデータベース  エンジンのフ ァ イル サイ ズ上限を超え る場

合があ り ます。

大き なサイ ズのフ ァ イルをエ ク スポー ト する際、対話型 Maintenance ツールでは、シーケンシ ャル フ ァ イルがフ ァ

イル サイ ズの上限 （2 GB） を超えている こ と を検出する と、 エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの作成が開始されます。

こ の処理は自動的に行われます。 エ ク ス テンシ ョ ン フ ァ イ ルおよび元のシーケ ンシ ャル フ ァ イ ルは、 同じ ボ

リ ューム内に存在する必要があ り ます。 フ ァ イルのサイ ズの制限は、オペレーテ ィ ング システムやフ ァ イル シス

テムによ って異な るので注意し て く ださい。 2 GB と い う サイ ズはデータベース  エンジンでサポー ト される制限

サイ ズです。

エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの名前には、 ベース  フ ァ イル と 似た名前を付け る方式が使用されます。 エ ク ステン

シ ョ ン フ ァ イルを示すのに、 ネイ テ ィ ブな MicroKernel エンジン エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルがキ ャ レ ッ ト （"^"）
を使用するのに対し、 シーケンシ ャル フ ァ イルのエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルはチルダ （"~"） を使用するので、

同じベース  フ ァ イル名を持つ既存のエンジン拡張フ ァ イルを上書きするのを防ぎます。最初のエ ク スポー ト  エ ク

ステンシ ョ ン フ ァ イルには、 ベース  フ ァ イル名に ".~01" と い う 拡張子が付き ます。 次のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ

イルには、 ベース  フ ァ イル名に ".~02" と い う よ う に拡張子が付け られます。 これらの拡張子は 16 進形式で追加

されます。 

名前付け規則は 255 までのエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルをサポー ト し ます。 し たがって、 最大フ ァ イル サイ ズは

256 GB です。 

ま た、 シーケ ン シ ャ ル フ ァ イ ルか ら データ を イ ンポー ト する場合は、 フ ァ イ ルが拡張 さ れてい る かど う かが

チェ ッ ク され、 エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルからデータがロード されます。

長いフ ァ イル名と埋め込みスペースのサポー ト

スペース を含む長いフ ァ イル名は、 サポー ト されるすべてのオペレーテ ィ ング システムで使用でき ます。 参照対

象と なるすべてのフ ァ イル名には、 埋め込みスペース を含むこ と が可能であ り 、 また 8 バイ ト を超え る名前も使

用可能です。

Btrieve の古いバージ ョ ンでは、 Open や Create など、 パスに基づ く オペレーシ ョ ンの際に、 フ ァ イル名の最後に

スペース を追加する こ と ができ ま し た。 このバージ ョ ンでも、 デフ ォル ト と し て これが設定されてお り 、 操作に

支障を きた し ませんが、 バージ ョ ン埋め込みスペース を含むフ ァ イル名やデ ィ レ ク ト リ 名も正し く 認識する機能

を利用し たい場合は、 ク ラ イ アン ト  リ ク エス ターの ［スペースを含むフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ名］ 設定をオンに

設定し ます。 デフ ォル ト の設定はオンです。

こ のオプシ ョ ンをオフに設定し た場合で も、 埋め込みスペース を含む名前を持つフ ァ イルにア ク セスする際に、

アプ リ ケーシ ョ ンがフ ァ イルを開 く 、または作成する  BTRV/BTRVID/BTRCALL/BTRCALLID コールを行 う と き、

その名前を二重引用符で囲めば、 使用する こ と ができ ます。
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レ コー ド およびページ圧縮

Zen ではレ コードおよびページによ る  2 種類のデータ圧縮を提供し ます。 これら  2 種類のデータ圧縮は、 別々に

使われる こ と も あれば、 一緒に使われる こ と も あ り ます。 2 つの圧縮タ イプの主な目的はいずれも、 データ  フ ァ

イルのサイ ズを減ら し、 データのタ イプ とデータ操作のタ イプに応じ て よ り 速いパフ ォーマン ス を提供する こ と

です。

レ コー ド圧縮

レ コード圧縮には 6.0 以上のフ ァ イル形式が必要です。 レ コード圧縮によ り 、 多数の繰 り 返し文字を含むレ コー

ド の格納に必要なスペース を大幅に削減でき ます。 データベース  エンジンは、 5 つ以上連続する同一文字を 3 バ
イ ト に圧縮し ます。

フ ァ イルの作成時、 指定されたレ コード長に余裕を持たせるため、 データベース  エンジンは自動的に指定された

よ り 大きいページ サイ ズを使用し ます。 圧縮されていないレ コード が、 使用でき る最大ページに収ま り き ら ない

ほど大きい場合、 データベース  エンジンは自動的にレ コード圧縮をオンにし ます。

圧縮レ コー ド の最終的な長さ は、 フ ァ イルに書き込まれる まで決定されないため、 データベース  エンジンはレ

コード圧縮されたフ ァ イルを可変長レ コード  フ ァ イル と し て作成し ます。 レ コード の圧縮された イ メ ージは可変

長レ コード と し て格納されます。アプ リ ケーシ ョ ンがレ コード の追加、更新、削除を頻繁に行 う と、個々のレ コー

ド はい く つかのフ ァ イル ページに断片化されます。データベース  エンジンは 1 つのレ コード を取得するために複

数のフ ァ イル ページを読み取ら なければな ら ない場合があ るので、 この断片化によ ってア ク セス時間が遅 く なる

おそれがあ り ます。

『Zen Programmer's Guide』 の 「ページ サイ ズの選択」、 「フ ァ イル サイ ズの予測」 および 「レ コード圧縮」 を参照

し て く ださい。

ページ圧縮

ページ圧縮には 9.5 以上のフ ァ イル形式が必要です。 内部的には、 Zen データ  フ ァ イルはさ まざまな種類のペー

ジの連続です。 ページ圧縮は、 フ ァ イル内のデータ  ページの圧縮と復元を制御し ます。

フ ァ イルが物理ス ト レージから読み取られる と、 データ  ページは復元されて メ モ リ  キ ャ ッ シュに保持されます。

レ コード の読み取 り と更新は、 メ モ リ  キ ャ ッ シュ内の圧縮されていないデータに対し て行われます。 書き込み操

作が行われる と、 データ  ページは圧縮されて物理ス ト レージに書き込まれます。 圧縮されたページが、 次回ア ク

セス される まで保持されるかど う かは、 キ ャ ッ シュ管理によ って異な り ます。

データの種類によ って圧縮し て も意味がない場合、データベース  エンジンはそのデータ を圧縮し ないで物理ス ト

レージに書き込みます。
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圧縮の使用時期の判断

レ コード圧縮、 ページ圧縮、 あ るいはその両方を使用する こ と で得られる利点は、 圧縮されるデータのタ イプに

よ って異な り ます。 次の表では、 データ圧縮を使用するかど う かを判断するための一般的な要因を説明し ます。 

Maintenance ツールのイ ン ターフ ェ イス

オペレーテ ィ ング システムの ［ス ター ト ］ メ ニューまたはアプ リ画面から、 あ るいは Zen Control Center の ［ツー

ル］ メ ニューから  Maintenance ユーテ ィ リ テ ィ にア ク セス し ます。 Maintenance ユーテ ィ リ テ ィ の メ イ ン ウ ィ ン

ド ウは次のよ う になっています。

表 65 データ圧縮がふさわしいか考慮するための要因

圧縮 考慮する要因

レ コー ド ページ

○ レ コード圧縮は、 以下の条件の場合に最も効果的です。

• 各レ コード に文字の繰 り 返しが多数含まれる可能性があ る。た と えば、レ コード にい く つかのフ ィ ー

ル ド が含まれてお り 、 レ コー ド を フ ァ イルに挿入する と きにそれらのフ ィ ール ド はすべて タ ス ク に

よ って空白に初期化される可能性があ り ます。 レ コー ド 圧縮は、 これらのフ ィ ール ド がほかの値を

含むフ ィ ール ド で分割される場合でな く 、 レ コード内で 1 つにグループ化される場合に有効です。

• データベース  エンジンを実行する コ ンピ ューターが、 圧縮バッ フ ァーで必要と なる追加 メ モ リ を提

供でき る。

• レ コード は、 変更される こ と に比べ、 よ り 頻繁に読み取られる。

レ コード の固定長部分が 「ページ サイ ズ - オーバーヘッ ド」 よ り 長い場合、 自動的に圧縮が使用され

ます。

レ コード圧縮は、 キー オン リ ー フ ァ イルやブラ ン ク  ト ラ ンケーシ ョ ンを使用する フ ァ イルには使用

でき ません。 

○ ページ圧縮は、 以下の条件の場合に最も効果的です。

• データが ZIP タ イプの圧縮アルゴ リ ズムを使用し て高度に圧縮可能であ る。ページ圧縮によ ってフ ァ

イル サイ ズが 1/4 程度に著し く 縮小でき る場合、 フ ァ イルのパフ ォーマン スはかな り 向上し ます。

• ページは、 追加、 更新、 削除される こ と に比べ、 よ り 頻繁に読み取られる。 

圧縮し て も意味がない場合、 データベース  エンジンはデータ  ページを圧縮し ないで物理ス ト レージ

に書き込みます。

○ ○ レ コード圧縮およびページ圧縮の使用は、 レ コード に大き な空白部分が含まれる場合と、 ページが追

加、 更新、 削除される こ と に比べ頻繁に読み取られる場合に最も効果的です。
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図 18  Maintenance ツールのメ イ ン ウ ィ ン ド ウ

メ ニュー オプシ ョ ン

対話型 Maintenance ツールには、 以下の メ ニューが用意されています。

ヘルプの起動

Maintenance ツールのヘルプを使用するには、 ヘルプの必要なダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで ［ヘルプ］ を ク リ ッ クする

か、 以下のよ う な ［ヘルプ］ メ ニューのコマン ド を選択し ます。

オプシ ョ ン フ ァ イル情報エデ ィ タ ーの表示、 オーナー ネームの設定およびク リ ア、 フ ァ イル情報レポー ト の生成、

ツールの終了を行います。

イ ンデッ ク ス イ ンデッ ク スの作成と削除を行います。

データ ASCII フ ァ イルからのデータのロード、 ASCII フ ァ イルへのデータの保存、 データ  フ ァ イル間のレ コード

のコ ピー、 および最後のバッ ク ア ッ プから システム エラーが発生する までの間に行ったデータ  フ ァ イル

への変更を回復するためのロール フ ォ ワード を行います。

ヘルプ Maintenance ツールのヘルプを起動し ます。

ヘルプの起動 Maintenance ツールのヘルプ ト ピ ッ ク が表示されます。

バージ ョ ン情報 著作権情報および製品のバージ ョ ン番号が表示されます。
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フ ァ イル情報エデ ィ ター

このセ ク シ ョ ンでは、 構築する フ ァ イルおよびキー仕様に基づいて新しいフ ァ イルを作成する ［フ ァ イル情報エ

デ ィ ター］ に関する一般的な説明を行います。 こ のエデ ィ ターでは、 既存フ ァ イルの情報を ロー ド でき る ため、

既存データ  フ ァ イルのフ ァ イル仕様やキー仕様の確認に便利です。 また、 既存フ ァ イルのフ ァ イル仕様やキー仕

様に基づいた新規フ ァ イルの作成も可能です （コマン ド  ラ イ ン Maintenance ツールであ る  butil の clone コマン ド

と同様）。

注意   同じデ ィ レ ク ト リ に、フ ァ イル名が同一で拡張子のみが異なる よ う なフ ァ イルを置かないで く ださい。

た と えば、同じデ ィ レ ク ト リ 内のデータ  フ ァ イルの 1 つに Invoice.btr、 も う  1 つに Invoice.mkd と い う 名前を

付けてはいけません。 こ のよ う な制限が設け られているのは、 データベース  エンジンが さ ま ざ ま な機能で

フ ァ イル名のみを使用し、 フ ァ イルの拡張子を無視するためです。 フ ァ イルの識別にはフ ァ イル名のみが使

用されるため、 フ ァ イルの拡張子だけが異なる フ ァ イルは、 データベース  エンジンでは同一のものであ る と

認識されます。 

フ ァ イル情報エデ ィ ターを開 く には、 ［オプシ ョ ン］ > ［情報エデ ィ ターの表示］ を ク リ ッ ク し ます。

図 19  フ ァ イル情報エデ ィ ター

［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ ダイアログの項目

エデ ィ ターの上部には、 以下のボタ ンが表示されます。

情報のロード 既存フ ァ イルの情報を ロード し ます。 フ ァ イル情報を ロード し て も、 フ ァ イルが編集され

る こ と はあ り ません。 既存フ ァ イルに関する情報のコ ピーのみがロード されます。

フ ァ イルの作成 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの現在の情報に基づいて新規フ ァ イルを作成し ます。

デフ ォル ト に設定 設定をデフ ォル ト 値に戻し ます。

デ ィ ス ク リ プシ ョ ン コ メ ン ト デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成する場合は、フ ァ イルに関する メ モを入力する こ と が

でき ます。

ヘルプ ［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スのヘルプを表示し ます。
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データ  フ ァ イル情報

［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ の上部の ［データ  フ ァ イル情報］ 領域には、 以下のコ ン ト ロールが含まれます。

フ ァ イル仕様

［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ の中央部に ［フ ァ イル仕様］ 領域があ り ます。 表 66 はこのボ ッ ク ス内のコ ン ト ロー

ルの説明です。

オーナー ネーム フ ァ イルのオーナー ネームが存在する場合は、 アス タ リ ス ク文字列と し て表示されます。

バージ ョ ン フ ァ イルの全属性を読み取る こ と ができ るデータベース  エンジンの最も古いバージ ョ ンを表し ま

す。 た と えば、 バージ ョ ン 9.5 の データベース  エンジンでフ ァ イルを作成し たが、 バージ ョ ン 9.5
特有の属性を使用し なかった場合、Maintenance ツールでは、バージ ョ ン 9.0 と表示されます。 フ ァ

イル形式のバージ ョ ンについては 「フ ァ イル バージ ョ ンに関する注意」 を参照し て く ださい。

総レ コード数 フ ァ イルのレ コード総数を表し ます。

表 66 ［フ ァ イル仕様］ のコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明 範囲 デフ ォ

ル ト

レ コード長 フ ァ イルの固定長レ コー ド の論理データ  レ コー ド 長

（バイ ト 単位） を設定し ます。

レ コー ド 長およびオーバーヘッ ド の説明については、

『Zen Programmer's Guide』 の 「レ コード長」 セ ク シ ョ

ンを参照し て く ださい。

最低 4 バ イ ト 。 最大値は フ ァ イ ル

バージ ョ ンによ って異な り ます。指定

されたレ コー ド 長が、 ページ サイ ズ

か ら オーバヘ ッ ド を差し引いた数値

を超え る場合、 データベース  エンジ

ンは自動的にそのフ ァ イ ル形式で次

に使用可能なページ サイ ズにな る よ

う 試行 し ます。 レ コー ド 長が、 最大

ページ サイ ズか ら オーバーヘッ ド を

差し引いた数値を超え る場合、エンジ

ンはレ コード の圧縮をオンにし ます。

100

ページ サイ ズ フ ァ イルの物理ページ サイ ズ （バイ ト 単位） を設定し

ます。

512 － 4096 ： 9.0 よ り 前の フ ァ イ ル

バージ ョ ンの場合 （512 バイ ト の倍数

で最大 4096 バイ ト ）

512、 1024、 1536、 2048、 2560、 3072、

3584、 4096 ま た は 8192 ： フ ァ イ ル

バージ ョ ンが 9.0 の場合

1024、2048、4096、8192 または 16384：

フ ァ イル バージ ョ ンが 9.5 の場合

4096、 8192 ま たは 16384 ： フ ァ イ ル

バージ ョ ンが 13.0 の場合

4096

キー数 （キー セグ メ ン ト と 対照し て） エデ ィ ターで現在定義

さ れてい る識別キーの数を表し ます。 キー リ ス ト の

キーの数が反映されます。

0 – 119 0

セグ メ ン ト 数 エデ ィ ターで現在定義さ れてい る キー セグ メ ン ト の

数を表し ます。セグ メ ン ト  リ ス ト のセグ メ ン ト の数が

反映されます。

0 － 119 ： 9.5 よ り 前のフ ァ イル バー

ジ ョ ンの場合。

0 － 420 ： フ ァ イル バージ ョ ン 9.5 の
場合。

0 － 378：フ ァ イル バージ ョ ン 13.0 の
場合。

0



273

リ ン ク 可 能

キー

将来の リ ン ク重複キーに予約する  8 バイ ト  プレース

ホルダーの数を設定し ます。既存データ  フ ァ イルの情

報を ロード し ている場合、 そのフ ァ イルで現在使用可

能なプ レース ホルダーの数が こ の数値に反映 さ れま

す。 元か ら 予約 し て あ る プ レ ー ス ホルダーの数は、

フ ァ イルに保存されません。

0 – 119 3

キーオン リ ー フ ァ イルがキー オン リ ーかど う かを表し ます。レ コー

ド タ圧縮または可変長レ コード を有効にし た場合、 お

よびフ ァ イルに複数のキーを定義し た場合は、 この設

定は使用でき ません。

オン またはオフ オフ

イ ンデ ッ ク ス

バラ ン ス

フ ァ イルにおけ る キー ページ管理のイ ンデッ ク ス  バ
ラ ン スの使用を設定し ます。

オン またはオフ オフ

プ リ ア ロ ケー

シ ョ ン

フ ァ イルにおけ る プ リ ア ロ ケー ト  ページの使用を設

定し ます。

オン またはオフ オフ

ページ数 フ ァ イ ル作成時にプ リ ア ロ ケー ト するページの数を

設定し ます。 ［プ リ ア ロ ケーシ ョ ン］ がオンの場合に

のみ設定でき ます。既存データ  フ ァ イルの情報を ロー

ド し ている場合、 そのフ ァ イルの未使用の残 り プ リ ア

ロ ケー ト  ページ数がこの数値に反映されます。元から

プ リ ア ロ ケー ト し てあ るページの数は、 フ ァ イルに保

存されません。

1 – 65535 0

レ コード圧縮 フ ァ イルにおけ る レ コー ド 圧縮の使用を設定し ます。

キー オン リ ー フ ァ イル、 またはブラ ン ク  ト ラ ンケー

シ ョ ン を使用す る フ ァ イ ルには対応 し てい ま せん。

「レ コードおよびページ圧縮」 も参照し て く ださい。

オン またはオフ オフ

ページ圧縮 フ ァ イ ルにおけ る ページ圧縮の使用を設定 し ま す。

「レ コードおよびページ圧縮」 も参照し て く ださい。

オン またはオフ オフ

可変長レ コ ー

ド

フ ァ イルに、 可変長レ コード を含むこ と ができ るかど

う かを設定し ます。

オン またはオフ オフ

ブラ ン ク  ト ラ

ンケーシ ョ ン

デ ィ ス ク領域を確保するために、 フ ァ イルが可変長レ

コー ド に対し てブ ラ ン ク  ト ラ ン ケーシ ョ ン を使用す

るかど う かを設定し ます。 この設定は、 可変長レ コー

ド有効時のみ可能です。

オン またはオフ オフ

VAT フ ァ イルが、 長いレ コード内のデータへ高速にア ク セ

スするため、 可変長部割 り 当てテーブルを使用するか

ど う かを設定し ます。 この設定は、 可変長レ コード有

効時のみ可能です。

オン またはオフ オフ

% 空き スペー

ス

新規可変ページ作成前に、 フ ァ イルの可変ページが確

保する未使用スペース の量を設定 し ます。 こ の設定

は、 ［レ コー ド 圧縮］ ま たは ［可変長レ コー ド］ がオ

ンの場合にのみ設定でき ます。

5、 10、 20、 30 5

表 66 ［フ ァ イル仕様］ のコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明 範囲 デフ ォ

ル ト
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キー

ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの左下部には ［キー］ グループ ボ ッ ク スがあ り ます。 表 67 はこの領域のコ ン ト ロールの説

明です。 これらのコ ン ト ロールは、 現在のキー セグ メ ン ト だけでな く 、 ［キー］ リ ス ト で選択されている キーに

固有です。 これらの設定を変更し た場合、 指定し たキーのすべてのセグ メ ン ト に対し て変更が適用されます。

［キー］ リ ス ト および ［セグ メ ン ト ］ リ ス ト

ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス中央下部の ［キー］ リ ス ト には、 フ ァ イルに定義されている キー番号が表示されます。 バー

ジ ョ ン 6.x 以降のフ ァ イルでは、 このキー番号が連続し た数値であ る必要はあ り ません。Maintenance ツールでは、

選択されたキーの仕様が、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス左下部の ［キー］ ボ ッ ク スに表示されます。

また、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス中央下部の ［セグ メ ン ト ］ リ ス ト には、 ［キー］ リ ス ト で選択されたキーに定義され

ている、 キー セグ メ ン ト 番号が表示されます。 Maintenance ツールでは、 選択されたセグ メ ン ト の仕様が、 ダ イ

アロ グ ボ ッ ク ス右下部の ［セグ メ ン ト ］ ボ ッ ク スに表示されます。

表 67 ［キー］ のコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明 デフ ォル ト

重複可能 キーが、 重複する値 （ リ ン ク重複） を持つこ と ができ るかど う かを設定し ます。

「重複キーの操作方法」 を参照し て く ださい。

オン

変更可能 キーの値を、 作成後に変更でき るかど う かを設定し ます。 キー値の変更を許可し て

もパフ ォーマン スには影響し ません。 キー ページは、 実際のキー値が変更された場

合にのみ更新され、 特定のレ コー ド のキー以外のフ ィ ール ド が変更されて も更新さ

れません。

オン

繰 り 返し重複 重複キー値を格納するのにデータベース  エンジンが く り 返し重複の手法を使用する

よ う 指定し ます。

「重複キーの操作方法」 を参照し て く ださい。

オフ

散布キー （ヌル キー） 散布キーには、 フ ァ イル内にあ る レ コード数よ り も少ない数のキー値が含まれます。

イ ンデッ ク スか ら除外する キー値を指定するには、 こ の次にあ る  2 つのコ ン ト ロー

ルを参照し て く だ さ い。 こ の設定は、 ヌル可能なセグ メ ン ト が含まれる キーの場合

のみ可能です。

オフ

全セグ メ ン ト （ヌル） レ コード のすべてのキー セグ メ ン ト にヌル値が含まれる場合に、 そのレ コード を イ

ンデッ ク スに含まれないよ う 設定し ます。 この設定は、 散布キー （ヌル キー） 有効

時のみ可能です。 キー フ ラ グ 0x0008 に相当し ます。 セグ メ ン ト がヌル と し て評価さ

れるかど う かは、 そのフ ィ ール ド のヌル イ ンジケーター セグ メ ン ト だけを基に判断

されます。 そのフ ィ ール ド の内容は評価されません。

オフ

一部セ グ メ ン ト （マ

ニュ アル）

1 つまたは複数のキー セグ メ ン ト にヌル値が含まれる場合に、 そのレ コー ド を イ ン

デッ ク スに含めないよ う 指定し ます。 この設定は、 散布キー （ヌル キー） 有効時の

み可能です。 キー フ ラ グ 0x0200 に相当し ます。 セグ メ ン ト がヌル と し て評価される

かど う かは、 そのフ ィ ール ド のヌル イ ンジケーター セグ メ ン ト だけを基に判断され

ます。 そのフ ィ ール ド の内容は評価されません。

オフ

ACS 情報 キーのオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス （ACS） を設定し ます。 この設定は、

キーのセグ メ ン ト に対する ［ACS を使用する］ チェ ッ ク  ボ ッ ク スがオンの場合にの

み使用でき ます。

オフ

ユニーク値 フ ァ イルにあ る重複し ないキー値の数を表し ます。 これは、 既存データ  フ ァ イルの

情報を ロード し ている場合のみ表示されます。

適用外
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また、 ［キー］ と ［セグ メ ン ト ］ リ ス ト には、 以下のボタ ンが表示されます。

これらのボタ ンは、 作成する フ ァ イルのキー仕様を設定する もので、 既存フ ァ イルのキーに対し て使用する こ と

はでき ません。 既存フ ァ イルのイ ンデッ ク ス を作成または削除する場合は、 「イ ンデッ ク スの作業」 を参照し て く

ださい。

キー セグ メ ン ト

ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの右下部には ［キー セグ メ ン ト ］ グループ ボ ッ ク スがあ り ます。 表 68 はこの領域のコ ン ト

ロールの説明です。 これらのコ ン ト ロールは、 ［セグ メ ン ト ］ リ ス ト で選択されているセグ メ ン ト に固有のもので

す。

挿入 新しいキーまたはセグ メ ン ト を定義し ます。 

削除 選択されたキーまたはセグ メ ン ト の仕様を削除し ます。

圧縮 キーの番号を再割 り 当て し ます。 こ のボ タ ンは、 キー仕様

を削除する こ と によ って生じ たキー番号の不連続をな く す

こ と ができ ます。

表 68 ［キー セグ メ ン ト ］ グループ ボ ッ クスのコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明 デフ ォル ト

データ型 キー セグ メ ン ト のデータ型を指定し ます。 

NULL データ型は、 イ ンデッ ク スが 1 バイ ト のヌル イ ンジケーター セグ メ ン ト であ る こ

と を示し ます。 このセグ メ ン ト はマルチ セグ メ ン ト  キー内にあ り 、 NULL 型でないほか

のキー セグ メ ン ト の前にあ る必要があ り ます。 このキー タ イプに使用される  Btrieve API
の番号は 255 です。

String

位置 レ コード内でのこ のキー セグ メ ン ト の相対的な開始位置を、 数値で設定し ます。 こ の数

値は、 レ コード長を超えて設定する こ と はでき ません。

1

長さ キー セグ メ ン ト の長さ （バイ ト 単位） を設定し ます。 こ の数値は、 セグ メ ン ト のデータ

型に指定された制限を超え る こ と はでき ません。 キー位置 と キー長の合計も、 レ コー ド

長を超えないよ う に注意し て く ださい。

10

ヌル値 （16 進） キー セグ メ ン ト のヌル文字値 （16 進数） を設定し ます。 この設定は、 キーに対する ［ヌ

ル キー］ チェ ッ ク  ボ ッ ク スがオンの場合にのみ使用でき ます。

バ イ ナ リ

ゼロ

大小文字無視 セグ メ ン ト で大文字小文字が区別されるかど う かを設定し ます。 こ の設定は、 STRING、

LSTRING、 ZSTRING のデータ型、 または ACS を使用し ないキーに対し てのみ有効です。

オン

降順ソー ト キー セグ メ ン ト 値を降順 （大きいものから小さいものへ） で ソー ト するかど う かを指定

し ます。

オフ

ACS を使用する セグ メ ン ト で、 キーに定義されたオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス を使用するか

ど う かを設定し ます。 こ の設定は、 大文字小文字が区別 さ れる  STRING、 LSTRING、

ZSTRING のデータ型に対し てのみ使用でき ます。

オフ

ヌ ル値の離散順

序

ヌル値の離散順序は、 ヌル イ ンジケーター セグ メ ン ト （NIS） で、 MicroKernel エンジン

が NIS を Boolean と し て扱って非ゼロ値をすべてヌル と見なすのか、1 バイ ト の Integer と
し て扱ってゼロが非ヌルでその他すべての値を異な る タ イプのヌル と 見なすのかを決定

するのに使用されます。 この場合、 これらは離散値 と し て ソー ト されます。Btrieve API は
NO_CASE フ ラ グ 0x0400 がこれまで Integer 値に使用されていなかったので、 これを使用

し、 離散順序ソー ト が実行される よ う にし ます。

オフ
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重複キーの操作方法

複数のレ コード が、 イ ンデッ ク ス  キーに同一の重複し た値を持つこ と ができ ます。 重複キー値を持つレ コード を

記憶し てお く  2 つの方法は、 リ ン ク重複および繰 り 返し重複と呼びます。

リ ン ク重複

リ ン ク重複の手法では連鎖技術を使用し、 グループ内の各レ コード をポイ ン ターを使用し て隣のレ コード と連結

し ます。同一イ ンデッ ク ス  ページ上の各エン ト リ は 1 組のレ コード  ポイ ン ターを持ち、キー値が重複し ている レ

コード の連鎖の最初と最後の リ ン ク を示し ます。 このため、 各キー ページのエン ト リ は繰 り 返し重複イ ンデッ ク

ス よ り  4 バイ ト 長 く な り ます。 さ らに、 データ  ページの各レ コード では、 リ ン ク重複イ ンデッ ク ス ご と に 8 バイ

ト のオーバーヘッ ド が必要です。 この 8 バイ ト は、 連鎖中の次のレ コード と前のレ コード を指す 2 つのレ コード

ポイ ン ターです。

最初のレ コード  ポ イ ン ターは、 最初に、 または最も古い時期に格納されたレ コード のア ド レ ス を保持し ます。 2
番目のポイ ン ターは最近または最後に格納されたレ コード のア ド レ ス を保持し ます。 最初のレ コード が書き込ま

れた後でほかのレ コード が追加される前には、キー ページ エン ト リ 上の両方のポイ ン ターに最初のレ コード のア

ド レ スが保持されています。 その後にレ コード が追加される と、 2 番目のポ イ ン ターが追加された各レ コード を

指すよ う に変更されます。 このこ と によ り 、 最後のレ コード のレ コード  ポイ ン ターが、 レ コード の追加時にデー

タ  ページ内に構築される前のレ コード の連鎖の リ ン ク と し て使用される こ と、および前のレ コード の検索に使用

される こ と が可能にな り ます。

繰り返し重複

繰 り 返し重複の手法では、各重複キー値はイ ンデッ ク ス  ページ とデータ  ページ上のレ コード内の両方に格納され

ます。 各キー値には、 レ コード  ポイ ン ターが 2 つではな く  1 つだけあ り ます。 この手法ではデータ  レ コード の連

鎖が不要で、 レ コード ご と の 8 バイ ト のオーバーヘッ ド を節約し ます。 キー値が重複レ コード ご と に繰 り 返され

るため、 イ ンデッ ク スのサイ ズが大き く なる と い う 影響があ り ます。

手法の比較

リ ン ク重複および繰 り 返し重複の手法は、 以下の基準によ って比較する こ と ができ ます。

 順序付け

 ス ト レージ

 パフ ォーマン ス

 並行性

順序付け

リ ン ク重複イ ンデッ ク スは、 データが追加された順序で重複を取得し ます。 繰 り 返し重複イ ンデッ ク スは、 デー

タがフ ァ イル内に存在する順序で重複を取得し ます。 フ ァ イル内での位置は制御でき ないため、 順序はラ ンダム

であ る と考え る必要があ り ます。

ス ト レージ

リ ン ク重複イ ンデッ ク スでは、 各重複キー値の最初の出現で 12 バイ ト 余分に必要にな り ます。 これには、 各レ

コード についての 8 バイ ト と キー ページ エン ト リ と し ての 4 バイ ト が含まれます。ただし、重複レ コード はキー

ページでこれ以外の余計な空間を必要とせず、レ コード ご と に 8 バイ ト が追加されるだけです。し たがって、キー

値ご と の重複の数が増加し てキー値のサイ ズが増加し て も、 リ ン ク重複イ ンデッ ク スはキー ページが使用する ス

ト レージ空間を著し く 節約する こ と ができ ます。 ただし、 重複キーを持つレ コード がほ と んど フ ァ イルに格納さ

れていないか、キー長が非常に短い、 またはその両方に該当する場合は、使用する ス ト レージ空間は増加し ます。 

次の図で、 リ ン ク重複イ ンデッ ク スの使用によ って節約される ス ト レージ空間の量を例示し ます。 リ ン ク重複イ

ンデッ ク スは、 キー値ご と の重複レ コード数が少ない場合にはよ り 多 く の空間を必要とするので注意し て く ださ

い。 しかし、 キー値ご と の重複レ コード数が増え るにつれ、 リ ン ク重複イ ンデッ ク スが必要とするページ数は少

な く な り 、 ス ト レージ空間を著し く 節約し ます。
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図 20  重複キー手法によるページ数の比較

パフ ォーマンス

イ ンデッ ク ス検索に関わるページが少ない場合、 デ ィ ス ク から読み取るページ数が少な く なるため、 結果と し て

速いパフ ォーマン スが得られます。 リ ン ク重複手法は一般的に少しの物理ス ト レージ空間しか使用し ないため、

速いパフ ォーマン スが得られます。 繰 り 返し重複手法は、 重複のあ る キー数が少ない場合にのみパフ ォーマン ス

での利点があ り ます。

並行性

データベース  エンジンは、 複数の並行 ト ラ ンザク シ ョ ンが同一フ ァ イルに対し同時にア ク テ ィ ブであ る場合に、

ページ レベルの並行性を提供し ます。 これは、 キー ページへのほ と んどの変更と、 データ  ページへのすべての

変更に適用されます。 並行性と は、 同一ページが別個の ト ラ ンザク シ ョ ンからの複数の保留中の変更を同時に持

つこ と ができ る こ と を意味し ます。 また、 これらの ト ラ ンザク シ ョ ンはどのよ う な順序でも コ ミ ッ ト する こ と が

でき ます。 繰 り 返し重複イ ンデッ ク スはこの並行性を最も よ く 利用し ています。

リ ン ク重複イ ンデッ ク スでは、 繰 り 返し重複には存在し ない並行性の制限が追加されます。 新しい重複データが

作成された場合、そのレ コード は リ ス ト の最後で別のレ コード に リ ン ク されます。 このレ コード の リ ン ク によ り 、

1 つではな く  2 つのレ コード がロ ッ ク される こ と にな り ます。 すべての重複データは リ ン ク  レ コード の連鎖の最

後に追加されるため、 重複は一度に 1 つしか追加でき ません。

このよ う なレ コード  ロ ッ ク の衝突によ り 、 通常、 ほかのク ラ イ アン ト は最初の ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト され

る まで待機状態にな り ます。並行動作が行われる環境では、すべての新規レ コード が同じ重複値を使用する場合、

並行性は事実上一度に 1 ト ラ ンザク シ ョ ン と い う レベルまで低減し ます。 さ らに、 ト ラ ンザク シ ョ ンが大きいか

または長 く 継続する場合、 この連続状態がパフ ォーマン スに非常に大き く 影響し ます。

並行環境で更新されるデータベースに繰 り 返し重複イ ンデッ ク ス を使用し た場合、 パフ ォーマン スは一般的に向

上し ます。し たがって、 リ ン ク重複手法を使用せざ る を得ない理由があ る場合を除き、並行環境で更新されるデー

タベースには繰 り 返し重複イ ンデッ ク ス を使用し て く ださい。

凡例 ：  = リ ン ク重複  = 繰 り 返し重複

先頭の 2 行はキー長 100 を表し ます

中央の 2 行はキー長 50 を表し ます

下部の 2 行はキー長 4 を表し ます
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情報エデ ィ ターでの作業

フ ァ イル情報エデ ィ ターを使用し て次の作業を行 う こ と ができ ます。

 「既存フ ァ イルからの情報のロード」

 「新規フ ァ イルの作成」

 「Btrieve データ  フ ァ イルのコ ンパク ト 化」

 「キーのオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン スの指定」

既存フ ァ イルからの情報のロー ド

既存フ ァ イルから情報を ロード し た場合、 既存フ ァ イルを編集するわけではあ り ません。 既存フ ァ イルに関する

情報のコ ピーのみがロード されます。一般的に、フ ァ イル情報エデ ィ ターでほかの作業をする前にフ ァ イルを ロー

ド し ますが、 これは必須ではあ り ません。

既存データ  フ ァ イルから フ ァ イル情報エデ ィ ターに情報をロー ド するには

1 ［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの上部の ［情報のロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。 ［フ ァ イルの

選択］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 21  ［フ ァ イルの選択］ ダイアログ ボ ッ クス

2 情報を ロードする フ ァ イルの名前と パス を指定し ます。 デフ ォル ト では、 データ  フ ァ イルの拡張子は .mkd
になっていますが、 それ以外の拡張子、 または拡張子な し も可能です。

Maintenance ツールでは、 指定されたフ ァ イルを、 まずデータ  フ ァ イル と し て開こ う と し ます。 フ ァ イルに

オーナー ネームが必要な場合は、オーナー ネームを求める メ ッ セージが表示されます。指定されたフ ァ イル

がデータ  フ ァ イルでない場合、 このツールではそのフ ァ イルを、デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル と し て開こ う

と し ます。

新規フ ァ イルの作成

フ ァ イル情報エデ ィ ターで、 現在の情報または入力し た新しい情報に基づいた新規フ ァ イルを作成する こ と がで

き ます。
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 フ ァ イル情報エデ ィ ターの現在の情報に基づいて新規フ ァ イルを作成するには

1 ［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの上部の ［フ ァ イルの作成］ を ク リ ッ ク し ます。 ［フ ァ イル

の作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 22  ［フ ァ イルの作成］ ダイアログ ボ ッ クス

2 ［フ ァ イルの作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで設定を行います。 各コ ン ト ロールについては、 表 69 を参照し て く

ださい。

デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルへのコ メ ン ト の追加

コ メ ン ト は、 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成し た と きに、 その先頭に出力されます。 た と えば、 コ メ ン ト

「これは私のフ ァ イルです」はデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの先頭に /* これは私のフ ァ イルです */ と表示され

ます。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル作成後にコ メ ン ト を追加する場合は、 コ メ ン ト を追加し てフ ァ イルを作成し

直す必要があ り ます。

デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルにコ メ ン ト を追加するには

1 ［デ ィ スク リ プシ ョ ン コ メ ン ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イル コ メ ン ト ］ ダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スが表示されます。

2 全角で 2,560 文字 （半角で 5120 文字） 以内のコ メ ン ト を入力し ます。

3 コ メ ン ト 入力後、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

表 69 ［フ ァ イルの作成］ ダイアログのコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明 デフ ォル ト

フ ァ イル名 フ ァ イルの名前 と パス を指定し ます。 デフ ォル ト では、 データ  フ ァ イルの拡張子

は .mkd になっています。

適用外

フ ァ イルの種類 作成する フ ァ イルの種類を指定し ます。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成する

場合は、 ［イ ンデッ クス オン リー］ オプシ ョ ンを使用し て、 butil ツールで既存デー

タ  フ ァ イルへのイ ンデッ ク ス追加に使用でき るデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作

成でき ます （詳細については、 「イ ンデッ ク スの作成」 を参照し て く ださい）。 

MicroKernel 互換

システム データ フ ァ イルにシ ス テム データ を含め る かど う かを設定し ます。 ［エンジン設定を使

用］ を選択し た場合は、［システム データ］ 設定オプシ ョ ンの設定が適用されます。

［システム データ な し］ を選択し た場合、 エンジンの設定にかかわらず、 システム

データは作成されません。 ［システム データ を強要］ または ［システム データ  v2
を強要］ を選択し た場合は、 エンジンの設定にかかわらず、 システム データが作

成されます。

システム データ  v2 には 13.0 フ ァ イル バージ ョ ンが必要です。

エ ン ジ ン 設定 を

使用
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Btrieve データ  フ ァ イルのコ ンパク ト 化

未使用スペース を除去する こ と によ り  Btrieve データ  フ ァ イルのコ ンパク ト 化を行 う こ と ができ、 通常フ ァ イル

のサイ ズを小さ く する こ と ができ ます。 この処理は、 コマン ド  ラ イ ン Maintenance ツール （「Btrieve データ  フ ァ

イルを コ ンパク ト 化するには」 を参照） を使用し て実行する こ と もでき ます。

 Btrieve フ ァ イルを コ ンパク ト 化するには

1 フ ァ イル情報エデ ィ ターの ［情報のロー ド］ を ク リ ッ ク し、 コ ンパク ト 化する フ ァ イルを選択し ます。

2 ［フ ァ イルの作成］ を ク リ ッ ク し、 ［フ ァ イルの作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに、 複製する新しいフ ァ イルの名

前を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 メ イ ン ウ ィ ン ド ウの ［データ］ メ ニューから ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 ［データの保存］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ

ク スの ［保存元 MicroKernel フ ァ イル］ ボ ッ ク スに元のフ ァ イルの名前を入力し、 ［保存先シーケンシ ャル

フ ァ イル］ ボ ッ ク スに出力フ ァ イルの名前 （た と えば < 元のフ ァ イル名 >.out） を入力し ます。

4 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［データの保存］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに、 保存の結果が表示されます。 ［閉じ る］

を ク リ ッ ク し ます。

5 ［データ］ メ ニューの ［ロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。 ［データのロー ド］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［ロー ド元

シーケンシャル フ ァ イル］ ボ ッ ク スに、 保存し たシーケンシ ャル データ  フ ァ イルの名前を入力し ます。 ス

テ ッ プ 2 で作成し た複製フ ァ イルの名前を ［ロー ド先 MicroKernel フ ァ イル］ ボ ッ ク スに入力し ます。

6 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［データのロー ド］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに、 ロード の結果が表示されます。 ［閉

じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

元のフ ァ イル と複製されたフ ァ イルのサイ ズを比較する と、 コ ンパク ト 化の結果を確認でき ます。

キーのオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケンスの指定

オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス（ACS）を使用し て、文字型のキー（STRING、LSTRING および ZSTRING）

を標準 ASCII 照合順序と は異なる順序でソー ト する こ と ができ ます。 1 つまたは複数の照合順序を使用し て、 次

のよ う にキーを ソー ト する こ と ができ ます。

 独自のユーザー定義ソー ト 順序によ る方法。 この方法は、英数字 （A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9） を非英数字 （# など）

と混用する ソー ト 順序を必要とする よ う な場合に使用し ます。

 イ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則 （ISR） によ る方法。 これはマルチバイ ト 照合要素、 区分発音符、 文字の拡

張および短縮など、 言語固有の照合順序に対応し ています。

フ ァ イルには、 キーご と に異なる  ACS を持つこ と ができ ますが、1 つのキーには 1 つの ACS のみです。 し たがっ

て、 キーがセグ メ ン ト 化されている場合、各セグ メ ン ト はそのキーに指定された ACS を使用するか、 または ACS
を ま った く 使用し ないかのいずれかにな り ます。 あ る フ ァ イルに、一部のセグ メ ン ト にだけ ACS が指定されてい

る キーがあ る場合、 Btrieve は指定されたセグ メ ン ト のみ、 ACS を使用し て ソー ト し ます。 

ISR テーブルは ISO の標準ロ ケール テーブルに基づいてお り 、 Zen によ って提供されます。 ISR テーブルは Zen
のデータベース  エンジン と 一緒に イ ン ス ト ール さ れた collate.cfg フ ァ イルに格納さ れています。 複数のデータ

フ ァ イルが 1 つの ISR を共有でき ます。 

キーのオルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケンスを指定するには

1 ［ACS 情報］ を ク リ ッ ク し ます。

Maintenance ツールに ［ACS 情報の指定］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。
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図 23  ［ACS 情報の指定］ ダイアログ ボ ッ クス

2 ACS フ ァ イル名またはイ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則 （ISR） のいずれかを、 以下のよ う に指定でき ます。

3 データ  フ ァ イルに ACS フ ァ イル名を指定し た場合は、 ACS フ ァ イルの内容がデータ  フ ァ イルにコ ピーされ

ます （データ  フ ァ イルには、 ACS フ ァ イルの名前は含まれません）。 ACS は、 8 バイ ト の名前 （UPPER など）

で識別され、 Maintenance ツールでは、 データ  フ ァ イルの ACS 情報に、 元の ACS のフ ァ イル名ではな く 、 こ

の 8 バイ ト の名前が表示されます。

4 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルに ACS フ ァ イルを指定し た場合は、 ACS フ ァ イルの実際のパス と フ ァ イル名

がデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルにコ ピーされます。 その結果、 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの ACS 情報を

表示する場合、 Maintenance ツールは指定し た ACS フ ァ イルを検索し よ う と し ます。

ISO で定義されている言語固有の照合順序を使用し て文字列の値を ソー ト する  ACS を指定する場合は、 ISR
テーブル名を指定し ます。 ［テーブル名］ フ ィ ール ドへの入力は、 半角で 16 文字までです。 ISR の詳細につ

いては、 開発者 リ フ ァ レ ン スの 『Zen Programmer's Guide』 を参照し て く ださい。

表 70 ACS 情報のコ ン ト ロール

コ ン ト ロール 説明 デフ ォル ト

ACS カン ト リ / コード 使用されな く な り ま し た。 適用外

ACS フ ァ イル オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス  フ ァ イルのフル パス名を指定し ます。 適用外

イ ン タ ーナ シ ョ ナル

ソー ト 規則

国際データ を ソー ト するために使用する、ISR テーブルを選択する こ と ができ ます。

Zen には、『Zen Programmer's Guide』 に一覧表示された ISR テーブルがあ らかじめ用

意されています。
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オーナー ネームの管理

MicroKernel は、 個々のデータ  フ ァ イルにそれぞれオーナー ネームを設定する こ と によ り 、 データ  フ ァ イルへの

ア ク セス を個別に制限する こ と ができ ます。 オーナー ネームを提供するユーザーのみが、 フ ァ イルに対する読み

取 り / 書き込みが可能と な り ます。 この ト ピ ッ ク では、Maintenance ツールを使用し たオーナー ネームの管理につ

いて説明し ます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。 

オーナー ネームによ る制限があ る テーブルへ リ レーシ ョ ナル ア ク セス し よ う と し た と きに、 そのオーナー ネー

ムの文字列値を提供し ない と  ODBC エラーにな り ます。 た と えば、 これは ZenCC でテーブルを削除し よ う とす

る場合などです。 GRANT または SET OWNER ステー ト メ ン ト を使用すれば、 セ ッ シ ョ ン内で 1 つまたは複数の

テーブルにオーナーネームを指定する こ と ができ ます。特定のユーザーまたはグループにア ク セス権を付与し て、

ODBC 経由でテーブルを リ レーシ ョ ナル操作するには、 GRANT ステー ト メ ン ト を使用し ます。 Master ユーザー

は GRANT ステー ト メ ン ト に正しいオーナー ネームを使用する必要があ り ます。 詳細については、 『SQL Engine
Reference』 の 「GRANT」 を参照し て く ださい。

SET OWNER ステー ト メ ン ト を使用し て、 現在のデータベース  セ ッ シ ョ ン中にフ ァ イル ア ク セス を可能にする

オーナー ネームを 1 つまたは複数提供し ます。 詳細については、 『SQL Engine Reference』 の 「SET OWNER」 を
参照し て く ださい。

オーナー ネームを設定またはク リ アする

オーナー ネームを設定する と、 データ  フ ァ イルへのア ク セスが制限されます。 オーナー ネームを ク リ アする と、

この制限が解除されます。

 オーナー ネームを設定またはク リ アするには

1 Maintenance ツール ウ ィ ン ド ウで、 ［オプシ ョ ン］ > ［オーナー ネームの設定 / ク リ ア］ を選択し て、 ［オー

ナー ネームの設定 / ク リ ア］ ダ イ ア ロ グを開き ます。

図 24  ［オーナー ネームの設定 / ク リ ア］ ダイアログ

2 ［MicroKernel フ ァ イル］ ボ ッ ク スで、 オーナー ネームを設定またはク リ アする フ ァ イルを入力し ます。 オー

ナー ネームを ク リ アする場合は、 ［オーナー ネームのク リ ア］ を ク リ ッ ク し、 ［現在のオーナー］ フ ィ ール

ド にフ ァ イルのオーナー ネームを入力し てそのク リ アを許可し ます。

3 オーナー ネームを設定する場合は、 ［オーナー ネームの設定］ を ク リ ッ ク し、 ［新しいオーナー］ フ ィ ール

ド に新しいオーナー ネームを入力し て、 その後、 希望するオプシ ョ ンを選択し ます。

 ［オーナー ネームな しの読み取り専用アクセスを許可する］ をオンにする と、すべてのユーザーが、デー

タ  フ ァ イルへの読み取 り 専用ア ク セス を許可されます。

 ［フ ァ イルのデータ を暗号化する］をオンにする と、デバッ ガーやフ ァ イル ダンプ ツールを使用し たデー

タへの不正ア ク セス を防ぐ こ と ができ ます。 暗号化と復号によ り 処理時間が増え るため、 使用する環境

でデータのセキ ュ リ テ ィ が優先される場合にのみ、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て く ださい。
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 ［長いオーナー ネーム］ を選択し て、 8 バイ ト 長の短いオーナー ネーム よ り も長いオーナー ネームを作

成し ます。 長いオーナー ネームの長さは、 フ ァ イル形式によ って異な り ます。 詳細については、 「オー

ナー ネーム」 を参照し て く ださい。

4 ［実行］ を ク リ ッ ク し てオプシ ョ ンを適用し ます。

メ モ  オーナー ネーム を指定する には GRANT ス テー ト メ ン ト を使用する こ と も で き ます。 『SQL Engine
Reference』 の 「オーナー ネームによ る ア ク セス権の付与」 を参照し て く ださい。 
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情報レポー ト

フ ァ イル情報レポー ト の作成は、データベース  エンジンの ト ラ ンザク シ ョ ン一貫性保持機能でフ ァ イルのロ グを

作成でき るかど う かを確認する際に便利です。 レポー ト は、 フ ァ イルにシステム データがあ るかど う か、 キーが

ユニーク であ るかど う かを表示し ます （ユニーク  キーには、重複が許可されている こ と を示す D フ ラ グが付き ま

せん） 。 情報レポー ト はフ ァ イルの メ タデータ を提供し ます。 この情報は、 問題の解決に使用し た り 、 よ く 似た

フ ァ イルを作成するのに役立ちます。

情報レポー ト の作業

情報レポー ト を作成する手順を以下に示し ます。

既存データ  フ ァ イルのフ ァ イル情報レポー ト を作成するには

1 メ イ ン ウ ィ ン ド ウの メ ニューで、 ［オプシ ョ ン］ > ［情報レポー ト の作成］ を ク リ ッ ク し ます。 Maintenance
ツールに ［フ ァ イル情報レポー ト ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 25  ［フ ァ イル情報レポー ト ］ ダイアログ ボ ッ クス

2 使用するデータ  フ ァ イル と レポー ト のフ ァ イル名を指定し ます。 作成後にレポー ト を表示する場合は、 ［レ

ポー ト を表示する］ チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

レポー ト を表示する設定にし た場合、 次のよ う な ［フ ァ イルの表示］ ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 26  フ ァ イル情報レポー ト の例

フ ァ イル情報レポー ト の情報ヘッ ダーは、「フ ァ イル情報エデ ィ ター」 に記述されている フ ァ イル情報エデ ィ

ターのコ ン ト ロールに対応し ています。

フ ァ イル情報レポー ト 下部の凡例には、 レポー ト のキー / セグ メ ン ト の部分で使用されている記号の説明が

表示されます。 この情報には、 キーやキー セグ メ ン ト の数、 フ ァ イル中のキーの位置、 キー長などが含まれ

ます。

凡例 ：

File Statistics for person.mkd

File Version = 9.50
Page Size = 4096
Page Preallocation = No
Key Only = No
Extended = No
Total Number of Records = 1500
Record Length = 333 
Record Compression = No
Page Compression = No
Variable Records = Yes
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< = Descending Order

D = Duplicates Allowed

I = Case Insensitive

M = Modifiable

R = Repeat Duplicate

A = Any Segment (Manual)

L = All Segments (Null)

* = The values in this column are hexadecimal.

?? = Unknown

-- = Not Specified
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イ ンデッ クス

イ ンデッ クスは、 特定キーのすべてのキー値を ソー ト するためのものです。 Btrieve ア ク セスではオーバーラ ッ プ

する イ ンデッ ク ス （列の一部を含むイ ンデッ ク ス） が許可されます。 ODBC を介し た リ レーシ ョ ナル ア ク セスで

は、 オーバーラ ッ プする イ ンデッ ク スは許可されません。 ［エデ ィ ターの起動］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て表示でき る

フ ァ イル情報エデ ィ ターを使用し て、 オーバーラ ッ プする イ ンデッ ク ス を作成する こ と ができ ます。

イ ンデッ クスの作業

イ ンデッ ク スに関連する以下の作業を行います。

 「イ ンデッ ク スの作成」

 「イ ンデッ ク スの削除」

イ ンデッ クスの作成

フ ァ イルにキーが定義されていない場合、 フ ァ イルのイ ンデッ ク ス を作成する こ と はでき ません。 フ ァ イル情報

エデ ィ ター （「フ ァ イル情報エデ ィ ター」 を参照） を使用し てキーを作成する こ と ができ ます。

 イ ンデッ クスを作成するには

1 メ イ ン メ ニューで、 ［イ ンデッ クス］ > ［作成］ を ク リ ッ クする と、 ［イ ンデッ ク スの作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ

ク スが開き ます。

図 27  ［イ ンデッ クスの作成］ ダイアログ ボ ッ クス

2 ［イ ンデッ クスの作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで以下のオプシ ョ ン設定を行います。

イ ンデッ ク スの種類 内部イ ンデッ ク ス と外部イ ンデッ ク スのどち ら を作成するかを指定し ます。 内部イ ンデッ ク スは、

データ  フ ァ イルの一部 と し て動的に管理されます。 外部イ ンデッ ク スは、 必要に応じ て作成する

別のフ ァ イル と な り ます。

外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルは、 指定する キーでソー ト されたレ コード を含む標準データ  フ ァ イル

です。 各レ コード は、 以下の項目から成 り ます。

• 元のデータ  フ ァ イルにおける レ コード の物理位置を識別する  4 バイ ト  ア ド レ ス

• キー値

データ  フ ァ イル イ ンデッ ク ス を作成するデータ  フ ァ イルの名前を指定し ます。

外 部 イ ン デ ッ ク ス

フ ァ イル

外部イ ンデッ ク スに作成する フ ァ イルの名前を指定し ます。 内部イ ンデッ ク スには使用でき ませ

ん。
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3 ［エデ ィ ターの起動］ を ク リ ッ クする と、 ［フ ァ イル情報エデ ィ ター］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スにキーの詳細情報

が表示されます。 ［リ ス ト のリ フ レ ッ シ ュ］ を ク リ ッ ク し て、 データ  フ ァ イルか ら キー情報を読み取る と、

［デー タ  フ ァ イルの既存キー番号］ リ ス ト と ［作成に使用するキー番号］ リ ス ト を リ フ レ ッ シ ュでき ます。

イ ンデッ ク ス を作成する前に ［リ ス ト のリ フ レ ッ シュ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

4 ［イ ンデッ クスの作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの設定完了後、 ［実行］ を ク リ ッ ク し て イ ンデッ ク ス を作成し ま

す。 イ ンデッ ク ス作成の所要時間は、 フ ァ イルに含まれるデータの量によ って異な り ます。

イ ンデッ クスの削除

イ ンデッ ク ス を削除する前に、アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムが行 う ア ク セスについて よ く 理解し ておいて く ださ

い。 必要な イ ンデッ ク スがない と、 GET NEXT などの機能が動作し ません。 その結果、 アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ

ラ ムは正常に機能し な く な り ます。

 イ ンデッ クスを削除するには

1 メ イ ン メ ニューで、 ［イ ンデッ クス］ > ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 ［イ ンデッ クスの削除］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ

ク スが表示されます。

図 28  ［イ ンデッ クスの削除］ ダイアログ ボ ッ クス

2 ［イ ンデッ クスの削除］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで以下のオプシ ョ ン設定を行います。 

3 ［リ ス ト のリ フ レ ッ シュ］ を ク リ ッ ク し、 指定し たフ ァ イルから キー情報を取得し ます。

情報エデ ィ タ ーで使

用する キー仕様番号

フ ァ イル情報エデ ィ ターで定義されたキー番号が表示されます。 

デー タ  フ ァ イ ルの既

存キー番号

［リ ス ト のリ フ レ ッ シュ］ を ク リ ッ クする と、 フ ァ イルに定義されている キー番号が表示されます。

フ ァ イルにシステム定義のロ グ キーが含まれている場合は、 この リ ス ト に SYSKEY が表示されま

す。

作成に使用す る キー

番号

［リ ス ト のリ フ レ ッ シュ］ を ク リ ッ クする と、 フ ァ イルに定義されていない、 使用可能なキー番号

が表示されます。 イ ンデッ ク スの作成時に使用する キー番号を選択し ます。

フ ァ イルにシステム定義のロ グ キー （システム データ） が含まれ、 そのキーが削除されている場

合は、 リ ス ト に SYSKEY が表示されます。 それを選択する こ と によ り 、 システム定義のロ グ キー

を再びフ ァ イルへ追加する こ と ができ ます。

MicroKernel フ ァ

イル

イ ンデッ ク ス を削除するデータ  フ ァ イルの名前を指定し ます。

既存のキー番号 ［リ ス ト のリ フ レ ッ シュ］ を ク リ ッ クする と、 フ ァ イルに定義されている キー番号が表示されます。 削

除する イ ンデッ ク スのキー番号を選択し ます。 フ ァ イルにシステム定義のロ グ キーが含まれている場

合は、 リ ス ト に SYSKEY が表示され、 それを選択する こ と によ り 、 システム定義のロ グ キーをフ ァ イ

ルから削除する こ と ができ ます。

番号再割当て キーの番号を再割 り 当て し ます。 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 イ ンデッ ク ス削除によ って

生じ たキー番号の欠番がな く な り ます。
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データ

［データ］ メ ニ ューのコマン ド を使用し て、 データ  フ ァ イルのレ コード を イ ンポー ト 、 エ ク スポー ト 、 およびコ

ピーする こ と ができ ます。 また、 ロール フ ォ ワード機能を利用し て、 システム エラー発生後にデータ を修復する

こ と も可能です。 ロール フ ォ ワード については、 「ロール フ ォ ワード  コマン ド」 を参照し て く ださい。

ASCII フ ァ イル形式のイ ンポー ト と エクスポー ト

データ を保存する と、ASCII フ ァ イルのレ コード は、以下の形式にな り ます。以下の仕様に従 う こ と によ り 、ASCII
テキス ト  エデ ィ ターを使用し て ロード可能なフ ァ イルを作成でき ます。多 く のテキス ト  エデ ィ ターでは、バイナ

リ  データ を編集する こ と ができ ないので注意し て く ださい。

 最初のフ ィ ール ド は、 レ コード の長さ を指定する左揃えの整数 （ASCII 形式） です （この値の計算時、 行末

のキ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ ン フ ィ ード は無視し ます）。 このフ ィ ール ド の値は、 データ  フ ァ イルで指定さ

れている レ コード長と同じにな り ます。

 固定長レ コード を含むフ ァ イルでは、 データ  フ ァ イルのレ コード長と同じ長さ を指定し ます。

 可変長レ コード を含むフ ァ イルでは、 データ  フ ァ イルの固定長レ コード以上の長さ を指定し ます。

 長さ フ ィ ール ド の次に、 区切 り 文字 （カンマまたはスペース） が入 り ます。

 区切 り 文字の次に、 レ コード  データが続き ます。 データの長さは、 長さ フ ィ ール ド で指定し たバイ ト 数と

ま った く 同じにし ます。 テキス ト  エデ ィ ターを使用し て イ ンポー ト  ASCII フ ァ イルを作成する場合は、 各レ

コード が適切な長さになる よ う に、 必要に応じ てスペースで埋めて く ださい。

 各行末には、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ ン フ ィ ード （16 進数の 0D0A） を使用し ます。 Maintenance ツールで

は、 データ  フ ァ イルにキ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ ン フ ィ ード が挿入されません。

 フ ァ イルの最終行には、 フ ァ イル終了文字 （CTRL+Z または 16 進数の 1A） を使用し ます。 多 く のテキス ト

エデ ィ ターでは、 フ ァ イルの最後にこの文字が自動的に挿入されます。

図 29 は、 入力 ASCII フ ァ イルのレ コード形式です。 この例では、 データ  フ ァ イルに 40 バイ ト のレ コード長が定

義されています。

図 29  入力シーケンシャル フ ァ イルのレ コー ド形式

データに関する作業

以下のデータに関する作業は Maintenance ツールを使用し て行 う こ と ができ ます。

 「ASCII データ を イ ンポー ト するには」 

 「ASCII レ コード をエ ク スポー ト するには」

 「MicroKernel データ  フ ァ イル間でレ コード を コ ピーするには」

 最後のバッ ク ア ッ プから システム エラーが発生する間に行った、 データ  フ ァ イルへの変更の回復 （ロール

フ ォ ワード） の方法は、 「ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよび復元」 の章を参照し て く ださい。
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ASCII フ ァ イルからのレ コー ドのイ ンポー ト

Maintenance ツールでは、 ASCII フ ァ イルから標準データ  フ ァ イルにレ コード を イ ンポー ト する こ と ができ ます。

この処理では、データ変換は行われません。テキス ト  エデ ィ ター、または Maintenance ツールを使用し て イ ンポー

ト  フ ァ イルを作成する こ と が可能です （「ASCII フ ァ イルへのレ コード のエス ク ポー ト 」 を参照）。

 ASCII データ を イ ンポー ト するには

1 メ イ ン メ ニューで ［データ］ > ［ロード］ を ク リ ッ ク し ます。 ［データのロー ド］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表

示されます。

図 30  ［データのロー ド］ ダイアログ ボ ッ クス

指定する  ASCII フ ァ イルは、 「ASCII フ ァ イル形式のイ ンポー ト と エ ク スポー ト 」 で説明されている仕様に

従っている必要があ り ます。 指定する標準データ  フ ァ イルのレ コード長は、 ASCII フ ァ イル内のレ コード と

適合し ている必要があ り ます。

2 ［実行］ を ク リ ッ ク し てレ コード を イ ンポー ト し ます。

データのイ ンポー ト 中は、 イ ンポー ト されたレ コード の数と パーセンテージ、 およびステータ ス  メ ッ セージ

が表示されます。 こ の と き、 Maintenance ツールでは別の作業 （新しい ［データのロー ド］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ

ク ス を開 く など） を続ける こ と もでき ます。

ASCII フ ァ イルへのレ コー ドのエスクポー ト

Maintenance ツールでは、 データ  フ ァ イルから  ASCII フ ァ イルにレ コード をエ ク スポー ト する こ と ができ ます。

 ASCII レ コー ド をエクスポー ト するには

1 メ イ ン メ ニューで［データ］>［保存］を ク リ ッ ク し ます。［データの保存］ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 31  ［データの保存］ ダイアログ ボ ッ クス
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2 ［データの保存］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

3 ［実行］ を ク リ ッ ク し てデータ をエ ク スポー ト し ます。 Maintenance ツールによ って、 「ASCII フ ァ イル形式の

イ ンポー ト と エ ク スポー ト 」 の形式に従って、 指定さ れた ASCII フ ァ イルが作成さ れます。 その後、 こ の

ASCII フ ァ イルを編集し、 ［ロー ド］ コマン ド を使用し て、 編集し たテキ ス ト を別の標準データ  フ ァ イルに

イ ンポー ト でき ます。

データ  フ ァ イル間のレ コー ドのコ ピー

Maintenance ツールでは、 MicroKernel データ  フ ァ イルから別の MicroKernel データ  フ ァ イルにデータ を コ ピーす

る こ と ができ ます。 指定するデータ  フ ァ イルの両方のレ コード長は、 同じでなければな り ません。

 MicroKernel データ  フ ァ イル間でレ コー ド を コ ピーするには

1 メ イ ン メ ニューで ［データ］ > ［コ ピー］ を ク リ ッ ク し ます。 ［データのコ ピー］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表

示されます。

図 32  ［データのコ ピー］ ダイアログ ボ ッ クス

2 コ ピーする フ ァ イルの名前を ［コ ピー元 MicroKernel フ ァ イル］ ボ ッ ク スに入力し、 フ ァ イルのコ ピー先の

パス を ［コ ピー先 MicroKernel フ ァ イル］ ボ ッ ク スに入力し ます。

保存元 MicroKernel フ ァ イル 保存する既存 MicroKernel 互換フ ァ イルの名前を指定し ます。

保存先シーケ ン シ ャ ル フ ァ

イル

作成する シーケンシ ャル フ ァ イルの名前を指定し ます。

イ ンデッ ク ス を使用する エ ク スポー ト する レ コード を ソー ト する際に、指定し た イ ンデッ ク ス を使用し ます。デフ ォ

ル ト では、 Maintenance ツールでイ ンデッ ク スは使用されず、 レ コード はデータ  フ ァ イル内

の物理位置に従ってエ ク スポー ト されます。

内部イ ンデッ クス番号 ：

指定し たキー番号を使用し ます。 ［保存元 MicroKernel フ ァ イル］ ボ ッ ク スのフ ァ イルを変

更し た場合は、 ［イ ンデッ クス リ ス ト を リ フ レ ッ シュ］ を ク リ ッ ク し て使用可能な イ ンデッ

ク ス を更新し ます。

外部イ ンデッ クス フ ァ イル ：

指定し た外部イ ンデッ ク ス を使用し ます （外部イ ンデッ ク スの作成は、 「イ ンデッ ク スの作

成」 を参照）。

方向 前方 ： これがデフ ォル ト の設定で、 データ回復がフ ァ イルの先頭か ら末尾に向かって行わ

れます。

後方 ： データ回復がフ ァ イルの末尾から行われます。

前方か ら後方 ： エ ラーが発生する まで、 フ ァ イルを前方か ら読み取 り ます。 次に、 エ ラー

が発生し たレ コー ド、 または別のエ ラーが発生し たレ コー ド まで、 フ ァ イルを末尾か ら読

み取 り ます。

後方か ら前方 ： エ ラーが発生する まで、 フ ァ イルを後方か ら読み取 り ます。 次に、 エ ラー

が発生し たレ コー ド、 または別のエ ラーが発生し たレ コー ド まで、 フ ァ イルを先頭か ら読

み取 り ます。
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指定するデータ  フ ァ イルの両方のレ コード長は、 同じでなければな り ません。

データ  フ ァ イルへの変更の回復 （ロール フ ォワー ド）

「ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよび復元」 を参照し て く ださい。
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Btrieve の Maintenance コマン ド  ラ イ ン ツール （butil）
butil はコマン ド  ラ イ ン形式のイ ン ターフ ェ イ ス を使用し たい場合、または Continuous オペレーシ ョ ンを開始また

は停止し たい場合に使用し ます。 この実行可能プロ グ ラ ムは、butil.exe （Windows の場合） および butil （Unix ベー

スのシステムの場合） です。 コマン ド  プロ ンプ ト で butil コマン ド を実行する、 または、 実行可能なバッチ ス ク

リ プ ト と し て実行する こ と ができ ます。 butil コマン ド を実行する前に、 こ こ で説明する当コマン ド の概念や構文

を理解し て く ださい。

Btrieve の Maintenance コマン ド  ラ イ ン ツールでは、 以下のフ ァ イル処理およびデータ処理を行います。

 「データのイ ンポー ト と エ ク スポー ト 」

 「データ  フ ァ イルの作成と変更」

 「フ ァ イルのページ キ ャ ッ シュの管理」

 「データ  フ ァ イル情報の表示」

 「MicroKernel エンジンのバージ ョ ンの表示」

 「MicroKernel エンジン と リ ク エス ターのアン ロード （DOS のみ）」

 「Continuous オペレーシ ョ ンの実行」

 「アーカ イブ ロ ギングの実行」

リ ターン コー ド

butil は実行を完了する と、終了コード または DOS エラー レベルの リ ターン コード をオペレーテ ィ ング システム

に返し ます。 リ ターン コード の種類は次の表に示すとお り です。 

コマン ド

次の表は、 butil で使用でき る コマン ド の一覧です。 表内の リ ン ク から、 詳細な情報へ移動でき ます。

コー ド 説明

SUCCESS_E = 0 要求された処理は正常に終了し ま し た。

PARTIAL_E = 1 要求された処理は完了し ま し たがエラーが発生し ま し た。

INCOMPLETE_E = 2 要求された処理は正常に終了し ませんでし た。

USAGE_E = 3 入力の構文エラー。 使用方法を画面に表示し、 終了し ます。

コマン ド 説明

「Cache」 フ ァ イルのページをキ ャ ッ シ ュへ事前ロー ド し ます。 ただし、 フ ァ イルが完全にキ ャ ッ シ ュ されて

いるか、またはキ ャ ッ シュがいっぱいの場合にはロード されません（コマン ド  プロ ンプに戻 り ます）。

Purge コマン ド と対になる コマン ド です。

「Clone」 既存フ ァ イルの仕様を使って、 新しい空のデータ  フ ァ イルを作成し ます。

「Close」 ［フ ァ イルを閉じ る までの待ち時間］ 設定オプシ ョ ンによ って開いたま まになっている フ ァ イルに対

し て、 この設定を上書きする要求を送信し ます。

「Clrowner」 データ  フ ァ イルのオーナー ネームを ク リ ア し ます。

「Copy」 データ  フ ァ イルの内容を、 別のデータ  フ ァ イルにコ ピーし ます。

「Create」 データ  フ ァ イルを作成し ます。

「Drop」 イ ンデッ ク ス を削除し ます。
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コマン ド構文の表示

各コマン ド の使用方法を表示するには、 フ ァ イル サーバー上のプロ ンプ ト で butil コマン ド を入力し ます。

コマン ド形式

butil の形式は以下の とお り です。

butil [-command [parameter ...]] | @commandFile 

コマン ド  フ ァ イル

コマン ド  フ ァ イルは、 以下の処理に使用し ます。 

 コマン ド  ラ イ ンに収ま ら ない、 長いコマン ド の実行

 頻繁に使用する コマン ド の実行 （コマン ド  フ ァ イルに一度入力し、 その後はそのコマン ド  フ ァ イルを実行）

 以下のコマン ド形式を使用し た、 コマン ド の実行と その出力のフ ァ イルへの書き込み

butil @commandFile [commandOutputFile] 

「Endbu」 バッ ク ア ッ プを対象と し て定義されたフ ァ イルの Continuous オペレーシ ョ ンを停止し ます。

「Index」 外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルを作成し ます。

「Load」 データ  フ ァ イルにシーケンシ ャル フ ァ イルの内容を読み込みます。

「Purge」 フ ァ イルの不要なキ ャ ッ シュ  ページをすべて消去し ます。 フ ァ イルがオープン ハン ド ルを持つ場合

は消去されません （ただちにコマン ド  プロ ンプ ト に戻 り ます）。 cache コマン ド と対になる コマン ド

です。

「Recover」 データ  フ ァ イルから連続的にデータ を読み取 り 、 シーケンシ ャル フ ァ イルに結果を書き込みます。

（ただし  DOS バージ ョ ンでは、 rollfwd は使用でき ません）。 破損し たフ ァ イルがあ る場合は、 このコ

マン ド を使用し ます。

Rollfwd 最後のバッ ク ア ッ プから システム エラーが発生する間に行った、 データ  フ ァ イルへの変更を回復し

ます。 「アーカ イブ ロ ギングの実行」 を参照し て く ださい。

「Save」 キー パスのデータ を読み取 り 、 シーケンシ ャル フ ァ イルに結果を書き込みます。

「Setowner」 データ  フ ァ イルにオーナー ネームを割 り 当てます。

「Sindex」 イ ンデッ ク ス を作成し ます。

Startbu バッ ク ア ッ プを対象 と し て定義されたフ ァ イルの Continuous オペレーシ ョ ンを開始し ます。 「ロ グ、

バッ ク ア ッ プおよび復元」 を参照し て く ださい。

「Stat」 フ ァ イル属性の情報およびデータ  フ ァ イルの現在のサイ ズを表示し ます。

「Stop」 （DOS のみ） MicroKernel エンジン と リ ク エス ターをアン ロード し ます。

「Ver」 サーバーに ロー ド さ れてい るデータベース  エンジンおよび リ ク エス ターのバージ ョ ン を表示し ま

す。

–command copy などの Maintenance ツールのコマン ド が入 り ます。 コマン ド の前にはハイ フン （-） を付け、 ハ

イ フンの前にはスペース を入力し ます。

parameter コマン ド に必要な情報です。 詳細は各コマン ド に応じ て説明し ます。

@commandFile コマン ド  フ ァ イルのフル パス名

コマン ド 説明
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コマン ド を実行する と、 結果の出力フ ァ イルには、 実行し たコマン ド と その結果が表示されます。 すべての

メ ッ セージは、 サーバーのコ ン ソール画面にも表示されます。

 複数コマン ド の連続実行

コマン ド  フ ァ イルには、 コマン ド  ラ イ ンで必要な情報と同じ ものが含まれます。

コマン ド  フ ァ イルの規則

Maintenance ツールのコマン ド  フ ァ イルを作成する際、 以下の規則に従って く ださい。

 1 つのパラ メ ーターを 2 行に分割し ない。

 各コマン ド は、 <end> または [end] で終わる必要があ り ます。 複数のコマン ド を実行する場合は、 各コマ

ン ド が <end> で終わっている必要があ り ます。 <end> または [end] には、 小文字を使用し ます。

コマン ド  フ ァ イルの例

以下は、コマン ド  フ ァ イルの例 copycrs.cmd です。このフ ァ イルでは、butil -clone コマン ド を呼び出し、course.mkd
フ ァ イ ル を 複製す る こ と に よ っ て newcrs.mkd フ ァ イ ル を 作成 し ま す。 次に -create コ マ ン ド を 呼び出 し、

newfiles.des デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルのデ ィ ス ク リ プシ ョ ンを使用し て newfile.dta フ ァ イルを作成し ます。

-clone newcrs.mkd course.mkd <end>
-create newfile.dta newfiles.des <end> 

以下のコマン ド では、 copypats.cmd フ ァ イルを使用し て copypats.out フ ァ イルに書き込みを行います。

butil @copypats.cmd copypats.out 

デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イル

デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルは、データ  フ ァ イル と イ ンデッ ク スの作成に使用する フ ァ イルのデ ィ ス ク リ プシ ョ

ンおよびキー仕様を含む、 ASCII フ ァ イルです。 作成し たフ ァ イルの情報を保存するための媒体と し てデ ィ ス ク

リ プシ ョ ン フ ァ イルを使用する こ と もでき ます。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル形式の詳細については、 「デ ィ ス

ク リ プシ ョ ン フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

拡張フ ァ イルのサポー ト

データベース  エンジンの データ  フ ァ イルは、オペレーテ ィ ング システムのフ ァ イル サイ ズ上限を超えた容量を

持つこ と が可能です。 データ を、 MicroKernel の拡張フ ァ イルから シーケンシ ャル フ ァ イルにエ ク スポー ト し た

際、 実際の形式の違いから、 そのシーケンシ ャル フ ァ イルの容量がデータベース  エンジンのフ ァ イル サイ ズ上

限を超え る場合があ り ます。

大き なサイ ズのフ ァ イルがエ ク スポー ト される際、 対話型 Maintenance ツールでは、 シーケンシ ャル フ ァ イルが

オペレーテ ィ ング システムのフ ァ イル サイ ズの上限 （2 GB） を超えている こ と を検出する と、 エ ク ステンシ ョ

ン フ ァ イルの作成が開始されます。 この処理は自動的に行われます。エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルおよび元のシー

ケンシ ャル フ ァ イルは、 同じボ リ ューム内に存在する必要があ り ます。 エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの名前には、

ベース  フ ァ イル と似た名前を付ける方式が使用されます。エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルを示すのに、ネイ テ ィ ブな

MicroKernel エンジン エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルがキ ャ レ ッ ト （"^"） を使用するのに対し、 シーケンシ ャル フ ァ

イ ルのエ ク ス テ ン シ ョ ン フ ァ イ ルはチルダ （"~"） を使用す る ので、 同 じ ベー ス  フ ァ イ ル名を持つ既存の

MicroKernel エンジン拡張フ ァ イルを上書きするのを防ぎます。 最初のエ ク スポー ト  エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イル

には、 ベース  フ ァ イル名に ".~01" と い う 拡張子が付き ます。 次のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルには、 ベース  フ ァ

イル名に ".~02" と い う よ う に拡張子が付け られます。 これらの拡張子は 16 進形式で追加されます。

名前付け規則は 255 までのエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルをサポー ト し ますが、現在のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの

最大数は 64 です。 し たがって、 最大フ ァ イル サイ ズは 128 GB です。

シーケンシ ャル フ ァ イルに対する、 サイ ズの大き なフ ァ イルの 「Save」 または 「Recover」 については、 それぞ

れのコ マン ド を参照し て く だ さ い。 また、 シーケンシ ャル フ ァ イルか らデータ を イ ンポー ト する場合は、 その

フ ァ イルが拡張されているかど う かがチェ ッ ク され、 エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルからデータがロード されます。
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オーナー ネーム

MicroKernel を使用する と、 フ ァ イルのオーナー ネームを指定する こ と によ り 、 個々のフ ァ イルへのア ク セス を

制限する こ と ができ ます。 オーナー ネーム文字列は暗号化にも使用されます。 詳細については、 「オーナー ネー

ム」 を参照し て く ださい。

エラー メ ッ セージのリ ダイ レ ク ト

エラー メ ッ セージを リ ダ イ レ ク ト する場合は、フル パス名（ド ラ イブ文字または UNC パス を含む）を入力し ます。

 エラー メ ッ セージを フ ァ イルへリ ダイ レ ク ト するには 

 以下のコマン ド形式を使用し ます。

butil -command commandParameters > filePath

ASCII フ ァ イル形式

「対話型 Maintenance ツール」 セ ク シ ョ ンの、 「ASCII フ ァ イル形式のイ ンポー ト と エ ク スポー ト 」 を参照し て く

ださい。

異なるプ ラ ッ ト フ ォームでのフ ァ イル名指定の規則

Windows、Linux、 または macOS で butil を使用する際、データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、

パス を指定する必要はあ り ません。
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データのイ ンポー ト と エクスポー ト

この ト ピ ッ ク では、 butil コマン ド の 「Copy」、 「Load」、 「Recover」、 および 「Save」 を使用し たデータのイ ン

ポー ト およびエ ク スポー ト の詳細について説明し ます。 

メ モ  SQL ステー ト メ ン ト によ って取得し たデータ をエ ク スポー ト する方法については、 『Zen User's Guide』
のデータ  エ ク スポー ト  ユーテ ィ リ テ ィ  「deu」 を参照し て く ださい。

Copy
copy コマン ド は、 MicroKernel フ ァ イルの内容を、 別のフ ァ イルにコ ピーし ます。 copy は、 入力データ  フ ァ イル

の各レ コード を取得し て、 出力データ  フ ァ イルに挿入し ます。 両フ ァ イルのレ コード のサイ ズは同じであ る必要

があ り ます。 レ コード のコ ピー後、 copy によ って新しいデータ  フ ァ イルに挿入されたレ コード の総数が表示さ

れます。

メ モ  Copy は、 「Recover」 コマン ド と  「Load」 コマン ド に相当する処理を一度に実行し ます。

copy コマン ド を使用する こ と によ り 、 古いフ ァ イルからのデータ と 新しいキー属性を持つデータ  フ ァ イルを作

成でき ます。

 MicroKernel データ  フ ァ イルを コ ピーするには

1 「Create」 コマン ド を使用し、 任意のキー属性 （キー位置、 キー長、 重複キー値） を持つ空のデータ  フ ァ イル

を作成し ます。 

または

「Clone」 コマン ド を使用し て、 既存フ ァ イルの属性を使った空のデータ  フ ァ イルを作成し ます。

2 copy コマン ド を使用し、 既存データ  フ ァ イルの内容を、 新し く 作成し たデータ  フ ァ イルにコ ピーし ます。

表 71 データのイ ンポー ト と エクスポー ト を行う コマン ド

コマン ド 説明

「Copy」 データ  フ ァ イルの内容を、 別のデータ  フ ァ イルにコ ピーし ます。

「Load」 データ  フ ァ イルにシーケンシ ャル フ ァ イルの内容を読み込みます。

「Recover」 データ  フ ァ イルから シーケンシ ャルにデータ を読み取 り 、シーケンシ ャル フ ァ イルに結

果を書き込みます。

「Save」 キー パスのデータ を読み取 り 、 シーケンシ ャル フ ァ イルに結果を書き込みます。
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形式

butil -copy sourceFile outputFile [/O<owner1 | /PROMPT> 
[/O<owner2 | /PROMPT>]] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

例

以下のコマン ド は、 course.mkd のレ コード を newcrs.mkd にコ ピーし ます。 course.mkd 入力フ ァ イルに、 オーナー

ネームは必要あ り ませんが、 newcrs.mkd 出力フ ァ イルでは、 オーナー ネーム Pam が使用されています。

butil -copy course.mkd newcrs.mkd /O /OPam 

この例から最初の /O を省略し た場合、 オーナー ネーム Pam は、 出力データ  フ ァ イルではな く 、 入力データ  フ ァ

イルのもの と し て認識されます。

フ ァ イルを コ ピーする と きに、 元のフ ァ イル と コ ピーされる フ ァ イルの両方のオーナーネームが必要な場合、 -
copy オプシ ョ ンでは次の例に示すよ う に、 両方のオーナーネームを指定し ます。

butil -copy originalFile copiedFile /Od3ltagamm@ /OV3rs10nXIII

最初のオーナーネーム d3ltagamm@ は originalFile を開 く ために必要です。2 番目のオーナーネーム V3rs10nXIII は
copiedFile の作成に使用し ます。

オーナーネームが対話形式で指定される場合、 このコマン ド は次に示す例のよ う にな り ます。

butil -copy originalFile copiedFile /PROMPT /PROMPT 

これを実行する と、 最初にユーザーは originalFile にア ク セスする ためのオーナーネームの入力を求められます。

そのフ ァ イルが開いた ら、 次に copiedFile に割 り 当てるオーナーネームの入力が求められます。

Load
load コマン ド は、 入力 ASCII フ ァ イルのレ コード をフ ァ イルに挿入し ます。 入力 ASCII フ ァ イルは、 1 つのフ ァ

イルま たは拡張フ ァ イル （ベース  フ ァ イル と 複数のエ ク ス テンシ ョ ン フ ァ イル） のどち ら で も かまいません。

load コマン ド では、 入力 ASCII フ ァ イルのデータは変換されません。 データ  フ ァ イルへのレ コード移動後、 ロー

ド されたレ コード の総数が表示されます。

sourceFile レ コード を コ ピーする元と なるデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使

用する際、データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、パス を指定する必要はあ り ません。 

outputFile レ コード を挿入する先のデータ  フ ァ イルのフル パス名。 出力データ  フ ァ イルにはデータが入っていて

も空でもかまいません。Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、データ  フ ァ イルが現在のデ ィ

レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。 

/Oowner1 ソース  データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 出力データ  フ ァ イルのみでオーナー ネーム

が必要な場合は、/O に続けて owner1 にスペース を指定し ます （使用例を参照し て く ださい）。/PROMPT
オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/Oowner2 出力データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時に

オーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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メ モ  load コマン ド は、ア ク セラ レ イ テ ィ ド  モード で出力フ ァ イルを開き ます。ロード  オペレーシ ョ ン中は、

フ ァ イルのロ グは作成されません。 アーカ イブ ロ グを使用し ている場合は、 load コマン ド 使用後にデータ

フ ァ イルを再度バッ ク ア ッ プし ます。

拡張フ ァ イル ： 次のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルが検出された場合は、 ロー ド が継続されます。 save コマン

ドおよび recover コマン ド で作成し てあ るエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルは、 削除し ないで く ださい。 フ ァ イル

に 3 つのエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルが存在し、ユーザーが 2 つ目のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルを削除し た場

合は、 1 つ目のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イル処理後に、 レ コード のロー ド が中止されます。 

save または recover コマン ド によ り 作成されたエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルは 3 つなのに、 4 つ目のエ ク ステ

ンシ ョ ン フ ァ イルが以前の save または recover コマン ド で作成されて存在し ている場合、4 つ目のエ ク ステ

ンシ ョ ン フ ァ イルから も レ コード が読み取られ、 データベース エンジン フ ァ イルに挿入されます。 4 つ目

のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルが存在する場合は、 load 処理の開始前に削除し て く ださい。

load コマン ド 実行前には、 入力 ASCII フ ァ イルおよびデータ  フ ァ イルを作成する必要があ り ます。 入力 ASCII
フ ァ イ ルは、 標準のテキ ス ト  エデ ィ ターやアプ リ ケーシ ョ ン を使用し て作成で き ますが、 そのフ ァ イ ル形式

（「ASCII フ ァ イル形式のイ ンポー ト と エ ク スポー ト 」を参照）に従 う 必要があ り ます。データ  フ ァ イルは、「Create」

コマン ド または 「Clone」 コマン ド を使用し て作成でき ます。 

形式

butil -load unformattedFile outputFile [/O<owner> | /PROMPT] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

例

以下の例では、シーケンシ ャル レ コード を course.txt から  course.mkd に読み込みます。course.mkd のオーナー ネー

ムは Sandy です。

butil -load course.txt course.mkd /OSandy 

Recover
recover コマン ド は、 MicroKernel フ ァ イルからデータ を取 り 出し、 「Load」 コマン ド で使用する入力 ASCII フ ァ

イル と同じ形式の ASCII フ ァ イルに書き込みます。 これは、 破損し た MicroKernel フ ァ イルから、 一部または全

部のデータ を取 り 出す と きに便利です。 recover コマン ド は、 すべてではないにし て も、 フ ァ イルのレ コー ド の

unformattedFile データ  フ ァ イルにロードする レ コード を含む ASCII フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォー

ムでは、 データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

outputFile レ コード を挿入する先のデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する

際、 データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

/Oowner データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオー

ナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。 

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。 

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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多数を取 り 出すこ と ができ ます。 この後は、 load コマン ド を使用し、 新しい MicroKernel フ ァ イルに回復し たレ

コード を挿入し ます。

メ モ  Maintenance ツールでは、 レ コード のデータは変換されないため、 テキス ト  エデ ィ ターを使用し てバイ

ナ リ  データ を含む出力フ ァ イルを編集する場合、 テキス ト  エデ ィ ターによ ってはバイナ リ  データが変更さ

れて し まい、 予期し ない問題が発生する場合があ り ます。

形式

butil -recover sourceFile unformattedFile [/O<owner> | /PROMPT] [/Q] [/J] [/I] 
[/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

ソース  フ ァ イルの各レ コード では、 recover コマン ド で可変ページ エラー （ステータ ス  コード  54） が発生し た

場合、 現在のレ コード から取得でき るすべてのデータ をシーケンシ ャル フ ァ イルに書き込み、 回復処理を継続し

ます。

ツールでは、 以下の メ ッ セージが表示されます。

 最後に作成されたエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの名前に関する情報が表示されます。

 次のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの存在をチェ ッ ク し、 存在する場合、 削除が指示されます。

sourceFile 回復するデータ を含むデータ  フ ァ イルのフル パス名。Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、

データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

unformattedFile 回復し たレ コード を保存する  ASCII フ ァ イルのフル パス名。

/Oowner データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオー

ナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/Q 既存のシーケンシ ャル フ ァ イルに上書きするかど う かを指定し ます。デフ ォル ト では、既存のフ ァ イル

に上書き されます。 このオプシ ョ ン使用時に同名のフ ァ イルが存在する場合は、エラー メ ッ セージが表

示されます。

また、 回復の対象 と な るデータベース  エンジン フ ァ イルが拡張されているかど う かがチェ ッ ク されま

す。 フ ァ イルが拡張されている場合は、存在する可能性のあ るエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イル と同名のフ ァ

イルが存在するかど う かもチェ ッ ク されます。 このいずれかのフ ァ イルが存在する場合は、エラー メ ッ

セージが表示されます。

/J フ ァ イルを後方から読み取 り ます。 このオプシ ョ ンを使用し た場合は、step last と  step previous オペレー

シ ョ ン を使用し てデータベース  エンジン フ ァ イルのデータ回復が行われます。 デフ ォル ト では、 step
first と  step next オペレーシ ョ ンを使用し てフ ァ イルの先頭からデータが読み取られます。

/I フ ァ イルを前方から読み取 り ます。 デフ ォル ト では、 前方から読み取られますが、 このオプシ ョ ンを使

用し て前方および後方を指定する こ と ができ ます。 /I および /J の両方を指定し た場合は、 エラーが発生

する まで前方から フ ァ イルが読み取られます。 次に、 発生し たエラーまで、 または別のエラーが発生す

る まで、 フ ァ イルを最後から読み取 り ます。

/J を最初に指定し た場合は、 まず後方から、 次に前方から読み取 り ます。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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 拡張シーケンシ ャル フ ァ イルを移動し た場合、 ベース  フ ァ イル と その全エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの移動

が指示されます。

例

以下のステー ト メ ン ト では、 course.mkd から レ コード を取 り 出し、 course.txt に書き込みます。

butil -recover course.mkd course.txt

Save
save コマン ド は、指定し た イ ンデッ ク ス  パス を使用し て MicroKernel フ ァ イルからデータ を読み込み、 load コマ

ン ド で使用する形式に対応し た ASCII フ ァ イルに書き込みます。 その後、 その ASCII フ ァ イルを編集し、 load コ
マン ド を使用し て編集後のデータ を、 別のデータ  フ ァ イルに保存する こ と ができ ます。 ASCII フ ァ イル形式の詳

細については、 「ASCII フ ァ イル形式のイ ンポー ト と エ ク スポー ト 」 を参照し て く ださい。

save は、 入力データ  フ ァ イルの各レ コード に対し て、 出力 ASCII フ ァ イルにレ コード を 1 つ作成し ます。 完了

後、 save によ って保存されたレ コード の総数が表示されます。

メ モ  Maintenance ツールでは、 レ コード のデータは変換されないため、 テキス ト  エデ ィ ターを使用し てバイ

ナ リ  データ を含む出力フ ァ イルを編集する場合、 テキス ト  エデ ィ ターによ ってはバイナ リ  データが変更さ

れて し まい、 予期し ない問題が発生する場合があ り ます。

形式

butil -save sourceFile unformattedFile [Y indexFile | N <keyNumber | -1>] [/O<owner1 | /PROMPT> 
[/O<owner2 | /PROMPT>]] [/Q] [/J] [/I] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

sourceFile 保存する レ コード を含むデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する

際、 データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

unformattedFile レ コード を保存する  ASCII フ ァ イルのフル パス名。

indexFile デフ ォル ト の設定であ る最小キー番号を使用し てレ コード を保存し ない場合、 レ コード を保存する外部

イ ンデッ ク ス  フ ァ イルのフル パス名。

keyNumber デフ ォル ト の設定であ る最小キー番号を使用し てレ コード を保存し ない場合、 レ コード を保存する キー

番号 （0 以外）。

-1 Btrieve Step オペレーシ ョ ンを使用し て、 物理的順序に従ってレ コード を保存する場合に指定し ます。

/Oowner1 ソース  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 イ ンデッ ク ス  フ ァ イルのみでオーナー ネームが必

要な場合は、 /O に続けて owner1 にスペース を指定し ます。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行

時にオーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/Oowner2 イ ンデッ ク ス  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時

にオーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/Q 既存のシーケンシ ャル フ ァ イルに上書きするかど う かを指定し ます。デフ ォル ト では、既存のフ ァ イル

に上書き されます。 このオプシ ョ ン使用時に同名のフ ァ イルが存在する場合は、エラー メ ッ セージが表

示されます。

また、 回復の対象 と な るデータベース  エンジン フ ァ イルが拡張されているかど う かがチェ ッ ク されま

す。 フ ァ イルが拡張されている場合は、存在する可能性のあ るエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イル と同名のフ ァ

イルが存在するかど う かもチェ ッ ク されます。 このいずれかのフ ァ イルが存在する場合は、エラー メ ッ

セージが表示されます。
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ツールでは、 以下の メ ッ セージが表示されます。

 最後に作成されたエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの名前に関する情報が表示されます。

 次のエ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの存在をチェ ッ ク し、 存在する場合、 削除が指示されます。

 拡張シーケンシ ャル フ ァ イルを移動し た場合、 ベース  フ ァ イル と その全エ ク ステンシ ョ ン フ ァ イルの移動

が指示されます。

例

以下の 2 つの例は、 save コマン ド を使用し た、 データ  フ ァ イルからのレ コード取得方法です。

こ の例では、 newcrs.idx 外部 イ ンデ ッ ク ス  フ ァ イ ルを使用 し て course.mkd か ら レ コ ー ド を取得 し、 それ ら を

course.txt と い う 名前のシーケンシ ャル テキス ト  フ ァ イルに保存し ます。 
butil save course.mkd course.txt newcrs.idx 

この例では、 キー番号 3 を使用し て course.mkd から レ コード を取得し、 それら を course.txt と い う 名前のシーケ

ンシ ャル テキス ト  フ ァ イルに保存し ます。

butil -save course.mkd course.txt n 3 

/J フ ァ イルを後方から読み取 り ます。 このオプシ ョ ンを使用し た場合は、 get last と  get previous オペレー

シ ョ ンを使用し てデータベース  エンジン フ ァ イルのデータ回復が行われます。デフ ォル ト では、get first
と  get next オペレーシ ョ ンを使用し てフ ァ イルの保存が行われます。

/I フ ァ イルを前方から読み取 り ます。 デフ ォル ト では、 前方から読み取られますが、 このオプシ ョ ンを使

用し て前方および後方を指定する こ と ができ ます。 /I および /J の両方を指定し た場合は、 エラーが発生

する まで前方から フ ァ イルが読み取られます。 次に、 発生し たエラーまで、 または別のエラーが発生す

る まで、 フ ァ イルを最後から読み取 り ます。

/J を最初に指定し た場合は、 まず後方から、 次に前方から読み取 り ます。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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データ  フ ァ イルの作成と変更

こ の ト ピ ッ ク では、 次の表に示す各種 butil コマン ド を使用し たデータ  フ ァ イルの作成、 変更、 および管理に関

する詳細について説明し ます。 また、 Btrieve データ  フ ァ イルの未使用スペースの削除に関し て 「Btrieve データ

フ ァ イルのコ ンパク ト 化」 で説明し ます。 

注意   同じデ ィ レ ク ト リ に、フ ァ イル名が同一で拡張子のみが異なる よ う なフ ァ イルを置かないで く ださい。

た と えば、同じデ ィ レ ク ト リ 内のデータ  フ ァ イルの 1 つに Invoice.btr、 も う  1 つに Invoice.mkd と い う 名前を

付けてはいけません。 こ のよ う な制限が設け られているのは、 データベース  エンジンが さ ま ざ ま な機能で

フ ァ イル名のみを使用し、 フ ァ イルの拡張子を無視するためです。 フ ァ イルの識別にはフ ァ イル名のみが使

用されるため、 フ ァ イルの拡張子だけが異なる フ ァ イルは、 データベース  エンジンでは同一のものであ る と

認識されます。 

Clone
clone コマン ド は、 既存フ ァ イル と同じ フ ァ イル仕様 （オーナー ネームを含まず、 補足イ ンデッ ク ス を含む） を

持つ、 空の新規フ ァ イルを作成し ます。 新しいデータ  フ ァ イルには、 既存フ ァ イルのすべての定義済みキー属性

（キー位置、 キー長、 重複キー値など） が含まれます。 

clone コマン ド では、 フ ァ イル情報 （「システム データ」 を参照） に影響する  MicroKernel 設定オプシ ョ ンのすべ

てが無視されます （フ ァ イル バージ ョ ンを除 く ）。 clone コマン ド は、 ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ オプシ ョ ン

で指定し たデータベース  エンジンのフ ァ イル バージ ョ ンを使用し て新規フ ァ イルを作成し ます。

形式

butil -clone outputFile sourceFile [/O<owner> | /PROMPT] [/pagecompresson | /
pagecompressoff] [/recordcompresson | /recordcompressoff] [/UIDuname /PWDpword [/
DBdbname]] [/S]

表 72 データ  フ ァ イルの作成と変更を行う コマン ド

コマン ド 説明

「Clone」 既存フ ァ イルの仕様を使って、 新しい空のデータ  フ ァ イルを作成し ます。

「Close」 ［フ ァ イルを閉じ るまでの待ち時間］ 設定よ り 優先されます。

「Clrowner」 データ  フ ァ イルのオーナー ネームを ク リ ア し ます。

「Create」 データ  フ ァ イルを作成し ます。

「Drop」 イ ンデッ ク ス を削除し ます。

「Index」 外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルを作成し ます。

「Setowner」 データ  フ ァ イルにオーナー ネームを割 り 当てます。

「Sindex」 イ ンデッ ク ス を作成し ます。

outputFile 空の新規データ  フ ァ イルに使用する フル パス名。Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、

データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

sourceFile 複製する既存データ  フ ァ イルのフル パス名。Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、デー

タ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。
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備考

Btrieve 6.0 以降では、ページ サイ ズが 1024 バイ ト のデータ  フ ァ イルで最大 23 のキー セグ メ ン ト を使用する こ と

ができ る ため、 clone コ マン ド では、 既存データ  フ ァ イルに 24 のキー セグ メ ン ト が含まれ、 ページ サ イ ズが

1024 バイ ト の場合、 新規データ  フ ァ イルのページ サイ ズは 2048 バイ ト に設定されます。 これは、 既存データ

フ ァ イルがバージ ョ ン 6.0 よ り 前の形式で、 データベース  エンジン ロード の際に、 「作成フ ァ イルのバージ ョ ン」

オプシ ョ ンが 5.x または 6.x に設定されていない場合に発生し ます。

バージ ョ ン 7.x 以前のフ ァ イルを複製する場合は、作成する新規フ ァ イルのバージ ョ ン設定を確認し て く ださい。

た と えば、6.15 フ ァ イルを 9.5 形式で複製する場合は、データベース  エンジンのフ ァ イル互換性プロパテ ィ で ［作

成フ ァ イルのバージ ョ ン］ オプシ ョ ンを 9.5 に設定し ます。

メ モ  ソース  フ ァ イルが 8.x、 9.5、 または 13.0 形式でシステム データ を含まない場合は、 データベース  エン

ジンの設定にかかわ らず、 出力フ ァ イルに も シ ス テム データは含まれません。 既存フ ァ イルへのシ ス テム

データの追加については、 『Getting Started with Zen』 を参照し て く ださい。

ステータ ス  コード  30 （指定されたフ ァ イルは MicroKernel フ ァ イルではあ り ません） が発生し、 ソース  フ ァ イル

のヘッ ダー ページが破損し ている可能性があ る場合、 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルで 「Create」 コマン ド を使用

し て新規の MicroKernel フ ァ イルを作成し ます。

例

以下のコマン ド は、 course.mkd フ ァ イルを複製し て newcrs.mkd フ ァ イルを作成し ます。

butil -clone newcrs.mkd course.mkd

Close
close コ マン ド は、 フ ァ イルの最後の ク ラ イ ア ン ト 接続が閉じ た後も フ ァ イルを開いた ま まに し てお く ための

［フ ァ イルを閉じ るまでの待ち時間］ 設定を上書きする要求をデータベース  エンジンに送信し ます。 その後、 こ

れらの開いている フ ァ イルは直ちに閉じ られます。 このコマン ド は、 すべてのフ ァ イルに対し て、 または単一の

/Oowner ソース  データ  フ ァ イルにオーナー ネームが割 り 当て られている場合は、そのオーナー ネーム。ソー

ス  フ ァ イルのオーナー ネームは出力フ ァ イルには複製されないので注意し て く だ さ い。 その出力

フ ァ イルにオーナー ネームが必要な場合は、個別に追加し なければな り ません。/PROMPT オプシ ョ

ンを使用する と、 実行時にオーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。 詳細については、

「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。 

/pagecompresson データベース  エンジンのフ ァ イル互換性プロパテ ィ にあ る ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ が 9.5 ま
たは 13.0 の場合は、 outputFile のページ圧縮をオンにし ます。

/pagecompressoff outputFile のページ圧縮をオフにし ます。 このパラ メ ーターは、 sourceFile にページ圧縮が使用され

ていない場合は無効です。 

/recordcompresson outputFile のページ圧縮をオンにし ます。 

/recordcompressoff outputFile のレ コード圧縮をオフにし ます。 このパラ メ ーターは、 sourceFile にレ コード圧縮が指定

されていない場合は無効です。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定さ れているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定

し ます。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず

指定する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。 省略し た場合はデフ ォル ト のデータベー

ス と解釈されます。 
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フ ァ イル、 フ ァ イルの リ ス ト に対し て実行する こ と ができ ます。 フ ァ イル パラ メ ーターを指定し ないで close を
実行し た場合は、 閉じ る と きに遅延待ちするすべての開いている フ ァ イルに適用されます。 サーバー パラ メ ー

ターを指定し ないで実行し た場合は、 localhost と見な されます。

形式

butil -close [sourceFile | @listFile] [/Sserver] 

このコマン ド を使用すれば、 フ ァ イルのコ ピーなど特定の操作を実行する前に、 フ ァ イルが確実に閉じ られてい

る よ う にする こ と ができ ます。 詳細については、 パフ ォーマン ス  チューニング プロパテ ィ の 「フ ァ イルを閉じ る

までの待ち時間」 を参照し て く ださい。

Clrowner
clrowner コマン ド は、 MicroKernel フ ァ イルのオーナー ネームを ク リ ア し ます。

形式

butil -clrowner sourceFile </O<owner | /PROMPT> [/UIDname /PWDword [/DBname]]

例

以下のコマン ド は、 tuition.mkd のオーナー ネームを ク リ ア し ます。 オーナー ネームは Sandy です。

butil -clrowner tuition.mkd /OSandy

Create
create コマン ド は、 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルで指定されている属性を使用し て、 空の MicroKernel フ ァ イル

を作成し ます。 create コマン ド を実行する前に、 新しいキー属性を指定するデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成

する必要があ り ます。 詳細については、 「デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

sourceFile 閉じ る単一フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、 フ ァ イルが現在

のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。 

@listFile 閉じ る フ ァ イルのフル パス名を含む、 テキス ト  フ ァ イルのフル パス名。 これらのパスは新しい行で区

切 り 、各パス を個別の行に置き ます。 リ ス ト  フ ァ イルでエラーが発生し た場合、 butil は リ ス ト 内のフ ァ

イルの処理を停止し ます。

/Sserver データベース  エンジンをホス ト する リ モー ト  サーバーの名前、 または IP ア ド レ ス。 このパラ メ ーター

が指定されていない場合は、 localhost と見な されます。

sourceFile データ  フ ァ イルの完全なフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、データ  フ ァ イ

ルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

/Oowner ク リ アするオーナー ネーム詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。 /PROMPT オプ

シ ョ ンを使用する と、 実行時にオーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

/UIDname セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名。

/PWDword /UIDname で識別されるユーザーのパス ワード。 /UIDname が指定された場合、 /PWDword は必ず指定す

る必要があ り ます。 

/DBname セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名。 省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と 解釈されま

す。 
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形式

butil -create outputFile descriptionFile [< Y | N >] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

例

以下のコマン ド は、 create.des デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルで定義された内容を使用し、 フ ァ イル course.mkd を
作成し ます。

butil -create course.mkd create.des

create コマン ド で使用するデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの例 
図 33 の例では、 MicroKernel 形式のフ ァ イルが作成されます。 フ ァ イルのページ サイ ズは 512 バイ ト 、 キーは 2
つに設定されています。 フ ァ イルの各レ コード の固定長部は 98 バイ ト  に設定されています。 このフ ァ イルでは、

可変長レ コード がブラ ン ク  ト ラ ンケーシ ョ ン、 レ コード圧縮、 可変長部割 り 当てテーブル （VAT） を使用し ない

よ う に指定されています。 空き スペース  ス レ ッ シ ョ ル ド は、 20 パーセン ト に設定されています。 プ リ ア ロ ケー

シ ョ ンは、 100 ページに設定されています。 フ ァ イル作成時に、 100 ページつま り  51,200 バイ ト がプ リ ア ロ ケー

ト されます。 

outputFile 作成するデータベース  エンジン フ ァ イルのフル パス名。 フ ァ イル名が既存の MicroKernel フ ァ イル と

同名の場合、 既存フ ァ イルの代わ り に空の新規フ ァ イルが作成されます。 既存フ ァ イルに保存されてい

るデータは消去され、 回復する こ と がで き ません。 Windows プ ラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、

データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。 

descriptionFile 新規 MicroKernel フ ァ イルの仕様を含むデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルのフル パス名。

Y | N 既存のフ ァ イルに上書きするかど う かを指定し ます。このオプシ ョ ンに N を指定し、同名の MicroKernel
フ ァ イルが存在する場合は、 エラー メ ッ セージが表示されます。 デフ ォル ト 設定は、 Y です。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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図 33  create コマン ド で使用するデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの例 

キー 0 は、重複可能で変更不可能な文字列セグ メ ン ト を 2 つ含むセグ メ ン ト  キーで、この 2 つのセグ メ ン ト には、

16 進数で 20 （スペース） のヌル値が指定されています。 キー 0 では、 照合順序 upper.alt が使用されます。

キー 1 は、重複不可能で変更可能な数値型のセグ メ ン ト 化されていないキーです。これは、降順でソー ト されます。

Drop
drop コマン ド は、 フ ァ イルから イ ンデッ ク ス を削除し、 それ以降のキー番号から  1 を引 く こ と によ って、 残 り の

イ ンデッ ク スのキー番号を調整し ます。 キーの番号を調整し ない場合は、 削除に指定し たキー番号に 128 を加算

し ます。 この調整は、 6.0 以降のフ ァ イルでのみ使用可能です。

形式

butil -drop sourceFile <keyNumber | SYSKEY | SYSKEY2> [/Oowner | /PROMPT] [/UIDname /PWDword 
[/DBname]]

sourceFile イ ンデッ ク ス を削除する フ ァ イルのフル パス名。Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、デー

タ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。 

keyNumber 削除する キー番号。 元のキー番号を維持する場合は、 指定し たキー番号に 128 と い う バイ アス値を足し

ます。

SYSKEY システム定義のロ グ キー （システム データ） を削除し ます。 システム定義のロ グ キーを削除し た場合

でも、 レ コード から値は消去されず、 新し く 挿入されたレ コード には、 重複し ないシステム定義のロ グ

キー値が割 り 当て られます。 

しかし、ユーザー定義の重複し ないキーが存在し ない限 り 、システム定義のロ グ キーが削除されたフ ァ

イルのロ グは実行されません。 この理由から、 システム定義のロ グ キーが破損し ている可能性があ り 、

キーを追加し直す場合にのみ、 このオプシ ョ ンを使用し て く ださい。

「Sindex」 コマン ド を使用する と、 削除し たシステム定義のロ グ キーを再利用でき ます。

SYSKEY2 システム データ  v2 用の 2 番目のシステム キー （124） を削除し ます。 このキーを削除し て も レ コード

から システム データは削除されず、新しいレ コードおよび更新されたレ コード の値は引き続き保持され

ます。

ただし、 イ ンデッ ク スがない場合、 最近変更されたレ コード を効率的に見つける こ と はでき ません。 こ

の理由から、 キーが破損し ている可能性があ り 、 キーを追加し直す場合にのみ、 このオプシ ョ ンを使用

し て く ださい。 Sindex コマン ド を使用する と、 削除し たシステム キーを再利用でき ます。

/Oowner フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。/PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、実行時にオーナー ネー

ムの対話型プロ ンプ ト が生成されます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。

/UIDname セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名。 

record=98 variable=y truncate=n compress=y
key=2 page=512 allocation=100 replace=n
fthreshold=20 vats=y

position=1 length=5 duplicates=y
modifiable=n type=string alternate=y
nullkey=allsegs value=20 segment=y

position=6 length=10 duplicates=y
modifiable=n type=string alternate=y
nullkey=allsegs value=20 segment=n

position=16 length=2 duplicates=n
modifiable=y type=numeric descending=y
nullkey=n segment=n

name=c:\myacsfiles\upper.alt

ファイル仕様

キー 0
セグメント 1

キー 0
セグメント 2

キー 1
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例

以下の例では、 course.mkd に 3 つのキーが存在し ます。 フ ァ イルの元のキーは、 それぞれの番号が 0、 1、 2 と なっ

ています。

最初の例では、 butil -drop コマン ド で、 course.mkd から キー番号 1 を削除し、残 り のキー番号をそれぞれ 0 と  1 に
調整し ます。

butil -drop course.mkd 1

以下の例では、 butil –drop コマン ド でキー番号 1 を削除し、 キー番号の調整は行いません。 キー番号は、 それぞ

れ 0 と  2 のま まにな り ます。

butil -drop course.mkd 129 

Index
index コマン ド は、 既存フ ァ イルでキーと し て指定されていないフ ィ ール ド に基づき、 既存 MicroKernel フ ァ イル

の外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルを構築し ます。 index コマン ド を実行する前に、 新しいキー属性を指定するデ ィ ス

ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成し ます。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの詳細については、 「デ ィ ス ク リ プシ ョ ン

フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

新規フ ァ イルのレ コード は、 以下から構成されます。

 既存データ  フ ァ イルに含まれる各レ コード の 4 バイ ト のア ド レ ス

 ソー ト の基準と し て使用する新しいキー値

メ モ  デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルで指定し たキー長が 10 バイ ト の場合、 外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルのレ

コード長は 14 バイ ト （10 + 4 バイ ト  ア ド レ ス） にな り ます。

形式

butil -index sourceFile indexFile descriptionFile [/O<owner> | /PROMPT] [/UIDname /PWDword [/
DBname]]

/PWDword /UIDname で識別されるユーザーのパス ワード。 /UIDname が指定された場合、 /PWDword は必ず指定す

る必要があ り ます。

/DBname セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名。 省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と 解釈されま

す。

sourceFile 外部イ ンデッ ク ス を構築する既存フ ァ イルの完全なフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を
使用する際、データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、パス を指定する必要はあ り ませ

ん。 

indexFile 外部イ ンデッ ク ス を保存する イ ンデッ ク ス  フ ァ イルのフル パス名。

descriptionFile 新しいキー定義を含む、 作成し たデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルのフル パス。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ

イルには、 新しいキーの各セグ メ ン ト に対する定義が含まれている必要があ り ます。

/Oowner データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオー

ナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く だ

さい。

/UIDname セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。 
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備考

index コマン ド は、外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルを作成し、 イ ンデッ ク スが設定されたレ コード の数を表示し ます。

外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イルを使用し て、 データ  フ ァ イルのレ コード を読み込む場合は、 「Save」 コマン ド を使用

し ます。

index コマン ド で使用するデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの例

以下のデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルでは、 1 つのセグ メ ン ト を含む新しいキーを定義し ます。 キーは、 レ コード

の 30 バイ ト 目から始ま り 、 10 バイ ト の長さ を持ちます。 また、 重複と変更が可能な STRING 型で、 オルタネー

ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス を使用し ません。

図 34  INDEX コマン ド で使用するデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの例

例

以下のコマン ド は、 データ  フ ァ イル course.mkd を使用し、 外部イ ンデッ ク ス  フ ァ イル newcrs.idx を作成し ます。

course.mkd フ ァ イルには、 オーナー ネームは必要あ り ません。新しいキーの定義を含むデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ

イルは、 newcrs.des と い う 名前です。

butil -index course.mkd newcrs.idx newcrs.des

Setowner
setowner コマン ド は、 データ  フ ァ イルのオーナー ネームを設定し ます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を

参照し て く ださい。

形式

butil -setowner sourceFile /O<owner | /PROMPT> level [/L] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

/PWDword /UIDname で識別されるユーザーのパス ワード。 /UIDname が指定された場合、 /PWDword は必ず指定す

る必要があ り ます。

/DBname セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名。 省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と 解釈されま

す。

sourceFile データ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を使用する際、データ  フ ァ イルが現

在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

/Oowner 設定するオーナー ネーム。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオーナー ネームの対話型プロ

ンプ ト が生成されます。

level データ  フ ァ イルのア ク セス制限の種類。 以下は、 このパラ メ ーターの説明です。

level は /O パラ メ ーターの直後に置 く 必要があ り ます。

0 ： すべてのア ク セス  モード でオーナー ネームが必要 （データ暗号化な し）

1 ： リ ード  オン リ ー ア ク セスにはオーナー ネームは必要な し （データ暗号化な し）

2 ： すべてのア ク セス  モード でオーナー ネームが必要 （データ暗号化あ り ）
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例

以下の例では、 course.mkd データ  フ ァ イルの短いネームのオーナーを作成し ます。 オーナー ネーム Sandy に制限

レベル 1 を設定し ます。

butil -setowner course.mkd /OSandy 1 

以下の例では、 billing.mkd データ  フ ァ イル用の長いオーナー ネームを作成し、 そのオーナー ネーム と フ ァ イル

を暗号化し、 すべてのア ク セス  モード を制限し ます。 
butil -setowner billing.mkd /Ohr#Admin$945k7YY%svr 2 /L

Sindex
sindex コマン ド は、既存 MicroKernel フ ァ イルに追加イ ンデッ ク ス を作成し ます。デフ ォル ト では、新規イ ンデッ

ク スのキー番号は、 データ  フ ァ イルでそれまで最大だったキー番号よ り  1 つ大き な番号にな り ますが、 キー番号

を指定する こ と も可能です。 ただし、 drop コマン ド でイ ンデッ ク ス を削除し、 残 り キー番号の調整を行わなかっ

た場合は未使用のキー番号が存在するため、 例外が発生し ます。 この場合は、 新しいイ ンデッ ク スに最初の未使

用番号が割 り 当て られます。

キー番号オプシ ョ ンを使用する こ と によ り 、新規イ ンデッ ク スのキー番号を指定でき ます。指定する キー番号は、

フ ァ イルで使用されていない有効なキー番号でなければな り ません。 無効なキー番号を指定し た場合は、 ステー

タ ス  コード  6 が返されます。

このコマン ド で SYSKEY または SYSKEY2 オプシ ョ ンを使用し ない場合は、sindex コマン ド を使用する前に、イ

ンデッ ク スのキー仕様を定義するデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成する必要があ り ます。デ ィ ス ク リ プシ ョ ン

フ ァ イルの詳細については、 「デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

形式

butil -sindex sourceFile <descriptionFile | SYSKEY | SYSKEY2> [keyNumber] [/O<owner> | /PROMPT] 
[/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]

3 ： リ ード  オン リ ー ア ク セスにはオーナー ネームは必要な し （データ暗号化あ り ）

/L 長いオーナー ネームを指定し ます。 

オーナー ネームでは大文字と小文字が区別されます。 また、 短いもの と長いものがあ り ます。 短いオー

ナー ネームは半角 8 文字までの範囲で指定でき ます。 長いオーナー ネームの長さは、 フ ァ イル形式に

よ って異な り ます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。 長いオーナー ネームに

関する制限事項については、 『Btrieve API Guide』 の 「Set Owner （29）」 の 「手順」 ト ピ ッ ク を参照し

て く ださい。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。 

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。 

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。 

sourceFile 外部イ ンデッ ク ス を構築する既存フ ァ イルの完全なフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームで butil を
使用する際、データ  フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、パス を指定する必要はあ り ませ

ん。 

descriptionFile 新しいキー定義を含む、 作成し たデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルのフル パス。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ

イルには、 新しいキーの各セグ メ ン ト に対する定義が含まれている必要があ り ます。

SYSKEY システム キー （125） が削除されたフ ァ イルに、 システム キーを戻し ます。
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例

以下の例では、course.mkd にイ ンデッ ク ス を追加し ます。デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの名前は、newidx.des です。

butil -sindex course.mkd newidx.des 

以下の例では、 システム定義キーが削除された course.mkd にシステム定義キーを追加し ます。

butil -sindex course.mkd syskey

Btrieve データ  フ ァ イルのコ ンパク ト 化

butil では、 複数のコマン ド （「Clone」、 「Recover」、 「Load」） を使用し てデータ  フ ァ イルの未使用スペース を削

除し、 フ ァ イル サイ ズを縮小する こ と ができ ます。

 Btrieve データ  フ ァ イルを コ ンパク ト 化するには

1 データ  フ ァ イルの名前を変更し、 「Clone」 オプシ ョ ンを使用し て元のフ ァ イル と同名の空のデータ  フ ァ イル

を作成し ます。

2 「Recover」 を使用し、 複製し たフ ァ イルのデータ を、 シーケンシ ャル テキス ト  フ ァ イルに保存し ます。

3 「Load」 を使用し、 回復されたデータ を複製フ ァ イルにロード し ます。

空のレ コード以外のデータ を含むすべてのレ コード は、 新し く 作成し たデータ  フ ァ イルにロード されます。

この処理は、 対話型 Maintenance ツールを使用し て実行する こ と もでき ます。

SYSKEY2 システム データ  v2 用のシステム キー （124） を戻し ます。

/Oowner データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオー

ナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く だ

さい。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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フ ァ イルのページ キャ ッ シュの管理

パフ ォーマ ン ス を向上 さ せ る ために、 butil で cache コ マ ン ド と  purge コ マ ン ド を使用 し て フ ァ イ ルのページ

キ ャ ッ シュ を管理する こ と ができ ます。 

注記

butil -cache および butil -purge コマン ド がク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンやレポー ト  エンジンから実行される

場合、 そのコマン ド  ア ク シ ョ ンが適用されるのはローカル キ ャ ッ シュにあ る フ ァ イルのみです。

フ ァ イルがク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュに残る よ う にするには、以下のいずれかの状況になっていなければな り ませ

ん。

 フ ァ イルが閉じ ている間にそのフ ァ イルに書き込みを行 う マシンがほかにない

 最低 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンがク ラ イ アン ト  マシンでフ ァ イルを開いてお く 必要があ る

ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンがアプ リ ケーシ ョ ン と し て イ ン ス ト ールされている場合は、シ ャ ッ ト ダウ ン し

て ク ラ イ アン ト がすべてのフ ァ イルを閉じ た直後にキ ャ ッ シュ を空にし ます。これは、サービ ス と し て イ ン ス ト ー

ルされている ク ラ イ アン ト  キ ャ ッ シュ  エンジンやレポー ト  エンジンの場合には問題にな り ません。

Cache
cache コマン ド は、 フ ァ イルのページをキ ャ ッ シ ュへ事前ロード し ます。 ただし、 フ ァ イルが完全にキ ャ ッ シ ュ

されているか、 またはキ ャ ッ シュがいっぱいの場合にはロード されません （コマン ド  プロ ンプに戻 り ます）。

形式

butil -cache <sourceFile | @listFile> 

Purge
purge コマン ド は、 フ ァ イルの不要なキ ャ ッ シュ  ページをすべて消去し ます。 フ ァ イルがオープン ハン ド ルを持

つ場合は消去されません （ただちにコマン ド  プロ ンプ ト に戻 り ます）。 

形式

butil -purge <sourceFile | @listFile> 

sourceFile キ ャ ッ シ ュに事前ロードするデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームでは、 データ

フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

@listFile キ ャ ッ シュに事前ロードする フ ァ イルのフル パス名を含む、 テキス ト  フ ァ イルのフル パス名。 これら

のパスは新しい行で区切 り 、 各パス を個別の行に置き ます。 リ ス ト  フ ァ イルでエラーが発生し た場合、

butil は リ ス ト 内のフ ァ イルの処理を停止し ます。

sourceFile キ ャ ッ シュから消去するデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームでは、 データ  フ ァ

イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

@listFile キ ャ ッ シュから消去する フ ァ イルのフル パス名を含む、 テキス ト  フ ァ イルのフル パス名。 これらのパ

スは新しい行で区切 り 、 各パス を個別の行に置き ます。 リ ス ト  フ ァ イルでエラーが発生し た場合、 butil
は リ ス ト 内のフ ァ イルの処理を停止し ます。



312

データ  フ ァ イル情報の表示

この ト ピ ッ ク では、 stat を使用し てデータ  フ ァ イルの特性や統計情報に関する レポー ト を生成する方法を説明し

ます。

Stat
stat コマン ド は、 定義されているデータ  フ ァ イルの特性、 およびフ ァ イルの内容に関する情報を含むレポー ト を

作成し ます。 stat コマン ド は、 Create Index オペレーシ ョ ン と  Create オペレーシ ョ ンによ ってフ ァ イルに定義され

たキーの区別を付けません。

形式

butil -stat <sourceFile> [/O<owner> | /PROMPT] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname] /JSON]]

フ ァ イル統計情報と エラー メ ッ セージの形式

butil -stat ステー ト メ ン ト は、 フ ァ イル統計情報 と エ ラー メ ッ セージの出力 と し て 2 つの形式を提供し ます。 デ

フ ォル ト はテキス ト 出力ですが、 /json オプシ ョ ンを使用すれば同じ情報が JSON 形式で返されます。

次の例は、 これらのオプシ ョ ンを示し ています。

 「テキス ト 形式のフ ァ イル統計情報」

 「JSON 形式のフ ァ イル統計情報」

 「テキス ト 形式のエラー メ ッ セージ」

 「JSON 形式のエラー メ ッ セージ」

テキス ト 形式のフ ァ イル統計情報

次の例は、 patients.dta フ ァ イルの情報をテキス ト と し て表示し ます。

butil -stat D:\ClinicDB\patients.dta

以下の情報が返 り ます。

**************************************************
Btrieve Maintenance Utility 15.00.034.000
Copyright (C) Actian Corporation 2020

sourceFile 情報を表示するデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームでは、 データ  フ ァ イルが現

在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

/Oowner データ  フ ァ イルのオーナー ネーム （必要な場合）。 /PROMPT オプシ ョ ンを使用する と、 実行時にオー

ナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く だ

さい。

/PROMPT ユーザーがオーナー ネームを入力するための対話型プロ ンプ ト が提示される こ と を示し ます。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。 

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。 

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。

/JSON JSON 形式で出力を返し ます。
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All Rights Reserved.

File Statistics for D:\ClinicDB\patients.dta

File Version = 8.00
Owner Name Protection = Not Present
Encryption Level = None
Page Size = 2048
Page Preallocation = No
Key Only = No
Extended = No

Total Number of Records = 16
Record Length = 104
Record Compression = No
Variable Records = No

Available Linked Duplicate Keys = 0
Balanced Key = No
Log Key = 1
 System Data = No
Total Number of Keys = 3
Total Number of Segments = 4

Key Segment Position Length Type Flags Null Values* Unique ACS Values
0 1 21 20 String MD -- 16 0
0 2 7 12 String MD -- 16 0
1 1 1 6 String M -- 16 0
2 1 83 10 String MD -- 7 0

Alternate Collating Sequence (ACS) List:
 0 UPPER

Legend:
 < = Descending Order
 D = Duplicates Allowed
 I = Case Insensitive
 M = Modifiable
 R = Repeat Duplicate
 A = Any Segment (Manual)
 L = All Segments (Null)
 * = The values in this column are hexadecimal.
?? = Unknown
-- = Not Specified

この例では、 patients.dta のフ ァ イル バージ ョ ンが 8.0 であ る こ と を表し てお り 、 これがフ ァ イル形式を読むこ と

ができ る  Btrieve の一番古いバージ ョ ンであ る こ と を示し ます。 フ ァ イルには、 2048 バイ ト のページ サイ ズが指

定されてお り 、 プ リ ア ロ ケー ト  ページはあ り ません。 これは、 キー オン リ ー フ ァ イルでも拡張フ ァ イルでも あ

り ません。

こ のフ ァ イルには 16 件のレ コー ド が挿入されています。 また、 104 バイ ト のレ コー ド 長が定義されてお り 、 レ

コード圧縮は使用せず、 可変長レ コード も許可されていません。

このフ ァ イルには、 利用可能な リ ン ク重複キーはあ り ません。 イ ンデッ ク ス  バラ ン ス も使用し ません。 キー 1 を
使用し た ロ グが実行され、 フ ァ イルには、 システム定義のデータ も存在し ません。 また、 4 つのキー セグ メ ン ト

から構成される  3 つのキーが存在し ます。
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メ モ  「Sindex」 で作成し た イ ンデッ ク スには、 「予約重複ポ イ ン ター」 要素を指定し ない限 り 、 デフ ォル ト

で R が割 り 当て られます。

統計情報レポー ト には、 特定のキーに関する情報も表示されます。 た と えば、 キー 0 は 2 つのセグ メ ン ト から構

成され、 重複可能、 変更可能であ る こ と がレポー ト に表示されます。 このほか、 以下も表示されます。

 最初のセグ メ ン ト はポジシ ョ ン 21 から始ま り 、 長さが 20 バイ ト 、 重複可能、 変更可能、 そし て string 型と

し て保存されます。 ハイ フンは、 ヌル値が定義されていないこ と を表し ます。 Unique Values の列は、 16 個の

重複し ない値がセグ メ ン ト に挿入されている こ と を表し ています。 こ のセグ メ ン ト では、 オルタ ネー ト  コ
レーテ ィ ング シーケン ス  フ ァ イル upper.alt が使用されます。

 2 つ目のセグ メ ン ト はポジシ ョ ン 7 から始ま り 、 長さが 12 バイ ト 、 重複可能、 変更可能、 そし て string 型と

し て保存されます。 16 個の重複し ない値が、 このセグ メ ン ト に挿入されています。 このセグ メ ン ト では、 オ

ルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス  フ ァ イル upper.alt が使用されます。

キー 1 は、 このフ ァ イルのロ グに使用される キーです。 これは 1 つのセグ メ ン ト で構成されます。 ポジシ ョ ン 1
か ら始ま り 、 長さ が 6 バイ ト 、 重複不可、 変更可能、 そ し て string 型 と し て保存されます。 16 個の重複し ない

キー値が、 こ のキーに挿入さ れています。 こ のキーでは、 オルタ ネー ト  コ レーテ ィ ン グ シーケ ン ス  フ ァ イル

upper.alt が使用されます。

キー 2 は、 1 つのセグ メ ン ト で構成されます。 ポジシ ョ ン 83 から始ま り 、 長さが 10 バイ ト 、 重複可能、 変更可

能、 そ し て string 型 と し て保存されます。 7 個の重複し ないキー値が、 こ のキーに挿入されています。 こ のキー

では、 オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケン ス  フ ァ イル upper.alt が使用されます。

JSON 形式のフ ァ イル統計情報

次の例は、 patients.dta フ ァ イルの情報を JSON と し て表示し ます。

butil -stat D:\ClinicDB\patients.dta /json

「テキス ト 形式のフ ァ イル統計情報」 に示されている、 デフ ォル ト の -stat オプシ ョ ン と同じ内容が返 り ます。

{
   "description":"Btrieve Maintenance Utility",
   "title":"Btrieve JSON output",
   "version":"15.00.034.000",
   "copyright":"Copyright (C) Actian Corporation 2020.All Rights Reserved.",,
   "file_statistics_for":"D:\\ClinicDB\\patients.dta",
   "file_version":"8.00",
   "Owner_Name_Protection":"Not Present",
   "Encryption_Level":"None",
   "Page_Size":2048,
   "Page_Preallocation":"No",
   "Key_Only":"No",
   "Extended":"No",
   "Total_Number_of_Records":16,
   "Record_Compression":104,
   "Page_Compression":"No",
   "Variable_Records":"No",
   "Available_Linked_Duplicate_Keys":0,
   "Balanced_Key": "No",
   "Log_Key": "1",
   "System_Data": "No",
   "Total_Number_of_Keys": 3,
   "Total_Number_of_Segments": 4,
   "Keys" :
   [
      {"key":"0", "segments" :
    [
      {"segment":1, "position":21, "length":20, "type":"String ", "flag":"   MD", 

"null_values":"--", "unique_values":16, "acs":"0"},
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      {"segment":2, "position":7, "length":12, "type":"String ", "flag":"   MD", "null_values":"-
-", "unique_values":16, "acs":"0"}

      ]
      },
      {"key":"1", "segments" :
        [
        {"segment":1, "position":1, "length":6, "type":"String ", "flag":"   M ", "null_values":"-

-", "unique_values":16, "acs":"0"}
        ]
      },
      {"key":"2", "segments" :
        [
        {"segment":1, "position":83, "length":10, "type":"String ", "flag":"   MD", 

"null_values":"--", "unique_values":7, "acs":"0"}
        ]
      }
   ],
   "Alternate_Collating_Sequence(ACS)_List":
   [
      {"id": 0, "acs_name": "UPPER   " }
   ],
   "Legend" :
   [
      "< = Descending Order",
      "D = Duplicates Allowed",
      "I = Case Insensitive",
      "M = Modifiable",
      "R = Repeat Duplicate",
      "A = Any Segment(Manual)",
      "L = All Segments(Null)",
      "* = The values in this column are hexadecimal.",
      "? ? = Unknown",
      "-- = Not Specified"
   ],
   "execution_status":" コマン ド が完了し ま し た。 "
} 

テキス ト 形式のエラー メ ッ セージ

次の例は、 エラー メ ッ セージをテキス ト と し て表示し ます。

butil -stat D:\ClinicDB\wrongdir\patients.dta 

以下のエラーが返 り ます。

Btrieve Maintenance Utility 15.00.034.000
Copyright (C) Actian Corporation 2020
All Rights Reserved.
BUTIL-14 ： エラーが発生し たフ ァ イルは D:\ClinicDB\wrongdir\patients.dta です。

BUTIL-100 ： MicroKernel エラー = 35。 アプ リ ケーシ ョ ンでデ ィ レ ク ト リ  エラーが発生し ま し た。

BUTIL-9 ： 修復不能なエラーのため、 コマン ド を完了でき ませんでし た。 

JSON 形式のエラー メ ッ セージ

次の例は、 エラー メ ッ セージを JSON と し て表示し ます。

butil -stat D:\ClinicDB\wrongdir\patients.dta /json

「テキス ト 形式のエラー メ ッ セージ」 に示されている、 デフ ォル ト の -stat オプシ ョ ン と同じ内容が返 り ます。

{
"description":"Btrieve Maintenance Utility",
    "title":"Btrieve JSON output",
    "version":"15.00.034.000",
    "copyright":"Copyright (C) Actian Corporation 2020.All Rights Reserved.",
    "error": [
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        "BUTIL-14: エラーが発生し たフ ァ イルは D:\ClinicDB\wrongdir\patients.dta です。 ",
        "BUTIL-100: MicroKernel エラー = 35。 アプ リ ケーシ ョ ンでデ ィ レ ク ト リ  エラーが発生し ま し た。 "
       ],
    "execution_status":"BUTIL-9: 修復不能なエラーのため、 コマン ド を完了でき ませんでし た。 "
} 

システム データ  v2
フ ァ イルにシステム データ  v2 が含まれている場合は、 次の 2 つの追加エン ト リ が出力に含まれます。 
System Data v2 = Yes
SYSKEY v2 Status = Present

フ ァ イル バージ ョ ンに関する注意

フ ァ イル形式のバージ ョ ンを求められた ら、データベース  エンジンは指定し たフ ァ イルを読むこ と のでき る最も

古いエンジンのバージ ョ ンを指定し ます。 た と えば、 5.x 形式で作成されたフ ァ イルがあ る場合でも、 4.x または

5.x の機能を使用し ていないのであれば、 レポー ト にはバージ ョ ン 3.x フ ァ イル と し て出力されます。 6.x 形式で

始めるには、 フ ァ イル自体にバージ ョ ン ス タ ンプを含める必要があ り ます。6.x よ り 前のバージ ョ ンの場合、 フ ァ

イル形式のバージ ョ ンを調べる唯一の方法は、フ ァ イルで使用されている機能を調べる こ と でし た。これは、フ ァ

イル バージ ョ ンご と に利用でき る機能に違いがあ り 、新しいフ ァ イル バージ ョ ンにはそれ以前のバージ ョ ンでは

利用でき ない機能があ るからです。 

バージ ョ ン 5.x およびそれ以前のフ ァ イルについては、 使用されている機能 と、 それによ って特定でき る フ ァ イ

ル形式のバージ ョ ンを次の表に示し ます。 

出力される フ ァ イル 
バージ ョ ン

以下の機能の 1 つ以上が使用されている場合

5.x • 圧縮レ コード

• キー オン リ ー フ ァ イル

4.x • 拡張キー タ イプ

• 可変長レ コード

• Create Index オペレーシ ョ ンで追加されたキー

3.x 上記のいずれも使用し ていない
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MicroKernel エンジンのバージ ョ ンの表示

このセ ク シ ョ ンでは、 ver コマン ド を使用し た、 MicroKernel エンジンのバージ ョ ンの表示に関し て説明し ます。

Ver
ver コマン ド は、 MicroKernel エンジンおよび リ ク エス ター （ア ク セス  モジュール） の両方のバージ ョ ン番号を表

示し ます。

形式

butil -ver

備考

ver コマン ド を実行し た場合、 以下のよ う な メ ッ セージが表示されます。

Btrieve リ ク エス ターのバージ ョ ンは 14.00 です。
Btrieve のバージ ョ ンは 14.00 で、 xxx 版です。
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MicroKernel エンジン と リ クエス ターのアンロー ド （DOS のみ）

Stop
stop コマン ド は、 MicroKernel エンジンおよび リ ク エス ターをアン ロード し ます。

形式

butil -stop
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Continuous オペレーシ ョ ンの実行

Continuous オペレーシ ョ ンに関連する コマン ド  startbu および endbu については、 「ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよび復

元」 で説明し ています。
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アーカ イブ ロギングの実行

Maintenance ツール （GUI またはコマン ド  ラ イ ンの butil） は、 アーカ イブ ロ グ フ ァ イルをデータ  フ ァ イルにロー

ル フ ォ ワードする手段を提供し ます。 「ロ グ、 バッ ク ア ッ プおよび復元」 も参照し て く ださい。

butil rollfwd コマン ド は、 最後のバッ ク ア ッ プから システム エラーが発生する間に行った、 データ  フ ァ イルへの

変更を回復し ます。 システム エ ラーが発生し た場合は、 データ  フ ァ イルのバ ッ ク ア ッ プ コ ピーを復元し た後、

butil rollfwd コ マン ド を使用し、 ロ グに保存されているすべての変更を復元し たデータ  フ ァ イルに適用し ます。

バッ ク ア ッ プからデータ  フ ァ イルを復元し ない限 り 、 このコマン ド を使用し ないで く ださい。

メ モ  rollfwd コマン ド を利用するには、 MicroKernel の ［選択フ ァ イルのアーカ イブ ロギング］ オプシ ョ ンを

有効にし、 システム エラー発生前にフ ァ イルのバッ ク ア ッ プを行 う 必要があ り ます。

また、 rollfwd コマン ド を使用し、 ロ グ オペレーシ ョ ンの出力フ ァ イルを作成する こ と も可能です。 rollfwd コマ

ン ド では、 ロール フ ォ ワード前、 またはロール フ ォ ワード と同時に出力フ ァ イルを作成でき ます。

単一のフ ァ イルを ロール フ ォ ワードする こ と もでき ますし、ボ リ ューム上のすべてのデータ  フ ァ イル、 ド ラ イブ

上のすべてのデータ  フ ァ イル、 も し く は、 フ ァ イル、 ボ リ ュームおよび / または ド ラ イブの リ ス ト を ロール フ ォ

ワードする こ と もでき ます。

GUI の使用

1 オペレーテ ィ ング システムの ［ス ター ト ］ メ ニューまたはアプ リ画面から、 あ るいは Zen Control Center の
［ツール］ メ ニューから  Maintenance ユーテ ィ リ テ ィ にア ク セス し ます。 

2 ［Maintenance］ ウ ィ ン ド ウで、 ［データ］ > ［ロール フ ォワー ド］ を選択し ます。 ［ロール フ ォワー ド］ ダ イ

ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 35  ［ロール フ ォワー ド］ ダイアログ

3 オペレーシ ョ ン タ イプ と し て、 " 単一フ ァ イル "、 " フ ァ イルの リ ス ト "、 " ボ リ ューム名 "、 " ド ラ イブ レ
ター " のいずれかを選択し ます。 " ボ リ ューム名 " または " ド ラ イブ レ ター " を選択する場合は、 名前の最

後に円記号 （\） またはス ラ ッ シュ （/） を挿入する必要があ り ます （例、 \\server\vol1\ または D:\ など）。

4 ロール フ ォ ワード  タ ス ク の実行に必要なすべての Btrieve オペレーシ ョ ンの リ ス ト であ る、 ダンプ フ ァ イル

と呼ばれる ロ グ フ ァ イルを作成する こ と ができ ます。 
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デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは作成されません。 フ ァ イルを作成する場合は、 ［ダンプ フ ァ イルを作成す

る］ チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。 以下のオプシ ョ ン も設定可能です。

5 ［実行］ を ク リ ッ ク し、 ダンプ フ ァ イルの作成やロール フ ォ ワード を実行し ます。 データが有効な場合は、

［ロール フ ォーワー ド  ステータ ス］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

図 36  ［ロール フ ォワー ド  ステータ ス］ ダイアログ ボ ッ クス

処理されたフ ァ イルは、 リ ス ト  ボ ッ ク スに追加され、 フ ァ イル名、 およびロール フ ォ ワード  オペレーシ ョ

ンから返される  Zen ステータ ス  コード が表示されます。

処理中にエ ラーが発生し た場合は、 エ ラー時のロール フ ォワー ド 続行を指定でき る ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが

表示されます。 このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スでは、 このダ イ ア ロ グを再表示する こ と な く 処理を継続するか、 処

理を継続し て必要な場合にこのダ イ ア ロ グを再表示するか、 またはフ ァ イル処理の中断を選択でき ます。

表 73 ロール フ ォワー ド  GUI オプシ ョ ン

ダ ン プ フ ァ イ ルの作成

のみ

ダンプ フ ァ イルのみが作成され、 ロール フ ォ ワード は実行されません。

ダンプ フ ァ イル名 これには、 円記号 （\） またはス ラ ッ シュで始ま るダンプ フ ァ イル名が含まれ、 ド ラ イブ文字、

サーバー名またはボ リ ューム名は含まれません。

データ  バッ フ ァー長 各 Btrieve オペレーシ ョ ンで、 ダンプ フ ァ イルに書き込まれるデータ  バッ フ ァーのバイ ト 数を

表し ます。

キー バッ フ ァー長 各 Btrieve オペレーシ ョ ンで、 ダンプ フ ァ イルに書き込まれる キー バッ フ ァーのバイ ト 数を表

し ます。

16 進で数値を表示 こ のオプシ ョ ンを選択し た場合は、 ダンプ フ ァ イル出力の数が 16 進形式で表示されます。 こ

のオプシ ョ ンを選択し ない場合、 数は十進形式で表示されます。

詳細 ユーザー名、 ネ ッ ト ワーク  ア ド レ ス、 タ イ ム ス タ ンプなど、 ダンプ フ ァ イルの補足情報が含ま

れます。
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コマン ド  ラ イ ンの使用

このセ ク シ ョ ンでは、 ロール フ ォ ワード を コマン ド  ラ イ ンで使用する構文を説明し ます。

butil -rollfwd <sourceFile | drive | @listFile> 
[</L[dumpFile] | /W[dumpFile]> [/T<dataLength>] 
[/E<keyLength>] [/H] [/V] [/O<ownerList | owner> | /PROMPT]]
[/A] [/UID<name> </PWD<word>> [/DB<name>]]

sourceFile 変更を ロール フ ォ ワードするデータ  フ ァ イルのフル パス名。 Windows プラ ッ ト フ ォームでは、 データ

フ ァ イルが現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 パス を指定する必要はあ り ません。

drive 変更を ロール フ ォ ワードする ド ラ イブ文字。 ボ リ ューム名の最後には、 円記号 （\） またはス ラ ッ シュ

（/） を使用し ます （例 ： F:\、 F:/）。

@listFile 変更を ロール フ ォ ワードする フ ァ イルのパス、 ボ リ ューム、 ド ラ イブを含む、 テキス ト  フ ァ イルのフ

ル パス名。 これらのパスは、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ ン フ ィ ード で区切 り ます。 エラーが発生し た

場合は、 現在のフ ァ イルのロール フ ォ ワード が中断されますが、 その時点までの変更はロール バッ ク

されません。 /A オプシ ョ ンを指定し た場合は、 次のフ ァ イルから ロール フ ォ ワード が継続されます。

/LdumpFile ロール フ ォ ワード を実行せず、 出力フ ァ イルを作成し ます。

/WdumpFile ロール フ ォ ワード を実行し、 出力フ ァ イルを作成し ます。

dumpFile ロ グ オペレーシ ョ ンが書き込まれる出力フ ァ イルの名前。 デフ ォル ト は \blog\broll.lst で、 物理ド ラ イ

ブのルー ト に関連付け られます。 フ ァ イル名は、 ス ラ ッ シュ （/） または円記号 （\） で始ま り 、 ド ラ イ

ブ文字やボ リ ューム名は使用し ません。 フ ァ イルは、 blog.cfg と同じ ボ リ ュームに配置されます。

/TdataLength 出力フ ァ イルに書き込む、オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァーの長さ を指定し ます。 このオプシ ョ ンを

指定し ない場合は、 出力フ ァ イルにデータ  バッ フ ァーの内容が含まれません。

/EkeyLength 出力フ ァ イルに書き込む、オペレーシ ョ ンのキー バッ フ ァの長さ を指定し ます。 このオプシ ョ ンを指定

し ない場合は、 出力フ ァ イルにキー バッ フ ァーの内容が含まれません。

/H 出力フ ァ イルの数値表示を 16 進数形式にし ます。 このオプシ ョ ンを指定し ない場合、 出力フ ァ イルの

数値は ASCII 形式で表示されます。 こ のオプシ ョ ンは、 エン ト リ数、 オペレーシ ョ ン コー ド、 キー番

号、 データ長の各フ ィ ール ド の形式に影響し ます。

/V 出力フ ァ イルに、補足情報（ユーザー名、ネ ッ ト ワーク  ア ド レ ス、タ イ ム ス タ ンプなど）が追加されます。

/O データ  フ ァ イルのオーナー ネームを指定し ます （必要な場合）。 ロ グに記録し たオペレーシ ョ ンの出力

フ ァ イルを リ ク エス ト し、データ  フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ コ ピーに リ ード  オン リ ー ア ク セス用のオー

ナー ネームが存在する場合に、 オーナー ネームが必要にな り ます。 /PROMPT オプシ ョ ン を使用する

と、 実行時にオーナー ネームの対話型プロ ンプ ト が生成されます。

2 つ以上のフ ァ イルにオーナー ネームがあ る場合は、それぞれのオーナー ネームはカンマで区切る必要

があ り ます。 詳細については、 「オーナー ネーム」 を参照し て く ださい。

/A 複数フ ァ イルのロール バッ ク中にエラーが発生し た場合、 次のフ ァ イルから ロール フ ォ ワード を継続

し ます。

このオプシ ョ ンを指定し ない場合は、エラー発生時にロール フ ォ ワード が中断されます。その時点まで

の変更はロール バッ ク されません。

メ モ ： /A オプシ ョ ンを使用し た場合は、 出力をフ ァ イルに リ ダ イ レ ク ト でき ます。 「エラー メ ッ セージ

の リ ダ イ レ ク ト 」 および 「コマン ド  フ ァ イル」 の説明を参照し て く ださい。

/UID<name>

/UIDuname
セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し ま

す。



323

メ モ  実行する  Btrieve オペレーシ ョ ンに対し て、 キー バッ フ ァーまたはデータ  バッ フ ァーが入力パラ メ ー

ターでない場合、 ダンプ フ ァ イルには何も書き込まれません。

例

例 A 次の例は、 class.mkd フ ァ イルに、 デフ ォル ト のアーカ イブ ロ グおよびロ グ ロ ケーシ ョ ンから変更を回復し

ます。

butil -rollfwd file_path\Zen\Demodata\class.mkd

フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、 『Getting Started with Zen』 の 「フ ァ イルはど こにイ ン ス ト ールされ

ますか？」 を参照し て く ださい。

例 B この例では変更を回復し、 それら を以下のオプシ ョ ンを使用し て d:\ ボ リ ュームのすべてのフ ァ イルに出力

し ます。

 デフ ォル ト のダンプ フ ァ イル使用

 書き込むデータ  バッ フ ァーの長さ を 32 バイ ト に設定

 書き込むキー バッ フ ァーの長さ を 4 バイ ト に設定

 16 進モード で書き込み

butil -rollfwd d:\/W /H /T32 /E4

例 C 以下の例では、 ロール フ ォ ワード は実行されず、 以下のダンプ オプシ ョ ンに従って、 files.txt に リ ス ト され

ている フ ァ イルへの変更が出力されます。

 d:\temp\files.lst をダンプ フ ァ イル と し て使用

 詳細モード を使用

 データ  フ ァ イルにはオーナー ネーム own123 および own321 が含まれる

 データ  バッ フ ァーやキー バッ フ ァーは出力し ない

butil -rollfwd d:\temp\files.txt /L\temp\files.lst /V /Oown123,own321

/PWD<word>

/PWDpword
uname で識別されるユーザーのパス ワード を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず指定

する必要があ り ます。

/DB<name>

/DBdbname
セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。省略し た場合はデフ ォル ト のデータベース と

解釈されます。
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16データ  フ ァ イルの変換

データ  フ ァ イル互換性を維持する

Zen には、 Btrieve フ ァ イルを、 Zen エンジンの最新バージ ョ ンで利用でき る よ う にする変換する ツールがあ り ま

す。 以下の ト ピ ッ ク では、 ツールの概念と変換を行 う ための各種ツールについて説明し ます。

 「Rebuild ツールの概念」

 「Rebuild ツールの GUI の リ フ ァ レ ン ス」

 「Rebuild ツールの使用」
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Rebuild ツールの概念

Rebuild ツールを使用する と、 MicroKernel データ  フ ァ イル と辞書フ ァ イルに対し て以下の操作を行 う こ と ができ

ます。

 旧フ ァ イル形式を新しい Zen 形式に変換する

 新しいフ ァ イル形式を 6.x 形式よ り 古 く ない形式に変換する

 同じ フ ァ イル形式 （6.x、 7.x、 8.x、 9.5、 または 13.0） を使用し てフ ァ イルを リ ビル ドする

 フ ァ イルにイ ンデッ ク ス を追加する

 フ ァ イルのページ サイ ズを変更する

 フ ァ イルを リ ビル ド し て、 システム データ と システム キーを保持、 追加、 または削除する

 Rebuild で使用する ロ グ フ ァ イルの場所と名前を指定する

データベースで辞書フ ァ イル （DDF） を使用し ている場合は、 データ  フ ァ イルだけでな く これら も リ ビル ドする

必要があ り ます。

データ  フ ァ イルの リ ビル ド の概念について よ り 理解を深めるため、 以下のセ ク シ ョ ンをお読み く ださい。 

 「サポー ト されるプラ ッ ト フ ォーム」

 「フ ァ イル形式」

 「コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーター」

 「テンポ ラ リ  フ ァ イル」

 「Rebuild 処理の最適化」

 「ロ グ フ ァ イル」

Rebuild ツールの使用についての情報は、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。

 「Rebuild ツールの GUI の リ フ ァ レ ン ス」

 「Rebuild ツールの使用」

 「CLI バージ ョ ン Rebuild 操作」

サポー ト されるプ ラ ッ ト フ ォーム

Rebuild には 2 つの様式があ り ます。1 つは Windows 用の 32 ビ ッ ト  GUI バージ ョ ンで、も う  1 つは Linux、macOS、

Raspbian および Windows 用のコマン ド  ラ イ ン バージ ョ ンです。 「Rebuild ツールの GUI の リ フ ァ レ ン ス」 および

「CLI バージ ョ ン Rebuild 操作」 を参照し て く ださい。

Linux、 macOS および Raspbian CLI Rebuild
Rebuild は、 Linux、 macOS および Raspbian では rbldcli と い う プロ グ ラ ム と し て実行されます。 デフ ォル ト では、

このプロ グ ラ ムは /usr/local/actianzen/bin にあ り ます。

Windows CLI Rebuild

Rebuild は Windows では rbldcli.exe と い う プ ロ グ ラ ム と し て実行されます。 これら のフ ァ イルはデフ ォル ト で、

Program Files デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされます。
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フ ァ イル形式

現在のデータベース  エンジンはい く つかの古いデータ形式や辞書フ ァ イル形式と互換性を保っていますが、最新

の機能を利用するためにフ ァ イルを最新の形式に変換し たい場合があ り ます。 次の表に、 旧形式から新しい形式

に変換する一般的な理由を挙げます。 

コマン ド  ラ イ ンの Rebuild を使用し てできたフ ァ イル形式は、 -f  パラ メ ーターによ って異な り ます。 -f パラ メ ー

ターを指定し ない と、 Rebuild は MicroKernel エンジンの ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ 設定の値を使用し ます。

た と えば、 ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ の値が 9.5 の場合、 バージ ョ ン 9.0 のフ ァ イルに対し て Rebuild ツール

を実行する と、 このフ ァ イルは バージ ョ ン 9.5 の形式に変換されます。

Rebuild を実行する前に、 変換するデータ  フ ァ イルをすべてバッ ク ア ッ プし てお く こ と をお勧めし ます。 これは、

元のフ ァ イル と同じ場所に リ ビル ドする場合には特に重要です （この場合 リ ビル ド されたフ ァ イルは元のフ ァ イ

ルを置き換えます） 。 バッ ク ア ッ プ コ ピーを取っておけば、 必要な場合に元のフ ァ イルを復元する こ と ができ ま

す。 バッ ク ア ッ プを確実に実行するためには、 以下のいずれかの操作を行います。

 バッ ク ア ッ プを実行する前にすべてのデータ  フ ァ イルを閉じ ます。

 Continuous オペレーシ ョ ンを使用し ます （バッ ク ア ッ プ中のみ）。

メ モ  Continuous オペレーシ ョ ン モード になっている フ ァ イルで Rebuild を実行する こ と はでき ません。

テンポラ リ  フ ァ イル

Windows では、 Rebuild は TMP システム環境変数で指定されたデ ィ レ ク ト リ にテンポ ラ リ  フ ァ イルを作成し ま

す。 デフ ォル ト で、 Linux、 macOS および Raspbian では Rebuild は出力デ ィ レ ク ト リ （-b オプシ ョ ンが使用され

ていない場合はソース  デ ィ レ ク ト リ ） にテンポ ラ リ  フ ァ イルを作成し ます。このため、テンポ ラ リ  フ ァ イル デ ィ

レ ク ト リ には元のフ ァ イル と新しいフ ァ イルの両方を格納するために十分なデ ィ ス ク容量が必要です（Rebuild の
実行中） 。 Rebuild GUI バージ ョ ンの ［出力デ ィ レ ク ト リ ］ オプシ ョ ンを使用するか、 CLI バージ ョ ンの -b オプ

シ ョ ンを使用し て、 これらのフ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リ に保存する よ う に指定でき ます。

表 74 Rebuild ツールによる変換

変換前のフ ァ

イル形式

変換後のフ ァ

イル形式

変換の理由

9.5 13.0 フ ァ イルのサイ ズ （テ ラバイ ト 単位）。 システム データ  v2 を追加でき る。

9.0 9.5 120 個以上のセグ メ ン ト  キーと最大 256 GB のフ ァ イル サイ ズ。

8.x 9.x 最大 128 GB のフ ァ イル サイ ズのサポー ト の追加。

8.x 8.x フ ァ イルから削除レ コード のスペース を除去する、ページ サイ ズを変更する、 または

システム データ を追加する。

v8.x よ り 前 8.x 挿入 （Insert） 、 更新 （Update） 、 削除 （Delete） パフ ォーマン スの向上 （Turbo Write
Accelerator によ って も実現）。

7.x 7.x 変換前のフ ァ イルには、 システム キーがない。

v7.x よ り 前 7.x バージ ョ ン 7.x の機能の利用および全般的なパフ ォーマン スの向上。

v6.0 よ り 前 6.x バージ ョ ン 6.x の機能の利用および全般的なパフ ォーマン スの向上。 バージ ョ ン 6..x
のエンジンを実行し ている場合にのみ、 このオプシ ョ ンを使用し ます。
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通常、 変換が終了する と テンポ ラ リ  フ ァ イルは自動的に削除されます。 ただし、 停電などの重大な障害が発生し

た場合は、 テンポ ラ リ  フ ァ イルが削除されないこ と があ り ます。 このよ う な場合は、 次の表に示すタ イプのテン

ポ ラ リ  フ ァ イルを手動で削除する必要があ り ます。 

Rebuild 処理の最適化

Rebuild はデータベース  エンジンに Btrieve 呼び出し を行います。 そのため、 データベース  エンジンの構成設定と

処理 メ モ リ の容量が リ ビル ド処理のパフ ォーマン スに影響を与えます。 これは特に、 サイ ズの大き なデータ  フ ァ

イルを リ ビル ドする際の所要時間に関し ては顕著です。

一般的に、 イ ンデッ ク ス を構築するのはデータ  ページを構築する よ り はるかに時間がかか り ます。 イ ンデッ ク ス

を多数持つデータ  フ ァ イルがあ る場合、 同じ フ ァ イルでイ ンデッ ク スが少ないものに比べ、 フ ァ イルを構築する

のによ り 多 く の時間を要し ます。

リ ビル ド の処理時間には以下の項目が影響し ます。

 「CPU 速度およびデ ィ ス ク速度」

 「 メ モ リ 量」

 「ソー ト  バッ フ ァー サイ ズ」

 「MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量」

 「キ ャ ッ シュ割当サイ ズ」

 「イ ンデッ ク ス  ページ サイ ズ」

 「イ ンデッ ク ス数」

CPU 速度およびデ ィ スク速度

CPU （中央処理装置） の速度および物理ス ト レージ デ ィ ス クへのア ク セス速度が、 リ ビル ド の処理時間に影響し

ます。 一般的に、 これらの両方の速度が速いほど リ ビル ド処理も速 く 行われます。 デ ィ ス ク速度は、 メ モ リ に全

体が入 り き ら ない大き なフ ァ イルの リ ビル ド ではよ り 重要にな り ます。 

ヒ ン ト   ギガバイ ト 範囲のサイ ズが大きいフ ァ イルでは変換に数時間かかる場合があ り ます。 複数のデータ

ベース  エンジンが使用で き る場合、 リ ビル ド 処理をい く つかのマシンの CPU 間で分担し たい と 考え る で

し ょ う 。 た と えば、 すべてのフ ァ イルの中からい く つかずつを、 データベース  エンジンがイ ン ス ト ールされ

ている各マシンにコ ピーし、 リ ビル ド処理が終わった ら フ ァ イルを コ ピーし て元の場所に戻し ます。 

メ モ リ量

Rebuild では、 デフ ォル ト の方法 と も う  1 つの方法の 2 つの方法を用いてフ ァ イルを リ ビル ド する こ と ができ ま

す。 「-m<0 | 2>」 パラ メ ーターを参照し て く だ さ い。 選択する方法は、 使用でき る メ モ リ の量によ って決ま り ま

す。 デフ ォル ト の方法 （-m2） では、 利用可能な メ モ リ があれば、 Rebuild は以下の手順を行います。

1 元のフ ァ イルに定義されているの と同じ レ コード構造と イ ンデッ ク ス を持つ空のデータ  フ ァ イルを新規作

成し ます。

2 新しいフ ァ イルからすべてのイ ンデッ ク ス を削除し ます。

3 新しいフ ァ イルにイ ンデッ ク スな しですべてのデータ を コ ピーし ます。

プ ラ ッ ト フ ォーム テンポラ リ  フ ァ イル名

Linux、 macOS、 Raspbian _rbldxxxxxx、 こ こ で、 xxxxxx はラ ンダムな 6 個の文字です。

注意 ： Rebuild 実行モジュールであ る  rbldcli を削除し ないよ う にし て く ださい。

Windows _rbldx、 x は 数字です。
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4 以下の処理でイ ンデッ ク ス を追加し ます。

a. 元のフ ァ イルの特定のキーについて、 Extended Step オペレーシ ョ ンを使用し て メ モ リ  バッ フ ァーにで

き るだけ多 く のキー値を読み込みます。

b. メ モ リ  バッ フ ァーの値を ソー ト し、 ソー ト された値をテンポ ラ リ  フ ァ イルに書き出し ます。

c. 手順 a および b を繰 り 返し、 各レ コード のキー値を処理し ます。

これで、 テンポ ラ リ  フ ァ イルにはい く つかのキー値が設定されま し た。 それぞれのキー値は個別にソー ト さ

れています。 

5 データのセ ッ ト を イ ンデッ ク ス  ページにマージ し、 各ページの容量いっぱいまで書き込みます。 各イ ンデッ

ク ス  ページはデータ  フ ァ イルの最後に追加され、 フ ァ イル長は拡大されます。 

6 残 り の各キーについて、 手順 4 および 5 を繰 り 返し ます。

こ の処理中にテンポ ラ リ  フ ァ イルのオープンや書き込みに失敗などのエ ラーが発生し た場合、 Rebuild はも う  1
つの方法を用いてフ ァ イルのビル ド を最初からや り 直し ます。

デフ ォル ト の方法には存在する メ モ リ が足 り ない場合やデフ ォル ト の方法で処理中にエ ラーが発生し た場合、

Rebuild はも う  1 つの方法 （-m0） を使用し ます。 

1 元のフ ァ イルに定義されているの と同じ レ コード構造と イ ンデッ ク ス を持つ空のデータ  フ ァ イルを新規作

成し ます。

2 新しいフ ァ イルからすべてのイ ンデッ ク ス を削除し ます。

3 新しいフ ァ イルにイ ンデッ ク スな しですべてのデータ を コ ピーし ます。

4 以下の順序でイ ンデッ ク ス を追加し ます。

a. 元のフ ァ イルの特定のキーについて、 Step Next オペレーシ ョ ンを使用し て、 1 度に 1 レ コード を読みま

す。

b. レ コード から キー値を抽出し、 イ ンデッ ク スの適切な場所に挿入し ます。 この処理では、 キー ページ

がいっぱいになる と必然的にページの分割が行われます。

c. 手順 a および b を繰 り 返し、 各レ コード のキー値を処理し ます。

5 残 り の各キーについて、 手順 4 を繰 り 返し ます。

も う  1 つの方法は、 デフ ォル ト の方法に比べて一般的にはるかに時間がかか り ます。 多数のイ ンデッ ク ス を持つ

サイ ズの大き なフ ァ イルがあ る場合、 2 つの方法の差は何時間から何日にまで及ぶこ と があ り ます。 Rebuild が必

ずデフ ォル ト の方法を使用する よ う にする唯一の方法は、 十分な使用可能 メ モ リ を確保する こ と です。 設定プロ

パテ ィ のい く つかは、 利用可能な メ モ リ 量に影響を与えます。

必要な メ モ リ量を見積も る式

以下の式は、速い方法でフ ァ イル イ ンデッ ク ス を リ ビル ドするのに必要な連続し た空き メ モ リ の最適かつ最小の

量を見積も り ます。 最適な メ モ リ 量は、 RAM 上のすべてのマージ ブロ ッ ク を格納するのに十分な量です。 最小

の メ モ リ 量は、 RAM 上の 1 つのマージ ブロ ッ ク を格納でき る量です。

キー長 = フ ァ イル上で最大のキーのすべてのセグ メ ン ト の合計サイ ズ
キー オーバーヘッ ド = 8 （キー タ イプが リ ン ク重複でない場合）、 12 （キー タ イプが リ ン ク重複の場合）。
レ コード数 = フ ァ イル内のレ コード数

最適な メ モ リ  バイ ト  = ((( キー長 + キー オーバーヘッ ド ) * レ コード数 ) + 65536) / 0.6

最小 メ モ リ  バイ ト  = 最適 メ モ リ  バイ ト  / 30

た と えば、 フ ァ イルに 8,000,000 レ コード が含まれていて、 最も長いキーが 20 バイ ト （ リ ン ク重複キーではない）

であ る場合、 理想的な メ モ リ の量は 373.5 MB、 つま り  ((( 20 + 8 ) * 8,000,000 ) + 65536 ) / 0.6 = 373,442,560 バイ ト

と な り ます。 

最適な連続空き メ モ リ の量は 373.5 MB です。 少な く と も これだけの空き メ モ リ があれば、 Rebuild 処理はすべて

RAM 上で行われます。 60 % と い う 割 り 当て制限のため、 メ モ リ の最適な量と い う のは、 実際は リ ビル ド処理開
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始時に必要 と される空き領域の量で、 リ ビル ド処理が実際に使用する量ではあ り ません。 この最適量に 0.6 をか

ける と、 Rebuild が実際に使用する最大量が決定されます。

メ モ リ の最低量は最適量の 1/30、 12,448,086 バイ ト 、 または 12.45 MB です。

除数に 30 を使用するのはデータベース  エンジンが一度に追跡するマージ ブロ ッ クは 30 以下であ るためですが、

常に 1 つのマージ ブロ ッ ク が メ モ リ 上にあ る必要があ り ます。 除数に 0.6 を使用するのは、 エンジンが リ ビル ド

処理に 60% よ り 多 く の物理 メ モ リ を割 り 当てる こ と はないためです。

使用可能 メ モ リ が最小の量よ り 少ない場合、 Rebuild はデータ  フ ァ イルの リ ビル ド にも う  1 つの方法を使用し ま

す。

最後に、 割 り 当て られた メ モ リ ブロ ッ クは 2 つの条件を満たす必要があ り ます。 必要なブロ ッ ク と割 り 当て られ

たブロ ッ ク  サイ ズは次のよ う にな り ます。

必要なブロ ッ ク数は 30 以下です。

必要なブロ ッ ク数 = Round Up ( 最適な メ モ リ  バイ ト  / 割 り 当て られたブロ ッ ク )

割 り 当て られたブロ ッ ク  サイ ズは以下の値以上であ る必要があ り ます。

((2 * 最大キー数 + 1) * ( キー長 + キー オーバーヘッ ド )) * 必要なブロ ッ ク数

ページ サイ ズ 512 バイ ト 、 12.45 MB のブロ ッ ク割 り 当てに成功し た と仮定する と、 必要なブロ ッ ク数は次のよ

う にな り ます。

必要なブロ ッ ク数 = 373,500,000 / 12,450,000 = 30

最初の条件に合っています。 

割 り 当て られたブロ ッ ク  サイ ズの値は次のよ う にな り ます。

最大キー数 = (512-12) / 28 = 18
(((2 * 18) + 1) * (20 + 8)) * 9 = 9324

割 り 当て られたブロ ッ ク （12,500,000 バイ ト ） は 9324 バイ ト よ り 大きいですか ? そ う であれば 2 番目の条件に

合っています。 イ ンデッ ク ス  キーはテンポ ラ リ  フ ァ イルに 12.45 MB ずつの塊と し て書き込まれ、 メ モ リ に格納

され、 次にイ ンデッ ク スに書き込まれます。

ソー ト  バッ フ ァー サイズ

こ の設定は、 ラ ン タ イ ムでイ ンデッ ク ス を作成中に MicroKernel が ソー ト のために動的に割 り 当て る、 または割

り 当てを解除する メ モ リ の最大容量を指定し ます。

設定がゼロ （デフ ォル ト ） の場合、 Rebuild は最適な メ モ リ  バイ ト 値を計算し、 その値に基づいて メ モ リ を割 り

当てます。 メ モ リ 割 り 当てに成功し た ら、 割 り 当て られたブロ ッ ク のサイ ズは少な く と も最小 メ モ リ  バイ ト で定

義された値にな り ます。 「必要な メ モ リ 量を見積も る式」 を参照し て く ださい。

設定がゼロ以外の値で、 値が計算された最小 メ モ リ  バイ ト よ り 小さい場合、 Rebuild はその値を使用し て メ モ リ

を割 り 当てます。

最後に、 Rebuild は割 り 当てるべき メ モ リ 量と実際に利用可能な量の 60% と を比較し ます。 そし て、 その 2 つの

う ち小さい方を割 り 当て よ う と し ます。 メ モ リ 割 り 当てに失敗し た場合、Rebuild は最後に割 り 当て よ う と し た メ

モ リ 量の 80% の割 り 当てを試みる こ と を続けます。 メ モ リ 割 り 当てに完全に失敗し た場合 （これは最小 メ モ リ  バ
イ ト よ り メ モ リ 量が少ないこ と を意味し ます）、 Rebuild はフ ァ イルの リ ビル ド にも う  1 つの方法を使用し ます。

MicroKernel の最大メ モ リ使用量

この設定は、総物理 メ モ リ に対し て MicroKernel が消費でき る メ モ リ の割合を指定し ます。MicroKernel によ る  L1、

L2、およびその他すべての メ モ リ の使用量が含まれます。リ レーシ ョ ナル エンジンによ る使用量は含まれません。

リ ビル ドするサイ ズの大き なフ ァ イルがあ る場合、 ［MicroKernel の最大 メ モ リ 使用量］ のパーセンテージを一時

的にデフ ォル ト よ り 小さい値に設定し ます。 リ ビル ド処理が終わった ら、 再度適切なパーセンテージに設定し直

し ます。
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キャ ッ シュ割当サイズ

この設定は、 MicroKernel によ って割 り 当て られる レベル 1 キ ャ ッ シュのサイ ズを指定し ます。 MicroKernel では、

すべてのデータ  フ ァ イルへのア ク セスにこのキ ャ ッ シュが使用されます。

この設定は、データベース  エンジンがデータ  フ ァ イルにア ク セスするのにどれだけの メ モ リ が使用でき るかを決

定し ます。 イ ンデッ ク ス を構築する際に使用する ものではあ り ません。

キ ャ ッ シュ割 り 当てサイ ズを大き な値に増やし て も、 イ ンデッ ク スの構築は速 く な り ません。 実際、 重要な メ モ

リ を占める こ と によ り  Rebuild に と っては利用不可能 と な り 、 処理を遅 く する可能性があ り ます。 大き なフ ァ イ

ルを リ ビル ドする場合には、 キ ャ ッ シュ値を低い値に抑えます。 た と えば、 現在の値の 20% で、 ただし  5 MB を
下回ら ないよ う にし ます。 こ う する と、 でき るだけ多 く の メ モ リ を イ ンデッ ク スの リ ビル ド に残すこ と ができ ま

す。

イ ンデッ クス ページ サイズ

フ ァ イルのページ サイ ズ も、 イ ンデッ ク ス構築の速度に影響し ます。 Rebuild がも う  1 つの方法を使用し た場合、

小さいキー ページを使用する と イ ンデッ ク スの構築に必要な時間は劇的に増加し ます。 Rebuild がデフ ォル ト の

方法を使用し た場合には、 キー ページ サイ ズはイ ンデッ ク スの構築にはあま り 影響を与えません。 

Rebuild は、 ページ サイ ズをアプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマン ス またはデ ィ ス ク  ス ト レージに対し て最適化し ま

す。 

データ  ア ク セスの速度の観点から、パフ ォーマン ス向けにページ サイ ズを最適化するために、Rebuild は 4096 バ
イ ト のデフ ォル ト ページ サイ ズを使用し ます。 これによ り 、 物理ス ト レージのページサイ ズが大き く な り 、 リ ビ

ル ド の時間は遅 く な り ます。

デ ィ ス ク  ス ト レージに対するページ サイ ズの最適化に関する解説は、 『Zen Programmer's Guide』 の 「ページ サイ

ズの選択」 を参照し て く ださい。

アプ リ ケーシ ョ ンで、 8,000,000 レ コード、 20 バイ ト のキーおよび 512 バイ ト のページ サイ ズを使用する と仮定

し ます。 MicroKernel は各イ ンデッ ク ス  ページに 8 個か ら  18 個の間のキー値を書き込みます。 こ う する と、 各

ページで必要と なる物理ス ト レージ量が減 り ます。 ただし、 8,000,000 レ コード にイ ンデッ ク ス を付ける と、 およ

そ 7 階層の深さの B ツ リ ーが作成され、 ほ と んどのキー ページが 7 番目のレベルに属し ます。パフ ォーマン スは

低下し ます。

ページ サイ ズ 4096 バイ ト を使用する と、データベース  エンジンは各イ ンデッ ク ス  ページに 72 から  145 個のキー

値を書き込みます。 B ツ リ ーはおよ そ 4 レベルの深さ で済み、 Rebuild が新しいキー値を挿入する と きに調べる

ページ数が少な く な り ます。 パフ ォーマン スは向上し ますが、 物理ス ト レージを よ り 必要と し ます。

イ ンデッ クス数

イ ンデッ ク ス数も イ ンデッ ク ス構築の速度に影響し ます。 一般的に、 イ ンデッ ク ス数が多いほどビル ド処理には

時間がかか り ます。イ ンデッ ク スの構築に必要な時間は、B ツ リ ーの深さの増加によ り 幾何級数的に増加し ます。 

ログ フ ァ イル

リ ビル ド 処理か ら の情報はテキ ス ト  ロ グ フ ァ イルに追加さ れます。 ロ グ フ ァ イルはデフ ォル ト で現在の作業

デ ィ レ ク ト リ に保存されます。

CLI Rebuild を Windows、 Linux、 macOS、 および Raspbian で実行し た場合、 デフ ォル ト のフ ァ イル名は rbldcli.log
です。 デフ ォル ト を使用せず、 ロ グ フ ァ イルの場所と名前を指定する こ と もでき ます。 「-lfile」 パラ メ ーターを参

照し て く ださい。

ロ グはテキス ト  エデ ィ ターで読み込むこ と もでき ます。 記録される情報は、 以下の とお り です。

 リ ビル ド処理の開始時刻

 コマン ド  ラ イ ンで指定されたパラ メ ーター

 ステータ ス  コードおよびエラー説明 （エラーが発生し た場合）

 処理中のフ ァ イル
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 処理に関する情報 （ページ サイ ズの変更など）

 処理済みレ コード総数

 再構築された イ ンデッ ク ス総数 （-m2 処理方法が使用された場合）

 リ ビル ド処理の終了時刻

 処理のステータ ス （た と えば、 フ ァ イルの リ ビル ド が成功し たかど う かなど）
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Rebuild ツールの GUI のリ フ ァ レンス

この ト ピ ッ ク では、 Rebuild ツールのグ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ スのオブジェ ク ト について説明し ま

す。

フ ァ イル オプシ ョ ンの画面

この画面を使用する と、 リ ビル ド の リ ス ト にフ ァ イルを追加する こ と ができ ます。 

 

Rebuild オプシ ョ ンの画面

この画面を使用する と、 フ ァ イルの リ ビル ド に関するオプシ ョ ンを選択する こ と ができ ます。 画像上のそれぞれ

の領域を ク リ ッ クする と その詳細が表示されます。

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

選択フ ァ イル リ ビル ド する ために リ ス ト されたデータ  フ ァ イルおよび辞書

フ ァ イル。 ［追加］ ボタ ンを使用し て選択し た ものです。 
「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

［追加］ ボタ ン リ ビル ド する フ ァ イルの リ ス ト にデータ  フ ァ イルまたは辞書

フ ァ イルを追加し ます。 
「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

［削除］ ボタ ン 選択し たデータ  フ ァ イルまたは辞書フ ァ イルを リ ス ト から削

除し ます。 
「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

［ク リ ア］ ボタ ン 選択されたデータ  フ ァ イルおよび辞書フ ァ イルの リ ス ト 全体

を ク リ ア し ます。 
「フ ァ イルを リ ビル ドするには」
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図 37  Rebuild ツールのフ ァ イル オプシ ョ ン

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報

システム データ Rebuild でシステム データ と キーを保持、追加、 または削除する

かど う かを指定し ます。 

ユーザー定義のユニーク なデータ  キーが存在し ない場合、 シス

テム データ は ト ラ ンザ ク シ ョ ン一貫性保守 と ト ラ ンザ ク シ ョ

ン ロ グに使用されます。 さ らに、 システム データ  v2 はレ コー

ド の更新の追跡にも使用でき ます。

「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

ページ圧縮 フ ァ イルにページ圧縮を使用するかど う かを指定し ます。 選択

肢は、 " 既存を保持 "、 " 圧縮 On"、 および " 圧縮 Off" です。 " 既

存を保持 " を選択する と、 フ ァ イルにページ圧縮が設定されて

いる場合は、 それを維持し ます。

ページ圧縮には 9.5 以上のフ ァ

イ ル形式で あ る こ と が必要で

す。

「レ コードおよびページ圧縮」

レ コード圧縮 フ ァ イルにレ コー ド 圧縮を使用するかど う かを指定し ます。 選

択肢は、 " 既存を保持 "、 " 圧縮 On"、 および " 圧縮 Off" です。 "
既存を保持 " を選択する と、 フ ァ イルにレ コード圧縮が設定さ

れている場合は、 それを維持し ます。

「レ コードおよびページ圧縮」 .

エラー時続行 リ ビル ド処理中にエラーが発生し た場合に、Rebuild の処理を続

行する かど う かを決定し ます。 こ のオプシ ョ ン を選択する と、

エ ラーが発生し た場合で も、 ツールは次のフ ァ イルの処理を続

行し ます。 ツールに よ り 、 MicroKernel データ  フ ァ イル以外の

フ ァ イルであ る こ と やその他のエ ラーが発生し た こ と が通知さ

れますが、 データ  フ ァ イルの リ ビル ド は続行されます。 このオ

プシ ョ ンを選択し ない場合、 エ ラーが検出された と きには リ ビ

ル ド処理が停止し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ ビル ド  フ ァ イルにワ イル ド カード文字を

指定し た場合に効果的です。

「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

終了時に設定を保存 このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの現在の設定を保存し て、 次回の リ ビ

ル ド のセ ッ シ ョ ンでも この設定を使用でき る よ う にし ます。

「フ ァ イルを リ ビル ドするには」
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キー番号 フ ァ イルの リ ビル ド 処理を行 う 際にツールが読み込むキーを指

定し ます。 こ のオプシ ョ ンで ［NONE］ を選択し た場合、 フ ァ

イルの複製、 イ ンデッ ク スの削除、 新しいフ ァ イルへのレ コー

ド の コ ピーが行われた後、 イ ンデ ッ ク スが リ ビル ド さ れます。

この方法は、キー番号を指定する よ り も短時間で リ ビル ド でき、

フ ァ イルのサイ ズ も小さ く な る ため、 でき る限 り こ の方法を使

用する よ う にし て く ださい。

こ の方法では、 元のフ ァ イル と は異な る物理順序のレ コー ド を

含む新規フ ァ イルが作成される こ と があ り ます。

キー番号を指定し た場合には、 イ ンデッ ク スの削除 と 置き換え

は行われず、 フ ァ イルの複製 と コ ピーが行われます。 こ の方法

は、［NONE］ を指定する よ り も リ ビル ド に時間がかか り ますが、

イ ンデッ ク ス を リ ビル ド し た く ない場合には、 こ の方法を使用

し ます。

• 「フ ァ イ ルを リ ビル ド する に

は」

• 『Zen Programmer's Guide』 の

「キー属性」 

フ ァ イ ル フ ォ ー

マ ッ ト

以前の Rebuild ツールは、エンジンのフ ァ イル互換性プロパテ ィ

にあ る ［作成フ ァ イ ルのバージ ョ ン］ 設定に基づ く フ ァ イ ル

バージ ョ ンを使用し ていま し た。 

最新の Rebuild ツールを使用する と、その設定と は無関係にフ ァ

イル バージ ョ ンを指定する こ と ができ ます。

「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

ページ サイ ズ 新 し い フ ァ イ ルのページ サ イ ズ をバ イ ト 単位で指定 し ます。

"EXISTING"、 " 最適化 （デ ィ ス ク  スペース） "、 " 最適化 （デー

タ  ア ク セス） " のいずれかを選択するか、 サイ ズをバイ ト 単位

で指定し ます。 "EXISTING" を選択し た場合は現在のページ サ
イ ズが使用されます。 何らかの理由で元のサイ ズが使用でき な

い場合は、ツールによ り 、ほかのページ サイ ズに変更されます。

た と えば、ページ サイ ズが 1024 で、24 個のキーを持つ v5.x フ ァ

イルがあ る と し ます。 Btrieve v6.0 以降のバージ ョ ンでは、 ペー

ジ サイ ズが 1024 の場合、 23 個までのキーのみをサポー ト する

ため、 フ ァ イルには、 ツールによ って新しいページ サイ ズが自

動的に割 り 当て られ、 ロ グ フ ァ イルに通知 メ ッ セージが記述さ

れます。

• 「フ ァ イ ルを リ ビル ド する に

は」

• データ  ア ク セスの最適化につ

いては、 「Rebuild 処理の最適

化」 を参照し て く ださい。

• デ ィ ス ク  スペースの最適化に

つい て は、 『Zen Programmer's
Guide』 の 「ページ サイ ズの選

択」 を参照し て く ださい。

出力パス リ ビル ド されたフ ァ イルの保存先と な る別の場所を指定し ます

（デフ ォル ト の場所は現在のデ ィ レ ク ト リ です） 。 必ず既存の

デ ィ レ ク ト リ を指定し て く ださい。 

こ のオプシ ョ ンを使用すれば、 サイ ズの大きいフ ァ イルを別の

サーバーで リ ビル ドする こ と ができ ます。MicroKernel と その通

信コ ンポーネン ト が、 リ ビル ド されたフ ァ イルを格納するサー

バーでロー ド されている必要があ り ます。 パスには、 ワ イル ド

カード文字を使用し ないで く だ さい。

出力デ ィ レ ク ト リ の場所が元のフ ァ イルの場所 と 異な る場合、

元のフ ァ イルは リ ビル ド 中に削除されません。 出力デ ィ レ ク ト

リ が元のフ ァ イル と 同じデ ィ レ ク ト リ であ る場合には、 リ ビル

ド の完了時に元のフ ァ イルは削除されます。

DefaultDB w/ DB security: ［名前付きデータベースの管理］ で指

定し たデータベースのフ ァ イルの場所以外では リ ビル ド でき ま

せん。

「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

ロ グ フ ァ イル リ ビル ド  ロ グ フ ァ イルの場所を指定し ます （デフ ォル ト の場所

は現在の作業デ ィ レ ク ト リ です）。 パスには、 ワ イル ド カード文

字を使用し ないで く だ さい。

• 「フ ァ イ ルを リ ビル ド する に

は」

• 「ロ グ フ ァ イル」

GUI のオブジ ェ ク ト 説明 関連情報
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Rebuild ツールの使用

以下の ト ピ ッ ク では、 Rebuild ツールの GUI バージ ョ ン と コマン ド  ラ イ ン バージ ョ ンについて説明し ます。

 「GUI バージ ョ ン Rebuild 操作」

 「CLI バージ ョ ン Rebuild 操作」

GUI バージ ョ ン Rebuild 操作

 「GUI Rebuild ウ ィ ザード を開始するには」

 「フ ァ イルを リ ビル ドするには」

 GUI Rebuild ウ ィ ザー ド を開始するには

Zen Control Center の メ ニューから ［ツール］ > ［Rebuild］ を選択するか、 オペレーテ ィ ング システムの ［ス ター

ト ］ メ ニューまたはアプ リ画面から  Rebuild にア ク セス し ます。

 フ ァ イルを リ ビルド するには

1 Rebuild の開始画面で ［次へ］ を ク リ ッ クする と、 フ ァ イルの選択画面が表示されます。

2 ［追加］ を ク リ ッ ク し て リ ビル ドするデータ  フ ァ イルまたは辞書フ ァ イルを選択し ます。 複数のフ ァ イルを

一度に選択する こ と もでき ます。 

図 38  フ ァ イルの選択用ダイアログ ボ ッ クス

元のフ ァ イル と同じデ ィ レ ク ト リ でフ ァ イルを リ ビル ドする場合、 元のフ ァ イルは リ ビル ド完了後に削除さ

れます。 新しいフ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト に置 く 場合は、 元のフ ァ イルは削除されません。 

3 目的のフ ァ イルを追加し た ら、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 リ ビル ド  オプシ ョ ンを指定し ます。 「Rebuild オプシ ョ ンの画面」 を参照し て く ださい。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て リ ビル ド処理を開始し ます。

Rebuild は処理に関する情報を レポー ト し ます。 リ ビル ド処理が完了する と、 成功か失敗かが表示され ［ログ

フ ァ イルを表示する］ ボタ ンが有効にな り ます。

6 結果を表示するには、 ［ログ フ ァ イルを表示する］ を ク リ ッ ク し ます。 ロ グ フ ァ イルの内容は、 オペレー

テ ィ ング システムのデフ ォル ト のテキス ト  エデ ィ ターで表示されます。 

Rebuild では、 変換を試みたすべてのフ ァ イルについて ロ グ フ ァ イルに書き込みます。 ［エラー時続行］ の設

定を無効にし た場合、 ロ グ フ ァ イルには、 エラーが発生し た時点までの情報が記録されます。 リ ビル ド が失

敗し た場合、 ロ グ フ ァ イルにはそのエラーの原因を説明する メ ッ セージが記録されます。

7 フ ァ イルの リ ビル ド が完了し て ロ グ フ ァ イルを見終わった ら、 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

CLI バージ ョ ン Rebuild 操作

Rebuild コマン ド  ラ イ ン ツールの名前は、 Windows の場合は rbldcli.exe、 Linux、 macOS および Raspbian の場合

は rbldcli です。 以下の ト ピ ッ ク では、 コマン ド  ラ イ ン構文と典型的な Rebuild 操作について説明し ます。
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 「コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーター」

 「Rebuild を Linux、 macOS および Raspbian で実行するには」

 「Rebuild を Windows で実行するには」

 「 リ ビル ド中のフ ァ イルの進行状況を見るには」

コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーター

パラ メ ーター （parameter） には、 このツールで使用する設定を指定し ます。 パラ メ ーターはどのよ う な順序でも

使用で き ます。 各パラ メ ーターの前にはハイ フ ン （-） を付け ます。 ハイ フ ンの後、 ま たは、 1 文字のパラ メ ー

ターおよびパラ メ ーター値の後にスペース を入れないで く ださい。

メ モ  Linux、 macOS および Raspbian では、 パラ メ ーターで大文字小文字が区別されます。

parameter は以下のよ う に定義されています。

-c エ ラ ーが発生 し て も、 次のデー タ  フ ァ イ ル ま たは辞書フ ァ イ ルの リ ビル ド を続行す る よ う に、

Rebuild に指示し ます。 ツールに よ り 、 MicroKernel データ  フ ァ イル以外のフ ァ イルであ る こ と や

MicroKernel フ ァ イルでエ ラーが発生し た こ と が通知されますが、 データ  フ ァ イルの リ ビル ド は続

行されます。 エラーはロ グ フ ァ イルに書き出されます。 「ロ グ フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

ヒ ン ト ： このパラ メ ーターは、 混合する フ ァ イルのセ ッ ト に対し てワ イル ド カード文字 （*.*） を指

定し た場合に特に便利です。混合フ ァ イルのセ ッ ト と は、MicroKernel フ ァ イル と非 MicroKernel フ ァ

イルの組み合わせです。Rebuild は非 MicroKernel フ ァ イルを処理するたび （または MicroKernel フ ァ

イルのエラー時） にエラーを報告し ますが、 処理を続行し ます。

-d -d を指定する と、 バージ ョ ン 6.0 よ り 前の補足イ ンデッ ク ス （重複が可能） を 6.x、 7.x または 8.x の
リ ン ク重複キーのあ る イ ンデッ ク スに変換し ます。 

このパラ メ ータ を指定し ない と、 Rebuild はイ ンデッ ク ス を繰 り 返し重複キーと し て保持し ます。 

MicroKernel エンジンを介し てのみデータ  フ ァ イルにア ク セス し、 かつフ ァ イルに比較的多数の重

複キーがあ る場合には、 -d オプシ ョ ンを使用し て Get Next オペレーシ ョ ンや Get Previous オペレー

シ ョ ンのパフ ォーマン ス を向上させる こ と ができ ます。

-m<0 | 2> "m" パラ メ ータは処理方法を示し ます。 Rebuild はこのパラ メ ータが指定されているかど う かによ っ

て処理方法を選択し ます。このパラ メ ーターを指定し ない場合、Rebuild は以下のよ う に処理し ます。

• 十分な メ モ リ が使用可能であ る場合は、 -m2 をデフ ォル ト の処理方法と し ます。

• メ モ リ が不十分であ る場合はも う  1 つの方法の -m0 を使用し ます。

選択し た方法によ って影響を受ける メ モ リ の量については、 「 メ モ リ 量」 を参照し て く ださい。

0 イ ンデッ ク スの削除や置き換えを行 う こ と な く データ  フ ァ イルま たは辞書フ ァ イルの複製を作成

し てコ ピーし ます。 この方法は -m2 の方法に比べて時間がかか り ます。 イ ンデッ ク ス を リ ビル ド し

ない場合には、 この方法が使用でき ます。

-m0 を使用する と、 各キー ページの使用率が 55% から  65% のフ ァ イルが作成されます。 このフ ァ

イルは書き込み用によ り 最適化されていて、 読み取 り には最適化されていません。 状況によ り ます

が、 リ ビル ド にかける時間の余裕があ る場合は、 書き込み用に最適化される リ ビル ド を行 う のが望

ま しいでし ょ う 。

「Rebuild 処理の最適化」 も参照し て く ださい。 

2 データ  フ ァ イルまたは辞書フ ァ イルの複製を作成し、 イ ンデッ ク ス を削除し て新しいフ ァ イルにレ

コード を コ ピーし た後、 イ ンデッ ク ス を リ ビル ド し ます。 こ の方法は、 -m0 の方法よ り も短時間で

リ ビル ド でき、 フ ァ イルのサイ ズ も小さ く な り ます。

-m2 の方法では、 元のフ ァ イル と は異な る物理順序のレ コード を含むフ ァ イルが作成される こ と が

あ り ます。

-m2 の方法を使用し て作成される フ ァ イルのキー ページは 100% 使用済みです。 こ う する と、 フ ァ

イルを読み取 り 用に最適化する こ と ができ ます。
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-p<D | P | bytes> • ページ サイ ズをデ ィ ス ク  ス ト レージまたは処理に最適化し ます。 または リ ビル ドする フ ァ イルに

特定のページサイ ズを指定し ます。 

• こ のパラ メ ーターを指定し ない と、 Rebuild は元のフ ァ イルのページ サイ ズを使用し ます。 元の

フ ァ イルのページ サイ ズでは現在のデータベース  エンジンで動作し ない場合、 Rebuild はページ

サ イ ズを変更し、 変更し た こ と を示す情報 メ ッ セージを表示し ます。 た と えば、 5.x などの古い

フ ァ イル形式ではページ サイ ズが 1024 でキーを 24 個持つフ ァ イルをサポー ト し ていま し た。 8.x
のフ ァ イ ル形式では、 ページ サ イ ズ 1024 で 23 個のキーし かサポー ト し ません。 し たがっ て、

Rebuild は 8.x フ ァ イルを作成する場合、 異なるページ サイ ズを選択し ます。 

• データベース  エンジンでは、 指定されたページ サイ ズを無視し てそのサイ ズを自動的に更新する

こ と があ り ます。 た と えば、 バージ ョ ン 9.5 のフ ァ イル形式の場合、 1536 や 3072 などの奇数ペー

ジ サイ ズはサポー ト されません。データベース  エンジンでは効率を良 く するために、ページ サイ

ズを次の有効なページ サイ ズへ自動的に更新し ます。 旧バージ ョ ンのフ ァ イル形式の場合、 デー

タベース  エンジンは追加の条件に基づいてページ サイ ズを更新する こ と ができ ます。

「イ ンデッ ク ス  ページ サイ ズ」 も参照し て く ださい。

D ページ サイ ズをデ ィ ス ク  ス ト レージに最適化し ます。 

『Zen Programmer's Guide』 の 「ページ サイ ズの選択」 を参照し て く ださい。

P 処理に対し て最適化し ます （つま り 、 そのデータにア ク セスする アプ リ ケーシ ョ ンのための最適化

です）。 -pP では、 Rebuild はデフ ォル ト のページ サイ ズ 4096 バイ ト を使用し ます。 

「Rebuild 処理の最適化」 を参照し て く ださい。

bytes 新しいフ ァ イルのページ サイ ズをバイ ト 単位で指定し ます。 9.0 よ り 前のフ ァ イル バージ ョ ンの場

合、 有効な値は 512、 1024、 1536、 2048、 2560、 3072、 3584 および 4096 です。 フ ァ イル バージ ョ

ン 9.0 の場合、 上記と同じ値に 8192 が加え られます。 フ ァ イル バージ ョ ン 9.5 の場合、 有効な値は

1024、 2048、 4096、 8192 および 16384 です。 フ ァ イル バージ ョ ン 13.0 の場合、 有効な値は 4096、

8192 および 16384 です。

-bdirectoryname リ ビル ド し たフ ァ イルに別の場所を指定し ます。 別のサーバー上の場所も指定でき ます。 デフ ォル

ト の場所は、 データ  フ ァ イルのあったデ ィ レ ク ト リ です。 必ず存在する場所を指定し て く だ さ い。

Rebuild はデ ィ レ ク ト リ を作成し ません。 また、 そのデ ィ レ ク ト リ はデータベース  エンジンが起動

し ているマシン上のデ ィ レ ク ト リ でなければな り ません。

完全修飾し たパス または相対パスのいずれも使用でき ます。 directoryname にはワ イル ド カード文字

を使用し ないで く ださい。

ローカル サーバーの場合は、 MicroKernel データベース  エンジン と メ ッ セージ ルーターがロード さ

れている必要があ り ます。 リ モー ト  サーバーの場合は、 MicroKernel データベース  エンジン と通信

コ ンポーネン ト がロード されている必要があ り ます。 

このパラ メ ーターを指定し ない と、 リ ビル ド されたフ ァ イルによ って元のデータ  フ ァ イルが置き換

えられます。 元のフ ァ イルのコ ピーは保持されません。 

このパラ メ ーターを指定する と、 リ ビル ド されたフ ァ イルは指定の場所に置かれ、 元のフ ァ イルが

保持されます。 これに関する例外があ り ます。 指定し た場所に同じ名前のデータ  フ ァ イルが既に存

在す る 場合です。 元の フ ァ イ ル と 同 じ 名前の フ ァ イ ルが指定 さ れた場所に含 ま れていた場合、

Rebuild ではエラーが起こ り ます。 た と えば、 folder1 と い う デ ィ レ ク ト リ にあ る  mydata.mkd を リ ビ

ル ド し よ う とする と し ます。 リ ビル ド されたフ ァ イルを foder2 と い う デ ィ レ ク ト リ に保存し たい と

し ます。 気付かない う ちに folder2 にも  mydata.mkd が存在し ていた場合は、 Rebuild でエラーが起こ

り 、 ロ グ フ ァ イルを調べる よ う 通知されます。

メ モ ： 指定し た場所 （こ のパラ メ ーターを指定し なかった場合は元のフ ァ イルの場所） に対し て、

フ ァ イルを作成する ア ク セス権があ る こ と を確認し て く ださい。 

-knumber キー番号を指定し ます。 Rebuild はこれを使って元のフ ァ イルを読み、 リ ビル ド し たフ ァ イルを並べ

替えます。 このパラ メ ーターを指定し ない と、 Rebuild はも と のフ ァ イルを物理順に読み、 リ ビル ド

し たフ ァ イルも物理順で作成し ます。

「Rebuild 処理の最適化」 も参照し て く ださい。

-s[D | K | 2D | 2K] 元のフ ァ イルの既存のシステム データ と キーを保持する フ ァ イルを リ ビル ドするか、 それらが存在

し ない場合は追加し たフ ァ イルを リ ビル ド し ます。 このパラ メ ーターを指定し ない と、 Rebuild はシ

ステム データ またはキーを リ ビル ド し たフ ァ イルに保持し ません。
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D 新しいシステム データでフ ァ イルを リ ビル ド し ます。システム データにイ ンデッ ク スは作成されま

せん。

K 新しいシステム データでフ ァ イルを リ ビル ド し ます。システム データにはイ ンデッ ク スが作成され

ます。

2D 新しいシステム データ  v2 でフ ァ イルを リ ビル ド し ます。 システム データにイ ンデッ ク スは作成さ

れません。 13.0 形式のフ ァ イルの場合のみ。

2K 新しいシステム データ  v2 でフ ァ イルを リ ビル ド し ます。 システム データにはイ ンデッ ク スが作成

されます。 13.0 形式のフ ァ イルの場合のみ。

-lfile Rebuild のロ グ フ ァ イルにフ ァ イル名を指定し ます。 オプシ ョ ンでパスの場所を指定する こ と がで

き ます。 デフ ォル ト のフ ァ イル名は、 Windows、 Linux、 macOS、 および Raspbian では rbldcli.log で
す。 デフ ォル ト の場所は現在の作業デ ィ レ ク ト リ です。 

以下の条件が適用されます。

• パスの場所は既に存在し ている必要があ り ます。 Rebuild はパスの場所を作成し ません。

• フ ァ イル名を指定し ないでパスの場所を指定し た場合、 Rebuild はこのパラ メ ーターを無視し てデ

フ ォル ト のフ ァ イル名と場所を使用し ます。 

• パスの場所を指定し ないでフ ァ イル名を指定し た場合、Rebuild はデフ ォル ト の場所を使用し ます。 

• 指定し た場所に対する読み取 り および書き込みのア ク セス権を持っている必要があ り ます。フ ァ イ

ルのア ク セス権のためにロ グ フ ァ イルを作成でき なかった場合、Rebuild はデフ ォル ト の場所を使

用し ます。

「ロ グ フ ァ イル」 も参照し て く ださい。 

-pagecompresson 「file」 のページ圧縮をオンにする と、 以下の条件が設定されます。

• データベース  エンジンのバージ ョ ンは 9.5 以上

• 作成フ ァ イルのバージ ョ ン設定は 0950 （9.5） 以上 

-pagecompressoff 「file」 のページ圧縮をオフにし ます。 このパラ メ ーターは、 「file」 にページ圧縮が指定されていない

場合は無効です。 

-recordcompresson 「file」 のページ圧縮をオンにし ます。 

-recordcompressoff 「file」 のレ コード圧縮をオフにし ます。 このパラ メ ーターは、 「file」 にレ コード圧縮が指定されてい

ない場合は無効です。
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File および @command_file は次のよ う に定義されます。

 Rebuild を Linux、 macOS および Raspbian で実行するには

1 ロ グ イ ンする アカ ウ ン ト が Zen ユーテ ィ リ テ ィ を実行する権限を持っている こ と を確認し て く ださい。

-f<6 | 7 | 8 | 9 | 95 | 13> リ ビル ド 後のデータ  フ ァ イルまたは辞書フ ァ イルのフ ァ イル形式を指定し ます。 フ ァ イル形式は、

バージ ョ ン 6.x、 7.x、 8.x および 9.x が使用でき ます。 次の例ではフ ァ イルを 9.0 形式で リ ビル ド し

ます。

rbldcli -f9 file_path\class.mkd

次の例ではフ ァ イルを 9.5 形式で リ ビル ド し ます。

rbldcli -f95 file_path\class.mkd

指定し ない場合、 Rebuild は MicroKernel の ［作成フ ァ イルのバージ ョ ン］ 設定オプシ ョ ンに指定さ

れている値を使用し ます。

メ モ 1 ： 現在のデータベース  エンジンでサポー ト されているバージ ョ ン よ り 新しいフ ァ イル形式を

指定し た場合、 Rebuild はそのエンジンでサポー ト さ れてい る最新のフ ァ イル形式を使用し ます。

Rebuild はこれに関し てはエラーも メ ッ セージ も報告し ません。

メ モ 2 ： Rebuild はイ ンデッ ク スのデータ型を変換し ません。 フ ァ イルを古いデータベース  エンジン

で使用する ために古いフ ァ イル形式に リ ビル ドする場合、 エンジンが使用されているデータ型をサ

ポー ト し ているかど う かを確認し て く ださい。 必要に応じ、 アプ リ ケーシ ョ ン と そのデータベース

エンジンによ って、 手作業でデータ型を調整する必要があ り ます。

例 1 ： データ  フ ァ イルに WZSTRING データ型を使用する イ ンデッ ク ス  フ ィ ール ド が含まれていま

す。 データ  フ ァ イルを 6.x 形式に リ ビル ドする場合、 WZSTRING データ型は変換されません。 この

データ  フ ァ イルを Btrieve 6.15 エンジンで使用する こ と はでき ません。 このエンジンは WZSTRING
データ型をサポー ト し ません。

例 2 ： データ  フ ァ イルに NULL が含まれています。 データ  フ ァ イルを 7.x フ ァ イル形式に リ ビル ド

し ます。 真の NULL は変換されません。 このデータ  フ ァ イルを Zen 7 エンジンで使用する こ と はで

き ません。 このエンジンは 真の NULL をサポー ト し ません。

-uiduname セキ ュ リ テ ィ が設定されているデータベースにア ク セスする権限を与え られたユーザー名を指定し

ます。

-pwdpword uname で識別されるユーザーのパス ワー ド を指定し ます。 uname が指定された場合、 pword は必ず

指定する必要があ り ます。

-dbdbname セキ ュ リ テ ィ が設定されたデータベース名を指定し ます。

file 変換するデータ  フ ァ イルおよび辞書フ ァ イルを指定し ます。元のフ ァ イルが現在の作業デ ィ レ ク ト

リ にない場合は、 完全修飾パス または相対パスのいずれかを使用し て場所を含めて く ださい。 フ ァ

イル名にはア ス タ リ ス ク （*） ワ イル ド カー ド 文字を使用し て、 複数のフ ァ イルを指定する こ と が

でき ます。 

メ モ：元のフ ァ イルにオーナー ネームが含まれている場合、Rebuild は リ ビル ド し たフ ァ イルにオー

ナー ネーム と レベルを適用し ます。

@command_file Rebuild で実行される コマン ド  フ ァ イルを指定し ます。 1 つのコマン ド  フ ァ イルに複数の項目を指

定でき ます。 コマン ド  フ ァ イルの各項目には、 コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーター （あ る場合） と変換

する フ ァ イルのセ ッ ト を指定し、 その後に <end> または ［end］ を続けます。 

変換する フ ァ イルを指定する場合には、 完全なデ ィ レ ク ト リ 名を使用し ます。 フ ァ イル名にはアス

タ リ ス ク （*） ワ イル ド カード文字を使用でき ます。

次に、 Rebuild コマン ド  フ ァ イルの例を示し ます。

–c d:\mydir\*.*<end>
–c –p1024 e:\dir\*.*<end>
–m0 –k0 d:\ssql\*.*<end>
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デフ ォル ト では、 ユーテ ィ リ テ ィ を実行するには zen-svc ユーザーと し て ロ グ イ ンする必要があ り ます。 zen-
svc ユーザーにはパス ワード があ り ません。 su コマン ド を使用する こ と によ って root アカ ウ ン ト でのア ク セ

ス のみを行 う こ と がで き ます。 zen-svc 以外のア カ ウ ン ト か ら こ のユーテ ィ リ テ ィ を使用する には、 まず

.bash_profile を変更する必要があ り ます。 『Getting Started with Zen』 の 「Linux、 macOS、 Raspbian での Zen の
アカ ウ ン ト 管理」 を参照し て く ださい。

2 /usr/local/actianzen/bin デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

3 プロ ンプ ト に、 次のどち らかのコマン ド を入力し ます。

rbldcli [–parameter ...] file

または

rbldcli @command_file

parameter、 file、 および @command_file は、 「コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーター」 に定義されています。

使い方の例

以下の例はエラー時も処理を続けます。ページ サイ ズは 4096 バイ ト に設定され、 リ ビル ド されたフ ァ イルはサー

バー上の別のデ ィ レ ク ト リ に保存し ます。

rbldcli -c -p4096 -b/usr/local/actianzen/tmp /usr/local/actianzen/data/Demodata/
*.mkd

 Rebuild を Windows で実行するには

1 Zen がイ ン ス ト ールされている システムで、 コマン ド  プロ ンプ ト を開き ます。

2 状況によ り 、 \bin デ ィ レ ク ト リ をプロ グ ラ ム フ ァ イルを イ ン ス ト ールし たデ ィ レ ク ト リ に変更し ます。 その

場所が Path システム変数に含まれている場合は、 この操作は不要です。

3 プロ ンプ ト に、 次のどち らかのコマン ド を入力し ます。

rbldcli [–parameter ...] file

または

rbldcli @command_file

parameter、 file、 および @command_file は、 「コマン ド  ラ イ ン パラ メ ーター」 に定義されています。

使い方の例

以下の例はエラー時も処理を続けます。ページ サイ ズは 4096 バイ ト に設定され、 リ ビル ド されたフ ァ イルはサー

バー上の別のデ ィ レ ク ト リ に保存し ます。

rbldcli -c -p4096 -bc:\dbtemp c:\datafiles\*.mkd

 リ ビルド中のフ ァ イルの進行状況を見るには

Rebuild は、 フ ァ イルご と に処理されたレ コード数を画面上に表示し ます。1 度に 50 レ コードずつ増加し ます。 さ

らに、 Rebuild はこれらの情報をテキス ト  ロ グ フ ァ イルに書き込みます。 「ロ グ フ ァ イル」 を参照し て く ださい。
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17デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イル

デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを使用し て Btrieve フ ァ イル情報を保存する

デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルは、 Maintenance ツールがデータ  フ ァ イルやイ ンデッ ク スの作成に使用する フ ァ イ

ル スペッ ク と キー スペッ ク の記述を含む ASCII テキス ト  フ ァ イルです。 作成し たフ ァ イルの情報を保存するた

めの媒体 と し てデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを使用する こ と も でき ます。 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルは、 リ

レーシ ョ ナル エンジンで使用されるデータ辞書フ ァ イル （DDF） と は異な り ます。

デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルには 1 つ以上の要素が含まれます。 1 つの要素は、 キーワード、 等号 （=）、 それに

値がスペースな しで続 く 形式で構成されます。デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの各要素は、データ  フ ァ イルまたは

キー スペッ ク の特性に対応し ています。

メ モ  デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを使用する前に、 Btrieve の基本について熟知し てお く 必要があ り ます。

これらの ト ピ ッ ク スの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 を参照し て く ださい。

この付録では以下の項目について説明し ます。

 「デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの規則」

 「デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの例」

 「デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの要素」
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デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの規則

デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルを作成する際は、 以下の規則に従います。

 要素は、 大文字または小文字のいずれかで入力する。

 要素を区切る場合は、 以下の例のよ う に、 区切 り 文字 （スペース、 タブ、 またはキ ャ リ ッ ジ リ ターン / ラ イ

ン フ ィ ード） を使用する。

record=4000
key=24

 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの要素を適切な順序で指定する。表 75 に要素の適切な順序が示されています。

 要素の依存関係は、 すべて指定する。 た と えば、 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルで nullkey=allsegs を指

定し た場合は、 value= と い う 要素の値も指定し ます。

 キーには、キー数要素で指定し た数と同じ数のキーを定義する。 た と えば、key=12 を指定し た場合は、デ ィ

ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルでも  12 個のキーを定義し ます。

 キーに複数のセグ メ ン ト があ る場合は、 各キー セグ メ ン ト に以下の要素を定義する。

 キー ポジシ ョ ン

 キー長

 重複キー値 
 変更可能キー値 
 キー タ イプ

各セグ メ ン ト の降順ソー ト 要素は、 省略可能です。

 フ ァ イル中のキーで ACS を使用し ている場合は、 ACS フ ァ イル名または ISR テーブル名を指定する。 この

情報は、キーの最後の要素 （現在のキーのみに適用） またはデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの最後の要素 （デー

タ  フ ァ イル全体に適用） と し て含める こ と ができ ます。

 1 つのキーに対し て指定でき る  ACS は 1 つのみで、 ACS フ ァ イル名または ISR テーブル名も指定し ま

す。 同一フ ァ イル内の異な る キーには、 異な る形式の照合順序を使用で き ます。 た と えば、 キー 0 に
ACS フ ァ イル名、 キー 1 に ISR テーブル名を使用でき ます。

 同一キーの異なるセグ メ ン ト に、 異なる照合順序を使用する こ と はでき ません。

 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの最後に ACS を指定し た場合は、 その ACS がデフ ォル ト と し て使用され

ます。 た と えば、 キーに alternate=y を指定し、 そのキーに ACS フ ァ イル名または ISR テーブル名

を指定し ない場合、 データベース  エンジンでは、 フ ァ イルの最後に指定されている  ACS フ ァ イル名ま

たは ISR テーブル名を使用し ます。

 新しいキーを作成する際に alternate=y を指定し、ACS フ ァ イル名または ISR テーブル名を指定し な

い場合、 データベース  エンジンでキーは作成されません。

 デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの要素がオプシ ョ ンの場合は、 それを省略する こ と ができ る。

 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルには、 書式設定文字列を使用し ない。 一部のワード  プロセ ッ サでは、 テキス ト

フ ァ イルに書式設定文字列が埋め込まれます。
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デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの例

このセ ク シ ョ ンにあ るデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルのサンプルは、データ  フ ァ イルの説明です。このデータ  フ ァ

イルのページ サイ ズは 512 バイ ト で、 キーは 2 つです。 レ コード の固定長部分は 98 バイ ト です。 フ ァ イルで可

変長レ コード は使用可能ですが、 ブラ ン ク  ト ラ ンケーシ ョ ンは使用でき ません。 

フ ァ イルはレ コー ド 圧縮を使用し ます。 また、 可変長部割 り 当てテーブル （VAT） を許可し、 空き スペース  ス
レ ッ シ ョ ル ド は 20 % に設定されています。 MicroKernel エンジンは、 フ ァ イルを作成する際に 100 ページ、 つま

り  51,200 バイ ト をプ リ ア ロ ケー ト し ます。 フ ァ イルには、 キー 0 およびキー 1 の 2 つがあ り 、 キー 0 には 2 つの

セグ メ ン ト があ り ます。

図 39 では、 同一の ACS フ ァ イル名 （upper.alt） が両方のキーで使用されています。 図 40 では、 キー 0 （lower.alt）
およびキー 1 （upper.alt） で、 異なる  ACS フ ァ イル名を使用し ています。 図 41 のフ ァ イルには、 ロ グに使用され

る システム定義キーのみが含まれています。

図 39  キー セグ メ ン ト に ACS のフ ァ イル名を使ったデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルのサンプル

図 40  キー セグ メ ン ト に ACS のフ ァ イル名を使ったデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルのサンプル

record=98 variable=y truncate=n compress=y
key=2 page=512 allocation=100 replace=n
fthreshold=20 vats=y

position=1 length=5 duplicates=y
modifiable=n type=string alternate=y
nullkey=allsegs value=20 segment=y

position=6 length=10 duplicates=y
modifiable=n type=string alternate=y
nullkey=allsegs value=20 segment=n

position=16 length=2 duplicates=n
modifiable=y type=numeric descending=y
nullkey=n segment=n

name=c:\myacsfiles\upper.alt

ファイル
仕様

キー 0
セグメント 1

キー 0
セグメント 2

キー 1

record=98 variable=y truncate=n compress=y
key=2 page=512 allocation=100 replace=n
fthreshold=20 vats=y

position=1 length=5 duplicates=y
modifiable=n type=string alternate=y
nullkey=allsegs value=20 segment=y

position=6 length=10 duplicates=y
modifiable=n type=string alternate=y
nullkey=allsegs value=20 segment=n

position=16 length=2 duplicates=n
modifiable=y type=numeric descending=y
nullkey=n segment=n
name=c:\myacsfiles\upper.alt

ファイル
仕様

キー 0
セグメント 1

キー 0
セグメント 2

キー 1

name=sys:\zen\demodata\lower.alt

name=c:\myacsfiles\lower.alt
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図 41  システム定義キーをログに使用するデ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルのサンプル

record=98 variable=y truncate=n compress=y
key=2 page=512 allocation=100 replace=n
fthreshold=20 vats=y sysdataonrecord=loggable
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デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの要素

デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イルの要素は特定の順序で並べる必要があ り ます。 表 75 は、 デ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ

イルの要素を適切な順序で示し ています。 この表では、 各要素に必要な書式および指定可能な値の範囲を示し ま

す。

 アス タ リ ス ク （*） は、 その要素が省略可能であ る こ と を意味し ます。

 シ ャープ記号 （#） は、 その要素が以前のバージ ョ ンの MicroKernel にのみ適用される こ と を意味し ます。

 パーセン ト 記号 （%） は、 その要素が現バージ ョ ンの MicroKernel にのみ適用される こ と を意味し ます。

表 75 デ ィ スク リ プシ ョ ン フ ァ イルの概要 

要素 キーワー ド と フ ォー

マ ッ ト

範囲 解説

フ ァ イル スペ ッ ク情

報

コ メ ン ト  ブロ ッ ク * /*............*/ 5120 バイ ト な し。

レ コード長 record=nnnn 4  – ページ サイ ズの制限 な し。

可変長レ コード variable=<y|n> 適用外 キー オン リ ー フ ァ イルには適用でき

ません。

予約重複ポイ ン ター * dupkey=<nnn> 0 – 119 リ ン ク 重複キーを追加する フ ァ イル

にのみ適用でき ます。

ブ ラ ン ク  ト ラ ン ケー

シ ョ ン *
truncate=<y|n> 適用外 レ コー ド 圧縮が使用さ れる フ ァ イル

には適用でき ません。

レ コード圧縮 * compress=<y | n> 適用外 キー オン リ ー フ ァ イルには適用でき

ま せん。 「レ コ ー ド お よ びページ圧

縮」 も参照し て く ださい。

キー数 key=nnn 0 – 119 データ  オン リ ー フ ァ イルを作成する

場合は、 0 を指定し ます。

キー カ ウ ン ト がゼロの場合、［データ

の イ ン ク ルー ド］ および ［シ ス テ ム

データの使用］ は no に設定する こ と

はでき ません。

ページ サイ ズ page=nnnn 512 － 9.0 よ り 前の フ ァ イ ル

バージ ョ の場合は 4096 バ イ

ト （512 バ イ ト の倍数で最大

4096 バイ ト ）

512、1024、1536、2048、2560、

3072、 3584、 4096 または 8192
バイ ト （フ ァ イル バージ ョ ン

が 9.0 の場合）

1024、 2048、 4096、 8192 また

は 16384 バ イ ト （フ ァ イ ル

バージ ョ ンが 9.5 の場合）

4096、 8192 または 16384 バイ

ト （フ ァ イ ル バージ ョ ン が

13.0 の場合）

ページ プ リ ア ロ ケー

シ ョ ン *
allocation=nnnnn 1 – 65535 な し。
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既存 フ ァ イ ルの置 き

換え *#
replace=<y|n> 適用外 な し。

デー タ の イ ン ク ルー

ド *
data=<y|n> 適用外 キー オン リ ー フ ァ イルを作成する場

合は、 n を指定 し ます。 重複を許可

し、 シ ス テム定義のキーを使用する

キー オン リ ー フ ァ イルを作成する こ

と はでき ません。

空 き スペース  ス レ ッ

シ ョ ル ド *
fthreshold=<5|10|20|30> 適用外 可変長レ コー ド のあ る フ ァ イルのみ

に適用でき ます。デフ ォル ト 値は 5 で
す。

可 変 長 部 割 り 当 て

テーブル （VAT）

huge=<y|n> #
vats=<y|n>

適用外 可変長レ コー ド のあ る フ ァ イルのみ

に適用でき ます。

イ ンデ ッ ク ス  バ ラ ン

ス *
balance=<y|n> 適用外 な し。

キー番号の使用 * usekeynum=<y|n> 適用外 キー番号の要素と併用されます。

1 システム データの使

用 *%
sysdataonrecord=
<n|loggable>

適用外 要 素 が 指 定 さ れ な い 場 合 は、

MicroKernel の設定が使用 さ れます。

キー オン リ ーのフ ァ イルを作成する

場合は、 MicroKernel の設定が使用さ

れ、 この要素は無視されます。

1 シ ス テム データ  v2
の使用 *

sysdata2=<n|y> 適用外 シ ス テム データ  v2 を フ ァ イ ルへ追

加し ます。 キーオン リ ー フ ァ イルで

は使用し ないで く だ さ い。 13.0 形式

のフ ァ イルが必要です。

ページ圧縮 * pagecompress=<y|n> 適用外 「レ コードおよびページ圧縮」 も参照

し て く ださい。

フ ァ イル バージ ョ ン* version=0x<HH> 適用外 要素が指定さ れていない場合、 シ ス

テ ム のデ フ ォ ル ト の フ ァ イ ル バー

ジ ョ ンが使用 さ れます。 要素が指定

さ れてい る場合は、 以下の例に示す

よ う に 16 進数を使用し ます。 

• 0x90 ： バージ ョ ン 9.0 の場合 

• 0x95 ： バージ ョ ン 9.5 の場合 

• 0xD0 ： バージ ョ ン 13.0 の場合 

キー スペ ッ ク情報

キー番号 * keynum=nnn 0 – 118 フ ァ イル内で重複せず、 昇順に指定

され、 フ ァ イルのページ サイ ズに有

効であ る こ と が必要です。 フ ァ イル

を 作成す る 場合のみに適用 さ れ ま

す。

キー ポジシ ョ ン position=nnnn 1 – レ コード長 レ コード長を超えてはいけません。
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キー長 length=nnn キー タ イプの制限 キー タ イプが指示する制限を超えて

はいけません。 バイナ リ  キーのキー

長は、 偶数で あ る こ と が必要です。

キー ポジシ ョ ン と キー長の合計が、

フ ァ イルのレ コー ド 長を超えてはい

けません。

重複キー値 duplicates=<y|n> 適用外 重複を許可し、 シ ス テム定義のキー

を使用する キー オン リ ー フ ァ イルを

作成する こ と はでき ません。

変更可能キー値 modifiable=<y|n> 適用外 な し。

キー タ イプ type=
validMKDEKeyType 

適用外 名前全体 （例、 「float」） または最初の

三文字 （例、 「flo」） を入力し ます。

降順ソー ト * descending=<y|n> 適用外 な し。

オル タ ネー ト  コ レー

テ ィ ン グ シーケ ン ス

（ACS）

alternate=<y|n> 適用外 大文字小文字を区別する  STRING や
LSTRING、 WSTRING、 WZSTRING、

ZSTRING キーのみに適用で き ます。

既存フ ァ イルに イ ンデ ッ ク ス を追加

作成する際に、 その イ ンデ ッ ク スで

デー タ  フ ァ イ ルの最初にあ る  ACS
以外の ACS を 使用す る 場合は、

caseinsensitive=y と 共に使

用し ます。

大文字小文字無視の

キー *
caseinsensitive=<y|n> 適用外 ACS が使用 さ れ な い STRING、

LSTRING、 ま たは ZSTRING キーの

みに適用でき ます。

繰 り 返し重複 * repeatdup=<y|n> 適用外 キー オン リ ーのフ ァ イルを作成する

場合は、 繰 り 返し重複を使用し ます。

こ の 要 素 を 使 用 す る 場 合 は、

duplicates=y を使用し ます。

ヌル セグ メ ン ト * nullkey=<allsegs | n |
anyseg |>

適用外 な し。

ヌル キーの値 value=nn 16 進の 1 バイ ト ヌ ル セ グ メ ン ト 要素に使用 さ れ ま

す。

セグ メ ン ト  キー segment=<y|n> 適用外 な し。

オル タ ネー ト  コ レー

テ ィ ン グ シーケ ン ス

（ACS）

name=sequenceFile ま た

は isr=table name (%)
有効なパス、 ある いは使用中

のオペ レ ーテ ィ ン グ シ ス テ

ムで有効な値、 または -1

オルタネー ト  コ レーテ ィ ング シーケ

ン ス要素と共に使用されます。

1 データベース  エンジンがシステム データ を追加する場合、 結果レ コード がフ ァ イルの既存ページ サイ ズを超え る こ と が

あ り ます。 その場合、 データベース  エンジンは、 ページ サイ ズを自動的に次の適切な大き さに調整し ます。
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